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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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●校則法

第二百一条

・聖せい譜ふ記き述じゆつの再現は、人類が天上に再び上がることを最大の目的とするものである。
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●






　夕刻の風に、横からの夕日が差す。

　高い位置。武蔵むさし野の艦橋上の長椅い子すの上で、声がした。それは軽く前のめりで、

「〝武蔵むさし〟さん、あの馬鹿、乗艦拒否とか出来なかったの？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と〝武蔵〟が頷うなずいた。彼女は表示枠サインフレームを開き、〝大和やまと〟と情報の共有を行いながら、

「インノケンティウス十世様も、スレイマン様も、どちらも現状では学生としての身分は持ちつつ、教皇総長ではなく、また、総長もしくは生徒会長でもありません。

　一般学生であり、御二人が現状所属するのもP.A.Oda麾き下かではありますが本ほん願がん寺じです。武蔵としては乗艦拒否をする理由がありません。──以上」

「アレが一般学生ってのは、どうなのかねえ」

「酒さか井い様も学長を辞すれば、──と、極東は学生に十八歳さい制限がありましたね。この〝武蔵〟、零ゼロ歳さいになったばかりですので失念しておりました。──以上」

「何か〝武蔵〟さん、ちょっと厳しくなってない？」

　と、横にて、教きよう導どう院いんの状況を望遠術式で見ていたヨシナオが、身体からだの横に一枚の表示枠を軽く落とした。それは〝武蔵〟からは見えない位置であり、表示されている文字は、

『他の国に行く気は無いと言ってやり給え』

「あー、他の国に行く気はないからね〝武蔵〟さん」

「……ヨシナオ様、武蔵全艦の視覚素子からは見えております。が、まあそれを読むだけの気遣いはあるという事で了承しました。最高責任者の一人があのように退艦や乗艦をする、というのは避けて頂きたいので。──以上」

「あのようにって、山やま崎ざきの合かつ戦せんの時のような？」

「あれは私の判断の下です。つまり、──あちらにいる、元教皇総長達のような振る舞いは、保安のためにはあまり宜しくないと判断出来ます。──以上」





●






「ネイト」

　父の声に、母が動いたのをネイメアは悟った。

　今、教導院前の階段上に、武蔵副会長と毛もう利り・輝てる元もとがいる。

　どちらも役職としての位階は高いが、戦闘能力はさほど無い存在だ。

　故に母が跳ねた。一瞬で武蔵副会長の横に回る。ならば、

　……私も──。

　と身構えた瞬間。不意に左の肩を後ろから叩たたかれた。

「まだ羽は柴しば勢としての身の振りが公式ではない現在、あまり前には出ない方がいいですのよ」

　母の母だ。声が聞こえた瞬間には、既に彼女の姿が毛もう利り・輝てる元もとの横にあり、

「あ」

　瞬発加速を入れようとした己の身が、バランスを崩していた。今さっき、母の母に肩を叩たたかれたせいだ。軽い一打ちかと思えば完全に膝ひざの〝入り〟を後ろへと傾けられていた。

　おっと、と身体からだの調整をしている内に、横で同じような動きがあった。出ようとしていた福ふく島しまが、動きを清きよ正まさに止められていたのだ。

「私達は、まだ出ない方が良いと思います。福島様」

　福島の手を握って止めた清正の向こうで、彼女の父が頷うなずく。

「あまり大勢で出向くと、対決姿勢が出てしまうで御座るよ」

「あー、ネイメアも出たいか」

　と父に言われ、Ｊｕｄジヤツジ．、と言いかけ、己は気付いた。

　……お、御父様に名前呼ばれたの、初めてかもしれませんわ！





●






　ネイメアという名の、ミトツダイラの子が、〝使えなくなった〟のに浅あさ間まは気付いた。

　……ああ、またトーリ君が不意打ちをカマしましたね……。

　経験者は語る、という感覚で頷いてしまうが、まあ馴なれて貰もらうしかあるまい。ともあれ、という流れの中で、ホライゾンが彼女を手招きする。

　何事か、という、完全にアガってしまった赤面顔でネイメアが振り向き、ぎくしゃくと近づいていく先では、やはり彼がいる。そして、

「おお、何かオメエの元っていうか、親父おやじだかんな？　メーワクじゃなかったら宜しくな？

　名前はネイメアでいいんだろ？」

「は、はいっ、Ｊｕｄ．！　そ、そうでありますの……！」

「家はうちの斜はす向むかいだろ？　引越祝いにミートパイとか作ってやっから、何かリクエストがあったら両腕が回って行くだろうし、その時メモ渡すか何かしとけー？」

　はいっ、はいっ、と頷いてるネイメアは、状況がよく理解出来てないだろう。

　と、不意に彼が動いた。娘の頭、髪に顔を寄せて、

「いい匂においするなあ、オメエ」

「────」

　すると喜き美みとホライゾンも興味を持ち、寄っていく。三人で娘をクンクンしている光景はちょっとどころか大分頭がおかしいが、

「浅間様、チョイと、第三者からのレギュレーションを」

　言われて、自分も首を傾かしげながら寄ってみる。もはやネイメアを皆で囲んでいる状態だが、喜美が顎あごに手を当てている横、同じように匂いを嗅かいでみると、

　……うわあ。

　ハナミが空中でひっくり返るだけの事はある。コレはアレだ。

「ミトとトーリ君の匂においのミックスですね……！」





●






・金マル：『ハイ、皆、皆、いいかなー。ここで何で〝アサマチ、どーしてソーチョーの匂い知ってんの〟って言ったら駄目だかんね？』

・あさま：『い、言ってから〝しまった〟って思いましたよ！　ええ！』

・鉄火女：『言っておくけど、こっちの世界でも雑味じゃなきゃ匂いあっからな？』

・●　画：『御当地から貴重な資料的情報だわ……！』

・ゆたか：『えっ？　ちょっと、今、えっ？　主神とか、母さん達どういうレベルで……？』





●






　喜き美みは、何となく思った。自分にも娘がいて、彼女は弟と義妹の娘でもあるのだが、

　……姪めいも甥おいもいるのねえ。

　立場的にはオバちゃんね、と内心で苦笑するしかないが、それはホライゾンも浅あさ間まも、ミトツダイラや鈴すずも同じ事だ。

　そして気付くと、弟が姪の狼おおかみを軽く抱き寄せている。匂いを嗅かいで、浅間が言った事を確かめているのだが、同じように、狼の方も弟の匂いを確認している。

　この辺りの動き、先に匂いから安心に入るのはミトツダイラと同じだ。

　彼女にとっては、ここまで至近で、自分の親の匂いを得るのは初めてだろう。

　人狼ルウガルウとして、最大限に心を許せる〝人の匂い〟だ。他の者ではそうもいかない、と思うが、

「────」

　二人が一息ついて、僅わずかに離れた時、何となく試してみたくなった。

「ちょっと愚弟、姪っ子も、いいかしら？」

「？　何ですの？」

　まあまあ、と肩を叩たたくようにして抱き寄せる。その動きに姪は少し戸惑ったが、

「あ」

　気付いたろう。つまりはこういう事だ。

「愚弟の匂いだったら、私も同じだもの。男と女の違いはあるけど、同じもので出来てるの」

　だから、

「いい？　──アンタ達は、二倍安心していいの。こっちの〝今〟には、アンタ達のカーチャンもいれば、愚弟もいて、ホライゾンもいて、更には人類の最上級として私がいるんだから、想定よりもっと安心して良いのよ」

「……Ｊｕｄジヤツジ．」

　赤面のまま、俯うつむき気味に頷うなずくのがえらく可愛かわいいと思うのは、肉親の情だろうか。

　とはいえ、こっちも言っておこう。

「アンタ達も、うち来て泊まっていいのよ？　──愚弟の合体ナイトの時は駄目だけどね」

　浅あさ間まが横見て噴いて、ホライゾンが親指を上げた。





●






　ホライゾンは、喜き美みが校舎の方に顔を向けたのを見る。そして彼女は、そちらに向かって、

「先生も、うちに遊びに来たり泊まりに来ていいのよ？　酒、タカりに来る？」

「本舗のバリエーションが増えたら考えとくわー」

「ほほう、その辺りは浅間様にお任せになりますな」

　半目の浅間が、まあその辺りは……、と頷くから、この件は大丈夫だろう。

　本舗も、自分達だけではなく、いろいろな世代で賑にぎやかになるという事だ。

　そしてネイメアが軽く頭を下げ、ふらつき気味にステップしながら元の位置に戻っていく。





●






　ネイメアは、羽は柴しば勢に戻るなり、豊ゆたかが高速に近づいてきたのを見た。

　目の前で、足裏にスキール音をつける勢いで止まった彼女に、己は嘆息する。

「……勢いありますのね、豊」

「どうでした!?」

　一声目がそれですの、とは思うが、まあ彼女らしい事だ。故に自分は一つ頷き、

「同じ事、して貰もらいに行ったらどうですの？」

「な、何言ってるんですか！　私があんな事されたら致死量超えます！　もっと免めん疫えきついてからじゃないと駄目ですって！」

「一体何の病に侵されてますの貴女あなた……」

　肩を摑つかまれがくがく揺らされながら、これはあとでレポート求められますのよね多分、と思っていると、小さな笑い声がした。

　失笑、ともいえる音は、階段の方。元教皇総長が作ったものだった。

「人狼女王レーネ・デ・ガルウ、三代が揃そろって警戒するか。俺おれ達もまだまだ健在と、そういう訳だなあ、おい」





●






　ミトツダイラは、とりあえず周囲の匂いなどから、目の前にいる二人の男が〝個人〟で来ている事を確認した。

　……少なくとも、武蔵むさし住人以外の匂においはありませんわね。

　他国の住人には、一つ、武蔵むさし勢とは明らかな違いがある。

　うどん王国由来の、釜揚げの匂においがしないのだ。

　うどんを茹ゆでた湯気の匂いは、地上武蔵にいた時はいつもの事で、一日一食の掟おきてもあった。それゆえに匂いが鼻に残っている程だが、四し国こくを出てみれば武蔵勢と他国勢を嗅かぎ分ける指針になる。周囲、動態として動く人々の中、関せきヶ原はらのために集まった各国代表や羽は柴しば勢を別として、余計な存在や、隠れている者はいない。眼前の二人については、護衛もなければ、視界の中には狙そ撃げきの武装が構えられる動きもない。

　……この辺りの検知は六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの自動人形姉妹の方が得手でしょうね。

　だが、校庭側に控えて周囲を確認する三姉妹の内、長女が手を横に小さく振った。

　ならば何も無い。それはつまり、

「──正まさ純ずみ」

　ああ、と正純が頷うなずいた。そして、

「久し振りですね、聖下」

「おお、自分が下だという事を忘れていないのか！　武蔵副会長、本ほん多だ・正純！」
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・副会長：『私……、フルネームで記憶されてるのか……』

・銀　狼：『あの、正純？　あれだけ三み河かわでやらかしましたのよ？』

・金マル：『というかアレ、絶対に気に入られたよね。陸りく港みなとで突っ走ってきた時、説教くれたって事は、言えば解わかると思ってるって事だし』

・蜻蛉切：『正純はコミュ力が高いで御座るなあ』

・副会長：『いや、何か私、権力者の憶おぼえがやたらいい気が……』





●






　厄介だなー、という思いを隠す事なく、正純は言った。

「ヴェストファーレン前の挨あい拶さつですか？　聖下。スレイマン閣下も」

　その問いに、教皇総長が小さく笑い、スレイマンが微笑で頷いた。

「いいや違うのだよ武蔵副会長。そういう事ではない。──これは復帰の挨拶だ」

　どういう事か。その疑問の答えを、輝てる元もとが言った。

「ヴェストファーレンに限らず、国体として動き出すと、そういう事か」

「Ｔｅｓテスタメント．、優秀な、未来の会計候補を引き抜かれてしまったようだがね」

　校庭の方。皆の後ろに隠れていた小こ西にしが、更に身を小さくする。

　だが今の遣り取りで、己は理解した。つまり二人は、こう言っているのだ。

「P.A.Odaを復帰の場とすると、そういう事か」

「Ｔｅｓテスタメント．、久し振りの現役復帰だ」

　スレイマンが、己の胸に手を当てて言った。

「P.A.Oda新総長スレイマン。生徒会長には丹に羽わ君がついてくれるそうだが、これでムラサイ、織お田だ家の二頭体制が確立するという訳だ」

　自分達の横で、気配が縮んだ。そんな感覚を得た。

　見るまでもない。狼おおかみ母子が軽く身構えたのだ。外からはそれと解わからないように、だが身を引き絞り、いつでも自分達を発射出来るようにしている。

　……スレイマンか。

　総長を名乗ったのだ。その国の武の代表。それが目の前にいるとした場合、副長や騎士を名乗る人狼ルウガルウは万が一を考えると、そういう事だろう。

・現役娘：『ネイト』

　名前を呼ぶだけで充分だ。

　もしも、他国の総長が、これより一歩でも近づこうというなら、干渉する。

　校庭にいる皆の方では、無手の二ふた代よが軽く首を下に振った。ミトツダイラへの許可も出た。そして彼女達の動きは、明らかに隠していない。目の前の二人にも解っているだろう。あとは、

　……どう動く？

　思った瞬間だった。教皇総長が、無言でこちらの前に立った。





●






　インノケンティウス十世は、目の前に立つ少女の目を見た。

　見上げるのではない。顔を傾け、まっすぐに視線を送る。これは旧派カトリツクとして、人の平等を謳うたう以上は当たり前の事だ。

　言い換えるなら対等。この状態で殴り合うならば、どういう結果でも文句は無い。

　その上で、己は本ほん多だ・正まさ純ずみに問うた。

「……今、俺おれがここにいる意味が解るか？　本多・正純」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──恐らくこういう事ですね、聖下、スレイマン閣下」

　武蔵の副会長が言う。

「P.A.Odaは、私達との同盟を保持したいのだ、と」





●






「マジかよ！」

　スレイマンは、馬鹿が跳び込んで来たのを見た。馬鹿には姉も姫も付いていて、三人は教皇総長の方に階段を素早く移動すると、上下に小刻みに動きながら、

「イノケン！　俺達と仲間になりてえの!?　どうしたのオメエ、寂しくなった!?　なった!?　やっぱうちみてえに楽しい学生生活に憧あこがれたりする!?」

「ククク、あれだけ三み河かわで啖たん呵か切っておいてノコノコやってくるなんて、ちょっと恥の概念無いわねとか思っちゃうけど、実利主義って考えると良い判断じゃない！」

「あ、どうも！　三河では直接挨あい拶さつしないまま〝刑場アンダミオ・デラ・エジエクシオン〟でジュッとやられてしまうところでしたがピンピンしてます！　そっちの旗艦を号泣ビームで落としてしまいましたがサーセン！　あ、青雷亭ブルーサンダーのサービス券です。解わかり易やすいワイーロとして御受け取り下さい」

　こちらが無反応でいる間、大変なのは武蔵むさしの第五特務だ。馬鹿が勝手に跳び込んで来たのに合わせて、瞬発加速で小刻みに位置を変えている。

　が、スレイマンがワイーロを受け取って、馬鹿がこちらを下から斜めに見上げ、

「──で、何しに来たのオメエ。焼肉だったら昨夜ゆうべやっちまったぜ？　金がねえんだろ？　タダメシが次食えるのはいつか正まさ純ずみに調べさせておくからよ、その時また来いって。んン？」

「貴様あ──！」





●






・俺　　：『相変わらず気が短えな』

・副会長：『というかお前ら、不用意に接近すんなよ。ミトツダイラが大変だろう』

・銀　狼：『い、いえ、我が王の行く処ところ、必ず先を行く役目ですから問題ありませんわ！』

・黒　狼：『御母様、それが騎士道というものですのね……!?』

・金マル：『主人が家を出ると、散歩だと勘違いして小屋から飛び出すアレかな？』

・現役娘：『まあ！　ネイトったら毎晩そんな淫みだらな事を……！』

・銀　狼：『今の説明の何がそんな隠語に見えましたの──!?』

・しとお：『というかどういう事で御座ります？　何なに故ゆえ、同盟を、と言えるので？』

・未熟者：『Ｊｕｄジヤツジ．、僕達は、京きよう都との内だい裏りに入る時、三征西班牙トレス・エスパニアの攻撃を受けたけど、その時に援護を貰もらったんだ。──〝淫蕩の御身ステイソス・ポルネイア〟を、戦場に投下されたんだよ』
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　つまり、と竹たけ中なかは、教きよう導どう院いんの正門前スペースと階段を見た。

　そこに立つ武蔵むさし副会長と毛もう利り・輝てる元もとと、馬鹿に絡まれる教皇総長とスレイマンを見据え、

「──教皇総長、ああいう感じで絡まれる事を推測出来てなかったんですかねー……」

「竹中様、あの、ちょっと途中を飛ばしてその見解になっていると思うんですが、もうちょっと補足して頂けませんか？　──何故なぜ、教皇総長は武蔵の援護をしたのか、と」

　三みつ成なりの問いかけに、ああハイ、と己は頷うなずく。だがその前に一応確認として、

「ええと、今後一応、三成君にしますね？　羽は柴しば君だと、羽柴関係の言げん質ちを他国にとられそうな気もしますから」

「あ、Ｊｕｄジヤツジ．、こっちもその方が有り難いです。元々そういう器じゃなかったんで……」

　……結構、成長著しいとは思いますけどねー。

　というか制御情報プログラムがベースにあるため、身体的な部分や性格は別として、状況判断力などは経験と知識の蓄積で確実に成長するのだ。本人がどう思っているかはともかくとして、将来的には羽は柴しばや信のぶ長ながよりも成長をする事となるだろう。

　……おねーさんが不必要になる時もあるんですかねー……。

　ついていくのが大変だ。実際、関せきヶ原はらでは目立った出番がなかったが、ジャージ姿で運動をしたのも久し振り過ぎてチョイと筋肉痛。明日あした以降は身体からだが死んでるでしょうね、と思いつつ、

「──えーと、〝淫蕩の御身ステイソス・ポルネイア〟を武蔵むさし勢に送ったと言う事は、教皇総長の方針が三み河かわ時点から大きく変わった、という事を示します」

　どういう事か。

「三河争乱は、その結果として武蔵の姫を巡る判断をヴェストファーレンに預けるものとなりましたが、根本の原因は教皇総長が大罪武装ロイズモイ・オプロを無心に来た事です。

　つまりK.P.A.Italia及び教皇総長として、大罪武装が必要だったんですね」

「しかしそれが必要なくなった、という事ですか？」

　三みつ成なりの言葉に、己は頷うなずいた。ただ、と前置きし、問うてみる。

「そこに、重要な意味があるの、気付いてますか？」
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　……結構、面倒な問題です。

　竹たけ中なかは、三千世界をフルで起動したくなる気分を堪こらえた。

　だが、表だった動きを見せない事は重要だ。ゆえに思案と口頭のみで言葉を作る。

「例え〝元教皇総長〟になろうと、K.P.A.Italiaに現教皇としてオリンピアがいようとも、教皇総長が大罪武装を欲さない理由にはなりません。寧むしろ、教皇総長がK.P.A.Italiaから外に出てピンでやっていくとしたならば、大罪武装を手放してはいけませんし、新しい大罪武装を得ようとする姿勢を捨てる意味がありません」

　あ、と三成も、教皇総長が京きよう都とで取った行動の意味に気付いた。

「……教皇総長には、大罪武装を不要とする理由が出来た？」

「Ｊｕｄ．、大罪武装は〝戦力〟と〝末世解決〟の二つを兼ねる武装です。それを不要としたならば、理由は二つあります」

　まず一つは何か。己は一息を入れ、

「一つは、戦力的に充分なものが得られ、自分が大罪武装を持って前線に出なくてもよくなったという事。

　つまりP.A.Odaが、充分な戦力を保持している、という事ですね。

　これはP.A.Oda一国に限らず、同盟している他国も含みです」

　告げた言葉に、皆がややあってから頷うなずいた。糟かす屋やなどはじっと教皇総長達の方を見ているが、彼女は柴しば田た勢との付き合いもあったのだ。他国の同盟云うん々ぬんについては理解があるだろう。

　……そして二つ目。

　己は口を開き、告げた。

「……二つ目は、彼らが、末世解決において、リーダーたる事を選択しなくてよくなった、という事です」

「それは──」

　と言葉を作ったのは清きよ正まさだ。

「末世解決のリーダーとなるのは、リスクが高いからですか？

　つまりかつての未来にて、武蔵むさし勢がほぼ壊滅したように、……もしも末世を解決出来ても、リーダーとなっていたら自勢力の衰退は必須だ、と」

「Ｊｕｄジヤツジ．、リーダーになって末世を解決すれば、名誉が与えられるでしょう。しかしそこで自勢力を保たねば、末世後のマウント取りで良い位置につけません」

「でもタケ子、そうやって大罪武装ロイズモイ・オプロをくれたり、ここに来たって事は、キョーコー達は武蔵に期待していたり、って事じゃないの？」

「じゃあ、脇わき坂さかさんに逆質問です。教皇総長が身分を明かしたのって、いつが最初です？」

「え？　そりゃあ……、今じゃないの？」

　ですよねー、というと皆が首を下に振る。そして清正が、あ、と気付いた。彼女の母や、立たち花ばな夫妻も気付く辺り、これは外来の者には解わかる事だろう。つまりは、

「教皇総長は、今さっき、新しい身分を明かしました。だとすると、教皇総長の新しい政治的立場や言動は、今さっきスタートしたんです」

　これはどういう事か。こちらの言葉に繫つなげるように、清正が口を開いた。

「教皇総長が京きようで武蔵勢の味方となるように〝淫蕩の御身ステイソス・ポルネイア〟を渡したとしても、それは〝今さっき〟よりも昔の事です。京での彼の行いは、今さっき、リセットされたのですね」

「Ｊｕｄ．、──逆に言えば、京で武蔵勢の味方のようなムーヴをしたのは、ここでリセットするから。……そう考えると、寧むしろここからは敵対する可能性もあります」

　さて、と己は言葉を継いだ。

「だけど武蔵副会長は、P.A.Odaが極東との同盟を保持したいのだと、そう言いましたね。

　そのような事が成立出来ると言えるのは何故なぜか。彼女に答えて貰もらいましょう」
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「どういう事だ？　なあ、おい」

　教皇総長パパ・スコウラは、鼻で一つ笑って、横から覗のぞき込んで来る馬鹿共を避けながら問うた。

　視線はまっすぐ、ジャージ姿の本ほん多だ・正まさ純ずみに向け、

「何故なぜ、P.A.Odaがお前達との同盟を保持しようと、そう考える？　──だってお前ら、羽は柴しば勢と合流するであろうが。そうなったら羽柴勢はP.A.Odaからいなくなり、戦力の大部分が損失となる。そんな事をされて同盟を保持したいと？　何故そう言える？」

「──教皇総長」

　本多・正純が言った。

「三み河かわ以後、こうして貴方あなたと話す事が出来て私は嬉うれしい」

「────」

「三河でお互い、決別した。だが今、貴方はあの時の立場ではない。どちらかといえば己の立場を簒さん奪だつされた身だ。更にはそれを取り返そうという身でもあろう」

　そして、

「私達と合流する羽柴勢は、M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクの内、皇帝派から、敗戦の責任を押しつけられ、ヴェストファーレンで叩たたかれるのだという。だが皇帝派はK.P.A.Italiaと組んでいる。

　──ならば私達の敵は同じだ」

「──同じならば、どうする？　なあ、おい」

「そうだなあ……」

　やや時間をおいてから、本多・正純がこう言った。しれっと、

「──私はタメ口はやめときます。貴方が教皇に返り咲いた後を考えるので」





●






　ははは、という笑い声を、人狼女王レーネ・デ・ガルウは聞いた。

　……あらあら。

　笑っているのはスレイマンだ。彼は教皇総長の背を何度も叩たたいているが、逆に相手の方は武蔵むさし副会長を指さし、声を張り上げている。

「そのお前の態度が、既に俺おれを見下していると言うのだ……！　解わかったか、おい！」

「いやでもタメ口駄目ですよね」

「当たり前だ！　俺の方がお前よりも何千倍も偉いからな！　それがタメ口利こうなどという発想自体が間違っておるのだ！　おい！」

「あれあれイノケンのオッサン、タメ口駄目なの？　じゃあタメ口利いてる俺とは、セージュン以上のツーカーって事？」

「お前は自分で勝手にタメ口にしてるだけだあ──!!」

　ははは、とスレイマンが笑う。そして、歯で笑いを嚙かみ殺し、彼が言った。

「私達の様な者はね？　歳としをとると気付くのだよ、武蔵副会長」

「何が、ですか？」

「友人達が、いつの間にか周囲からいなくなってしまった事に、だ」

　……あら。

　これは同意が出来る事だった。自分とて、昔は人狼ルウガルウの仲間達と付き合いがあったのだ。だがそれもいつの間にかいなくなっていて、夫となるべき人が来るまで、死を前提として生きていた時代があったのだ。

　ならば、解わかる事がある。スレイマンも教皇総長も、ここに来たのは、

「──敵ではない存在を求めて、ですの？」

「Ｔｅｓテスタメント．、先程、武蔵むさし副会長が言った通り、私達の敵はK.P.A.Italiaであり、織お田だ家の衰退を狙ねらう極東勢力であり、それを暫定支配によって用い、ムラサイを押さえ込もうという欧州列強でもあるのだよ」

　ならば、

「敵ではない部分が多い武蔵と、顔合わせぐらいはしておくのがいいだろう」

「同盟の保持はどうしますの？」

「さあ、どうしよう」

　スレイマンが笑みで肩をすくめた。

「──このスレイマンがいて、元とは言え教皇総長もいるP.A.Odaだ。──価値は無いかね？」







[image: 第三十章『帰還のお偉方』]
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　……身分不確かゆえのフットワークの軽さですわね。

　と、人狼女王レーネ・デ・ガルウは素早く眼下の相手を値踏みする。

・現役娘：『スレイマンも教皇総長も、政治的な判断力は高い二人。『私達が曖あい昧まい決着でM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクとP.A.Odaを振り回そうという、そんな考えが既に読まれているという事ですわね』

・○べ屋：『うわ──……、商売の敵だよ、こういう高度な連中……』

　その通りだ。そして、こちらがそのような姿勢を他国に広め、事後承諾のようにしようとした事に対し、同盟の保持を確かめに来た訳だ。

・現役娘：『昨日きのうの会議で曖昧決着を決めた時とは、もう違うP.A.Odaですわね』

・九尾娘：『どう思うかえ？　人狼女王』

・現役娘：『P.A.Odaが、衰退必至の存在ではなくなったと、そういう事ですわ』

　言い換えるなら、今はこういう状況だ。

・現役娘：『お互い、価値はありますの。ならば、──ビビった方が負けですわよ？』
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「おい」

　という女の声を、教皇総長パパ・スコウラは聞いた。

　毛もう利り・輝てる元もと。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの生徒会長だ。

　ヴェストファーレンでは戦勝国側で、M.H.R.R.旧派への責任を追及する側だが、P.A.Odaに対しては直接の敵ではない。

　……敵対する要素は薄いのに、何故なぜ、おい、等と言う？

　疑問だ、ゆえに言っておく。

「お前、……人に対して〝おい〟とは何だ。無礼であろうが、おい！」
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・金マル：『誘い……、攻め、かな？』

・ＡｎＧ：『ママ達が三み河かわでどんだけ苦労したのか何となく解わかってドキドキしてきたよ……』

・十ＺＯ：『Ｊｕｄジヤツジ．、何と言うか、あの理不尽な空気を思い出してきたで御座るよ？』

・副会長：『お前ら、今私、目の前にそれがいるんだからな？　な？　解るか？』
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　カ──、と輝元は口の横から息を吐いた。

「何か良く解んねえけど、ムラサイのＯＢと無職の元教皇が組んで失地回復だろ？　あたしにやあんまし関係ねえけど、お前らが武蔵むさしにメーワク掛けっと、あたし達んところの開拓事業とかに遅れが生じるんだよ」

「ほう、だとしたら、武蔵をこちらが掌しよう握あくすると、欧州覇は王おうの六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの首を摑つかむ事が出来ると、そういう事か、おい」

「──おう、やる気があるならやってみろ。うちは末端構成員まで筋金入りだからな。巴パ里リ包囲戦以上の根性見せてやっから、場所指定しろ」

　……全く。

　この元教皇、虚勢も無しで話してやがるな、と自分は思った。

　高圧的で上から目線だが、それは己への自信からなるものだ。それだけの能力があり、経験もあり、挫ざ折せつだってあったのだろう。死ぬ時は死ぬ。そのくらいの覚悟で振る舞っているのが解わかる。だからこちらも、同じ覚悟でなければ恥を生む。

　……大罪武装ロイズモイ・オプロを捨てておいて良かったぜ。

　もしも虚栄を欲するような状態だったら、目の前にいる相手の、その視線に負けていたろう。だがこっちも激戦抜けて来た身だ。

「──うちと武蔵勢はタメ口でな。武蔵に手出すってんなら、あたしが相手になってやるよ」

「太陽王ロワ・ソレイユが相手にならんのか？　何だあの男は！　腰抜けか！」

「ハア？　お前みたいなヤツはあたしで充分だよ。無職のくせに細けえぞ馬鹿野郎！」

　ちょっとお前、と本ほん多だ・正まさ純ずみが肩を叩たたいてきた。彼女は微笑で、

「今、凄すごく私のストレスが消えて行った後で、更に増えて行ってるが、後先考えてるか？」

「そんなんテメエが考えときゃいいじゃねえか。うちは最終的に欧州覇王だぜ？」

「あー、太陽王に永久就職ってところか」

　言われ、意味を考えると、首の辺りから上に熱が来た。

「馬っ鹿野郎！　主婦に納まる器じゃねえぞ、あたしゃ……！」

　軽く突き飛ばすと、向こうのムラサイのＯＢがやたらと笑った。
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「Ｔｅｓテス．Ｔｅｓテス．、成程なあ。……教皇総長パパ・スコウラ、これが世代ってヤツだ」

　スレイマンは笑って一度相方の背を叩たたいた。そして視線より少し上の位置にいる少女達を見上げ、また小さな笑いを漏らし、

「正しく、君達に振り回されているようだ」

「期待に応こたえられて幸いです、閣下」

　ケと毛もう利り・輝てる元もとが口くちの端はから息を捨てるが、対するスレイマンが言う。

「君達の日常や色恋沙ざ汰たも、私達がそういう事が出来るように下地を作ったと、──その事について敬意はあるかね？」

「いえありません」

　武蔵むさし副会長の即答に、己は首を傾かしげた。

「どういう事かね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、私達がそういう事をしているのは私達の選択です。今の時代が存在し、保持出来ている事については、これまでの全ての人類や自然に感謝していますが──」

　言われた。

「現役である貴方あなた達はまだ評価を確定出来ない。私達が貴方達に敬意を払うならば、貴方達も私達に敬意を払って下さい。何故なぜならまだ私達は、同じ時代を生きる人間なのですから」
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「Ｔｅｓテスタメント．、──いい答えだ。私達も現役だから、か。素晴らしい」

　スレイマンは、正直に、言う。

「大王と呼ばれた時代。私の今の言葉に頷うなずいた領邦は取り潰つぶし、吸収したものだ。それでも私に感謝する者達は多かったけどね」

　とスレイマンは言った。

　……まあ、今の世の中だと、庇ひ護ごされたい方が多いのだろうけどね。

「だが敢あえてそこで〝同盟〟と言うのだね？」

「いえ、私達は、羽は柴しばをP.A.Odaから引き抜く側ですから、基本、その保持を望みません。

　そしてまた、私達は、そちらから関係を維持しろと指示される側でもありません。

　お互いにとっていい塩あん梅ばいの判断は何処どこか。それを考えた結果、そちらから同盟の保持を確認される、という程度が妥当ではないかと、そう考えただけです、閣下」

「ハ、遠回しな言い方が好きだなあ、本ほん多だ・正まさ純ずみ」
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・●　画：『いい？　今の教皇総長の〝好きだなあ〟が、何処に掛かるかと言うと、


１：遠回しな言い方を本多・正純は好きだなあ

２：遠回しな言い方が（私は）好きだなあ

３：遠回しな言い方をする本多・正純を（私は）好きだなあ



　という三種が上がると思うわ。でも私は一つ発展させて、


４：私は遠回しな言い方が好きな本多・正純を好きな私が好きだなあ



　と、このくらい複雑じゃないと今の集団の中からは一つ上に抜け出せないわ。解わかる？』

・不退転：『煮詰まり過ぎてないかしら』

・ゆたか：『ええと、私は駄目な父さん達を好きな母さんが好きな私が好き？』

・黒　狼：『豊ゆたかの場合、最後が〝楽しい〟とか〝コーフン〟とかな気がしますの』

・銀　狼：『というかいつの間にか〝達〟って付いてるの、何処どこまでが範囲ですの？』

・副会長：『どうでもいいけど、今の正式な記録に残すなよ!?　いいな!?』
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　教皇総長パパ・スコウラは、小さく笑った。

「Ｔｅテ──ｓス．、成程、俺おれ達に〝現状維持で良い〟と、その程度には気遣いがある訳か」

「気遣いと言うより、国と国として当然の扱いです」

　ほう、と己は声を上げる。今の本ほん多だ・正まさ純ずみの物言いに、こう思ったのだ。

　……こちらを試しに来ているのか、それとも、当然の事となっているのか、どうだ？

　心に浮かんだ疑問を、そのまま問う。

「武蔵むさしは、国家か」

「ヴェストファーレンで他国が決定するでしょうが、──三み河かわにて武蔵は独立した国となる事を宣言し、そのように振る舞ってきました。私達がそういう態度でいなければ、他国がどうしてヴェストファーレンで武蔵を国家として認めると思います？」

「他国に、お情けで〝国家〟を貰もらう気は無いと、そういう事か。おい」

「──それだけの事をしてきましたので」

　良い即答だ。そう思った。確かに武蔵の動静を追ってみれば、相当の事をしている。これは、表で認める事が出来なくても、実質ではその通りだ。

　認めずとも、侮る事は危険だと解わかる。そしてまた、

　……自覚もあり、戦力もある、か。

　ならば今後、こちらが考える事は単純だ。武蔵に足りないもの。もしくは、何かの条件で武蔵から不足するものを見つければ、同盟の保持を願うこちらとの立場が、逆転する。

　武蔵が自分達を確立し、他国もそれを認めているがゆえに出てくる、明確な不足。

　全てが足りている国家であるならば、争いを起こす必要は無く、他国を頼る意味も無い。しかし武蔵はそうではない。

　武蔵には弱点ともいえる不足があるのだ。
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　……本多・正純の態度や、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの関係を見に来て良かったなあ、おい!!

　教皇総長は、スレイマンと己が今日きようこのタイミングでここに来た勘を内心で祝福した。

　やはり現場は己で見ないと駄目だ。三河争乱も、自らが大罪武装ロイズモイ・オプロを要求しに行っていたからこそ当事者として存在感を発揮出来る。そして今もそうだ。

「Ｔｅ────ｓ．、良いだろう本多・正純。そしてそこの馬鹿」

　視線を向けると、三人がこちらの視線を追い、後ろに顔を回した。

　おい、と声を掛けると、まず馬鹿が振り向き、

「──何処どこにも誰だれもいねえぞ？」

「ククク、虚空に何か見えてるのね？　お・馬・鹿・さんっ」

「このホライゾン、まさか教皇総長様がそんな夢見る年とし頃ごろだとは知りませんでした」

　と、武蔵むさしの姫が、何処かから出した扇せん子すで己の頭を一つ打ち、こう言った。

「旧派カトリツクの誰かさんが三み河かわでしくじったおかげで、世界が面倒な事になりましたねえ」

「お前らのせいだぞ、おい……!!」

　ははは、とスレイマンが笑う。こちらの肩を叩たたく。

「行こう、教皇総長パパ・スコウラ。顔見せは終わった。──新しきP.A.Odaと、君の復権の宣伝としては充分なものとなっただろう。それに──」

　と、スレイマンが、視線を本ほん多だ・正まさ純ずみと毛もう利り・輝てる元もとに向けた。

「世界が今、どうなっているのかも、大体は見えた。──ここからは私達が巻き返す番だ」

「Ｔｅｓテスタメント．、ならば後は、──ヴェストファーレンだな、本多・正純」

「Ｊｕｄジヤツジ．、道はつきました。あとは、現場で決着しましょう」

　フ、と頷うなずいたこちらの横。武蔵の姫が虚空から紙袋を出してくる。何かと思えば、

「──では教皇総長様、スレイマン様、こちら、青雷亭ブルーサンダーにて新武蔵名物として企画中の粉末水バラエティセットと栄養満点スムージー〝胃に入れば皆同じ〟のセットです。

　あ、ワイーロとして捉とらえるならご自由にどうぞ。お安いもんです」

　馬鹿と馬鹿姉が、ごく自然な流れでこちらに紙袋を渡してきて、受け取らされる。

　そして武蔵の姫が、階段下の方を手で示し、こう言った。

「じゃ、テキトーにまたのお越しをお待ちしております」

「二度と来るかあ──!!」
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　そして教皇総長とスレイマンが、階段を降りていく。

　それを見る皆の内から、感想が漏れた。

「……あれ、多分、いずれまた来るよね」

　という武蔵の第三特務の声に、竹たけ中なかは皆と共に頷うなずいた。

　眼下、降りていく二人は本当に護衛無しだ。相当に度胸のある事のように見えるが、武蔵側の警備体制が問われる部分でもある。

　試されたと言うべきか、それとも、

　……二人も、こちらに敵意はないと示しに来たと、そう考えるべきですかねー。

・黒　竹：『次に会うのは、ヴェストファーレンですかー……』

・□□凸：『酷ひどい挨あい拶さつがあったもんです』

　これは片かた桐ぎりに同意だ。

　酷ひどくストレスがあるが、武蔵むさしだとこういうのが日常だったのだろう。その点、〝羽は柴しば勢〟であった頃ころは気楽だったと言う事か。さらば気楽な人生。と、そんな事を思っていると、

・武　蔵：『元教皇総長、スレイマン様、教きよう導どう院いん前の通りから多た摩ま方面の街道に入られました。捕ほ捉そくはしておりますが、そちらに戻る気配はありません。──以上』

　有り難い。

　……台風みたいな挨あい拶さつが、とりあえず終わりですねー。

　気分の切り替えが必要だ。そうしなければならない理由はある。もう夕刻となった日の光。それを横から浴びつつ、自分は、ここで気になるべき存在へと視線を向けた。

　表示枠サインフレーム、それも旧派カトリツクのものに映っている相手は、

「皇帝陛下、──今の、どう思われます？」

　マティアスだ。
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　竹たけ中なかとしては、教皇総長達P.A.Oda勢と同等に、マティアスには、いろいろと問いたい事がある。その第一は、やはり羽柴勢として、

　……うちらをスケープゴートにする事とか、その辺りもありますよねー。

　無論、まともな答えはないだろう。大体、彼は傀かい儡らいを自認する身だ。何か言ったとしても、〝保護者〟の言動によってそれがすぐ変わる可能性もある。

　ならばここで疑問するのは、相手の初動というか、印象だ。

「P.A.Odaは、羽柴勢が離脱しない事を求めてますね。一方でM.H.R.R.神聖ローマ帝国も、うちが離脱するとM.H.R.R.旧派が受ける敗戦の流れを受け止めるものが無くなりますから、ヴェストファーレン会議終了まではM.H.R.R.旧派にいて欲しいでしょう。しかし──」

　ちょっと揺さぶってみる。そのつもりで己は言った。

「P.A.Odaに亡命した教皇総長は、K.P.A.Italiaから教皇権を奪還したがってます。そうなると、P.A.Odaは、こう動くと思いませんか？　M.H.R.R.旧派からうちを離脱させよう、と」

『それが何になると言うのかな？』

「Ｊｕｄジヤツジ．、その上でP.A.Odaは、そちらにこう持ちかけます。M.H.R.R.旧派から羽柴勢を離脱させたくなければ、K.P.A.Italiaの教皇権を寄越せ、と」

『それは困るね。オリンピアとは共に傀儡で非常に良い空気なんだ』

　その事は解わかっている。ただ、彼の印象が大事だ。

　……嫌、という感じですかー。

　ただその嫌気は、あまり重くない。現教皇のオリンピアとの関係を重視しているが、さてどうだろうか。

　……皇帝の個人的な関係が、彼の〝傀かい儡らい〟を揺るがすものかどうか。

　解わからない。

　だが、これは重要な答えだ。皇帝の印象を知らなければ、自分達は、M.H.R.R.神聖ローマ帝国皇帝派が〝政治的な結果を重視する〟と思い込む事になっていただろう。

「Ｊｕｄジヤツジ．、重要な見解を有り難う御座います。皇帝陛下」

　告げると、マティアスが苦笑した。彼はジャージの襟えりを正し、

『何とも大変だね、竹たけ中なか君。君とはついぞ面と向かって直接話す機会を得なかったが、こうして話せて幸いだ』

　そして、

『私は、P.A.Odaが好きだよ。いろいろな英雄達が、私に傅かしずいてくれた。この平凡な男の得た背徳感は、やはり英雄である君達には想像出来まい。そう、こういう告白を君達にしているというのも、ぞくぞくするよ。だけど私はP.A.Odaが好きだ。英雄達がいい。それは──』

　来る、と己は思った。そして来た。それは、

『英雄達は、私に、彼らと同じ時間をくれた』





●






　マティアスは、西の空を見た。

　正面にある表示枠レルネンフイグーアの画像は校庭を映す。武蔵むさしの教きよう導どう院いんのものだ。自分がいる呉くれよりも、空が高く、日は低い一方で沈むのが遅く感じられる。

　……これが地上側と巨大航空艦の差か！

　武蔵に召喚され、思い切って出向いて良かった。見る風景は、教導院とその周辺くらいだが、高台から見る武蔵全域や空、浅い視界に見える海や地ち中ちゆう海かいの風景は興味深い。

　こんな高い位置に常にいられるならば、制限を受けた航空艦生活も悪くはないと思う。無論これは、武蔵に初めて上がった〝お上りさん〟の意見だが、傀儡皇帝としてはこのくらいの気軽さが有りだろう。

　だが、このような風景を与えられたのも、己が傀儡だからだ。

　武蔵と表示枠による交流を持っても、ろくに政治などの情報を持っていないので安全。更には皇帝だから向こうは気を遣わなくてはいけない。

　そんな気楽な空気で派遣をされた訳だが、

　……いいなあ。

　この艦にいて、この風景を常に見ている者達は、傀儡でいる事を止めたのだ。

　各国の意思に合わせて、貿易艦として美お味いしいところだけを食っていくのを止め、世界に対して自ら判断していく事を決めたのだ。

　自分には出来ない。

　ゆえに、ここに自分がいてはいけない。

　しかし、と己は思う。ここには、自分が知る人々など殆ほとんどいないが、

「語れる人は、いるね」

　言う。

「──柴しば田たさんや前まえ田だ君、佐さつ々さ君達、そして九く鬼き君や鈴すず木き君ら、そう言った英雄達と一緒の時間を持てた事は誇りだ」

　自分は傀かい儡らいだった。向こうから見れば、皇帝という存在であっただろう。

「だが私の方では、これが私の学生生活なのだと、誇りを持てたよ」
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　そうだ、とマティアスは思った。

　傀儡であるが故に持ち上げられ、気持ちいいが、しかし距離はある。

　だがP.A.Odaの英雄達は、こちらに気を遣いもするが、距離は近かった。何故なぜかと言えば、

「歴史再現だ」

　自分達は襲名者だ。かつての世界の歴史をやり直している。だから、皇帝や英雄という存在であっても、否、そうであるがゆえに、

「私達は、この世界を未来に繫つなぎ、そして国家のために戦う仲だった」

　自分が傀儡である事を、英雄達は認めていた。

　傀儡だからと馬鹿にせず、見下さず、それが自分の出来る〝戦い方〟だと尊重した。

　襲名先の差によって立場や扱いに違いはあれど、同じ目的のため、立つべき場所は等しい。

　今は学生の世の中だ。

　一般学生は、皇帝と距離を取る。しかしそれは、自分が皇帝という襲名者だからだ。

　同じ襲名者という立場の学生同士ならば、自分は〝学生生活〟を得る事が出来る。

　だから、だ。

「この、凡人でありながら皇帝であり、傀儡でもあった自分が、彼らによって一人の学生だと認められ、同じ時間を共有出来た」

　言っておこう。

「──あれは、楽しかったね」
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・黒　竹：『うーわ──。……お姉さん、ノスタル脳をやられました。すみません。うち、主家関係から羽は柴しば入りなんで、確かに言われてみるとまともな学生生活無かったなあ、って』

・ホラ子：『ほう、まともな学生生活！　どのようなものなのでしょうか喜き美み様』

・賢姉様：『そうねえ、おかしな学生生活、ってもの自体がよく解わからないわね……』

・貧従士：『しょ、証人が不規則言動を始めました！　始めましたよ！』

・黒　銀：『というか、どういう事ですの？』

・きめえ：『そうね、トシを食ったら解わかる事よ……。いずれ、ね』

・金マル：『おおう、うちの子、大人っぽい～』
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　嘉よし明あきは思った。しまったちょっと我が出過ぎたわね、と。

　だが隠しておいてどうなるものでもないだろう。ノスタルジアというものだ。

　そして傀かい儡らいゆえだろう、皇帝の見解は単純だ。

「皇帝としては、P.A.Odaに感謝こそすれど、恨みなどはないのね」

　それはそうだろう、とは思う。羽は柴しば勢が合流した事で、三十年戦争の推移は有利となったのだ。更には皇帝としての地位向上に繫つながり、国土は強化もされた。

　羽柴勢をM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクのスケープゴートにするという判断が、〝保護者〟側のものだとするならば、皇帝にはP.A.Odaや羽柴勢に対して何の嫌気も無く、

　……あら？

　自分は気付いた。

・きめえ：『……皇帝がP.A.Odaと私達に対して遺恨も何も無いというなら、問題なのは、彼の〝保護者〟の側と、そうなるのね』
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　これは大事な事だな、と正まさ純ずみは今の嘉明の言葉をツキノワに記録させた。

　それはすぐに生徒会を中心とした皆に回され、反応が来る。

・長安定：『ええところに気付いたな。仕事しやすくなるわ』

・義　　：『政治的な関与の、方向性と言う事か？』

　そやな、と大おお久く保ぼが里さと見み生徒会長に返答しているのが想像出来る。

　嘉明が言ったのは、こういう事だ。

・副会長：『──M.H.R.R.皇帝派に対しては、政治的なアプローチで解決出来る可能性が高い、という事になるんだ。皇帝の〝保護者〟となってる連中に対し、羽柴勢をスケープゴートとするよりも有利な報酬か別の前提を提示出来れば、覆くつがえせるかもしれない』
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・現役娘：『ふふ、輝てる元もととしても、何か意見を言っていいですのよ？』

　人狼女王レーネ・デ・ガルウが飛ばしてきた言葉に、輝元は肩のジャージを羽織り直してこう応じた。

・元ヤン：『あたしゃ自分を安売りする女じゃねえぞ』

　人狼女王レーネ・デ・ガルウの言葉の意味は解わかっている。

　確認だ。

　……あたしが、何処どこまで武蔵むさしの味方をするか、って事だな。

　今、挨あい拶さつと共に表示枠サインフレームの姿を退出しようとしている皇帝がいる。

『そういう訳で、そろそろ私も去ろうと思う。ジャージで立ちっぱなしはなかなか疲れるからね。──ヴェストファーレンで会おう、と、そう言って格かつ好こつけたいところだ』

「えー？　皇帝ちょっと付き合い悪いって。アンジー達もこれから戦勝祭見るついでに武蔵の見物とかするから、もうちょっと居ない？」

「アンジー、皇帝は傀かい儡らいで忙しいのよ。またの機会にしといた方が良いわ」

　……傀儡って忙しいのか？　どうなんだ。

　ただ、こうして皇帝が皆と言葉を楽に交わしているのは、やはり傀儡だからだ。向こう、K.P.A.Italiaでは、皇帝と共に行った生徒会が政治的な実権を握っているだろう。現状、マティアスから、向こうの政治的な情報が漏れる事はない一方、皇帝に対する声を通してこちらの政治的判断などは伝わっていくのだ。

　……上手うまく出来てるもんだ。

　傀儡外交、とでも言うべきか。だがその一方で、武蔵側には、皇帝派の脅威があるのだ。

　羽は柴しばを、敗戦国の代表としてヴェストファーレンで対処させるという、スケープゴートだ。

「おい、本ほん多だ・正まさ純ずみ、──羽柴勢をM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクから完全に離脱させる事は、テメエの政治的な視野の中に入ってんのか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、それは考えの中にある。──が、出来れば使いたくない」

「どういう事だ？」

　皆の方、皇帝の表示枠が消えていったのを確認して、己は問う。

「……M.H.R.R.皇帝派は羽柴勢を利用するつもりだぜ？　解ってんだろ？」

「Ｊｕｄ．、だが、ヴェストファーレンへの参加権として、お前の推薦とは別で、M.H.R.R.旧派としてのものが欲しい。──解るか？」

「馬鹿にすんな、って言うところだぞ。意味、解るか？」

　ああ、と本多・正純が苦笑した。

「覇王の国の生徒会長が、ヴェストファーレンに呼んでやるって言ってるんだ。何を今更、不利になるM.H.R.R.旧派を頼るんだって、そんなところだろう？」

　解ってんじゃねえか、と、言おうとして、己は気付いた。

　……コレは虚栄じゃねえかよ……！　畜生!!





●






・●　画：『やはりチョロいわ……。正純との相性がいいのね、毛もう利り・輝てる元もと……』

・巨　正：『どういう事なのです？』

・賢姉様：『フフ、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが武蔵むさしをヴェストファーレンに呼ぶ事と、武蔵がM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクとしてヴェストファーレンに乗り込むのは、重なる部分のある問題じゃないわ。どちらにしろ、武蔵が何を望むかという問題。

　それなのに六護式仏蘭西が自分の処ところで充分だ、というなら、それは自分にとって関係ないM.H.R.R.旧派を意識した事になって、つまり、虚栄よね』

・九尾娘：『それに気付いて主張しなかったのは、意地と言ったところかのう』
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　アイヨ、と輝てる元もとが半目で手を上げるのを、正まさ純ずみは見た。

　何事かと思えば、

「M.H.R.R.旧派からテメエらが出る事による利点って、何だよ」

　ああ、と己は頷うなずきつつ思った。心配されてるなー、と。その上で言うのは、

「六護式仏蘭西に召喚されるのは、お互いにとって益がある事だと思う。私達は六護式仏蘭西の威を借りる事が出来るし、六護式仏蘭西は私達を手元に置いていると言う事で他国に対してアドバンテージが取れるだろう」

「おう。それで、問題は？」

　正直に話すかどうか、考えるまでもない。この相手には躊躇ためらいは無効だ。

「──ヴェストファーレンで六護式仏蘭西との対決が生じた場合、私達の足場が無くなる」

「あ──」

　と、輝元が腕を組み、眉まゆを歪ゆがめるが、深く頷く。

「まあ、確かにそうだ。ここでやってるように談合とか、ツーカーの話し合いで済みゃいいが、ヴェストファーレンだと他の国が見てるし、混ざってくるからな」

「いいのか？」

「馬鹿野郎。そっちの足場がなくなるってこたあ、テメエらの物言いに意味が無くなるって事だ。あたし達との対決議題で、テメエらの答えに意味が無くなってどうする」

　あのな？　と輝元がジャージの上着を羽織るのではなく、着込んで言う。

「ヴェストファーレンでは決着つけなきゃいけねえ。世界に時間は残ってねえんだ。そりゃテメエらの方がよく解わかってんだろ。だったら、時間無駄にするような事してちゃいけねえ。

　あたし達との対決議題が成立出来ねえ可能性が高いなら、M.H.R.R.旧派に足場を持っておくのも悪くねえと思うぜ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、だとしたらそうしたい。が、それとは別にまだ問題があって、な？」

「あたし達を恐れない連中から、〝何でヴェストファーレンに来た〟と、そう言われるのを避けたいと、そういう事だろ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──そういう国が、それなりに出てくる筈はずだ」

「何処どこだと思う？　何ならヴェストファーレン前に牽けん制せいしておく事も出来るぜ」

・ＡｎＧ：『グイグイ来るなあ──』

・金マル：『でも押してる割に誘ってるよね』

・賢姉様：『フフ、じれったい遠回りだけど、いい女ねえ』

　そういうもんか。まあよく解わからん。が、こちらの予測を言っておく。

「厳密に何処とは言えない。恐らく、会議が始まった時、まだ敵味方が解らない中では、そういう事を言い出す国がちらほらあるだろう、という事だ。

　ただ、私達武蔵むさし勢に対し、警戒や攻撃的な空気を持つ国は必ずある。それが、場が固まってないが故に、味方を欲し、こちらにいろいろ言ってくるだろう、と」

「その物言いの中に、あたし達の事も無視して、〝何で来やがった〟という連中がいる、か。無視しておきゃいいんじゃねえの？」

「私達の目的は、三み河かわで発した通り、武蔵の主権確立で、そのためにホライゾンを受け入れて末世解決を行う事になっている。これは、最終的には各国の判断に委ゆだねられるが、その際、味方になる国が多ければ多い程良いと思っている」

　あ──、と輝てる元もとが額に手を当て、俯うつむいた。

「面倒くせえぇ──……」
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　あのなあ、という輝元の声を、正まさ純ずみは聞いた。

「言っておくけど、満点取ろうとしてると、全部の点を失う事にもなるぞ？」

「でも、お前がいる分の点は残るだろう。戦勝国で覇王の国の点数だ。意味は大きい」

「あのなあ……」

　輝元が、何か言いかけ、嘆息した。肩から力を抜き、

「──まあいいや。根本的に面倒くせえし、今日きようは頭使った。飯。飯──」

　こちらの肩を叩たたいて、Mouri-01達の方に輝元が足を向ける。

　階段上に居るのは、馬鹿達三人と人狼女王レーネ・デ・ガルウ、そしてミトツダイラだ。これはどういう事かというならば、

　……関せきヶ原はらが、終わったのか。

　皆の方、こちらに世せ話わ子こが頭を下げてくる。彼女は力を抜いた笑みで、

「武蔵副会長、私の方、報告は大体終わりましたので、戦勝祭など見物してから帰投しようかと思います」

「ああ、三征西班牙トレス・エスパニアは、ヴェストファーレンだといろいろ大変だよな？　確か」

　Ｔｅｓテスタメント．、と世話子が頷うなずく。

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとは、その後も戦争は続き、西せい仏ふつ戦争という形になりますし、M.H.R.R.神聖ローマ帝国北部側に持っていた土地は阿蘭陀オランダとして正式に独立されます。──アルマダ海戦の疲ひ弊へいをセグンド総長やフアナ様は切り抜けましたが、まだ予断を許しません」

「立ち向かう、という意思があるのは、勇ましい国だ」

「Ｔｅｓテスタメント．、──幾度の征服運動コンキスタを超えてきた国ですので」

　言う彼女は、浅あさ間ま達に迎え入れられる。そこにはホライゾンも馬鹿もいて、

　……あ。

　オリオトライ達も加わっていくのは、当然と言えば当然だろう。

　世せ話わ子こ……、という呼び方で良いものかどうか解わからないし、今の彼女が関与した訳ではない。しかし彼女の存在があった事が、今に繫つながったのだ。

「何もかも、無意味という事は無いのだなあ……」

「昔、私が思ったのと同じ事を悟ってますわね？」

　というのは、周辺を警戒していた人狼女王レーネ・デ・ガルウだ。彼女とミトツダイラは視線を合わせて頷うなずき合い、言葉を作る。

「──では関せきヶ原はら終了と言う事で、戦勝祭で打ち上げですわね。何を頂くかは人それぞれとして、場はありますのよね？」







[image: 第三十一章『空上の散策者』]
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　ナイトは、祭の音を聞いていた。

　空だ。

　既に西の空は紫色に沈み、飛ぶ自分達も今日きようはカンテラ型の識別灯をつけている。

　飛ぶ眼下には光があった。

　合計八艦からなる巨影の姿だ。

　だが、武蔵むさしではなかった。中央後艦から前艦より先、長大な実砲を持つのは、

「大和やまとデカいなあ……！」

「主砲がある分、武蔵よりも大きく感じるわよね」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずく先にいるナルゼが、白嬢・后ヴアイスフローレン・ケーニギンの機首を傾けて寄せてくる。彼女は一度機体を空中でホップさせてから、

「流石さすがに加速器のスカートが無いと、巨大な推進器のままね」

「元々は砲撃主体だろうからねー……。上手うまくバランスとった調整をするか、それともピーキーさを上げて行くか、ヴェストファーレンまでにある程度絞っておいた方がいいかなー」

　と、とりあえず大和の主砲上を、艦首側から艦尾側まで飛ぶ。

　最初、砲口を一回覗のぞくように旋回すると、大和側から警告の表示枠サインフレームが空に出た。おおう、とナルゼと共に上昇するが、

「警告って言っても、何が出来るってんだろうね、お互いに」

「まあ、邪魔である事が常態化するのを避けたいってでしょう」

　そういうもんか、と思いながら、主砲上を飛ぶ。無論、単純な遊覧ではない。これから自分達は、武蔵だけではなく、この大和の守護も行わなければならないのだ。

　仲間が増えたと共に、守るべきも、また、増えたという事だ。
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　……しっかり見ておかないとなあ。

　主砲上を高速でガっと行きたいが、それはまたの機会とする。

　やっておくのは、大和の各所を武蔵と重ね、差を理解する事だ。

　この巨大艦は、武蔵とかなり似ていて、しかし違いがある。

　砲門の数や位置、種類。防護障壁の展開パターンなど、確認すると結構違う。

　その事が解わかったのは、打ち上げとしての戦勝祭に、乗り込もうとしていた時だった。配送関係の仕事を既に始めている提督アルミランテ達から、大和の防護障壁展開パターンについて情報提供の要請があったのだ。

　提督が言うには、

「〝山椿ヴイルトカメリー〟の見立てだと、大和やまとの物理装甲と、武蔵むさしの防護障壁の位置に違いがある。これ、戦闘になった時、俺おれ達が両艦の艦間配送を行うのに危険だ。情報寄越すよう言ってくれ」

　との事で、こちらとしては直接三みつ成なりに疑問した。すると返ってきた答えは、

「あの、艦間配送で個人配送をガンガン出来るのって、基本、武蔵の特色なんです……」

「あれ？　そうだっけ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、だって、──他国では基本、魔女テクノヘクセン狩りの歴史再現があり、単一で飛行を許されているのは小型飛ひ翔しよう船と有翼系などの飛行可能な種族です」

「あれ？　大和は魔女戦力持ってないの？　安あ土づちの時とか、いたよね？　少ないけど」

「Ｊｕｄ．、少ないので、基本的に運用は安全な対地攻撃や地上部隊の防護、援護射撃などにしていて、そちらのように前線で常時出るのは脇わき坂さか様や嘉よし明あき様の役目です」

「あ──」

　何か、いろいろ解わかった。お互いの風土や文化による運用差というか、戦術差だ。

　安土や大和とはやりあった仲だが、

「何か、ビミョーに戦闘の流れで嚙かみ合ってないというか、お互い攻め切れなかったりしたもんだけど、理由が少し解ったかな……」

「同じ戦力があっても運用差があると、練度も違いそうね……」

　そういう事だ。

　恐らく、武蔵の対空戦力は他国と比較しても強い。攻撃、防御共に隙すきがないと言えると、そう思った。だが、

「地上戦力は、機動殻とか無いから、これは一歩譲るね」

「Ｊｕｄ．、今まで武蔵勢が勝った地上戦は、敵側が満足な戦力ではなかったり、突破戦が主です。また、要所で相あい対たいや役職者達の突破力に任せているので、──もしも私達と真剣に地上戦を行った場合、こちらが勝利を収める可能性が高いと思います」

　三成が言い切った。こちらは、ナルゼと顔を見合わせると、ナルゼが頭上に右手を挙げ、

「双嬢ツヴアイフローレン発進──」

　え？　と疑問する三成の頭に、ナルゼがそのまま右手を揺らして落とし、

「爆撃──。ヒュウウウドカアアアアアン！　ハイ地上部隊全滅ぅ──」

「た、対空装備出しますー！　出しますぅ──！」

　ガっちゃん可愛かわいいなあ、と思うが、三成もそれなりだ。

　ただ、と三成が話を戻すように言った。

「──ただ、配送として考えると、小型飛翔船は個人で所有するのは整備の関係から難しく、有翼系も基本は英国など一部の国家に流れやすいので、あまり空中経由の個人配送は発展しないんですね」

「確かに武蔵みたいな〝地形〟的問題が無いと、空中輸送はそもそも発展しないよね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、魔女テクノヘクセン狩り以前は、それなりに配送業もあったと聞いてはいますけど、……一度無くなってしまうと、復活させるのはまず利益重視になるから、難しいですね」

　魔女の本場と言えるM.H.R.R.神聖ローマ帝国だが、だからこそ魔女狩りの影響が大きかったという事だ。

　高速で移動可能な機殻箒シヤーレベーゼンは、本人に飛行能力がなくてもその能を授けてくれる。魔女というのは一種の職業だ。その受け皿がなくなっても、飛ひ翔しよう船や種族的な飛行配送は有るが、

「武蔵むさしは、地の利と、魔女の分だけ、空中配送業が発展している訳だ」

「極東の文明を多く取り入れて、航空艦が増えたM.H.R.R.に比べても遙かに盛んですね。他国の住人を受け入れるという姿勢と、武蔵のように艦間移動が必要な土地ならではでしょう」

　とまあ、今更ながらに気付かされる地元の特殊性というものもあった。

　だがこれは一つの見解を生んだ。

　それは、大和やまとと武蔵の協働を行う際、同じようにいかない箇所がお互いにあるという、そんな事実の理解だ。これは制度でも、設備や装備的、そして練度といったものでも、であった。

　制度については、標識用表示枠サインフレームやルールは武蔵合わせとした。

　そして設備や装備については、今、自分達が飛行しながら計測と検けん分ぶん。大人数でやった方が効率が良いが、戦場としての武蔵と大和を想定した場合、まずは自分達が検分した方が良い。

　ゆえに飛ぶ。

　その上で、最後、練度についても解決策が出ていた。

「大丈夫かなあ」

　方法は簡単だ。

　交流も含め、武蔵の配送業に羽は柴しば勢の空中戦力を預け、訓練とするのだ。

　それはもう始まっている。

「祭の夜は魔女達の集まる夜、ってね。──マルゴット、あの子達、完全アウェイの場で、何処どこまでいけるかしら」
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　うわあ、と浅あさ間まは、空で展開する光の追いかけ合いを見ていた。

　祭の中だ。場所は武蔵むさし野の艦首甲板。円形の広大なスペースは、中央に櫓やぐらを建てた祭事実行委員が仕切る一方で、櫓上に次々と武蔵の有名バンドが上がる展開となっている。

　自分達も登場を打診されていて、まあ有りかな、と思っていたら上空の光だ。

　彼もホライゾンも、近くにいた梅うめ組ぐみ連中はおろか、通行人や祭に来ていた子供達までもが空を見上げている。それ程に上空を行き来する光のラインが激しく動き、

「あれ、安あん治じと嘉よし明あきですね。相手、誰だれでしょう……」

　豊ゆたかが振り仰ぐ先、見れば確かに大型の機殻箒の光二つが、誰かを追っている。

　一人だ。

　……〝山椿ヴイルトカメリー〟とかいう人でしたっけ。

　確かその人が、ナイトとナルゼの前のトップだ。彼女を倒す事で、ナイトとナルゼは配送業のトップという今のポジションを手に入れた訳だが、

「……ん？」

　違う。

〝山椿〟は、魔女テクノヘクセンだ。乗っているのは機殻箒シヤーレベーゼンで、その光条は爆発的な光とラインを生み、流りゆう麗れいなカーブを描く。

　違った。追われる一人が生む光は、爆発ではあるが、反発的なものではなかった。

　どことなくメアリを想像したのは、散る流体光が吹雪ふぶきに似ていたからだろう。

　あれは、と思っていると、豊ゆたかが照準術式を展開した。

　……あ、そうですね。

　動態を追うならこれだ。なので自分も照準術式を展開し、頭上を見上げる。が、

「……何ですか、周囲の皆のその視線は」

　いや、とアデーレが半目でこちらを指差して言った。

「空を行くものを確認する時、二人で一緒に照準術式使ってる辺り、親子だなって……」

「そのまま撃つ用意ですの？」

「いや、ミト、別にそういうつもりでは……」

　豊は顔を赤くしてくねくねしなくていいです。

　でもまあ、と自分が再び夜空を確認しようとした時だ。空に流体光の飛沫しぶきが上がった。

　二対一の空中戦で、決着がついたのだ。
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　あ、と浅あさ間まが見上げた夜空。皆も追随するように仰いだ黒の空に、結果が出た。

　一拍遅れて弾はじけの音が響き、宙に飛沫の尾が広がっていく。

　何かが撃墜されたのだ。わあ、と皆が声を上げ、ノリキが叫んだ。

「たまやァ──!!」

　それちょっと違うような気が。

　だが直後に、光が幾つも通りや広場に出現した。表示枠サインフレーム。そこに映るのは、配送業の長である〝提督アルミランテ〟という老人だ。彼は意味もなくこちらを指差して笑い、

『よーし！　〝海兵マリネ〟の勝ちだ！　二対一の変則マッチで、〝双鉄ツヴアイ・アイゼン〟じゃなく、〝海兵〟に賭かけたヤツはいるか!?』

　そして画面に、用意された映像として眼鏡めがねの短髪女性がスライドしてくる。重なる字名アーバンネームの表記は〝山椿〟だ。

『まだM.H.R.R.神聖ローマ帝国出身の魔女じゃあ、〝山椿〟にも届かねえな！　──こりゃあちょっと、俺おれ達の方で教きよう導どう院いんごっこしてやんなきゃいけねえ。──全員、時間空けておけよ！』

　声と同時だ。Ｊｕｄジヤツジ．、という響きが各所で生じた。

　空、祭の中、艦間の宙から、反応があったのだ。

　武蔵むさしの配送業。彼らのアピールタイムだった。
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　嘉よし明あきは、安治アンジーが復帰するのを見ていた。

　これは模擬戦。お互いが使用しているのは流体弾で、着弾部の流体加護を解除するディスペル系。人に当たっても加護が剝はがれるだけだが、航空機動中の機体に当たればそこから機体のパーツが脱落したり、制御不能となる。

　危険だが、そのくらいやっても大丈夫、というのが魔女テクノヘクセンであり、

「……武蔵の配送業ってやつね」

　飛ばした言葉の行く先に、一つの人影がある。機動殻だ。それも四枚羽根の航空機動用という、M.H.R.R.神聖ローマ帝国でも見た事がないレア装備。

　三征西班牙トレス・エスパニア出身だろう、という事くらいしか解わからない。名前も〝海兵マリネ〟という事しか。

　だが、金の髪と翼を靡なびかせた相手は、空気抵抗を削る形をしたウイングヘルムを外し、一息をついた。女性だった。彼女はこちらを見て、

「大物と高速の相手を撃墜する技術は高いようですが、小型、及び低速の相手に対する技術が全くなっていませんね。敵がそれを理解したり、失速した場合、貴女あなた達には大きな隙すきが生まれる事となります」

　言われる通りだ。実際、自分達の双姫ツヴアイ・フユルステインは、その運用が母達への迎撃か、武蔵という巨大な的を相手にする事を想定している。

　母達と決着がついた時も、確かに母達の故意による失速や変な軌道が原因だ。

　……双姫が、重力制御で如何いかなる軌道も出来る分、〝動かして〟しまうのよね……。

　難しいのは速度の低下だ。止まる事は機体への一いつ括かつ指示で出来るが、空中を機動している最中に速度を落とす事は対空射撃や攻撃の的になるのではないかと、そんな恐れもある。

　だが、そういった事を理由に敗北していては仕方ない。

　横に、頭をフラつかせながら上がってきた安治も、息を深く吐く。

「あー、くそ。何か苦手を思い切り突かれた気分」

　Ｊｕｄ．、と〝海兵〟が、両腰に装備された加速器兼砲門を叩たたき、空いた手で右脇わきに抱えた武装を掲げる。

　機殻箒シヤーレベーゼン。否、そう見えるが、

「これも加速器兼砲門〝大通り〟。貴女達の母親に敗北してから、自分の弱点である機動力の伸びの無さを改善するための装備品です」

　お解わかりですか、と彼女が言った。

「貴女あなた達の機殻箒シヤーレベーゼンは重力制御で、故意の失速や逆進も可能です。しかし、出来るがゆえに、それを他へのアドバンテージだと思って詰めてない。そうすると、それを使いこなせる相手に対しては、なまじっか出来てしまう分、中途半端な絡みとなるという事です」

「Ｊｕｄジヤツジ．、よく解るわ」

　己は言った。

「だけどもう少し、ソフトな言い方出来ないかしら」
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・□□凸：『そうですよね!?　ソフトな言い方必要ですよね嘉よし明あきさん！』

・超正義：『ええそうです！　ソフトな物言いが大切だと思います嘉明様！』

・きめえ：『Ｊｕｄ．、そうね。──これからも頑張るわ』

・□□凸：『結果！　結果を伴う努力をしましょうよ……！』
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　まあいいわ、と嘉明が言うのを安あん治じは聞いた。

　自分の方は撃墜されたが、すでに黒姫シユヴアルツ・フユルステインの方は復帰している。

　やられた理由は解っているのだ。相手の〝海兵マリネ〟が言う通りであり、

　……黒姫も白姫ヴアイス・フユルステインも、派手な戦闘向きの調整をされてるからだよねー……。

　先程、〝海兵〟にやられたのは、艦間の移動からの流れだった。

　武蔵むさしは巨大艦だが、その艦間は百メートルも空いていれば良い方だ。牽けん引いん帯たいや行き来する輸送艦、大型木箱コンテナによって、遮しや蔽へい物ばかりの場所とも言えるし、更には、

　……地の利が有り過ぎるよ……！

　輸送艦の動きや牽引帯の回る速度など、地元民には解っている事が、こちらにはまだ理解出来ていない。

　そこに飛び込まれ、速度の落ちた挙動で戦闘を連続された。こうなると、重力制御で自在な機動の出来る双姫ツヴアイ・フユルステインは、それゆえに全ての操作を行わなければいけない。

　通常の機殻箒と違い、惰だ性せい航行が苦手なのだ。

　この〝海兵〟は、こちらの戦闘記録などを見ているのだろうが、

「思いっ切り、こっちの弱いところを見せつけにきたよねー……」

　相手は四枚翼。機動殻が加速器そのものならば、小回りが利く。

　ゆえに、思い切り振り回された。更にその上で、艦上の空に出られたのだ。

　空は自由だ。自由な場所に出れば、速度が上がる。

　交戦し、突っかけて、幾度か受けられた後で、いきなりの失速をされた。しまった、と思った時には間に合わなかった。

　完全オーバーシュートからの被弾。解わかり易やす過ぎて泣ける。

　対する相手は、それらをこなした上で、今、口を開く。

「強いから勝つのではありません。弱くないから負けないのです。──それは実力の底上げを必要とする事。御二人とも、これから大変かと思いますが、若輩の魔女テクノヘクセンを鍛えるのも私達の趣味。共に良い時間を得ていきましょう」

「しゅ、趣味って言った……！」

「悪趣味ではない事を祈るわ」

　嘉よし明あきが言って辺りを見回す。

　そして己は気付いた。いつの間にか、自分達の頭上に星が上がっているのだ。

　流体光の光だった。

　武蔵むさしの配送業者、大人おとなも子供も、女も男も、翼有る者も無い者も、それぞれが飛ひ翔しようのための光を空に掲げてこちらを見ている。

　その中で、この模擬戦の開始を告げた初老が笑った。デカい声だ。〝提督アルミランテ〟とか言ったか。

　彼が両腕を広げ、こう言った。

「ようこそ新入り！　〝海兵マリネ〟が倒せないなら、甘く見てやってもランキングの二十位からスタートで文句ねえな!?」

「言われて従うしかないわ。──何日でトップに上がればいいのかしら」

　おいおい、と頭上の誰だれもが笑う。その中で、黒の機殻箒シヤーレベーゼンに跨またがった女が前を指差した。

　……何？

　思う視線の先、そちらにいた飛翔船や魔女がいきなり加速した。

「始まりだ！」
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　え？　と安あん治じは思った。何が始まったのか、と。

　だが次の瞬間には、もう全体が動いていた。そして〝海兵〟もバックステップから身を回して、先行した者達を追うように加速する。

　直後。嘉明が翼を震わせたのを見た瞬間。

「──！」

　自分も、訳が解らないまま、前に黒姫シユヴアルツ・フユルステインを加速させた。跳ね飛ばすように一気に出ると、横には合図も無しに飛び出した嘉明がいる。ゆえにこの行動は正解。

　……一体コレは──。

　思った先。先行グループにいた〝提督〟が声を上げた。

「野郎共！　いつもの艦周レース五周で決着だ！　先頭のヤツが細かいルートは決めていい！　あとはいつものルールだが、今回は少々手を入れよう」

　つまり、

「双嬢ツヴアイフローレンの娘二人！　ゴールした時に、あの二人よりも前に出ているヤツは、あいつらよりもランクを上にしてやる……！」

「……二十位って話じゃなかったのかな──!?」

「あれはその場の流れだ！」

　言う言う。だがこっちも、レースとなると話は別だ。先頭をとったらルートを決められるとなれば、有利に全てを進められるように思う。だから、

「キメちゃん！」

「Ｊｕｄジヤツジ．！　来なさいアンジー！」

　言葉と共に、己は嘉よし明あきの下に回った。黒姫シユヴアルツ・フユルステインを白姫ヴアイス・フユルステインに合わせ、

「合体形態……！」





●






・十ＺＯ：『な、何か無茶苦茶に大人おとなげないものが空で展開しているで御座るよ？』

・巨　正：『ええ……、まあ、あの二人はそういうものなのです……』

・ベ　ル：『で、でも、ちょっと上手うまくいって、ない、音？』

・不退転：『武蔵むさしの艦間移動は、高出力だけだと駄目なのよね。──ソレで通すくらいの気概は欲しいところだけど』
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「あー、向こうに混じって一丁やりたかったなあ──」

　というマルゴットの声を、緩い風の中でナルゼは聞いた。

　今、武蔵は、その周囲を回る配送業者のレースで輝いている。彼らの作る流体光の加速はもとより、レースを追う観客達が空に投光術式を振り回すからだ。

　とはいえ配送業者の動きも速度もまちまちだが、それは当然だろう。殆ほとんどの者達は職業としてそれを営んでおり、こういうレースなどは遊びの感覚だ。トップが激しく争っているのを現場でイジリたいがゆえに参加する者もいる。

　他にも、この手の競技は垂直上昇速度や到達距離を競うものなど多岐に渡る。一種で勝利出来たからといって、トータルのランキングでトップになれる訳ではないのだ。

「嘉明もアンジーも、どうかなあ」

「さっき双姫ツヴアイ・フユルステインを合体させたから、三周目くらいでトップとって、ラス周で思い切り逆転されると思うわ。そこまで皆も甘くないもの」

　呟つぶやいた直後。武蔵の向こう、陰となっている空で光が弾はじけた。

　流体光だ。とはいえ、戦闘の被弾による光爆ではない。

　そして通信用の魔術陣マギノフイグーアが来た。それは提督アルミランテからのもので、

『ははは！　また〝海兵マリネ〟がしてやったぞ！　羽は柴しばの十じつ本ぽん槍やりもまだまだだな！』

　同時に、安あん治じから声が来た。

『きったねえ──！』

「こりゃ大型木箱コンテナに掠かすったかな？」

「うちの子達の弱点の一つは、あれよね。意外に周囲に対して不注意」

「双姫ツヴアイ・フユルステイン。あれ、破壊されてもほぼ完全に復帰するからね。そこらへん原因かも」

　と二人で振り返る左さ舷げん側には、光の広がりがある。

　武蔵むさしの夜景だった。

　大和やまとの夜景が必要最低限の作りなのに対し、今夜の武蔵は結構派手だ。各所が祭となっていて、その流れの中で輸送関係も不夜城状態で動いている。

　配送関係の情報からだと、とりあえず今夜で一週間分の備蓄を積み込める事となっているようだが、それらの各艦分配は明日あしたからの自分達の仕事でもあろう。

　忙しいなあ、とは思う。だが、

「……日常、戻ってきたかなあ」

「うちの子達の武蔵内での住居決めたりとか、教きよう導どう院いんへの転入とか、いろいろあるわよ？」

　意外と自分の方が未来設計を作ってそうな気がする。

　眼下、流れて行く鉄の面は、大和の主砲だ。長い、というか武蔵においてもこれだけ長大な建造物は存在していない。

　レアな体験してるわね、と、思いつつ、ちょっと速度を上げて問うてみる。

「教導院は、いつから再開だったかしら？」

「明後日あさつて。だから明日でいろいろやっておかないとね」

「大変だわ──」

　言って観測術式を多重展開。既に主砲の半ば辺りまで来ているのだ。大和全域を三百六十度確認出来る位置に来る。そして術式を走らせながら、己は武蔵を周回する光の群を見て、

「──早く合流しないとね。美お味いしいところ、持って行かれるわ」
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　美味しい時間は、ちょっと遠いでありますね、とクリスティーナは思った。

　武蔵の戦勝祭は全艦を挙げての祭、と言ったイメージだった。

　地元、瑞典スウエーデンでも祭はある。教導院の城下町などが季節ごとの収穫祭やTsirhcツアークのしきたりに合わせて祭を行うのだ。そこには極東側の祭も被かぶってくるが、

　……広いでありますねえ……！

　武蔵むさし全艦が同時に祭を行う。それは、八つある艦がそれぞれ自分達を町として別々に祭を行っている訳だが、やはり八艦が密集していると違う。

　自分達がいる場所。円形艦首甲板を持つ奥おく多た摩まが展開しているのは、〝祭〟として解わかり易やすいものだった。中央に櫓やぐらがあり、バンドが歌唱を展開する一方で、人々は合わせて踊ったり、屋台の提供する食事や遊びを楽しんでいる。

　一方の三番艦は、その高台とも言える後部側構造を利用して雛ひな壇だん型に祭を構築しているし、二番艦はウイングとなる外交港と、やはり円形艦首甲板を利用している。そして一番艦は広大な大型木箱コンテナの積載スペースの天面を揃そろえ、そこを広場として使っていた。主に花火を上げるのは左右一番艦なので、その艦上は祭としてはくつろぎと見物の場となっている。

　だが一番圧巻なのは、中央一番艦の武蔵むさし野のだ。表層部の殆ほとんどが学生長屋なので、長大な長屋の全てが祭状態として屋台と化し、賑にぎやかな照明や音を立てている。

「これ、客よりも主催側が多い祭じゃないかしら」

　と伊達だて家け副長が言うのもむべなるかな。

　何処どこを見ても祭、という空中都市が、今の武蔵だ。

　だがその中で、櫓に上がるバンドの歌に耳を傾け、掘り出し物の金盤や黒番を屋台で探る忠ただ興おきに付き合いながら、己は思った。

　……ヴェストファーレンも、近づいたのでありますねえ。

　ヴェストファーレン会議を前にして、関せきヶ原はらも終えたが、一つ、気になる事がある。

「瑞典スウエーデンは、戦勝国なのでありますよ」





●






　忠興が金盤を漁あさっている。

　こちらはちょっと祭の勢いに当てられて、一息をついている。と、忠興にはそう見えるような位置に立って、己は言った。

「武蔵の第一特務。──さて、私はどうしたものでありましょうか」

　投げた言葉は、果たして正しく拾われた。武蔵の第一特務は忍者だ。こちらが皆から離れていても、諜ちよう報ほうとして動き、ここに仮想の議論の場を作ってくれる。

　実況通神チヤツトを利用するが、表向きは祭を楽しんでいる。

　否。祭を楽しみながら、隠れた裏で実況通神と言うべきか。

　移動会議場ともいえる祭の中で、己は重ねて言葉を作った。

「さて、どうしたものでありますか。──我が瑞典は、強敵でありますよ」
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　そうだなあ、と、正まさ純ずみは、二ふた代よや福ふく島しま、メアリや清きよ正まさ達と移動しながら言葉を作った。

　クロスユナイトはここにいないが、恐らく第一特務隊を散らして制御しているのだろう。

　これだけ仕事が出来てどうして性癖に欠点があるんだ、と思うが、そういう欠点があるが故の能力の高さかも知れない。それに、

・副会長：『その性癖で英国を救ってしまった訳だしなあ……』

・十ＺＯ：『じ、自分の事で御座るな!?　そうで御座るな!?』

　まあいい。瑞典スウエーデン総長が望んでいるのは、記録に残らない会議だろう。

・副会長：『浅あさ間ま、ここから先、とりあえず、記録を取らないようにしてくれ』

・あさま：『あ、はい。切り替えたい時は言って下さいね？』

　よし。

　声を拾うのはクロスユナイトに任せる。表示枠サインフレーム側の操作も、そっちだ。

　自分達は祭を各所移動しながら、言葉を交わす。







[image: 第三十二章『祭中の散策者』]
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「瑞典スウエーデン総長」

　正まさ純ずみは思った。屋台で売っている〝ライクベイク〟というのは、これは極東語訳では〝お好み焼き〟で、外交用として有りなのだろうか、と、そう思いながら、問うていた。

「やはり瑞典は、一筋縄ではいかないか」

　ここに瑞典総長はいない。だが、彼女の声が来た。

「──Ｔｅｓテスタメント．、実際、瑞典内部では、このヴェストファーレン会議を利用し、不確かな国境の確定をすべしと、そのような動きが生じているであります」

　すると、ナルゼの声が即応した。彼女は、ハ？　と疑問詞の上で、

「国境確定くらいだったら、フツーに有りじゃないの？」

「旧柴しば田た領の大半を要求するのでありますよ」

　あ──、と竹たけ中なかが応じた。彼女は今、多た摩まの方に行っている筈はずだ。祭の中、商店街は開いているので、これからの生活で必要なものを買いそろえようという話だったが、

「瑞典の現領土は柴田班の北部域に隣接していて、不確定なんです。教きよう導どう院いん単位では考えられてますけど、農地や河川が自然国境で、林業や狩猟の山なんかは、結構あやふやなんですよ」

「下手へたすると飛び地になっていたり、分裂領土になる時もありますね」

　という石いし田だの声に、己は本土側の事情を思った。

　……国境問題は、ホントこの時期の戦争の原因になるよなあ。

「？　正純、国境って、どのくらい確定しているんです？」

　浅あさ間まの声に、何か馬鹿が騒いでる声がちょっと被かぶってるのは、彼女の通神術式が優秀だからだろうか。何かチョコバナナがどうだこうだと聞こえるが、大丈夫か。
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「姉ねえちゃん！　姉ちゃん！　ここのチョコバナナ、ビター味やミルク味が選べるぜ！」

「フフ、でもこっちのラズベリー味のレッドバナナはちょっと病院行った方がいいわね！　ほら浅間！　ミトツダイラ！　ホワイトチョコバナナと甘酒チョコバナナがあるわよ！」

「こっちに振らなくていいですのよ……!?」

「というか喜き美み様、ホワイトチョコバナナは、見た目が一瞬フツーのバナナですねコレ」

「ええと、ホライゾンも、狂人のネタに付き合わなくていいんですよ？」
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　ともあれ国境だな、とシロジロは表示枠サインフレームを開いた。

　映るのは関東から欧州まで、極東の胴体部とも言える概要図だ。その図には、暫定国境と呼ばれるラインが幾つも引いてある。

　だが、このところで関東諸家を回りながら再確認したが、

「今の時代、国境はあってないようなものだ。だから暫定国境と呼ばれる」

　大体、それが欧州方面で確定されるのがヴェストファーレン会議なのだ。その余波があるかもしれない、という事で、関東方面でも諸家が争い、〝領土〟の拡張を競っている。

　こちらは今、屋台を巡りながら、それらに投入される物資の値段を割り出し、安い仕入れがあれば利用し、高い仕入れがあるならば介入しようと、そんな事を考えているが、

「寧むしろ今は、各国、どのような勢力も、国境を確定させない方が有利だろう。

　ヴェストファーレン会議前、夏休みが明けてから二ヶ月程がラストスパートとして、各国、国境拡大や保持に向けて動く筈はずだったのだ」

　だがそのラストスパートは生じなかった。

「──武蔵むさしが撃沈され、羽は柴しばが創世計画を掲げて天下をとったからだ」
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「創世計画と、私達の天下取りが、やはり影響大でしたのね」

　ネイメアは、父と母のグループに豊ゆたかと一緒に参加しながら、言葉を作った。

　豊がピンク色のチョコバナナをこちらに見せ、嬉うれしそうな笑みで、

「ピンクだったら、ちょっと可愛かわいいですよね！」

　とかいう台詞せりふは追及しない方が良いだろう。というか豊、今、一応議論中ですの。

　ともあれ今の武蔵会計の台詞から、気付かされる事がある。自分達は羽柴勢であり、創世計画の当事者側であるが、

「武蔵の撃沈と、創世計画によって、夏休みを終えた後に生じる筈だった各国の抗争を止めましたの。──それは、結果として、平穏な時期を作り上げたと思っていますけど、でも、各国の事情としては、違う部分もあったという事ですのね」
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「Ｊｕｄジヤツジ．、各国としては、やるべき抗争を止められてしまったんだ」

　と、ネシンバラは、先程から連続挑戦してハズしまくっている紐ひもクジに、二ふた桁けた台突入のアタックを決めながら呟つぶやいた。

　紐の行き先、束の向こうに、一冊の本があるのだ。

　同人草そう子しだ。タイトルは〝シャルルマーニュ大戦記３〟。中三の時に書いたものだ。１と２は無い。書いていて、広がりが一番生まれるここから始めるべきだと当時は思ったんだよ！

　回収せねば。とにかく内容が酷ひどいのだ。シャルルマーニュが西班牙スペイン侵攻でハイパーデュランダルを振って山を砕くのはまだいい。ただその時の必殺技が〝天上ブレイキング斬ざん岩がんディバイド・Ｓ式〟なのは流石さすがに目眩めまいがする。今の僕なら全部を仏蘭西フランス弁で統一するというのに。あとシャルルマーニュはスペルがＣから始まるのでＳ式じゃ駄目だ。

　だが連続でシャボン玉セットを引いている。連敗だ。ゆえに無心。そのために、紐ひもクジとは無関係な議論に集中する。

「──まあいろいろあるけど、各国の一般市民としては平和でいい時期が得られていると思う。だけど指導者側としてはえらい問題だ。何故なぜなら、強国であればある程、夏休み明けの大攻勢を考えていただろうし、歴史再現によって領土拡大が望めるならば、小国でも最後のチャンスであった訳だからね」

　引く。ハズした。店主が鐘をやる気無く鳴らして、

「スカ──！」

　言わなくていいが、だが、こっちでは言っておく事がある。

「つまり夏休み以後、戦争をするつもりだった強国や、歴史再現による領土拡大を狙ねらえた国家は、羽は柴しば勢によってその機会を失った。

　じゃあ、彼らが、それらの機会や賠償を取り戻そうとするのは、何処どこだい？」
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「……ヴェストファーレンですね」

　と、清きよ正まさは、串くしの肉焼きを口に嚙かみ、味み噌そベースの甘タレにちょっと驚きと満足を得ながら、呟つぶやいた。

「でもそれは、私達の想定外の事です。羽柴勢としては、そのまま創世計画が進む、という流れで動いていましたから」

「ジェイミー、それは誰だれもが解わかっていますよ。──ただ、流れは変わったのです」

　母の言う通りだ。そして、これは昨日きのうでも話題になった事だった。

　今、世界は、誰の予定にも無かった方へと向かっている。否、母達の思った方へと進んでいるとは思うのだが、母達にも未来は見えていない。

　これは、三みつ成なり辺りにいわせると、こういう事なのだろう。

「……考え無しの馬鹿が勝ってしまった、と」

　御母様は違います。御父様については保留。他は知りません。ええ。

　ただ、武蔵むさしと羽柴勢の遣り取りによって生まれた平和。それゆえに生じた国家としての損失を、各国が取り返しに来るのがヴェストファーレンだとした場合、

「……何処の国が、真っ先に敵になるのでしょう？」
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「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは、直接の相手にはなりませんわね」

　と、人狼女王レーネ・デ・ガルウは、屋台売りとなっている香水などを検けん分ぶんしながら呟つぶやいた。

　こちらは義よし光あきや里さと見み生徒会長のいるグループだ。場所は浅あさ草くさ。大型木箱コンテナの天面を並べて作られた広大な広場は、一番艦ならではの夜間市場となっていた。広場の中心には催事を行うスペースがあり、今は整備部の武神達が踊りのパフォーマンスを展開中だ。

　義よし康やすの顔見知りが出ているのだろう。彼女がそちらに手を振ったりしているのを見つつ、

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは、先の関せきヶ原はらであれだけ武蔵むさし側と協働しましたし、指導者同士が言葉も交わしましたもの。どちらかというと、M.H.R.R.神聖ローマ帝国皇帝派をどうするか、という事で、武蔵とは結託出来ると思いますわ」

　と、いい匂においの香水があった。

　これは恐らく、果樹を一度燻いぶしてから加工したもの。甘さを残しながらも抑え、ともすれば埃ほこり臭くなりそうな落ち着きを上手うまく制御している。ちょっと濃いめだから、人狼ルウガルウの鼻には五倍希釈くらいがいいだろうか。割り剤は何がいいだろうか。そして合わせて自分らしい匂いにするには何と掛けるのがいいだろうか、と瓶を手に取って、気付いた。

　娘の工房のシールが貼はってあったのだ。

「────」

　いつもいつも、騎士だとか焼肉だとか、そんなイメージが強くて。でも服装や香水関係はちゃんと押さえていると、そう思ったら、自分なりのものもやっている。

　話には聞いていたが、こういう屋台で売られるクラスも扱っているとなると、事業は上手うまく行っているのだろう。

　……通神帯ネツトにサイトも出しているでしょうし、後で見てみるのもいいですわね。

　高級品にも興味はあるが、まずは手て頃ごろなものから。

・現役娘：『うちの子の子。──明日あしたにでも、面白いもの、あげますわね』

・黒　狼：『あ、Ｊｕｄジヤツジ．、楽しみにしておきますの』

　素直な反応がちょっと嬉うれしい。とはいっても、娘の方もこのところでちょっと距離が縮んだ気がしてはいる。なので、

・現役娘：『ネイト、事業は上手く行っているようですのね』

・銀　狼：『Ｊｕｄ．、順調に行ってますわよ？　何かありましたの？』

・現役娘：『いえ、聡そう明めいで美しくて最強の母は心配だったんですの。王の下に行ったとしても、姫にはキャラ強度の面で敵かなうとは思えませんし、王をヒモにする資産力では浅あさ間ま神社兼東とう照しよう宮ぐうという強力なライバルがおりますものね。でも個人事業で王に貢みつぐなら充分ですわ……！』

・銀　狼：『ちゃんと王と騎士という関係で上手く行ってますのよ──！』

　だったら良し。

　とはいえ心配し過ぎも母の特権だ。いろいろな充実がありますわね、と思いつつ、言葉を外へと投げかける。

「──敵は瑞典スウエーデン。その理由、武蔵むさし副会長は言えますわよね？」
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　……皆、大体の流れは理解出来ているようだな。

　と、正まさ純ずみは瓦かわら版ばんの紙包みに最大限で突っ込まれたポテトクリスプを摘つまむ。

　手が汚れるが、後で禊祓みそぎ術式の符で洗えばいいだろう。そう思いながら、

「──そう、瑞典総長が懸念し、人狼女王レーネ・デ・ガルウが指摘する通り、瑞典が私達の敵だ」

　何故なぜなら、

「武蔵が撃沈され、羽は柴しばが創世計画を持ち出した事で、各国は抗争を中止された。

　しかし私達が武蔵共々復活し、羽柴勢が敗北したところで、今からだと再抗争の用意が間に合わない」

　この場合、どうなるか。

「獲得すべき領土を拡大出来なかった各国は、その賠償や取り返しをヴェストファーレンに持ち込んでくる。──その代表は、瑞典だ」

　つまり、

「瑞典が、各国の不満を全て背負い、M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクをヴェストファーレンの参加権とする私達を相手とする。ここがヴェストファーレンで危険視すべき箇所だろう」
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　正純は、二ふた代よが視線を合わせてきたので、包みの口を彼女に向けた。

　欲しいのか、と思ったら、いきなり二代が動き、

「おい、顔から行くなよ……！」

「おぅ？　そういう事ではなかったので御座るか？」

　見れば、二代の手は〝正義の炭酸　カパックマンコーラ〟の竹ボトルと、イカ焼きで埋まっている。イカ焼きの醬しよう油ゆダレに飽きて、こっちのソルトビネガーが欲しくなったという辺りだろうか。口元に油がついているのを、使おうと思っていた禊祓術式で拭ぬぐってやると、

・●　画：『最高……、祭はやはり、いつもと違うものが見られるわね……』

・副会長：『何処どこから見てるんだよ……!?』

　まあ観測術式に狙そ撃げき用の射撃術式もある二人だ。大和やまとの方の検けん分ぶんを行いながら、こっちの警備もしているのだろう。多分。うん。そうだと信じたい。

　ともあれ、ここは、ヴェストファーレン前の会議としては最後の場だろう。今ならば六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ勢もいるし、世せ話わ子こもいる。都合がいい、と言っては一方的だが、皇帝マティアスや教皇総長達はいない。身内勢とも言える集まりだ。その上で思うべきは、

　……瑞典総長の懸念だな。

　瑞典スウエーデンは戦勝国だ。

　だから敗戦国側につこうとしている武蔵むさしとは、会議の席では敵となる。

　だけど、と、正まさ純ずみは、しかし皆の反応を待った。

　……瑞典は敵だが、瑞典総長はもはや身内同然だよな。

　親身だ。だがそれゆえに気をつけねばならない事がある。

「私達が、瑞典という国のポジションを侮ってはならない」

　瑞典総長が身内同然だからと言って、瑞典自体は身内ではないのだ。

　何しろ、貿易くらいしか交流が無い国だ。

　歴史再現を重視していれば、敗戦国側である武蔵に対しては、ヴェストファーレンで攻撃を仕掛けてくる国という事になる。

・○べ屋：『正純は、瑞典本国側が、瑞典総長よりも権限高いと、そう思ってる？』

・副会長：『それについては、本人に聞いた方が早いだろう』

「瑞典総長、本国の方はどうなんだ？　貴女あなたとは、どういう関係になっている？」
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　そうでありますねえ、と、クリスティーナは、忠ただ興おきの選んだ金盤のジャケットを比較し、確かめながら呟つぶやいた。

「本国の方は、現状、副長のアクセルと生徒会が仕切っているであります」

　アクセル・オクセンシェルナ。

　前総長であり、襲名上の己の父であったグスタフの右腕ともいえる存在で、それはそのまま自分の代でも適用されている。

「砲撃術式を用い、幾度かは柴しば田た公とも攻防を交わしたような人でありますよ」

　言うと、聞こえる言葉の先が一度沈黙した。ややあってから、武蔵の従士が、

「……会議中にドンパチする事とかに、なりますかね、やはり」

「アクセルはガチの改派プロテスタントなので、極東勢として対応している限り、大丈夫でありましょう。旧派カトリツクについては、旧派は殲せん滅めつとか、そういう思想でありましたから……」

「殲滅」

「Ｔｅｓテスタメント．、それでまあ、私、襲名の関係から旧派でありましょう？　するとアクセルが、事あるごとに改派への変更をすすめてくるもので。あまりに煩うるさいので、私の方もとりあえず改派を認めるようにしたのでありますが、私自身は旧派のままでありますねえ」

　そうなんですか、と従士の声が聞こえてきた。

　そして浅あさ間ま神社代表が、言葉を送ってきた。

「それで地元と軋あつ轢れき生じるようでしたら、武蔵上では隠れ設定でいろいろ多重化いけるので、改派も押さえる事出来ますよ？　どうします？」

「いえいえ、それは必要ないであります。だって──」

　だって、

「忠ただ興おき様はM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツク、──お揃そろいがいいのであります」
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　世せ話わ子こから通神内容を送られてきているフアナは、生徒会居室で鍋をつつきながら俯うつむいた。

「その通り……！」

「あの、フアナ君、どうしたの？　何か床とかテーブルに汚れが見つかった？」

「いえ違います。……コレは汚れではありません。清らかな意思の表れです……！　私も、総長が教譜を変えると言った場合は、即座に変更しますので宜しく御願いします！」

　斜はす向むかいの席で首を横に振るフローレスが、右の手を口から下に何度も引いているが、気にしない事とする。
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　浅あさ間まは、吐息付きでクリスティーナの言葉を聞いた。

　今、自分達は娘達への町案内も含めて多た摩ま方面への太縄通路を移動中だが、

「──それでまあ、アクセル及び生徒会には私が不在の間、とりあえず暫定国境の防護を固めるように指示していたのでありますね。瑞典スウエーデンの国境は豪雪地帯や森林もあって結構あやふやなので、逆に全面防護に入ると、瑞典としては手一杯なのであります」

　ああ、と己は頷うなずいた。この辺りは、自分でも解わかる事だ。

「国力と国土のバランスが、とりあえずは取れている、という事ですね」

　要するに、国は強力だが、資源問題や土地問題があるという事だ。

　この場合、解決方法は二つある。

「一つは、……貿易を盛んにして、国内資源の価値を上げていく事ですね。人口の管理は必要になるかも知れませんが、輸入資源を加工品として外に輸出すれば、国の経済的価値が上がり、国内の資源は少なくても済みます」

「Ｔｅｓテスタメント．、自分もそのように考えていたであります。ゆえに武蔵むさしとの付き合いは重要なのでありますね。これは本国も認めている事であります」

　ただ、とクリスティーナが言った。

「もう一つの解決策として、やはり根本的な国土の拡大を求める、という声が大きいのでありますよ」
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　ですわね、とミトツダイラは、浅間が交わしている言葉を聞きつつ思った。

　今、自分達は艦間の太縄通路を移動しているが、そこは当然のように、

「おーい！　今十一位──!!」

　と、声を置き去りにしながら、空を脇わき坂さかが飛んでいった。双姫ツヴアイ・フユルステインの上には嘉よし明あきも一緒だろうが、あの二人が二ふた桁けた位にいる辺り、武蔵むさしの一般航空技術というのは結構なものだと思う。

　そしてカッ飛んでいった二人と、配送業の加速光が幾つも風を巻いて艦尾側に回る。先頭は双姫よりも結構前だ。豊ゆたかが照準術式で追い、ネイメアが夜目を利かせて確認する。

　続いて自分も見た先頭の空。そこを弾はじかれたように加速する機殻箒シヤーレベーゼンの魔女テクノヘクセンは、

・金マル：『あー、先頭は〝山椿ヴイルトカメリー〟だけど、あれ、遊覧コースだね。うちの子達に武蔵の気流を大体憶おぼえさせるつもりかな』

　となると、全体も一種のチュートリアル的な動きをしているのだろう。

　……武蔵はいつも通りで、やってきた者を〝新人〟とするくらいの余裕がありますのね。

　だが、世界は違う。

「国土を広げると言っても、瑞典スウエーデンもまた、それが出来なかった訳ですのね」

　どういう事かは、既に話し合った後だ。武蔵の撃沈と、羽は柴しばの創世計画がそうさせた。

　……となると、ちょっと、繫つながる部分が有りますわね。

「瑞典総長？　夏休み辺りの話だと、貴女あなた、九月に入ったら地元に戻ろうかとか、そんな話がありましたわね？」

　だが、彼女はずっと武蔵と共にいた。恐らく、実際は、こうなのだ。

「本来ならば、瑞典総長が本国に戻り次第、国境警備を解除。周辺国家へ領土拡大の抗争を行う予定だったんですわ」

　しかし、

「瑞典に戻る前に武蔵が撃沈され、羽柴が創世計画を掲げた。──ゆえに国土を広げる抗争が出来なくなり、貴女は武蔵勢に在留となった。そうですのね？」
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　母の問いに、ネイメアは国家の動きというものを悟った。

　自分は政治系ではない。どちらかというと武断系だろう。更には、母のように派遣騎士という難しい身柄でもないので、正直、政治関係は疎うとい方だ。

　とはいえ母の母も政治系には強いので、今後は勉強しようとそう思う。

　だがそんな自分でも、今の流れは理解出来た。つまり、

「瑞典は、二面作戦をとった訳ですのね？」

「あっ、どういう事です？　ネイメア」

　照準術式で、配送業の面々を一気に何人ロックオン出来るか容赦なく試していた豊が、こちらに振り向く。

　見れば彼女の視線が好奇心を隠していない。そんな相方に対し、己は応じた。

「つまり瑞典スウエーデン本国は、羽は柴しばの遺した現状を護まもりつつ、有事に備えて国境警備を行う。

　一方で瑞典総長は、武蔵むさし勢に残留し、武蔵側との友好を保持し続ける。

　──瑞典には強力な副長を初めとした総長連合と生徒会。武蔵には独立権限で決定権を有する総長。これによって、二面の対応が出来るという事になりますの。

　そうですのね？　瑞典総長」

　問いかけた先。そろそろ多た摩まの入口となる番屋だが、その前に辿たどり着くところで、瑞典総長の声が届いてきた。

「ええと、いや、まあ、ええ、Ｔｅｓテスタメント．！　そ、そうでありますよ!?」

　何故なぜにそんな狼狽うろたえを。
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・不退転：『……悪い予感がする応答が来たわね』

・金マル：『おおっと？　女の勘が来たねナリリン！　でもガっちゃんもコレちょっと悪い予感があるかなあ』

・副会長：『えーと……、どうしたもんかな……、こういう場合……』

・ホラ子：『どなたか！　一いつ行こうの中に武蔵の責任にせずに詰問出来る方はいますか！』
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　世せ話わ子こは、少し考えた。武蔵の姫の言う事に該当するのは、自分でしょうね、と。

　今、己がいるのは、武蔵むさし野のの学生長屋だ。屋台と化した長屋が長大な屋台列を作る空間で、学生達が、一晩では見切る事が出来なそうな列を行き来している場所だった。

　そんな中に、極東の制服を着て混じってみると、少なくとも自分として違和は感じない。学生達の方もそうなのだろう。余所よそ者ものを見るような視線はない。

　ともあれ自分にも声が聞こえてくると言う事は、こちらにも参加権はあるのだろう。

　……三征西班牙トレス・エスパニアは、ヴェストファーレンだと阿蘭陀オランダの独立など行われて、損をする事になる訳ですが……。

　まあ、ちょっとでも補ほ塡てんの色がつくなら、と、己は声を作る。

「瑞典総長」

　灯とう籠ろうや、〝武蔵野学生連〟の文字がプリントされた提ちよう灯ちんの明かりを浴びながら、言う。

「──瑞典に、連絡を取っていませんね？」
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　クリスティーナは、背に鈍い汗が浮くのを感じた。何事か？　という視線を屋台の方から向けてくる忠ただ興おきに手を振って誤魔化し、手元では彼の戦利品の金盤ジャケットを眺めつつ、

「い、いえ、連絡はとってありますですよ？　まさか、とってないとか、そんな」

「正直に仰って大丈夫です、瑞典スウエーデン総長。私の方、本国にこれを知らせるつもりはありません」

「何故なぜであります？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と世せ話わ子こが、安あん堵どの色の混じった声で応じた。

「解答を有り難う御座います。──知らせていないのですね」

　言われ、己は気付いた。相手のロジックを思い、

「うわあ──!!」
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・あずま：『え？　どういう事？』

・俺　　：『おいおい解わかってねえとか、余よ、馬鹿かよ？　俺おれと同じだぞ』

・ホラ子：『おっと、ホライゾンは解っております。解っておりますよ？　しかしここは代わりに豊ゆたか様──！』
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　いきなり通神帯ネツトから声を掛けられて、豊は肩を震わせた。賑にぎやかな多た摩まの町並みを歩きながら、照準術式のロックオン精度や最大個数を確認していた処ところだったのだ。

　だが、一応、会話の流れは聞いていた。だからこちらを見る母に、大丈夫だからと視線を返し、表示枠サインフレームを開く。

「あ、はい。豊です」

　ええと、多分コレは、こういう事だ。

「政治的な事はよく解らないんですけど、恐らく、瑞典総長が瑞典に連絡を取ってないと、三征西班牙トレス・エスパニアに損得が生じるんですね？」

　瑞典総長も、その事が解っている。

「だけど世話子さんは、こう言ったんです。〝本国にこれを知らせるつもりはない〟と』

「……それが、どういう意味を持ちますの？」

「ええ、──世話子さんは、この時、損得の話をしていないんですよ」

　言われて、母が頷うなずき、ネイメアが、あ、と声を作った。だからここは、彼女に譲る。

　するとネイメアが、納得の頷きを作りながら、こう言った。

「──損得の話をしていないのに、瑞典総長が〝何故〟と問うたからですのね？」

　その通りだ。

「もしも瑞典総長が本国と連絡を取っているならば、その事を世話子さんが三征西班牙に伝えても、伝えなくても、三征西班牙には何の損得も生じません。だって、それが普通で、三征西班牙もその前提で動いているでしょうから」

　但し、と己は言葉を挟む。

「──但し、瑞典スウエーデン総長が連絡をしていない場合、世せ話わ子こさんがそれを三征西班牙トレス・エスパニアに伝える事で、三征西班牙には損得が生じます」

　だけど、そこで世話子が引っかけた。

「世話子さんは、連絡しない事にしました。それに対して、瑞典総長は疑問しました。つまりそれによって損得が発生すると、瑞典総長は知っていた訳ですが、その疑問を作るには、まだ損得が発生していないという前提が必要となります。ならば……」

・副会長：『瑞典総長は、連絡をしていなかった訳だ』

「つまりクリスティーナ様の連絡不足──!!　豊ゆたか様の勝ちです……！」

　ホ母様がガッツポーズで褒めて下さって、私の心は満たされました。
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　クリスティーナは、敗北した。

　……じょ、情報通だからといって、話術が優れてる訳ではないのでありますよ……！

　何となく逆ギレだが、理解してくれる人はいるだろう。

　ともあれ言い訳はしたい。

「いえ、あの、ほら、夏休み明けて、帰還予定日みたいなのが来た時、まあちょっと遅れてもいいかな、とか思った訳でありますよ。そしたらほら、武蔵むさしの撃沈とかありまして、じゃあこっちで、私は武蔵との友好を深める役でいいかなあ、と、そう思って、何か向こうから来たらそう答えようかと思ってたんでありますけど、九月半ばくらいからはプレッシャーになってきたので、ええと、通神文メールとか、こっち来るのは全部シャットしまして──」

「外交館は？」

　武蔵副会長の声に、己は即答した。

「本ほん能のう寺じの前に、本国に全員帰したでありますよ？　こっちに総長の自分がいれば充分なので、総員、本国の守備に回れ、と」

「どうしてですの？」

　それは簡単だ。

「──忠ただ興おき様の近所に引っ越したら、そこが瑞典外交館でありますよ！」
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・ゆたか：『惜しい……！　駄目女というには、ちょっと、これ、方向性が違うだけですね。これでは駄目女とは言えません……！』

・ホラ子：『おっと、豊様の駄目センサー、今回は厳しめの点数です。では向こう正じよう面めんの正まさ純ずみ様、今の取り組みはどう見られますか？』

・副会長：『んンンンン……！　ちょっとコレ、今の内に解わかってよかったぞ！』
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　世せ話わ子こは、とりあえず生徒会居室への土産みやげとして、風ふう鈴りんを買った。硝子ガラス製は三征西班牙トレス・エスパニアにもあるし、陶器製ならば本国の方がやはり薄くて綺き麗れいなものがある。なので金属製。三征西班牙ではベルになってしまうものだが、風鈴としてあるのはやはり極東だろう。

　大量生産の鋳ちゆう鉄てつ製。箱入りを受け取る時に相手が緊張していたが、年上だと言う事がバレただろうかと、そんな事を思うのもちょっと可笑おかしい。

　ただ、先程からの話の流れで、確認しておきたい事がある。

「あの、……今の発覚ですが、私、あんな風に言いつつ、実際では本国に連絡していいでしょうか……」

「あー、話術話術、会計的視点だと、まあ引っかかった方が悪いって事でいいんじゃない？　正まさ純ずみ、そこらへんはどうなの？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、こちらとしても円滑に状況確認をするため、ホライゾンから依頼をした、と考えると、〝有り〟の範はん疇ちゆうだと思う」

「ひあああああああああ」

　最後は瑞典スウエーデン総長だ。というか、

　……そういうノリが出せる辺りで、瑞典総長は相当に武蔵むさし馴なれしていますね。

　ツーカーと言ったところだろう。

　と、別から声が来た。それは聞き覚えのあるもので、

「あの、ロドリゴ先輩、……フアナ様達は、対阿蘭陀オランダとして、牽けん制せい部隊や拠点に補給などしっかり行っていらっしゃいますよね？」

「そうです立たち花ばな・誾ぎん。阿蘭陀独立までは戦闘待機が続きます。──なので、阿蘭陀には、同じ改派プロテスタントとして強国瑞典の援護や補給があるかと警戒していますが、瑞典総長が乗り込んだり、直接指示する可能性が低いとなると、その脅威を低く見積もれます」

　これは、外交として見ると、どういう交渉カードになるか。

　自分は元異端審問官だ。だがこの肩書きは、裁判権などを持つものでもあり、僻へき地ちでは政治的権力も持つのだ。

　ゆえに己は、ここで告げる。

「もしもここで今の情報を本国に伝える事が出来れば、三征西班牙と阿蘭陀はヴェストファーレンで武蔵に対してある程度の譲歩を行う事が出来ます」

「それはどうだろうか」

　と来たのは、武蔵の会計だ。

「ヴェストファーレンでの譲歩と、対阿蘭陀オランダ戦略の緩和。これを損得で比較した時、前者の利得が後者を上回る事が出来るか？」

「それは本国側での調整となります。私の権限で、ここで決める事は出来ません」

「あ、だったら御願いがあります」

　と声を送ってきたのは、羽は柴しばだ。

「──第二の月に向かう際、超祝福艦隊グランデ・フエリシジマ・アルマダを、一部なりでも貸与して欲しいんです」
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　成程、とフアナは世せ話わ子この報告で、向こうの状況を理解した。

　瑞典スウエーデン側からの情報漏れによって、瑞典が阿蘭陀に援護を出す確率は低いと解わかった。無論、こちらも対阿蘭陀部隊に補給などは行わなければいけないが、それなりに余裕を作れる。

　予算よりも、そこに投入する人員や装備の方が問題だ。末世解決がどのような形になるにしろ、その後の動きを考えたら、準備は必要なのだ。

　海洋国家として航空艦などの装備が充実した三征西班牙トレス・エスパニアは、アルマダ海戦の被害を抑えて抜け切った。ならば今生じている平和な時期では、貿易や新大陸からの備蓄獲得に専念をした方がいいだろう。

　……西せい仏ふつ戦争もありますからね。

「対阿蘭陀の戦線から、気け取どられぬ程度に船を戻しましょう」

　皆に、状況を素早く表示枠コルテチエフイルマにタイプして、報告する。だが、セグンドが鍋の湯気で眼鏡めがねを曇らせながら問うて来た。

「しかし、末世解決に艦船を出したら、それはそれで末世解決後の世に対し、艦船の不足を呼ぶ事になるんじゃないかい？」

「その件については、武蔵むさし自体に補ほ塡てんをさせる手もあります。外界の開拓においては我が三征西班牙と六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが手を上げていますが、現状、六護式仏蘭西の方が武蔵と密接です。

　しかし、ここで艦船を貸与し、損害が出た場合、それを交渉材料として六護式仏蘭西よりも我が国を優先とするよう、要求する事は可能でしょう」

　そうねえ、と、檸檬レモンを器に搾しぼり、鍋の牡蠣かきを探る房フサ栄エが呟つぶやいた。

「損して得とれ、って感じよね、と。輸送力だと武蔵の方が遙かに上だし。でも、──フーさん、ちょっと艦種の違い、解ってる？」

「Ｔｅｓテスタメント．、武蔵が貸与を要求するのは、戦闘時でも艦間の輸送や伝達を可能とする高速艦です。流石さすがに武蔵の配送業も、戦闘が激化しては行動が難しくなるでしょうから。

　しかし、高速艦のそう言った役割は、輸送力では肩代わり出来ない能力ですので、武蔵に貸与して欠損した場合、三征西班牙としては後の展開に不備をきたします。

　なので、ブロック式で組み替えられる余裕のある艦体の内、高速艦への組み替えが可能なものを転用し、武蔵むさしには貸与しましょう。乗員も武蔵側から用意させ、訓練を行います」

「あまりこちらの被害を無くすのが表向きになると、ちょっとキツいかなあ」

　あ、とフアナは赤面した。

　確かに、三征西班牙トレス・エスパニア第一で考える事は大事だが、行き過ぎは駄目だ。

「……そうですね。末世解決は、全ての国の問題です。全ての国が犠牲を出すべき、という考えはいけませんが、全ての国が解決方法を出すべきと、そのように考え直します」

　言っている間に、今の案を修正する。

「武蔵に貸与する艦は、組み替え改造を行いますが、純粋な高速艦ではなく、艦首側は防御艦の構成を組み込みます。高速性能が高くなくても、武蔵と大和やまとの艦間移動ならば問題はないからです。必要な時は防御艦としてピンポイント運用出来る、とした方が、前線に出る大和などには、いいのではないでしょうか」

「──流石さすがだねえ、フアナ君」

　褒められ、隆たか包かねが口笛を一つ吹く。が、動じないくらいの度胸は出来た。ならば、

「世せ話わ子こ……、いえ、まあ、世話子でいいでしょう。向こうに今の結論を送ります」
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「凄すごいわなあ……」

　嫌気全開の口調で御嬢様が褒める時は、ホントに強敵と認めた時。そう思う加か納のうは、こちらに届いてきている通神の内容を確認した。

　自分達がいるのは教きよう導どう院いんの第二校庭。校舎から一段降りた高台の場所だ。ここは主に体育会系の部活や総長連合の訓練で使われる場だが、今日きようのような祭の日は教導院横の居住区の住民が屋台などを出す。

　校舎側の校庭でも出し物はあるが、あちらは教導院関係者の場だ。ここはさほど混雑もなく、夕涼み感覚で武蔵全域を眺める事が出来る。

　そんな場所の縁。手て摺すりに肘ひじをついて武蔵を眺めながら、大おお久く保ぼが言う。

「三征西班牙副会長は、ホンマ、テキパキとやりおるなあ」

「御嬢様も負けてはいませんよ。それに向こうの方がキャリアは上です」

　まあな、と大久保が小さく笑う。だが、

「そういう三征西班牙副会長も、うちの副会長がおるからこっちを気にしとるんや」

「迷惑な存在です」

「そやな」

　言って、大久保が吐息した。

「羽は柴しば勢と合流やー、って気楽にやってくれたけど、まあ、ちょっと感慨深いわ」

「どういう事です？」

「全員、うちの教きよう導どう院いんに所属するなら、──私の学年の戦力がえらく強化されるで」

「────」

　思わず言葉を失ったこちらに対し、主あるじが横目で笑みを作る。

「正直、上の連中が卒業したら、かなり戦力ガタオチになるという懸念があったんや。まあ、そこらへん、副会長達は手を回すやろうけど、現役学生の枷かせを食らうとヤバい。

　せやけど羽は柴しば勢が合流するなら、話は変わるで。……羽柴を生徒会長にして、私が副会長とか言うのが、一番やりやすいんやろうなあ」

「……御嬢様、随分と先を見ておりますね」

「まだまだひっくり返る要素の多い案件や。ヴェストファーレン次第やな」

　あーあ、と大おお久く保ぼが両腕を上げ、伸びをする。

「将来のためにも、これからちょっと、羽柴勢とも付き合い持たんとな。──生徒会で孤立したり下手へたすると選挙で羽柴勢ばかり票を得る事になる可能性もあるしな」

「御嬢様、御嬢様ならば羽柴勢を麾き下かとする事も可能でしょう」

「まあ、そう出来るとええわな。──これでも人付き合いはええ方やと思っとるよ」

　さてまあ、と主が両腕を振り降ろし、軽く姿勢を直した。

　通神用の表示枠サインフレームを傍らに置き、

「──ヴェストファーレンに対しての、対外的最終調整、副会長に任せようか」
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　さてまあ、と正まさ純ずみは、世せ話わ子こから来た三征西班牙トレス・エスパニア側の判断を見る。

　……三征西班牙が、末世解決時に戦力を貸してくれるというのは、有り難い話だな。

　とはいえ、一応聞いておくべき事と、相手がある。

「瑞典スウエーデン総長、そういう風に話が来たが、どうする？　貴女あなたが瑞典に連絡をとって、三征西班牙が対阿蘭陀オランダを警戒していると伝えれば、三征西班牙は結局、対阿蘭陀から気を緩める事が出来なくなる」

「あー、でも、今からソレをしても利得が無いでありますよ。お互いが疲弊をするだけでありましょう」

　彼女の言は、一つの意味を持つ。

　……瑞典総長は、下手な動きを取る事が〝疲弊〟だと思っている訳だ。

「だとすると貴女は、本国にいる副長達が、どちらかというと〝疲弊〟向きの動きを取りたがっていると思っている……。そういう訳だな？」

「Ｔｅｓテスタメント．、──武蔵むさしとの付き合いがあれば、平和裏に国力増強でありますよ？　対外的な侵攻は、それが歴史再現であり、根本的な解決といえど、長期的には損を生む部分もありましょう」

・●　画：『どこかの戦争好きに聞かせてやりたい程現実的な言葉だわ……』

・金マル：『ガっちゃんガっちゃん、一応聞いてる。他人ひと事ごとだけど』

　……聞こえてるぞ……！

　だが、瑞典スウエーデン総長の言で、確信出来た。

「瑞典総長。つまり貴女あなたは、こう見ている。……ヴェストファーレンにて、本国の副長派は、他の〝領土拡大を阻止された国〟からの要請もあり、その〝損〟を是としてこちらを攻撃してくるだろう、と」

「──Ｔｅｓテスタメント．、そうであります」

「だとすれば、歴史再現か」

「？　どういう事でしょう？　正まさ純ずみ様」

　メアリの疑問に、己は応じる。

「瑞典では、前王グスタフの死後、その娘クリスティーナが治める事となるんだ。だが改派プロテスタントになっていた瑞典の中で、クリスティーナは旧派カトリツクを瑞典内で復権させ、ヴェストファーレンでも旧派の立場に立って、戦勝国としての権利を放棄しようとした。

　そこでアクセル達が動き、説得を重ねて、とりあえずの利益は獲得するんだ」

　神代の時代がそうであったならば、今はどうなるのか。

「恐らく、瑞典本国では、ヴェストファーレンにおいて、副長アクセル・オクセンシェルナを代表とし、瑞典総長と対立。瑞典総長の言を封じて最大の利益を得るつもりだろう」







[image: 第三十三章『祭中の観察者』]
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「瑞典スウエーデン本国が総長と対立って、……そんな事、出来るんですか？」

　鈴すずや直なお政まさ達と、高たか尾おの艦尾側の高台である〝高たか尾お山さん〟に来ていたアデーレは、聞こえてくる声に疑問した。

「瑞典側としては、内紛に近いですよね？」

「ああう、すみません。私の方と本国の方で、利害が対立してしまったというか……」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と直政の妹が呟つぶやいた。

「それだと、向こうからも連絡が無いだろう」

・武　蔵：『Ｊｕｄ．、実際、瑞典側からは本ほん能のう寺じの変へん以降、武蔵へ瑞典総長についての問い合わせはありません。──以上』

　だとすると、副会長の言う通りだ。

　自分の関われる内容ではない、とは思うが、

「ヴェストファーレンで、相あい対たいって、生じると思いますか？」

「可能性はある。得手不得手があるから、とりあえず役職者は準備を怠るな。あと、いつも前線に出ている組も、だ。──これはヴェストファーレンに限らず、後の末世解決にて、自分達の〝幸運〟と戦う事も想定して、だ」
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　Ｊｕｄ．、とアデーレは頷うなずいた。すると、瑞典総長の声が聞こえた。

「いろいろと申し訳ないであります」

「そう言うな瑞典総長。歴史再現として見れば、瑞典内の物別れはいつか発生する事だ。それに首を突っ込める分だけ、こちらとしては有り難い」

「──強引に他国に介入して、味方につけていく訳だもんねー」

　会計補佐の言う通りだ。己も口を開き、言葉を作る。

「瑞典総長をネルトリンゲンで救って、ヴェストファーレンで瑞典本国を仲間に、ですね」

「Ｊｕｄ．、ただ、こっちも二正面作戦みたいになるな。気をつけないと」

「二正面？　──どういう事です??　正まさ純ずみ」

　ああ、と己は浅あさ間まの言葉に頷いた。

「確か、ヴェストファーレン会議は、ちょっと複雑な構成なんですよね」
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・金マル：『どういう事？　年の差？』

・副会長：『そうじゃない。というか、年の差はどこから出てきた』

・自爆娘：『十四歳さい差！　十四歳差でありますよ！』

・副会長：『あー、Ｊｕｄジヤツジ．Ｊｕｄ．、でもまあそこら関係無しに言うと、ヴェストファーレン会議な？　これ、実はちょっと面倒な事に、二つの会議が一つになってるんだ。

　だから現場では、実質、二つの条約をまとめる事になるんだが、その内容、解わかってるヤツ、いるか？』

・ホラ子：『Ｊｕｄ．、大たい化かの改かい新しんと五ご賢けん帝ていですね』

・巨　正：『え？　あ、あの、どっちも条約じゃありませんけど、まさか私の脳が……』

・●　画：『大丈夫よ。まさか、って言ってられる間は正気の範はん疇ちゆう。後一歩ね』

・十ＺＯ：『何が後一歩で御座るかな──？』

・あさま：『ミト──!!』

・銀　狼：『Ｊｕｄ．！　ヴェストファーレン会議は、最終的にヴェストファーレン条約を結ぶものですが、この条約は、実は主に二つの条約を合わせたものですの』
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「皆様に悪いニュースと良いニュースがあります」

　ミトツダイラの視界の中、明かりの消えている青雷亭ブルーサンダーの前でホライゾンが右手を挙げた。

　何事ですの？　と首を傾かしげるこちらの眼前、彼女が真ま面じ目めな顔で、

「店主様が、恐らく外の屋台に何か補給に向かったようで、鍵かぎが掛かっております。ええ、ホライゾンは施錠術式など設定忘れてますし、物理キーも持ってませんので入れません」

「ええと、じゃあ、良いニュースとは？」

「Ｊｕｄ．、──さっき、鍵が掛かってないと勘違いして、開かないドアを〝このボロドアめ！〟とフンガー引いた処ところ、ガシャコン外れまして。結果から言うと中に入れます」

「そっちの方が悪いニュースですのよ──！」

　浅あさ間まの娘、豊ゆたかが、頰ほおに手を当てて酷ひどく満足げな顔をしているが、これ絶対母親の特性をパワーアップして受け継いでますわよね。

　ともあれネイメアと浅間が二人で「あれ、基部が……」「こっちにネジが落ちてますの」などとやっているし、両腕が御近所から工具を借りてきたので形なりの復帰は出来るだろう。

　こっちはこっちで、その間に先程の話の続きだ。

「ヴェストファーレン条約の内訳ですわね」
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　世せ話わ子こは、武蔵むさし野のの艦首側に急いでいた。

　祭の夜で、船は昼夜を問わずに出ているが、本国への帰還は早い方が良い。関せきヶ原はらという第一目的は達成しているのだ。

　だがもう少し、この武蔵むさしを見ておきたい。画像を撮って〝視察です〟という言い訳をつけて副会長に送るのはありだろう。ゆえに祭の空気を楽しみつつ、眺望を求めて艦首に向かう。

　身は周囲のテンポに合わせ、早足で賑にぎやかな光を超えて。髪は匂いをくすぐったく浴びる。

　……三征西班牙トレス・エスパニアにも、こういう極東系の祭がもっと欲しいものですね。

　思い、歩きながら武蔵の第五特務の声を聞く。

「ヴェストファーレン会議は、オスナブリュック講和条約と、ミュンスター講和条約という、二つの条約をまとめる会議でしたの」

　その内訳は、やはり三十年戦争。戦勝国と敗戦国の講和だ。

「オスナブリュック講和条約は、瑞典スウエーデンを主とした改派プロテスタント戦勝国に対し、神聖ローマ皇帝の旧派カトリツクが行った講和条約。

　ミュンスター講和条約は、旧派なのに改派側として参戦した六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと、神聖ローマ皇帝の旧派が行う講和条約。

　場合によっては、これより先に締結された阿蘭陀オランダ独立をまとめたミュンスター条約もくわえる場合もありますわね」

「……今、ミュンスターナンタラが二つあった気がするので御座るが」

「……本ほん多だ・二ふた代よ、いいですか？　三十年戦争の講和で、ヴェストファーレンに組み込まれているのがミュンスター〝講和〟条約。

　三征西班牙から阿蘭陀が独立するものがミュンスター条約で、こちらは無印です」

　あら、と己は思った。立たち花ばな・誾ぎんは本多・二代を討つために武蔵に乗り込み、敗北をしたとの事だが、良い付き合いをしているようだ。

　……良い事ですね。

　とはいえ、実のところ、三征西班牙は問題を一つ抱えている。

「そのミュンスター条約ですが、内容としては、三十年戦争以前から続いている三征西班牙と阿蘭陀の戦争を講和するものです」

「──英国もちょっと阿蘭陀を援護をしましたが、元々は三征西班牙の跳び領地だった地域が、阿蘭陀として独立をしようと、そういう事なのですね？」

　英国王女がいるならば理解は早い。己は一つ頷うなずき、

「Ｔｅｓテスタメント．、阿蘭陀は経済的に発展し、独立を求めました。小競り合いなどを経て続いた闘争期間は八十年。三征西班牙は、英国や仏蘭西フランスとも戦争や牽けん制せいをしつつ、遠くの領地を守ったり、資金を投入するのは無駄であると結論し、この条約で阿蘭陀の独立を認めます」

　しかし、

「このミュンスター条約、まだ生じていないのです。夏休み明けの締結の予定でしたが」

「まあ、……アルマダ海戦も終了したのに、どうしてなのですか？」

　Ｔｅｓ．、と己は頷いた。

「創世計画が生じたため、阿蘭陀オランダは独立の是非を国内に問う事となりました。──独立しても、創世計画で白紙になれば無意味ですから」

　しかし、

「交戦状態を保つのは損です。ゆえに三征西班牙トレス・エスパニアは瑞典スウエーデンの動きを窺うかがいつつ、阿蘭陀が独立せずとも交戦は避ける関係を作ろうとしたのです」

　これはフアナの良い采さい配はいだろう。だが、

「その関係構築は、武蔵むさしと羽は柴しばの決着で再び壊れました」





●






・賢姉様：『クククそこの貧乳政治家とサル！　アンタ達の御陰で面倒ごとがやたら増えてる気がするけど、そこらへんどうなの!?』

・副会長：『いや、これは各国の事情によるものなので、こういう問題が発生している国と発生していない国があるだろう。一ひと纏まとめに語られるのは誠に遺憾である。責めるならあっちの石田だけにしてくれ』

・８４８：『う、うちも本来、創世計画がちゃんと進行してれば問題ありませんでした！　責めるならあっちの武蔵副会長にして下さい……！』

・俺　　：『おいおいセージュン、大変だな。あまり無茶すんなよ？』

・ホラ子：『そうですね正まさ純ずみ様、あまり無茶はなさらないように御願いいたします』

・副会長：『……私がここにいる原因、元は何か、解わかってるか？　おい』
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　ともあれ、と世せ話わ子こは一息を入れた。

「現状は変わりました。ある意味、元に戻ったと言っていいでしょう。阿蘭陀とは警戒し合う状態なのですから」

　そして、

「創世計画がどうなるかは解りませんが、武蔵が復活し、別の末世解決を願うならば、阿蘭陀としてはこう考える筈はずです。──末世解決が成れば世界は勢いづく。そこで独立をしていない場合、阿蘭陀は大国に飲まれる可能性がある、と」

「阿蘭陀は知らないだろうが、三征西班牙と六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが外界開拓に乗り出すとなると、欧州列強も同調するだろうし、小国も投資などであやかろうとするだろうな」

「Ｔｅｓテスタメント．、そうですね。その場合でも、対応策として、阿蘭陀は早期の独立による国内の安定化を望まざるを得ないと、そう判断されています」
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　世せ話わ子こは、前を見上げた。

　武蔵むさし野のの艦首側。艦首甲板へは高台を越えるような構造だ。艦の左右舷げんにある階段は、祭の人々の流れを制御するため、左さ舷げんが上りで右う舷げんが下りとなっている。

　左舷列。親子連れなどもいるのは、まだ夜には早い時間だからだろう。人々の間に混じっていると、他国の人間であるという事を忘れそうになる。そして、

「ヴェストファーレン会議にて、ミュンスター条約も共に行うよう、阿蘭陀オランダから提起されると、三征西班牙トレス・エスパニアはそう読んでいます」

「三征西班牙としては、どうしたい？　あ、聞いて良いものか、そちらで判断してくれ」

　Ｔｅｓテスタメント．、と己は頷うなずき、階段を上がり、視界を高くしながら言った。

「阿蘭陀の独立は歴史再現です。そこは問題がありません。但し──」

　但し、

「阿蘭陀には、飛び地としての利点から、多くのものを投資していました。

　北部海域の貿易権も含み、それらを独立と共に阿蘭陀側に確保されるのは避けたいです。

　ハードな交渉となる可能性もあります。なので場合に応じて、武蔵には介入を願えれば、というところです」

　全く、と己は呟つぶやいた。

「現在、阿蘭陀を統すべているのは生徒会を中心とした商工団。長は歴史再現ではオラニエ公の孫にあたるウイレム二世ですね」
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・副会長：『先代の全裸の孫となるのか……』

・俺　　：『先代!?　俺おれと勝負する気か！　俺俺、俺だよ俺──！』

・貧従士：『無視しますけど、これ、順番的にはこっちのミュンスター条約が前ぜん哨しよう戦のように入りますよね。……どうします？　三征西班牙に貸しを作るために介入します？』

・長安定：『ぶっちゃけ、三征西班牙副会長は交渉相手としてはかなり優秀や。私達は介入で関わるとしても出来る事なら味方につけられる要素多いとええな』

・黒　竹：『あー、彼女も結構高度な情報処理術式を使うタイプですよね。とにかく自国守護みたいなところあるんで、私的な言い方すると〝ゼロリスク・ハイリターン〟系です、あの人。ちょっとエグい事する時もある感で』
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「──でも相手は商工団？　だとしたら、私達の出番だねえ。阿蘭陀っしょ？　特に特に」

　と会計補佐が言うのを、清きよ正まさは杏あんず飴あめを口にしながら聞いた。

　すると、こちらは蜜み柑かん飴を最も中なかに挟んで口にする母が、視線を向けてきた。

「対阿蘭陀オランダ、となると、私達にも出番はありますね」

「そうなのですか？」

「ジェイミー、貴女あなたも出る場がありますよ？」

　でも、と一応疑問は言っておく。

「ヴェストファーレン会議は、国際会議と言われる一方、三十年戦争に関与していない国は出場していません。──英国、上越露西亜スヴイエート・ルーシ、P.A.Odaがそうです。ミュンスター条約も三征西班牙トレス・エスパニアと阿蘭陀の条約ですよね？」

「国家の動静というものは、国家間の関係によって左右されるのですジェイミー。──実際、先程に、P.A.Odaの代表が参加を告げにきましたし、私達を通して極東勢も参加します」

　それに、と、母が笑った。髪の間から花を散らし、

「──貴女の生まれた始まりも、三征西班牙と英国の争いに、武蔵むさしが介入して、御父さんが救たすけに来てくれたからですよ？　少しアバウトに考えても大丈夫です、ジェイミー」

　そして母が身を寄せてきた。

　引き寄せられ、軽く抱きしめられ、母が踵かかとを上げて背伸びしていると気付いた。いや、自分と同じくらいの背の高さだが、抱きしめるのには不都合なのだろう。

　甘い匂においがする母だった。その上で、

「貴女がここにいるのは、そういう事です」

　言われて、己はただ頷うなずいた。

　阿蘭陀の事を議論していたのが、随分と吹っ飛んだものだが、感情優先でいる辺りは母らしい。

　こちらの周囲、何故なぜか全て納得や得心したという顔をしているが、まあそういうものだろう。自分としても、己の存在がこの世界に対して何かアプローチ出来るならしてみたい。

　だから、ここで言うべきは、ミュンスター会議も含め、全ての状況に対し、

「私達は必要であれば対応出来ます。──副会長、どうですか」
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　おお、と竹たけ中なかは思った。

　十じつ本ぽん槍やりの中では、どちらかというと文系的な思索も見せる清正が、武蔵副会長に判断を仰いだのだ。

「こちらに来ませんでしたねー」

　それはつまり、指揮系統が変わったと言う事だ。

　十本槍という枠はあるだろう。羽は柴しば勢という枠だってある筈はずだ。

　だが〝全員〟で物事に当たる時、作戦などの最高決定権は武蔵むさし副会長にある。

　自分ではない。

　……そっかー。

「寂しいですかよう、竹たけ中なか先輩」

「うーん、どうでしょう。ちょっと手持ち無ぶ沙さ汰たになる感じ有りますけど、ほら、私、これまでも主家移ってきたりしたもんで、こういう〝配置換え〟感覚は馴なれてるんですよね」

　逆に、十じつ本ぽん槍やり単位や羽は柴しば勢単位になると、また自分は参謀だ。

「分隊時や、助言役として使われる時のために、勘を鈍らせちゃいけないんで、そっちの方が大変とも言えますねー……」

「ああ、私達がいつもトレーニングとかしてるようなアレですよう」

『貴様いつもサボってるだろうが、小姫……！』

　まあ強化人間なので、元が違いますからね、とは思う。

　ただ、こう思う。本当に合流したのだと。
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　……そっかー。

　これまで、「問われて決める」という流れが凄すごく多かった。

　だけどこれからは「問うて決めて貰もらう」とか「問われて答えるだけ」という流れが多くなっていくのだろう。

　これは、久し振りだ。

　斉さい藤とうの城にいた時が、こうだったと言えば、そうかもしれない。

　そうだ。確かにあの頃ころ、優柔不断であったり、逃げてばかりだったが上役はいて、教きよう導どう院いんの長として存在していた。自分達の意見は無視されたり、放置されたりという事もあったが、だが、組織の構図としては、己が自分の意見を預ける先はあったのだ。

　……そうですねー……。

　当時が、戻ってきたと、そう言うべきだろうか。かつて自分から壊して捨ててしまったものが、ここでようやく、また手の中に戻ってきたのだ、と。

　他の皆は知らない。武蔵勢も、他国の誰だれも彼も、だ。

　あの現場で、散り散りになった仲間達はどうしているだろうか。

　あれから軍師などやって、しつこく続けていた自分は、ここで、また同じような位置に立つ事が出来た。

　これは皮肉だろうか当然だろうか。

　解わからない。

　だけど己は言って良いのだ。清きよ正まさが決めたように、もう合流をしたのだから、己を預ける先に対して、

「──どうします？　副会長」
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　そうだなあ、と正まさ純ずみが言う声を、浅あさ間まは聞いた。

　こちらは今、青せい雷らい亭てい本舗までの道を豊ゆたかとネイメアに教える意味もあって、とりあえず長居は無用と、武蔵むさし野のに向かっている。

　破壊したドアについてはとりあえず応急の修繕をして、直なお政まさにも連絡をしておいたから大丈夫だろう、多分。

　そして武蔵野行きの太縄通路を渡ろうというところで、正純が言葉を作った。

「──いろいろ複雑になっている、とは思う。まずは整理しよう」

　ヴェストファーレン会議の事だ。

「会議の中で、まず条約が二つある。オスナブリュック講和条約と、ミュンスター講和条約だ。これらは戦勝国と敗戦国の講和会議だな」

　おそらく、ツキノワが頑張っているのだろう。表示枠サインフレームに言葉が来た。


・オスナブリュック講和条約：改派プロテスタント代表の瑞典スウエーデンと、旧派カトリツク代表の神聖ローマ皇帝の講和

・ミュンスター講和条約：六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと、神聖ローマ皇帝の講和



　これが本来のヴェストファーレン条約だ。

　だが、ここに前ぜん哨しよう戦と言えるものが発生する。ほぼ確定で来るのは、

「さっき言っていた、ミュンスター条約ですね」

　ツキノワに倣ならってか、ハナミがちょっと考えつつ、文字を作っていく。


・ミュンスター条約：三征西班牙トレス・エスパニアから阿蘭陀が独立をする。



　この三つが、ヴェストファーレンで議題になる事だと、そう思う。だが、

　……あれ？

　何か足りない。そんな感覚がある。
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　浅間は思案した。

　オスナブリュック講和条約、ミュンスター講和条約、そしてミュンスター条約。

　この三つは、確かにヴェストファーレン会議で議題に上り、解決されなければならない事だろう。そして武蔵むさしも、可能な限り干渉し、利益を得る。ソレで良い筈はずだ。だが、

　……何か足りませんね……。

　思い、歴史再現の情報書庫を見ようとした。ヴェストファーレン会議程メジャーなものならば、いろいろと情報があり、こちらの懸念の正体を教えてくれるだろう、と。

　しかし、表示枠サインフレームを開き、聖連のサイトを開いた瞬間。己は連想した。

　……あ！

　解わかった時には、叫んでいた。

「──教皇総長との会議があります！　三み河かわ争乱から始まった私達の問題。武蔵むさしの権限や存在を各国が認めるのか、という、そんな議題が！」





●






・金マル：『……何か今、アサマチの声がこっちまで届いてきた』

・小　姫：『あ、こっちも届いてきましたですよう？』

・貧従士：『Ｊｕｄジヤツジ．、こっちにも来ました！』

・世話子：『こちらも来ましたね。艦間で反響していましたが』

・ホラ子：『というか本舗の方、浅あさ間ま様の部屋の防音結界は大丈夫ですか浅間様』

・現役娘：『いえ、ちょっと漏れるくらいがスリルあっていいですのよ？』

・あさま：『い、要らん観測結果と心配と経験者談を一斉に有り難う御座います！』
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「ヴェストファーレンで出る三河の講和条約については、その内容は別として、ヴェストファーレン三河条約、と言うべきだろうな」

　正まさ純ずみは、屋台で買った竹ボトルの茶を口に含み、一息を入れた。

「つまりヴェストファーレンでは、四つの議題が最低でも出る」

「え？」

　これはミトツダイラの声に似ているが、娘の方だろう。疑問が来た。

「その四つ以外に、何かありますの？」

「議題というか、途中で、確実に試験のようなものがあるんだ」

　それは、

「私達が、末世解決の方法を持っているかどうか、という試験だ」
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　これが一番厄介だ、と正純は思う。

　……何しろ、見当が全くつかない……。

　大罪武装ロイズモイ・オプロでは運命に通じなかった。

　だから運命を殺すために特化した断罪武装を作り上げた。これが創世計画だ。

　では、自分達は、何を掲げるべきだ？

　解らない。

　だが、解わからないと言っていてはいけない。

「元もと信のぶ公が三み河かわで言った通りだな。──解らないという、そのままでは、滅びるしかない」

「だからこその創世計画で御座ろうよ、正まさ純ずみ」

　二ふた代よが、林りん檎ご飴あめを音を立てて囓かじりながら言う。

「拙せつ者しや、いざとなったら創世計画があるという事は、いい事だと思って御座るよ。

　確かにホライゾン様の掲げた〝失われない事〟は大事に御座る。しかし、だからといって、何かを失わせぬために、他の全てが失われては意味がない、と」

「Ｊｕｄジヤツジ．、かつての未来でも、私達はそこまでの割り切りが出来てはいたのだろう。

　だから大罪武装ロイズモイ・オプロを信じ、しかし、通じなかったと言う訳だ」

　成程、と思った事がある。

「かつての未来において、私達は、ヴェストファーレン会議で、押し負けたのだな」
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「どうしてそう思うのです？」

　多た摩ま在住であるため、敢あえて逆の村むら山やまに宗むね茂しげと祭見物に出ていた誾ぎんは、疑問した。

　外国との外交をメインにした多摩に比べ、対称デザインの村山は極東勢との外交を中心とした作りだ。表層部の町並みも極東式が多く、祭の風景も極東の色が濃い。

・立花嫁：『ロドリゴ先輩、こちらの方が極東系の風景を撮影出来ると思います』

・世話子：『そうなのですか。あ、では、……村山から出しゆつ立たつという組み替えを外交館から武蔵むさしの方へと聞いてみます』

　審問官時代はビシビシ来る人だった憶おぼえもあるが、襲名解除してから随分と変わったものだと思う。自分なども、そうなるところだったのだろうかと、そんな事を疑問に思いながら、

「副会長、……かつての未来、私達がヴェストファーレンで押し負けたと何故思うのです？」

「簡単な事だ。未来の私達は、馬鹿とホライゾンを失った事から、逆に意固地になって、二人の思想を守ろうとしたのだろうと、そういう事だ」

　それは何か。宗茂が言葉にする。

「〝何も失わせない〟と、そのような考えを持った訳ですね？」

「そうだ。──だが私達は、結局大罪武装を掲げ、運命を殺しに行った」

　言われて己は理解した。これは、かつて十じつ本ぽん槍やりから聞いた未来の自分達について、〝理由が解らない〟が、そうなっていた部分だ。

「私達が、変節したのですね」

　三河で失敗して以降、自分達は〝失わせない〟事を、下手へたすれば今よりも強く願って動いていただろう。だが、それが〝失わせる〟事を是としたならば、

「ヴェストファーレン会議で、負けたのですね」

　確信がある。かつての未来では、今とは大きく一つの事が違っているのだ。

「大罪武装ロイズモイ・オプロの内、〝焦がれの全域オロス・フトーノス〟は三み河かわで抽出されているのです。私達が各国を相手に大罪武装の回収を行ったとしても、大罪武装を揃そろえるには、〝焦がれの全域〟を持つK.P.A.Italiaと向き合わねばなりません」

　それは何処どこで叶かなうか。既に答えは述べた。

「──ヴェストファーレン会議です」





●






　ですわねえ、と人狼女王レーネ・デ・ガルウは呟つぶやいた。

「会議によって負けたのか。それとも〝焦がれの全域〟を回収させる事と引き替えか。

　どちらにしろ貴女あなた達は、運命を殺す事を受け入れましたのね」

　これは厳しい物言いだ。

　告げた直後に自分の娘が何か言おうとして、

「────」

　未来の事実に、ここで否定を与えても意味がない。その事に気付いたのだろう。己の娘は、気配だけを通神に乗せて口を噤つぐんだ。

　だがその後で、言葉を作った者がいる。それは自分の子の子だ。

「ですけど、私、……何となくですが、気付きましたの」

　何を気付いたというのか。最も若い人狼ルウガルウが、一つの事実をこう告げた。

「御父様と、ホ母様。……この二人がいれば、恐らく、そのような選択はありませんの」

「あら？」

　己は、何となくではなく、確信を得ている上で、問いかけた。

「どうしてそのように言えますの？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、まず、大御母様が言ったような取引が、一つ無くなりますわ。──〝焦がれの全域〟はホ母様が所持していますもの」

　そして、

「会議において、今はもう、武蔵副会長や、麾き下か生徒会だけではなく、未来の情報を持つ私達や、多くの味方がいますもの」
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　そうですね、と竹たけ中なかは思った。

　十じつ本ぽん槍やりの面々から得た未来の情報は、彼女達の記憶外の事となるとあやふやな部分が大きい。子供時代、というせいもあるが、普通なら多くの記録はハードポイントパーツに収録されている筈はずが、彼女達のそれは抽出が出来なかったからだ。

　得られたのは、カレトヴルッフや〝銀釘アルジヨント・クルウ〟などの、彼女達にとってパーソナルなものばかり。ゆえに、〝花園アヴアロン〟以前に何があったかについては、皆の記憶を統合したり、彼女達がいなかった状態をシミュレートして推測するしかない。

　三千世界がその性能をシミュレート型に特化していったのは、それらの調査と推測を延々と行ったせいもある。

　適材適所と、そういう事だ。

　記録を統すべて、元もと信のぶ公達に提出する一人であった己は、今、ここで言える。

「──私は、かつての未来において、P.A.Odaには所属していたであろうと、推測出来ます。何故なぜなら斉さい藤とうの家を諫いさめる事に、十本槍云うん々ぬんは関わりませんからね。

　そしてP.A.Odaは、元信公と密接で、未来からの情報が無ければ運命を殺す側です」

　つまり、

「ヴェストファーレンで、私はP.A.Oda側であり、武蔵むさし側に与くみしていないでしょーね。

　だとすれば私を含め、今は味方となった十じつ本ぽん槍やり全員、武蔵の未来を変える要因となります」
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・長安定：『…………』

・義　　：『……どうしたんだ？　代表委員長』

・現役娘：『あらあら、自分が役に立つアピールをしようとしたら、眼鏡めがね参謀でキャラ被かぶりが出てきて、嫉しつ妬としてますのね？』
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　正まさ純ずみは、大おお久く保ぼからの通神文メールをツキノワが展開するのを見た。

・長安定：『手ー空いたから、何か仕事あったら寄越しぃ？　急ぎで』

　いきなりの仕事催促とは謎なぞな感があるが、確かに仕事はある。なのでストック分を送った上で、先程の竹たけ中なかの言葉を考える。

　……かつての未来と比べると、こちらは有利か。

　だとすれば、だ。

「……議題を並べると、こういう事だ」


・ミュンスター条約：三征西班牙トレス・エスパニアから阿蘭陀オランダが独立をする。

・オスナブリュック講和条約：改派プロテスタント代表の瑞典スウエーデンと、旧派カトリツク代表の神聖ローマ皇帝の講和

・ミュンスター講和条約：六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと、神聖ローマ皇帝の講和

・ヴェストファーレン三み河かわ会議：三河での問題を各国に問う。

・大罪武装ロイズモイ・オプロの問題：どうやったら運命の自害を止められるか。



「結構あるなあ……」

　自分でツキノワに書かせておいて感想がソレというのは何だが、しかし盛りだくさんだ。

　これについては関係国とコンセンサスをとっておいた方がいい。そしてまた、

「瑞典スウエーデン総長」

「あ、Ｔｅｓテスタメント．！　何でありましょう！」

「──瑞典の内紛ともいえる、指導者と麾き下かの考え方の違いがあるならば、こちらからはこう要請したい」

　言う。

「武蔵むさしに協力し、ヴェストファーレン会議では私達の側についてほしい」
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　クリスティーナは、息を詰めた。

　……ええと。

　自分は情報通だ。世界の誰だれよりも情報を集める事については秀でているという自信があるし、それが揃そろっているならば、恐らく世界の誰よりも的確な判断を下せる自負がある。

　だが、自分には苦手な情報の判断がある。

　己を含んだ情報は、訳が解わからなくなってしまうのだ。

「ええと……」

　理由は簡単だ。

　……自分の事が、解らないでありますゆえ。

　そうだ。

　かつて己は、いろいろな情報を得た上で、自分の事を判断した。

　ネルトリンゲンだ。

　そこで自分は死ぬべきだと、そう判断したのだ。

　だが結局、生きている。
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　クリスティーナは思案した。ネルトリンゲンでの、己の判断を、だ。

　……死を、受け入れていたのでありますねえ。

　あれは、情報の処理としては間違っていない判断だったと思う。

　あそこで自分が死ぬ事によって、多くの事が〝良くなる〟筈はずだった。

　無論これは、幾つかの事において、〝良くならない〟筈でもあった。

　だから利益と損失を比較して、それも、世界全体と、自分周辺の事を考えて、己が死んだ方がいいと、そう判断したのだ。

　一番〝良くなる〟のは、表向きにはやはりヴェストファーレン会議を含む世界の動きだ。

　ヴェストファーレン会議では、瑞典スウエーデンは主役の一角を担う国である。

　しかし神代の時代のヴェストファーレン会議では、瑞典の長でありながら旧派カトリツクに傾倒していたクリスティーナが、独断で神聖ローマ皇帝を赦ゆるし、多くの得るべきを見逃した。

　現在の世界において、瑞典は神代の時代のそれより強国であるとは、言えない。

　国境は曖あい昧まいで、貿易力も弱い。P.A.Odaと組んだM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクは強大で、副長のアクセルは柴しば田た勢とも渡り合うが、何なに分ぶん、他の層が薄い。

　局地戦では主張を出来ても、国家戦略、戦術となると、なかなか難しい。

　ゆえにまず防衛のために基礎を固め、あらゆる対応を行う必要から、情報通の己が長となる。そして自分が、P.A.Odaの抑制として明あけ智ち・光みつ秀ひでの娘を襲名すれば、完かん璧ぺきだ。

　教皇総長の手配もあり、自分はその通りになった。

　己の死が、本ほん能のう寺じの変へんを呼ぶ。

　……ゆえに、自害なのであります。

　この判断は、信のぶ長ながの死を進めるものなので、聖連各国に尊重される。

　その上で、ヴェストファーレンだ。

　クリスティーナは自害しているが、ゆえに神聖ローマ皇帝に妥協する要素はない。

　一方で、彼女の死によって信長の死が進んだ事実から、聖連各国は瑞典を有利に推さねばならないし、P.A.Odaもその事を鑑かんがみなければならない。

　歴史再現のために人が死ぬ。

　自分は旧派だ。そして明智・光秀の娘、ガラシャは、欧州にその自害が伝えられて、旧派内では〝殉じゆん教きよう者〟として尊ばれる事となるのだ。

　この死は、旧派及び織お田だ家に対して、絶対的な武器となる。

　昔から、幾度となくあった事だが、これは交渉カードなのだ。

　ゆえに自分はこれを最善として甘受する。そのつもりだった。だが、

　……ままならぬものでありますねえ。

　制御出来ない恋心が、全てを壊してしまった。
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「──武蔵むさし副会長」

　浅あさ間まは、武蔵むさし野のへと太縄通路から入りながら、クリスティーナの声を聞いた。

「私はまた、世界を裏切るべきなのでありましょうか」

　と、問いかける彼女の本心は、己にはよく解わからない。だが、

　……私達と、似ていると言えば似ているかも知れませんね……。

　自分達は、これまでの関係が壊れる事への怖れがあった。新しい関係を得るのに対し、自分達が相応ふさわしいのかと、そんな事を疑問にも思った。

　つまり〝蓋ふた〟だ。

　自分の今を守るために、蓋を掛けたのが、自分達だ。

　一方で、クリスティーナの蓋は、彼女以外のものに掛かるように思える。

　瑞典スウエーデンという、国がまずそれだ。

　そして彼女が蓄積した世界中の情報。そこから、瑞典総長という視点ではあろうが〝世界の正しい流れ〟は見えていただろう。

　ならばクリスティーナは、瑞典と、〝瑞典を守るための世界の流れ〟を大事にしていたのではないか、と思う。しかし、

「ミト」

　己は問うてみる。共に、蓋を外して新しいものへと踏み込んだ仲間に対し、

「……世界と自分、比べた時、どちらを優先しますか？」

「自分ですわ」

　今のクリスティーナの言葉から、同じような事を考えていたのだろう。狼おおかみは困ったような笑みで、我わが儘ままを己の答えとした。

「──自分と共にある世界を、優先しますの」

「Ｊｕｄジヤツジ．」

　と応じたのはホライゾンだ。彼女は両腕に先行させ、屋台から軽食を買い込みつつ、

「──自分がいない世界など無意味。それが当然である事を、時折忘れてしまう方も多いようで。……とはいっても、まあホライゾンも前科がありますから強くは言えませんが」

「そうねえ」

　と前を行く喜き美みが、彼の頭を軽く叩たたきながら言う。

「楽しい事を考えるのよ。そして、それをしてはいけないと、そう思う事をやめるの。

　だって、楽しい事を止めるなんて、それこそいけない事だもの。

　だけど中途半端に頭良いと、何故なぜかそれを〝賢い〟事だと思うのよね」

　違うわ、と狂人が笑った。

「〝賢い〟ってのは、止められたって楽しい事を仕遂げる事よ。

　どんな敵がいても、どんな決まりがあっても、どんなに自分が駄目だと思っても、楽しいと思った事をやってやる。そして皆で笑うの。それが〝賢い〟って事よ」

「返す言葉もありません、と」

　喜美の振り向きに半目で言うと、後ろで物音がした。

　振り向くと豊ゆたかが道路に倒れている。既にネイメアが駆け寄っているので、

「……ええと、一体……」

「す、すみません！　致死量を超えたんですの！」

　一体何の。
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・ゆたか：『わ、私もう、保護者ムーヴの連打に死にかねないっていうか、腰から下がカクって来たまま何かハッピーな塊を尻しりから出産するケダモノになり掛けですよ……。死んだ時は笑顔でしょうけど、死後硬直によるものじゃないと皆には知っていて欲しい……』

・黒　狼：「おかしいのは頭！　そうですのね豊ゆたか！』

・６　　：『南な無む……』

・黒　狼：『まだ死んでませんのよ──？』
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・金マル：『いやあ、自分の反省がある辺り、アサマチ凄すごい成長したかなー……。おめでとうって言っておきたい感』

・あさま：『な、何がですか一体……！』

・銀　狼：『わ、私の方はセーフ！　セーフですのね!?』

・●　画：『いやアンタの場合は指ナメとか背ナメとか行ってたから、あと二、三年の間でアンタが我慢出来ずに押し倒すのを三作くらい描いたわ』

・十ＺＯ：『何か途中から現実と創作が混じって御座るよ？』

・銀　狼：『Ｊｕｄジヤツジ．、そこまで理性が破は綻たんしてませんわよ？　創作と現実は別ですの』
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　言った台詞せりふに、表示枠サインフレームが来たのをミトツダイラは確認した。何かと思って見れば、


《〝本舗組〟と〝●　画〟様にだけ通じる設定の一文です：確認》



・金マル：『──わがおっ　わがおっ』
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「ぅあ──!!」

　と母がいきなりの奇声をあげて表示枠を叩たたき割ったのを、ネイメアは見た。

　智とも母様が視線を逸そらしながらその肩を叩くのとは別に、母がこちらを見て言う。

「げ、現実と創作が重なる時もありますけど、それはたまたまですのよ！」

「えっ、あ、はい。憶おぼえておきますの」

・現役娘：『そうですわねネイト！　現実と創作が重なるのはたまたま！　たまたまの事なら現実と創作が重なりますわね！　うちのひともたまたま創作と重なりますわ！』

・銀　狼：『たまたまのイントネーションが違いますのよ──!?』

　この濁流についていくのは大変そうだと、そんな事を思うが、慣れかも知れない。
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　苦笑する浅あさ間まの手を肩に乗せ、全く、とミトツダイラは頰ほおの熱を否定しない。

　……あった事を、無かった事には出来ませんものね。

　そして己は自覚の上で右う舷げんの空を見る。

　ナイトとナルゼが通神に加わってきたと言う事は、大和やまとの方の検けん分ぶんが大体終わったという事なのだろう。見れば空で行われていた配送業のレースも、今は直上の天に向けて行われる垂直上昇競技に変わっていた。

　ともあれまあ、自分達はそのように、いろいろと蓋ふたがあった一方で、それを開けてくれる人がいて、

　……私達も、一歩一歩、望んだんですわ。

　どれも大きな一歩であったように思うが、実のところ、全ては小さな一歩で、積み重ねであるようにも思う。それはきっと、何もかもが現在進行形だからだろう。

　そしてまた、先にホライゾンが言った通りだ。

「私達がいてこそ、私達は世界を楽しめますの。私達がいなければ、世界はその分、つまらなくなってしまいますのよ」





●






　クリスティーナとしては、武蔵むさしの第五特務の言葉に頷うなずきたいところだった。

　本心では、もう完全に頷いている。

　……瑞典スウエーデン的な表現としては〝もう入っちゃった！〟というところでありますね！

　先っちょくらいは、というレベルではない。なおこれは七段階くらいの表現があり、今の自分は五段階目くらいだ。流石さすがは発禁王国瑞典。奥が深い。

　ただ、これは自分の事だ。

　己を優先すると、明らかに世界に迷惑を掛ける。

　ネルトリンゲンがそうだ。

　そしてヴェストファーレンだ。

　ネルトリンゲンで、〝世界の予定〟を大きく壊したという自覚がある。特に瑞典には迷惑を掛けた。

　もしも取り返すなら、ヴェストファーレンが臨界点だろう。ヴェストファーレンでやらかしたら、もう何も取り返せない。

　瑞典の人々に対し、何処どこまで迷惑を掛けていいのか。

　瑞典の人間に聞かねば解わからないが、

　……迷惑かけていいか、と言って、いいぞ、という人はおりませんでありますよねー。

　だから迷う。先程の総長の姉の言い方を借りるなら、下手へたに賢いのだ、自分。

　引き下がるならここ。

　世界を守り、瑞典スウエーデンを守るなら、ここが肝心。ならば、

「────」

　と、何らかの答えを出そうと思った時だ。

　ふと、胸に当たる物があった。

　金盤のジャケットだった。







[image: 第三十四章『灯下の者達』]
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　クリスティーナは、我に返った。

　目の前に忠ただ興おきがいる。今、こちらに差し出されたジャケットは、プレゼントのようなものだろう。見れば確かに自分がこのところで知識を仕入れたバンドのもので、手に入りにくいものがあるのでありますね、と、そんな事を言った憶おぼえがある。

　そして忠興が、頷うなずいて告げた。

「欲しかったの、見つけてやったぞ」

「え？　あ、Ｔｅｓテスタメント．！　有り難い事であります！」

「いいよ別に」

「え？」

　どうでもいいのかと、そう思ったのは、今、自分を殺そうとしているからだろう。

　己を潰つぶして世界に尽くす。それが正しいと、そんな事を考えていたからだ。

　だから〝いいよ別に〟は、ちょっと怖く聞こえたのだが、

「あのさ」

　忠興が言った。

「うちのガッコ、そういうの話出来るヤツがいなくて。──お前が聞いてくれるようになっただけでも俺おれ、スゲー嬉うれしいから」

　だから、

「礼なんていいよ別に。──俺が言う方だから」
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　……参ったであります。

　世界とか、国とか、正しい流れとか、そういうの、もういろいろあるけど。

　好きな人と話の合う事があるという、パーソナルな、小さい、どうでもいいような事が、今の自分にとっては何よりも素敵だ。

　奇き蹟せきのように咲いた花を、手で守るにはどうしたらいいか。

　世界がどうであろうと、その花を見て、己の手をそこに運ばねばならないだろう。

　悲恋の願いは叶かなわなかったのだ。だから、

　……そうでありますねえ。

　もうあの時から、こっち方面になっていたのだ。

　自覚はあった。ただ、戻さない事に、後ろめたさを感じていただけだ。

　違う。

　ネルトリンゲンで、忠興が踏み込んでくる前から。

　己が死のうと決める前、彼の事に気付いてから。

　自分が駄目になるのは、もう、決まっていたのだ。

　そして駄目になって、

「────」

　言葉に出来ない程、楽しい。

　世界が毎日、輝いている。そう、発禁王国瑞典スウエーデンで得た知識で妄想したりしても誰だれも咎とがめない！　更にそれを照れてもいい！　友人達と想おもい人の事を語って不審な笑いをしてみたり、酒飲んで自慢してみてもいい！　何て自由！

「──忠ただ興おき様」

　己は笑みを赦ゆるした。世界とか、国とか、正しい流れとか、そんな極小な事は横置いて、彼に預けられたジャケットを手で持ち、軽く口元を隠し、

「──このところで、三世代くらい前まで旧譜やバンドの知識も押さえたでありますから、もっともっと礼を言いたくなる女になるでありますよ？　私」





●






　クリスティーナは叫んだ。

「武蔵むさし副会長──！」

　忠興を抱きしめようとして、手を握って引き寄せ、

「世界なんて、どうにだってなるでありますよ……！」

　しかし目が合ったら、お互い動きが止まってしまったのはどうにもならないであります。
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・金マル：『何か、無自覚に外れてた蓋ふたが、爆破によってハジケ飛んだみたいな？』

・○べ屋：『でもこれで、瑞典総長はこっちの味方だよね！』

・きめえ：『ええと、だとするとヴェストファーレンは有利にすすめられるのかしら。──あ、九位だったわ、ママ』

・●　画：『やるじゃない！　面白い位置に入ったわね』

・長安定：『……ヴェストファーレンについては、相手はいるけど味方もいる、というところやろな。なるべく、情報を集めて対処していきたいところや』
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　正まさ純ずみは、とりあえず手元に幾つかの用件をまとめた。

　それは先程リストアップした議題の内容であり、

「……どのような相手と交渉する事になるかも、気をつけておかないとな」


・ミュンスター条約：三征西班牙トレス・エスパニアから阿蘭陀オランダが独立をする。



　　：必要に応じて介入。三征西班牙の側につき、阿蘭陀の生徒会と議論する。


・オスナブリュック講和条約：改派プロテスタント代表の瑞典スウエーデンと、旧派カトリツク代表の神聖ローマ皇帝の講和



　　：瑞典の副長達と議論する。


・ミュンスター講和条約：六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと、神聖ローマ皇帝の講和



　　：六護式仏蘭西を相手にする。


・ヴェストファーレン三み河かわ会議：三河での問題を各国に問う。



　　：教皇総長と議論する。


・大罪武装ロイズモイ・オプロの問題：どうやったら運命の自害を止められるか。



　　：全ての国に対して、発案を述べる。

「……やはり、結構あるなあ。ヴェストファーレン会議全体では、これに他の国の独立や講和が入るんだよな」

「大変ですね。でも、何も援護など無いより、遙かに良くなったのだと思います」

　メアリが笑みで言う通りだ。

　……ミュンスター条約に介入したならば、そこで大体、こちらの力量は測られるな。

　何しろ三征西班牙の味方をするのだ。

　こちらが旧派の側につく、という姿勢が見えるだけでも、聖連諸国にとっては事件だろう。

「正まさ純ずみ、──相あい対たいはあると思うで御座るか？」

「無い、と思いたいが、先程もいった通り、末世解決で私達は自分達の〝幸運〟と戦う事となる。その事は念頭に入れておいてくれ」

　今日きようはもう、ここまでだなと、自然にそう思った。

　これ以上は、もしもの上にもしもを重ねるような事となるだろう。実働は、大おお久く保ぼ辺りが今夜から始めるだろうが、上役としてはする事がない。ならば、

「──これで解散と、そうすべきか」
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　フアナは、相変わらずの怪文書気味な世せ話わ子こからの報告を確認し、

　……これは帰投が遅れそうですね。

　武蔵むさしの夜景を撮影した画像が、何枚か来ている。

　それを皆に回し、己の表示枠コルテチエフイルマを閉じた。その動作を何かの合図かとバルデス兄弟が顔を上げるが、別に意味は無い。今は鍋を囲んでいるのだ。

「ようやく、こちらも夕食に集中出来ます。──そして安心ですね」

「武蔵が、こっちの味方についた、という事ですか？」

「Ｔｅｓテスタメント．、──末世解決の方法がどうなるか解わかりませんが、未来を悪くしない方法は、常に模索しておきたい。そういう事です」

　さて、と己は箸はしを構え直す。が、セグンドがこちらを見て小さく笑った。

「──仕事から頭が離れたかと思ったら、今、また別の事を考え始めているね？」

「Ｔｅｓテスタメント．、武蔵むさしが味方についた情報を外に流すかどうか。それを行えば他国はどう動くか、思案を始めてしまっています。特に阿蘭陀オランダを含む改派プロテスタント側は、巴ともえ御ご前ぜんを長として、どのような判断をしてくるのか、なかなか摑つかみづらいです」

　しかし、と己は言った。

「──鍋奉ぶ行ぎようくらいは出来ますよ？　先程から、豆とう腐ふと鶏とり肉にくを入れ過ぎです」
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「ええと、お豆腐に……、鶏肉もありますね」

　さて、と浅あさ間まは、本舗に戻ってきて、まず店舗部分の窓を開けた。まだ外は戦勝祭。これからの時間は夜更けモードとなって、一部ではバンド演奏が音を立てている。

　人々の気配は濃く、空を行く輸送艦や、騒いでいる配送業の機動音もある。そして、

「あ──」

　彼が、青雷亭ブルーサンダーから持ってきた小麦粉の袋をキッチンの調理台に置きながら言った。

「……ようやく、武蔵に戻ってきた感じじゃね？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンが、開けた窓から首を出して頷うなずく。

「確かにまあ、このところは旅行客とあまり変わらない流れでしたからねえ」

　彼女の背後、表はすぐに石畳の通りだが、今夜は流石さすがに馬車の移動もない。

　ミトツダイラが銀鎖でテーブルと椅い子すを運び出せば、そこはオープンのダイニングだ。

　両腕が、買ってきていた屋台の料理をテーブルに並べていく。そして銀鎖がこちらにやってきて、皿などを確保して持ち出していく。

　一方で自分は水道の水をちょっと流し、古い水を除去の上で鍋を浸す。

　今は武蔵が内部を組み替えている最中だ。水道などのインフラは時間単位で整備されているため、使うなら最新がいい、と考えるのは禊祓みそぎ好きな巫女みこゆえだろうか。

　ともあれ火を起こす。左側、彼の方が明日あしたの仕込みの準備として、調理用具を点検しているのを横目で見つつ、

「濃い味のものが多いので、水炊き作っておきますね」

「Ｊｕｄ．、──浅間様！　ホライゾンはニンジンが星形になってると嬉うれしいです！」

「あ、じゃあ、削った部分は下ろして七味を和あえて薬味にしましょうか」

　ホライゾンが甘えてくるのも珍しい。なので思い切り応こたえておく事にする。というか、

「バリエーションはありましたけど、流石に濃いめの味や、冷えたものが連続していますものね。水炊きなどあると、嬉しいですわ」

「御米炊きたいですけど、流石さすがに時間が掛かって駄目なのは、すみません」

「いえ、浅あさ間ま様が謝る事ではありません。──青雷亭ブルーサンダーに店主様がいれば、パンなどチョバって軽く炙あぶって、というのが出来たと思いますが、ちとタイミングが悪かったですね」

「あー、じゃあ軽くパン焼いてやるよ。浅間、コンロ一個空く？」

　こっちは鍋だけなので問題ない。ただ、ミトツダイラが窓の外で首を傾かしげた。

「パンをこれから焼きますの？」

「まあ見てろって、って、そこからだと見えねえか」

　こっちは特等席だ。

　彼が手早く小麦粉をボウルに振るい、水で捏こねる。その上で隠し味だろうか、

「コーンスープ？」

「新大陸行った時、ほら、最後にプロレス会場の売店でポップコーンとかのコーン製品売ってたじゃん？　だからちょっと手ー出してみた。コーン粉にチョイと塩な」

　湯で溶けばスープだろう。それを小麦粉に捏ねて入れて、

「おーい、両腕」

　呼ぶと来た。何事かと首を傾げる右腕と左腕に、彼が打ち粉としての小麦粉とのし棒、俎まな板いたを渡して、

「ちょっとこの生地、伸ばして二十枚くらいにしてくんね？」

　その指示で、己は理解した。パンといっても、イースト菌で発酵させるようなものを焼こうというのではないのだ。

「──種なしパンを焼くんですね？」
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　全てをコーン粉で作れば、新大陸で売っていたトルティーヤになる。こっちは小麦粉ベースで、隠し味にコーン粉といったところだから、

「トーリ君式のトルティーヤというか、種なしパンですね」

　既に両腕が丸く伸ばした生地を送ってくる。皿に積まれたそれを、彼が薄く油を引いただけのフライパンで焼いていき、硬くならないところで引き上げる。と思いきや、何枚かは、

「種なしパンなのに、堅焼きにするんですか？」

「ああ、オメエの水炊き合わせ。浸つけて食うのも有りかな、って」

「──ああ、種なしパンをクルトン代わりに、熱いので濡ぬらして頂く感じですね。

　だったらちょっと、濃くならない程度に、具の量を増やしておきましょうか」

　と、そんな実況が窓の方に届いただろうかと振り向けば、何故なぜかホライゾンとミトツダイラだけではなく、ナイトとナルゼがいた。

「……どうし、ました……？」

　警戒しつつ問うと、ナイトが顔を上げる。

「あ、関せきヶ原はらの時の、射撃？　あれで話があった、うちの子達の御菓子、どうしようかって」

「あー、流石さすがに今出せねえわ。──うどん王国での残りが氷ひ室むろにあるけど、新しく作った方がいいだろ？」

　そうねえ、とナルゼが頷うなずいた。そして彼女がこちらを見て、

「続けて？」

「え？　何をです？」

「いや、だから、──種なしパン、って隠語で、何か実況してたから」
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・あさま：『──いや、違います！　違います！　種なしパンは隠語じゃありません！』

・ゆたか：『そうですよね母さん！　種なしパンを焼いて硬くしたのを母さん御手製のスープに浸つけて何枚も頂くんですよね！　──あ、全部隠語です！』

・黒　狼：『豊ゆたか──!!』

・金マル：『何？　外で軽く頂くの？　生地の量は196mlだったりする？』

・ＡｎＧ：『濃くならない程度に具の量増やす、って辺りから聞き始めたけど、アサママがまた何か始まった？』

・銀　狼：『また？』

・●　画：『……いいわ。武蔵むさしに帰ってきた感じが凄すごいするわ……』





●






　……豊は武蔵に来てからフル回転ですのねー……。

　昨日きのうの朝、浅あさ間ま神社で神妙な雰囲気を得ていたのが、まともな彼女のラストだった気がする。

　ただ、こっちとしてもその気分はよく解わかる。

「何か新しい事が始まり、その中にいると、そう思えますものね」

　今、自分達がいる場所だってそうだ。

　ここは、父達の住まう本舗を左の斜はす向むかいに見る家屋。1DKの構造だった。

　武蔵の表層部組み直しによって生じた住人の移動で、空いた場所。元々は広めの四軒並びを、広めの二階屋と小さめの一階屋に調整したものだ。

　青せい雷らい亭てい本舗を、二階屋にしようか、という案をホ母様からも聞いたが、それを為なすには費用も時間も掛かろう。ならば未来はどうなるか、という事はさておき、

「とりあえずここで、という生活の場が頂けたのは、有り難いですの」

　新居。

　豊と二人で住まう事になるのだが、もうここに入る時点で、奥の部屋を二つに割るという事で、話をつけていた。

・黒　狼：『皆は、何処どこに住むか決まりましたの？』

　祭の中で内覧などを行うと、そういう話だったが、どうだろう。

・８４８：『私は武蔵むさし野のです。艦橋内にとりあえず仮住まいを頂いて、馴なれてきたら奥おく多た摩まに行くのがいいだろうと、武蔵むさし側からの判断で。でもまあ、大和やまとと行き来になるので、半々、というところですね』

・黒　竹：『あ、おねーさん、多摩の外交館通りに面したアパートメントでしばらく過ごしますんで。──ここだと各国の情報、入りやすいですから』

・巨　正：『私は、御母様達の住まう多摩の、一階下に。横の部屋が福ふく島しま様になります』

・□□凸：『僕はとりあえず、武蔵野の地下です。母の湯屋の近くで』

・きめえ：『私とアンジーは奥多摩。ママ達より一階上で、洋式の部屋の空きね』

・６　　：『立たち川かわゲーセン近く』

　立川？　と検索を掛けると武蔵野だ。意外と武蔵野住まいが多い、という事になるだろうか。ともあれ後で住所や地図など、竹たけ中なかがまとめてくるだろう。

・きめえ：『仕事、配送業にしようか、他にあるか、探したいところね。十じつ本ぽん槍やりの襲名者として、貰もらうものは貰ってるけど、地に足着けたいし』

　確かに、と己は思う。今は襲名者だが、既に関せきヶ原はらも終了した。

[image: ]

　自分の襲名先である糟かす屋や・武たけ則のりは、死亡時期に諸説あるが、最速で一六〇一年、最遅で一六二三年に死亡する。つまりヴェストファーレンの時には、もう他界しているのだ。

　ゆえに次の襲名を確保していなければ、糟屋の名前で得ていた権益は失われる。

　これは他の十じつ本ぽん槍やりも同じだろう。皆、それぞれに身の振り方を考えている筈はずだ。ただ、

「豊ゆたかは浅あさ間ま神社に入りますのよね？」

「え？　あ、はい、お祖父じいさんもダメっぽいので、かなり期待してます……！」

　このダメ好きは、一体どこから始まった〝血〟なのだろうと思うが、まあそういうものだろう。自分にとっての狼おおかみの習性のようなものだ。そして、

「ん」

　窓の外から、香ばしい匂においと、落ち着く香りが来た。父が何かを焼いていて、智とも母様が何かを茹ゆでている。昼、弁当の匂いを嗅かいだ時も感じたが、

　……ああ。

　これが郷愁ですのね、と、己は思った。父の調理の匂いなど、嗅いだ記憶も無いが、話に聞いていたものがここにあるのだ。

「豊」

　開けていた窓を閉めて、己は言う。玄関から外を窺うかがっている相方に対し、

「──ほら、見ているだけではなくて、御母様達の処ところへと行きませんの？」

「あ、いえ、無理ですって、見ているだけで致死量に達するんですよ？」

　何言ってるか解わからん。ともあれちょっと逆らうのを担ぐようにして外出。通りを斜めに見れば、すぐそこが実家とも言える場所だ。

「御母様達、──御ご相しよう伴ばん、いいですの？」
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　ミトツダイラは、何となく十本槍の〝仲〟というものを感覚していた。

　ぶっちゃけ、竹たけ中なかが意外と冷静キャラじゃなかったのが大きい。ハイダメージ・ハイリターンというだけあって、もっとビシバシ来るかと思っていたら、かなり緩い。というか面倒くさがりで、一人で放っておくと生産的な事をせずにいるタイプだと思う。ハードな現場に叩たたき込むと有用になる、というところだろう。

　だから、という訳ではないが、嘉よし明あきや脇わき坂さかも、マルゴットやナルゼが分析する通り、ハードな現場に特化した人材だ。これは配送業の皆を物もの怖おじせず相手にしていたのでよく解る。

　ネイメアも大物食いを出来る人材として、似たようなところがあるし、

　……ああ、そういえば、島しま・左さ近こんもそうですわよね……。

　初うい陣じんで自分に対応してきたが、それはつまり、ハナから強敵相手のチューニングだ。大勢の一般戦士団を相手にしても成果は上がるが、そちらよりも自分達に当てた方が〝効率〟がいいと判断されたという事だろう。

　つまり皆、大勢相手の現場には、あまり向いていない。もしくは大物特化が過ぎている。

　その観点から考えると、

　……全員、実力者ではありますけど、正規訓練をガッツリと経てきたりとか、戦場を幾つもこなしてきたと、そういう訳ではありませんのね。

　自分達よりも、現場的なものや、メンタルとしては未熟。

「そうですわね」

　年齢的に見ても、後輩なのだ。
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・鬼武丸：『おい、小姫。──今、貴様、何をした？』

・小　姫：『え？　こっちの屋台で〝よく当たる茶器占い〟やって、茄子なすっぽい変なの当てたら手ー滑らせて割ったばかりですよう？』

・鬼武丸：『貴様ちょっと後で割ったの検証するぞ？　ひょっとすると一大事だからな？　だがまあ、それで、何だ？　幾ら払った？』

・小　姫：『え？　あ、Ｔｅｓテスタメント．、三百円ですよう？』

・鬼武丸：『……俺おれの視覚素子には、〝中等部以下三百円〟と書いてあったように見えたんだが、……どうだ？』

・小　姫：『ああ、よく見えてますよう鬼おに武たけ丸まるさん。流石さすが、毎日ちゃんと磨いて掃除しているからですよう。──整備班の人が』

・鬼武丸：『……貴様、何歳だ？』

・小　姫：『中等部ですよう。今度、教きよう導どう院いんに持って行きましょうか？』

・鬼武丸：『……貴様、あっちにある〝十八歳以上〟の強炭酸飲料とか、どうなんだ？』

・小　姫：『あー、スーパーメロンイエローなら在野時代にハマりましたですよう？』

・鬼武丸：『貴様！　何か釈然とせんぞ……！』

・小　姫：『アーアーハイハイソウデスヨー。ほら鬼武丸さん、私達の部屋、鬼武丸さんが変にデカいせいで倉庫しかないんですから、早めに行きますですよう』
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　……つまり皆、フツーに学生してますのね。

　ただ、自分達を止める、という事に特化した対抗部隊だ。

　上役が緩くて、こちらに対抗する、という〝重み〟がなくなったら、実力はあるが、目的のなくなった部隊と、そう言える。

　去年の自分達はどうだったろうかと、思い出すならば、やはりそれなりに忙しかったものだが、賑にぎやかな事は変わりがなかった。

　何となく、娘達に抱いていたイメージが、また変わる。これまでは、こちらに対抗するプレッシャーがなくなったから緩くなったのかと思っていたが、恐らく違うのだ。

　普段から、仲間内では緩い時間もあり、また、戦闘においては必死だったと、そういう事だろう。

　今の彼女達の気楽さは、これまでの彼女達と地続きだ。そう思うならば、これまでの事など、気負わずに話をする事も出来る。

　……いろいろ、気を遣ってますわね、私の方も。

　と、そんな事を思い、これが親の気分だろうか、と思いを重ねもする。

　ともあれ遅めの夕食だ。それぞれ祭の中で摘つまんで来たろうが、買ってきたものを総菜として並べ、温め直したり、再調理したりで、更には、

「水炊き……！」

　辛いか甘いか、またはその組み合わせか、という味の多い祭の食材の中、単純に塩と出汁だし、そして鶏とり肉にくと豆とう腐ふ、少しの草だけ、というのが効く。

「お豆腐、味付けしないでもいけますね……」

　豊ゆたかが感心したように言うが、彼女の料理の腕も昼の弁当などで知った通り、相当なものだ。それが今、味覚に驚くのは、祭の味付けとの比較ゆえで、この辺りは武蔵むさしを知る浅あさ間まの得意というところだろう。更には、

「我が王、このパン、そのままでも行けますわね……」

「余計な味がついてない方が、今みたいな場合、口の中を洗ってる感じがあるだろ？」

　コーンと塩の、物足りない味だ。だが口にあるソースや醬しよう油ゆダレなどの匂においや粘りに対し、その素朴な味がちょうど良い。何かに似ていると思えば、

　……これ、オカズと御飯の、御飯ですわね。

　見ればネイメアが、焼き鳥の束を種なしパンで挟んで抜き取り、実質上の照り焼きチキンのサンドイッチにしている。両腕がマヨネーズの瓶を送りに行くのは、浅間の気遣いだろう。

　こちらの正面ではホライゾンが、逆に匂いの強いものを持ってきた。耐熱皿に入ったのは、

「冷えたお好み焼きを、リメイクでグラタンにしてみました。──と言っても、皿に詰め込んでホワイトソースを隙すき間まに注ぎ、上からチーズぶっかけてオーブンに入れただけですが」

「……な、何かビジュアルが凄すごいですのね？」

「かなりキッツイ感じがしますが、──さあ、とりあえずスタートにミトツダイラ様！」

「私ですの!?」

　沸ふつ騰とう、という程度はとりあえず過ぎているようだ。

　だが匂いが濃い。ソースの、野菜と酸味の辛い香りが立っていて、

　……あら？

　何となく興味が来たので、渡されたナイフとフォークを使う。思い切って中央辺りを切り込んで抉えぐり、

「じゃ、じゃあ、頂きますわね？」

　フォークで拾うようにして、口にする。すると、

「────」

　意外とイケる。
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「あの、コレ……」

　ミトツダイラは、口の中にあるものが、確かにお好み焼きベースである事を自覚の上で、言葉を作った。

「微妙に、何でしょう？　デミグラス系の味がありますわよ？」

「？　そんなもの、入れておりませんが？」

　ですわよねえ、と首を傾かしげるこちらとは別で、店舗内、キッチンに立つ王がこう言った。

「ソースだろ。調理実習で、荒っぽいデミグラス作った事あったじゃん？　あれ、トマトのペーストにウスター系のソースで作るけど、お好み焼きとかに合わせるソースって、野菜系が多く入るから、温めたらそういう風味になってんだよ。酸味の強いのも、ホワイトソースの合わせで中和されるし」

　成程、と思う。

　美味、とは言えない味だが、祭気分としては行けてしまう気がする。チーズに卵が入っているのが当たりだったのだろうか。既に皿はネイメアから豊ゆたかに回り、ホライゾンに回って、

「これはホライゾンの敗北です……！」

　愕がく然ぜんと項うな垂だれてますけど、何が目的でしたの一体。
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　浅あさ間まは、口にしてみて思った。

　……大おお雑ざつ把ぱですけど、何か、名物料理とかって、こういうの多いような……。

　要素が多くて味が散らばっているのは確かだ。チーズにマヨネーズにソース。全体的にチーズとソースの合わさった荒っぽい味だが、マヨネーズが熱で溶けて、極東式マヨネーズとして特徴的な菜な種たねや大だい豆ずの香ばしさを与えている。

　とにかく口に残る、という味ではあるが、その中で野菜多めの生地と、焼きそばの食感が面白いといえば面白い。

「濃い味の油に、食感がついた感じですの」

「あー、ネイメアさん、それそれ」

　豊ゆたかは豊だが、何となく他の子は〝さん〟づけがいいだろうか。気分で変わっていく気もするが、今はそんなところで言葉を交わす。

　そしてまたミトツダイラに皿を回して、ちょっと思う。

　……イメージの強い料理ですねー……。

　ホワイトソースじゃなくてデミグラスだったら良かったのかな、とか。お好み焼きを、詰めるのではなくて短冊に切ったらどうだったろう、などとも考えるが、それはまた面白くない気がする。ちょっと失敗してるくらいが良いのだろうし、

「面白い方、優先ですね」

　更には、と、己は皆を見渡し、静かに言った。

「……コレ、絶対太りますよね……」

「炭水化物というか、糖分直結のものばかりに、油ですものねー……」

「ピザを固めて頂いたような……？」

「疲れている時とか、濃い味欲しい！　という時、有りな気がするのが怖いですの……」

　全員が〝……〟という語尾になる中、項うな垂だれていたホライゾンがゆっくりとガッツポーズになっていくのはどういう意味だろうか。

　ただ彼女は、そのまま自分の腹を一つ叩たたき、こう言った。

「──じゃあチョイと、一八七三回、行ってくるとしますか」
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　ネイメアは、母と、智とも母が、無言で両の手の平を立てたのを見た。だが疑問として、

「一八七三回？」

　横の豊を見ると、既に通神帯ネツトで検索を掛けている。が、その検索が〝一八七三回　隠語〟なのは頭ちょっと大丈夫ですの？

　ただ、母がホ母様に静かに言った。

「あの、ちょっと、ちょっと奥で話をしません？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、良いでしょう。浅あさ間ま様の用意などもあるでしょうから。──奥でチョイと打ち合わせと行きたい処ところです」

　父の名前が一切出ない辺りが心配になるが、何が生じるのだろうか。

　横の豊が表示枠サインフレームを睨にらんで、

「ンンンん！　何か隠されてますねコレ！　何だと思います!?」

　そんな潑はつ剌らつとした顔で振り向かれましても。
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　うーん、と浅間は思案した。

　表に子供達がいるので、あまり時間は掛けたくないが、しかし、コレは準備が必要な案件であるような気がする。

　大体、あちらの世に行くのには、それなりの儀式も必要だ。

　……それに、ホライゾンは生命としての力が薄いから、加圧しないと駄目ですよね……。

　自動人形としての問題点だ。パーツで出来ているが故、基本、命があると認められるのは、魂があるとされる頸けい部ぶ側だろう。つまり頭部だ。

　魂を開放すれば、あの世で人の姿を持てるかも知れないが、それは現うつし世よでの〝型〟を失う事となる。これは、魂が離脱した状態で、これを元の身体からだに戻すには彼の蘇そ生せいと同じような手順を踏む事となってしまう。

「うーん」

　最善手は、ホライゾンの五体を〝型〟として登録し、サクヤ側にその魂を保護して貰もらう事だろう。これであっちの世に行っても、アバター的に動く事が可能な筈はずだ。

　だがこれは、登録などに神様側の手順が必要となるので、こっちの送神も含みで時間が掛かる。自分としては、この一八七三回は、ヴェストファーレン直前か、末世解決直前に来るかと、そう思っていたのだが、いきなり過ぎる。

　……まあ、こういう〝いきなり〟がホライゾンの持ち味ですからねー。

「浅あさ間ま様、まだですか？　まだですか？」

　周囲を反復横跳びでムーヴされるくらいには、期待があるようだ。

　なので一応、こちらも聞いてみる。

「ええと、ホライゾン？　トーリ君と、そういう時間を今持ちたいというのは、何故なぜです？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンが即答した。

「──そういう気分なのです」
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　……うわあ────！

　浅間は思った。えらい事に気付いてしまった、と。

　確かに、以前の合体も、気分の産物一時間一本勝負みたいな流れであったろう。だが、あれは、本ほん能のう寺じを前にしていた事もあり、〝言い訳〟は立っていたのだ。

　だけど今回は気分推し。

　回数云うん々ぬんはあるけど、切迫もしていないし、時間制限や期限がある訳でもない。こっちに対しての〝大家〟としての対抗心や義務感があるとしても、つまり急ぐ事ではないのだ。

　だとすると本当に気分。

　……ええと。

　ミトツダイラを見ると、こっち〝も〟赤面して、気分的に上ずっている。

　あのホライゾンが、というと失敬な気もするが、正にその通りだ。

「えーと、ホライゾン？　そういう気分な訳ですね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、まあ何か、そういう気分という感じで」

　……成程!!

　これはホンモノだ。

　何だろうか。以前の時も、言い訳の部分を外すとこうだったのかもしれないが、以前はそれによって〝切れ味〟が優先されていた気がする。

　要するに、自分がこういう発言をする事で場が引き締まるというか、納得度が増すというような切れ味だ。

　しかし今は違う。

　気軽と言うか、当然という感が強くある。

　自分がそう言う事を望み、そういう事をするというのが、特殊ではなく、普通。いつもの事、という流れだ。

　いつからだろうと思えば、強いて言えば、武蔵むさし復活の前だろうか。あの時、ホライゾンは新大陸を出てからちょっと寝ていた。

　新機能の自己アップデートで何が得られたかというと、新武蔵だが、ホライゾンの内面としては手に入れた感情がもっと馴な染じんだのかもしれない。

　……だとすると──。

　これまでのような〝切れ味〟は、ひょっとしたら無くなったかも、と思った。だが、

「浅あさ間ま様、まだですか？　まだですか？　ホラッ！　ホラッ！」

　周囲を反復横跳びムーヴするのを見ていると、これも〝馴染んで酷ひどくなった〟のではないかとか、よく考えたら武蔵復活からこっち、充分に切れ味増していましたっけと、思い直す。

　……じゃあ、これは、あまり深く考える事でもありませんね。

　以前の時に、ホライゾンは〝こうして生きて行こう〟と決めたのだ。

　次となっている今はもう、あのような事は特殊ではない。

　それだけの事を、こちらが驚いて、アップデートや何かと結びつけていくのは、彼女自身に対して失礼な事だ。

　自分達だってそうであるように、関係というものは〝それで終わり〟や〝それで完成〟ではなく、延々と続き、変化をしていく。

　ホライゾンは、次のステージに入ったのだ。

　それも自覚無く、自然に、だ。

　これはホライゾンにとって大事な事だ。感情を外されていたり、いつも通りがなかった彼女が、遂にそれを得て、それを変化させて行っているのだから。

　だから己は決めた。

　ホライゾンを応援しようというのはこれまで通りだ。だが、彼女の当然を、阻害しないようにと、そう思った。

　……掛かる障害を禊祓みそぎするのが、巫女みこの役目ですからね。

「じゃあ、ちょっと、急ぎの方法取りますね？」

「急ぎの方法？」

　はい、と己は応じた。

「絶対に〝出来る〟方法です」
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・あさま：『あ、すみません。うちの主神ですか？　──何とかして下さい』

・鉄火女：『アバウトに丸投げかよ!?』

・あさま：『いやいやいやいや、今、うちを助けておくといいですよ？　だってこれから現あら人ひと神がみの東とう照しよう宮ぐう作りますけど、それってつまり、神界発の神じゃないんで、そっちからはあまり手が出せない案件じゃないですか。仕切れますよ！』

・鉄火女：『うーん、それも悪くねえけどなあ……。武家の神のパトロンか……』

・あさま：『そ、そうです！　そんな感じで、ちょっと前のサービスの案件を一つ……！』
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　豊ゆたかは、不意に総毛立つのを感じた。

　横に座って、母達の料理を頂きながら、他の皆との実況通神チヤツトを行っていたネイメアも、ふと顔を上げる。

　振り向けば、ネイメアの周囲に流体光が小さく散っていた。

　精霊系とも言える人狼ルウガルウの身に、周囲空間の流体が反応しているのだろう。これは、

　……地脈の乱れ？　否──。

　もっとダイレクトなものだ。穢けがれの無い純粋な流体が密度高く発生し、その余波で巫女の自分やネイメアが反応してしまっている。ならばこれは、

「ネイメアの大御母さんが本性を出したか、……母さんによる神のアクセスですかね」

「一体、中で何してますの？」

　流石さすがに自分も解わからない。というか、ちょっとこれは異常な事態だ。何しろ、

「神降ろしだとしたら、短時間過ぎるんですよね……」

　店舗の中に入って、三分と経たっていない。中で儀式が行われている気配も無かったと言う事は、神とアクセスするのに通常の手順を使っていないと言う事だ。

　……どういう事なんです？

　ちょっと興味が出てきた。しかし、

「豊ゆたか？　──興味本位で覗のぞいて見ませんの？」

「……ネイメアの中で私がどんなキャラか気になりますが、母さんが仕込んでいる場合、神様関係の筈はずなので、覗きはマズイです」

「どうなりますの？」

「よくある系だと、あまりに神こう々ごうしくて目が潰つぶれるとか、まあ、それやると他の神様からやり過ぎだろうってのを食らうんで昨今無いらしいですが、──このところのメジャー神罰だと、目からうどんの汁が出るとか、そういうのですかね」

「お尻しりからはよく聞きますけど、新しいですのね……！」

「結構しみるらしいです。今のところ、大おお坂さかの天てん満まん宮ぐうが得意とする〝目から阿お国くにソース〟が一番キツいとの話ですが」

　神罰も、飽きられないように日々進化しているという事だ。

「ただまあ、母さんというか、浅あさ間ま神社の方だと御尻ネタ多いので、今だと尻から阿国ソースじゃないでしょうか」

「何か変な方に目覚めかねませんの？　ソレ」

「まあ、浅間神社のする事なので……」

　だが、一体、中では何をしているのだろうか。
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　中では、王がテンションを上げていた。

「──何!?　いきなり一八七三回!?　いいのかよホライゾン！」

「変にテンション上げてるとキモいので止めますよトーリ様」

「いや、オッケオッケオッケ！　こっち鍋掛けてたけど、浅間！　管理頼むな！」

　……無茶苦茶ハシャいでますわねー。

　ミトツダイラとしても、ホライゾンのこの変化というか、当然感については推奨したいと、そう思っている。

・あさま：『喜き美みは呼びました？』

・銀　狼：『Ｊｕｄジヤツジ．、王がいない間、葵あおい家けの住人って言ったら喜美だけですものね』

　フラっと寄った奥おく多た摩ま艦首の櫓やぐらで唄うたっているらしいが、すぐに来るだろう。そしてこちらは、

・鉄火女：『よーし、じゃあちょっと待ってろ。こっちの用意、大体出来たから』

　言葉と共に、身に震えが来た。

　寒気でも怖おぞ気けでもない。人狼ルウガルウの本能が流体の圧のようなものを感じ、震動したのだ。

　これは、巫女みこである浅間も捉とらえたらしい。王とホライゾンはよく解わかっていないようだったが、それなりに感じたようで、

「奥？」

「あ、はい。奥ですね、多分」

　浅あさ間まがカウンターから奥の方、自分達の部屋が並ぶ廊下を指差す。

・鉄火女：『そこに扉あるな？　お前らのエロハウスの奥』

・あさま：『エロハウスじゃなくて普通に寝起きする場所ですよ……！』

　思った以上に浅間とサクヤの仲が良い。歳としが離れた親しん戚せき感覚だろうか。だが、サクヤの言う通り、そちらには扉がある。

　……神界では、私のアドバイスと補正込みで、ここを再現しましたのよね──。

　自分は使ったが、浅間はどうだろう。流石さすがに聞く気にはならないが、

・銀　狼：『この扉が、どうなりますの？』

・鉄火女：『ああ、そこに神界の一部を落としてやった。時間制限あるが、何とかなるだろ』

　それはどういう事か。サクヤが言った。

・鉄火女：『一部切り出しだが、仕様は前と同じだ。時間圧縮も出来るから有用しとけ』
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　浅間は、加護関係などに親しい。ゆえに今、目の前にあるシステムの概要を推測した。

　そして三拍程の後、主神に対して、

・あさま：『……凄すごくないですか!?』

・鉄火女：『褒めろ褒めろ。お前、こっちの事褒めるのがちと足りねえからな』

・あさま：『あああすみません！　でもコレ、つまりうちと、そっちにあるラブホ……じゃなくて設計図の相同を利用したものですよね？』

・鉄火女：『ああ、〝型〟が近いから、〝重なる〟時があるってヤツだな。人が異界に紛れ込む場合は、そういう〝重なった〟場所が入口だ。今回は私が作った設計だから、重ねるのも容易だ。だからそうしてやった。──今回のサービス分くらいは保もつようにしてやってるから上手うまく使えよ？』

　と、サクヤの言葉と共に、表示枠サインフレームが来た。

　使用者用で、設定などを変更出来るコンソールだ。手早く確認したところ、空調や採光などの設定が多いため、内部用という事だろう。

　とりあえずホライゾンへとトスして、預けておく。すると、彼の方が手を伸ばしてそれを受け取り、

「浅間、有り難うな。サクヤの姐ねえちゃんに礼、言っておいてくれよ」

「……何か、えらく乗り気ですね、トーリ君」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と彼が頷うなずき、両手の親指をこちらとミトツダイラに向けて上げた。

「当たり前だろ！　だって、浅間とネイトが一五〇〇回以上、俺おれを鍛えてくれたんだぜ」

　あまりの不意打ちに、流石さすがに噴いた。
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・賢姉様：『ハイハイハイ！　そろそろそっち着くけど何!?　浅あさ間まとミトツダイラで鍛え上がった愚弟の愚の字が何だって!?』

・あさま：『別に鍛えてませんよ鍛えて……！』

・●　画：『いい？　アンタがゴツンとやられる場合、相手もまたギュっとやられてる事を忘れてはならないわ……』

・現役娘：『せいこうした者はすべからく努力をしている……！　そうですわね！』

・金マル：『だよね？　努力は必ず報われる、って、女の又またに力×２で報われたのって、つまりこの前の実況案件だよね』

・銀　狼：『何か変な格言が始まってますのよ……!?』
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　ともあれ王が頑張る気になっているのはいい事だ。

　何となく、気にはしていたのだ。何しろ、

・銀　狼：『向こうで、三年分くらいを、二週間程でクリアしましたものねー』

・あさま：『あの、ミト、……一般人の平均合体回数は、極東だと十日に一回くらいです。ちなみに一番多いのは希臘ギリシヤで週二回程』

・銀　狼：『……私達、極東基準で約九千日分くらいクリアした事になりますの？』

・あさま：『いやあ、頑張ってみるもんですね……。ちなみにトーリ君は私達の合計に×55回分出してる事になりますから、普通の人が普通の生活でトーリ君と同じ量を出そうとしたら約一三五〇年掛かります』

・銀　狼：『そんなに』

・あさま：『ええ。人を生き返らせるって、やっぱり、大変な事なんですね……』

・鉄火女：『お前ら、良い話に持って行こうとしてないか？　そうだな？』

　まあそういう事だ。だって、

・銀　狼：『楽しい時間でしたもの。その事は否定しませんわ』

　いろいろ状況的な問題などはあったが、いい時間だった。それを与えてくれたホライゾンや、用意した浅間達には感謝だが、

　……我が王に、何か〝癖〟がついていたらどうしようかとも思いますのよねー……。

　まあ、父が大丈夫だから大丈夫。

　というか今更気付くが、母がタイトルホルダーなら、父もタイトルホルダーなのだ。

　そしてまた、自分達は第二位であろうが、

「我が王が、ある意味、通算では私達のトップとなりますのね」

「うーん、何か凄すごく〝剛の者〟って感じがしてくるな、俺おれ」

　だが、と王がホライゾンに対してポーズを取った。

「今度は負けねえぜ!!」

「フ、負けが決定した者の台詞せりふですね、ソレは」

　ホライゾンが鼻で笑って、こっちに手を上げた。

「じゃあまあチョイと行ってきます。ホライゾン、向こうは初めてなのでかなりワクワク度がありますが、まあソレはソレとして、浅あさ間ま様、術式とかの手配は──」

「あ、向こうは本場なので、自動的にストック入ると思います」

「成程！　流石さすがは浅間神社の元締めですな！　トーリ様の方も大丈夫と考えると、これは早期決着も出来そうです」

　言って、ホライゾンが奥に有る洗面所の扉を開けた。

　光が来る。

　……わ。
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　ミトツダイラは、神界の〝空間〟を感じた。

　ほんの少し前まで、あの中にいたのだ。

　それは身が震えるくらいの流体圧だった。まるで、冷たい水を塊で全身にぶつけられたような禊祓みそぎの力が、通路からこちらへと叩たたきつけてきた。

　不思議な程に新しく感じ、そして懐かしくも思う〝空間〟だ。

　横、浅間が髪を搔かき上げ、左の義眼を光らせる。流体圧ゆえの自動反応だろうか。

「変な話ですけど、……人は、亡くなる時も、この道を通るんですよね」

「そこに行って、ここの複製作ってラーメン餃子ギヨーザまで頂いてきたんだから、何と言うか、私の人生って既にスゴロク三回くらいアガったような気がしますわ」

　そして圧が閉じた。

　二人が、〝あちら〟に行ったのだ。
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　先程から連続していた神気ともいえる流体圧が、一際大きくなったのをネイメアは感じた。

　隣に座る豊ゆたかも、髪を揺らす程の流体の奔ほん流りゆうだ。解わかる者には解る。通じる者には物理的な干渉すら与えるものだが、

　……これは──。

　何となく、憶おぼえがある。ずっと昔、〝花園アヴアロン〟からこちらに抽出される時、やはりこんな圧を通ったように思うし、最近で言えば、

「……先日の四し国こくから、このような気配が来てましたのよね」

「フフ、じゃあ、ちょっと私を崇あがめるといいわ。──その大元にいたの、私だもの」

　と、不意に、圧が消えた。

　否、流体の流れ自体はあるのだが、それがキャンセルされたのだ。

　自分達の向かい側。本舗の建物との間の席に座るのは、

「父姉様……！」
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　フフ、と父姉が笑うのを豊ゆたかは見た。

　そして彼女が動いた。胸を一度リフトして、肌に浮いた汗を舐なめると、

「──短いなりに唄うたってきたら、それなりに汗かくわね。で？　何？　ちちねえさま？

　ええ、そうよ私は乳姉様！　英語で言ったらニューシスターサマ──！

　さあ、何？　食事中に母親がいなくなったって顔して。じゃあ私の夕食に付き合いなさい。いいわね？」







[image: 第三十五章『圏外の賢姉』]
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「あら水炊き！　まだ充分熱いわね。浅あさ間まったらいい仕事するじゃない！」

　と、早速水炊きの豆とう腐ふを器に移す父姉を見て、豊ゆたかはこう思った。

　……素敵……。

　この人も、父と同じで特化型の才覚だ。何か一芸を天上クラスで出来るが、それ以外はからっきしで、存在のためには他者の手を借りないとやっていけない。

　父も、ホ母様もそういう人で、素晴らしい。

　そして彼女達を存在させるための最前線にいる母も、また素晴らしい。

　自分も手伝えれば、と思うが、何なに分ぶん、この手の才覚の関係というのは繊細だ。ちょっと間違って手を入れたら、欠食したり睡眠不足になったりで、その才覚を穢けがしてしまうかもしれないからだ。やはり積み重ねが大事だと、そう思うのだが、

「あの、父姉様、──あの流体圧は……」

「Ｊｕｄジヤツジ．、神界の扉が開いた、ってところじゃないかしら」

　と、父姉が、近くにあった鉄皿を手に取る。何をするのかと思えば、彼女は鉄皿の裏に、スカートから出した一枚の符を張り付け、

「祭でいろいろ使える着火術式よ。──見てご覧なさい」

　え、と思うなり、テーブル上で火花が弾はじけた。

「……!?」

　制御はされているのだろう。散る赤や黄色の火は光として消え、燃焼しない。一方の鉄皿は空中に跳ね上がりながらも水平を保ち、スピンしてからテーブルに落ちてくる。

　父姉はそれを別の陶器皿で器用に受け止め、

「あ、それ頂くわ」

　ネイメアの前にあったお好み焼きを、いつの間にか手にしていた箸はしのスナップで跳ね上げる。

　……え？

　普通。箸で飛ぶものではない。だが飛んだ。

　宙を回った粉モノの行き先は、当然のように鉄皿だが、

「──え？　焼きが入れられますの？」

　というネイメアの疑問は正しい。受け止められた鉄皿の上で、お好み焼きが、更に焼きを入れられる音を立てたのだ。

「フフ、発火系の術式を鉄皿に張って熱を与えただけよ。普通、火種に使うものだけど、張っておくと対象物との間で燃焼が圧縮されて軽い爆発術式みたいにもなるの。熱はソッコで移って、理屈は解わからないけど、そこらへんの鉄板焼きが可能って訳ね」

　明らかに間違った使い方だ。大体、皿の吹っ飛びとか危な過ぎる。

　だが、それを〝見せてくれた〟のだというのは、何となく解わかる。こっちが退屈しているだろうと、そんな空気を感じ取ったのだ。更には、

「ほら、こんなのどう？　ガキんちょども」

　と、後ろから取り出してテーブルに並ぶのは紙の器に入ったかき氷だ。

　……ん？

　おかしいと、そう思うのは、それが作りたてのような削り跡を見せているからだった。

　頭を下げて器を引き寄せ、添え付けの竹スプーンを刺すと、やはりそうだ。全く溶けているフシがない。

「……？　何で新鮮なんです、か……？」

　冷凍術式だろうか。だがそんなものは器に張り付いていない。

　では何だろう、と思って父姉を見ていると、彼女が肌に浮いた汗を指で拭ぬぐうのが見えた。

　……あ！

　気付いた。この仕掛けはアレだ。

「湿度ですね!?」
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　豊ゆたかは、仕掛けに気付いた。

　これは父姉の、歌唱関係の制御術式なのだ、と。

「発汗が表出するのを防ぐために、自分の周囲の湿度を下げているんですね？　それで今、この時間には気温が下がるから、湿度を下げた状態だと、かき氷を買っても熱の伝導が弱く、あまり溶けない……、そういう事ですね？」

「フフ、実は汗止めのために水分の固定なんかも入ってるけど、いいわ。──こういう、フロック的な術式の使い方って、あまり知らないでしょ？」

　用途が違う。無論、自分達だって、本来とは外れた術式の使い方はある程度知っている。が、正規のやり方があるものを、他で賄まかなうのは、あまり知らない。それに、

「手品みたいですのね」

　その通りだ。ちょっとした遊び。出来ても出来なくても関係ない事。そう、鉄板を熱するのは専用の調理術式があって、そっちの方が大量生産だから安価だろう。かき氷を運ぶのだって、ある程度溶けていたところでそれが普通なのだ。だけどそれをするのは、

　……あ。

　気付いた。

　父姉は、自分達がここにいる事を知っていたのだ。途中から別れて行動していたとはいえ、最終的にはこの場にいると、そう思っていた。

　だからこれは、ちょっとした遊びで、歓迎。かき氷だって自分達の分だけなのだ。

「──と思ったでしょう？」

　と、父姉が後ろから自分のかき氷を出してきて、参ったと、そう思った。
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　フフ、と喜き美みは小さく笑う。

　……可愛かわいい子達ねえ。

　自分の子はちょっと大きくなって、酒飲んで暴れたり喧けん嘩かで床を陥没させたりと元気だが、愚弟の子達は少しおとなしめだ。

　実力的には充分だが、合流してみると、やはり後輩世代だと解わかる。特に、学生生活という部分に不慣れなところがあるようで、だがこれは、

　……愚弟達を止めるためだったと考えると、これからの〝取り戻し〟が面白そうねえ。

　極東の学生となった場合、上限年齢は十八歳だ。だが彼女達にはまだ一年以上ある。

　末世をどうにか出来れば、だ。

　どうにか出来れば、その一年以上は〝無傷〟として充実出来るだろう。

「そうねえ」

　自分達は、何だかんだで三み河かわ以後、忙しかった。学校行事もこなしてきたが、修学旅行はまだなのだ。このまま未発かもしれないし、それも仕方ないと思う程度には現状が多忙だ。

　だが、もしもこの子達が、ちゃんと無傷の一年以上を送れるようになるならば、末世というものを止める意味はあるのかもしれない。

　……随分と、年上目線ね。

　自分だって、まだまだ学生なのだ。充分に、楽しむだけは楽しむ事を恐れず行きたい。

　そして目の前の二人を見ていて、思う事がある。

「……今、中では何やってんの？」

「あ、Ｊｕｄジヤツジ．、何だか、一八七三回？　何だか、そんな事を」

　……あら、ホライゾンが、率先して動いたのね。

　大体、何があったかは解る。だとすれば、己はこう言うべきなのだ。

「アンタ達の母親ね、……まだ進行形だけど、凄すごく心配してたのよ、皆」
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　喜美は言う。これは今だから言葉に出来る事で、またすぐに移ろう内容のものだろうと、そんな思いで告げる。だからまずは豊ゆたかの方を見て、

「アンタの母親ね？　浅あさ間まだけど、ホント、無茶苦茶心配してたんだから」

「……？　そうなんですか？」

　そうなの。だって、

「浅あさ間まったら、うちの愚弟がいないと生きて行くペースがおかしくなっちゃうってのに、自分は大丈夫だって思って、ホライゾンが来たら、いい人になろうとしちゃってね」

　でも、

「自分にとって何がいいか、ってのは、やっぱり巫女みこやってると解わかるもんだから、他の男には絶対靡なびかない。そんな事になったら、うちの愚弟に対して〝悪い〟って、そう思っちゃうくらい、愚弟や私達との生活が自分のペースになっちゃってたの。だから下手へたすると浅間、思いを秘めたままで一生、……っていう、そんな流れもあったのよ」

「────」

　豊ゆたかが息を詰めるのも解る。そんな事になったら、自分が生まれなくなるからだ。

「だからまあ、こっちはけしかけて、思いに気付かせて、ホント大変。

　一応、もしも愚弟が卒業して武蔵むさしを降りる事を選んでいたら、それについて行こうとしてたらしいけど、そのくらいしないと駄目だって、自分でも気付いてたのかしらね」

「そんな話、あったんですか？」

「あったのよ？　私にも内緒と、そんな感じでね。──そう、二人がついていくのも、愚弟には内緒。そんな風に〝引いた〟馬鹿な子達ばかりだったのよ」

「……二人？」

　と問うて来たのは、ネイメアだ。今のに気付いた彼女は偉い。だからこちらも会釈して、

「アンタの母親も、そうだった訳」

　聞いてるかしら？

「昔、ミトツダイラは、ホライゾンの騎士を自認していて、でもホライゾンが一度いなくなった後、彼女を守る事が出来なかったからって、荒れたの」

「……Ｊｕｄジヤツジ．、その後で、大御母様に武蔵を降りる事を禁じられて、荒れましたのよね」

　こちらはいろいろと解っているようだ。

　だから己も、気にせずに言葉を掛ける。

「──そう。それで愚弟に救われて、愚弟の騎士になったんだけど、反動なのか何なのか、今度は騎士である事に拘こだわっちゃって、愚弟との間に壁を作っちゃったのね」

　思い返すといろいろ大変だ。だけど、

「そっちの未来。……愚弟を失ったけど、アンタ達の母親は、自分に素直になれたのね」
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　いい？　と喜き美みは言った。

「アンタ達、うちの愚弟の髪の毛がどーだこーだとか、父不在でずっといたとか、そういうのあるかも知れないけど、気にしなくていいからね？」

　だって、

「アンタ達の母親は、最終的に、自分に素直になって、アンタ達を得たの。

　今の浅あさ間まやミトツダイラも、自分に素直になって、ここに来たの。

　──一番大事なところが同じなんだから、アンタ達は正しく、あの二人の子よ」
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「浅間とミトツダイラがいるところじゃ、言えないし、今もまた変わっていく中での言葉だけどね？　でも憶おぼえておきなさい？　世界で一番カーストトップの私が、アンタ達の正統を保証するという事を」

　と、父姉が言うのを、豊ゆたかは聞いていた。

　これは、自分達にとって、大事な事だと思った。何故なぜなら、

「父姉様は、私達の味方なんですね……」

「当たり前じゃない。いい子にしてれば私は味方よ？」

「あ、でも、疑問がありますの」

　と、ネイメアが小さく手を上げた。何かと思えば、彼女は気まずそうに、

「……今の理論だと、片かた桐ぎり……、向むか井いさんの子は、正しくないんですの？」

　そうだ。

　自分達が、未来でもこちらでも、同じように母が素直になったが故の〝正統〟ならば、片桐は、母がここに来ていない。

　だとすれば、片桐は〝正統〟ではなくなる。しかし、

「今の鈴すずは今が素直なのよ」

　即答が来た。

「鈴は、愚弟とホライゾンが一緒にいるのが好きなんだから。間には入らないの」

　そして、

「二人がいなくなったら、間に入れたのよね」

　矛盾だ、と己は思った。

　いるからこそ出来る事が、いなくなったからこそ出来るようになる。

「感情とか、関係とか、そういうものですか……？」

「そうね。素直の基準だって、それが失われたり、変化する事で変わっていくわ。──アンタ達の親が、失った事で素直になったように、ね」

　だから、と父姉が言った。

「アンタ達は、敵だったけど、……アンタ達が、ここに来る事を望んだ御陰で、真ま喜き子こがやってきて、三み河かわを越え、そしてアンタ達とマッシュアップして、ここまで来たの」

「それは──」

「不思議よね」

　父姉が、祭の明かりによって薄く見える夜空を仰ぎ、言葉を作った。

「失われたからこそ、今があるんだわ。──愚弟にとってのホライゾンのように、私達もきっと、一度大きな後悔をして、それをアンタ達が晴らしてくれた事になるのね」

　じゃあ、と父姉が言う。テーブルの向こうから身を乗り出し、こちらの頭に手を乗せる。

　不思議な事に、避けるとか、身構えるとか、そういう動きが一切出来なかった。

　昔、かつての未来では、どうだったろうか。この人についての記憶は幾つかあり、遊んで貰もらった事もあるが、よく憶おぼえていない。いつか思い出すだろうと、そう忘れずにいようと、心に刻むと、

　……うわ。

　髪の中に手を差し込まれ、笑みで頭を、撫なでられた。

「いい？　──これから、足りないアンタ達を、この賢い父姉様が、味方してあげる」
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　本舗の表に喜き美みが来ている事を浅あさ間まに教えたのは、ハナミだった。

　本舗の住人向け加護が、喜美の接近によって立ち上がり、しかし設定をこのところで調整していたため、適用するかどうかを確認してきたのだ。

　だが確認を許可しても、喜美が店舗の中に来ない。

　……あれ？

　と思って窓からちょっと覗のぞくと、彼女はこちらの娘二人を相手に何か喋しやべっていた。

　喜美の姿勢からして、説教ではないようだ。だが対する二人は神妙に見え、

「喜美として、大事な事、話してますのね、きっと」

「結構大声で話してるみたいですけど、喜美が加護使って、目の前の二人にしか聞こえないようにしてますね」

　なので何を言っているか解わからない。

　大丈夫でしょうかね……、と変な心配をするが、子供達は楽しそうでもある。すると、

「ハイ終了ォ──！」

　洗面所のドアの、蝶ちよう番つがい側を吹っ飛ばして開けて、ホライゾンが出てきた。
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　振り向いた浅間の視界の中。ホライゾンと、襟えり首くび摑つかんで引きずられた状態になっている彼がいる。その光景を見てまず第一に思ったのは、

　……あ。負けてますね……。

　という感想だったが、よく見るまでもなく、はだけた服の下、薄い色の口紅で〝まけいぬ〟と描いてある。

　何があったのか。というか、こっちにやってくるホライゾンにまず問うべきは、

「ええと、何か忘れ物が？」

「いえ、終わりましたが？」

「は？」

「いえ、ですから一八七三回」

　言われて、己は横のミトツダイラを見た。

　すると狼おおかみが、無表情な顔をこちらに向けていた。多分、自分も同じ顔をしているだろう。なので己は、一回頰ほおを両手で叩たたいて、少し考えた。

　……えーと……。

　時計を見ると、二人が洗面所のドアを潜くぐってから三分と経たってない。一応、神界のアレは時間圧縮もあった筈はずだが、自分達は五時間程掛けたのだ。

・銀　狼：『智とも、……倍の回数で三分とか、一体……』

「あの、ちょっと、ちょっと待って下さいね？」

　動かない何かになっている彼を、両腕が椅い子すに乗せるのを見ながら、己は表示枠サインフレームを開く。
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・あさま：『あのー、すみません、うちの主神。ホライゾンとトーリ君のサービスの方、どうなってます？　一体』

・鉄火女：『は!?　まだこっちじゃねえの!?　こっち、今、出待ち合わせでラーメン作ってやってんだけど』

・銀　狼：『いえ、二人とも、既にこっちに戻ってますのよ？』

・鉄火女：『待て待て待て！　──エロハウス空間を何倍加速したんだよ！』

・ホラ子：『あ、入ったらボリュームの表示枠があったので、ギュっとＭＡＸに』

・鉄火女：『馬鹿野郎！　三千倍とかやったらこっちの時空が乱れるじゃねえか……！』

・影　薄：『あのっ、あのっ、サクヤさん!?　何かそっちの方の時空の乱れが原因で、高たか天まが原はら直上から、おっきなメテオが降ってきてるんですけど!?』

・鉄火女：『アー知らねー。知らねー。月つく読よみ、お前の方のマテリアル抽出が偏ったんじゃねえの？　こっちは普通にエロハウスだから。メテオはタケミーとかに迎撃させとけよ』

・影　薄：『と、父さんも姿隠してますし、後で話聞きに行きますからね?!　ね!?』

・ホラ子：『大惨事ですねえ』

・鉄火女：『誰だれのせいだ馬鹿野郎……！　というかラーメンどうすんだ一体！』

・あさま：『ええと、じゃあ、追加発注出来ます？』

・鉄火女：『お前ホントいい度胸してんな……！』
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　ネイメアは、また何か妙な神気の流れを感じた。

　……えっ？　何か、連続してますの……？

　何事だろうかと思っていると、店舗のドアが開いた。そして豊ゆたかの母が、両腕と一緒に、

「あ、ハイ、ちょっと差し入れです。ラーメン」

　湯気と匂においが、ロングレンジから届いてくる。更には、

「ちょっと母さん。何です？　そのラーメン。えらい神気が来るんですけど……！」

「いやまあ何か、無駄にするより作って貰もらおう、って事で。ハイ、喜き美みの分も含めて三人分。味が薄い場合は塩入れろって調理師が言ってました」

　置かれた器を見る。が、

　……光ってますの？

　流体だ。ラーメン自体が存在しているのは解わかるが、莫大な流体量が込められているらしく、自分の目には光って見える。

　これは豊も同じだろう。彼女はフラっと来た頭を、逆から叩たたいて直し、

「あの、母さん、これって、食べると寿命が三年延びるとか、そっち系の……」

「いやまあ、気にせず気にせず。あ、喜美も、食べたら器はドア前に置いておいて下さい。こっち、中で大事な話をしてるんで」

「Ｊｕｄジヤツジ．、まあいいわ。でも、いい器ねえ」

「割ると世界の事象が狂うから気をつけろとか言われてるんですけど、多分、硬度結構あるからあまり気にしなくて良いと思います」

「そ、それはそれで凄すごいプレッシャーがありますの……」

　横の豊はさっきから扇あおいで蒸気を全身に回しているが、それ匂いどうなりますの？

　ただ智とも母様が、こちらに軽く頭を下げて、

「じゃ、少し待っててくださいね？」

　と店舗に身体からだを向けた瞬間だった。今度は自分の母が銀鎖付きで出てきて、

「ギョーザも追加ですのよ──！」

　横の豊が神気負けで一回揺れて、深く仰のけ反ぞった。
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　ともあれ、という空気で、ミトツダイラは店舗のテーブルについた。

　浅あさ間まも同席だ。

　既にホライゾンはラーメンを半分程片付けており、王もスープを先に頂く事で急激に回復しつつあった。

　対するこちらも、神気溢あふれるラーメンと餃子ギヨーザを頂き、

　……あ、前に我が王が神界で作ったものに似てますわね……。

　あれもあちらの素材と調味料で作ったものなのだ。そのようにはなろう。

　だが、見ている内に、王の気配が戻っていく。やはり通常の食事と違うだけはあるが、

「向こうで、……どうでしたの？」

　どこまで踏み込んで良いかは解わからないが、とりあえず聞いてみる。するとホライゾンが、

「基本、手加減のために、トーリ様の望み通りで〝前半戦〟をする事としました」

「え？　じゃあ、……まともな？」

「まともと言いますか。何と言いますか」

　ホライゾンが軽く首を傾かしげた。

「……浅あさ間ま様もミトツダイラ様も、あんなエロゲのような事をなさってたのですか？」

「えっとお……」

　結構色々やらかした憶おぼえがあるので、該当部分が解らない。

　自分達も大概ですわねー、と思うが、まあそういう時間帯だった。だが、

「じゃあ、ホライゾン。……プロレスとか、何か体操みたいな事はしなかったんですの？」

「プロレス？　体操？　何の事でしょうか」

「……いえ、あの、初回限定だったのか知りませんけど、我が王とのファースト合体で」

「あれは極めて自然な成り行きです」

「そうですの」

　何となく横を見ると、浅間が無表情な顔をこちらに向けて頷うなずいたので、あまり追及はしない方がいいという結論に達した。

　……ま、前向きに！　それがいいですわね！

　なので、とりあえず笑顔で両の手を合わせ、前向きに発言する。

「──でも、エロゲっぽくとか何とか、つまり、ムードある雰囲気が生まれましたのね？」

「たとえば？」

「つまり我が王と、睦むつまじくトークしたりとか」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンが頷いた。そして彼女は、ゆっくりと手を後ろに回しながら、

「……まあいろいろとトークはしました。そしたらこの男が、まあ、何と言うか……」

　背後から返す手でテーブルに勢いよく置かれた物がある。それは、

「牛乳瓶……！」

　フウ、とホライゾンが肩をすくめた。

「まあ調子乗ってる人生も、有りか、とは思いますね」

「我が王、……何しましたの？」

「いや、ほら、……暴発って、あるじゃん？　浅間によくやられたアレ」

　浅あさ間まを見ると、椅い子すに横座りになってこちらに背を向けていた。

　……ガードが素早い……。

　まあ、慣れというものだろう。ただ、こちらとしては、少し安全を感じる部分もある。

「我が王、私達で練習というか、場数踏みましたし、ホライゾンもエロゲ云うん々ぬん言っていると言う事は、いい空気は作れましたのよね？　その前半戦は」

「あー、うん。前半戦は、何か凄すごく。ここらへんはホント、ネイトと浅間の御陰」

　礼を言われるところだろうか。

　……でもまあ、充分にハシャギましたものねー……。

　ただその成果はあったのだろうと、そう思う。すると王が、

「だけど前半戦、ホライゾンが、ほら、撮影術式で撮影しましょうか、って」

「撮影？」

　また悪趣味な、と思うが、ホライゾンからの言い出しだ。ちょっと迷ったが、

「撮影しましたの？　ホライゾン」

「Ｊｕｄジヤツジ．、しっかり前半戦、フルで撮影いたしました。動画で」

　それはどういう意図だろうか。浅間も気になって姿勢を戻してくる。するとホライゾンが、半目で一つ頷うなずき、こう言った。

「撮影はしましたとも。──ホライゾン視点でトーリ様を」

　王が、テーブルに突っ伏した。
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「いやもうね。俺おれね。浅間とネイトの御陰もあってね。イケると思ってたのよ。俺、セクシーボイスでトークしたり、何て言うか、いい動きとか絶対してるって。

　──でも駄目だな！　想像と現実、全然違うな！」

「あの、たとえば？」

　浅間はとりあえず問うてみる。と、彼が、上げていた顔をまた横向きに伏しながら、

「いや、だって基本、全部アオリだろ？　もー鼻の穴とか全開で。で？　ちゃんとトークでホライゾンに〝どう？　いい？　ホライゾン？〟って問いかけてるつもりが〝ンー！　ハッ！　ンー！　アッ、ハッ、ヒ、ど、どう？　いヒィ、ホライゾんんン!?〟とかになってるし。

　アレちょっとキモいとか、そういう次元超えてるだろ」

　それに、

「俺、それなりに顔には自信あったけど、駄目な！　もうスゲー必死で！　ガッついた動きしてるし、何かたまに顔歪ゆがめてフオオオみたいになってるかと思えば、カエルみたいに無表情で賢者タイム入っていたりで」

「あー、まあ、見ていて〝絶対、気付いてないだろうなー〟と思う事はしばしばありました……。ええ」

「フォ、フォローしておくと、逆に表情が大きく変わった方が、次に何が来るのか解わかり易やすくて有り難いですのよ？」

「おっとミトツダイラ様、ナイスフォロー。３ポイント差し上げましょう」

　拍手しておく。

　そして、いやあ、と彼が首を傾かしげた。

「浅あさ間まもネイトも、アレを許容出来るんだから、無茶苦茶優しいわな──……」

「いえまあ、……こっちはほら、その時の必死顔芸……、芸じゃないです。ええと、必死顔とかあったりしますけど、いつもはそうじゃないって解ってますし、頑張ってくれてるんだなあ、というのは、こっちにそれなりにそうさせる部分もあるという事で、それはまた、何と言うか、間接表現としての承認欲求が満たされるといいますか……」

「智とも！　智！　言葉選び過ぎてよく解らなくなってますのよ!?」

　そう言われましても。

　ただ彼が、テーブルにべったりと敗北した。

「いやあ……、男は、女に勝てねえわー……。勝ったと思っても、アレ、勝たせて貰もらってるだけだよなー……。あんなキモ顔っていうか。超絶イケメンじゃねえとこの世に存在しちゃいけねえだろうって、俺おれ思ったもんなー……」

「あの、我が王、我が王結構イケてますから、大丈夫ですのよ？」

「ではミトツダイラ様、現場の映像です」

『ンー！　ハッ！　ンー！　アッ、ハッ、ヒ、ど、どう？　いヒィ、ホライゾんんン!?』

「うわあ──！　死にてえ──!!　何処どこかに埋めて欲しい──！」

「ものは、見方を変えるだけで大きく変わるものですねえ」

　確かにその通りだが、あの、と一応軽く手を上げる。

「ＭＡＸで酷ひどいところを抽出していたりします？」

「いえ、これはノーマルレベルの、よくある表現です。哀れなピエロが……、という感で。ええ。ＳＲくらいから上が、見ていて逆に笑えてきます」

　何となく思い当たるフシもある。

　そして、ホライゾンが首を傾げた。

「──とはいえ、浅間様達も、結構、ハシャいでおられたのでしたか。現場においては」
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　浅間はミトツダイラを見た。

　すると狼おおかみが椅子に横座りしてこちらに背を向けていた。

　……なかなか素早い……。

　ただ、一応は言っておく。

「ミトは、何か、キャンキャン鳴いてかなり楽しんでたそうですが……」

「い、いや、別にあれは、ええと、そう、……狼おおかみとしては当然の事ですのよ……！」

　種族特性で開き直ってきた。

　すると彼も、ああうん、と力なく頷うなずき、

「遠とお吠ぼえっての？　凄すごく声が長く続くのが何度かあって〝ヤベえ、スイッチ入ったか!?〟って動き止めると逆にマウント取られるからネイト結構凄いです」

「我が王情報漏ろう洩えい──!!」

「ミト……」

「と、智ともだってそういうの有りますわよね!?」

　えっ、と己は軽く引く。とはいえ自分は人間で、出来る事と言えばその範はん疇ちゆうだ。だから無理は無いだろうと、そう思って、

「フ、フツーですよね？　ちょっと飲んだりとかありますけど」

「ああ、うん、浅あさ間まは……」

　彼が、深く首を傾かしげた。ややあってから、

「言葉を選んで言うと、正体失ってからの〝提案〟と〝要求〟で一番思い切りいいのと、こっちに対して何するかって発想の思い切りがいいのは浅間な気が……」

「いや、まあ、その、──一回許したり、ここまで来ちゃったら、となると、まあいいか！　って割り切りつきますよね？　ね？」

　ミトツダイラとホライゾンを見ると、二人とも顔を逸そらしていた。

「あの」

　いかん。何か孤立した。だが、まあまあ、とホライゾンが手の平を立ててみせる。そして、

「トーリ様の総合的な感想としましては？」

　問われた先。彼が緩んだ笑みを見せる。

「生き返って良かった──……」

　その言葉に、ホライゾンが満足げに頷く。こっちはちょっと赤面気味だが、対する彼女は顎あごに手を当て、

「これは恐らく、ホライゾンについて唯一の極ごく道どう親父おやじのナイスアシストですね。ホライゾンの喜びパーツの出来がいいという事は、極道親父の好みが良かったと言う事で」

「やめろおおおお！　何か凄く義理の父の顔がチラつくから止やめるんだあああああ！」

「あの、我が王、──でも後半戦はどうなりましたの？」

「いやまあ、だから、前半戦で調子乗ってたら、中休みに壮絶なカウンター食らってさあ」

　ゆえに、

「今度逆で、こっち下になってホライゾンが同じく下の俺おれを撮影って感じで。

　まあ何か、搾取されたされた」

「……ええと、その映像は見たんですか？」

　問うと、ホライゾンが手を上げた。

「いえ、トーリ様には見せていません。早く帰ってきた方がいいと判断しましたので。

　──なので浅あさ間ま様、ミトツダイラ様、チョイと見ますか？

　まだあっち、倍速生きてますから、ちゃっちゃと空間早送りで」
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　トーリは、女衆がそそくさと立ち上がり、

「じゃ、トーリ様、トーリ様の情けない顔を皆様で確認してきます」

「ええと、ちょっとすみませんトーリ君。トーリ君に見せて良いか検けん分ぶんしてきます」

「我が王！　あの、智とも達だけだと不安なのでついて行きますわね？」

「オ、オメエら何か言い訳が適当だぞ……！」

　だが彼女達は小走りに奥の洗面所に移動する。

　……何やってんだかなー。

　しかし、悪い気はしない。こっちを気に掛けてくれているのだろうし、こっちとの縁のようなものを、深くしようとしてくれているのだというのは解わかるのだ。

　……また、関係が変わったよな。

　ホライゾンは浅間やミトツダイラに対し、ヘルプを求めるだけではなく、共同生活の一員というか、友人としての付き合いを始めたように見える。

　浅間はホライゾンに対して要らない遠慮が無くなってきたし、ミトツダイラも自分の事を優先出来るようになってきたと思う。

　と、奥から浅間が戻ってきた。何かと思えば彼女は入口のドアを半分開け、

「喜き美み！　ちょっと！　ちょっと！」

　呼んで数秒で、姉の匂においが店舗内に来た。花の香りだ。

　浅間と姉が数言交わし、ドアの向こうで姉の笑い声が響いた。そして、

「馬鹿ね！　そんな攻略法みたいなの知ったら、見てて面白くないじゃない！　上手うまくいく方法を知るのはアンタ達の仕事。こっちはまあ、上手く行ったり行かなかったりを楽しむのが仕事。それが私の贅ぜい沢たくなのよ。──だからアンタ達も、勉強になる程度は観みてきなさい」

　はあ、と浅間がドアを閉じる。その隙すき間まが閉じ切るまで、向こうからは姉の堪こらえ切れない漏らし笑いが聞こえてきたが、浅間が洗面所の方に戻ろうとして、

「え、ええと、トーリ君？　一応聞いておきますけど……」

「いや別に気にせず観てこいって。俺おれちょっと情けねえ映像だろうけど、驚嘆ドツキリ系みたいなもんで、格かつ好こ良かったらそれもまたキモいだろう……」

「まあそう言われてみるとそうですけど……」

　顔を赤くして、浅あさ間まがつと洗面所の方に向かう。向こうからはホライゾン達の、

「浅間様！　サクヤ様に食後のデザート希望で！」

「あと、智とも、器はまだ返さなくて大丈夫ですわよね!?」

　という声が届いてくる。そして浅間の、

「あっ、まだＭＡＸじゃないですか！　三百倍くらいで行きますよ！」

　行った。

　……スゲー勢いだ……。

　しみじみ思っていると、すぐに洗面所のドアが開いた。
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「早えな！」

　と振り向いている間に、女衆が店舗の方に転がり込んでくる。

　浅間とミトツダイラが床にぶっ倒れ、ホライゾンがガッツポーズで入ってきた。そして彼女がこちらに両の親指を上げ、

「完走、無理でした！　浅間様とミトツダイラ様の許容メーターが振り切れてしまったために、このままでは魂に悪いと判断しました。──つまり大好評でした！」

[image: ]

「うわー、俺おれ、自分でもよく解わからんところで大ウケかー……」

　と、浅あさ間まとミトツダイラがゆっくりと立ち上がる。

　二人とも、クローズ系の空詠みカラオケ店で五時間くらい熱唱したような上気と着衣の乱れを有しているが、ちらちらとこちらを横目で見てくる。
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・あさま：『うわ、ちょっとちょっと無理！　無理です無理！　トーリ君の顔を正視出来ないというか、ちょっとマズいですって。後光みが凄すごいというか……！』

・銀　狼：『え、ええ、解りますわ智とも。長年の付き合いと本舗生活で馴なれているつもりでしたけれど、何と言うか、我が王ったら自分のポテンシャルを知らないんですのね……』

・あさま：『あの、どうするんですかコレ、私達、全く不意打ちで凄いの食らっちゃった感じですけど、これもう同じような事になったら死ぬっていうか、死にますね……』

・銀　狼：『ですわねー……。これまでの、というか前回のをうっちゃって全部仕切り直しみたいな。何で我が王、この世に存在してますの……？』
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　浅間は、とりあえずもの凄い濃密ないろいろがリフレインするのを堪こらえながら、彼の方に顔を向けた。テーブルの向こう、普通に彼がいるが、

　……これがああなってこうなってそうなって──。

　アー駄目です駄目です。ちょっと無理。ハナミもガンガンと禊祓みそぎメーター回してくれてますが、何か諦あきらめたような笑顔は何故なぜです？

　ただ、横に座ったミトツダイラが、何か周囲の匂においを気にしつつ、言う。

「我が王？　……遠回しに言いますけど、今後、お体の方、お気をつけ下さいましね？」

「そんなにツボにハマったの？」

　いやまあ、と己は、結構前に彼に対して、ここで視聴の是非を聞いたのを思い出す。

　……甘かったですねー……。

「トーリ君」

「何？」

「……あの、ちゃんと言葉にして言ってくれれば、可能な限り対処しますから。ええ、我慢しないで下さいね？」

「俺そんな凄かったの？」

　いやいや、とホライゾンが左右に軽く手を振る。

「非常に、──満足でしたよ、このホライゾン」

　己は、ミトツダイラと共に、ホライゾンに頭を深く下げた。
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　で、というホライゾンの声を、ミトツダイラは聞いた。何かと思えば、

「ホライゾンはとりあえずノルマを果たしましたので、浅あさ間ま様やミトツダイラ様は、以後、何の気兼ねも無いと思って下さい。そしてまたこれからの話ですが──」

　……これから……！

　未来を思うに、〝今の〟があったのはキツ過ぎる。

　己は騎士！　騎士！　と思い込んでいないと、フラっと行ってしまいそうな感だ。

　すると、横にいる浅間が応じた。彼女も、上気した顔で、

「あ、はい。これからですが──」

　浅間が言った。

「私達は、ええと、ヴェストファーレンの後でも」

　テーブル下で、高速の手て刀がたなを浅間の横腹に突っ込んだ。
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・あさま：『イタタタタ！　ちょっと！　何ですかミト！』

・銀　狼：『ヴェストファーレン後って、いつですの──!?』

・あさま：『あれあれ？　何かミト、キャラが違いませんか？』

・銀　狼：『いえ、言い訳は立ってますのよ！　だから別に今夜でも構いませんの』

・あさま：『いや、でも、ヴェストファーレン前にテンションを上げても、ヴェストファーレンでこっちが追い詰められる可能性もある訳で……。その一方で、最終決戦の後にすると、下手へたすると死亡してる可能性もある訳で……。

　だったら、やっぱりヴェストファーレンの後が一番安全というか、気兼ねないと、そう思うんですよね』

・銀　狼：『…………』

・あさま：『ええと、……怒りました、か』

・銀　狼：『いえ、……流石さすがの〝蓋ふた〟ですわねー、と、ちょっと感動しましたわ』
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　まあいいですわ、とミトツダイラは思った。

　こういう友人だ。そして、こういう友人と共に、王の下に入ったのだ。

　……全く。

　先延ばしをしても、幸いは変わらないというのに。すぐに手に入れてはどうかと思うが、しかし、こうも思うのだ。

　……幸いをすぐに受け取ると、それを幸いと思えない性格ですのよね。

　それが幸せな事だと理解するのに、時間が掛かる。

　だったら無理強いをする気は無いし、

「ある意味、……ヴェストファーレン後と、自分で言い出したのは進歩ですわ、智とも」

「いやー……、褒められてないような……」

　自分は苦笑するだけだ。だが、ここにいる四人。表にいる喜き美みも、解わかっているだろう。

「私達は、表にいる子達を、将来、得るのですわね」

　そうだ。

　外にいる子達は、王の髪を用いて生まれ、そこには王の意思はなかった。だけど、

「……外の子達は、噓うそではなくなるんですわ」

「ミトツダイラ様」

　ホライゾンがこちらに目を向け、静かに言った。

「ホライゾンの目に、狂いはなかったでしょう。──ミトツダイラ様と浅あさ間ま様が来て、受け入れて、……そして何も噓ではなく、間違いではなく、繫つながるのです」

　それは、

「もしもトーリ様がいなくなったとしても、御二人は、今の延長として、疑いのない生き方をしていったのでしょうね」
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「諦あきらめが悪いんですわ。我が王と同様で」

　ミトツダイラの言葉に、浅間は頷うなずいた。

「後から気付く筈はずだったものを、今気付いていられるというのは、幸い前倒しですね」

「その辺りは、うちの真ま喜き子このおかげですので」

　ええ、と言いつつ、皆が頭を軽く下げあった。そしてホライゾンが、

「じゃ、ヴェストファーレン後にトーリ様が一回稼働出来なくなると、そう考えて宜しいのですね？」

「な、何かダイレクトに来ましたのよ!?」

「いやまあ、ちゃんとしておきたいと、そういう事ですので。そしてまた──」

　ホライゾンが顎あごに手を当てた。そのまま彼女は、鈍い汗をかき始め、

「あの、浅間様、以後はフリープレイ状態となるのですが、比率的に浅間様のエロパワーが強力なので、チョイと手加減して頂けると有り難いのですが……」

「あの、俺おれの人権、今、どの辺り？」

　ホライゾンがテーブルの中央辺りを指差した。そして自らそこを覗のぞき込み、

「……小さくて解りづらいですね……」

「ありまああああす！　俺おれの人権そこにありまああああああす！」

　一体どういう……、と思ったが、とりあえず表示枠サインフレームを出す。画面内に見せるのは、本舗の間取りと、結界の配置で、

「本舗内は加護結界を張ってあるので、この中だと、私達の寝室を中心としてトーリ君の分身が可能です」

「分身？　人数分？」

　ホライゾンが、こちらを真顔で見て言った。

「浅あさ間ま様一人に対し、トーリ様三人で足りますか」
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　ミトツダイラは、浅間が両の手の平を立てたのを見た。その上で浅間は、解わかり易やすい笑顔で、

「その発想は想定外でしたが、私、そんなガッついてないですよね？」

「でも回数余裕でオーバーしましたわよね？」

「いや、あれは、ほら、余録でサービスを受けるためで」

「智とも、それ結果論ですのよ？」

　うーん、と巫女みこが唸うなった。その上で、

「さすがにちょっと、初しよ手てからアブノーマルは……」

「後ならいいという事ですか浅間様」

「いや、……ふ、二人だって、ほら、変化が欲しくなったらどうするんですか……！」

　何となく正論だと思ったので、ホライゾンと一緒に拍手した。すると浅間は、あ、いや、どーも、と頭を下げ、

「トーリ君には拒否権ありますから。嫌な時はどうぞ」

「いや、……ぶっちゃけると、分身から戻った時の多幸感スゲーよ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、……だとすると、浅間様が複数になって、とか、複数と複数で、も有り得ると」

　横を見ると、浅間が口に手を当て、呆ぼう然ぜんとしていた。

「何を〝それだ！〟って顔してますの」

「いや、可能性！　可能性です！」

　一体どの口でヴェストファーレン後と言ったのだろうか。だがまあ、何事も可能性だが、

「……そういう気分に、なれる夜があるといいですわね」

「そうですね。ある意味、未来に繫つながる事ですから」

　と、浅間が表示枠を開いた。それは設定関係の羅列が密度高く並んでいて、

「東とう照しよう宮ぐうの設定も進めないとだめですね。出来ればヴェストファーレン前にある程度構築して、会議場ではトーリ君が現あら人ひと神がみ扱いだと、正まさ純ずみ達も議論しやすいんじゃないでしょうか」

「あの、……智？」

　一応、聞いておく。

「貴女あなた、ヴェストファーレン後って言ったの、まさか……」

「え？　これからしばらくはコレの設定をこれからやっていきますから、トーリ君とまあ、そういう事するの、私は巫女みこですし、東とう照しよう宮ぐうの設定が終わるまで、ちょっと危険です」

　だから、

「多分、スケジュール的に、ヴェストファーレン後までは駄目ですよ。ええ」

「そういう話はちゃんと説明しないと駄目ですのよ──!?」

　喜き美みがいたら笑い転げているだろうな、とは思う。
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「話が終わったみたいね？」

　と父姉様が言った通り、ネイメアは母達が本舗から出てくるのを見た。

　こちらはラーメンと餃子ギヨーザを大体片付けたところで、流体に相当アテられたのか、豊ゆたかが酔ったようになっている。そして、

　……御父様とホ母様、何だか流体反応が凄すごくありませんの？

　どういう理屈かは解わからないが、流体の波のようなものが、緩く父から溢あふれている。

　すると父姉様が、父に対し、目を細めて言った。

「随分調子乗ってるわねえ、愚弟」

「うーん、何かえらく生き返ってよかった感だけどさ。──ここからは生きてて良かった感ってやつかな、やっぱ」

「調子に乗り過ぎですが、まあ、それが保てるならばいいでしょう」

　というホ母様の声に、豊の母が頷うなずいた。そして彼女は父姉様に向かって一つ頷き、

「喜美、舞えますか？」

「あら、誰だれに要求してるの？　別に何だって行けるわよ？　そっち、サクヤと繫つながってるなら、何かまたぶん殴るの？」

　……また？

　横の豊が、眉まゆをひそめたが、この辺り、いつか聞かせて貰もらえるだろうか。ただ豊の母は手を左右に振る

「地じ鎮ちん祭さいです」

「え……!?　チンチン祭……!?　随分と攻めるわね!?　うちの周囲、四方天地万全にチンチン立てて奉るとか、何処どこの邪教!?」

　豊の母が手を振り上げると、その動きの間に父姉様が一町ほどダッシュで逃げた。

「フフ、浅間ったら、怒りっぽいわよ!?　このお馬鹿さん……！」

　たしなめてるのか煽あおってるのか解らないあたりが凄い。ただ、豊の母は一息ついて、

「トーリ君の神気が強い内に、東とう照しよう宮ぐうの基本設定をしておこうと思うんですよ」

「それは、まさか──」

　ええ、と豊ゆたかの母が頷うなずき、豊に視線を送った。

「豊？　御父さんを神様にします。ヴェストファーレンまでに、です。

　──そんな未来、見た事も聞いた事もなかったでしょう？」
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　そして武蔵むさしは羽は柴しば勢を組み込み、翌日には大和やまとを武蔵二番艦と位置づけ、各国にその合流と、関せきヶ原はらの終了を正式に発表した。

　羽柴勢はM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクか、P.A.Odaなのか、そこは明かされる事なく。

　各国は表向き、羽柴の脅威が欧州から去った事を歓待しつつ、裏の向きでは大勢力となった武蔵への牽けん制せいを思案し、また、協働の道も探り始めた。

　だが、どの国も解わかっている事があった。それら全ての結論は、ヴェストファーレン会議で出るのだと。

　一方の武蔵側も、各所に調査の手を伸ばし、直なお政まさ姉妹が真さな田だに向かったのを始めとして大おお谷たにや立たち花ばな夫妻がそれぞれ自分のコネクションを通じて動きをとった。

　結果。一六四八年十月二十四日。M.H.R.R.改派プロテスタント北西の町、ヴェストファーレンの郊外に、巨大な建造物が姿を現した。

　IZUMO製。航空艦の突撃にも耐える事が出来る巨大な半球状の建物は、見る人によっては一つの感想を抱かせた。

「本ほん能のう寺じに似ているな……」

　白の姿。直径一キロ超の会議場の周囲は、各国の臨時協定によって相互非戦の中立地だ。

　後はそこに、それぞれの航空艦や移動手段が降りていく。

　気が早い国は三日程前から集まり、国家間の非公式ロビー活動も始まっていたが、最終便とも言える二十四日未明。一つの姿がヴェストファーレン上空に到着した。

　八艦一体の巨影。武蔵だった。

　各国の誰だれも彼もが見上げ、観測術式で細部を確認する。

　直後。武蔵八艦が、いきなり周囲の光を失った。

「え？」

　変化は緩やかだったが。段々とそれは明確になり、確定した。

　仮想海を失った武蔵が、自由落下状態で落ちてくるのだ。その動きは止まらず、加速し、皆はお互いの顔を見合わせて叫んだ。

「うわぁ──────!!」
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・ベ　ル：『あ、あの、御免なさい！　生いく緒おちゃんに、ちょっと武蔵むさしの艦隊運動憶おぼえて貰もらおうと思ってたら、模造を受け渡す時につい落としちゃって！』

・金マル：『てへっ☆』

・武　蔵：『今の、ナイト様の分も鈴すず様の分としてくっつけて各国に報告しましょうか。それで反抗はなくなると判断出来ますが。──以上』

・きめえ：『まあ、ヘイトが来ても片かた桐ぎりに集中すると思うから、総艦長代理が無事ならいいんじゃないかしら』

・□□凸：『ぼ、僕が自己責任で母さんの盾ですね!?　の、望むところです……！』

・長安定：『おい！　早う総艦長代理の通神文メール寄越しーや！　下の方にいる国から〝総艦長代理の謝罪文じゃないと赦ゆるしません〟とか来てるで！』

・●　画：『ここで点てん蔵ぞうの画像付き謝罪文送ったら、世界は終わるのかしら……』

・巨　正：『そんな、……コメント出来ない事を……！』

・副会長：『というか。おかしい……。私、今回は平和に行くつもりだったんだが……』

・ホラ子：『大丈夫ですとも正まさ純ずみ様、大事なのは第一印象です』

・副会長：『その第一印象が駄目なんだよ……！』







[image: 第三十六章『歴史の転換点』]
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　暴風が早朝の大気を洗い流していた。

　空。それも高度三キロ弱の位置から、地表二百メートルの位置まで武蔵むさしが落ちてきたせいだ。各地にあった天幕は倒れたり吹き飛び、術式による大気干渉や結界防護が風に対抗した。

　そして警報が鳴り、上空の武蔵が安定したところで、各国に武蔵から謝罪文が届き、幾つかの国は損害の賠償を求める決議を行い、

「……まあ大体、何かやらかすと思っていましたが」

　と、ヴェストファーレン西側。広大な区画の一つを使用している朱あけ色いろの艦隊から、呆あきれたような声が生じた。

　三征西班牙トレス・エスパニア副会長、フアナだ。
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　フアナはジャージ姿だった。まだ会議前で、自陣内なのだ。

　朝食前の軽いランニングで大型艦のデッキ上を走っていたところ、武蔵落下のアクシデントに遭った。周囲の皆は慌て、退避を促してきたが、こちらは落ち着いたものだ。

「大丈夫！　落ち着いて対爆風処置を！　武蔵が操艦をミスする筈はずがありません！」

　さっき確認したら思い切り操艦ミスだった。というか〝落とした〟とか、どういう。

　……これだから武蔵勢は……！

　何となく内心で軽くキレるが、そういう連中だと思った方が良い。大体、

「大戦力、ですね……」

　ここ、甲板から見上げる武蔵は久し振りの姿だが、やはり以前と形が違う。

　……細部の変更があるようです。

　京きよう都とで見た時から、形が各所違うように思う。

　出力系などが変わったと聞いているが、全体の新品感を得るのは、やはり自分が超祝福艦隊グランデ・フエリシジマ・アルマダを新造し、〝新型艦〟を見慣れたせいだろうか。

　あの武蔵が、作り直された。

　改造ではなく、ほぼ完全な新造だ。そしてそれは、一つの意味を示す。

「武蔵こそが、この世界における、最新鋭艦という、……そういう事です」
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「あいつら、ホントに馬鹿をやりおるなあ……」

　こちらは地元組の区画。ヴェストファーレンの町に接続されたような臨時宿舎の前で、巴ともえ御ご前ぜんは一息をついていた。

　上空。そう、まるで自分達の頭上にいるように錯覚される巨艦群は、止まっている。

　……落ちぬ、か。

　正直。武蔵むさしが落下してきたという報告があった時、こう思ったのだ。

　……上手うまい方法だな!!

　そう。ヴェストファーレン開始前に、敵対勢力となる改派プロテスタント辺りを撃沈するのだ。

　そのまま武蔵が上空にあれば、どの国ももはや身動きを取る事は出来ない。

　当然、会議は恐怖が支配するものとなろうし、各国がそれを破棄して同盟を組む可能性だってある。だが、

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズや三征西班牙トレス・エスパニアは、その武蔵と手を組むであろうよ」

　利害は一致しているのだ。

　だから、方法としては有りだと思う。自分達も、外に利害を一致出来ていて、武蔵を所有しているならば、今の落下を一撃とするプランは思案に上がったろう。

　しかし、それは止まった。

「ゲーリケ。こちらはどうだ？」

　Ｔｅｓテスタメント．、という返答が、宿舎の二階から来た。しばらく何か走り回って往復する音がして、窓からジャージ姿のゲーリケが飛び出してくる。

　そして彼は、空中で義腕を右だけ噴かして真空制御。宙で身を回してから眼前に着地した。

「……たかが二階から降りるのに、大おお袈げ裟さではないか？」

「持ち味を活いかすのです、巴ともえ御ご前ぜん！」

　そうか、と己は頷うなずき、そこから問うた。

「じゃあ貴様の持ち味として、現場管理だ。──今、どういう状況だ？　下手へたに騒いでいる連中はいないか？」

「阿蘭陀オランダ代表達が朝風呂入っていたため、宿舎に全裸ダッシュで退避して軽く騒ぎになりましたが、まあ許容範囲です。ただ、各国に配るためのビラが今さっき全部吹っ飛びました」

「……次に私が何言うか、解わかってるか？」

　はは、とゲーリケが笑った。

「既に麾き下かの者達に拾いに行かせていますとも、巴御前」

　はは、と自分は笑った。ゲーリケの肩を一つ叩たたいて、

「……貴様の義腕の特性って、何だ？　んン？」

「Ｔｅｓ．！　真空状態を発生させる事です、巴御前！　吸いますね！」

　こちらがもう一回彼の肩を叩き、宿舎を指差すと、ゲーリケがダッシュで走って行った。

　結構派手な真空音が宿舎の向こうから聞こえてきて、何か垣根の破壊音も聞こえてきたが、許容範囲だろう。

　ともあれ、と己は思った。頭上にある武蔵が、またゆっくりと動き出し、所定の位置へと動き出すのを見上げながら、

「……これで一応、全ては揃そろったと言うべきか？」
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「うわー……、面倒なのが揃ってますね、コレは」

　と、竹たけ中なかは眼下を見ながら嘆息した。

　位置は多た摩まの外交港。ウイングの外端となっているテラスだ。食堂も用意されたここで、朝から三千世界を展開しながら会議用の情報を処理している。が、ヴェストファーレンが近づいてきてからは、気分がちょっと外向きになっている。

〝羽は柴しば勢〟として動いていた時期。武蔵むさしが撃沈されてから復活するまでの間、各国との交渉などを行った。

　いろいろな国を訪問したし、受け入れて話もした。

　故に、各国の旗艦や主力艦の形などは三千世界に記録しており、照合も出来るのだが、

　……いますねー……。

　欧州列強だけではない。関係国、及び三十年戦争に加わっていなかった国も、オブザーバとして参加しており、その多くは元首が出てきている。

　欧州側で特に法外なのは、英国と上越露西亜スヴイエート・ルーシだろう。

・黒　竹：『英国のグラニュエールと、上越露西亜の商船艦隊が来てますよ。これ、英国は女王が乗り込んできてますよね』

・傷有り：『あ、昨夜ゆうべにジョンソンから連絡ありました。〝リトル行くので御期待を！〟ってありましたからシェイクスピア辺りかと思えば、確かに王賜剣エクスカリバーの反応を見ても、うちの妹が来てそうですね』

・巨　正：『え？　あ、では、昨夜から王賜剣三型ＥＸ．カレトヴルツフが立ち上がって何かフラフラしてたのは、叔母おば……、ええと、妖精女王が来ているのを察知していたのですね？』

・□□凸：『……あの、昨夜から浮いていたとなると、さっきの急降下、大丈夫でした？』

・しとお：『あ、大丈夫で御座るよ？　──隣から〝ドン〟って音がしたので慌てて駆けつけてみたで御座るが、王賜剣三型が天井に突き刺さってただけで御座った』

・黒　狼：『上の住人の御無事──!?』

　調べてみたら空き部屋だった。セーフ。

　……いやアウトですよ……！

　段々と武蔵に馴なれてきてる気がして怖い。ただ御親族の方も、

・傷有り：『ジェイミー。固定しておくのは可哀かわい想そうだというなら、ちゃんと面倒を見てあげないと駄目ですよ？』

・金マル：『メーやん、そういう事故無かったっけ？』

・未熟者：『T点蔵様S好き2好きHホームランとか、充分な案件だと思うんだけどね？』

・●　画：『まあ、うちならいつもの事よね。開いた穴は塞ふさぎに掛かってるんでしょ？』

　……軽い……。

　都市破壊級武装が不穏な反応しているんだから、出来れば報告して欲しかったけど、持ち主にとっては「まあよくある事」なのだとは思う。

　大丈夫ですかねー、と心配になるが、なるようになるしかあるまい。ただ、

・銀　狼：『メアリ？　清きよ正まさの事ですけど、……妖精女王に〝叔母おば様〟呼びは、有りですの？』

・巨　正：『……ええと、実はそのあたり、かつての未来でも定かではありませんでした……』
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「ヘイ、レディ！　今日きようは羽は柴しば勢としての姪めい、ジェームズ一世と御対面だが、どのように呼び合うか決めているのかね！　妖精女王からはジェームズ一世だろうが、さて、向こうからはどうだと思う!?　やはり叔母様かね!?」

　グラニュエールの艦首甲板上。手振り付きで言ったジョンソンの足元に穴が開いた。

「Ａｈ──────！」

　落下していく声を聞いて、甲板の清掃管理をしていたホーキンスが振り向いた。

　だがホーキンスは何も言わなかった。言うと巻き込まれるからだ。

　無作為にホーキンスの足元に穴が開いた。

「アァ──────!?」

　落ちていく声を聞いて、私服姿のエリザベスは一息を入れた。

「ジョンソンも一人で落ちては寂しいだろう……。私はホントに気が回るな……」

「妖精女王、お前、実はちょっと苛いら立だってるだろ」

　オマリの半目に、エリザベスは半目を返した。だが彼女は、

「否。──ある程度は、納得がいっている」

「ホントかよ？　どんな風に？」

「あの忍者、未来でおっ死んだっていうではないか。──スっとした私は、心が狭いか？」

「レディ！　下が弾薬庫で死にかけたよ！　だが私の運動神経ならば大丈夫！」

　下に穴が開いて詩人がまた落ちた。

　下の方からドレイクの、

「あぶねえ──！　一回避けて置き直そうとしたところに降ってくるんじゃねえよ！」

　などという声が聞こえてくるが、妖精女王は腕を組み、首を傾かしげた。

「あの忍者……、議場で、やってしまうか……」

「姉が泣くだろ」

「うーん……。それさえ無ければな……！　そこだ！　そこが問題なのだ！」

「いや、問題そこじゃなくてお前自身だろ。ちょっと正気になれよ」

　と言っている間に、甲板に上がってくる影があった。

　ダッドリーだった。彼女は鉄球を階段に跳ねさせ、音を作りながら表示枠サインフレームを掲げる。数枚に渡るそれは、周辺の陸りく港みなとの使用状況と、国名、人名のリストだった。

「へへへへ陛下！　武蔵むさしの着港により、全体の出場枠がででで出ました！」

　それは、

「上越露西亜スヴイエート・ルーシ、及び関東、奥おう羽うなど極東勢力も含めるものです！

　つつつつつまり、これは完全な、──本当の国際会議となります!!」
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「ココ……、流石さすがに我々を無視しては、後に恨みを買うと気付いたかえ。呼ばれて参上というのは、なかなか気分のいいものよのう」

　奥羽代表という身分だ。義よし光あきは、既に大地に着港した甲板から空を見る。

　武蔵が回頭と降下を同時に行うのを見上げる身。最も上がみに与えられた装甲輸送艦は関東IZUMO製の最新だが、これが山やま形がた城じようの代わりという訳ではない。

　……代わりとしては、もっといいものを預けてくれたのう。

　背後の空、東の上空に、巨大な影がある。

　有あり明あけだ。

　一辺十キロを超える平面の構造体は、流石にヴェストファーレンには入れない。元々、奥羽や関東方面の参加は史実にないのだ。ゆえに該当地域の艦の中心、または輸送や補給の基地として、有明はヴェストファーレン東の空に控えていた。

　会議場へと極東勢の輸送艦を向かわせる拠点役だ。

　そこから行くのはしかし、外交用の輸送艦ではなく、戦闘用の装甲輸送艦。

　それらを率いたのは、白塗りにされた伊達だて家け旗艦、青あお葉ば城じようだった。

　艦首に武神青せい竜りゆうを立て、シンプルとも言える武神空母型の艦が行き、最上の装甲輸送艦がそれに続いて行く。後ろを押さえるのは里さと見みの輸送艦だ。

　奥羽、関東勢の中、最も年長となり、個人戦力であり、また親族家系としても長に当たるのが最上の自分だった。

　勢いのある若手として、伊達が前を引き、将来を担う若手として、里見が押さえる。

・九尾娘：『義よし康やす。──八やつ房ふさを立てておけよ？　里見の晴れ舞台ぞ』

・義　　：『解わかっている。後で武蔵勢と一時合流するが、気になる相手はいるか？』

・九尾娘：『構うな。ここはこちらが見られる場。村むら雨さめ丸まるを見せびらかすつもりで立っているとええ。──伊達の青竜、里見の八房、欧州列強でまともに相手が出来るのは三征西班牙トレス・エスパニアの白びやつ虎こかのう』

・義　　：『六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズのパレ・カルディナルが現存であれば』

・独眼竜：『──伯母おば上、では我ら、田舎いなかくさい武神戦力と、そう言われぬようにしなければなりませんね』

　Ｔｅｓテスタメント．、と己は頷うなずき、口くちの端はから笑みの吐息を漏らす。

　……贅ぜい沢たくよのう。

　通神文メールでは、奥おう羽うの守りを控える義よし姫ひめが、政まさ宗むね達を頼む旨を伝えてくる。

　全くもって、一年前にはあり得なかった変化と現状だ。半年前でも想像は出来ない状況だと言えよう。

　今、各艦は着港し、欧州勢を左右に物もの怖おじしない姿を見せている。

　欧州側も、当然のように最新鋭艦を出し、礼式仕様だが、武神や、場合によっては機竜、機き鳳ほうなども甲板上に登場させていた。

　勇ましい。

　無論、各国のアピールは、それぞれの示じ威い行為だ。

　二強と、明確に言える武神があり、背後には有あり明あけもある。更には、

「ココ、……サービスし過ぎであろうよ」

　青せい竜りゆうと八やつ房ふさの背後に、もう一機ずつ武神が控え、片かた膝ひざを着いた。

　礼装仕様ながら重装甲を更に厚く傾いた左さ月げつと、こちらは航空戦用の翼を飾った〝信しん〟だ。

　どちらも並の国なら旗機級。それが〝極東勢〟として存在している事を、

　……ようやく見せられる、というところよのう。

　極東は狭いが、歴史再現の影響もあって各国の行き来する範囲は狭い。大航海時代以降の外洋貿易もポイント的なものや、艦隊単位でのものだ。

　国家の〝形〟を、他の国家が見られるという機会は希まれだろう。

・有　明：『義よし光あき様、観測しておりますが、他国、特に北欧系を中心とした国家がこちらを気にしているものと判断出来ます。──以上』

・九尾娘：『よいよい。……武蔵むさし勢が降りてくるまでは主役気分でいればええ』

　と、不意に聞こえたざわめきに、己は会議場の方を見た。

　東西南北。こちらから見えるのは東側だけだが、その入場口が開いていた。

・有　明：『各国控えの間の用意が出来たのでしょう。各国、序列を考慮してか、入場口から近い方より入場を開始しております。──以上』
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　……実質上のヴェストファーレン会議の始まりだえ……。

　義光は、目を細めて入場口の方を見た。

「東の最大手は、やはりP.A.Odaかえ」

　白塗りの鉄甲船を八艦持ち込んだP.A.Oda駐艦場からは、幾つかの人影と、それを囲む護衛の群が歩き出していた。

・副会長：『そちら、P.A.Odaの入場が始まったか？』

・義　　：『Ｊｕｄジヤツジ．、スレイマンと教皇総長を確認した。他、あれは丹に羽わと、前まえ田だか……。もう一人ついているのは──』

・カニ玉：『不ふ破わ先輩ですね！　恐らく会計役です！』

・九尾娘：『ココ、羽は柴しば勢出身がいると、話が早いのう』

　手元に、竹たけ中なかから、P.A.Odaの人員の割り出しと、推定戦力量までが計上されてくる。もはや一戦を想定した状況だが、

　……これが竹中という軍師の手て筈はずよのう……！

　ハイダメージを甘受するとは、こういう事なのだ。

「ぶっちゃけ、関せきヶ原はら前だったならば、うちに欲しい人材よのう」

『戦闘を考えられる人材だったら、確かに欲しいモン！』

「鮭しやけ延のべはアドバイザーだが、どちらかというと経済寄りであるからのう」

　適材適所として、適材が欲しい、というところだ。

　……ともあれ、P.A.Odaは、教皇総長達を全く隠さずに出てきおったか。

　これはまた面白い、と思った時だった。

・自爆娘：『北側、見えるでありますか？』

　武蔵むさしは南側だ。北を視認するには上空からでなければいけないが、現状着地姿勢に入っている。ならば北を見るのは東側にいる自分達の役目となるが、

・九尾娘：『──一体、何が目的ぞえ？』

・自爆娘：『瑞典スウエーデンの入場、こちらに転送出来るでありますか？』

　Ｔｅｓテスタメント．、と頷うなずいている間に、一際大きいざわめきが生じた。

　何かと思って視線を上げた己は、それを見た。

「……武神か？」

　北側入場口。そこに至る通路部分に一体の重量級武神が存在していたのだ。
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　多た摩ま、外交甲板上。

　輸送艦待ちの忠ただ興おきは、クリスティーナが表示枠サインフレームを前に息を詰めるのを見ていた。

　……そいつか。

　嫁が、武蔵勢について行く事を決めた関ヶ原以降、いろいろな事を改めたのを、己は知っている。

　食事の内容を、流行や御褒美的なものから、身体からだを律するものに変え、朝と夕には武蔵艦上をランニングしたり、時には特務級と訓練のような事を行っている。自分も付き合いで、中等部の学生としては一足先に高等部の施設を借りて射撃練習などを付き合ったが、

「有事があるとしたら、そいつか」

　視線の先。東側に位置する極東勢、及び有あり明あけ側から送られてきた映像がある。幾つかの視覚素子や撮影術式の画像をミキシングし、かなり接写として寄せた合成だ。

　そこに見えるのは、青緑色の巨きよ軀くだった。

　武神だ。

　身体からだの各所に砲門や射撃システムを搭載しているのが、特長だろう。

　重装の身が、しかし足取りを確かに、入場口へと向かう。その姿を見据え、クリスティーナが静かに言った。

「あれは武神ではありませぬ」

「……？　どういう事だ？」

「度重なる戦闘によって負傷、損失した各部を機械に置き換えていったら、ああなったと、そういう事でありますね」

　つまりは人だ。そして、相手の正体は、

「アクセル・オクセンシェルナ。──瑞典スウエーデン副長にして最大戦力。あれがこのヴェストファーレンで私の敵となるのでありますよ」
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・ＡｎＧ：『これは会議場内でドンパチ始まるって事？』

・金マル：『んー、どっちかって言うと爆発？　結構派手じゃないかな？』

・黒　狼：『国際会議って、随分と血の気が多い事ですのね……』

・副会長：『いや、まだ始まってないし、そうなるとも限ってないぞ!?』

・きめえ：『……でも何か、先が見えてきたように思うのは、気のせいかしら』

・未熟者：『おっと後輩君達！　そう悲観的になっては駄目だよ！　そう、こういう状況こそ僕達の得意分野だからね。どんな状況であろうとまず相手の揚げ足を取ったり隙すきをついて泥沼の状況にしてやってから、飛躍によって誰だれも思いつかない結論を導くんだ！』

・不退転：『悲観的どころじゃなくて、悲観の原因が来たわね』

・黒　竹：『あの、今回、おねーさんメインじゃないのに何故なぜか心労が……』





●






　瑞典本国側が、副長を登場させた事によって、幾つかの参加国は、自分達の議論や戦術を改める事となった。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズはその内の一つだ。

　入場位置は西側。こちらには三征西班牙トレス・エスパニアも着港しており、

「三征西班牙の現地展開力というか、陸りく港みなと上に艦船と天幕で陣を素早く作り上げる技術は、見事ですわねえ」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、時折に各所から聞こえてくるざわめきや、歓声を耳にしつつ、苦笑した。

　今、思うのは、これからの会議の動きの変化と流れだ。

〝鍵かぎ〟は、かつて瑞典スウエーデン総長が述べた通り、瑞典本国が乗り込んで来た事だった。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは、ヴェストファーレン会議において、瑞典本国とは接点がない。自分達が主として出るミュンスター講和会議はM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクを相手にするものであって、瑞典本国が出るのはその前に行われるオスナブリュック講和会議。

　だが、瑞典本国も、自分達も、同じM.H.R.R.旧派を相手にするのだ。

　瑞典本国は、M.H.R.R.旧派から奪えるだけ奪うつもりで来ている。これは瑞典総長が懸念していた事からも解わかる。

　……この場合、M.H.R.R.旧派次第の部分が大きくなりますわね。

　もしもM.H.R.R.旧派が瑞典との講和によって権益を奪われていたならば、後から講和会議を行うこちらは、何を求めるべきか、どのように対応すべきなのか。

　どちらにしろ、後に会議をする六護式仏蘭西は〝変化〟せざるを得ない。

　幾つかのパターンを考えておこうと思う。更には、

　……うちの子達、どうしてますかしら？
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・現役娘：『ちょっとネイト？　貴女あなた達の方で、瑞典対策出来てますの？』

・銀　狼：『お、思い切り情報漏ろう洩えいを促しに来ましたわね？　というか、今、そっちに向かっているところなので、少々待って欲しいですわ。控えの方で合流しますの？』

・有　明：『失敬、〝有あり明あけ〟です。先行スキャンしている段階ですが、内部は円状に部屋が並んでおり、西側の六護式仏蘭西と南側の武蔵勢は、少々距離が離れていますね。これは私が担当している東側の極東勢も同様です。

　また、各部屋はかなり強固な情報遮断結界が入っておりますので、内部では中継役などを置かない限り、部屋間の相互通神や外部通神は難しいものと判断出来ます。──以上』

・立花嫁：『西は三征西班牙と六護式仏蘭西。南はK.P.A.Italiaと武蔵とM.H.R.R.。東は極東勢と上越露西亜とP.A.Oda。北は瑞典を初めとした改派プロテスタント諸国と英国。

　──各方向、武蔵に味方する国家と、それに敵対状態となっている国や、友好とは言いにくい国がセットになっていますね』

・貧従士：『西はどちらも武蔵と友好的……、と思ったら、西せい仏ふつ戦争があって、ミュンスター条約の後でお互い殴り合うんでしたっけか……』

・不退転：『トラブルの無い組み合わせは無い、という事ね』

・ウキー：『Ｊｕｄジヤツジ．、実質、武蔵むさし包囲網、といったところだな。聖連の手引きだろう』

・俺　　：『緊縛……！　聖連も趣味が変わらねえな！』

・ホラ子：『正まさ純ずみ様、今回の会議で、つまらないネタを言ったら尻しり子こ玉だまを抜くとか、そういう決定をしておきませんか』

・●　画：『それ総長に向けてんの？　それとも正純に向けてんの？』

・副会長：『言っておくけど私のギャグは小等部にはウケがいいからな!?　お前らのように耳が腐った連中には通じないけど！』

・黒　狼：『あの、御母様、……毎回こんな余裕ブチかましてましたの？』

・銀　狼：『ネイメア……、上手うまく説明出来ませんけど、多分、全体的にウォーミングアップと同じ効果がありますのよ？　コレ』
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　あ、と声が上がったのを嘉よし明あきは聞いた。

　降下していく輸送艦の上だ。会議場内部が通神遮断されていると、〝白姫ヴアイス・フユルステイン〟が呼び出せないかしら、と、そんな事を考えていたのだが、

「……どうしたの三みつ成なり。また、何かやらかしたの？」

「な、何か酷ひどく偏見有りますけど、今回は私じゃないです！　コレですコレ！」

　と、彼女が出した表示枠サインフレームは、控えの間の割り振りだ。

　南側。自分達の名前が並んでいるが、

「……え？」

「ですよね!?　ほら、皆さん見て下さい！」

　見る視線の先。そこには母達の名前もある。だが、その区分けが違うのだ。

「武蔵勢と、羽は柴しば勢が分けられてるわね……」

　自分達は、武蔵勢と分けられ、M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクに入れられているのだ。
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　初めに感じたのは、不愉快だった。

　嘉明としては、既に武蔵勢と合流しており、気分的にも、実質の生活としても、ほぼ武蔵側に軸をズラしていたのだ。

　関せきヶ原はらから約三週間。

　生活のターンとしての〝週〟を三度も超えれば、大体の流れはつかめている。そもそも規則性では正しい武蔵上だ。配送業のランクも七位まで上がった。

　だがそれらを無視して、自分達の居場所を決定された。

　……喧けん嘩か売ってる、って事かしら。

「アンジー」

「武蔵むさし側に入っちゃう？」

　即答だ。応こたえず、他を窺うかがうと、やはり母世代の方に混じっていた豊ゆたかやネイメアが、首を傾かしげているのが見える。だが、

　……残念だけど、私達に決定権はないわね。

　思い、竹たけ中なかを探すと、既に彼女は副会長や代表委員長と額を合わせて議論を開始していた。竹中が三千世界を浅めに起動し、代表委員長のあげる懸念の裏を取り、副会長が方向性を決定していくと、そんな三者会談だ。

　三千世界の表示枠サインフレームが、高速に積まれては廃棄される、というのを繰り返している。という事は、議論としてはスマートなのだ。

　ならばふと、気付いたのは、自分達と同じように立っている三みつ成なりに視線を向け、

「三成？　……何であの議論に参加してないの？」
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・ＡｎＧ：『アー、みそっかすかあ……。うん、解わかる解る。しょーがないよねナリナリ』

・小　姫：『しょ、しょうがなくないですよう。三成様、関せきヶ原はらの時だって最後に逃走ダッシュで頑張りましたし、多分最後に出番ありますですよう』

・黒　狼：『これ、フォローになってますの？』

・８４８：『え、ええと、頑張ります……』
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　正まさ純ずみは手を上げた。このような状況が何故なぜ作られたか。相手の意図の推測と、対抗策を大体思案出来たからだ。

　……だがまあ、こういう形で先手を打ってくるとはな。

　とりあえず、皆に言っておく。既に輸送艦は高度を随分と下げているのだ。位置合わせの流れがそろそろ始まるだろう。ならばその前に、

「聖連側は、羽は柴しば勢をM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクに限定したいようだ。──つまり、ここには聖連諸国の実質上の盟主を謳うたうK.P.A.Italiaの保身と、各国への忖そん度たくがある」

「羽柴勢をM.H.R.R.旧派に押し込める事で、K.P.A.Italiaは、各国からの支持を得ると、そういう事ですの？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、まあ深く考えるまでもなく、それが元々の流れだったんだ。そしてまた、各国、羽柴勢にはその天下取りの流れの中で相当にやられただろうから、ここで恨みを晴らしておきたいというのもあろう」

　石いし田だが何処どこかに逃げようとしたのを平ひら野のが袖そでを摑つかんで止めた。

　そんな動きを見て、竹たけ中なかが小さく手を上げる。

「この部屋割り指示、P.A.Oda側には、羽は柴しば勢から一人も送らない事になってますね」

　これはどういう事か。

「合流の際に議論しましたけど、私達が抜けるとP.A.Odaには多大な損失です。

　つまり現状、私達をP.A.Odaから引き離す事で、聖連はP.A.Odaに穴が開く事を期待しているんですが、これは聖連がP.A.Odaを警戒しているという事でもありますね」

　更に、この流れは一つの事を示す。

「各国は、武蔵むさしに期待をしている。……そういう示しでもあります」
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　竹中は時流というものを感じていた。

　武蔵と自分達は、合流に至るまで、大枠としては対末世のために動いていたのだ。

　だが、武蔵は各国と協調して、回りくどいが、それぞれの理解を取り付けてきた。

　そして自分達は、速度を優先として、羽柴による天下取りという、他国への支配を利用してそれを行おうとした。

　結果として、自分達は敗北し、武蔵は他国の信頼を勝ち得た。一方で自分達には、為なそうとしていた事よりも、やってきた事へのヘイトがあると、そういう事だろう。

　これは否定出来ない事だ。何故なぜなら、

「各国の多くは、武蔵に恩があり、ヴェストファーレン以後も良い関係を保ちたいと考えている訳ですね。だけど私達が合流してしまった。この状態で私達を叩たたけば、武蔵にも被害が出て、気分を害されるかもしれない訳です」

　だから、

「私達を武蔵から切り外して叩けば、武蔵に掛かる迷惑は最小限で済む。

　そういう事ですねー……」
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・現役娘：『Ｔｅｓテスタメント．、羽柴勢の切り離しによる武蔵の保護。この場合、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとしても、他意はありませんわ。外界開拓などに必要なのが武蔵とするならば、却かえって羽柴勢による被害がない方がいいですものね』

・銀　狼：『ですけど、羽柴勢は私達の身内ですのよ？　御母様』

・現役娘：『あらまあ！　いいですの？　ネイト、よく聞きなさいな』

・銀　狼：『何ですの？　御母様』

・現役娘：『──それを考えるのは貴女あなた達の仕事ですのよ？』

・銀　狼：『ま、丸投げの無責任来ましたわね!?』

・副会長：『うーん、でもまあ実際、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとしても、羽は柴しば勢が武蔵と一緒にいない方が都合いいだろうな。他国と足並み合わせられる、という事もあるし』

・現役娘：『Ｔｅｓテスタメント．、関せきヶ原はらであれだけ仲間感を出した六護式仏蘭西でも、損得で考えると、羽柴勢は武蔵から剝はがしておいた方が得だと思いますの。──この事、大事ですのよ？』

・黒　竹：『大事……、と、そう言いましたね？』

・現役娘：『Ｔｅｓ．、〝大事〟ですわ。その事を憶おぼえて決断と行動して下さいましね？

　では私達、そろそろ控え室に移動ですの。──会議場で会いましょうね』
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「──早速、仕込んできたな」

　浅あさ間まは、正まさ純ずみの声に頷うなずいた。応じるように表示枠サインフレームを展開し、

「ええと、皆、全員の通神設定を常時中継化します。少し出力食いますけど、武蔵も有あり明あけもありますから、気にせずにずっと開いていて下さい」

・九尾娘：『──つまり、会場に乗り込んだ誰だれもが中継基地化する、というものよな？　ならばこちらにも設定を寄越すとええ。極東勢、という枠で武蔵と情報を共有したい』

　浅間がこちらを見るので、己は頷いた。

　……味方を増やした方が良い。

　そして味方には、常の協力を求めた方が良い。そういう事だ。ならば、

・副会長：『人狼女王レーネ・デ・ガルウ！　間に合うか!?』

・現役娘：『あらあら、何ですの？　今、お昼御飯のバッグを抱えてダッシュ中ですのよ？』

　何となく西の方を見ると、地表に並ぶ艦群の間を土煙が突っ走っていくが、アレだろう。というか、何か輸送艦が一艦、その土煙の先端で軽く跳ねているんだが、広義のバッグというべきだろうか。ともあれ、

・副会長：『浅間神社代表から制御情報プログラムを一つ送る。どうとでも使ってくれ』

「あ、私、今は東とう照しよう宮ぐう代表で来てますけど、……まあ、ええ、但し書きつけときます」

　馬鹿の方の調整も成ったと、そういう事か。

　すぐに浅間の走狗マウスが手を一つ打ち、制御情報を相手に送った。

　……届けばいいが。

　向こうもスケジュールがあるし、方向性もあるだろう。無理にとは言わないが、いざという時の連絡手段になればいい、とも思う。

・義　　：『こちら組み込み出来た。これでいいのだな？』

・ゆたか：『あ、はい。問題ないです。──極東勢、向こうの通神状況がどうなっているか解わかりませんが、視認してなくても同じ空間にいれば相互に入ります。極東式の音声遮断結界ならこの通神を通しますので、音声遮断結界を控えの部屋に掛けた後、ドアをちょっと開けておくといいかと思いますね』

・金マル：『……御免、途中まで、アサマチの台詞せりふだと思って脳内再生してたよ……』

・十ＺＯ：『敗北感を食らったような書き込みしなくてもいいのでは御座らぬかな……？』

・●　画：『あ、じゃあ仕事中の台詞回しは同じで大丈夫なのね……！』

・あさま：『そ、そこ！　新ジャンルに飛び込まない！』

　相変わらず過ぎる。だがまあ、そういうものだとも思えるから、これはこれでいいのだろう。

「……ともあれ正まさ純ずみ、情報交換の手段はなるべく広めました。下手へたに物理手段をとらなくても大丈夫ですから、いつも通りで御願いします」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──じゃあどうするか」

　正純が、豊ゆたかから左さ近こんに渡された三みつ成なりを見て言う。

「羽は柴しば勢の引き剝はがし、これに対し、どう構えるべきか」
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　ホライゾンは手を上げた。とりあえず、という事で提案するのは、

「面倒な連中は会議場で右から左に順次碑石アタックで沈めて行くというのはどうでしょう」

「うーん、それやったら相当な騒ぎになると思うんだよなあ……」

　駄目らしい。

　すると二ふた代よが手を上げた。

「正純、──つまり物理は無しなので御座るな？」

「本ほん多だ・二代……、会議場と、講和会議という文字を見て、何を思っているのですか……」

　誾ぎん様の無表情チェックはまだ緩い証あかしです。もうちょっと攻めてもいいかと思うが、今、輸送艦が着陸のための緩やかなターンを描き始めた。

　急ぎの方が良いだろう。

　なので自分は、正純に問うてみる。

「正純様、何か、策がおありで？」

「え？　ああ、多分、そこの馬鹿と同じ事を考えてる」

　馬鹿を見た。全員が見た。これは詰まり、

「何だあ──!?　何で馬鹿と言って俺おれを見る!?　おかしいだろう！　俺のキャラ付けを俺の許可無しで行うのは俺のええとそのアーまあいいや！　何だよ！　照れんなよ！」

「フフフ、愚弟？」

「え!?　何!?　何姉ねえちゃん！　何かくれるの!?」

　喜き美みが笑って、馬鹿の額を一つ叩たたいた。

「あげないわよ？　この、お・ば・か・さんっ」

　二人がハイタッチ。こっちともハイタッチ。そして全員の方に手をＹポーズで上げ、

「よーし馬鹿でいいぞ！　姉ねえちゃんのお墨付きでランクアップだ！　で、セージュン！　何だよ一体！　んン～、俺おれがいないと駄目なんでしゅかあ～」

　隙すきがあったので股こ間かんを後ろから蹴けり上げると、膝ひざを着いて静かになった。

　自分は、下腹を平手で叩たたいている馬鹿の横で、正まさ純ずみとハイタッチ。そして、

「大丈夫ですかトーリ様」

「えっ？　えっ？　オメエが言うの？　言っちゃいますの？」

「何で女言葉になるんだ馬鹿。それより、あまり深く考えずに答えろ」

　いいな？

「──羽は柴しば勢を私達から引き剝はがすと、全世界が私達の味方に回る。その事が、この数分の間に解わかった。それを認めるかどうか。認めた場合、どう対処するか、早急に決めたい。

　お前はどう思う？」

「──は？　そんなん決まってんじゃん」

　トーリが、首を傾かしげながら立ち上がり、応じた。

「オメエが思った通りでいいだろ。──三み河かわ以降、否、三河でガッコ前の橋の上でオメエと相あい対たいした時から、俺はオメエに丸投げなんだぜ？」
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「だよなあ」

　と、副会長が眉まゆを立てた笑みを見せるのを、竹たけ中なかは見ていた。

　そのまま彼女は手を上げ、

「──よっし、一任された。どうなっても知らんからな？　ただ──」

　ただ、

「勝利には繫つなげよう、羽柴勢。これからの指示に従ってくれ」
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　……これですよね──。

　と、竹中は内心で呆あきれるような、しかし感慨を含んだ感想を得た。

　トップからの信頼による一任。

　これだ。

　これと同じような事を、かつて自分達もやられたのだ。

　否。何度も何度も、やられたのだ。表に見えているだけではなく、裏というか、こっちに見えていないところでも、幾度となくやられただろう。

　自分とて軍師だから、当然のように一任を受ける場合もある。

　だが己の場合、上にはP.A.Odaがあり、M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクがいた。そう言った、指揮系統とは更に高次の存在の存続や、評判を考えて決定する事も多かったのだ。

　だが違う。

　武蔵むさしにも王はいるが、恐ろしい事に総長はタメ口だ。相手もそれを許しているところがあるのが凄すごいが、普通はあり得ない事だと思う。

　そして副会長が実質、政治の最高権力者として一任され、動く。これは、

　……列強が、強力な生徒会を持っているのに対し、抗あらがう事が出来ますね」

　欧州列強は、トップが下を率いる絶対王政だ。トップは皆、優れている。

　対する武蔵の〝王〟は、しかし馬鹿だ。他国の王よりずっと劣る。

　だがその馬鹿が、無茶を平然と行う副会長に一任をしたならば、

「────」

　今更思うが、自分達が相手にしていたのは、実質〝列強〟の存在だったのだ。

　こちらもそのつもりであったならば、流れは変わっただろうか。

　……否。

　元の主家である斉さい藤とう家でも、自分は上の態度を改めて貰もらうために謀む反ほんじみた事を行った。

　自分は、上がいる方がいいのだ。

　ならばどうするか。

「副会長」

　己は言った。何となく、こちらを気にしている代表委員長より、割り切りで一歩リードしたような気になりながら、

「資料系、データ上の試験、計算によるパターン処理などはこっちで出来ます。

　代表委員長の手を煩わずらわせる程でもないものなら、こっちに寄越して下さい」
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・長安定：『…………』

・ＣＡＮ：『御嬢様！　竹たけ中なか様の提案はいい提案です！　副会長からの横暴を外に逃がせば、御嬢様の謀反タイムの準備と気分のチャージが可能ですからね！』

・金マル：『おっ？　おっ？　それはどうかなどうかな？　ちょっとキちゃってるゥ──？』

・長安定：『加か納のう君、こっち来た仕事は外に逃さず、私優先で振ってくれて構わんで？　私の手を煩わせるような仕事、フツーはありえへんしなあ』

・ＣＡＮ：『おお！　御嬢様！　やる気になられましたね！　復帰以後、右肩上がりのテンションで、私、嬉うれしく思うものであります……！』

・□□凸：『……武蔵の自動人形って、こんな前向きでいいんです、か……？』
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　そして午前九時、まだ全体が控えの間に入っていない状態であったが、通路の混雑などを避けるため、先行していた勢力や国から、会議場への入場が開始された。

　先に入れられるのは、オブザーバとして直接議論に参加しない〝客席側〟の者達だった。だが極東上の各地域から呼集された皆の姿は、それぞれの制服や礼装であり、数が入るごとに主張が増し、

『レディース……！　ィェエンド、ジェントーマーン!!』

　聖連代表として、K.P.A.Italiaの広報委員が、会議場の中央広場で拡声器を手に叫んだ。

『コレより、各地よりお集まり頂いた諸兄の紹介と、その後に、会議にて相あい対たいを行う国家の入場と紹介を行います……！』

　ヴェストファーレン会議が、もはや止めようのない段階にまで、達したのだ。







[image: 第三十七章『会議場の全裸』]
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『よーし！　次のオブザーバは──！』

　直径二百メートル程の大会議場は、その周囲席を満席に埋めつつあった。

　わああ、と皆が歓声をあげる中、アピールが声を大きく叫ぶ。

『知っているか──！　列強に並ぶ強さと言われていて、瑞典スウエーデン相手に結構良い勝負するんだけど、このところでチョイと経済しくじって衰退気味！　まあ以前からツメが甘いとかオマエちょっと限定条件で強いだけじゃねとか〝欧州版真さな田だ家〟とか言われてたけど、出来ればタタール相手に絡んでないでそろそろ頑張って欲しい!!　ってか波蘭ポーランドとの戦争が、瑞典の三十年戦争始める遠因になってんのに、波蘭はオマエ何で三十年戦争に加わって来なかったの？　盛り上がろうぜ！　ほら！　──そこにいるぞ、波蘭だ!!』

「余計な事までうるせーよ!!」

　と、波蘭勢が両腕振り上げ声を上げるのを、海うん野のは聞いていた。

　……うわあ──。

　何か凄すごいファッションが凄いいる。というのが海野の感想だった。

　こっちは極東制服をなるべく着飾ってきたが、十勇士の格好の方が良かっただろうか。ただ、地竜の牙を研ぎ詰めて作った髪飾りは、やはり見る人が見れば解わかるらしく、ここに来るまでの通路で視線をとめられるのが解わかった。

　一応は極東勢だ。

　関せきヶ原はら終了によって、信のぶ之ゆきと信のぶ繁しげ、そして負傷した佐さ助すけ達という関西組が真さな田だ本拠に戻った。残っていたのは外交役としての昌まさ幸ゆきのみで、これは他の襲名者が下手へたに残っていると、各国が武蔵むさしを攻撃する材料になるやも、という判断だった。

　そしてヴェストファーレンについては自分と、

『少し散漫のようです、海野様。気配を散らしていると同業者にいろいろ読まれますのでお気をつけ下さい』

「……まさか望もち月づきが同道すると思わなかったよ、あたし」

『学長からの指示ですからね。真田の方は才さい蔵ぞう様がいるので、仕切りは大丈夫でしょう』
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「ほらあ──!!　メシだ！　早く来なよアンタ達!!」

　校庭に出た才蔵が、鍋をオタマで力任せに叩たたくと、幾つかの影が校庭へと出てきた。

　その内の一人、食料庫から竹ボトルを手にした信之が、ハア!?　と声を上げ、

「おい！　何だよオマエ！　勝手に仕切るんじゃねえよ！　メシの一番は俺おれだぞ！」

「うっさいよ！　勝手に食糧減らすな!!　ア──、由ゆ利り──、朝から畑の手入れで野菜採ってきてくれたの──。いいねえ、そういうの──。オラ総長！　窓から食堂入ろうとするんじゃないよ！」

　と、森の木々の上から手が上がった。

　地竜達だ。彼らは鈍い汗を搔かきつつ、

『……望もち月づきさんが御帰還されるのはいつにおなりになられるもので御座いましょうか』

『というかぶっちゃけ才さい蔵ぞうさん怖いです』

『何か嫌な事でもあったんですか』

「あれー？　料理とか仕切っていいって言われたから、ケッコー楽しんでるんだけどね」

　ええー？　と仰のけ反ぞった地竜達に、風を使って校庭の置き石をブン投げると、皆が、わああ、と退避したが、これ朝食で全員揃そろうのはいつになるだろうか。
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「才蔵は、あれ、あたし達とか、後輩相手だとソフトになるんだけど、真さな田だの連中相手だとアタリが強くないかなー」

『海うん野の様、──もはやどうしようもない事です。向こうに任せましょう』

「アンタ結構、自動人形としては幅が広いよね……」

　言いつつ周囲を確認。真田勢として来ているのは、自分達だけではない。周りの座席は護衛兼総務としての真田の学生達だ。二十人程が、こちらを指揮役として、しかし自由判断もある程度もって活動している。

　今、学長の昌まさ幸ゆきは、通路にて関かん東とう諸家の代表達と情報交換中だ。

　彼だけではなく、他の国や勢力も同様に幾人かが席を立ち、それぞれのために言葉を交わしている。

　こちらもそんな相手がいるだろうかと、周辺の座席を見渡す。すると、

　……奥おう羽う勢も入ったか。

　極東勢の大代表とも言うべき最も上がみ・義よし光あきの姿は、やたら目立つ。

　同様に、存在自体が派手なのは、

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは対岸か」

『人狼女王レーネ・デ・ガルウは、もはや目印ですね』

　武蔵むさしがIZUMOを出る時、六護式仏蘭西が突っかけてきたが、あの時以来だ。

　あれから随分経たつものだなあ、と今更気付くが、視界の中、二百メートル向こうであっても巨大で派手な姿は解わかり易やすい。

　入場の際に放送のアピールが間に合わなかったから、後から行われるに違いない。

　こちら、まだ里さと見み勢や伊達だて勢も入っていない事を考えると、時間が掛かるのだろう。

　……順番が着港順だとすると、武蔵勢は最後だな。

　そう思った時だった。

『さあ、次はコイツだ！』

　わ、という声が、低くざわめいた。

『親元である三征西班牙トレス・エスパニアから独立しようとして戦争したら泥沼化！　気付いてみたら独立してないのに南北分裂まで始まっちゃうとか大丈夫かオマエ！　だけど頑張れ生産力！　灌かん漑がい作業で鍛えた全身は木靴のキックも強く響くぜ！　──知ってるか！　──阿蘭陀オランダだ!!』

　来た。このヴェストファーレン会議の主役の一角だ。

　前ぜん哨しよう戦とも言えるミュンスター条約会議。

　そこにて三征西班牙トレス・エスパニアから独立を勝ち取る阿蘭陀が入ってきた。

　……とは言っても、あたしも欧州関係はあまり知らないけどね。

　P.A.Oda時代、後の十じつ本ぽん槍やりに敗北する事がなければ、欧州列強に対抗するため、いろいろと勉強していかねばならなかったろう。

　だがそうはならなかった。

「望もち月づき」

『何でしょう、海うん野の様』

「欧州列強。強国。……コイツらが、あたし達の敵だったと、そう思う？」

『可能性としては有り得ました。しかし実際としては有り得なくなりました。なので、想像をする分には正当でしょう。一方で、現実として捉とらえるのは遺憾でしょう』

　何故なぜなら、

『彼らは、私達の想像の中で生きてはいないからです』

「望月はたまに、感覚的な事を理論づけようとするねえ」

　でもまあ、と己は言った。入ってくる阿蘭陀勢を見ながら、

「ああいうのが、敵になる筈はずだったと、そういう訳だ」

　言った瞬間。歓声が上がった。そしてアピールが、

『おおおお！　来た！　阿蘭陀の雄！　二に境きよう紋もんで消えたオラニエ公ウィレムの実の子！　襲名したのは当然──、ウィレム二世だ!!』

　わああ、という観客の叫びの向こう。ウィレム二世が入ってきた。

　そして己は理解した。さっきから聞こえる人々の叫びも何も、その原因は、

『全裸だ──!!』
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「本当に親子二代で全裸キャラだと……!?」

　正まさ純ずみの声に、控え室の設定関係を調整していた浅あさ間まは手を左右に振った。

「あの、落ち着いて下さい正純。……父親の方、新大陸で見た過去の映像でも、全裸キャラだったじゃないですか」

「そうですわね。ひょっとすると、阿蘭陀オランダの総長は全裸でなければならないとか、そういうしきたりがあるのかもしれませんわ」

「……誰だれがそれ作ったので御座る？」

「……当然、前総長のウィレムであろう」

「迷惑で御座るなあ……」

　ウルキアガと点てん蔵ぞうの言葉には、こちらも頷うなずくしかない。

　ただ彼を見ると、既に半裸でウォーミングアップを始めている。上を脱いで、スクワットを繰り返す彼の横、両腕がタオルと水分補給の竹ボトルを持っているから、そっちのフォローは大丈夫だろう。

「でもトーリ君、何で半裸なんです？」

「タメなきゃ駄目なんだよ。タメなきゃ……！」

　よく考えたら、彼は狂人の弟だった。

　……まあこのくらいなら許容範囲。

　そんな事を毎度言ってどんどん許容している気もするが、とりあえずこちらの設定関連は出来た。控えの間は扇状で、外周が三十メートル程。部屋の形のせいでかなり広く感じる一方で、窓の外は陸りく港みなとなので艦群の影ばかりだ。ちょっと殺風景だが、

「……母さん、この窓、外の映像ですね。ホンモノじゃないです」

「対爆とか、警備のためでしょうね」

　成程、通神が遮断される訳だ、と納得する。と、

『知ってるか！　──最も上がみ・義よし光あきだ!!』

　きゃあああ、と女性の歓声が強い辺り、最上総長のキャラらしい。

「最上総長、格かつ好こいいですからね！」

　可か児にのキャラが解わかり易やすくて有り難い。設定関係などあるため、羽は柴しば勢主力とはこれからいろいろと顔を合わせるのだ。だから、

　……ん？

「何で羽柴勢の可児さんが、こっちにいるんです？」

「ああ、ちょっとした準備だ。……極東勢、最上総長が呼ばれたなら、順次、里見まで行くと思うが、その後で羽柴勢だろう」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そやな。こっちでチェックしとるが、そうなるで？　そしたら次は、こっちや」

「──だとすると、そろそろこっちも出る用意ですのね。控え室の番は誰がしますの？」

「あたしがしとくよ」

　と、不意の声が入口側から響いた。

　ドアを開けた形の空白。そこには二つの影が立っている。

「直まさ政なお！」

「タ様！」

　タの方はそれでいいのか、と思うが、確かに直政だ。

　彼女は、ちょっと瘦やせたような顔つきで、

「──朱雀すざく関係、ちと真さな田だの方で調べてきた事あったから、ここでまとめる時間をくれるさね？　夕ゆうと一緒に遅めの朝飯食う時間も欲しいさ」
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　わ、という明るい空気が控えの間に満ちるのをアデーレは聞いた。

　このところいなくなっていた人、というと変だが、やはり何処どこかでピースが抜けていた感はあるのだ。

　……第六特務の冷静なツッコミは、意外に癖になりますからね……！

　ただ、聞いておきたい事がある。

「四し聖せいについて、何か解わかったんですか？」

「後で検証する。──ぶっちゃけ、不要論が出れば出る程度だとは思う事さね」

「不要論、ですの？」

　第五特務の言葉に、第六特務が頷うなずいた。そして彼女は、義腕に提げていた紙袋をテーブルに置き、妹と並んで座る。

「そっち、そろそろ出番だろ。──ここに残るのは？」

「あ、私……」

　鈴すずだ。武蔵むさし側との連携がある彼女については、身の安全を優先とする。これが先程、話をしていて決まった事だ。

　控えの間は浅あさ間まが結界を張り、第六特務に蜂はち須す賀かもいるとなると安全度が高いが、会議場は何が起きるか解らない。

　一方で、武蔵側との通神を遮断されては鈴の持ち味も活いかせないので、この辺りは護衛の戦士団が〝警備〟として通路や各所に立ち、浅間の用意した通神術式を中継する。

「鈴さんがいてくれれば、武蔵の情報処理能力や知覚能力をそのまま活かせますし、万が一の事があったら脱出用に武蔵を動かせる、という事ですね」

「多分、そうはならないと、思うよ？」

「そうですね」

　と言ったのはメアリだ。彼女は辺りをゆっくりと見回し、

「ここは聖連が用意した場所で、K.P.A.Italiaを中心に一部国家の思おも惑わくが優先された場です。が、その一方で、卑ひ怯きような事は禁じられているようですね。恐らく、教譜の神罰に引っかかってしまうのだと思いますが」

「あの、卑ひ怯きような事とは……』

「盗聴や、盗撮や、乗り込む際に事前調査するような事です」
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・金マル：『盗聴や盗撮、事前調査は卑怯だよねテンゾー！』

・十ＺＯ：『Ｊｕジヤ、Ｊｕｄジヤツジ．！　卑怯で御座るなあ……！』

・●　画：『そうね、卑怯なヤツは王賜剣エクスカリバーでぶった切られて文句言えないわよね……』

・あさま：『あの、仕事は別と割り切った方が……』

・賢姉様：『フフ、そうねえ。──仕事とプライベート一緒にして、一五〇一回とか、トンチキ実行したのもいるものねえ』

・銀　狼：『は、半額！　半額査定ですのよ!?』
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『──知ってるか!?　──里さと見み・義よし康やすだ!!』

　という声に、鈴すずは顔を上げた。

　……最後に入った里見が呼ばれたと言う事は──。

「次はM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツク、羽は柴しばという事だな」

　正まさ純ずみの声に、皆が動きを止める。が、その中で声がした。

　トーリだ。彼が一息を入れ、こう言ったのだ。

「さて、どうするか、だ。──羽柴の所属はどうなんだ？　M.H.R.R.旧派か？　それともP.A.Odaか？　それとも別か？」

「葵あおい、お前、解わかっていて言っているだろう」

　正純が、口くちの端はから笑いを一回捨てて、こう言った。

「世界を驚かす。──そういう事だな」
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　毛もう利り・輝てる元もとが不機嫌なのは、理由があった。

「……まさか朕ちんに許可無く、偽の全裸が一人追加とは。許せないね輝元。そう、この朕の寛容な心を荒らしに来たあの阿蘭陀オランダ全裸に対する怒り。それを君も共有しているんだろう？」

「いや別にどうでもいいよそんなの」

「何故なぜだ……！　太陽王ロワ・ソレイユのポリシーが穢けがされているんだぞ、輝元！」

　立ち上がるな。座れ。

　……人が密集してるから木刀振り回すのも何だなあ。

　とはいえ注意しないと調子乗るから、ある程度を超えたら実行に移す事にする。

「あたしが不機嫌なのは別に理由がある」

「さっき出てきた偽物全裸の事かい輝てる元もと!?」

「別だっつったろ……！」

　声を上げると、後ろに控えていたMouri-01が、まあまあと間に入る。

「太陽王ロワ・ソレイユ。姫様の不機嫌は、全裸云うん々ぬんとか、そのような些さ細さいな事とは違うのです」

「全裸が些細だと!?　朕ちんの全てと言っていいのに！」

　はっとした顔で太陽全裸がこっちを見た。

「まさか輝元、着衣の魅力に惑わされたのか……！」

「お前、根本的に文明否定してる生き物か？」

「そうとも！　神の眷けん属ぞくだからね！　地上の下々の文明など、あまり気にしない！　気にすると言ったら輝元！　君の事だけだよ！」

　……コイツ、馬鹿じゃなきゃまともなヤツなんだけどなあ……。

　そりゃ当たり前か。

　最大の欠点が全てな気がしてきた。

　ともあれ心の芯しんを取り直していると、Mouri-01が言葉を続けた。

「姫様には、別の不機嫌の理由があるのです」

「ほう、何だいそれは？　朕が吹っ飛ばしてみせようか」

「いえ、ちょっとした事なのです。ほら、さっき入場の時にアピールがあったではありませんか。あの時、紹介で〝ヤンキーだけど内心実はちょっと乙女おとめ〟と言われた事を、姫様は恥じているのですよ」

「違え──よ！」

　実は結構気にしてる。クッソ。まあいい。

　だが全裸は調子に乗って、凄すごい笑みをこちらに向けた。

「何だ輝元！　そんな事を気にしていたのか！　いいじゃないか輝元、君は月の乙女、太陽の私に並ぶ人だ！」

「テメエ、ホントよくそんな言葉が出るなあ……」

「当たり前だ輝元！　朕の口は君の事を褒めるためにある！」

「Mouri-01、コイツ、今後はメシ要らねえって」

「輝元！　君の事を褒めるには力が要る……！　なので食事は君の事を褒めるために必要な経費として計上したい！」

「変な知恵つけやがったな」

　フ、と太陽全裸が、フレアの髪を軽く払ってポーズをとった。

「輝元、君が感情を動かしてくれて嬉うれしいよ。──紹介のネームを朕自ら切って運営側に渡した甲か斐いがあった」

　木刀を出すのが面倒だったので拳こぶしで殴り倒した。

　わあ、と周囲が騒ぐが、護衛のアンリとアルマンが受け止めもせずに無言で避けたのは慣れというものだろう。ただすぐに全裸は起き上がり、

「輝てる元もと！　君の複雑な愛情表現に朕ちんは益々燃え上がるよ。さあ、どんと来い！」

「駄目です姫様！　もっと喜びます！」

　どういう会話だ。人狼女王レーネ・デ・ガルウも笑って撮影しなくていい。だが近隣の並びを見ている限り、

「ボーっと見てんじゃねえぞコルァ!!　そこ波蘭ポーランド！　羅馬尼亜ルーマニアとよく位置間違えるから併合してやろうかテメエ！　一学期末テストで三点失った恨みがあんだぞコルァ!!」

「姫様！　姫様！　全然違う位置なので地理の勉強を！」

「国名の間に〝ー〟があんのがいけねえんだよな!!」

　ホントよく解わからん勘違いでやらかした。ははは、と馬鹿も手を叩たたいて、

「輝元、素敵な理不尽だ！」

「馬ッ鹿、褒めんな。いつもの事じゃねえか」

　周りの諸国がこちらから視線を逸そらしたが、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの威を示したと考えた方がいいだろう。細かい事は気にしない。

「……しかし姫様、太陽王ロワ・ソレイユの仕込みで不機嫌になったのではないとすると、一体、何が理由で気を悪くされたのです？」

「Ｔｅｓテスタメント．、──羽は柴しば勢だ。羽柴勢。全く、何か納得いかねえ処置に、乗っちまったよな」
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　羽柴勢をM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツク扱いに固定する。

　それがこの、ヴェストファーレン会議の準備とも言える時間において、聖連側が仕組んだ事だった。

　輝元としては、納得半分、否定半分、と言ったところだ。

　とはいえ、六護式仏蘭西は、聖譜を所有するため、聖譜連盟の中では主力国となる。今回の決定をしたのは首長であるK.P.A.Italiaだが、

　……うちとK.P.A.Italiaは利害関係が絡まねえんだよなあ……。

　これが、M.H.R.R.皇帝派の物言いだったならば、異議を出しただろう。M.H.R.R.旧派としての責任は、羽柴ではなく皇帝が取れ、と。

　だが、そう来なかった。

　無論、M.H.R.R.皇帝派とK.P.A.Italiaが密接なのは知っている。

　しかし、〝皇帝派が指示した〟という証拠は無い。

　ならばこれは追及しても無意味だ。

　……やりにくい話だ。

　また、関せきヶ原はらの際、羽は柴しば勢がM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクに所属を置きたいと、そう言っていた事も、今回の流れを認める一因となっている。

　武蔵むさしは、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに頼らずとも、ヴェストファーレン会議に〝いる〟理由を求めたのだ。

「……いい意地の張り方だ」

　ヴェストファーレン会議は、三み河かわでその発生が決定され、武蔵の参加は義務となっている。が、あれから世は動き過ぎた。だから正式な〝いる理由〟を武蔵は欲した。

　別に、掲げておく必要は無い。

　問われたら、こういう理由があると、応じれば良い。

　それが、こちらからすると、〝六護式仏蘭西からの招待〟であり、武蔵からすると〝M.H.R.R.旧派の羽柴がいるから〟だ。

　……面倒くせえ話だ。

　そう笑いもする。

　とはいえあれは、自分達だけが知る極秘だ。

　知っていたからこそ、聖連としての決定に対し、平然と受ける事が出来た。

　知らなかったならば、部屋割りの通達があった時、やはり異議を唱えていただろうし、そうしたら逆に武蔵側との付き合いがあると見なされただろう。

　関ヶ原で武蔵と六護式仏蘭西がどこまで接近したか、勘繰ってくる手合いは多いのだ。

　羽柴をM.H.R.R.旧派に固定する。

　聖連としては首長の手続きで、利害が絡まないこちらに異議はない。

　そして武蔵を知る者としては、武蔵もM.H.R.R.旧派を内に入れる事を望んでいた。

　だから、己が聖連主力国の一つとして、聖連の決定を是とする事に問題はない。

　だが、

「何か納得いかねえ──」
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　あらあら、と人狼女王レーネ・デ・ガルウは、後ろの席でやる気なさげに仰のけ反ぞった輝てる元もとを撮影した。

「自分が納得出来る事でも、他人から強制されると納得出来なくなると、そういう事ですわね？　輝元」

「テメエそういうの無さそうでいいよなあ」

「あら、ありますわよ？　そういう要素って、大切ですもの。──うちの人が素直じゃないムーヴをした時、赤ちゃんに話しかけるようにしながら強制しますと、もう、凄すごくいい反応をしますのよ？」

「旦だん那なとの話かよ!!」

　それ以外に何かあったろうか。

　とはいえ輝てる元もとが、自分の子達の所属する武蔵むさしを気に掛けてくれているのは嬉うれしいものだ。そしてまた、

「大丈夫ですわよ、輝元。──武蔵勢の事ですから、思いも寄らぬ手を打って来ますわ」

「悪い事じゃねえだろうなあ？　オイ」

　どうだろうか。ただ、

「来ましたわよ？　まずは羽は柴しば勢が」

『よーし！　今回の注目！　あのM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツク、その本国地元といえば、やはり治めるのはこの人だあ──！』

　完全に、押しつける気で来た。

『──知ってるか!?　羽柴・藤とう吉きち郎ろう……!!』
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　アピールは終わった。

　そして入場口から、人影が出てきた。

　だが、声は上がらなかった。動きも生まれなかった。

　ただ皆、息を詰め、その影を見ていた。

「────」

　M.H.R.R.の制服姿。それを着込んで会場に入ってきた者達。

　彼らの総称を、教皇総長パパ・スコウラが叫んだ。

「──武蔵勢だぞ!!　おい!!」
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　言葉通りのものを、皆は見た。

　武蔵勢だった。

　よく見れば、武蔵勢のM.H.R.R.制服にはパーソナルカラーの施しもあるが、それは、この行動が思い付きではない事を示すものだ。

　M.H.R.R.旧派。来るのは羽柴勢だと聞いていた。否、羽柴勢はいる。

　歩き、進む武蔵勢の中や後ろに、やはりM.H.R.R.の制服を着込んだ羽柴勢がいるのだ。

　そして皆の無言と不動の中、人々は、一つだけ異質なものがいる事に気付いた。

　来る武蔵勢と羽柴勢の先頭。

　そこに、全裸がいたのである。





●






・ＡｎＧ：『うっわ、周囲、無茶苦茶引いてる？　それともビビってる？』

・巨　正：『あまりキョロキョロしない方が良いですよ。今、これは、私達と御母様達が、この会議でどう振る舞うかというパフォーマンスなのですから』

・十ＺＯ：『Ｊｕｄジヤツジ．、しかし、思い切ったもので御座るなあ……』

・黒　狼：『Ｊｕｄ．、羽は柴しば勢をM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクにするのではなく、武蔵むさし勢として全てをM.H.R.R.旧派扱いとする。……そういう事ですのね？』

・○べ屋：『でもコレって、何か意味あるの？　見世物？』

・副会長：『意味についてはこれから実地で見せていく事になるだろう。ただ、効果はもう、見て充分だろう？　──どの国も、これは考えていなかったんだ』
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　そうですね、と竹たけ中なかは、自分としては珍しくM.H.R.R.女子制服姿で、そう思った。

「これまで、各国は、武蔵と友好を保ちつつ、逆に羽柴勢を追い込む方針でした。

　これは単に武蔵と羽柴を両極端に扱う、という事ではありません。

　武蔵に対して、優遇を見せながら、羽柴側から武蔵の権益を奪う構えなんですね」

・きめえ：『……武蔵と羽柴が協働だから、敢あえて両者を合一に考えず、政治的な事は武蔵を相手に行い、奪うべきは羽柴から奪う、と？」

・黒　竹：『Ｊｕｄ．、分離で対応されると、武蔵側も何も言えません。各国としては、これは将来において武蔵に世話になるかも知れない訳で、ぎりぎりのいい方法だったんですね』

　しかし、

「副会長は、逆転発想をしたんです。──羽柴側を武蔵に合流させるのではなく、武蔵を羽柴側に合流させる。結果はどうなったか、見て解わかりますよねー」

　沈黙と不動。

　無反応な訳ではない。ここには各国の重鎮がいて、決定権は集まりまくっているのだ。だが、

・長安定：『羽柴をM.H.R.R.旧派に押し込めよう、というのは、聖連の決定。

　せやけど、今この状況では、聖連主力国同士であっても、話し合いも何も出来へんし、連絡だってとれへんわ。──反応も、判断も出来んやろ』

　その通りだ。

　この会議場にて、各国は通路などでロビー活動を盛んにしていた。が、それを、全てここで無駄にしてやったのだ。

・傷有り：『少なくとも、次の大きな休憩時間まで、……私達と向き合う国は、聖連関係国ではなく、その国単体として私達を相手にしなければいけなくなりますね』

・□□凸：『あの、でも、──こちらも諸条件、変わっちゃいますよね？　その辺り、大丈夫ですか？』

　それは、自分の方では気にしていない。

　武蔵むさしは、副会長に全てが一任されているのだ。

　絶対王政に対応可能な、権力集中による即座のオーダーと展開。これがあるならば、

・黒　竹：『絶対権力と即座判断の副会長に、おねーさんが資料を渡し、計算して、そして代表委員長が人員を動かして果たす。このシステムが出来ている今、恐らく武蔵は聖連主力国家に匹敵する政治権力の効率的稼働を見込めます』

　ほら、と己は、会場を見渡して言った。

「全てが静まってるのは、何が起きたかを理解したんですよ。色々な立場などあろうと、やはり聡そう明めいな各国代表達が、──この状態のおねーさん達の脅威性に気付いたんです」
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　歩き、会場をパフォーマンスとして一周しながら、浅あさ間まは首を傾かしげていた。

「智とも、どうしましたの？　制服が合いませんの？」

「いえ、中央割りのデザインは神界のエロ衣装で着たので馴なれてるんですが……」

「な、何か考え事してるのか、変な事言ってますのよ!?」

　しまったちょっと漏れた。が、それとは別で気になっている事がある。

　……何か、重大な事を忘れているような……。

・ゆたか：『母さん？　どうかしたんですか？』

・あさま：『え？　あ、はい、何かさっきから重大な見落としがあるような……』

・賢姉様：『フフ、設定回りは、さっきあれだけ弄いじってたじゃない？　それなのに重大って、どういう事？　ポカミスでもやらかしてるの？』

・あさま：『いや、控えの間は、鈴すずさん対応でしっかり設定をしたんですよ。だからまあ、何と言うか、それ以前のミスがあるような……』

・未熟者：『じゃあ、誰だれかの加護関係かな？　──葵あおい君もアリアダスト君も、何の異常も無いように見えるけど？』

　ですよねえ、と自分は列の前を見る。

　先頭。彼が全裸でスキップしている。

　設定類を軽く見てみるが、何の異常もない。ホライゾンも同じだ。

　……じゃあ、とりあえず最低限の安全は確保出来てると、そういう事ですかね……。

　うん。そうだと思おう。何か引っかかっている気がするが、多分、考え過ぎ。

　何もおかしな処ところはない。そうに違いない。

　……ですよね！

　と、前を見て、彼が元気に腰振って全裸アピールをしているのを見た時、ふと、己は既視感のようなものを得た。

「……んン？」

・あさま：『あの、ミト？　ミトから見て、トーリ君、違和感ありません？』

・銀　狼：『は？　いえ、別にありませんわよ？　どの辺りが？』

・あさま：『いやまあ、どの辺りというと、どうかと思うんですが……』

　……あ。

　何となく、自分は気付いた。違和感の正体に、だ。
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「あの、皆、ちょっといいですか？」

　少し屈かがみ気味に、右の手を立てて言うと、皆が振り返ったり、視線を向けてきた。

　どうした？　という気配の促しに乗って、正まさ純ずみが問うて来る。

「前で飛び跳ねてる馬鹿が邪魔か？」

「いえ、その、トーリ君の件なんですけどね？」

　少し迷ったが、いずれ解わかると思ったので、言ってみた。

「この会議場で、いろいろ設定が解除されてるものあるんですよ。全体が遮断というか防護結界みたいなものなので。……命に関わったり、活動に必要なものは除外されてるんですけど」「……それが、どうしましたの？」

　ええ、と己は頷うなずき、言った。

「トーリ君のゴッドモザイク、自動起動してないです」

　言った瞬間。観客席から悲鳴があがった。
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　最初の叫びは、モロッコ代表の女性のものだった。

「あァ────────────！　モロッコ出しぃ────────────！」

　その言葉通りのものが、そこにあった。

　直後。会議場からオフィシャルとして外に流れていた情報の全てが遮断された。

「検閲──!!」

　それは物理的なものも伴う方法で、四方の入場口や、通路の要所が隔壁扉によって一斉の封じ込めを為なされていく。

　即座に通神経路を旧派カトリツク式の浄化術式が精査。旧派独特の出力の高さで、会議場や通路には幾つもの流体光の飛沫しぶきが跳ね上がった。

　だが、それをずっと続けていく訳にもいかない。そもそも物理的な遮断は、情報的遮断を行う際に連動してしまったものなのだ。

　更には各教きよう導どう院いんの方からも、

「検閲は良いから現場の情報を寄越せ!!」

　という意見が殺到。ゆえに順次、各所の隔壁扉は開き、会議場で起きたざわめきや人の退避する動きが、通路や控えの間に溢あふれ出したのである。

　その結果。

「あァ────────────！　マラッカ出しぃ────────────！」

　マラッカ王国代表の声が、復帰した通神に乗って世界中に届く事になった。
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「わああああああ！　あの全裸、ホントに全裸だ!!」

　という、よく考えれば解わかるだろう人々の叫びを、オブザーバ席で不ふ破わは聞いた。

　直後に、順次、各所から悲鳴があがり、場が騒然とする。会議場中心側の人々は慌てて逃げ出そうとし、武蔵むさし勢の回る動きの向く先では誰だれもが会議場から距離を取ろうとした。

　連絡や確認のために展開されていた各員の表示枠サインフレームは砕け、連鎖的な流体光の破砕がオブザーバ席からは立ち上がった。

　自分はそれらを見て、前の席でゲラゲラ笑ってる前まえ田だと丹に羽わを見て、武蔵総長に視線を向け、

　……そんな驚く程のものかしら。

　と思い、ふと気付いた。

「──森もりのせいで見慣れちゃったのね。マズイわ、コレ」

『ぼ、僕のせいにしないで下さいよ!!　触手とチンコは違うんです！　いいですか！　触手には意思があります！　だから希望も夢もあります！　でもチンコには意思がありません！　これは大きな違いです！』

「プランプランしてるかやたらイキってるかの違いじゃないの？」

『プランプランとか言わない！　めっ！　触手については〝男らしい〟と表現して下さい！』

「そういうところ凄すごい女め々めしいわー」

　だが自分の慣れとは別で、会場は大騒ぎだ。見てみると、総長の後を追う集団の中には賤しずヶ岳たけで戦闘をした可か児にや糟かす屋や、嘉よし明あきを初めとした面々もいるのだが、

「……随分と楽しそうねー」

　いやかなり本気で。
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　正まさ純ずみは、とりあえず現状は放置でも良いかな、と思った。

　今、馬鹿は会議場を囲むオブザーバ席の方に寄っては引いてを繰り返し、時折に急速の内うち股またで各国側に寄せては悲鳴をあげさせ、

「おい！　どうした!?　皆！　何か異変があったのか!?　──おっと！　そっちに何かあるのか!?　おい！　何故なぜ逃げる！　そうか、この空間に異変があるのか！　──どっこいしょ。──おい！　逃げるなよ。どうした!?　何かおかしな事があったのか!?」

　と、明らかに〝解わかってるだろうお前〟というネタを展開して行く。だが今はちょっと飽きたのか、希臘ギリシヤ方面の連中の前で、

「よーしスクワットだあああ！　ぅおいっちにぃ──い！　さぁあんし!!」

　などとやっているが、どうしたものか。

　ただ、反応する者もいた。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの総長。太陽王ロワ・ソレイユ、ルイ・エクシヴだ。彼は勢いよく立ち上がり、髪からフレアを周囲に散らすと、

「武蔵むさし総長！　君はどうしてそう下品なんだい!?」

「お!?　何だ太陽全裸！　俺おれに追い越されて悔しいか!?　いいぜいいぜ！　追って来いよ！　俺はもう、完全絶頂だからな！　今、アクセルを解き放つ……！」

・貧従士：『アクセル解き放ったらスピード落ちませんか？』

・銀　狼：『そ、その時は、私が拾って行きますのよ……!?』

　……本舗組は大変だな。

　しみじみそう思う。だが太陽全裸とは別で、立ち上がる姿があった。

「武蔵総長！　──貴様、そのような全裸で人々を騒がせて何のつもりだ！」

　第三の全裸。ウイレム二世だった。







[image: 第三十八章『会議場の懐疑者達』]
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　……何だ、この空間……。

　正まさ純ずみの視界には全裸が三人いた。それも全員一応は国主だ。そして体格のいい全裸、ウィレム二世が馬鹿を指差してこう言った。

「貴様、馬鹿か！」

　もっと言ってくれ、頼む。心底そう思う眼前で、ウィレム二世が言葉を続けた。

「全裸とは無駄のない五体！　鍛え抜かれ、人として万全があり、神の力を最低限しか享受しないと、そういう形だ！　貴様のようにナヨい者が全裸を見せびらかすとは百年早い！」

　……コイツも馬鹿か……。

　議論すると楽かもな、とは思ったが、言わないでおいた。ただ、こっちの馬鹿がメゲなかった。こっちの馬鹿は無意味に下腹を一つ叩たたき、

「おいおい、今の言葉、飲むんじゃねえぞ」

「は!?　どういう事だ武蔵むさし総長！」

　だって、と馬鹿が言った。頭を搔かいて、Ｙポーズをとって、

「だって俺おれ、神様だもん」
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　やはり、という反応をしたのは、武蔵総長にある程度の免疫があり、武蔵側の動きをある程度追っていた者達だった。

　フアナはその一人だ。

　素早く展開した情報処理術式の表示枠コルテチエフイルマには、〝更新〟を知らせるものが一枚ある。

　……武蔵総長の年鑑……！

　聖連が出している全国の総長連合や生徒会長の年鑑だ。不備や、極秘によって記載されていない者達も多いが、基本、極東は全て晒さらされているのがルールだ。

　そして自分は、武蔵総長の項目をずっとマークしていた。開いてから閉じる事なく、更新が掛かったら知らせるように、としていたのだ。

　それが来た。なので急いで確認。見るべきは一つだ。

「種族！」

　武蔵総長には疑惑がある。それは、

　……武蔵が撃沈された後、死亡したのではないかと言う事です！

　これは情報として漏れてくる事で、裏付けるように晩夏の夜に意味不明な祭が起き、そこで神降ろしまで発生したという。この時の光は、三征西班牙トレス・エスパニアからも東の空の低い位置に確認出来ており、〝東の地に何かが降りた〟のではないかと、そう言われていたのだ。

　そして確認した武蔵むさし総長の種族。その項目にあったのは、


《種族：人間（極東系）・現あら人ひと神がみ》



　……現人神！

　神しん道とうだ。生きている人のまま、神に列席しているものをこう呼ぶ。

「────」

　己の中で、何かが繫つながった。武蔵の撃沈によって、うどん王国に押し込められていた武蔵勢が、不意に動き出したのは何故なぜだったのか。

　そして彼らがこちらに連絡をとり、新大陸行きの道をつけ、そこから更に大和やまとに追い立てられながらも、

　……希望を捨てず、武蔵復活まで繫ぎ切れたのは、……こういう理由ですか！

　死を祓はらった者が、長にいる。

　自分達が、破産と日没の義務を課された三征西班牙トレス・エスパニアにおいて、実質の敗戦を超え、全てを復興に導いた総長を信頼しているように。

　何もかも失わせないと嘯うそぶいた武蔵は、死をも超えてきた総長を信頼したのだ。

　その上、更には、

「羽は柴しば勢も、そうなのですね」

　十じつ本ぽん槍やりの主力達もまた、滅びの運命から逃れ、やってきた者達だった。

　……危ない。

　武蔵勢とは友好的な付き合いをしている。

　だが自分は、今まで侮っていた。

　自分がおじさんに得ているような信頼を、彼らもまた総長に対して抱いているのだ。

　ならばこのM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクとして出てきた事も、油断出来ない算段だ。

　気をつけねば、と思った視線の先。背を見せている武蔵総長が、隠すもののない全裸の姿でＫポーズをとり、阿蘭陀オランダ総長に向かってこう言った。

「ははははは！　神様でぇ──す！　何オメエ！　人間でしゅかあ──？　え？　何？　全裸は神の力を最低限とか、何だって？　俺の前で言ってみ!?」

　最低過ぎます。とりあえず墨ベタの表示枠で視界を塞ふさいでおく。
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　正まさ純ずみは、何か言うと巻き込まれそうなので黙っていた。というか、この後に仕事があるので、大事は避けたいというのが本音だ。だが馬鹿は絶頂で、ウィレム二世に対し、

「ってか、オメエ何その股こ間かん！　ちょっと解像度低くねえ!?」

「馬鹿者！　これはゴッドタイルだ！　解像度が問題なのではない！　これは貴様ら古い連中が使っているような二次元処理ではなく、三次元処理なのだ！」

・金マル：『馬鹿である事に差はついてるのかな』

・きめえ：『質の問題？』

　言われてみるとそんな気もする。しかし次の瞬間には、外から声が来た。

「おっと！　先程の神云うん々ぬんで言うと、朕ちんも神の眷けん属ぞくだ！　阿蘭陀オランダ総長！　つまり君は私達よりも下の全裸と、そう見る事になるね……！」

「はあ!?　太陽神!?　神しん道とう!?　異教風ふ情ぜいが！　こちらは時代の最先端の改派プロテスタントだぞ！　そうですよね巴ともえ御ご前ぜん！　何故なぜ視線を逸そらしているのですか！　ねえ！」

「おい巴の姉ねえちゃん！　そうだよ！　視線逸らすなよ！　おいおいおいおい！　こっちこっちこっち！　ほうら見て御覧──」

　回り込むなよ馬鹿。あと、オブザーバ席に入ろうとするな。垂直に飛び跳ねなくてもいい。

　とはいえ全裸三人が立ち上がって口論している光景は異常だ。

　……私の想像していたヴェストファーレン会議とは随分違うな……。

　もっと、こう、世界の運命を懸かけた何かがあるのかと思っていた。

「ハアー！　というかオメエの全裸は、アレだろ？　親父おやじ譲りだろ!?　俺おれは違うもんね！　俺はある日ふと〝脱ぐべきだ……〟って解げ脱だつ来たんだもんね！」

・ゆたか：『そうなんですか!?　母さん……！』

・あさま：『いや、確か、小等部のプールの授業の後、脱いでおいた服に水着ベシャアってやって、着るものが無くなったからだったような……』

・銀　狼：『もし、智ともがそこでゴッドモザイクを平然と手配していたなら、私、智を見る目がちょっと変わってしまいそうですのよ？』

・○べ屋：『いや、アレは元々うち！　うちの管轄だから！』

　コイツらろくな事してないな、と思う。だが向こうは向こうで、

「おい太陽全裸！　オメエも俺と同じ神様なら、当然、全裸である事は自発的だよな！」

「Ｔｅｓテスタメント．！　そうだとも武蔵むさし総長！　朕は生まれた時から全裸だった！　そこの服を着てないだけの人間とは違う！」

「貴様ら！　邪教どもが！　改派として赦ゆるしておかんぞ……！」

「うわ──！　超怖え──！　って、おいおい！　ここで神様二人と改派が全裸について激論してるんだけど、オメエはどうなんだよ、教皇のオッサン！」

「こっちを巻き込むなあ──！」

　振り向くより先にキレられた。
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「旧派カトリツクの教えに全裸を勧めるものなどない！　解わかったか馬鹿者共が！　おい！」

　凄すごい、とアンジーは思った。

　……教皇様が全裸の是非についてコメントしてるよ……。

　やっぱ武蔵むさし勢というか、ママ達周辺は何か凄い。今、教皇総長の言葉に手を合わせ頷うなずき、メモを取る者だっているのだ。

　元とついていても流石さすがは教皇。発言力が半端ない。しかし、

「教皇総長とタメ口なのは、前に三み河かわの映像見たり、話を聞いたり、関せきヶ原はらの後でもちょっとあって、理解していたけど、……フツーにその光景を見せられると、やはり驚きよう愕がくね」

　嘉よし明あきもこちらと同意見のようだ。だが全裸は、

「おいおい教皇のオッサン！　それじゃあ俺おれ達と話が出来ねえじゃねえか！　いいか!?　俺！　そこの太陽全裸！　あっちの一般全裸！　これで神しん道とう、土着神話、改派プロテスタントの全裸が揃そろったんだぜ!?　それなのに何でオメエは着衣なの!?　正気に戻れよ！」

　ホママが総パパの股こ間かんを後ろから無造作にキックした。

　酷ひどく乾いた音が響き、オブザーバ席の内、男衆の大半が「ひぃ」という声を上げる。

　そして二秒程空中に滞空した総パパが膝ひざを着き、崩れた。

　誰だれもが見る視線の中心。ホママが両腕に総パパを拾わせ、教皇総長に頭を下げる。

　その上で、ホママが教皇総長にこう言った。

「お久しぶりです教皇総長様。トーリ様が御迷惑をお掛けしました。──全裸ネタは有りだとしても、誰が生チンーコ放り出しで全世界に放送されろと言いましたか。

　──教皇総長様のせいです」

「どういう事だあ──!?　オイイイイ！」

　ヤバい。アンジーもよく解わかんない。
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「解りませんか」

　と、ホライゾンが言うのを、ミトツダイラは聞いて、見ていた。

　今、王は両腕に引きずられてこちらに戻ってきている。だとすると教皇総長と向き合っているのはホライゾンだけだ。

　待機席でもある外周のオブザーバ席は、会議場との間に低い壁を一枚設けているが、教皇総長は術式を使えるし、周辺の者達も戦闘技術は修めていよう。

　……ならば有事の際は、私がホライゾンを救わねばなりませんわね。

　二ふた代よでもいいが、彼女には今、武器がない。ならば素手でも充分に威力を確保出来る己の出番だろう。

　いざ、と構え、浅あさ間まと喜き美みが王を確保するのを視界の隅で確認する。

　すると、ホライゾンが口を開いた。

「いいですか、そして解わからないのですか、教皇総長様。──全裸のチンーコ放り出し生放送が、教皇総長様の責任だと言う事が」

「解るかあ──!!」

　教皇総長が、ホライゾンを指差して叫んだ。

「理由を言って見ろ！　確かな内容でなければ赦ゆるさんぞ！　おい!!」

「フ、仕方ありませんね」

　ホライゾンが一回首を傾かしげて、口を開いた。

「あれは──」

　と、そこまで言って、ホライゾンが止まった。

　三呼吸くらいの時間が経過した。ホライゾンは何も言わない。だが、不意に顔を上げ、

「あれはですね」

　……ん？

　と浅あさ間まと一緒に眉まゆをひそめる視線の先。ホライゾンがまた顎あごに手を当て、言葉を止めた。

　そしてややあってから、彼女は頷うなずき直した。そのまま教皇総長に新しい言葉を投げかける。

「──教皇総長様」

「何だ？　おい」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ホライゾンの意見ですが、何かいいものがアドリブで浮かびませんので、こうしましょう。──先程の言い出しと、ここまでの間に、教皇総長様が納得出来る内容があったと、ええ、まあ、そういう事です」

　教皇総長を見ると、凄すごく表現しにくい表情をしていた。

　だがホライゾンが平然と、

「ま、そんな感じで今、ホライゾンが話を上手うまくまとめました。──ハイ！　教皇総長様、ホライゾンの名説に感心したところからスタートです！　ハイスタート！」

「貴様あ──────!!」

　流石さすが過ぎる。

「おい！」

　教皇総長が叫んだ。

「本ほん多だ・正まさ純ずみ！　貴様が代理人だろう！　どうにかしろよ！　なあ！　おい！」
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　ミトツダイラが皆と振り向くと、正純が、背を向け、メアリの持ち込んできていたバケットからチップスを摘つまんでいた。

「……あの、正純？」

「あ？　何だ？　今、武蔵副会長は英国庶民の食文化を勉強中である」

　いや、と浅あさ間まが右手を挙げて言葉を挟んできた。彼女はこちらとアイコンタクトして、

「正まさ純ずみ？　ホライゾンの方のフォロー、して貰もらえると有り難いんですけど」

「うーん、ホライゾンの方、か」

　その名前が出ると流石さすがに正純も思案するらしい。ただ彼女は首を傾かしげ、

「……教皇総長、面倒くさいよな──……」

　……あっ、無茶苦茶本音ですのね？

　なので、取り繕うのと、話題を向けるために言ってみる。

「でも、我が王やホライゾン、平気で絡みにいきますわよね？」

「いや、あれはメンタルか、他の何かがおかしいという事だ。私は、あそこまで強メンタルではないからなー……」

・●　画：『どの口で自分のメンタルが弱いって言ってんの？　あァ？』

・８４８：『ナイスジョークです副会長。この緊張した場を和ませるためのジョークですよね。なお私、今、どういう表情したらいいか経験不足なので真顔です』

・労働者：『ほら、ちょっと挨あい拶さつしてこいよ!!』

　見ると、正純が半目で首を傾げている。

　……す、少しはやる気出てますのよね!?

　こっちに振り向いただけでも意味が大きい。そして向こうから、

「おお、正純様、起きましたか！　ハイ視線こっち！　──では教皇総長様に説明をしてやって下さい。何故なぜ、全裸が三人いるのが教皇総長様のせいなのか。解わからぬようなのです！」

「おい！　何か議題が変わってるぞ！　おい！」

「おやおや教皇総長様、時代は刻一刻と変わっていくものなのです。そのスピードについてこれぬようでは、ホライゾン達の若くてピチピチした議論にはついていけませんよ」

・ＡｎＧ：『あ、これ、いつもうちがやられてたヤツだ……』

・□□凸：『教皇総長、大丈夫ですかね……』

・黒　竹：『んー……、昔、おねーさんが相手してた時もそういう心配欲しかったかなー』

・ゆたか：『味方の側にいても理不尽だと解るホ母様、素敵です……！』

　表示枠サインフレームを読んだホライゾンがこちらに振り向いて左腕が跳ねると、豊ゆたかが嬌きよう声せいを上げた。

　しかし、そんな皆の理不尽な空気の中、動いたものがいる。

　正純だ。彼女は半目の猫背で、右手を雑に上げ、

「えーと聖下、つまりこういう事です」

「ハア!?　何だ！　言ってみろ！　おい！」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正純が応じた。だが、彼女はすぐに応じず、

「────」

　呼吸五つ程過ごしたあとで、気付いたように顔を上げ、こう言った。

「──だが何か、上手うまい言い方が見つからないな。だから今、私が、説明として上手うまい事を言ったと、そうしよう。うん。──そういう事です。聖下」

「貴様あ────!!」
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・副会長：『ほら見ろ面倒くさいだろう……。理不尽にヘイトを稼いだぞ』

・礼賛者：『理不尽とは』

・金マル：『あのさ。ガっちゃんがさっき言った事、ナイちゃんから言っていい？』

・ホラ子：『ふうむ、あの教皇総長様、この短気っぷりは正しくホンモノですが、しかし何ですね。人の意見を聞く姿勢がありませんねえ。どうしたものですか一体。──竹たけ中なか様』

・６　　：『鬼振り』

・黒　竹：『え!?　え──。あ──。つ、つまり、ええと！　ここでおねーさんが上手い意見を言ったと、そういう事で御願いします！　ハイ！』
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　教皇総長パパ・スコウラは聞いた。

　武蔵副会長が、自分達の列に並ぶ竹中・半はん兵べ衛えを後ろ手に指差し、こう言ったのだ。

「聖下」

「何だ？　言ってみろ！」

「この竹中が言ってました。──教皇総長、クソ面倒くさい人ですねえ、って」

「貴様ら……！」

　あ、と武蔵副会長が、言葉を繫つないだ。

「でもその後にこう言ってました。──だけど旧派カトリツクの首長だと、いろいろ理由があるんでしょうね、って」

「ぬう……！」

　少しは情状酌量があろうか。だが、

「それとこれは別だ馬鹿者……！　反省しろ！　おい！」
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・金マル：『そこまでチョロくないか──』

・●　画：『流石さすがは親玉、ってところね……』

・黒　竹：『あああああ！　死ぬかと思った！　死ぬかと思いましたよ──』

・副会長：『いや待て、──そういう事だと思ってただろ？　つまり』

・黒　狼：『あの、そういう事を、思うのと口で言うかどうかは別ではありませんの？』

・立花嫁：『……皆様の普通の意見が、こんなに新鮮に感じると言う事に、私は今、客観的な驚きを得ています……』

・蜻蛉切：『おや誾ぎん殿！　拙せつ者しやのように議論などしない者は、皆いつもこうで御座るよ？』

・あさま：『あの、誾さん？　少し表情変えましょう。ええ』
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　ホライゾンは言った。大体の意見はまとまったようだと、そう思いながら、

「では、全裸が三人集まってハッピーセットなのは教皇総長様の責任と言う事で結論が出ました。では次の議題に行きましょうか。──昨夜ゆうべの野球、見ましたか」

　視線を向けた先。教皇総長が即答より早い食い方で応答した。

「出て行け……!!」

　その言葉に、己は首を傾かしげた。

「何故なぜ、出て行かねばならないのですか、教皇総長様。──今、ホライゾンとM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクは教皇総長様の全裸ハッピーセット疑惑を追及中でした。

　それが結論されようとしたところで議論を打ち切り。更には退出を命じようとは、教皇総長様も参加者の一人という事を忘れた暴挙。──ハイ人狼女王レーネ・デ・ガルウ様早かった」

「ぼうきょ！　ぼうが挙がりますのね!?」

「お見事！　Mouri-01様、座ざ布ぶ団とん三枚追加して下さい。さてこのような流れの中でホライゾン共の追及を無かった事にしようなど──」

　己は左右の両腕と共にやれやれと吐息した。そして両腕と一緒に首を傾かしげ、

「──疑惑は深まったと、そう言わざるを得ませんな！」

「やかましい……！　出て行く理由ならあるぞ！」

　教皇総長が叫んだ。

「貴様らは、俺おれが呼んだのだ！　だから俺が貴様らの退出を命じるのは当然だ！　そこに何か文句があるか!?　なあ！　おい!!」
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　Ｊｕｄジヤツジ．、と正まさ純ずみは頷うなずいた。

「では聖下に質問です。──三み河かわでの私達の正当性を認めるか否か。決定の場として、ヴェストファーレン会議を私は主張しました。聖下もそれを了承され、私達は参加権を得ました。

　しかし、ここで不参加を命じられるとなると、私達の正当性は誰だれが認めるのでしょうか」

「貴様達に正当性はない、というのはどうだ？」

「Ｊｕｄ．、では聖下、聖下が私達を放逐した、と捉とらえて良いのでしょうか」

「否」

　教皇総長が言った。オブザーバ席だが、椅い子すに座り直し、

「正当性を認めるか否かの議論自体がなくなったのだ。貴様らは他者に正当性を認めさせるにおいても、聖連下ではなく、独自のものとなる」

「Ｊｕｄジヤツジ．、では聖下、私達は独自に各国に自らの正当性を確認しに行っていいのですね？」

「否。そうではない」

　教皇総長が、口くちの端はを上げて言った。

「──少なくともこの会議に集まった国は聖連関係国だ。聖連主導の公会議に集まったのだからな！　だからこの会議場にいる国に、貴様らは自らの正当性を確認しに行く事を禁ずる。何故なぜならそれは聖連の力を借りる事で、聖連の正当性から逃れる貴様らが求めてはいけない事だからだ」

　Ｊｕｄ．、と正まさ純ずみは応じた。

「有り難う御座います聖下。──つまり私達は、各国に対し、聖連関係であろうと無かろうと、そういう枠を壊す行為で関係し、私達独自の正当性を求めねばならないのですね？」

　つまり、

「世界征服です。聖下。──許可と促し、有り難う御座います」

「本ほん多だ・正純」

　教皇総長が、つまらなそうに頰ほお杖づえをついて言った。

「三み河かわの事を忘れずにいたようだな。おい」

「聖下も忘れずにいたようで、幸いです」

「当たり前だ。俺おれは教皇総長。世界の幸いを司つかさどる立場の者だ。そして──」

　フ、と彼が鼻で笑った。

「世界征服まで、──自分で言えるようになったか、本多・正純」
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・きめえ：『……途と轍てつもなく面倒くさいと、そういう事は解わかったわ』

・貧従士：『初め、何言ってるのか解りませんでしたけど、三河の再確認ですか……』

・黒　竹：『まあちょっと三河の時より厳しめのようでしたが、えろしたい感が……』

・あさま：『あ、禊祓みそぎ系、いりますか？　トーリ君の方の手配は済んだので、余力割けます』

・８４８：『あ、えろパックにそこらへんの術式入ってるので大丈夫です！』

・不退転：『……会話の無茶苦茶度が上がったわね』

・ゆたか：『ええと、つまりどういう事になるんです？』
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　ホライゾンは、ふむ、と頷うなずいた。

「つまり教皇総長様、全裸をここに呼んだ憶おぼえはないが、世界征服とかやる気だったらここにいるのもいいだろうと、そういう事ですね？」

「Ｔｅｓテスタメント．、世界に挑戦するというならば、世界が相手にならねばなるまい。そして公会議とは世界の集まる場所だ。良い条件じゃないか。なあ、おい」

　と、彼の言葉と同時に、手が挙がった。

　東側。極東勢の最も上がみ・義よし光あきだ。彼女は挙手し、手にしていた大扇子を広げた。

「ココ……！　面白い意見を聞いたぞえ」

　立ち上がる。九本の尾を隠しもせず、彼女はゆっくりこう言った。

「我々極東勢。奥おう羽う、関東諸家を、聖連関係国と見なすと言うのかえ？　極東勢、この場に来たから聖連関係国。そして聖連関係国ではない武蔵むさしを〝我らとは違う〟、と？」

「おい、極東勢」

　教皇総長が、義光に顔を向けた。

「貴様らとて、聖連の恩恵を受けておろう。歴史再現が絡めば、聖譜の関係者だ。ならばこの世界の全ては聖連の関係者といえよう」

「燃やしてやろうかえ？」

「おお、義光様、ダイレクトですね」

「ココ、こういう議論好きなヤツには、結論から話してやるべきよの」

　向こうで、無関係な三征西班牙トレス・エスパニア副会長様が頭を抱えていますが、何故なぜでしょう。

　そして義光が、扇子で口元を隠しながら告げた。

「関東以東。黎れい明めいの歴史の色が強く残る土地において、聖連などとたかだか百六十年前に正式発足したような、それも欧州中心の組織など、何の意味も持たぬぞえ？　もしそれが、私達と、私達の子らを定義し、貶おとしめようとするならば──」

「戦争か！　いいなあ！　おい！」

　教皇総長が腰を上げる。

「──酒さか井いに足止めされてから、Tsirhcツアーク旧派カトリツクの拡大は歴史再現のみに限定されたのだ！　それを飛び越えて手を出してこようというならば、ここで極東全域にTsirhc旧派の威光を知らしめる意味もあり、聖戦を叫んでも悪くはない！　覚悟は出来ているか!?　おい！」

「ココ……！　ここで倒してしまえば、関東以東どころかここで終わりぞえ？」

　良い盛り上がりのウエーブを感じる。

　……ホライゾンも、情緒を理解出来るようになったものです。

　思わず背後の位相空間から茶を出して飲む勢いだ。だが、義光の態度には後で礼をしなければ、と思う一方で、

「チョイと宜しいでしょうか、御二人とも」

　？　と振り向いた二人を交互に見て、己は言ってみる。

「武蔵むさしは聖連から外れるのか云うん々ぬんとか言ってますが、──武蔵、今、M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクですが？」

　ややあってから、気付いたように義よし光あきが爆笑した。対する教皇総長が、

「貴様らあ────!!　ナメとんのか!?　おい!!」

　この人、煽あおり耐性ゼロなのでは。
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・超正義：『何か、将軍様にすごくキャラが近いような……』

・小　姫：『いやいや、鬼おに武たけ丸まるさんは似てませんよう。教皇総長とは』

・鬼武丸：『当たり前だ！　あっちは何だかんだ言って一宗教の長といったところ！　私の方はこの極東の守護を帝みかどから任された身だからな！　格が違う！』

・小　姫：『そうですよう。鬼武丸さん、その後チョーシ乗って暗殺されてオチとしては機動殻のＯＳですけど、あっちの教皇総長は実体ですし暗殺なさそうですし？』

・鬼武丸：『貴様……！』
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　と、実況通神チヤツトが賑にぎやかになるのとは別で、豊ゆたかは自分が着ているM.H.R.R.制服を見ながら、とりあえず問うてみた。

「私達の立場って、どうなるんです？　三みつ成なり」

「いやあ、全然解わからないです」

　サッパリと無表情で言われるといろいろ心配になるが、本気で解らないのだろう。なので、

「母さん」

「正まさ純ずみ」

「大おお久く保ぼ」

　代表委員長が半目で振り向いた。

「今の話、トータルで見ると、こういう事や。


・三み河かわで教皇総長が認めた武蔵のヴェストファーレン呼集は、無かった事にされた。
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・武蔵を含む極東勢は、聖譜に従うが、聖連関係ではなくなった。
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・武蔵は独自の方法でヴェストファーレン会議に乗り込む必要がある。
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・武蔵はM.H.R.R.旧派である。なのでヴェストファーレン会議に乗り込める。



　──結果として、三河で生じたヴェストファーレン会議への呼集がなくても、武蔵はM.H.R.R.旧派としてヴェストファーレン会議に参加出来るし、極東勢は聖連の支配下に入らずに済む」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と己は頷うなずいた。幾つもの案件が同時に起きると、流石さすがに把握が面倒だ。

　ただ、何となく聞いてみたい事があった。

「極東勢が聖連関係者となって武蔵むさしを呼集する……、というのは出来たんじゃないですか」

「それは極東勢が聖連の支配下に入る事になるので面倒や。聖連の恩恵は聖譜所有国を中心としとるから、流儀としては地ち中ちゆう海かいおよび露西亜ロシア方面のルールに基づくものが多い。

　Tsirhcツアーク系の文化とか、極東勢が持っている意味、さほどあらへんやろ？　それでいて聖連関係国として政治的な部分に口出されたら面倒やな」

・九尾娘：『そして関東諸家や奥おう羽うのように、互助的な事は既にこっちでも行っておるのよ。つまり身内性が高い訳よの？　そこに聖連が嚙かんでくれば、要らぬ権益が発生して、身内の繫つながりが破は綻たんする可能性も高い。今の時代にその混乱はいかん』

　しかし、

・九尾娘：『──しかし、世が落ち着いて、たとえば武蔵が世界を征服したと言うならば、聖連を受け入れるのはありであろう。その場合、我先に、というものはあれど、混乱はなく、聖連を正しく成長と停滞打破の手段として使えるであろうのう』

「最も上がみ総長は流石ですね──」

　と、一息ついた竹たけ中なかが言う辺り、やはり凄すごい人々が今、自分達の周囲にいるのだろう。

「……自分達の現状と、聖連が絡んだ時の未来を比較し、危険ならば排除しながら、将来においては可能性も探っている、と？　そういう事ですか、竹中」

「Ｊｕｄ．、そして最上総長を流石と思うのは、これが、極東勢としてでもありますが、本来はあり得ない事、つまり、──〝武蔵勢〟を保護する事で生まれた案件だという事です。

　自分が関係しなくても良い事。それを政治に繫つなげて〝拒否〟の結果を出し、この場において極東勢の存在感を出した上で武蔵勢も守るという、そんな成果を出した訳ですね」

　確かに、最上総長の牽けん制せいによって、各国はいざとなれば極東勢が戦争も辞さぬ事を悟ったろうし、また、気質も理解した筈はずだ。

「──武蔵に不要な危害を加えれば、極東勢が戦争も辞さぬと、そういう訳です」

「聖連各国が〝聖連の恩恵〟を餌えさにしようとしても無駄と、そういう訳でもありますよね？」

　だとすると、何となく解わかった。

「……武蔵を保護しつつ、極東勢の尊厳を提示したんですね？」
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　あらあら、と喜き美みが言うのを浅あさ間まは聞いた。

　何かと思えば、彼女はこちらの娘と竹中達が話しているのを眺めており、

「フフ、浅間、アンタの子、アンタより賢いんじゃない？」

「それはそれでいい事ですよ。別に。ええ。いろいろ任せる事が出来て有り難いです」

　言って視線を追えば、確かに羽は柴しば勢のグループの中で、ちょっとした政治的批評が生じている。それは先程の遣り取りや極東勢のスタンスについての話だ。

　ミトツダイラの子は、何となく理解出来たのか頷うなずいているし、鈴すずの子は明らかに解わかった顔で表示枠サインフレームにメモを取っている。ナイトとナルゼの子は、嘉よし明あきの方が聞き役な一方、脇わき坂さかの方は明らかに解ってないか、独自の解釈をしている。

　……思った以上に個性出ますね……！

　ただそれとは別の意見が、ホライゾンから来た。

・ホラ子：『一番頭が良いのは、ホライゾンと喜き美み様と毛のアンサンブルである、うちの真ま喜き子こですが、異論は御座いませんね皆様』

・●　画：『先生が頭良いかどうかは別として、ボスであるのは確かね……』

　これも我が子自慢なんだろうか。

　ただ、こういう風にして、皆が現場に馴なれていき、お互いの思考を深めたり、出来る事を模索していくのは、良い事だと思う。

　武蔵むさしでは皆が即戦力。役割分担もあるが、余程でなければ全員があらゆる事に関わっていく事となる。それも、武蔵全体の方向性を決めるような事でも、だ。

　十じつ本ぽん槍やりのままでは、よくて羽は柴しば勢の方向性の決定であり、国家レベルではない。大体、羽柴が天下を取った際も、彼女達は創世計画というスケジュールで動いていたため、今、このような流動的な国家間の現場を経験していないのだ。

　しかし武蔵では、アドリブ重視だ。誰だれもが、指導者の思考を要求される。

　……それが、ここで、羽柴勢にも広がるんですね。

　これは、自分達が三み河かわ以後に出会った経験と同じだろう。

　世界が広がるのだ。
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　……指導者の視点、という事でしょうね。

　義よし光あきにあって、自分達にないものを、豊ゆたかは思った。

　この観点は、何となくだが、母達にもあると感じる。

　何故なぜなら母達は、武蔵の政治的な決定や方向性を受けたり、またはそれを決めるために自分達の見解を述べ、議論に加わっていくからだ。

　自分も、安あ土づちや大和やまとの運行に対し、神しん道とう側の管理者として口を出す事がある。

　あれをもっと、生活や政治のために用いる、という事だろうか。

「否……」

　もっと広い。そしてもっと気楽なようにも感じる。

　元々、自分達十じつ本ぽん槍やりは、母達を止める事を目的として構成された特殊部隊のようなものだ。皆、実力はあるが、何らかの面で戦う事を前提とした存在であり、

　……武将とか、そういう位置づけですよね。

　襲名者として考えると、皆、それなりの領地を得て治める事にもなる。どちらかというと、そっちの方で名を馳はせる者もいるのだが、今の自分達ではまだまだのように感じる。

　とはいえ、今、どうなっているか解わかった。

　自分達は、守られているのだ。

　ベースとしてあるのは、武蔵むさしがM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクを自任した事だろう。

　これによって、まず、自分達羽は柴しば勢が守られた。

　各国がしたたかに、武蔵勢と自分達を引き剝はがそうとしたのを、共に入る事にしてくれたのだ。そして母達を攻撃しようとする聖連に対しては、極東勢が守ってくれた。

「Ｊｕｄジヤツジ．……」

「解ったんか」

　代表委員長の言葉に、己は頷うなずいた。横のネイメアが何となく消化不良な感だから、こちらには後で説明しようと思う。巫女みこは解説の得手なのだ。そして、

「──私達はM.H.R.R.旧派なので、母さん達共々、ここにいる事に文句言われる筋合いはありません。そして、三み河かわでの教皇総長によるヴェストファーレン会議への呼集は、却下されても仕方ないと思います」

「何故なぜや？」

　ええ、と己は応じた。手で差し示すべき相手がいる。それは、

「K.P.A.Italia、──そこに現教皇のオリンピアがいるからです。彼女が〝前〟教皇である教皇総長の呼集を認め、引き継がない限り、教皇総長の呼集は無効となるんです」
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「そうね。──私が〝無し〟って言ったら、そうなっちゃうのね」

　オリンピアは、良い位置にいた。

　円形の会議場。自分達がいるのは外側のオブザーバ席だ。

　K.P.A.Italiaは、ヴェストファーレン会議に直接の参加権がない。が、それゆえに進行や管理の権限を得る事が出来ている。

　自分が〝現教皇〟である事も、その理由だろう。

　為なすべきは、K.P.A.Italiaの権威復活と、三十年戦争の後における確かな地位の確保だ。

　それゆえにM.H.R.R.から皇帝の脱出と間借りを許し、この会議への参加権を得ると共に、M.H.R.R.旧派の敗戦を羽柴に押しつけようとしている。

　これは欧州列強や、多くのTsirhcツアーク旧派国が認めた流れだ。

　だが、それに逆らうように、武蔵むさしは羽は柴しば共々M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクを名乗り、行方ゆくえ不明となっていた教皇総長パパ・スコウラもP.A.Odaに亡命教皇領を設けて出場している。

　つまり今、ここは会議の前の前ぜん哨しよう戦だ。

　だがどうすべきか、己は口を開いた。

「お兄ちゃん」

　教皇総長に対して、言うべきを言った。

「何の考えがあったかは知らないけど、今の教皇は私よ。──権限があると思わないでね」







[image: 第三十九章『雛壇の姫達』]
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　ほう、と教皇総長パパ・スコウラは妹でもあり、姉でもある現教皇を見据えた。

　こちらは東側。彼女がいるのは南側だ。客側、とも言える下座にありつつ、しかし位置は中央。入場口の上のスペースを、階段座席ではなく、バルコニー状にして構えている。

　来らい賓ひんともいうべき位置と状況だ。

　そこにいるのは、オリンピアだけではない。

　……皇帝も共にいるか！

　立場が違えば、見事と評するだろう。自分が経済と武力をK.P.A.Italiaの権威向上のために重視した一方で、オリンピアは教譜と、聖連諸国に対して損得の共有化でそれを望んだのだ。

　敗戦国であるM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクと、羽は柴しばを合一し、そこに負債を押し込める。

　欧州を荒らした羽柴に対しては何をしても赦ゆるされる、というところだ。

　このような図式を確定したのは、当然、羽柴が武蔵むさしに敗北してからだろう。だが、

「このような〝手〟の思案は、以前から講じてなければ無理だなあ、おい」

「正直言うと、お兄ちゃんが行方ゆくえ不明になって、私が傀かい儡らい教皇になってからよ」

　無論、と彼女は言葉を挟んだ。

「羽柴勢の人達は悪い人じゃなかったし、丁寧で、好きの部類に入るわ。

　だからこのような流れに押し込めるのは不本意ではあるの。欧州全域が、そうした方が〝効率がいい〟というのは解わかっていても、ね」

「だがそれを見透かした武蔵勢に、今、即応されたぞ、貴様の浅知恵は」

「Ｔｅｓテスタメント．、だから傀儡ごときがハシャぐものじゃない、って事ね」

　だけど、とオリンピアは言った。

「無責任で御免なさい。──私は、恐らくここまで。勝敗で言えば、私はもう負けているの。

　折角の仕込みが、簡単な思い付きと、その実行で覆くつがえされてしまった。

　だから引っかき回しただけになるかもしれないけど、動いてしまったものを止める事は出来ないし、それをすればK.P.A.Italiaに責任が回ってくるから、出来ないし、しないわ。

　でも──、お兄ちゃん？　これ、お兄ちゃんが元々望んでいたような構図よね」

「それは──」

「武蔵を潰つぶし、羽柴も潰す。三十年戦争でM.H.R.Rから奪えるだけ奪ってやろう。

　──三み河かわ以前、欧州列強がいつかそうしてやろうと、画策していた事よ。今の状況は」

　確かにそうだ。Ｔｅｓ．、と頷うなずき、己は言う。

「見ていろ。オリンピア」

　ハという笑いが、口くちの端はから漏れた。

「貴様が、教皇総長という役目は自分には重いと、俺おれにその地位を戻せるようにしてやろう。

　ここで俺おれが、〝三み河かわ以後〟をしてやる事によって、な！」
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　おお、という声を、教皇総長パパ・スコウラは聞いた。

　一部からは、熱心な拍手も聞こえる。

　……そうだ。

　キャリアがある。経験と実績に、コネクション。そういったものが己にはある。

　あった、ではない。あるのだ。

　現場に戻った以上、全てはまた進行形だ。

　その事が解わかっている者達が、今、こちらを見て、反応をしている。そして、

「おいオッサン！」

　極東の全裸が、こちらに向かって走って来た。

　そして馬鹿が、こちらを指さし、こう言った。

「オッサン、教皇総長とか言ってたけど、今、そうじゃねえのかよ!?」

　と、馬鹿がそのまま境の壁を越えてこちらに来た。

　え？　と護衛達が首を傾かしげる中。馬鹿が、

「どーも！　どーも！　おいおい元気か！　お前もな！　な!?　あーあー気にすんな！　俺おれとオッサンの仲だよ！」

　と護衛の壁を器用に抜けて、横に来た。そしてそのまま、こちらの肩に肘ひじを掛け、

「何だよオッサン。……教皇総長から単なるオッサンにランクダウン中なのかよ。まあそれでも俺は遊び相手としてオッサンみたいなの好きだから、楽しくやろうな？　な？」

　と頭を叩たたかれ、己は言った。

「貴様あ──！」
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　馬鹿がP.A.Odaの護衛学生につまみ出されるのと、丹に羽わが護衛達に説教を始めるのはほぼ同時。そんな光景を見ながら、ネイメアは思った。

　……どういうレベルですの？

　今の父のやった事を見た豊ゆたかが、正体失ってフラついている。

「いや、ちょと、ネイメア、支え御願いします」

「Ｊｕｄ．、……貴女あなたが当てられるという事は、つまり加護関係によるものですのね？」

　それ程、今の父のムーブはちょっと凄すごかった。

・あさま：『今のは、芸能神の〝観客への握手ムーブ〟ですね。敵意がないのと、相手側もトーリ君に興味を持っていた事から術式が成立しました』

・十ＺＯ：『〝不可能男インポツシブル〟が〝可能男〟になったで御座るか？』

・あさま：『いえ、今のはまあ、ボケ術式とかと同じなので、……強いて言うなら、以前から出来た事が強化されたという事ですね。あと、現あら人ひと神がみになって、術式や加護の〝格〟も変わってますから』

・あずま：『強くなったのとは、違うの？』

・あさま：『えーと、ボケが多くの対象に利いたり、相手の抵抗を無視出来るようになったという事です。強くなったというか、ハズさなくなったというか』

・ウキー：『無駄な特化をしおって……』

・未熟者：『いや、無駄じゃないんだよ。──意味が無いんだよ』

　成程、と己は納得する。

　父のボケ術式の凄すごさについては、三み方かたヶ原はらの戦いの直後。水み戸とで父達を襲撃した福ふく島しまや清きよ正まさからも聞いている。

　……砲撃クラスの一撃が、ツッコミ扱いになってダメージを与えられなかったと。

　つまり条件が合えば、何もかもを〝芸〟として昇華出来るのだ。

　元から、０か１かみたいな術式や加護のレベルが、更に上がるとなるとどうなるか。

・あさま：『〝格〟が変わるので、レベルの高い対抗術式や加護に勝つだけではなく、事象系にまで食い込みますね。トーリ君の現人神としての加護じゃないんで、芸能神ウズメ系から〝一回下げ渡し〟の扱いにはなりますが、それでも術式としての〝格〟は、準国くに津つ神かみクラスまでは最大値で持って行けると思います』

　つまり、

・あさま：『さっきのだと、教皇総長側も、現役だったら〝旧派カトリツクの加護〟やらなにやらで対抗出来たと思いますが、今は単に能力と技術が高い旧派術者という扱いなので、〝個人の加護〟でしょう。だから嚙かみ合ってしまった可能性がありますね』

・●　画：『興味本位で聞くけど、人以外相手だと、どのくらい？』

・あさま：『真さな田だで食らった天竜の一撃くらいなら、もう避けられると思いますよ？』

・金マル：『テュレやんと比べて、どう？』

・あさま：『ぶっちゃけミトのお母さんは恐怖の具現ですから、本質自体は天あま津つ神かみ準拠です。天津神も元は人で、恐怖を感じますから。ただ、発生が人界なので、出力はこっち合わせになってますから、単純比較は難しいですね……』

・カニ玉：『関東のアレは、人界合わせの出力なんですか!?』

　ちょっと目眩めまいがこっちにも来た。

　……どーなってますの、うちの家系。

　ただ、と智とも母様が言葉を作った。皆、こっちに戻ってくる父とホ母様を受け入れながら、

・あさま：『──私もバックアップにつきますし、ボケ術式はそもそもが相手合わせなので、借力要素が高いです。ミトのお母さんがノってきてハマったら、トーリ君にダメージは入らないと思いますね』
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　ほ、とミトツダイラは吐息をした。

　武蔵むさしが復活してから、少し、気になっていた事があったのだ。

　……我が王には、なるべく、私より上を行って欲しいですもの。

　自分は武蔵復活の夜に、人狼ルウガルウの本性を発揮して獣変調を行った。

　そこで決まったのが、己が次期人狼女王レーネ・デ・ガルウだという事だ。

　無論、自分の能力が母と同じものになる訳ではないが、立場としては同じだ。

　先程の浅あさ間まの言葉が通じるならば、もはや自分はやはり人類の恐怖の具現なのだ。

　娘も同じだろう。

　もはや人の範はん疇ちゆうではない。そういったものを自分の一面として有している。

　だとすると、王と騎士とは、もはや主従の関係としてしか、それが成立しなくなってしまう。

　……だからこそ大事な関係とも、そう言えるものですけど。

・銀　狼：『何らかの点で、王には、こちらを御するものを持っていて欲しいですものね』

・あさま：『えっ』

・銀　狼：『？　……何ですの？　えっ、て』

・●　画：『解わかるわ……、隠語の話よね？　制御棒とはよく言ったものよね。ええ……』

・銀　狼：『そういう意味じゃありませんのよ──？』

　……あ、でもよく考えたら、少なくとも後半日後くらいには〝ヴェストファーレン後〟になってますのよねー……。

　まあいい。そっちはそっちで別の問題。御褒美とか思わない。

　だが、いろいろと再調整というか、バージョンアップが入った感はある。

　ホライゾンはアップデートをするし、王は現あら人ひと神がみとなり、自分は次期人狼女王となり、浅間は王に仕える巫女みことなったのだ。

　……上位化というか、クラスチェンジ感ありますわね。

　ただ、王の力は、先程浅間の解説があったように、現人神となったからこそ準国くに津つ神かみクラスにまで通用するようになった。

　無論、ボケ術式なので相手との掛け合いによる〝ウケ〟でなくてはいけないが、それでも準神級の加護や術式を自分のものと出来るのだ。

・蜻蛉切：『存在自体が、準神格武装のようなもので御座るか』

・傷有り：『神格武装の定義は、単純に〝意思の有無〟がありますけど、意味としては〝神に通用する武装〟ですからね。──浅間様の梅うめ椿つばきが意思なくとも準神格武装なのは、やはり威力の〝格〟が、相当であるからです。だとすれば総長がそういう存在となったという事は、対外的には充分、意味がある事かと』

・貧従士：『でもそれだと、神格武装級の装備を大量に所持、運用出来る副王は、やはり世界にとっては脅威な訳ですね』

　ホライゾンがガッツポーズを取る。すると、

・８４８：『ええと、すみません。一応私もなので、今、そのクラスが武蔵むさしに二人います』

・ＡｎＧ：『お？　お？　ナリナリも主張し始めた？』

　その通りだ。

　そしてホライゾンが三みつ成なりの後ろに立ち、その両腕を摑つかんでガッツポーズを取らせ、

「ソコダアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!」

　いきなり二に人にん羽ば織おり状態で左右に振り向くと、オブザーバ席の人々が慌てて伏せたり、逃げ出す動きを取った。
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・銀　狼：『何してますの──!?』

・ホラ子：『いやあ、会場の人々に刺激をプレゼントです。意外にいい反応でしたね』

・８４８：『ああビックリした！　ああビックリした！　ああビックリしたあ──！』

・副会長：『石いし田だ。馴なれろとは言わん。──諦あきらめてくれ』

・きめえ：『それを馴れると言うのじゃないかしら』

・不退転：『いえ、馴れると自分から加わっていくのよ。──おめでとう』

・超正義：『い、いやな祝福があったものです！』
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　いつも通りですわね、と、ミトツダイラは、正まさ純ずみが自分達のオブザーバ席を指差すのについて行く。というかまだ会場を一周もしていなかった。

　……ホント、いつも通りですわねー……。

　密度が濃過ぎる人生というのも難だ。だが、王の事や、神格化などの事を思うと、一つの無茶な存在に思考が至る。

「喜き美み……」

　王の姉。自分達の義姉となるのだろう。彼女については、

「貴女あなたが我が王の姉で幸いだったと、今更思いますわ」

「フフ、どうして？　子供が巨乳になれたから？　そうなの!?　マジで!?　ヤダー、コンプレックスって根が深──い！　じゃあほら！　揉もんでご利り益やくよ！　あーナイナイ──」

「自分のをわざわざ揉みに来なくていいですよ……！」

　アデーレの風評被害が酷ひどいが、まあそれはそれとして、思った事があるのだ。

　……喜き美みは、神をも張り倒せますのね。
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　芸、と言っていいのだろうか。

　黄泉よみ帰りの時、自分達は王を帰還させるために一五〇一回＋ボーナスゲームを行っていたし、こっちに戻ってからは天あまの岩いわ戸と開けを手伝った。

　喜美も同様だが、こちらは現場で、アマテラスにまで手を届かせていた。

　天あま津つ神かみを張り倒したのだ。

　喜美は現あら人ひと神がみでも何でもない。単なる人だ。巫女みことしての能力はあるが、単純にそっちのステータスだけで見れば浅あさ間まの方が遙かに上だ。

　それが何故なぜ、天津神にまで届くのか。

　……代演ですわね。

　舞を奉納し、その返礼によって己を強化し、また、他の神の力も借りる。

　ただ、喜美の場合、舞と周辺の技術が異様に優れているのだ。

　奉納を密度高く連鎖させ、恐らくはミスすらも味として繫つなげていく。

　神であっても、舞をミスしない訳ではない。だが喜美の場合、ノーミス状態の奉納連打は、そういったものを超えるのだろう。

　そして神しん道とうにおいては、莫大な奉納は代演にもなれば、己の強化にも使える。

　喜美はあの夜、ただ舞の力を高め、神に届いたのだ。

　理屈だけ聞けば簡単。しかしこれが出来るのは、

「────」

　喜美がいて、良かったと思う。更には、あの夜、喜美の奉納のレベルを上げるために、二ふた代よや誾ぎんがいて、底を支えるように皆がいて幸いだったとも思う。

　結論として感じるのは、一つの事実だ。

「喜美に勝つには大変ですわね」

「あらあら、義理のお姉ねえちゃんに甘えてみたくなったの？　いいわ！　さあ！　フリーハグ状態で飛び込んで来なさい！　さあいつもと違ってメアリぃ──!!」

「あ、はい。──わあ、あったかいのですね……！」

「ワーオ！　いつもと違う反応で私ちょっと新鮮だわ！　ハイ点てん蔵ぞう！　アンタ冷えてるって事だと思うから懐に常にゾーリ入れて温める練習！　十足三セット二十本よ！」

　何言ってるか解わからん。ただこの狂人は、王の事が関わるなら、人から天津神まで全対応で張り倒しに来るのだ。

　……喜美はつまり、我が王がどんな存在になろうと、追いつけますのね。

　自分達はどうだろうか。否、これについては、浅あさ間まが幽かくり世よで可能性を述べた通りだ。

　私達は、前世もしくはそれ以前から、こうだったのではないか、と。

　そこに恐らく、現あら人ひと神がみや人狼女王レーネ・デ・ガルウなど、そんな要素が加わり、ひょっとすると子供達も重なって、回って行くのだろうか。

「……どうでしょうね」

　こんなところで考えていてもしょうがないとは思う。

　と、気分を変えようと思った時だ。オブザーバ席に入る前の会議場一周をしていた自分達は、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの前を通りかかった。すると、

「ほら、ネイト！　ネイメア！　胸張って……！　そうですのよ！」

　と、母が表示枠シーニヤカドルで撮影してくるのは流石さすが過ぎる。
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　輝てる元もとは、目の前を通り過ぎていく武蔵むさし勢に、軽く手を振った。

　浅間神社の巫女みこや、従士達が気付いて一礼を返してくるが、まあどうと言う事はない。

　……取り越し苦労か。

　羽は柴しば勢を守るためにM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクに自らくっつくというのは、コイツららしい。

　しかも効果的だ。この決定の御陰で、ヴェストファーレンに来た国のほぼ全てが戦術も戦略も変更を余儀なくされるだろう。

　うちは違う。否。やらかされた分の変更は必要だが、心構えが違う。

　関せきヶ原はらでお互いに情報交換をし、望むものを通じさせた。

　……無血や、黎れい明めいの時代の歴史再現だ。

　そこから考えると、羽柴勢を守るという思考もよく解わかる。コイツらは徹底的に「失われる事を止める」つもりなのだ。

　そういった事を、関ヶ原の時に解っておいて良かった。武蔵側も同様だろう。こっちと、コンセンサスをとっておいて幸いだったと、そう思っている筈はずだ。

「おーい、輝元！」

　いきなり、本ほん多だ・正まさ純ずみが手を振って、声を掛けてきた。

　……ん？

　何だ一体、と思っていると、彼女が声を上げた。

「じゃあ、うちはM.H.R.R.旧派とやっていくから、そっち、打ち合わせ通りに頼むぞ！」
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「姫様？」

　前の座席のシートを両手で摑つかみ、腰を上げかけて動かなくなった輝元に対し、Mouri-01は疑問した。

「……打ち合わせって、何でしょうか」

　問うた先。輝元は応じない。ただ、会議場の方から武蔵むさし副会長の声が来た。

「こっちは打ち合わせ通りやっていくから、そっちはそっちで頼むぞ！」
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「あの、副会長？」

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズのオブザーバ席。そちらに手を振って叫んだ副会長に、竹たけ中なかはぎりぎりの勇気をもって問いかけていた。

「……打ち合わせって、何でしょうか」

　問うた先。副会長が応じた。彼女はこちらに振り向き、首を傾かしげ、

「──何を言ってる。打ち合わせなんて、何もしてないぞ」
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・副会長：『まあ、輝てる元もとに対しては、何を振っても大丈夫だろうという思いがあるからな。その信頼感に基づき、陽動の一助を担って貰もらう事にした』

・未熟者：『やはり今のはそうだったんだね!?　ああいう中身の無い陽動によって、各国は武蔵だけじゃなくて六護式仏蘭西も気にしなければいけなくなる！　もはやこのヴェストファーレンの主導権はこちらのものだ！』

・金マル：『無意味に敵が増えたって解釈でいいのかな？』

・巨　正：『あの、六護式仏蘭西の方は、コレ大丈夫なのでしょうか』

・副会長：『ああ、打ち合わせも何もしてないが、関せきヶ原はらでコンセンサスはとれているからな。六護式仏蘭西も、ヴェストファーレンでは勝ち組国家だ。それが更にうちとの関係が表おもて沙ざ汰たになる事で、他の国への交渉もしやすくなるだろう。──やはりコネクションは大事だと思う。このような事が、大々的に出来る訳だからな』
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「あの野郎、ブッ殺してやる……。後で休憩時間の時にでも、乗り込んでやる……」

　と、前のシートに手をついて俯うつむく輝元の物騒な呟つぶやきに、Mouri-01は周囲から人々を遠ざける事にした。

　刺激をしてはいけない。喋しやべらないように、と己の口前で指を交こう叉さして皆を誘導していると、世せ鬼きが小さな声で問うて来た。

「……あの、今ので、ちょっと確認が他国から来ています」

　何となく、何処どこの国かは解わかる。

「──三征西班牙トレス・エスパニアですね？」





●






「あの、フアナ様？」

　三征西班牙のオブザーバ席。そこにて頭を抱えているフアナに対して、フローレスは言葉を作った。

「ロドリゴ先輩の言だと、今の、あまり意味が無いと思うので、あんま気にしなくていいと思いますよ？」

「いえ、うちは武蔵むさしと外界の開拓事業についての相談をしていますが、それは六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと思い切りバッティングする話なのです。……今の状況だと、六護式仏蘭西が優先とされる気配が強いですから──」

「副会長」

　フローレスの横で、相談役として来ていたロドリゴが言葉を作る。

「──経験上、武蔵勢はそこまで考えていないと思います。断言出来ます」

　フアナが上げかけていた頭をまた抱える。が、そこで武蔵勢が南側のオブザーバ席についた。そして同じく南側。その入口上に位置を構えたK.P.A.Italiaの代表として、現教皇総長パパ・スコウラのオリンピアが言葉を作る。

「さて、ではヴェストファーレン会議、そしてミュンスター条約を含む公会議を、ここに開始しましょう。──三十年戦争の終了と、末世解決。その二つの問題に答えを出すのです。

　司会は私、オリンピアと」

「M.H.R.R.神聖ローマ帝国皇帝、マティアスがお届けしよう！」

　そういうノリかー、と思った時、不意の声が響いた。

「武蔵勢から歴史再現の追加を要求する！」

　武蔵副会長の言葉だった。その口調は物もの怖おじも何もせず、断言として、

「──この公会議の歴史再現に、大おお坂さかの役えき、冬夏ともに重ねて行いたい！」
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　……どういう事かね？

　スレイマンは疑問した。大坂の役は、羽は柴しば勢の滅亡にいたる歴史再現なのだ。それをわざわざ、羽柴側とくっついた上で行おうというのは、損が強過ぎないだろうか。

　……どうだろうね。

　武蔵勢には、思おも惑わくがあるのだろう。

　ならば、と、底の見えない水面に手を突っ込むような気分で、己は問うた。

「いいかね？　武蔵勢」

　武蔵むさし副会長が振り向いた。その動きに、何となく用意のある動作を感じた。

　罠わなかも知れない。危険よりも面白さを感じるのは悪い事だろう。だが久し振りの現場復帰で高揚しているのだ。ゆえに、己はこの展開を楽しもうと、そう思った。

　だから問う。

「ヴェストファーレンに大おお坂さかの役えきを重ねる、か。ふむ。──私の知識でも解わかるが、それは意味のある再現になるのだろうかね？　武蔵副会長？」

「どういう疑問か、教えて貰もらおう。スレイマン」

　Ｔｅｓテスタメント．、と己は頷うなずいた。

「大坂の役は、羽は柴しば勢と松まつ平だいら勢の決着だ。そう。つまりは武蔵勢。羽柴勢と合流した君達ならば内輪で解決出来る歴史再現だろう」

　だが、

「いいかね？　大坂の役をここで行うには、武蔵勢と羽柴勢が分裂していなければならないだろう。でも君達はくっついている。──どのように歴史再現を行うのかね？」

「ああ、それならば簡単です、スレイマン閣下」

　と、武蔵副会長が、両の腕を高く、左右に振った。

「代理襲名を広く行いましょう。つまり──、私達が羽柴勢。皆さん全員が松平勢です」
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　正まさ純ずみは言った。

「これで、全ての国が私達を敵として、議論に参加出来ます。

　勿もち論ろん、交渉が出来るのは講和の主役である国ばかりですが、たとえばP.A.Odaなども、何かあったらツッコむくらいは許されるでしょう。

　一応、うちの味方を名乗る国や極東勢は、こちらに組み込みますが──」

　どうでしょう。

「これで、このヴェストファーレン会議は、真の国際会議になります」
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　……やりやがった!!

　輝てる元もとは、正純の勘ともいえる〝流れの引き寄せ〟を読んだ。

・現役娘：『最初に、うちの子の王達が教皇総長に絡んだのが大きかったですわね』

・もり３：『どういう事？』

・もり１：『スレイマンの事をガン無視だったという事です。P.A.Odaの新総長、かつての偉人。それなのに武蔵は、新興の阿蘭陀オランダや、我らが六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ、教皇総長と絡み、特にうちと絡む事で逆に三征西班牙トレス・エスパニアにも自分達を意識させました。欧州推しです』

　しかし、とMouri-01が分析を続けた。

・もり１：『──P.A.Odaはそもそも会議への出場権がないものを、元教皇総長の復権という理由で出ています。なので、スレイマンとしては、自分の存在感のアピールと、P.A.Odaのヴェストファーレンに対する正式な参加権が欲しかったのでしょうね』

　武蔵むさしが大おお坂さかの役えきをヴェストファーレン会議に導入したいと画策しているのは、関せきヶ原はらの際の情報で理解していた。

　スレイマンも、そこまでは読んでいただろう。

　恐ろしいのは、スレイマンが、明らかに面白がって、そこから先に踏み込んだ事だ。

・現役娘：『武蔵が、羽は柴しばを分けないなんて事は、武蔵を知る者ならば解わかる事ですわね。だけどスレイマンが突っ込んだ事で、そこに理由が生じてしまいましたの。──大坂の役を重ねる事で、この会議に極東勢が参加出来る一方、他の国々が〝松まつ平だいら勢〟となっていい、と』

　もはや武蔵勢と羽柴勢は一体だ。そして、それはどういう事かと言えば。

・現役娘：『ここが三み河かわの再現である事は、先程、教皇総長と武蔵副会長の言葉の応酬で解りましたの。だけどそこに介入する事は他国には不可能。ええ、さっきまでは。

　ですが、教皇総長とスレイマンがその状況をひっくり返しましたわ。この二人によって、全世界が三河争乱の再現ともいえるここに、参戦出来るんですの』

　つまり、

・現役娘：『ここは、本当の意味で全世界参加の国際会議となりましたのよ？』
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　世せ話わ子こは、フアナが姿勢を戻したのを見た。

　吐息付きであるが、副会長が復帰したのだ。それは明らかに、先程のスレイマンが導いた武蔵副会長の提案によるものだ。ゆえに己は問うてみる。

「副会長。どのように思われますか」

「三十年戦争にて戦勝国となる国々にとっては、面倒この上ない提案ですね。……何しろ、極東勢として参加するだけならば、この会議の後に行われる各国間の二次交渉などを円滑に進めるだけのサービスですが、松平勢を代理襲名出来るとなると、大きな変化があります」

　それは、

「大坂の役を通せば、武蔵勢以外の全ての国が戦勝国となれると、そういう事です」

「……三十年戦争の戦勝国としては、権益を奪われかねない事態となるのですね」

　Ｔｅｓテスタメント．、とフアナが頷うなずいた。

「私達は〝運が良い〟事に戦勝国ではありません。とはいえ、会議の参加国なので、何処どこから権益を奪えるかを算段しなければなりませんね」

　既に彼女は、多重の表示枠コルテチエフイルマを自分にしか見えない防護設定で展開しており、周囲の学生達に席を空けさせている。

　対議論、会議用に構えをシフトした、というところだろう。その上で言われるのは、

「これによって、大きく図式が変わります」

「変わっちゃうんですか？」

　フローレスの言葉に、フアナが頷うなずいた。彼女は既に表示枠の画面を見ながら、

「あの提案は、悪魔の誘いです。この会議に出ている全ての国の内、ヴェストファーレンで直接に権益を得られない国は、松まつ平だいら勢としての参戦を望むでしょう。

　本来の戦勝国がいくら大国だったとしても、それらの欲深な国を押さえ切る事は出来ません。多数決を採ったら、圧倒的な大差で負けるのは確実です」

「……だとすると、どうなると思います？　副会長」

「なあなあかなあ」

　と、応じたのは総長だった。
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　世せ話わ子この視界の中、総長が動いた。

　彼はフアナの後ろの席で、腕を組んで首を傾かしげつつ、

「──多数決を採ったら数の少ない戦勝国は負けるよね。でも、戦勝国は大国だ。小国及び周辺国などは、大国に睨にらまれれば、今後の二次交渉に差し支える可能性もある。だったら、……両方何も言わず、流れに任せておくのがいいだろうね」

「Ｔｅｓテスタメント．、同意します総長。──全ての国は、大おお坂さかの役えきという〝この問題〟においては触れず、会議中、または会議後に〝都合が良くなったら持ち出す〟で良いのです。

　戦勝国も、他国を相手に〝この問題を持ち出すかどうか〟を駆け引きに使えます。

　そのような事柄が発生するだけで、広い視点で見れば、武蔵むさし側の判断はあまり効果がないとも言えるのですが──」

「──武蔵は、確実に、他国に対して自分の価値を見せつけた。これはつまり、全ての国が武蔵の判断を尊重すると言う事で、──武蔵はこの会議の主導権をほぼ手に入れたんだ」

　その方法は、明確だ。

「敗北の歴史再現である大坂の役の導入とは、つまり〝先に負ける〟事。そしてそこからの権益を全ての国に提示する事で、自分達の価値を上げ、他国によって守らせる構図を作った。さて、──悪女の手段だけど、これは本当に効くね。戦勝国は、有利だけではなくなったよ」
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　付き合いって大事ですわね、と人狼女王レーネ・デ・ガルウは表示枠シーニヤカドルを見て思った。

「もはやこの会議、暗黙の了解として〝全ての国VS武蔵むさし〟となってますわ。しかしどの国も、それを認めるには、これが大おお坂さかの役えきも重なっているとしなければなりませんの。

　──この意味、解わかりますかしら？」

「武蔵にとっては、全ての勝敗を〝大坂の役の敗北〟に解釈していいと、そういう事だ」

　輝てる元もとが口くちの端はで歯を嚙かみつつ言う。

「つまり武蔵にとっては、どんな敗北も吸収出来る解釈が出来た。それも極東側の歴史再現で、自分がメインで関与出来るものだ。逆に各国は、ここで武蔵を叩たたき過ぎれば権益が回らないとなれば、やり過ぎを控える保護も働く。更には──」

　ここが大事だ。

「大坂の役だが、武蔵勢は敗戦側の羽は柴しばを代理襲名するので、役割は決まりだ。

　だが各国側の代理襲名は決まってねえ。そして歴史再現は相互の確認と了解が必要だから、──対する相手は武蔵が決めるようなもんだ。……悪い女だぜ本ほん多だ・正まさ純ずみ」

　そうですわね、と己は頷うなずいた。

「御指名を受けるというだけで、私達は武蔵に借りを一個作る事になってしまいますの。

　だって、全ての国が参戦したい中での御指名ですものね」

　……付き合いは大事ですわね。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは優遇されている。娘や、その娘もだが、いろいろなところでバックアップを行ったり、関せきヶ原はらにメインで参加しただけの甲か斐いはあったという事だろう。

　先程の、無意味な陽動も、こうしてみると意味が出てきてしまう。他国にとっては、この状況下で、六護式仏蘭西が最も優遇されていると伝わった筈はずだ。その一方で、

「もう一つの優遇国家が、自分を主張しますわね」

　それは、

「英国ですわ」
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「武蔵副会長！」

　南に位置する武蔵側。そのオブザーバ席の前にある壁に肘ひじをついていた正純は、ラウンド合間の休憩をする格闘家よろしく、浅あさ間まの娘から竹ボトルの飲料を受け取っていた。

　だが、中身が反固形じゃないか確かめるこちらの耳に、鋭い声がまた届いた。

「──武蔵副会長、本多・正純！」

「Ｊｕｄジヤツジ．、どうした、妖精女王」

　向けた視線の先。北側のオブザーバ席の最上段に妖精女王がいる。フル装備ではないが、ドレス姿の彼女は多量の座席を一人で確保し、

「武蔵副会長、貴様の算段では一つの国が、不利となろう」

「は？　そのつもりはないんだが、──何処どこが不利になる？」

「はは、──この英国だ。何故なぜなら、英国は極東居留地を持たぬのだ。極東全体がヴェストファーレン会議に加わろうと、別に私達には関係ない」

　どうだ？　と妖精女王が言った。

「武蔵むさし副会長。貴様、私に対して、一体何の利益を寄越すというのだ？」
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・金マル：『あまり言いたくなかったけど、テンゾー差し出そうか……』

・労働者：『何の利益になるか全く解わからないけど間違いなく赦ゆるされるな！』

・傷有り：『て、点てん蔵ぞう様が向こうに行くなら、私もそうします……！』

・黒　竹：『……それ、一番向こうが迷惑するパターンな気がしますけどね──』

・●　画：『じゃあそうする？』

・副会長：『じゃあ、じゃないだろうお前ら！』

・巨　正：『そ、そうです！　気軽に決めていい事ではありません！』
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　エリザベスは、対岸ともいえる距離の向こうで、武蔵副会長が軽く手を上げるのを見た。

「あのな」

「何だ武蔵副会長！」

「私の思い違いじゃなければ、英国の後継者問題で、うちはメアリ・スチュアートを亡命者として預かっている訳だ」

「それはその通りだ。正しいぞ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──それでまあ、英国とうちは、同盟まではいかなかったが、協力と友好については関係をとりつけた訳だ」

「そんな事もあったな」

　じゃあ、と武蔵副会長が言った。

「──友好と協力と言う事で、うちの側だぞ、そっち」

　言われて、妖精女王は思案した。

　……そうなるか……。

　と、その時だった。対岸にいる一人の影が目についた。

「おい」

　と、ふと声を掛けたのは理由がある。

「そこの、──顔を見せてみろ」
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　……は？

　と清きよ正まさが思ったのは、まさか自分が、という思いからだった。だが傍らの母が頷うなずき、自分は皆の前に立つように、一歩を会議場側へと出た。

　すると視線が来た。

　一直線。そのように視線が飛んできたのは、初めての事だった。

　妖精女王だ。

「────」

　御強い、というのが初見の感想だった。自分や母の持つ広がりのあるような強さではなく、一直線の刃やいばに似た強さだと感じた。

　……気配や視線に、この場の相が震えているのですね。

　母が傍そばにいるし、糟かす屋やとの付き合いもあるから、精霊系の存在というものにはそれなりに親しいつもりだった。

　だがこの強さは、初めてだ。

　糟屋が獣変調をした時のような、流体の波が常時溢あふれている存在。その指向性を自由に操り、感情を乗せて威力と出来るならば、

・ゆたか：『大精霊と人の間に生まれた、とされていますから、清正の母君と同等です。キャパは清正の母君の方が高いのかも知れませんが、妖精女王の方が発露性が高いのでしょうね。ゆえに制御力も強く、指向性があるのだと思います』

・金マル：『……おおう、アサマチとは違う切り口の解説来た……！』

・あさま：『いや、私、どっちかっていうとシステム系の解説なんで、こういう種族系の特性まで突っ込んだ分は豊ゆたかが得意そうですね……』

・立花嫁：『Ｊｕｄジヤツジ．、武蔵むさしに来てみると、やはり異族の方が多く思うのですが、武蔵生まれだとその辺りに特殊感を感じなかったり、〝身内で解わかってる〟事もあって、さほど解説の用途を感じないのかもしれませんね』

・未熟者：『おや、そういう時は僕の出番だよ！　異族!?　超得意さ！』

・●　画：『言っておくけどフツーの異族は倒しても経験値はドロップしないわよ？』

　そういうものらしい。

　ただ、こちらは少し戸惑う。自分に視線を向けてきた妖精女王の意図が解らないからだ。

　……一体……。

　と、疑問を発しようと思った時だった。不意に武蔵副会長が声を上げた。

「妖精女王！　なかなか鋭いな！　──既にいろいろと情報が行っているだろうが、彼女ならば英国に最大の利益をもたらせる！　意味が解るか!?」
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　正まさ純ずみは、声を聞いた。

「知らん！」

　……おお。

　解わかり易やすい。流石さすがは妖精女王だ。だからこちらも即応で言う。

「教えて欲しいか!?」

「Ｔｅｓテスタメント．！　だが言っておく！」

　明らかに、何か喜んでいるな、という口調で、言葉が来た。

「そこの者を、私はまだ英国の後継者として認めた訳ではない！　姉も同様であろう。ならば、そこの者が英国の後継者であるという駆け引きは通用しないものと知れ！

　──その上で、その者の、何が英国に対しての最大利益となるのだ！　答えろ！」

　疑問と共に、指定が来た。告げられる相手は、

「ジェームズ一世！　そうであるやもしれぬ貴様が応じろ！　ノーヒントだ！　私は優しいからな！」







[image: 第四十章『英国の忘れもの』]
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・ＡｎＧ：『キタア──！　無理難題！　何となく解わかってきたけど、武蔵むさしって良く解らん厳しさを叩たたきつけられるよね!?』

・しとお：『というか、キヨ殿のもたらす最大利益とは？』

・蜻蛉切：『Ｊｕｄジヤツジ．、これはやはり、新大陸からのポテイトウではなかろうか……』

・しとお：『ポテイトウ……!?』

・巨　正：『えっ？　えっ？　な、何です福ふく島しま様？』

・立花嫁：『本ほん多だ・二ふた代よ、ちょっと、チップスを囓かじってないでこちらに戻りなさい……！』
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　清きよ正まさは、副会長に問うてみた。

「副会長、私の情報は、英国に渡っているのですね？」

「ああ、末世の事など含め、かつての未来で何があったかは伝わっている」

　だとすれば何だろうか。自分が英国の後継者であると言う事は役に立たない。何故なぜなら、

　……まだ英国の後継者として認めた訳ではないと、そう言われました……。

　ならば自分は素でこの問題と向き合うべきだろうか。

　どうだろう。あちらにいる妖精女王。叔母おばである彼女と自分の関係を思い、己はふと、

「……あ」

　気付いた。これが答えだと、そう思える事を、だ。
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「妖精女王！」

　姉の子が、己を呼ぶのを妖精女王は聞いた。

　……ほう。

　自分とは違う力を感じた。精霊系としての、流体の発露が弱い辺りは姉にそっくりだ。力の広がりにおいても、波は広く、波紋のようなものを感じる。

　姉の子なのだと、そう実感した。

　だが彼女は、まだ英国の後継者として認められていない。それが今、ここで、こちらに対してどのような利益を宣言するのか。

「聞こう」

　告げると、相手が頷うなずいた。そして、

「──これから、いずれ、確実に、末世解決のための戦闘が生じます」

「知っている」

　外交によって得た情報と、彼女が姉達と戦う中で漏らした情報だ。そして、

「妖精女王」

　姉の子が、自分の作れる最大利益をこう告げた。

「私が貴女あなた達の先頭に立って、貴女達を守ります」
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　ははは、という笑い声が、長く続いた。

　妖精女王の右脇わきに控えているダッドリーは、その声に一つの思いを得た。

　……英国は、正しき後継者を得るのね……！

　そうだ。今、王賜剣一型ＥＸ．コールブランドと二型カリバーンを〝共〟に持った精霊の子が、宣言したのだ。

「英国そのものといえる妖精女王を守ろうとは、大それた事を……！」

「良い！」

　妖精女王が笑いの口で言葉を作った。

「今きん代だいが命を使用して守ろうとしていた英国を、次代は自ら前に立って守るというか！」

　はは、と妖精女王が立ち上がった。

「ここに我が悔いは断たれた！　まだ見ぬジェームズ一世、貴様の剣は確かに英国を救ったぞ！　そして──」

　己は、妖精女王の言葉の先を予測した。

　逆の左に控えるセシルも同じだ。共に自分達が頭を下げた瞬間。妖精女王が告げた。

「守られるのは貴様の方だジェームズ一世！」
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　そういう事か、とエリザベスは理解した。

　末世解決に際し大規模な戦闘が行われた事を、未来からもたらされた情報として、己は知っている。

　そこで多くの者が失われたと言う事も、だ。

「英国全土全員。よく聞け！」

　一つ。事実がある。

「我らが前に見る聖剣の乙女おとめは、我が姉より生まれ、かつての未来において英国の後継者を襲名していたという。だが──、あの娘は、私を肉親としてどう呼ぶか、知らないのだ！」

　そうだ。この事実は、つまりこういう事だ。

　……私達は、あの子のいる世界を護まもろうとして、死んだのだな！

「英国全土全員。──末世解決の戦闘において、あの娘より先に死ぬな！　私も含めてだ！」

　はは、と口から笑いが漏れる。

　……まさか！

　思う。今、感情に生じた思いをそのまま言葉に乗せて己は言う。

「まさか私が、私や姉よりも大事なものを自覚するとは思わなかったぞ！　それ程までに私は英国を愛しているというのか後継者よ！」

　よい。

「貴様か、それとも姉のこれからの子か、正式な後継者が誰だれになるかは解わからぬ！

　だが我ら英国は貴様を守る事を義務とする！　そして貴様も、いずれの子も、──この妖精女王を肉親として叔母おばと呼ぶが良い！　唯一、いずれ唯二としてそれを許す！　ここで許す！

　私が、妖精女王が、英国そのものとしてそれを許そう！　聖剣の後継者よ！」
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「ダッドリー！　セシル！」

　着席した妖精女王とは逆に、ダッドリーはセシルと共に起立した。

　副長と副会長が動いたのだ。中央に妖精女王を置き、この場にいる英国勢が一斉に起立し、右手を前に突き出し、欧州古来からの敬礼を前に翳かざす。

　言う。今だけは息を整え、声を震わせる事なく、

「我らにも行くべき〝花園アヴアロン〟はありや……!!」

「Ｔｅｓテスタメント．！」

「英国に生まれ、英国に眠る妖精女王と、我ら共に生まれ、共に眠る者達也！」

　言う。

「次代の英国に、総員敬礼……！」

「Ｔｅｓ．……！」

　皆、叫び、一斉に身を揃そろえて着席した。

　風が動き、動作の余よ韻いんが空間を震わせる。だが、己は理解した。

　……英国は、守られたのね。

　未来からの証明が来た。それも王賜剣エクスカリバーを一つにして、だ。出来過ぎていると、そう思ったのが伝わったのだろうか。妖精女王が前を見たまま、小さく笑って言葉を作った。

「──ダッドリー、勇ましいが、やや詩的に欠けるな」

「しをよむと　あなにおちるの──」

「はは！　確かにそうだ。──死を読めば穴に落ちる。セシルは解っているぞ。憶おぼえておけよ？　ジョンソン」

「私に振るのかねレディ！」

　その遣り取りに、ふと笑みを得掛けて、己は首を横に振った。一人、ゆっくりと立ち上がり、

「──武蔵むさし副会長。陛下は今、決断されたわ。武蔵との友好と協力を保つと」

　それは、

「英国が続く限り、そのつもりでいるといいわ。──我らが友よ」
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　は、と清きよ正まさは息を吐いた。

　……無茶苦茶な……！

　妖精女王の相手をするという事もだが、謎なぞ解ときのような交渉も、何もかもだ。

　自分と相手の持つ情報を検討、推測して、自分が為なすべきを導いたが、

・巨　正：『副会長、今の私の答え、貴女あなたは予測出来ていたのですか？』

　疑問だ。

　何しろ、間違っていたならば、英国との関係が破は綻たんした可能性もある。

　返答次第では、この人に対しての信用を見直さねばならないと、そう思っていると、

・副会長：『否、──予測など出来ていなかった。当たり前と言えば当たり前だ』

・巨　正：『……予測出来ていなかった、と……、それなのに何故なぜ私を──』

　ああ、と副会長がこちらに対して手を前後に振った。落ち着けと、そういう事だ。

「君が、妖精女王をどう呼ぶべきか迷っていたのは知っていた。

　つまりかつての未来において、君は物心ある内に妖精女王に謁えつ見けんをしていない。

　妖精女王は運命との戦いで失われたのだ。

　そして妖精女王は、君を後継者として〝まだ〟認めていないと言った」

　ならば、

「あとは簡単だ。後継者として認められていない君が、失われるであろう妖精女王に対して出来る事は何か。そのくらい思いつかない君ではないだろう。

　そして妖精女王も、君が、自分で思案した望みを聞きたかった。そういう事だ」

「……え？」

「解わからないか？」

　副会長が、何だか盛り上がって話し込んでいる英国勢を見て言う。

「英国は独立の国。そして王が民と土地を守る国で、王賜剣エクスカリバーはその誇りだ。それらを持つ事になり、また既に王賜剣三型ＥＸ．カレトヴルツフを持っている君が、何を望むのか。

　その事を君が解っているならば、どのような望みでも、妖精女王は受け入れた。

　逆にコレが、私の口添えや入れ知恵だと解った時点で、妖精女王は拒否したろう」

「そんな……」

　言っている事が無茶苦茶だと、そう思う。

「英国程の国が、妖精女王が、……私の言う、未熟な内容でも聞きたい、と？」

「そうだ。君の事を〝まだ〟認めていないからだ」

　それはどういう意味か。

「身分、生まれ、所有物、そう言ったものから、君は〝やがて〟認められるべき存在だ。

　ならば今、足りないものは何だ？　──英国への理解と、意思だ」

　言って、副会長が小さく笑った。

「──昔な？　武蔵むさしが三み河かわを出て、まだいろいろな方向性が定まってない頃ころ、妖精女王に謁えつ見けんして武蔵の援助と同盟を求めたんだ。当然、それは拒否されたが、──武蔵は結果として、友好と協力というものを得る事が出来た。君の母を奪う事になっても、だ。

　それは何故なぜか、解わかるか？」

「いえ……」

「──私達は英国の事を知ろうとして踏み込んだ。そして果たした。

　英国は、そんな私達の将来性を買ったんだ。だから会議でどれだけ未熟を晒さらそうと、英国と協働し、救いたいという意思の手を取った。──〝あれ〟はそういう人なんだ。ならば英国はそういう国だ。私達はそれを知っている。アルマダと、君の母を救って知っている」

　いいか。

「君の言った事は未熟で、今の思い付きかも知れない。だが〝まだ〟なんだ。未熟で当然だ。だが君は英国を守ろうとした。死する運命にあった英国そのものを守ろうとした。

　未熟でも構わない。だからこそ、〝やがて〟来る君に英国は期待した」

　言われ、肩を一つ叩たたかれた。

「自信を持てよ、未来の英国指導者になるかも知れないが、君の守りの個性は英国向きだ」





●






　言われた意味を、清きよ正まさは考えた。

　ややあってから、既に副会長が何事も無かったように皆に交じるのを見て、

　……未熟ですね。

　自分の意見が、拒否される程に確かなものだと、自うぬ惚ぼれていたのだ。

　まだ政治の場にデビューもしていない、単なる武断派の武将の一人だろうに。それが妖精女王に〝拒否される〟ような物言いを出来ると思うとは。

　ただ、通じはしたのだ。かつての未来を思った時、そこに今の自分が抗あらがえるとするならば、どうするか。そしてそこに英国があり、叔母おばがいたならば、どうするか。その叔母が、自分の事を〝まだ〟認めていないとしたならば、どうするか。

　守られようとは思わない。

　守って、そして認められるのだ。それが自分のやり方だと、そう思ったから、そう言った。

　……そうですね。

　未熟な物言いは通じた。

　今は〝まだ〟これ。

〝やがて〟花開く。

　妖精女王はそこに期待して、こちらを認めたのだろう。ならば、

「────」

　己は理解した。自分は確かに、英国を守るのだと。そして、

「ジェイミー」

　母が横に来て、副会長の叩たたいた肩に、手を乗せた。

「妹が貴女あなたに夢見たものは、私が出来なかった事です。どれだけ未熟でも、貴女は自分を誇っていいと思いますよ」
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・ＡｎＧ：『……アルマダの中継見てたけど、キヨママ、英国守る云うん々ぬん言って王賜剣一型ＥＸ．コールブランドブッパしてなかったっけ……』

・貧従士：『え、ええと、あれは王賜剣エクスカリバーへの御願いであって、御本人の行動とはちょっと別と、そういうのではどうでしょうか』

・●　画：『ふふ、〝英国を守って下さい……！〟ってのに合わせて広義の王賜剣がブッパするの、長い間ランキングトップをとってたのよね……』

・十ＺＯ：『何の話で御座るかな──？』





●






　Ｊｕｄジヤツジ．、と清きよ正まさは頷うなずき、受け入れた。

　多分これは、見方を変えれば自分の外交デビューだ。叔母おばが導き、いい花道を飾ってくれたと、そう思おう。

　すると母が、皆に軽く頭を下げた。

「あの、ちょっと私、妹からの預かり物があるので、返してこようと思います」

「え？　ああ。早めに頼むぞ？」

　という、首を傾かしげながらの副会長の言葉に、母が頭を下げ、小走りに急ぐ。

　その髪から、光の花はな弁びらが散っていて、己はこう思った。先程の自分の選択は、母の喜ぶものでもあったのだろう、と。
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　シェイクスピアは、じっとしていた。

　先程ダッドリー達に合わせて立ち上がったが、以後はずっと着席で不動だ。

　何しろこの現場、レアな存在が多過ぎる上に、対岸にはトゥーサンまでいるので、

　……脳内描写が捗はかどっていけない……。

　ああ。このＶＩＰしかいない会議場で、トゥーサンが議論の場に出たらどうしよう。

　そして手ひどく失敗して、うちひしがれても皆許さず、全世界のＶＩＰがモブ状態でトゥーサンを責める。責める。責め抜いていく……！　そしてそこに僕が行き、トゥーサンを救おうとして、しかし出来ずに共に沈んでいくのは最大の悲劇だ。いいね！

　だけどトゥーサンがＶＩＰモブどもを薙なぎ払って行くのもいい。そして彼の行き先にいるのは当然私だ。ああ！　どうしても敵同士になる悲劇よ……！

　と、そんな事を思っていると、見知った姿がこっちに来た。

　メアリ・〝重双ダブル血塗れブラツデイ〟・スチュアートだ。

　……懐かしい。

　彼女がいたから今の自分とトゥーサンの関係があるのだと解わかっている。ゆえに脳内描写の中で彼女はいい扱いにしておこう。だが一体、こっちに何の用だろう。

「？」

　と首を傾かしげた視線の先、メアリが、腰のスカートからそれを引き抜いた。

　王賜剣二型ＥＸ．カリバーンだ。

「エリザベス──！」

　メアリが笑顔でそれを振り回しながら、こっちに走ってくる。

「預かっていたのを返すの忘れてました！」
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　姉が己の名を呼び、笑顔で駆け寄ってくる。

　そんな現実に、エリザベスは幸いを感じた。

　姉の駆け寄ってくる位置から、左右のオブザーバ席の連中が慌てて〝わああ！〟とか退避に入っていくのが、まるで波のようだ。まあどうでもいい連中だ。気にしない。

　……姉ねえさん！

　正直、こっちも駆け寄ろうとしたが、それは妖精女王という公人ではなく、私人の行いだ。

　我慢。それに今、一般市民の向こうと、王であるこちらとは身分も違う。

　ゆえに、最低限、家族としての立場を許しつつ、己は公的な意見を姉に告げた。

「姉さん！　──刃物を振り回してはいけない！」

・御　鞠：『もっと他に言う事は？』

　言ったら溢あふれるだろうが。あと、そうだドレイク、シェイクスピアが逃げようとするのを襟えり首くび摑つかんで止めておけ。

　だが期待して待つこちらの視線の中。姉は確かに王賜剣二型を振り上げるのをやめ、逆手持ちに変えた。

　聡さとい姉であった。そして彼女がこちらに来るのに合わせ、己も席を立った。

「へへへ陛下！」

「Ｔｅｓテスタメント．、王賜剣二型ＥＸ．カリバーンを、私以外の者が受け取ってはいかんだろう」

　前に深夜の酒場で他の連中に振り回させ、光撃を放てたらオゴってやるとか、そんな事をやった気もするが酔った上の行為なのでノーカン。人の行為は正常な時のものを基準にしなければならない。他人については知らんが。

　前に出る。

　通路となっている階段を降り、会議場との敷居の壁に辿たどり着く。

　……ほほう、壁のこの部分はドアとなっているのか。

　開け方が解わからないが蹴けりを入れたら外れた。問題ない。妖精女王の力は万物に通用する。

　そして姉と向き合う。すると姉が、軽くアガった息の笑みで、

「はい、王賜剣二型です」

　と、背後からダッドリーの声が来た。

「へへへ陛下の前で、礼も無しとは……！」

「ダッドリー、──姉は亡命し、他国の一般市民だ。英国以外の無礼な存在だぞ」

「ここここれは勘違いを！」

　ダッドリーの一礼に、姉が困ったような笑みを浮かべた。

「ダッドリーには損と苦労を掛けますね」

「ダッドリーも解っているとも」

　姉がここで頭を下げれば、極東が英国の臣下となってしまう。

　だが、姉が頭を下げなければ、英国が下に見られたと、そう言う者達が出る。

　ダッドリーは、それゆえに一言を放ったのだ。

　彼女の言によって、己は大義名分を示したが、ダッドリーには損を任せる事となる。が、そんな事は英国の誰だれもが解っている事だろう。問題はない。
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・俺　　：『あれ？　メアリのヤツ、完全に向こうとタメ口？　すごくね？』

・ホラ子：『何か向こうの鉄球様が一発言いましたが、反論食らって黙りましたね』

・●　画：『ああいう遣り取りが好きな連中っているのよ。面倒な事に』

・副会長：『お前ら、全て意訳状態なのがタチ悪いなー……』
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　ともあれ、とメアリは花が散るのを感じる。

　嬉うれしいのだ。こういう場ではあるが、久し振りに妹と話が出来た。

　ちょっと思い切りが必要だったが、自分の子の話からの流れだ。妹も、この話題ならば敵対する部分も無く、共通項と出来るだろう。

　出来た。

　それがただただ嬉うれしい。そして、

・傷有り：『点てん蔵ぞう様、有り難う御座います』

・十ＺＯ：『礼を言われるような事は、何もしていないで御座るよ？』

・傷有り：『Ｊｕｄジヤツジ．、そうですね。……これから、もっともっといろいろ御礼を言わなければならない事が、起きていくのだと思いますから』

　ただ、言っておきたい事が有る。

・傷有り：『点蔵様に英国から奪われて、──ようやくまた、英国と顔を合わせるところまでやってきました。私は武蔵むさしの住人ですが、後ろめたさが無くこう出来るのは、やはりあの大事な夜があったからですね。……有り難う御座います』

　言って、王賜剣二型ＥＸ．カリバーンを差し出した。

　そして視線の先で、相変わらずの強い目つきで、妹が剣を手に取る。

　受け取られた。その一瞬。確かに自分達の力が交こう叉さし、

「────」

　花が増した。

「姉ねえさん。勿もつ体たいないぞ」

「秘める事を忘れた姉ですよ」

　言って笑って気付いた事がある。この王賜剣二型は一型の補修に力を使ったのだ。だから、

「エリザベス、二型の方、……出力不備があるかもしれません。気をつけて下さい」

「Ｔｅｓテスタメント．、まあ大丈夫だろう。私の力があれば何とでもなる」

「そうなのですか？」

「そうだとも」

　ほら、と妹が王賜剣二型を発射した。
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　ヴェストファーレンは郊外の町で、その周辺は牧畜の盛んな土地であった。

　そこに突如として作られた大会議場と、降下した艦群や移動都市群。更には警備の戦士団達のおかげで、ヴェストファーレンは急激な水不足や、地熱の上昇と言った問題を抱えていた。

　結果、下水の処理を初めとした水質処理は、各国の艦群の浄化システムを転用する事となり、多くの船は動く事が出来なくなっていた。

　そんな、制限の加えられた艦群の直上に、光の刃やいばが叩たたき込まれた。

　え？　と艦内や艦外で待機作業や情報処理をしていた者達は、それに気付いた。

　王賜剣エクスカリバーの光撃は最大で三十キロ程に届く。更にそれは薙なぎ払いの効果を持ち、

「危険──!!」
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「ほらどうだ姉ねえさん！　全然問題ないだろう！」

「Ｊｕｄジヤツジ．、これなら英国に持ち帰っても、すぐにまた防衛の任につけそうですね！」

　と笑い合っている姉妹を見て、点てん蔵ぞうはふと思った。

　……メアリ殿、目の前の事しか見えない性格で御座るよなー。

・ＡｎＧ：『キヨママ、昔にも〝突っ走ったらスゲエ〟みたいなところあったけど、何かこの頃ころから凄すごかったんだなあ、って感想』

・巨　正：『い、いえ、御母様ではなく、叔母おば様が凄いのです、この場合』

　娘の、メアリへのフォローが愛らしい。ともあれ、花を散らしながらメアリが戻ってくる。既に礼は言われているが、彼女はこちらに来てまず頭を下げた。

「有り難う御座います」

　これは皆へ、というものだろう。そして正まさ純ずみに対して、

「正純様、──少々お騒がせしました」

・不退転：『……会議場の屋根にズバッと一九〇度くらいの斬ざん裂れつ痕こんがあるんだけど』

　……メアリ殿、流石さすが大物で御座るなあ……。

　もはやそう思っていた方が気が楽だ。とはいえ正純の方も頷うなずいて彼女の肩を叩たたき、

「──正直、王賜剣二型ＥＸ．カリバーンの返却を公的に行うとすれば、かなりの労力が割かれる事になる。それでいて、効果としては今さっきのものとさほど変わらないから、上出来だ」

　だから、と正純が言った。

「友好と協力、という関係で良かった。──こういうゲリラ的な事をやっても咎とがめられないし、向こうも駆け引きのために王賜剣二型を預けてきた訳じゃないだろうからな」

「Ｊｕｄ．、それに駆け引きのためでしたら、仲介しませんよね」

　その通りだ。

　王賜剣二型は、人狼女王レーネ・デ・ガルウの手を通じ、最も上がみを経由して武蔵むさしへと預けられたのだ。

　……つまり、英国と六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは、繫つながりを持って御座ろうな。
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　人狼女王は、一つ、誰だれにともなく呟つぶやいた。

「布陣が出来ましたわね」

　武蔵を関係の中心として、六護式仏蘭西、英国、極東勢、そして三征西班牙トレス・エスパニアや、上越露西亜スヴイエート・ルーシと言った国家が繫がっている。

　旧来としては英国が。

　中期としては英国と極東勢、上越露西亜スヴイエート・ルーシが。

　新興としては六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと三征西班牙トレス・エスパニア、と言ったところだろう。

　これらは別に、武蔵むさしとしか関係してない訳ではない。武蔵を通じても繫つながっているのだ。

　英国がそうだった。

　武蔵復活の前、まだ新型武蔵の存在すら定かではない時、こちらに王賜剣二型ＥＸ．カリバーンを預けてきた。それは無論、六護式仏蘭西宛あてではなく、

「妖精の女王から人狼ルウガルウの女王へと、仲介を頼みたい」

　というものだった。

　妖精女王の〝頼み〟だ。無視する事など出来よう筈はずもない。そして〝頼み〟の代償として英国が用意したのは、やはり武蔵の事だった。

「これは武蔵の戦力の増強となり、また、その事が武蔵との関係を深くする。

　──便乗するならば、するが良い」

　頼んでおいてこれだから見事なものだが、銀鎖の追加をこちらも乗せた。

　結果として武蔵は勝利し、ここにいる。

　今、王賜剣二型が返却されたのは、恐らく英国王女の天然だろうが、政治家はそれを政治的に捉とらえるものだ。

「武蔵が、英国との繫がりを見せ、……それは間接的に、六護式仏蘭西との繫がりを見せると、そういう事にもなりますの」

「──最後の最後で、間接的な一押しか。まあ、ねえより有り難え」

　という輝てる元もとの言葉に、己は頷うなずいた。

　今、武蔵勢はオブザーバ席に入り切った。ならば、

「これから、武蔵が価値を発揮する会議がスタートしますわよ」

　言った瞬間だ。南側のバルコニーから、拡声術式の声が響いた。オリンピアの、若いが故に老いた言葉がこう言ったのだ。

『──では、まずはミュンスター会議から開始しましょうね。

　阿蘭陀オランダの独立を認める三征西班牙の講和。両国とも会議場に出て議論しなさい！』
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　フアナは席を立った。

　ここは自分が適役だろうとそう思う。だが、

「大丈夫かい、フアナ君」

「そうだぞ、娘ッ子。あまり無理すんなよ」

「ああそうね。フーさんちょっと今回は心配かな、と」

「だなあ。俺おれも、チョイと心配だぜ、副会長」

　凄すごい気の掛けられようだ。いつもは、おじさん以外にこんな事言われず送り出されるので、自分は万全キャラとして安心されているのだと思っていたが、

　……皆、いつもこのように心配していたのですね。

　嬉うれしさを感じる。ゆえに自分は、笑みを自覚して振り向き、

「大丈夫です。──成果を出して戻ってきますので、期待していて下さい」

　言って、出た。
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　フアナの踏む会議場は、固めた土の床だった。これは入場時に一周回っているから既に解わかっている事で、会議となる相あい対たいの場は、広い円形空間の中央だった。

　そこにサイドテーブルを双方一つずつ置き、必要ならば補助の要員をつけもする。表示枠コルテチエフイルマで連絡を取る事も可能だ。

　相対と似ているが、助力を得られると言う意味で、やや違う。これは、相対のルール以前から、公会議において行われてきた議論の様式なのだ。

　下手へたに〝会議〟をして、議論を空転させる事なく、代表が双方で話し合う。

　必要ならディベートにも移行出来、更に必要ならば、戦闘行為などにもシフト出来るという構図だ。相対がルール化した現在に比べ、議論の比重が高いオールドスタイルといえよう。

　……私も、このような現場は初めてですね。

　無論、いざという時には副長達との交代が出来るようにと、退路も確認しつつ、己は議場の中央に立つ。大丈夫。いざとなれば武蔵むさしが介入する事も約束しているのだ。

　行けますよね、と、そう思って正面を見た。

　議論する相手。阿蘭陀オランダ総長、ウィレム二世だ。一世となる前総長とは、幾度か通神で言葉を交わした事がある。既に阿蘭陀との戦争は始まった状態だったので、深く交渉などは出来なかったが、意見のはっきりした、解り易やすい人だったという憶おぼえがある。

　二世はその息子むすこだ。

　全裸であった。
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　ウィレム二世は、この議論を簡単なものだと理解していた。

　何故なぜならば、目的も手段も結果も簡単なものだからだ。

　目的は阿蘭陀の独立だ。羽は柴しばが天下をとった後、国内は迷いを得た。だが武蔵が勝利した事で、創世計画以外の方法があるならば、一国として対応すべしと、そう想定したのだ。

　独立の手段はこの会議による講和。結果は歴史再現によって確定されている。

　三征西班牙トレス・エスパニアとしても、下手へたに事態を複雑にしようとは考えないだろう。アルマダ海戦での敗戦があり、国は外界への開拓事業なども含み、動き出していると聞く。

　こちらは独立が出来ればいいのだ。それが国家としての承認を得るという事に繫つながり、

　……末世解決に対し、独自の権限で各国と渡り合える！

　世界の危機に対し、独立もせずに戦争状態の現状は危険だ。

　ならばこの交渉はストレートにまとまる筈はず。

　……独立したいです！　ハイ認めます！　──そのくらい楽な交渉だろう！

　思って議場に立った己は、それを見た。

　三征西班牙副会長が、しゃがみ込んでいるのだ。
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　気分が悪くなったのだろうか、とウィレム二世は思った。

　多分に、先程から極東の連中が混ぜ返している。淑しゆく女じよであるならば、確かに場の空気に当てられもしよう。だとすればこれは良くない傾向だ。

「……大丈夫か？」

　と近づき、声を掛けた瞬間。三征西班牙副会長がこちらを指差し叫んだ。

「火事よ──────!!」
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　巴ともえ御ご前ぜんは、同胞ともいえる阿蘭陀オランダ代表が、警備の戦士団に捕らえられるのを確認した。

「待て貴様ら！　何故なぜだ！　何故、何もしていない私を捕縛する！」

　……無茶言うとるなあ。

　しみじみ思うが、それは戦士団の方も理解出来ているらしい。皆、取り押さえに入りながら、

「阿蘭陀代表！　貴方あなたに問題がある訳ではない！　ただ服を着ろ！」

「無理だ！　これは改派プロテスタントの教えなのだ！」

　と、戦士団がこちらに振り向いた。

「そうなんですか、改派代表？」

「──そんな覚えは全く無いぞ」

「噓うそだ……!!」

　阿蘭陀代表がポーズをつけて叫んだ。

「ここで騙だまされない心こそが、神奏には大事……！　そういう事だな巴御前！」

「……お前、人の話を聞く気がないだろう」

「何を仰る改派代表！　改派の神奏者は神の言葉にだけ耳を傾けていれば良し！　他の〝人の言葉〟は邪魔なものであると、それゆえの全裸！　何故なら衣服もまた、己のステータスや個性を伝える〝人の言葉〟だからである！」

　己は戦士団の方を見た。

「異端じゃないかコイツ」

「──やっぱそう思いますよね！　皆、やっちまえ！」

「巴ともえ御ご前ぜん！　謀はかったな……！」

　あーＴｅｓテス．Ｔｅｓテス．、と思いながら、己は三征西班牙トレス・エスパニア副会長の方を見る。

　すると彼女の方は半泣きで、一人の女子に手を引かれて退出するところだった。

　……確かアレは〝四死球〟の妹の方か。

　二人一緒にオブザーバ席に戻ると言う事は、つまり退場だ。

　復帰出来たとしても、メンタル的に上手うまくは行くまい。

　……そうなると、阿蘭陀オランダ代表はまあ、どうでもいいとして、三征西班牙側は面倒だな。

　三征西班牙にも交渉役はいるが、役職者が欲しいところだ。が、三征西班牙は武闘系の強い国だ。役職者で出られるとなると、江え良ら・房フサ栄エか、他、誰だれだろうか。
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　一方の三征西班牙側は、ハプニングにざわめいていた。

　基本的に、戦士団や他の皆が、

「フアナ様を泣かすとか、あの全裸、赦ゆるさねえ……！」

「総長！　阿蘭陀と戦争続行、やってやりましょうよ！」

「そうです！　アルマダ海戦での全裸に対する敗北を払ふつ拭しよくするためにも、ここで一発！」

　うんうん、とセグンドは両の手の平を皆に見せて呟つぶやいた。

「フアナ君、人気あるなあ」

　ですよね！　と頷うなずく皆の向こう。フアナは反省モードに入っている。さっきまで泣いていたと思ったら謝罪モードに入って、今は苦い困り顔で「んー……」と唸うなっている状態だ。

　この後、間食モードや仮眠モードなどを経て復帰するのがいつもの流れだが、

　……これは、すぐの復帰は無理だなあ。

「そういや、前にも全裸に迷惑掛けられたな、大将」

「ベラスケス君、古い事を持ち出すのはフアナ君に悪いよ？」

　いやでも、と房栄が、上の段にいる二人に振り向いて告げた。

「──フーさん、純情なので。〝今〟で判断しましょうよ、と」

「ともあれどーする？　大将。娘っ子が使えなくなったとして、誰か代わりに出られるか？」

　とベラスケスが疑問した時だった。ふと近くから手が挙がった。

　世せ話わ子こだ。

　彼女は一礼し、立ち上がると、こちらを見て口を開いた。それは、

「いいでしょうか、総長。──代理を買って出る、という申し出があります」
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　代理という世せ話わ子この言葉に、セグンドは無理を思った。だが、

「介入、というヤツだね？　でも、──フアナ君の代理を出来る人が、いるのかい？」

「Ｔｅｓテスタメント．、本人が言うには〝この議題限定ならば可能〟だそうです」

　は？　と周囲が首を傾かしげる中、己としてはこう思った。

　……この議題限定、か。

　それはつまり、どういう事か。

「講和、じゃなく、議題、と来たんだね？」

「……？　大将、それはどういう事だよ」

「Ｔｅｓ．、フアナ君は、単純な講和で終わらせるつもりはなかったという事だよ」

　そして己は、軽く右手を挙げ、立ち上がった。横の席、反省状態になっているフアナに近づき、片かた膝ひざをついてその手を取る。

　と、フアナが、やや泣き腫はらした目を開け、こちらを見た。

「おじさん……」

「ああ、フアナ君。まだ講和は始まっていないというか、続いているようだから安心して欲しいんだ。そして──」

　まだ言葉を終えていないが、制止を感じたのだろう。

　フアナがこちらの手を握ってきた。

「あの、私……」

　ああ、解わかっている。

　やる気なのだ。そして彼女はやれるし、出来るだろう。そこを自分も認めている。だから、

「出られるよね？　でも、全力でいけるかい？」

　それが大事だ。

　するとフアナが口を噤つぐんだ。だが、数呼吸の後で、

「……私が出ない方が、安全です、総長」

　……賢い人だ。

　失態というよりも、それを他国に見せてしまった、という方が大きいと、そう解っている。自分が出れば、議論は出来ても、他国には〝弱い〟三征西班牙トレス・エスパニアを見せる事になる、と。

　だから辞退を願い出る。冷静だ。

「じゃあ大丈夫だね」

「いえ、総長、あの……」

「Ｔｅｓ．、フアナ君の判断も解ってる。だから一つ、提案があるんだ」

　手を上げると、世せ話わ子こが来た。

　……世話子でいいんだろうか。

　武蔵むさしに行ってからそう名乗るようになったが、ちょっと心配。ただ彼女はこちらと同じく片かた膝ひざをつき、フアナの目を見据えてこう言った。

「フアナ様。──フアナ様の〝議題〟。恐らくは阿蘭陀オランダ側は当然の事と考えていて、これを簡単な交渉だと思っているでしょう」

「……？　そうではないと、理解をしている者が、いるのですか？」

「Ｔｅｓテスタメント．、……フアナ様の懸念。そして阿蘭陀の傲ごう慢まんを正す事の出来る者達がいます。そしてその中の一人が、この議題に向いていると、手を上げました」

　言って、世話子が表示枠コルテチエフイルマを開いた。見事に段組みや強調などが示されたレポートだ。

　だが、対するフアナがそれを見て、一瞬眉まゆをひそめる。

「……何と、まあ、一気に書き連ねたような……」

　その意見には、自分も賛同だ。今、自分達がいる現場は公会議の場で、そこには幾つもの情報が入り乱れ、リアルタイムに変動している最中だ。レポートが最新だとは言え、一枚の画面に、上から順に書き連ねられたものでは、見栄えが綺き麗れいでも、

「……明らかに足りないものばかりで、書式も最適ではない、と言いたくなるね。まず大枠の一枚を作ったら、引用、注釈、それらを含み、多重の表示枠を連動させて、全体図を作っていくべきだ、と」

「Ｔｅｓ．、そうですね、総長」

　言うフアナの頷うなずきに、自分は目をとめた。すると彼女がこちらの視線に気付き、困ったように眉をひそめた。細くした目が、つとこっちを認めて、

「……どうしたのです？　総長」

「いや、……このレポートを読む間に、フアナ君、みるみる元気になっていくから」

「そんな、──仕事の虫のように言わないで下さい」

　フアナが頰ほおを赤くして俯うつむくと、横に来ていたフローレスが仰のけ反ぞって声を上げた。

「ヒュウゥ──────ウ！　フアナ様復活ゥ──────!!」
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　阿蘭陀代表ウィレム二世は、全裸を赦ゆるされていた。

　……当然だ！　神の御み心こころである！

　自分の役目は、阿蘭陀の独立と国家としての権限確保。

　末世に対しては、まずそれを確実とする必要がある。

　阿蘭陀は小国であり、周囲には敵が多い。現状では主に英国が味方となっているので、そこからの貿易をもって経済的に国を発展させていく事が肝要だ。

　なのでここは全裸がベスト。何故なぜなら改派プロテスタントである阿蘭陀オランダは、

「裸同然！　独立国家の生まれたままの姿として講和に向かうものである！」

　だが交渉相手がいない。三征西班牙トレス・エスパニア副会長は去ってしまった。ならばこれは、

「不戦勝と、そういうべきか！　司会！」

　三征西班牙側は、先程から何か話し合っている。作戦会議のように見えるが、だとしたら誰だれも出てこないのは解せない。

　……時間稼ぎか!?

　三征西班牙からの独立を行う講和は、簡単なものだ。だがそこに時間稼ぎをするという事は、

「……何かを、企図しているか!?　三征西班牙！」

　おかしい。だが司会は、何も言わない。そしてこちらに、係の者か、背の低い少女が来た。三征西班牙や、司会からの言こと伝づてだろうか。だとすればその内容は、

「──ミュンスター条約を後回しにすると、そういう事か？」

　問いかける。と、少女が首を振った。それも横に、だ。

　……は？

　講和は後回しにならない。ならば三征西班牙の代表は、いつ出てくるのか。

「……三征西班牙の代表はまだか!?」

　問うた先。正面に立っていた少女が、首を傾かしげた。そして彼女が、吐息する。

「通じとらんようやな」

　彼女は、左の義腕で、眼鏡めがねを一度上げ、こう言った。

「──三征西班牙副会長の代理交渉役。……武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いん代表委員長、大おお久く保ぼ・長なが安やすが相手をしたるわ」





●






・副会長：『ま、ウォーミングアップにはいいだろ。うちの二年生も羽は柴しば勢が合流して層が厚くなったところだ。──次代の武蔵がどのくらいやれるか、見せておくのも悪くない』

・ＡｎＧ：『おおう、副会長の推しキャラが出るって事？』

・あさま：『あれ？　でも、ミュンスター条約は、内容的には楽なものですよね……？』

・黒　竹：『えーと、まあ、諸条件次第で、ちょっとヤバい講和になるって事です。多分、そこらへんの察知からだと思うんですけど……』

・コニ子：『あー、さっきちょっと代表委員長手伝っていろいろまとめたったけど、コレ、アレやで？　──相当酷ひどい事になるで？』
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　ウイレム二世としては、納得しておきたい事があった。

「……何故なぜ、武蔵むさしが出てくる？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──武蔵は現在、M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツク。M.H.R.R.旧派と三征西班牙トレス・エスパニアは同盟関係や。そして私ら武蔵勢は、京きよう都とで行われた二国間会議の際、武蔵側が一定条件下で協力をする約束をしたんや。これは関せきヶ原はらの後でも話をまとめとってな？　──今回はその条件に合致する」

　つまり、

「それがため、私が代理交渉人として出てきたと、そういう事やな」

「──Ｔｅｓテスタメント．、三征西班牙側は、それで問題ないのだな!?」

　問うた声の飛ぶ先。大おお久く保ぼと名乗った少女の向こうで、三征西班牙総長が手を上げた。

「Ｔｅｓ．！　大丈夫！　宜しく頼むよ！」

　よし、と己は思った。

　……独立の講和程度、少女一人でどうにかなるという事か！

「あ、ちょっとええか」

「？　何だ？　言ってみるといい」

　相手に譲るつもりで、発言を許した。すると彼女がサイドテーブルに手をつき、こう言った。

「阿蘭陀オランダ。……すまんけど、三征西班牙の支配下に再び入って貰もらえるか？」







[image: 第四十一章『議場の管理者』]
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「何だそれは!!」

　という阿蘭陀オランダ全裸の言葉を、教皇総長パパ・スコウラは聞いた。

　阿蘭陀は改派プロテスタントだ。旧派の長を名乗る自分としては、阿蘭陀がトラブルを得る事は全然構わない事だが、相手が武蔵むさし勢となると、話は別だ。なのでここは立ち上がって大声で、

「ほう！　──武蔵はやはり、他国を支配下におきたがるか。三み河かわで世界征服宣言をした通り、まずは友好国や同盟国にそれを行わせる、という事か？　どうだ？」

「三河で言った事を、今、いちいち言わなくてもいいんと違います？」

「Ｔｅｓテスタメント．、確かにそうだ。──ではどういう事か、期待させて貰もらうぞ？　武蔵代表委員長」

　そやなあ、と武蔵代表委員長が小さく笑った。

「ま、簡単な事や。阿蘭陀、このままだと国が保もたんで？」
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　大久保は、手元に表示枠サインフレームを展開した。

　……コレ、向こうも気付いとらん事やなあ。

「ええか？　阿蘭陀は、このままだと、他国に乗っ取られるで？　もしくは、何らかの形で侵攻をされ、多くのものを奪われ、戻って来ない」

「どういう事だ!?　末世か!?　それとも、三征西班牙トレス・エスパニアが乗っ取りに来ると!?」

「違う。もっと簡単な話や」

　そう。簡単だからこそ、解わからない事がある。

「阿蘭陀は、ここで独立しても、そこから先の世界の激変についていけへんのや」
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　く、という小さな笑い声を、ダッドリーは聞いた。

　妖精女王だ。彼女が喉のどで小さく笑い、脚を組んだ。

「……親切過ぎるぞ武蔵。そこの恩は、三征西班牙が持ち出した時点で英国が進言してやろうと、そう思っていたのだがな」

「へへへへ陛下！　阿蘭陀の独立が、……何の問題を？」

「Ｔｅｓ．、阿蘭陀の独立は、来る末世に対し、抗あらがうための独立だ。末世に対する各国の動きに対し、ついていき、立ち回る。──言い換えると、小規模な英国のような事をしたいのだろうと、その事は解る」

　だが、と妖精女王が小さな笑いを喉で繫つなげた。

「──その後があるとしたら、世界はどのような時代になるか、解るか？　ダッドリー」

「それは……」

　思案する。自分は副長だが、参謀としての能も買われている。その見地から出る答えは、

　……武蔵むさしが関与するのですね！

　武蔵は、かつて英国と交渉した時に、何を告げたか。その記録を手元に展開している間に、妖精女王が口を開いた。

「武蔵副会長め……。ここにいる全ての国に餌えさを吊つるし、全てを釣り上げる気だぞ、あれは」
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「ええか？」

　大おお久く保ぼは、全裸の顔を見た。目を見据えた。下は見ない。

　三征西班牙トレス・エスパニア副会長はそれを失敗した。よく考えると初めにうちの全裸がフルオープンだった時、彼女がどうしていたのか気にはなる。ならなくていい。どっちやねん。

　……まあええわ。

　ともあれ言うべきと言うか、正す事がある。

「末世は私達が解決する。せやけどまあ、末世のゴタゴタが生じるのは確かや。それに対応するための独立、悪くないで。周辺国家にとっても、独立戦争を続けてる国が近所にあるなんて、足を引っ張られる可能性、そのものやろ」

「では何故なぜ──」

「末世は解決すると、そう言うたやろ。──その後、何が来るか、知っとるか？」

　末世の後にくるもの。それは、

「外界の開拓事業や。──それも、全世界レベルの、な」
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　場が、止まった事を大久保は理解した。

　……そうやろな。

　外界への開拓事業。それは歴史再現として、必ず何処どこかで行わねばならない事だ。

　過酷環境の外界を攻略し、切り開く。

　これを、武蔵は英国で告げたのだ。

　そして六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは、この道を独自に進めており、三征西班牙も同様だった。

　だが多くの国は、そのような話を知らない。もし知っていても、英国、六護式仏蘭西、三征西班牙のような大国や強国だから出来るのだろうと、そう言うだろう。

　何故か。

　……外界開拓は、リスクとコストが高過ぎるからや。

　だからこれまで、各国の戦略に、この事業は入ってこなかった。だが、

「聞け」

　己は言う。

「三征西班牙トレス・エスパニア、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ、そして英国は、率先して外界に進出し、開拓事業を展開。基本として、開拓地は自国の領土とする。──つまり、〝世界の再分配〟や」
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　わ、と鈴すずは身を震わせた。

　激震とも言える大気の震えが、会議場の方から壁と床の震動として来たのだ。

　……これって……。

「ああ、何かまたうちの連中が煽あおったさね」

　言う直なお政まさは、妹と共に、先程から幾枚もの表示枠サインフレームを展開し、中を流し読みしては時たまに停止している。何か必要事項を、書類の中から探しているようだ。専門の事だろうからこちらは首を突っ込まないようにしているが、今の大気の震えは共通の話題だろう。

「凄すごい、……怒られ、た？」

「まあ、いつもの事さね。さっきも教皇総長に無茶苦茶[image: ]しかられてたさ。──旧派カトリツクの長に[image: ]られても平然としてるんだから、今更世界全てに[image: ]られたところで気にならんさね」

「どういう……」

　直政の妹の言葉に、ふと己は笑みを自覚した。

　……ああ、私、馴なれちゃってる、ね……。

「大丈夫」

　直政の妹に呼びかけ、己は頷うなずいた。

「ここからが凄い、から。……大おお久く保ぼさん、やる気出てるみたい、だよ？」

　何か、微妙に引かれたのは、言葉の選び方を間違っただろうか。
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「──！」

　音が凄いのう、と、義よし光あきは苦笑した。その苦笑すらも搔かき消える程の響きは、

　……怒号かえ。

　抗議と猜さい疑ぎ、そして攻撃の何もかも、だ。言葉にして言うだけならば、実害はない。故の野次を司会が止めないのは、やはりK.P.A.Italiaも敵だという事だ。

　よかろう、と己は思う。ただ響くだけの声に意味は無い。

　そして義よし康やすに振り向くと、彼女は腕を組んで寝ていた。

　重騎士。武神乗りなのだ。空を超高速で駆け、鉄の打ち合いをする。そんな彼女にとって、この程度の怒号の雨は〝音〟でしかないのだろう。

　……良い度胸よのう。

「義よし康やす」

　試しに呼ぶと、仰のけ反ぞって寝ていた長い耳のカバーが動いた。

　ややあってから、彼女が椅い子すに座り直し、首の位置を直す。そして軽く伸びをして、

「────」

　何言ってるか聞き取れない。が、こういう時の会話はパターンそのものだろう。なのでこちらは気にせず、

・九尾娘：『起きたかえ？　今、代表委員長が発言中だが、気にならぬかえ？』

・義　　：『武蔵むさし代表委員長なら、問題は無いだろう』

　義康が、つまらなそうに頰ほお杖づえを突き、言葉を続けた。

・義　　：『──本人も、かなりキレるからな。このくらいの怒号、己の範はん疇ちゆうだと思うぞ』
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　大おお久く保ぼは、音の中心にいる事を自覚した。

　……思った以上に、静かなモンやな。

　ノイズキャンセリングが起きているのか、音が衝突して出来る歪わい音おんが捻ひねられて届いてくる。が、それは別に大した事ではない。代わりに気になるのは、

「おい、阿蘭陀オランダ代表」

　と、声を掛けるが、反応が無い。

　全裸は、今、四方に向けて何かをそれぞれ叫んでいる。こっちには全く聞こえないが、恐らくは、話を聞けとか、静かにしろとか、そういう事を言っているのだ。

　……無駄やなあ。

　明らかに議論慣れをしていない。

　圧倒的な否定の中という、そんな現場に、身を置いた事がないのだ。

　このような場では、どんな権力があろうと、一人ではどうしようもない。寧むしろ、その一人を脅し、潰つぶすために総員は声を上げているのだ。

　ならばこちらが採れる行動は、選択肢として三つ。

「一つは、圧倒的武力での鎮圧」

　こちらは三征西班牙トレス・エスパニア側であり、武蔵側でもあるのだ。

　ベストは道みち征ゆき白びやつ虎こと地じ摺ずり朱雀すざく、そして日ひ溜だまり玄げん武ぶをこの現場に飛び込ませる事だろう。

　太刀たち打うち出来るとすれば同等クラスの青せい竜りゆうや八やつ房ふさだろうが、どちらも極東勢。物量としてみた場合、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの武神隊が有用だろうが、これも〝こちら側〟だ。

　……ただまあ、圧倒出来るが、悪あく手しゆやな。

　力で押さえ込んだところで、こういう野次を飛ばす連中は、黙っても反抗心を強くするだけだ。却かえって、自分達が潰つぶされた事を笠かさに物言いをつけてくる。

　根本的な解決にはならない。では、

「もう一つは、無視して話を進める事」

　これは意外に有効だ。議論は基本的に当事国同士で決着をすればいいのだから、他の国は関係が無い。

　しかし、これは今回の場合、悪あく手しゆでもある。

　……外界の開拓というものを、他の国に伝え、巻き込まないといかんからな。

　外界へ行く。それも、強国である三国だけではなく、全ての国を動かす。

　これが武蔵むさし側の選択であり、そのためには、全ての国に〝聞かせ〟ねばならないのだ。

　ではどうするか。

「三つ目の手やな」
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　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、躊躇ためらいなく耳みみ栓せんを両の耳に突っ込んで、間食のローストビーフを頂いていた。

　難しい話が連続する現場だ。頭も使うので、肉が欲しい。なので輸送艦から大型木箱コンテナ一個丸ごと自分の好きなものを突っ込んできた。

　娘にはやんわりと「必要なのは糖分じゃありませんの？」と言われたが、大事なのは気分。満足感は脳を活性化させますの。ええ。

　そして、聴覚抜きである事を存分に利用して、味覚と嗅きゆう覚かく、目で楽しむ濃いピンク色の断面や、歯が肉に刺さる触感を楽しんでいると、輝てる元もとが言葉を送ってきた。

・元ヤン：『どーすんだコレ。収拾つかねえだろ』

・もり１：『Ｔｅｓテスタメント．、武神投入や、二国間での議論の開始、または、沈黙強制の術式や音声ステルス結界などによる制圧手段も考えますが、どれも喧けん噪そうをあげている国々への対処としては、逆効果になる場合もあります』

　あら、と己は首を傾かしげた。

　切ったローストビーフが、柔らかく倒れていく動きに幸いを感じながら、

・現役娘：『そんな事でしたら、既にやり方は見えてますのよ？』

・もり１：『？　見えている、とは？』

・現役娘：『ええ、もう出ているじゃありませんの。こちらにも、向こうにも』

　と見た正面。会議場の中心。そこから一つの意思が飛んできた。

「読め」

　言葉だ。こちらに、何をすべきかという言葉が、ふと、伝わってきた。

　……来ましたわね。

　武蔵の代表委員長だった。

　彼女がこちらに、言葉を送りに来ている。だがそれは、音ではなく、

「表示枠シーニヤカドルですのね」
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　大おお久く保ぼは、第三の手を使った。

　表示枠サインフレームだ。

　説明用の巨大な表示枠を三十六方位に展開し、そこに極東語で文字を流す。

　バックは黒。字は白だ。可読性とインパクトを上げて、そして、

　……それが〝手〟ではないで。

　肝心なのは、これだ。

『メモか、撮影しとき』

　表示枠上で予告する。

『そうせんと、やっとる国から出遅れるぞ』
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　……そうですわね。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、武蔵むさしの代表委員長の選択に頷うなずいた。

「気を逸そらしますの」

　相手は大群だ。叫んだり、ジェスチャーを飛ばしたところで意味は無い。

　自分達が如何いかに正しいか、と、そんな事を伝えようとしても、出来る訳がないのだ。

　だからまず、目に入るようにする。

「大判の表示枠ですわね」

　術式用ではなく、普通の、情報表示用だ。表示枠本来の使われ方をするこれならば、別に場内の規制や、検閲の結界などに掛かる事もない。

　ただしサイズは大判。一枚が四十メートル四方程あるものを、円状に、全域へと展開した。

　会場の皆にとって、壁が出現したように見えただろう。

　これによって多くのオブザーバは、視界から武蔵の代表委員長と阿蘭陀オランダ代表を見失う。

　野次を飛ばす相手が見えなくなれば、怒りは何処どこにも〝向けられない〟。

　その上で、武蔵の代表委員長は、一番大事な事を告げた。

「メモか、撮影の用意をしろ、と」

　既に、画面にはそれが表示されている。大判の上に流れる文字と図は、

『外界開拓の、三強国をベースとした企画書や。──これには、如何なる小国であっても、外界開拓に踏み込めるヒントがある』

　ええか。

『これより、この企画書をベースに、阿蘭陀オランダとの講和を行う』
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　お見事、とフアナは内心で武蔵むさし代表委員長に合格を出した。

　彼女がやった事は単純だ。

　気を逸そらし、誘導したのだ。

　武蔵代表委員長は、表示枠サインフレームで情報を流した。それは、

「これから議論する事。つまり武蔵が望み、三征西班牙トレス・エスパニアも同意する事。

　──外界の開拓を、しかし三強国以外が行うための手引き書です」

　外界の開拓に異議が挙がるのは、当然だ。

　外界の開拓が出来るのは前からの準備や、武蔵からの協働がある三強国だが、小国はおろか、多くの国は、そこに参加出来るだけの経済力もなければ、手て筈はずもない。

　それなのに大国は、外界を開拓したら、その土地を自分のものとして収容する。

　将来、三強国以外が外界に渡れたとしても、既に土地は彼らのもので、至らぬ国は交渉や別の手段でそれを買い取ったり、奪い取らねばならないだろう。

　これは、世界の再分配を勝手にされるという事だ。

　不平等である。だから抗議の声が生じるのだが、

「それはある意味、皆が共通の価値を欲していると言う事です」

　外界開拓への参加方法。その方法を、武蔵の代表委員長は表示枠に流した。更にはそれを、メモするなり、撮影するなりしろと言った。

　武蔵側から、情報を配る事はしない。やる気のある者だけが、情報を確保すれば良い。

　だが既に、皆は同じ価値を欲してしまったのだ。ここで出遅れれば、損となる。

　……野次を飛ばしている場合ではありませんね。
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・現役娘：『表示枠シーニヤカドルの見世物も、情報の誘導も、気を逸らすのも、どれも授業でやっている事ですわ。学校の先生の板書が〝それ〟ですものね。武蔵の代表委員長が上じよう手ずだったのは、与える情報が、皆の抗議にそのまま答える内容であった事ですわね。

　──つまり、こういう抗議がくる事を、彼女は読んで、用意してましたの』

　思い至る事がある。

　三征西班牙側は、武蔵代表委員長が出る前に、一枚の表示枠コルテチエフイルマを皆で精査していた。

　あれは恐らく、これだ。

　一枚の表示枠に、多くの情報を詰め、流すための形にまとめた。

　無論、もっといい方法はあるだろう。情報の伝達効率や、インパクトのために、複数表示枠を利用してリンクを飛ばすなど、今ならば常道なのだ。

　……でも、それでは、この状況に対応出来ませんわね。

　三十六面の表示枠シーニヤカドルは、見るものにとって一面だ。大判であるため、他の表示枠はほぼ目に入らない。そこに流す情報は、元々、一画面用として作ってなければいけないのだ。

　武蔵むさしの代表委員長は、それを用意していた。

　三征西班牙トレス・エスパニアが武蔵の代表委員長を代理として許可したのは、これだろう。

　このような抗議が来る事を読んでいて、対処の方法を、実際に表示するものとしてプレゼンをしたのだ。

・現役娘：『武蔵代表委員長の襲名先は、松まつ平だいらの治世の初期を支えた金庫番と、経済の回し手である大おお久く保ぼ家。──このような流れや誘導は、読んで当然といえば当然ですわね』
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　全く、という声が、武蔵勢のオブザーバ席から上がった。

　小こ西にしだ。今は田た中なかという姓を名乗っている彼女は、椅い子すに浅く座って身を揺らし、

「細かい予算関係の計算情報や輸送艦の連動。特に他国同士の連動となると武蔵の商工団より羽は柴しば勢の商工団の方が理解が上や。──成果は出してやったで」

　しかし、と呟つぶやいて思うのは、大久保の段取りだ。先の展開を読むのは、ある程度の人材なら出来る事だろうが、実弾ともいえる資料を作るのは、なかなか出来ない。

　……段取りやなあ。

　手順を用意し、踏んでいく。これを自分達は、慶けい長ちようの役えきでやられたのだ。

　あの時、大久保に対して、戦況を優位に進めていた筈はずが、覆くつがえされた。ダメージを受ける事も覚悟した戦術を、こちらは読み切れなかったが、

「連綿を構築出来る才覚にとって、このような単純な抗議の流れは、それこそ全体的な誘導やな。──手の平で踊らされるのも、なかなか面白いで？　全世界」
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「では、大体の情報は皆の手元にあると思う」

　大久保は、大判表示枠サインフレームに書かれている情報が、ほぼ末尾まで来たところで、そう告げた。

　内部から見ると、表示枠はほぼ透けている。表面と裏面の透過率を変えているのだ。これによって、内側から、こちらに興味を持っている国や、そうではない国を見定める事が出来る。

　そして興味を持ってない国には、表示の字をやや大きくするなどして、可読性を向上。必要ならばその国の言語に合わせた言葉を併記もする。

　……読んでくれよ？

　これからしばらく、表示枠は末の部分を表示させて止まる。

　メモや撮影の時間を与えるためだ。

　ならばそれが消え、また皆が動き出すより先に、こちらから議題を転がす。

「外界の開拓に必要なのは、まず何よりも輸送力。そして現地での長期行動に対する生存性の確保。更には──、現地を開拓する実行力と言ったところやろ」

　小国や、列強以外の国には、それが難しいところだ。

「だが、武蔵むさしならば、極東ならば、大半はクリア出来る」

　ええか。

「武蔵は、英国、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ、三征西班牙トレス・エスパニアの外界開拓に協働する。そのために武蔵の輸送力を貸し、パッケージ建築や大型木箱コンテナの転用によって現地での生存性を補助する。

　更には武蔵として──」

　表示枠サインフレームの内容を切り替えた。そこに映るのは、やはり武蔵だ。だが、その姿は、

「主砲展開。──大おお兼かね定さだと小しよう兼かね定さだの発砲も、条件と予算の提示によっては行うで？　外界、とりあえず平地が欲しいという場合、荒っぽいが、これもありやろ」

　さあ、と己は言葉を作る。

「武蔵はこれらの力や、まだ提示していない力を用い、三強国の外界開拓を補助する。

　が、今のところ、これらのプランは多くの部分を詰めとらんのや。そして三強国も、武蔵全艦の〝御利用〟は、初期の頃ころならばともかく、以後は内部使用率も頻度も減っていくやろ。

　──グループ割引とか、フロアごとサービスとか、逆に格安艦上パックとか、随伴輸送艦サービスとか、どうや？」

　言葉と共に、武蔵の各所にサービスプランごとの矢印と解説や、使用部の枠が示される。

「──武蔵は小国、中堅国向けのサービスも当然用意してるで？　必要ならば武蔵内銀行にて融資も可能。どや!?」
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「あの野郎……」

　と、呆あきれ気味に輝てる元もとが言うのを、Mouri-01は聞いていた。

「確かにうちらが外界開拓狙ねらうのは、結構あからさまにしてるけどよ。──うちの優先度が食われるようになったら張り倒すぞ」

「姫様、その辺りは後で言っておきましょう。一方で、武蔵も先程、六護式仏蘭西の武蔵の利用について〝初期の頃ならば〟と言いました。これは、言い換えるなら、武蔵はその初期において六護式仏蘭西に全艦提供サービスも考えている、という事です」

「フ、予算は朕ちんが捻ねん出しゆつしよう。──少なくとも最初の一回は、朕からのプレゼントとさせて欲しい。駄目かね？　輝元」

「財布は一緒じゃねえか、馬鹿野郎」

　言って、しかし己は会場を見渡した。

　今、各国が動きを止めている。大判表示枠シーニヤカドルを眺め、一部、会計達が議論を始めている。第一特務達は各国を行き来し、急ぎの情報交換まで始めているのだ。

「公会議の利点を、思い切り使って来やがった。……多国間交渉の経験と密度が、三み河かわ以降急激に上がった武蔵むさしならではの〝手〟だな」

「……総体の利益を翳かざす事で、全員参加の流れを作ってしまった、と？」

「英国だ」

　己は、武蔵にこの〝手〟を採らせた遠因を告げる。

「英国で、武蔵は外界開拓を促し、しかし断られた。英国にはそれだけの力があるのにな。

　やはり、一国でそんな大事業を行うにはリスクが高いし、リターンも少ない。

　だが多くの国が集えばどうなるか」

　……面白い事だ。

　今、ざわめいている国々は、それが成功するという前提で議論している。小国も中堅国も、皆がそうだ。

　かつて、強国たる英国が安全策として断った内容だろうに。そして覇は道どうの国である六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズも、一国単位の政策として、そこに踏み込むには相当の度胸が要ったのだ。

　しかし武蔵は、それをここで提示する事によって、全ての国を巻き込んだ。

　最初に三強国と自分を叩たたかせて、カウンターで〝餌〟を見せたのだ。釣られない訳がない。

　全員が動く。

　利益競争に出遅れてはならない。そして手て筈はずとサービスは万全。これらの前準備が、

「小国達を、強国よりも勇ましい存在にしてしまった、か」

　だが、と己は思った。

「それで全て上手うまく行く訳じゃねえ。……テメエ達は、そのフォローをするって訳だな？」
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「では、そちらの危機を取り除いたろか」

　武蔵の代表委員長の言葉に、ウィレム二世は眉まゆをひそめた。

「先程君は、私達に対し、三征西班牙トレス・エスパニアの支配下に入れと、そのような事を言っていたな？

　それが今度は、私達の危機を取り除く、と？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、既に、大体の意味は解わかっとるやろ？　──武蔵としては、事を起こした側であるがゆえ、責任をとっておく必要があるさかいな？　そのようにしたろと、そういう訳や」

　言われる意味は解る。

「外界開拓か」

　そうだ。外界へ行き、本来の自分達の国土となる場所を確保する。

　過酷環境下にある神代の時代の故郷を、奪還するのだ。だが、

「出来ると思っているのか？　武蔵むさしがあれば何でも出来ると、そういう事か？」

「否」

　武蔵の代表委員長が、周囲の表示枠サインフレームに画像を映した。それはやや乾いたような空の色と、荒野にも見える土地だった。

「蝦夷えぞ。新大陸や。ここは重奏神州の多くが重奏領域として降りていて、過酷環境もだが、駄だ竜りゆうを初めとした異族や妖よう物ぶつに溢あふれとる。つまり最新の外界シミュレータと言うべきやな」

　そして、

「三征西班牙トレス・エスパニアと英国は、この土地を切り開き、安定した開拓状況を作り出している。

　我が教きよう導どう院いんに所属する立たち花ばな夫妻は、ここでキャリアを積んだが──」

　どうや？　と武蔵の代表委員長が、右手側から皆へと振り返り、こう言った。

「外界の開拓に不安があるなら、こちらで技術や知識を獲得する事も出来るで？　専門の役職者を要請するのもええやろな」

「……ならば既に、英国、三征西班牙の二勢力は、外界行きが出来るレベルに仕上がっていると、そういう事か？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、こればっかりは武蔵でもどうしようもない。専門技術者の育成と確保は、やはり三征西班牙や英国の役目やな」
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「なかなか商売っ気の強い子が武蔵では代表委員長なんだねえ……」

　セグンドの言葉に、フアナは頷うなずいた。既に彼女がプレゼンしてきた資料は通り過ぎ、概要として渡された情報を展開している段階だが、

　……良い代表委員長ですね。

　代表委員長とは、特別な存在だ。

　委員会は、役職者に対する官僚的な役目を持つ。役職者達が提案する政策や作戦に対し、資料を集め、専門家としてアドバイスを送り、彼らの決定の是非を促すのだ。

　その中で、代表委員長は少し毛色が違う。他の委員会が職業的なものであるのに対し、代表委員長は全生徒の代表として、意見などを収集、分析や統括を行う役目を負うのだ。

　各委員会の構成員も学生であるため、代表委員は全委員会の上に立つ。そのため、多くの教導院では役職者に対して各委員会のまとめた情報を精査して送り、また彼らの指示を分配する役も持つ。

　つまりは、各委員会と役職者を結ぶのが代表委員だ。そのため、ここには、分析力もだが、違法を咎とがめる力も、無駄を排除する精査の力も要求される。

　……代表委員長が無能だと、役職者や委員会の負担が大きくなり、逆に有能であれば、彼らの動ける幅が大きく広がります。

　ここを任じた経験者の多くは、将来は副会長以上になるというのが定説で、自分も今の地位を手に入れる前は、数年間、代表委員長を任じていた。

　そんな視点から見る武蔵むさしの代表委員長の適性は、

「展開して行く資料を見れば、解わかりますね」

　大判表示枠コルテチエフイルマの全ては、彼女が自分で作ったものだろう。

　新大陸の映像。食糧関係や、出現する怪異、妖よう物ぶつなどの分布や頻度、そして武蔵が外界の上空を通過した際の映像など、どれも各委員会や、総長連合などとも繫つながりが無ければ出ない。

　恐らく、急ぎで作ったものだろうに。

　……この代表委員長には、武蔵の総員が全面協力を辞さない、という訳ですね。

　情報では、水み戸とにて武蔵の補修を行っていた際、副会長に対して生徒総会を開き、謀む反ほんのような事を働いたという。

　それが支持を得ているのだから、面白いと、そういう感想を思うくらいに、回復した。

「──Ｔｅｓテスタメント．、動きましょうか」

「お？　フアナ様、テンションだけじゃなく、キャラ的にも回復ですか」

「……こちらの手伝いをしている者がいるのです。そうそう休んではいられません」

「フアナ君には、正直、強制的にも休んで欲しいけどなあ」

「──強制、してみます？　総長」

　言って笑って、上機嫌だと気付く。

　……そうですね。

　西のオブザーバ席に座るこちらからは、やはり大判表示枠によって武蔵代表委員長の姿を見る事は出来ない。しかし、

「先程、同期設定はとりましたね。──ならばこちらも情報の開示を行いましょう。

　武蔵の代表委員長を、私がバックアップします」
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・あさま：『お？　おおおお？　何かすっごく膨大な量の情報が、三征西班牙の重要経路から大おお久く保ぼさんの方に来てるみたいですね。豊ゆたか、大丈夫ですか？　入り切ります？』

・ゆたか：『あ？　えーと、あ、大丈──、駄目だと思います！　母さん、ちょっと容量借りられます？　このままだと、入っても、大き過ぎて動けなくなっちゃうので……』

・●　画：『親子で隠語とか……。この巫女みこ一家は……』

・銀　狼：『ちょっとスッ飛ばして聞きますけど、うちの一家を描いてはいませんわよね？』

・竹　中：『いやあ、自分の名前で検索掛けて出てきた時はどうしようかと……』

・礼賛者：『ナルゼ君、今の内に謝っておいた方がいいのではありませんかね？』
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　……流石さすがやなあ！

　大おお久く保ぼは、正直、三征西班牙トレス・エスパニア副会長の手並に引いていた。

　こちらは今、これから阿蘭陀オランダの話に移行しようとしていたのだが、

　……ピンポイントで欲しい情報が来とるわ……！

　こっちがどのような話題をするか、見えているのだろう。その補足と、更に補足、孫の補足までもピラミッド状に積まれた表示枠サインフレームの束として手元にやってくる。

　それも一つではない。話題ごとに積まれていき、更には、

「情報封フオルダに収めた後の、情報リンクマップ付きか」

　センターとしての一枚さえ開いておけば、後はそこから呼び出せる。

　ピラミッド型の情報の山は、要らなければ捨てても構わないというのが凄すさまじい。恐らくは、このように情報を組み上げる制御情報プログラムを作っていると思うのだが、それをこっちに貰もらえないだろうか、というか。

　……やはり、ある程度のレベルまで行ったら、制御情報の知識必要やなあ。

　一段上に行くには、そういう技術が要るのだろう。
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・十ＺＯ：『そういえば、何となく疑問に思ったので御座るが、正まさ純ずみ殿、他の国の副会長などがよく使っている多重展開式の表示枠とか、持って御座らぬよな？』

・副会長：『いや、私、専用の表示枠とか用意出来ない金欠状態からスタートだったし。それに今はツキノワがいるからなあ』

・不退転：『でも走狗マウスの仕事見てると、基本、通神文メールの遣り取りとか、表示枠の展開よね。情報処理とか、そこらの面倒な事や情報精査とかはどうしてるの』

・副会長：『ああ、その辺りは大久保がいるから大丈夫』

・立花嫁：『……では各委員会への指示や、または情報の回収などは』

・副会長：『うん、その辺りも大久保がいるから大丈夫』

・黒　狼：『代表委員長がいない場合は、どうしますの？』

・副会長：『ああ、──竹たけ中なかがいるから大丈夫』

・黒　竹：『ファッ!?　えっ？　えっ？　どういう事なんですかねー……』
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　……いいから仕事はこっちに寄越しーや！

　と、内心で眇すがめになる案件を別に、大おお久く保ぼは感情を表に出さず、阿蘭陀オランダ代表と向き合った。

　既に阿蘭陀側の内部情報は見えている。故に、

「──さて、武蔵むさしの他に、強国からのバックアップもある。そしてグループパック状態にしておけば、それら強国と乗り込む事になるし、開拓地を奪われる可能性も低くなるから、まあ、強国が動く時は外交官だけでも乗せておくとええやろな」

　と言う台詞せりふに、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズから声が飛んできた。それは輝てる元もとのもので、

「各国、外交官だけで開拓地の差し押さえが出来ると思うなよ？　──たとえばうちの迎げい賓ひんサービスや外交接待は豪勢でな？　男女構わず一中隊くらいなら簡単に懐柔出来るぜ」

　表示枠サインフレームの向こう。各国、思わず真顔で六護式仏蘭西に振り向く外交官を、役職者が襟えり首くび摑つかんで自分達の方に振り返らせる。

　そんな遣り取りを置き、己は言う。阿蘭陀代表を正面に見据え、

「……ま、小国も、これで全員参加やな」

「────」

「……何も言えんか」

　ここまでの流れで、流石さすがに大体は、理解出来たろう。

「阿蘭陀が、どんだけ危機的状況か、解わかったか？」

「──Ｔｅｓテスタメント．」

　全裸が一息をつき、サイドテーブルに片手を乗せた。

　こちらに挑みかかってくるような素振りは消えている。今はどちらかと言えば、

　……困惑か。

　何をどうすべきか解らない。そういった風ふ情ぜいだ。だがそれも仕方ない。何故なぜなら、

「──世界各国が、阿蘭陀を潰つぶす、もしくは吸収や乗っ取りに来るかもしれん。そんな状況が、これから発生してしまうんやからな」

　どうや。

「末世に向けて独立したいとか、そういう事、言ってられんやろ」
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「どういう事？」

　という不ふ破わの問いかけを、前まえ田だは頷うなずきで受け取った。

　一度、背後の段上にいるスレイマンと教皇総長を確認。二人がこちらを気にしていない素振りを作るので、解説の許可が出たと見なす。

　……そうだなあ。

「単純に言えば、今、武蔵が世界の基準を変えに来た、って事なんだ」

「解んない」

「だよねえ。僕も今のだと説明が足りないと思うよミッチー。だからもうちょっと喋しやべらせてくれ。いいね？　つまりはこうだ。──阿蘭陀オランダは、変わる時代の変化についていけない」

「どういう事？」

　何か問いかけがリセットされた気がする。まあいい。

「阿蘭陀は、独立を、末世のためのものとして考えていたんだ。末世に対抗するため、創世計画にしろ何にしろ、第二の月に目掛けて運命と一戦構える事は確かだ。だがそうなると、世は荒れるだろうし、戦後の混乱もあるだろう。だからその前に独立して、大国の動きに巻き込まれないようにして、更には隣国の動きにも即応しておきたいんだね」

「それは……、正しい選択よね？」

「そうだよね？　でも、──その後、他の国が外界開拓を始めたらどうする？」

「え？」

　その場合、どうなるか。

「独立直後の阿蘭陀は、運命との戦後、荒れるだろう。戦死者が多く出れば生徒会も総長連合も立場が難しくなるし、そうではなくとも国の体制が定まってないんだ。何しろ三征西班牙トレス・エスパニアとの戦争体制から独立するんだから、国は臨戦状態。

　そのまま運命との戦闘に移行した場合は、結局、独立は名ばかりで、安定体制にするには運命との戦後の時間を費やす事となる。そんな状態で外界開拓は──」

「ちょっと待って」

「何だいミッチー」

　そうね、と、不ふ破わが右の手の平をこちらに向け、制止を促して告げる。

「──運命との戦後、すぐに外界開拓が始まると思う？　どの国だって、それなりに疲弊をしている筈はずよね？」

「運命との戦闘は、実質、一日掛からないとされている」

　は？　と振り返った不破の言いたい事は解わかる。かつての未来では、第二の月へと向かった際の戦闘で、多くが命を落としたのだ。

　大戦争と、そう言えるものが、どれだけ短期で終了するのか。

「……第二の月って、でも、相当に遠いのよね。実際の月より遙かに近いけど。

　大体、どういう戦闘になるかも解ってないんでしょ？」

「そうだね。でも、いろいろな証言から合わせて考えるに、運命との戦闘は短期決戦だ。それがどういう方法に拠よるのかは、僕なんかじゃ解らないけどね」

　だけど、

「短期決戦で決着がついた場合。人々は地上に戻ってきて、さあどうするか、だ」

「どうなるのよ？」

　……あれ？　何で睨にらまれるんだろう。

『もったいぶり過ぎー』

「そうよね、まつ。何か勿もつ体たいぶり過ぎよね」

『ね──？』

　女二人で組まれるとやりづらい。ああ、左の丹に羽わ先輩。参加したそうにしてないで、参加したらいいんじゃないでしょうか。ね──？

　凄すごい睨にらまれた。

「えーと、まあいいや。

　運命との闘いで負けたら、外界に出る意味は無いので、人類はおとなしくなるだろうね。

　創世計画の場合は、この時にはもう人々の関係は失われて原初の状態になってる。

　一方、武蔵むさしの提示した創世計画以外の方法が、面倒だ。──これが為なされた場合、人々は今までの関係を保ち、消えなくなったこの世界へと月から降りてくるんだから」

「……今、私達、武蔵のあやふやな〝創世計画以外の方法〟に振り回されてるって訳？」

「可能性として有り得るなら検討する。それは大事な事だよミッチー」

「まあそうだけどね」

　と、不ふ破わが言って、前のシートの背もたれに頰ほお杖づえをついた。

　彼女は半目で前を見る。その視線の先にあるのは、情報を流す大判表示枠インシヤ・コトブだが、

「でも、もしも武蔵の言う方法で戦って、勝った場合、──阿蘭陀オランダは、その後、外界の開拓に出るだけの状態になれないって事なのね？」
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「厄介やな」

　いつの間にか静まっていた会場を、大おお久く保ぼは見渡した。

「阿蘭陀が、外界への開拓の準備や用意、心構えが出来とらんのは当然や。この情報、前もってある程度は外に出ていただろうけど、ここまで大きく扱ったのはここが初出やさかい。

　しかし、ここで〝独立〟をせないかん阿蘭陀にとっては、ちょっと厄介やな」

「──そうだな。つまりこういう事か。私にも今更理解が出来たが──」

　と、阿蘭陀代表が、肩越しに周囲を見渡した。

「……阿蘭陀は、末世を抜け、本来はそこで体制を立て直す筈はずが、各国が一斉に動き出す外界開拓の流れに、政治的にも経済的にも対応出来ない、と」

「政治も経済も、その体制を整えるのには金がいるからな。──独立直後に運命との戦闘に巻き込まれた阿蘭陀は、予算もほとんど無いようやし、キツかろう」

「Ｔｅｓテスタメント．、ゆえに開き直って、借金でもして外界に行ったならば、どうなる？」

「この極東上の阿蘭陀が手て空すきになる。阿蘭陀は、その南部を旧派カトリツクとして独立した白耳義ベルギーに押さえられとるが、そことの政治交渉は出来とるか？」

「……基本、今はその予算を費やしている。三征西班牙トレス・エスパニアとは、このミュンスター条約があるから余計な準備をせずにいられて助かったと、そういう判断だ」

「だとすると流れは見えるな」

　己は、会場の一点を見据えて言った。静かな空間に刺すように、声を落とす。

「ええか？　よく聞け」
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「阿蘭陀オランダは、末世の後の世界を乗り切れん。運命との戦闘が終わり、人々は帰還した後、もはや戦争はしばらく要らぬと思うやろ。──ゆえに外界や。武蔵むさしと強国が導き、共同作業がそこにあり、戦争で使い切れなかった物資や技術も投入出来る。新しい時代の幕開けや」

　しかし、

「阿蘭陀は、このタイミングで独立が歴史再現で指示されている以上、それに従わねばならん。そして従った以上、国は末世を巡る状況は切り抜けられるが、疲弊し、休むべき次のタイミングで外界開拓が始まるから、どうしようもあらへんな。

　結果として、阿蘭陀は、極東に残って体制を整えようとすれば、外界での土地を失う。

　だからといって外界に行けば、極東の土地を失う」

　さて、と己は言う。

「──阿蘭陀の土地が欲しい国は、何処どこやろな」
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「ハ、名乗りを上げるヤツが出るものか。ここは講和の公会議の場だぞ」

　と、教皇総長パパ・スコウラは、しかし武蔵代表委員長の言葉の意味を思案した。

　……あの小娘、誘導を掛けて来たか。

　武蔵代表委員長は、阿蘭陀の土地を欲しがる国を募ったのではない。ああいう言い方をする事で、この場にいる全ての国に、阿蘭陀を喧けん伝でんしたのだ。

　この国の土地は奪って良いと、そういう事を〝教えた〟のだ。

　……だが──。

　だが、その言葉に、そのまま釣られる者が出るとは思えない。

　出るならば、そう、

「保護者気取りの馬鹿が出るか」

　つまり、と思うより先に、声が来た。

「──阿蘭陀が奪われるのはいけない事だ！」

　左手側。南。そこにいるK.P.A.Italiaと合流したM.H.R.R.神聖ローマ帝国皇帝派だ。

　大判表示枠カデナフイルマの陰で見えないが、傀かい儡らい皇帝であるマティアスが、明らかに楽しそうに聞こえる声を上げた。

「つまり阿蘭陀オランダは、M.H.R.R.神聖ローマ帝国〝改派プロテスタント〟が保護をしよう！　それでいいね!?　諸君！」
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　マティアスにとっては、久し振りの出番だった。

　今回、基本的にK.P.A.Italiaの影に入っている身分なので、なかなか出番がない。オリンピアが司会をしているが、副司会という事もない。つまり飼い殺しだが、

　……ああ！　この、役に立つと思われてないのも傀かい儡らいの楽しみの一つ……！

　皇帝なのにお飾り以下の扱いとか、ぞくぞくするね！

　ただ、そんなこちらに、K.P.A.Italia生徒会から指示があった。表示枠レルネンフイグーアに書かれたそれを〝もっともらしそうに〟読んでくれとの事だったが、これこそ傀儡の役目！

　傀儡パワー全開だ。

「このヴェストファーレン会議が終了した後、結局M.H.R.R.は領邦国家としてまとまり、私の権限は地に落ちる！　しかしM.H.R.R.がまとまる事は確かなのだから、ここで私は先行予約で阿蘭陀を保護しよう！　さあ、阿蘭陀よ！　極東に残って充実を図るか、外界に行って思う存分土地を確保するか、選び給え！　M.H.R.R.改派はその逆張りをしよう！」







[image: 第四十二章『高空の買い付け娘』]
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「あの傀かい儡らい……！」

　耳慣れない物言いだな……、と思う台詞せりふを、巴ともえ御ご前ぜんの口からゲーリケは聞いた。

　だが、気になる事は、そこではない。

「……巴御前、今、皇帝の言った内容ですが、──K.P.A.Italiaが、改派プロテスタントを攻撃に来たと、そう考えていいのですね？」

　と、自分は急ぎ、表示枠レルネンフイグーアを出した。画面に映すのはM.H.R.R.の概要図だ。

「M.H.R.R.は、主に、北に改派、南に旧派カトリツクの領邦があります。そして北側の改派領邦は阿蘭陀オランダに面しています」

「そう、だから我々は海洋国家である阿蘭陀を通して、外からの援助などを得る事が出来ていた。そして阿蘭陀も、それを利用して稼ぎ、独立の資金としていた。

　……無論、その程度の資金では、外界への対策と、体制の完全建て直しには足りんがな」

「Ｔｅｓテスタメント．、そういった実情と、私達の付き合いを、K.P.A.Italiaは突いてきたのですね？」

　己は、概要図で、阿蘭陀とM.H.R.R.改派領邦を結んだ。

　自分達の治めるザクセンも、その領邦の一つだ。そして、皇帝はこう言ったのだ。

「M.H.R.R.は、この会議後に一つにまとまるのだから、ここで改派は阿蘭陀を保護しろと」

　皇帝の言は、解わかり易やすい。

　独立から立ちゆかなくなる阿蘭陀を救おうとしていると、そう見える。

「だが違うな？　ゲーリケ。ヤツは阿蘭陀の保護を我々〝改派〟にさせると言ったのだ」

「Ｔｅｓ．、今の皇帝の意見をM.H.R.R.改派が飲むと、次の利点と不利点が得られます。


●利点

　：この会議後、阿蘭陀の権益をM.H.R.R.が得る。

●不利点

　：この会議後、阿蘭陀の損失を〝M.H.R.R.改派〟が肩代わりする事になる」



　と、こちらの出した内容に、周囲の学生達が首を傾かしげる。彼らは、あの、と前置きし、

「……何故なぜ、会議後に、M.H.R.R.全体で保護する阿蘭陀の、その損失を、我が改派だけが肩代わりをしなければならないのですか？」

「そうだな。そういう疑問は当然出る」

　巴御前が、眉まゆを立てたまま、息を吐いた。霊体にして、揺らぎの見える吐息だ。相当に感情が立っているらしい。

「いいか？　阿蘭陀を保護するのは改派だ。阿蘭陀は改派であり、阿蘭陀を抱える事が出来るのは改派である我々でしかない。旧派は敵だからな。──これは解るな？」

　Ｔｅｓ．、と周囲の学生達が頷うなずく中、何人かが「あ」と気付いた。

　そんな者達に巴ともえ御ご前ぜんが会釈を送り、こう応じる。

「改派プロテスタントは〝保護〟をする。つまり改派同士、阿蘭陀オランダの負債や損失もカバーする。

　だが阿蘭陀が生む権益は、改派や旧派カトリツクといった教譜は関係無しのものだ。もしも我々が阿蘭陀の権益は改派のものだと言えば、旧派の権益を咎とがめて起きた宗教改革に矛盾する。つまり阿蘭陀の権益は、旧派を含めた全領邦に〝公平〟をもって分配をされる」

　それに、

「阿蘭陀を抱えたら、M.H.R.R.神聖ローマ帝国改派は、外界の開拓事業に参加する事が難しくなる。

　さあ、どうなると思う？」
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・現役娘：『さあ、どうなると思いますの？』

・暗黒Ｇ：『耐えて、上手うまく阿蘭陀を盛り上げれば、リターンは独り占めでおじゃる？』

・もり１：『でもそれをしている間に、各国は外界に出て成果を上げますよ？』

・太陽王：『朕ちんが旧派ならば、ここは改派に手を差し伸べるね。──つまり借款や、リターンの強くて長く続く取引を行い、改派に対して長期間の優位を獲得する』

・元ヤン：『テメエは改派を完全支配下におくつもりか……、って言いてえけど、M.H.R.R.皇帝派としては、それがしたくてたまんねえだろうな』

・現役娘：『問題は、現状ではまだM.H.R.R.は皇帝の支配下にあり、その命令は〝生きる〟という事ですわね』

・もり１：『では、改派は、従うしかないと言う事でしょうか……』

・暗黒Ｇ：『阿蘭陀自体が、現状、何処どこかの国の保護下に入らねばならぬ状況でおじゃる。しかし、弱い阿蘭陀を、外界開拓という事業を目の前にして受け入れる国は無いでおじゃる。──国内の改派を潰すためにそれを保護しようという、皇帝以外は』

・現役娘：『──あら、そうですの？』

・太陽王：『違うと言うのかい？　──輝てる元もと、聡そう明めいな君は、どう思う』

・元ヤン：『ハ、まだまだ勝負は終わってねえだろ。──皇帝に逆らえるのが、一人だけいるぜ。傀かい儡らい皇帝が後ろの命令で好き勝手言っても、否定出来るのが、な』
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「武蔵むさし勢だね」

　と、スレイマンは言った。

「そう、武蔵勢は、M.H.R.R.旧派なのだよ。つまり、皇帝が無茶を言った場合、彼らはそれを否定する事が出来る」

　方法は簡単だ。

「先程皇帝の言った事を利用してやれば良い。──もしも改派プロテスタントに阿蘭陀オランダを保護させる場合、この会議後に領邦国家となったM.H.R.R.神聖ローマ帝国は、以後、皇帝の全てを否定すると、ね。

　M.H.R.R.旧派カトリツクの武蔵むさし勢と、改派の巴ともえ御ご前ぜん達は手を組める。対する皇帝は亡命同然の現状だ。こうなったら、本国に戻る事さえ難しいだろうね。うん」

「──スレイマン。だが、と付け足したくて堪たまらない、といった口調だなあ、おい」

「はは、当然だろう、教皇総長パパ・スコウラ」

　己は、口くちの端はが上がるのを我慢せずに言った。

「楽しい議論の時間じゃないか、二転、三転、当たり前だろう。うん」
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　ウィレム二世は、思案をしていた。

　M.H.R.R.改派には世話になっている。独立資金の獲得もだが、改派としての術式や、技術的な事なども、自覚、無自覚を構わず、莫大な援助を得ているのだ。

　これは英国に対しても同様だ。

　小国は、大国や強国との関係なくしては、存続すら出来ない。何か重要な資源でもあればいいが、阿蘭陀は海洋国家で、水産資源くらいしか現状では特筆がないのだ。

　そして今、自分が感じているベストは、

　……三征西班牙トレス・エスパニアの庇ひ護ご下に入るか……！

　独立を望んでおきながらこれは無茶苦茶だが、この議論の始まりに、武蔵の代表委員長がそう進言したのだ。

　三征西班牙の代表としてここに出ている彼女の言は、信用に値する。

　M.H.R.R.改派に迷惑を掛ける訳にはいかない。

　だから己は、M.H.R.R.改派の保護下に入れという皇帝に対し、

　……それを拒否せねば！

　と、思った瞬間だった。

「──ちょう待ち、阿蘭陀代表」

　武蔵代表委員長が、こちらに右の手の平を立てて見せた。制止の合図というのは解わかるが、

「何だ？　──否、何かあるのか？」

「皇帝が、駄目押しに来るで」

　言われた意味が、一瞬解らなかった。何故なぜ、そんな事をしに来るのだ、と。

　……既にこちらは追い詰まっているぞ？

　それを、これ以上、どのような手で、こちらを押さえ込むというのか。

「まさか──」

　思い至る事は一つ。最悪の状況に気付いたなり、皇帝の声が響いた。

「──チューリップバブルって、知っているだろうね？　阿蘭陀オランダ代表」
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「何それ？　美味うめえの？」

　馬鹿の疑問に、点てん蔵ぞうはメアリが真顔で応じるのを見た。

「いけません。チューリップには毒があるので、身体からだに良くないのです」

「ほほう、──しかしメアリ様、そんな危険な代しろ物ものがバブルとは、どういう事でしょうか」

　あ、と手が挙がった。竹たけ中なかだ。彼女は周囲を見て、同じように手が挙がっていないのを確認すると、正面の大判表示枠サインフレームを指差し、口を開いた。

「阿蘭陀は、改派プロテスタントである事もあって商業が盛んだったんですが、神代の時代、一六三七年にちょっとした経済のトラブルが生じるんですね。それが俗にチューリップバブルと呼ばれる、観賞用のチューリップの価格急騰と急激な下落です」
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　点蔵は、竹中の言葉に首を傾かしげた。

　……チューリップって、アレで御座るよな？

　普通に、とまではいかないが、教きよう導どう院いんの花壇でちらほら見るアレだ。

「チューリップ市場が騒ぐ程度で、どれ程の騒ぎになったので御座る？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、当時は、チューリップが希少で、また貴族達の観賞用としてステータスになっていたので、阿蘭陀の主要貿易品の一つだったんですよ。貿易総額では四位辺りですね」

　竹中が、阿蘭陀を中心とした概要図を出す。そこから他国に伸びる貿易のラインは多種に満ちているが、

「──このように重要な貿易品だったため、品種改良が進みました。チューリップは球根が採れるまで時間が掛かるので、技術や施設のある阿蘭陀がほぼ独占市場。ゆえに阿蘭陀内では、開発された品種が高額で遣り取りされ、──まあ、転売に転売を重ねるような感じで、高額商品が取引されるようになったんですね。これによって、球根一個で年収十年分なんてのもあった訳です。そのため、財テクとして、貿易に無関係な人々も参加し、転売で値段をつり上げ、自分の手元の球根や、まだ手に入れてない架空の取引にいそしみました」

　しかし、と彼女が肩をすくめる。

「取引は高値で飽和。買い手がつかなくなってしまったんです。結果、行き場のない球根や権利を資産ギリギリで買った多くの人々は破産し、そうでない人達も大打撃。あっという間に損切りで球根の値段は暴落し、貿易品としての価値も落ちてしまったんです」

「……それが、今の阿蘭陀に、どのような事として生じる、と？」

「実は阿蘭陀は、現状、チューリップの貿易を行っていません」

・きめえ：『……チューリップバブルで、経済が揺れるのを忌避したの？』

・黒　竹：『Ｊｕｄジヤツジ．、これによるチューリップ市場の下落は、他国にも影響を与えます。だから阿蘭陀オランダがこの歴史再現を行っていなくても、誰だれも咎とがめなかった訳です』

　但し、と竹たけ中なかが言った。彼女は、座席に座り直しながら、

「皇帝にとっては、これは、いいツッコミどころですよねー……」

　……確かに。

　と、己が頷うなずいた時だ。皇帝の声が響いた。

「今、私の手元には、欧州各地や中東からかき集めたチューリップの球根がある。K.P.A.Italiaは、斜陽とは言え地ち中ちゆう海かい貿易は得意でね。各地のものを集めるのはすぐだった。

　ゆえに私は、一つの歴史再現の権限を持つ。──チューリップバブルだ」

　いいかい？　と皇帝が言葉を続けた。

「阿蘭陀代表。もしも君がM.H.R.R.神聖ローマ帝国改派プロテスタントの保護下に入らないならば、私はこの球根達を各国に渡し、皆でチューリップバブルを行うよう、阿蘭陀に迫ろう。

　さて阿蘭陀よ、君は球根一個一個を権益や交渉と引き替えに回収していくかい？　それともチューリップバブルを甘受して、追い詰まってみるかい？　更には──」

　更には、

「M.H.R.R.改派よ。君達が阿蘭陀を保護し、しかしこの会議後に、阿蘭陀の損失をM.H.R.R.全土で分かち合うべきだと言うならば、私はやはり、この球根達を各国に渡そう。

　──もはや阿蘭陀は誰も救わない。改派よ、共に沈んでくれるかい？」
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・副会長：『球根だけに、この危難は呼こきゅうこん難なんを起こしかねんな……』

・ホラ子：『キュゥ……！　──あ、息の詰まった音です』

・俺　　：『キュウ──！』

・賢姉様：『キュッ……！』

・副会長：『うるさいよお前ら。面白かったら素直に笑えって』

・ＡｎＧ：『副会長先輩、ケッコー無茶苦茶言う人？』





●






　ウィレム二世は、思案した。

　……如何いかがするか……！

　皇帝の言葉を聞く限り、これは仕組まれたものだ。

　チューリップバブルの歴史再現は、阿蘭陀の経済状況を悪化させる。ゆえに独立後、体制が安定してから他国との協調をとりつつ進めていこうと考えていた。

　阿蘭陀オランダは三十年戦争に加わっていない国だ。中間貿易で独立の資金も貯たまり、ヴェストファーレン会議の後は平穏に建て直しをしていけると、そう、国全体が上を見ていたのだが、

　……ここで皇帝が押さえ込みに来たか……！

　チューリップバブルの歴史再現は、別に外界の開拓とは関係なく起こせる。

　だが、この会議上であれば、改派プロテスタントを巻き込む事が可能だ。

　ならばこれは仕込みだろう。

　世話になった改派を潰つぶすために、こちらを利用しようと、そういう訳だ。

　逃れるにはどうすべきか。金は無く人も少ない。国土を渡すのはもっての外だ。ならば、

　……私か！

　この命、身一つ、差し出す事で、皇帝の器量を問い、国難を避ける。

　公会議の場で、全ての国が集まっているのだ。衆目としてはこれ以上ない。ならば、

「────」

　次に要求があったならば、この全身で責任を取り、拒否しようと、己はそう決意した。

　仕方ないと、それしか言いようがない。
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　ウィレム二世は、己の決断が悪い事だと悟っている。

　父だ。

　全裸だった。服を着ていても、いつの間にか脱いでいた。

「アー！　サッパリする！」

　というのが口癖だったが、自分もこの歳としになると良く解わかる。サッパリするのだ。

　その父が、いつも言っていた。失う選択はいけないと、ずっとそう言っていた。それが何故なぜかを問うと、笑って答えてくれないのだが、ある時、理解した。

　父が自分に、何かあったら次期総長の座を譲ると書面を遺し、失しつ踪そうしたのだ。

　居場所が解ったのは、ノヴゴロドだった。

　阿蘭陀の貿易相手の一つだ。父からの連絡はあったので、自分達は安心した。引退して、主要貿易相手に挨あい拶さつ回りにでも出ているのだろうと、そう思ったのだ。

　違った。

　ノヴゴロドはM.H.R.R.旧派カトリツク、上越露西亜スヴイエート・ルーシ、そして武蔵むさしとノヴゴロドの四つどもえの戦場となり、そこで父は己の過去を明かした。

　自分達の知らない事だった。

　そして父は、公主隠しによって行方ゆくえ不明となった。これは武蔵からの報告で知った事で、詳細の記録は、確かに父のよく着ていた服などを捉とらえていた。

　何故かは解らない。

　思い当たるフシはある。父は、やはり公主隠しで消えたとされるヘンリー八世やカルロス一世達と組んで、阿蘭陀オランダの現状を作り出していたのだと。

　過去に何かがあったのだ。

　その上で、後追いのように情報が来た。

　羽は柴しばと武蔵むさしだ。羽柴からは、失敗の未来から来たという、信じる方がおかしいような十じつ本ぽん槍やりからの情報があり、しかしこれが多くの国の未来や〝隠していた事〟を言い当てていた。

　未来で、世界は消えてしまうのだ。

　武蔵がこの情報を補強した。武蔵復活後、このヴェストファーレン会議の知識的準備として、武蔵勢が新大陸で確認した情報が開示された。

　父の事が記されていた。

　全裸だった。

　昔も変わらぬ父であった。

　そして父が、こちらに何も伝えられなかった理由も悟った。

　失うのはよくないと、そういう理由も悟った。

　父は失ってきたのだ。ならば、

「────」

　己は、ふと、気付いた。父が、最後に会おうとしたのは、武蔵勢だったと。
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　何故なぜだと、当時は憤ったものだ。

　武蔵勢からの報告は、黎れい明めいの時代から続く〝遺跡〟の調査であり、〝何処どこにもない教きよう導どう院いん〟の捜索であった。

　父がどうやら、かつて存在した〝何処にもない教導院〟の生徒だったという事は、状況的に察せられた。

　だが何故、父は何も言わなかった。何も教えてくれなかった。

　それでいて父は、武蔵勢には何かを伝えようとしていたのだ。

　納得が行かない。それを言えば二に境きよう紋もんが発生するという事情は理解したが、

　……何故、武蔵勢なのだ。

　ただ、今、己は閃ひらめいた。

　自分は今、己を失ってもいいと、そう思っている。

　これは、父の言う事に逆らう事だ。納得のいかない事のあった父に対しては、すまないと思いつつも、貴方あなたもそうだったろうと、そう言える余地はある。

　だけど父は、武蔵勢に会いにいった。それは、

「武蔵勢。──貴殿達は、〝失わせない〟のだったな」

　己は、今、ようやく理解した。

「私は父からこの座を継ぎ、阿蘭陀オランダをまとめ、独立の向きを作り、そしてここに臨んだ。

　阿蘭陀代表としてやるべき事はやっていると、そういうつもりだった」

　だが、言おう。

「──未熟だった。父の後を追うだけで、抜かしてもいない。その恥をもって、武蔵むさし勢、貴殿達に問いたい」

　言う。

「失うしかないと、そう思っている私を、救ってくれるだろうか」





●






　ほう、と妖精女王は感心の息を零こぼした。

　阿蘭陀代表のウィレム二世とは、改派プロテスタント同士の貿易相手として、それなりに知っている。独立資金を貯ためるため、夏休みの阿蘭陀はフル回転で、ハワードがよく世話になった。

　実直。よく言えば真ま面じ目めで、悪く言えば融通が利かない。

　こういう者が、長になると、国は栄えるが、対外的に弱い時がある。

　押さえ込まれると、己で責任を取ろうとするのだ。

　共に、公主隠しで父を失った仲ではある。親の代からの付き合いともいえる。ゆえに、手助けが出来るならば講じようと、そう思っていたが、
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「変わるか」

「よわくなったのー」

　セシルが応じるように言う。

「でも、つよくなったのー」

　そうだ。セシルはよく見ている。

　……己の不備を認めたのだ。

　後を継いで以来、国の為なすべきに追われ、余裕がなかったろう。その上で、安心して独立出来ると思っていたら、この追いつまりだ。

　視界は狭くなろう。

　……どうだろうな。

　かつて、姉を処刑しようとした自分も、同様だろう。他国との争いによって、正しく強いが故に余裕がなくなっていた。ならば己は、彼を笑えない。そして、

「変わるぞ」

　己は言った。

「かつて、武蔵むさし副会長が、私との会議で急激な成長を果たしたように、──この大舞台で、一国の長というだけではなく、他国と渡り合うだけの長が生まれるのだ」
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　ウィレム二世は思った。父もまた、未熟であったのだと。

　間違って、失って、それを誰だれに言う事も出来ず、引きずった。

　そして、自分達とは違う存在を見つけ、頼り、預けようとした。

　父はいなくなったが、だが、父は見事に果たした。

　頼り、預けようとした時、引きずりの呪縛から逃れたのだ。

　父は結果を出せなかったかも知れない。

　しかし父は、決断した時、結果を出せる存在になったのだ。ならば、

「──頼む」

　己はようやく、父の事を理解した。だから、

「私達を救う手段を、教えてくれ。──武蔵勢」
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「そやな」

　大おお久く保ぼは、ウィレム二世を真っ正面から見据えた。

　……何や、えらい前を見る男になったなあ。

　ちょっと引くくらい、目が、答えを求めている。

　こちらに対し、信頼があるのだろう。ゆえに己は、応じるための手て筈はずを採った。

「──要らんな」

　大判の表示枠サインフレームを、全て解除したのだ。
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　正まさ純ずみは見た。広大ともいえる会議場にて、大おお久く保ぼが全裸と向き合っている。

　全裸の姿勢が変わっていた。先程までは、力強く立っていたが、今は、

　……まっすぐだな。

「フフ、さっきまでは自分を見せよう見せようとして、辺りの反応を窺うかがっていたのに、今は、何かを見据えるための姿勢ね。──そう、立つっていうのは、目標を見定めるための姿勢なのよ。それが出来るようになったのだから、随分変わったわね」

　葵あおい姉あねの言う事と、こちらが感覚的に思った事は近しい。その上で大久保が言った。これまで阿蘭陀オランダは、外界の開拓と、チューリップバブルで追い詰められていたと、そう思ったが、

「ええか、阿蘭陀」

　大久保が、解答を宣言した。

「──チューリップバブルの歴史再現を用いるで」
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「そうだ！　そうだね！　武蔵むさし勢もそう思うだろう。チューリップバブルによって、阿蘭陀をM.H.R.R.神聖ローマ帝国改派プロテスタントに保護させ、手元に安全に置いておく。それが一番だ！」

　マティアスは、与えられた台本を読みつつ、思った。

　……武蔵が〝こちら側〟につくという事か。

　そうだ。それは有りだろう。武蔵はM.H.R.R.旧派カトリツクなのだ。皇帝がいるのだから、皇帝の意向に従うのが当然だろう。

「阿蘭陀代表！　君がチューリップバブルの歴史再現を止めていたのは知っている。だが私の方で、それに足る準備をしてきたよ。つまり物資は揃そろった。年代的にも充分だ。では神聖ローマ皇帝はここに言おう。その歴史再現を始めようか、と。──どうかな？」

　視線の先、阿蘭陀代表が息を詰めた。だが、

「武蔵」

　彼がまっすぐに、相手を見つめた。

　……どうだろう。

　阿蘭陀は、これで〝詰み〟だ。外界の開拓の件でも〝詰む〟が、どちらにしろチューリップバブルが生じれば〝詰む〟のだ。後は阿蘭陀を回収した改派がどれだけダメージを受けるかに掛かっていると言えよう。だから、

「諦あきらめるなら、頃ころ合あいだ。阿蘭陀オランダ代表」

　台本通りに言った先。こちらが見る視線の先で、阿蘭陀代表が口を開いた。

「──諦めない！　私は貴女あなたを信じよう、武蔵むさし代表委員長」
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「よくぞ言うたえ」

　義よし光あきは、内心の安あん堵どを得ながら、阿蘭陀全裸に対して目を細めた。

「頼る事、任せる事、預ける事、共に行く事、共に為なす事、それらに不可欠なのは信用ぞ。──それを言葉に出来るとは、この数分の内に大きくなったのう、阿蘭陀代表」
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「Ｊｕｄジヤツジ．」

　と大おお久く保ぼは頷うなずいた。それは、阿蘭陀代表の要求を了承するという事だ。

　ではどうするか。お互いの信用を確実とするために、己は言う。

「阿蘭陀代表に、チューリップバブルの歴史再現を預けるものとする」

　それは、

「今後、阿蘭陀を手に入れた者は、阿蘭陀代表が持つチューリップバブルが適時再現開始されるものと思え。

　そして阿蘭陀代表。手に入れたチューリップバブルの歴史再現を盾として、極東と外界における不可侵条約を各貿易先にとりつけるんや。

　──つまり阿蘭陀は貴様が守るんや、阿蘭陀代表」





●






「……は!?」

　という皇帝の声を、大久保は聞いた。彼の言葉は更に続き、

「チューリップバブルを〝起こせる〟のは、多量と多種の球根を搔かき集めた私だよ!?」

　マティアスが手元の表示枠レルネンフイグーアを入れ替えて、目を走らせながら声を上げた。

「私の手元には、欧州、地ち中ちゆう海かい沿岸地域、または中東から搔き集めたほぼ全てのチューリップの球根がある！　これを預けた上でチューリップバブルの歴史再現を行わないというなら、私に限らず、多くの国がそれを攻撃材料にするだろう！　それとも、何かな？」

　皇帝が、二枚目の表示枠を掲げ、空いた手でこちらを指し示して言った。

「私が持っているチューリップバブルの歴史再現。そのトリガーを、無効化出来るというのかい？　阿蘭陀が市場を開いていないため、各地から集めざるを得なかった球根を、武蔵が既に用意していた、とでも？」

「否、そんな、欧州や中東の全域から球根を搔かき集めるような事はしとらんよ」

「そうだろうね!?　じゃあ、──〝詰んだ〟ね？　武蔵むさし、そして阿蘭陀オランダ」

　その言葉に付きあわず、己は制服のポケットから一つの小さな白い塊を取り出した。

　一度、義腕の指で上に跳ね上げる。すると、

「──？」

　皆が、こちらの動きに注目している。

　……ええな。

　皇帝がいろいろと叫んだが、誰だれもが気にしているのはこっちなのだ。

　そう。皇帝の言葉には余録がついている。もしも皇帝の言う通りに阿蘭陀がM.H.R.R.神聖ローマ帝国の保護下に入ったならば、改派プロテスタント諸国には大きなダメージとなるのだ。

　改派の国々は、自分達のところに負債が回ってくるかも知れないと警戒し。

　旧派カトリツクの国々は、自分達のところに利益が回ってくるかも知れないと期待し。

　だが、そのどちらにおいても、

　……私が、覆くつがえすかもしれんと、そんな〝信用〟があるんやな。

　だから皆、静かになる。それは、武蔵がこれまで築いてきた〝信用〟だろう。自分や、副会長や、他、多くの面々は、大国や教皇と渡り合い、多くの状況を覆してきたのだ。

　同じ事を、ここで見せよう。

「どうや」

　落ちてきたものを、空中にあるままスナップで弾はじいて渡す。

　行き先は阿蘭陀代表だ。全裸の彼は、軽く飛んできたそれを片手でキャッチし、

「これは──」

「見慣れているかもしれんな。研究はしとるんやろ」

　彼の手に渡したもの。その小さな白い塊は、

「チューリップの球根や」
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「は？」

　という声が全域から生まれ、

「おい……」

　というざわめきに変わっていくのを、ウィレム二世は感じていた。

　それはそうだろう。皇帝の言葉に対し、武蔵の代表委員長は、ここで逆転の一手を放つ必要がある。だが、その期待の中で投じられたのは、チューリップの球根一つだ。

　これでは、駄目だ。

　その事が理解出来ているのだろう。皇帝が笑った。

「──はは、私達、K.P.A.Italiaと、同じ手を打つか、武蔵むさし。それもたった一つの球根で！

　まさか、〝私達は阿蘭陀オランダに認められている。だから阿蘭陀は私達の球根を頼って、皇帝の球根を否定出来る〟──と、そんな長っタルい言い訳を言うのかな？」

　否、それは無理だ。それが出来たとしても、他国が赦ゆるすまい。結局は、そのような判断をしたこちらを〝歴史再現に背いた〟として、交渉カードにしてくるだろう。

　これまで、チューリップバブルの歴史再現を止めてきて、各国も黙認してきたが、もはや事態は動いているのだ。チューリップバブルは起きる。その前提で、

「────」

　と、手の中で転がし、眺めていた球根に、己は一つの事実を見た。

　……この球根は──。

　気付いた瞬間。自分は叫んでいた。

「古代種か!!」
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「そやな」

　大おお久く保ぼは、まるで一いつ喝かつのように響いた阿蘭陀代表の声に、己の認める言葉を繫つなげた。

「古代種。まあ、原種と言ってええやろ。今、欧州や中東、極東にも出ているチューリップの根本となる種。その球根がそれや」

　と、視線を向けた先。南のバルコニー上で、マティアスが台本を読んだ。

「はあ!?　その原種に、何の意味があると!?」

「解わからんのか？　いやまあ、傀かい儡らいさんには解らんやろな」

「その通りですまない！」

　素直でいい。だから教えてやる。

「アンタが集めた球根。まあえらい種類と数があるやろな。しかし、そのどれもが、阿蘭陀を通しておらんし、阿蘭陀で開発されたものでもない。そらそうやな。阿蘭陀はチューリップバブルを避け、チューリップ市場を開いてないさかい。それらのチューリップは、阿蘭陀以外の欧州各国や中東にある野生種や、それを開発したものや」

　ならば、

「皇帝陛下。──アンタ、阿蘭陀産ではないもので、阿蘭陀の歴史再現しようとしてるで」

「いやいや、阿蘭陀が歴史再現に背き、市場を開かぬと言うのだから、仕方ないだろう」

　せやな、と己は応じた。

「じゃあ、阿蘭陀代表。──その球根で、市場を開くとええ。

　それは原種。それを大量生産し、品種改良し、傀儡皇帝の用意した種数にするのは、何十年掛かるか知らんがな。まあ途中で飽きたら好きにチューリップバブル起こしてもええやろ」

「待て！」

　皇帝が叫んだ。手元の台本に視線を走らせ、

「そのような原種、私が集めさせた中にもあるかもしれないではないか！」

「無理や」

「……無理?!　その根拠は何だ！」

　阿あ呆ほが、と己は小さな声で呟つぶやいた。そして瞬間的に大判表示枠サインフレームを展開した。だがそれは透過式でこちらの姿を見せるもの。

　ただ、表面に、アジア中央部の概要図が出ているのは、誰だれの目にも見えるだろう。

「チューリップの野生種は広く分布しとるが、その大元、原産地は中央アジアの高山地域。

　──パミール高原や、天てん山ざんなどと呼ばれる地域や。

　それら全てに貿易ルートを確定で持っとるのは世界で一つ」

　己は、両の手を上に軽く広げ、笑顔で言った。

「武蔵むさしだけやねん」
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「はーい！　そうでーす！」

　と、ハイディは勢いよく立ち上がった。

「チューリップの原種については、私達が仕入れてました！」

「いつだ!?」

　皇帝が問うて来た。

「もしそのような動きが直近であったならば、私達が気付かない筈はずがない！　それに、武蔵が最近に天山方面に出向いた事も無い筈だ！」

「だから最近は行ってないよう」

　口を尖とがらせて言ってみる。

「行ったのは春先だよ。三み河かわに入る前、サガルマータ回廊の手前に天山地域あるっしょ？　だからそこで仕入れたんだよね。その頃ころの生徒会のブログに、〝天山回廊で花を〟とか、そんな話題書いてるからチェックしてみてね？」

　あーあ、と己は頭の後ろで腕を組む。

「ホントはね？　一年の任期の間、阿蘭陀には寄港するだろうから、そこでその球根を突き出して〝ほら、チューリップバブル起こされたくなければ、商業の有利な許可出しなさいよ〟って、そうやるつもりだったのよねー」

・副会長：『……三河争乱が起きて、良かった事もある訳か……』

　まあそういう事だよ。だから皇帝に言っておく。

「抜け目ない商売がしたかったら、地ち中ちゆう海かい貿易でイキってるK.P.A.Italiaより、うちと組むのが御得だよ！　皇帝陛下!!」
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「どうや」

　大おお久く保ぼはもはや皇帝に背を向け、阿蘭陀オランダ代表を視界の中央においた。

　視線の先。阿蘭陀代表が、球根を左の手に握り、右の手の平を開いて立てた。

「Ｔｅｓテスタメント．、貴女あなたの意向に従おう。──三征西班牙トレス・エスパニア代表」

　頷きと共に、彼が告げた。

「阿蘭陀は、三征西班牙からこれより独立する。そして、もしも他国が阿蘭陀に手を出したり、外界の土地を収用しようとしたならば、この球根から始まる歴史再現を起こし、その国共々に負債を得るものとする」

　小さく笑って告げられる言葉には、続きがあった。

「──三征西班牙には、この後、協力と友好の関係を結びたい」





●






「有り難いね。……牽けん制せいがなくなった上で、欧州北部に海洋貿易の中心地として存在する阿蘭陀を足場と出来る」

　セグンドの呟つぶやきに、フアナは表示枠コルテチエフイルマを閉じて行きながら頷うなずいた。

「Ｔｅｓ．、外界においても、立地の優位差は通じます。新大陸、そして欧州へと向かった場合、その奥となる欧州北部にまで中継基地が得られるならば、外界の欧州北部でも貿易活動が行える事になるでしょう。──現地での資金回収が出来るかも知れません」

「フーさん、結構、阿蘭陀の事を見込んでますね、と」

　と首を傾げながら言う房フサ栄エに応じるのは、セグンドだ。彼は、先程から向き合っている武蔵代表委員長と、阿蘭陀代表を眺め、

「彼は結構、いい判断をしているよ？　だって、外界の開拓という話が出た時、阿蘭陀が危険だと早期に理解をした。──何故なぜなら、阿蘭陀は海洋国家で海に面している。だから外界を開拓した時、早い段階で海路から上陸して開拓されるんだ。それを他国にやられたらたまらない。そういう事が、ちゃんと想定出来たんだね。それに──」

「それに？　何です？　総長」

　彼の言葉は、自分の中でも〝そこまで〟は想定出来た。しかし、

「……それ以上が、あるのですか？」

　何だろうか、と視線を送った先、セグンドが苦笑する。

「いや、凄すごいブラフがあったんだけどね。半分本当、半分ハッタリ、というところかなあ」

「チューリップバブルが、実際はバブルではなく、三十年戦争の推移によって生じた物価の上昇と下落に過ぎないとか、そういう説ですか？」

「いやいや、そこまで大したもんじゃないよ。花壇の世話をしていると、解わかるかな、これは」

　その言葉に、自分達が首を傾かしげた時だ。

「あ、フアナ様！　総長！　契約が結ばれます！」

　何故なぜ、おじさんより自分が先に呼ばれるのですかね……、と内心疑問に思ったが、確かに重要なシーンが会議場に見えていた。

　武蔵の代表委員長と、阿蘭陀オランダ代表が、共に契約術式の表示枠サインフレームを握手で握り、合致させたのだ。
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「感謝する。──阿蘭陀は、武蔵勢を歓迎しよう」

　ただ、と阿蘭陀代表が、手を上げ、背を向けながら言うのを、大おお久く保ぼは聞いた。

「──会計の脅しの材料は、もう無いと願いたいね」

「もし何かあったら言うてや。厳正に対処するで」

　と、己も手を軽く一振りし、背を向ける。

　……よし！

　終わったのだ。

　南へと戻る自分の行き先は、皇帝達のいるバルコニーに向かって右側だ。そちらに武蔵勢が集まっている。

　皆、こちらを見ているが、己は浮かれていないだろうか。しっかりせんとな、と思いつつ、

「一つ！　ミュンスター条約、終えたったで！」
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　大久保の宣言と同時に、崩れた人影が二つあった。

　会計補佐と、小こ西にしこと田た中なか・吉よし政まさだ。二人が座席から床にずり落ちるようになるのを見て、片かた桐ぎりは急ぎ表示枠を開く、

「ええと、何か飲み物とか手配しましょうか？」

「あー、欲しいけど、そう言うのじゃないから安心して」

　見れば、会計もまた、頰ほお杖づえを突いて深い息を吐いている。

・○べ屋：『いやー、もう、ハッタリの利かせまくりで流石さすがに死んだわー』

・コニ子：『まあそりゃそうだわな。だって、──旧武蔵の貨物は、その殆ほとんどが大おお坂さか湾に沈んどるんやぞ。私も調査したから知っとるけど、天てん山ざんでの買い物とか、海の底やろ』

・約全員：『あっ』

・○べ屋：『いやあ、バレなくて良かったー。球根の件は、代表委員長が武蔵の沈んだ貨物を計上してて気付いていたんだよね。あれは会計として仕入れたから記録に残ってて。

　で、出せるかって話を向けられて、沈んでるって言ったら〝見本くらいあるやろ〟って、もうグイグイ来る来る』

　ええと、と、己は眉まゆをひそめて首を前に傾かしげる。

・□□凸：『ええと、じゃあ今さっきの球根は……』

・○べ屋：『あー、あれはホンモノホンモノ。あれは私達が見本として受け取っていたもので、残っていた五つの内の一つ。もしもバレたら、この五つから繁殖させてやるんですよ！　って開き直る予定だったんだよね──』

・傷有り：『Ｊｕｄジヤツジ．、お疲れ様でした。──でも、あと、もう一つ、ハッタリ？　というか、そのようなものがありますよね』

・巨　正：『？　何ですか？　御母様』

・傷有り：『はい、欧州のチューリップは、欧州の野生種もありますけど、その前に中東で品種改良されたものが渡ってきているのです。つまり、欧州のチューリップは、天てん山ざんなどの野生種を原種としていますが、欧州に入った時点で混種されていて、──つまり原種は特定出来ないのです』

・約全員：『うわあ……』

・十ＺＯ：『ま、まあ、天山などの野生種の球根を、武蔵むさしならば全て仕入れる事は可能だから、その手付けの一つとして、さっきのを扱う、という事で御座ろうか』

・傷有り：『ええ、そうですね。でも──』

　と、文字を作って、清きよ正まさの母が微笑した。彼女はやってくる大おお久く保ぼを見て、

・傷有り：『阿蘭陀オランダの代表ならば、その辺りに詳しい筈はず。しかし彼は、酷ひどく大おお袈げ裟さに驚きましたよね？　つまり彼は知っていて、代表委員長の打った一手に乗ったのだと思います。

　あの時、いえ、阿蘭陀代表が武蔵を信用すると言った時から、共犯関係にあったのではないかと、私は思います』

　そうだろうなあ、と自分も呆あきれ気味に納得する。

　そして下、拍手が起きた。阿蘭陀代表と、こちらの代表委員長が戻ってきたのだ。
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　無茶苦茶やなあ、と小こ西にしは思った。

　今、自分の手元に、資料がある。それは、三征西班牙トレス・エスパニア相手のプレゼンを作るためのものだったが、当然のようにチューリップの球根についての言及などもあり、

　……つまり、最初から最後まで、計画されていたって事やな。

　武蔵代表委員長。

　思えば、この相手は、武蔵むさしを用いてあの安あ土づちを沈めてもいるのだ。

　余計な手さえ入ってこなければ、という条件があるが、その通りならば最強クラスと言えるだろうか。

　まあそういう相手と、自分も里さと見みではよく戦ったと、己を褒めよう。そして、

「おい、大おお久く保ぼ」

　下の段で、座席に着こうとした代表委員長に、副会長が声を掛けた。

　何やねん、と面倒くさそうに言う代表委員長の前、副会長が笑って言う。

「よくやった。完全復帰だなあ、お前。ホント、ギリギリの手を使うのは見てておっかないが、まあ、周りが補佐してやるからいいのか」

「何を偉そうに言っとるんや。そっちの出番も後であるやろ？」

　まあまあ、と副会長が笑って、代表委員長の頭を一つ叩たたいた。

「もう泣くなよ」

「……！　泣くか馬鹿!!」

　アハハ、と笑って席に戻るアンタこそが、代表委員長にとって一番脅威だと、自分で気付いとらんな。コレは。
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　そして一時なりとも騒がしくなった会場は、やがてゆっくりと静けさを取り戻した。

　南側のバルコニーに、オリンピアが立ったのだ。

　彼女は手て摺すりに手をつき、皆に会釈を送った上で、言葉を作る。

「ミュンスター条約、なかなか面白かったわね。ええ、外界開拓、夢があって面白いわ。武蔵がもし、運命との問題を上手うまく解決出来たら……、という前提だけど、やっぱり、面白い事はついつい考えてしまうわよね？　じゃあ、──次も面白いといいわ」

　さあ、と彼女が手を上げた。

「これからが本番。ヴェストファーレン会議の開始よ？

　まずはオスナブリュック講和条約。──改派プロテスタント代表の瑞典スウエーデンと、旧派カトリツク代表の神聖ローマ皇帝の講和だけど……」

　オブザーバ席が動く。

　北側、そこから進み出た者がいる。

　巨影だ。

『────』

　武神だった。

　青緑色の、砲門を多重に全身各所に配置した武神。

　その姿を見て、オリンピアが告げた。

「瑞典スウエーデン代表、アクセル・オクセンシェルナ。──議論の用意をなさい」
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　会議場の中心へと、アクセルが身を進める。

　足音と地響きと駆動音。それを五感で捉とらえつつ、義よし康やすは相手を見定めた。

　……低重心の、砲撃用か。

　里さと見みの武神とは真逆の設計思想だ。

　飛ぶ事なく、航空機動をとる相手には、恐らく背と肩の滑空砲を用いるのだろう。腕にもハードポイントパーツがついている事から、アタッチメントとして対空用の長銃を装備出来る可能性もある。が、しかし、

・義　　：『三十年戦争に出ている改派プロテスタント勢力として考えたら、敵となる旧派カトリツク側に、機き鳳ほう、機竜、航空戦用武神がないから、まず、対空装備は要らんのか』

・８４８：『あ、うちが参戦して、マクデブルクでドカンやってから、改派各国、広域の防護障壁や対空回りを強化してますね』

・ＡｎＧ：『ナリナリ、……何か余計な事してない？』

・８４８：『い、いや、私、当時はロールアウトしてないですよ！　それに羽は柴しば様の方も当時は当時なりの戦略と戦術があったんですから、それを云うん々ぬん言われるのは無しです』

・黒　竹：『すみません。そこらの大部分、進言してるの、おねーさんなので、結論だけ言うと無茶苦茶効きます。ええ』

・あさま：『頭痛薬か何か出しましょうか』

・副会長：『島しま津づが来てるから、寄越して貰もらうか？』
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　一戦終えて、一息がてらにメイクを直していた輝てる元もとは、南側の座席からの声を聞いた。

「おーい！　輝元！　島津を一匹借りれないか!?」

「うるせえよ！　ってかどういう極東語だ馬鹿野郎！」

　とはいえ自分がいる西側は、三征西班牙トレス・エスパニアもだが、それに連なる九州勢として島津もいる。

　今の言葉が聞こえたのか。島津の誰だれか解わからないけど襲名者の一匹が、

『まさずみ　よんでる？』

「あー。テメエら共通記憶持ちだっけか。……別にあたしに許可取る必要ねえし、どっちかっていうと三征西班牙の許可じゃねえの？」

「姫様、〝こちらは別に構いませんよ？〟　──だそうです。ほら、あちら」

　と、音を拾っていたのだろう。世せ話わ子こが手を上げて頷うなずいている。
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『おしごと　おしごと』

「うわーホントに来た！　モフりたいけどモフると死ぬ……！」

　アンジーが会議場とオブザーバ席を隔てるドアを開けると、島しま津づがするりと入ってきた。

　……おおお、島津の事、何かファンの目つきで見てるよアンジー。

　圧倒的無害というのが、何か良い。

　見れば、既に竹たけ中なかは竹ボトルの水を一本飲んでいた。そして彼女は、皆に手を上げ、

「じゃあちょっと、お休みですよ──」

『たくさん──』

　と、竹中が沈んだ瞬間から、島津が陽かげ炎ろうのようなものを全身より吹き出す。

　……竹中、お疲れだねー。

　思ったより沈む。草の獣に骨格はないのだと改めて気付かされるが、あれだけ沈んで息が出来るのが面白いと言えば面白い。そしてナルゼママが、その光景を描写しつつ、

「何かすっごく陽炎みたいなの出てるんだけど。……草の獣って、熱量を減少させる事で生きてるんじゃなかったっけ」

「処理し切れないものがあるのでしょうね。熱量が高いのを強引に処理すると負担が高いので、〝食べ残し〟を否定しないのだと思います」

　そういうもんかー、と思うこちらの視界の中、智ともママが、あ、と顔を上げた。

「え、ええと、男子衆？　ちょっと離れて下さい。コレ、匂においとか嗅かいだらいけないような気がするんで」

「いえ、あの、智母様？　これ、無臭ですのよ？」

「……ぶっちゃけ、タケ子だとどんな匂いだと想像した？」

「アップルパイが意外と多い気がしますの。──〝何〟とは言いませんが」

　言ってる言ってる。ただ、副長補佐の嫁が、義腕の手を軽く上げた。

「そういうものも一切浄化しているので、完全クリーンですね。──でも宗むね茂しげ様、そういうものでもないと思いますので、男子衆をあちらに誘導して下さい」

「成程！　クリーン！　クンクンクンクン！　アー、いい無臭！　──おっとトーリ様、こういう楽しみに参加出来ないのは残念ですねえ」

「く、くそ！　いいよいいよ別に！　こっちは俺おれの脱いだ制服を皆で嗅ぐもんね！」

「……ミト、ネイメアも、そんな顔するなら、トーリ君の方に行きます？」

「べ、別にそういう顔してませんのよ!?」

「え、ええ、そういう顔ではありませんの！」

　……無茶苦茶解わかり易やすい親子だ……。

　そうですね、致死量超えますよね、と言ってるアサマホは無視するとして、

　……あ。

　副会長が、竹たけ中なかを沈めてちょっと大きくなった草の獣を、上の座席に誘導する。皆と一緒に見上げると、代表委員長と会計補佐、そして小こ西にしが椅い子すで寝ていた。

「やっぱ、疲れてたんだ。島しま津づに分体して貰もらわないと」

「ええ、交渉役の交渉は、戦闘と同じよね」

　嘉よし明あきの言う通りだと思う。だが、

「次は、さて、どうかなあ」

　振り向く視線の先。そこには巨大な武神が立っている。

　そして、会場の中央に存在する機体に対し、会議場の外縁にはちらほらと防護用の障壁が立ち上がっていた。

　戦闘としての相あい対たいがある可能性を、示し唆さされているのだ。
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　……何か、凄すごく威圧感ありそうだなあ。

　と思った安あん治じは声を聞いた。それはやはり、皇帝の、

「瑞典スウエーデンの相手をするのはM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツク、皇帝か！　──だが私は今、こちらに半ば亡命中という事になっている。ゆえに──」

　そうだ。こういう流れだったのだ。

「ゆえに、武蔵むさし勢！　君達が議論の相手となり、敗戦講和の全てを請け負って欲しい！」

　いいかい、と相手は言葉を重ねた。

「君達は、このヴェストファーレンを大おお坂さかの役えきにしたいと、そう言っていた。

　大坂の役では、流れを決めたのが松まつ平だいら勢の大砲だと言うね？　だったら瑞典副長は大砲役として適任だ。じゃあ武蔵勢、私の代わりに一つ頼むよ？」

　……汚え──！

　しかし、ここまでアッサリ汚いと、ちょっと感心もしてしまう。

　傀かい儡らいの年季というものだろうか。やはり襲名者として、世界に名が残るレベルとなると違う。自分もまあ、名は残るだろうが、メジャー度で言うと向こうが上だろう。

　……でもどーすんだ、一体。

　見るのは、会議場ど真ん中のアクセルだ。砲撃用武神とか、自分達でも正面から向かい合うのは嫌過ぎる。そして、

『武蔵勢──！』

　何処どこからか、高い少女の声が聞こえた。

　……ん？

　幻聴ではない。確かに聞こえた。それも聞き覚えのない声で、だからこそ、皆も自分と同じように辺りをちらほらと見回す。

『コラ──！　そこだよそこ！　そこォ──！』

　言われ、皆が自分達を見渡し、オブザーバ席を見渡す。

　探すのは声の主だ。

「何処どこからですの？」

　音に敏感なネイ子が戸惑っている。その一方で、総姉は、何か意味もなく笑い転げていて、ちょっとアレだ。危ない。だが、

『何だヨ──！　馬鹿にしてんのォ──！　こっちだヨー！』

　言われ、何となく、という風に己はそちらを見た。

　会議場のど真ん中。そこにアクセル・オクセンシェルナが立っている。

　……え？

　疑念は、答えそのものだった。

　アクセルがこちらを指差し、女子の高い声で、こう叫んだのだ。

『クリスティーナを出せヨ──う!!』







[image: 第四十三章『壇上の加速者』]
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　……あれがアクセル・オクセンシェルナかー。

　正まさ純ずみは、半目になっている自分を自覚しながら、首を傾かしげた。

「女子だというのは聞いていたけど、随分とイメージが違うな」

『聞こえてるヨ──！』

　アクセルが両腕を振り上げる。

『波蘭ポーランドとの戦闘で頭ちょっと吹っ飛んじゃってェ──！　置き換えからの戻しが出来なくなっちゃった、みたいな？　生前……、じゃないや、頭ちょっと吹っ飛んでない頃ころはこんなルックスで、画像も出せるからヨロシクゥ──！』

　展開された表示枠サインフレームには、赤毛の笑顔が映っている。

　そしてアクセルの肩にも、流体の姿で彼女が座った。

『アハハ！　馬鹿だけど強いから安心してヨ──！』
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・十ＺＯ：『何か、総長連合年鑑で見た情報と実際が、正しいので御座るが、すっごく表記詐さ欺ぎというか、これはちょっとズレが大きくないで御座るか感？』

・黒　狼：『どういう事ですの？』

・金マル：『〝人狼ルウガルウ〟って書いてあって、実際それが出てきたら、ミトっつぁんと、テュレやんのどっちが出てきてもスゲー差があるみたいな？』

・ゆたか：『ネイメアは中間だと思うんですけど、今回そうじゃなかった訳ですね？』

・銀　狼：『何か、理解の素材にされてますのよ私──！』

・傷有り：『ただ、どのくらいの差があったのです？』

・副会長：『んー、こんな感じか？』
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《アクセル・オクセンシェルナ：瑞典スウエーデン副長：性別・女：種族・人間：年齢・四十三歳

　自分の名を冠した武神型装備と合一する。快活で公平な性格》
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・煙草女：『──うちの夕ゆうは、朱雀すざくの中でそれなりに成長してるが、アクセルってのは、内部で凍結してるような状態だろうさね。負傷の度合いが致命的なんだろうさ』

　という直なお政まさの言葉に、正純は何となくの納得を得た。

　今、武神の肩の上に乗るアクセルは、自分達と同い年か、下手へたをすると若い。

　それで副長クラスの武神を扱っていたとなると、当時から戦闘能力は高かったと、そういう事になるのだろう。

　……ちょっと、物理的な相あい対たいになるのは怖いなあ。

　そう思いつつ、とりあえず会議場との境となる壁にまで移動する。

　あっちとこっち。低い壁を挟んで、そんな構図を作った上で、

「……講和の条約を結ぶ議論は出来るのか？」

『アー！　あたし、今ちょっと馬鹿だから無理だと思うヨ──！』

・きめえ：『何かアンジーとちょっとカブるわね』

・ＡｎＧ：『いや、アンジーあそこまで自分が馬鹿だって開き直ってないヨー』

　だが、その辺りがちょっと気に掛かる。

　……自称馬鹿が武神で出てきたって、どういう事だ。

「いいか？　瑞典スウエーデン代表」

　己は問うてみる。

「──どのような講和条約を、こちらと結ぶつもりだ？」
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　アハハ、とアクセルは笑った。

　……難しい事言うネ──。

　こっちは頭の半分吹っ飛んでるのだ。考えるのも半分でいい。

『あたしさ！　馬鹿だけど褒められる事が二つあるんだヨ──。

　一つはそりゃまあ強いって事、この身体からだだから当然て人は言うけどサ！　やっぱ強いんだから誇るし、これであたしは世間様に対して働けるって事だヨー！』

　そしてもう一つは、

『公平って事だヨ！　あたし、馬鹿だから、他人に対して馬鹿やってメーワク掛けるから、だから他人に対しては公平であろうと、そう決めてんのヨー！　だってコーヘイってのは、誰だれにだって出来るし、何であっても出来る事だからサ！』

「貧しいものに分け与えよ、って事か？」

『そこからもう一歩だヨ──！　馬鹿は先に行きたがるからサ！　貧しかろうが富んでいようが扱いは同じサ！　それが公平ってヤツだヨ──！』
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　浅あさ間まは、今のアクセルの言葉に、危険を感じていた。

　……ええと、公平なんですよね……？

「正まさ純ずみ、ちょっと、今の」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ああ、浅あさ間まが気付くなら、そういう事なんだろう」

　正まさ純ずみの背が、正面に向き合うようになったアクセルへと問うた。

「──強くて、公平。つまり、そういう事だな？　アクセル・オクセンシェルナ」

『瑞典スウエーデン代表って呼んでくれると嬉うれシーよ！』

　……やっぱり。

　正純の言葉を否定しない。ならばこれは、こういう事なのだ。

「──交渉を戦闘として行い、あらゆる相手に、公平な強さで相あい対たいするという事です」
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　義よし康やすは、即座に表示枠サインフレームを開いた。

　……この〝交渉〟は短期間で終了する！

　戦闘。それも初見に等しい相手同士の相対だ。議論をする事など、無限の時間に感じられる程、早期かつ完全に決着するだろう。

　ただ、気になる事がある。己は開いた表示枠に対し、

・義　　：『武蔵副会長！　──八やつ房ふさを出すか!?　目の前の相手だろうと、八房ならばいい勝負が出来ると思う』

・副会長：『駄目だ。──武装の持ち込み禁止というのが、ここのルールだ』

・□□凸：『ええっと、でも、相手は武神で射撃系のガチ装備ですよ？』

・６　　：『相手は公平だ』

　そうだ。蜂はち須す賀かの言う通り、アクセル・オクセンシェルナは、本体搭載型の砲門と射撃系〝しか〟持ち込んでいない。

・義　　：『腕や各所のハードポイントパーツが、空いている。普段はそこにも射撃系や装甲を置くと言うのだろう』

・貧従士：『あれで、まだ装備を追加出来るんですか？』

・金マル：『おお、アデーレが芯しんとして脅威を感じてるよ！』

・約全員：『マジかよ……!?』

・貧従士：『いや自分、結構ビビリですからね!?　基準にしないで下さいよ!?』

・未熟者：『……ああ、うん、ビビリだけど何故なぜか最前線に完全に付きあうよね。作戦立てたり、推移を見ててよくそう思う』

・不退転：『解わかるわ。絶叫マシーンと同じ事よね』

　ああ、と義よし光あきが一段下で頷うなずいた。

・九尾娘：『関東解放時の記録見たら、あそこがハンマーの初出であったが、何やら楽しんでおったように見えたのう』

・ホラ子：『武蔵名物、絶叫マシーン〝アデーレハンマー〟！』

　凄すごくそれっぽく聞こえるし、関東解放が良く解わからなくなっていくからやめてくれ。

　ただ、アクセルの装備類などを精査していると、気付く事がある。

　射撃系の本体付き装備が、本体側とかなり密接に接続されているのだ。

　アタッチメントや、リムーバブルではない。これはきっと、

　……あの射撃系は、剝はがすと、己に支障がきたされるというものか。

　恐らく、〝負傷〟をした時に、あれらを本体に搭載していたのだ。

　ゆえにあれらを剝がせば、内部に合致している〝身体からだ〟に支障をきたす。

　……つまりあの砲門群全てを含め、アクセル本体と言う事だな。

・義　　：『対人系連射機銃八門。準対艦砲四門。追尾、誘導系術式準対艦砲三門。そして腰部からのアームで展開するのが、流体砲型の対艦砲だ』

・俺　　：『どのくらい強えの？』

・義　　：『現状だけで軽戦艦に匹敵する』

・立花嫁：『流石さすが、副長クラスですね』

　砲撃を得意とする立たち花ばな・誾ぎんが、相手を目の前にして言うのだから、信用出来る台詞せりふだ。彼女の場合は、剣士としての技術や機動力があるし、砲門を移動制御出来るのだから、また別の強さだろう。だが、

・義　　：『単純火力では、なかなかいないレベルだな』

　そのようなものが、武神サイズの一個にまとまり、機動してくるのだ。

　……一点集中で砲火されたら、止めようがないな。

　恐らく、一番近いのは、北ほう条じよう・氏うじ直なおの〝天てん下か剣けん山ざん〟。あれを砲弾や流体砲に置き換えればいいだろうが、

・義　　：『砲弾の突破力は高い。正面から遣り合うなよ？』
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　……そう言われても、どうすんだよコレ。

　向こうは戦闘をする気だ。こっちはしかし、用意が無い。

　二ふた代よが空の手を上げ、

「拙せつ者しや、ちょっと出て行ってスーパーヒザカックンで事態を収拾しようと思うで御座るが、正まさ純ずみはその辺り、どう思うで御座る？」

「うーん、ちょっとそれだけじゃ意味が無いと思うんだよな……」

　では、と福ふく島しまが手を上げた。

「武器を、自分の装備とは別に所有している御ご仁じんは如何いかがで御座りましょう」

「私やネイメアみたいに、人狼ルウガルウとしての性能、とか？」

　というミトツダイラの言葉に、皆が一瞬考えた。そしてその直後に、

「ホライゾン！」

　声を上げて見た方向。ホライゾンが島しま津づに埋まっていた。

　気付くと島津が分体している。その内、最も大きな一匹に埋まっているホライゾンは完全熟睡で、しかし目を剝むいて寝ている姿に脇わき坂さかが感想を漏らす。

「スゲーよ……」

　それしかないが、それしかないのでいいんだろうか。

『おこすの？』

「いや、いい。……よく考えたら、ホライゾンは末世解決にも重要な役割を果たす訳で、下手へたすると消し炭になるような現場には出せないよな」

「ええ、大罪武装ロイズモイ・オプロは強力ですけど、この戦場には止めて欲しいですね」

　浅あさ間まも言うなら、これは無しと言うところだろう。だが、ふと皆が顔を見合わせ、

「──おい！　石いし田だ！　お前の試作型大罪武装！」

　もう一人の大罪武装持ちが、通用口から逃げようとしている。
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・きめえ：『とっ捕まえて来たわ』

・８４８：『いやいやいやいや！　無理ですって！　大罪武装を構えて撃つ間に、こっちは地上から消えてますって』

・副会長：『いや、石田。あまり自分の可能性を否定するな。やってみないと解わからない事って、やっぱりあるだろう』

・●　画：『やってみたら駄目だったって可能性は、否定しないの？』

・副会長：『いや、あらゆる可能性は否定しないぞ』

・８４８：『だったら駄目ですって──!!』
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『少々いいですか』

　と大おお谷たには皆の外から声を掛けた。すると立たち花ばな・誾ぎんが振り向き、

「何でしょうか。参考意見がおありで？」

『あ、Ｊｕｄジヤツジ．、実は先程、私達の所有している記憶容量の中で、試験を行いました。

　三みつ成なり君がアクセル・オクセンシェルナと相あい対たいして、生き延びられる確率を、です』

「０・１パーセントくらいはありましたの？」

　糟かす屋やの母の言葉に、何となく不安を感じた。なのでとりあえず問うてみる。

『０・１パーセントだった場合、どうなりますか』

「──現場に叩たたき込んだら改善されるかもしれませんわね」

・８４８：『ウワアー！　武蔵むさし勢はこういうメンタルだから！　だから！』

「大丈夫で御座ろう。三みつ成なり殿。──我慢すれば痛くないで御座るよ」

「それ、当たり前の事ですよね副長!?」

　もの凄すごく同意だから困る。ただ、言っておくべきは、その結果だ。

『三成君の死亡確率は、約三七三パーセントと出ました』

「……百パーセントって、どう超えるんです？」

　礼賛者の呆あきれた顔に、自分は応じた。

『一回の戦闘で、一人分以上のオーバーキルを叩たたき込まれた場合です』

「どういう条件で試験を？　聞いてみたいわね」

『Ｊｕｄジヤツジ．、まずは素立ちで試し、大罪武装ロイズモイ・オプロを位相空間から引き抜こうとして、七千二百回程死にました。そこから三百六十度方向にステップまたは移動を介するのではどうかと試験し、三千回程死んだところで無理だと思いました』

「よく死んだもので御座るなあ」

「いやあ、大変で……」

「というかツギー、そういう学習能力あったんだ！　えらいね！」

　……これは雑音。これは雑音……！

　自分、煽あおり耐性低いのかと思って、P.A.Odaを探ってみたら、己の設計に〝煽り耐性：高め〟とあって戦せん慄りつしたものではある。

　……つまり周りがオーバーキルなんですね！

　ともあれ、ここは進言しておく。

『三成君では駄目です。別の相手を探して下さい』
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「あ、じゃあ、私が出るというのはどうですよう」

　左さ近こんは、手を上げた。

「私、再生能力ありますから、三回死んだくらいだと全然大丈夫ですよう。三十秒もあれば完全復帰ですよう？」

『小姫、……貴様が非常に、何かの役に立とうとしているのは解わかる。しかしこれは、相手との殺し合いとなる勝負でもなければ、死ななければ勝ちというものでもないのだ』

「でも、それだったら、どうするんですよう」

「待った」

　と、いきなり副会長が手を上げた。彼女はこちらに会釈を寄越し、

「──島しまの言う通りだ、どうしたいのか、聞いてみよう」

「どういう事です？」

　ああ、と副会長がアクセルの方を後ろ手に指さした。

「瑞典スウエーデン副長が、その相あい対たいを通して、何をしたいのか、という事だ」
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「瑞典副長、ちょっといいだろうか」

　と、武蔵副会長がまた壁際まで来たのを、アクセルは気付いた。

　さっきから何かオブザーバ席で話し込んでるが、

『頭のいい人、大変だネ──！』

　戦って、撃って、結果を見ようとするだけならば、一瞬だろうに。

　……まあいいかア──！

　その一瞬が、大事な一瞬になる人だっているのだ。自分は馬鹿だからよく考えずにドカンとやるけど、そこに一生が懸かってる人だっているのだ。

　……公平にドカンとやってやらないといけないよネ！

　撃てるのいつかなあ。神様、あたしの公平は今日きようも火を噴くのを待ってるヨー。

　でも何か酷ひどくハッピーだ。

　何しろ漸ようやく講和だ。

　長い三十年戦争が、平和のために公平なドカンで終了出来る。何ていい事だろう！

『早く終えたいネ──！』

「ああ、私達もそう思う」

『アハハ、だったら、まだ？　まだなの？』

「Ｊｕｄジヤツジ．、すまん。君のように気楽にやれれば、いいんだがな。──ただ、聞かせて欲しい。君はこの相対で何を求めるんだ？　これは講和条約だ。私達と和解するという事は、それによって何かの解決を求めるという事だ。

　瑞典の現状抱えている問題。ここで私達と相対して何が変わると思っている？」

『ん──』

　どうだろうね。

『あたし馬鹿になっちゃってるからよく解わかんないけど、撃ったら気持ちいいんだヨ──。

　だから副長のあたしが気持ちよければ、あたし国民の代表だしィ──？　だったら国民も気持ちいいって事だから、だから撃たせてヨ。撃つのは得意なんだからサ！』
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「待ってくれ」

　と、武蔵副会長が、首を傾かしげた。

「瑞典は、総長であるクリスティーナを放置していたよな？　それは、本国側とクリスティーナが別の考えを持っていると言う事で、瑞典スウエーデンとしては、M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクから講和で奪えるだけ奪いたいと、そういう事かと思っていたが？」

『Ｔｅｓテスタメント．、クリスティーナの事は、何か難しい、いろいろあるよネ──』

　だけど、

『あたし頭半分吹っ飛んでるからよく解わかんないんだヨ──。クリスティーナはいろいろ深く考えているんだろうし、うちの生徒会とかもいろいろ考えているんだろうけどサ！』

　だけど、ああ、だけど、って二回目かな？　どうかな？　まあいいや。言っておく。

『瑞典で、最も納得出来る〝決着〟ってあたしなんだヨ──。それはすごく解るんだヨ──。だって、交渉したり、お金使ったり、難しい事いろいろあるけど、上手うまく行かなくなって悔しくなると、皆言うんだヨ──。〝副長が出ていればそうはならなかったぞ〟ってサ！

　だからここ来てるんだヨ──。頭悪いけど、あたしがやりゃあ瑞典の皆は納得するんだから、だからここ来てるんだヨ──』
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　ナイトは、今、聞こえてきた言葉を、ちょっと理解出来なかった。

　だが、腕を組んで考えてみると、

　……アー、そういう事かな？

　というレベルで理解が出来たので、とりあえず皆に言ってみた。

「ちょっと予想外のが来た感じ」

「……そうですわね。私も意外を感じますわ。瑞典副長は、瑞典側で政治的な思おも惑わくなどがあり、そちらを統括した上で、代表としてこちらに来ていると、そう思いましたのに」

　そこまで言った上で、ミトツダイラが述べた。

「瑞典副長が求めているのは三十年戦争の〝決着〟だけ……？」

　いえ、と浅あさ間まが言った。

「それで瑞典が納得出来るんですか？　ここまで、長い期間を戦争やってきて、総長が戦死したりもしてるんですよね？」

「それについては、別にここでの話ではないのかも知れません」

　と、メアリが顎あごに手を当てて告げた。その言葉にアデーレが首を傾かしげる。

「……ヴェストファーレン会議の決着はここでつけつつ、会議の内容自体は外に回す？　そんな事って、出来るんですか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、今の武蔵むさしと瑞典の関係では、出来ると思います」

「？　その辺りって、メーやんどういう仕掛けを考えてる？」

　そうですね、と言いつつ、メアリが正面を見た。そこにいる瑞典副長を認めて、

「……恐らく、彼女が話して下さいますよ。どういう仕掛けなのかを」
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『あたしは頭悪いけど、だから皆には公平にって思ってるんだヨ──』

　アクセルは、武蔵むさし副会長を見据え、こう言った。

『だからあたし、瑞典スウエーデンで話し合いながら、こう思ったんだよね。もしもM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクから講和でいろいろ取っちゃっても、上手うまくいかないんじゃないかってサー』

　つまりは、

『武蔵側と付き合いのあるクリスティーナは、その大半を返却するだろうって、ね。それは公平だヨ。良い事だよね？

　あたしは馬鹿だけど、良い事と悪い事の区別はついてるつもりなんだヨ──』
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　成程、と正まさ純ずみは思った。

　……瑞典総長の存在か！

　彼女が武蔵にいて、武蔵側についている。

　つまり交渉の席は、この会議の後でもいい。二国間でつけられるのだ。

　ならばこのヴェストファーレン会議という、短時間の場所で詰めるのは、

「どちらが〝上〟かという、その一点だ！」

『さっきからそういう事を言ってるんだヨ──。あたし頭悪いから上手く伝えられてなかったみたいだけど、そういう事だヨね』

　だから、

『アハハ、だからあたしみたいなのが出てきたんだヨ──』
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・副会長：『多段階交渉をしようと、そういう事か』

　単純に言えば、そうなろう。

　ただ、このヴェストファーレン会議で、どちらが〝上〟かを先に決めておく。

　無論、この会議では、こちらが〝敗戦国〟だ。

・未熟者：『……今の時代、解釈次第で敗戦国が利を得る事もある。そして武蔵は、そういった事が酷ひどく得意な勢力だよね。更には瑞典総長がこっちについているとなると、敗戦国有利になる可能性もあるんだ』

・□□凸：『だからここで優劣を決めて、会議後交渉ともいえるそれを、有利にしたいと、そんな戦術なんですね』

・小　姫：『あー、でもでも、ちょっといいですかよう』

・鬼武丸：『どうした、小姫』

・小　姫：『Ｊｕｄジヤツジ．、あのアクセルさん、自分の事については噓うそ言ってるようには思えないですよう。その辺りは、信じていいと思うですよう』

　まあそうだろうな、とは己も思う。

・副会長：『馬鹿だからとか、国民の納得とか、私達に聞かせても利がない事だ。彼女は多分、己の思う通りに動いていて、本国側での思案があるのだろう』

　恐らく、瑞典スウエーデン本国では、それなりに策謀を巡らせている。

　公平にしたいと、アクセルはそう言っていても、彼女は副長だ。副会長だっているだろうし、そもそも生徒会や委員会が動かなければ、こういった場は組みようがない。更には、

「君が勝って、では瑞典総長がこちらに便宜を図るとする」

『ああそうだね──。そうなると思うヨ──』

　そうだろう、とはこちらも思う。だが、

「その中で、瑞典総長もまた、そちらに便宜を図り、完全に権益を返却とはいかないだろう」

『そこらへん、生徒会の連中がウダウダ言ってたネ──。クリスティーナを説得するとか何とかサ。何か言ってたヨ──』

　でも、

『それはあたしの仕事じゃないヨ──』

「それもそうだな」

　ならば、こちらの推測は、確かな事なのだろう。

　瑞典副長はここに出てきて〝交渉〟にあたる。それによって瑞典に権益が生まれたとしても、瑞典総長が多くを武蔵に返却するだろう。そして瑞典本国は、その調整に入る。

　……まあ、そうなるだろうなあ。

　とはいえ、この会議で行われるのは、瑞典副長の〝交渉〟だ。

　そこから先は会議〝外〟の事だ。

　武蔵側でも、譲歩して安全な部分はあるのだ。特に、

「瑞典もまた、外界開拓を考えた場合、武蔵との関係を悪く持つ事は出来ない」

『そこらへんはさっき解わかった事だヨ──。アンタ達、難しい話、好きだヨ──。でもあたし、撃って勝つのが仕事だからサ！』

　さあ、と彼女が歯を見せた笑いで言った。

『相手誰だれかな──？　でも気をつけて。あたしに負けるってのは、この世から消えちまうって事だからネ──』
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　アクセルに、ちょっと待て、と手を上げて、正まさ純ずみが戻ってきた。

　それを、何となく出来た円陣に迎え入れながら、ミトツダイラは問いかけた。

「どう思いますの？」

「瑞典スウエーデン副長自体は、島しまが言った通り、裏表がないと思う」

「逆に厄介ね……」

　と嘉よし明あきが言う通りだ。

「交渉でどうにか出来る、というタイプではありませんわね」

　すると、眼下から声がした。

「うちの本国と副長がすみませんであります……」

　瑞典総長だ。実のところ、先程から特務級がちょっと位置をずらし、彼女を瑞典副長から隠すようにしている。

　とはいえ、向こうは知覚系や検知系の優れた武神だ。こちらに彼女がいる事など解わかっている筈はずだ。

　当初はクリスティーナと呼んでいた声がなくなったのは、居場所を確認したからだろう。

　……でもまあ、〝見えている〟という事が、向こうにとっても悪い状態という可能性もありますものね。

　見えていたら、反応をしなければならないのだ。だからお互いのためにも、彼女を隠す。

　そして正まさ純ずみが問うて来た。

「どう思う？」

　先程のこちらと同じような問いかけに、ナルゼが問い返した。

「それは政治的？　戦力的？」

「どちらも、だ」

「政治的な事なら、正純の方が詳しいのではありませんの」

「いや、こちらの思案もあるが、他の人の意見も聞きたい」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と己は応じた。それならば仕方ない部分は確かにある。だから己は表示枠サインフレームを開いた。

「──別に、ここにいる皆だけで話さなくても、いいですわね？」
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　義よし光あきは、水み戸と領主の方から回って来た質問書を見て、ふと、考えた。

　……これは、ちょっと面白い問題よのう。

「政まさ宗むね、どう見る？」

「Ｔｅｓテスタメント．、──瑞典副長の件ですか」

　一段上の位置にいる彼女は、先程からずっと表示枠を見ている。実際の処ところ、奥おう羽うと関東を除くならば、これが全国区としてのデビューだ。

　それなりに緊張はしているのだろう。武蔵むさしと同盟状態である伊達だてだが、副長の成なる実みが出しゆつ奔ぽんの身で武蔵むさしにいるため、尚なお更さらに政まさ宗むねが武蔵と交流をしなくてよくなっている。

　……私もガツガツ付き合い持ってるから、それを助長しておるのう。

　義ぎ姪めいの事を考えると、あまりよくない。

　だが楽しいからしょうがない。

　なのでここは、実地で交流だ。政宗も結構なインドア気質なので困るが、

「何か、思う事あったら、いうてみるといいぞえ」

「Ｔｅｓテスタメント．、──思う事があったら、ですか」
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・独眼竜：『いろいろ考えましたが、青せい竜りゆうを飛び込ませましょうか。外にいる青竜は現状フル装備なのと、〝川〟の力を使えば雷らい嵐らんにて敵を殲せん滅めつせしうると思います』
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・あさま：『正まさ純ずみ、伊達だて家から親書が実況通神チヤツトで来てます。──内容、犯罪予告みたいな気もしますけど、止めるように言っておきます？』

・副会長：『何でそう極端になるかな──』

・義　　：『うーん、私も八やつ房ふさを突っ込ませようかと言っていた手前、どうともなあ……』

・ゆたか：『母さん達、顔が広いですね、と地味に驚いてます……』

・巨　正：『私達も水み戸ととノヴゴロドまでが東限と北限なので、その向こうとなると、最も上がみ総長達の事も含めて、驚きですね……』

・傷有り：『そういう事をしてきた一ひと纏まとめが、このヴェストファーレンなのですよ』
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　ミトツダイラとしては、こう考える。

「究極の解決として、武神をぶつける、というのがありますのね」

　無いんじゃないかな……、とマルゴットが地味に呟つぶやくのは気にしないでおく。大事なのは可能性だと思うからだ。その上で、

「このオスナブリュック講和会議で、武蔵が勝ったパターンと負けたパターン。その両方を考えていくのが正解ですわね」

　皆が円陣で頷うなずく。武蔵勢だけではなく羽は柴しば勢もいるし、表示枠サインフレームで極東勢とも一緒になっているならば、意見交換の場としては充分だ。

　その上で、中央に座っているクリスティーナが言葉を作った。

　彼女は表示枠を開き、

「武蔵側が敗北した場合、瑞典スウエーデン本国としては、以下の事を要求すると思うであります。


・改派プロテスタントの神奏と行動の自由

・旧派カトリツク領邦の完全割譲

・M.H.R.R.神聖ローマ帝国生徒会、総長連合の選出権限

・金銭

・外界開拓の無償援助



　──と、この辺りは確定でありましょう」

「では、こちらが勝った場合は、どうなると思いますの？」

　そうでありますねえ、とクリスティーナが言う。

「その場合は、要求をグレードダウンして、こうでありましょうか。


・改派の神奏の自由

・M.H.R.R.生徒会、総長連合の選出権限

・金銭

・外界開拓の援助



　この辺りが妥当かと思うであります」

　はい、と手を上げた者がいる。アデーレだ。視線を促すと、彼女はちょっと前に出て、

「ちょっと説明、貰もらえますか？　どういう事なのかな、と」
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　ミトツダイラは、クリスティーナが慌てて表示枠サインフレームを重ねるのを見た。

　ええと、と彼女は前置きし、先程の要求項目を再表示。

「Ｔｅｓテスタメント．、これらは、まあ、〝改派〟として勝った事をメインで話をするでありますよ？」

　一息。ちょっと説明不足だったのは、情報通としての焦りを感じたのだろう。クリスティーナが一回自分の両頰ほおを叩たたいて息を吸い直す。

　よし、という顔を可愛かわいいと思ってしまうが、

　……この方、私達より十歳年上ですのよね──……。

　それを気にさせない、という風に捉とらえておく事にする。

　対するクリスティーナは表示枠をそれぞれに見えるように位置変更した。

「まず、最初の要求について、であります。

　──〝改派の神奏と行動の自由〟というのは、M.H.R.R.内の何処どこにいても、改派が改派を神奏したり、改派として商売など行えるようにして欲しい、という事であります」

「教譜で差別したり、迫害するなって事ね」

　ナルゼの言う事は魔女テクノヘクセンならではの台詞せりふだろう。人狼ルウガルウの自分としても、少しは思い当たるフシのある事だ。

　そしてクリスティーナが言葉を続けた。

「次、〝旧派カトリツク領邦の完全割譲〟というのは、まあ、改派プロテスタントが勝ったのだから、旧派の領邦を割譲……、つまりはM.H.R.R.神聖ローマ帝国を改派の国にしろ、と言う訳であります。

　ただコレ、私が旧派だという事もあって、無しでありますね──。旧派領邦も、領邦という小さな国家みたいなものなので、下手へたをすると独立される可能性もあるであります」

「全面改派になると、皇帝も改派にするか、という事になるしなあ……」

「あ、でも、皇帝領として、旧派領を中に設ける事はありかと思うでありますよ？　その場合、旧派領邦は皇帝の存在が大事になるので、皇帝の復権と絡めて提示する、というのはありかと思うであります。──あちらの傀かい儡らい皇帝も、寧むしろその方がやりやすいでありましょうから、領邦の独立を制限出来れば、意外にありかもしれないでありますね」

「じゃあ、次の、〝M.H.R.R.生徒会、総長連合の選出権限〟というのは？」

　あ、と応じたのは、メアリの娘だった。

「M.H.R.R.では、皇帝が総長と生徒会長を兼任しますが、生徒会の他役の内、副会長と会計、そして副長と第一特務、第二特務は、慣例として旧派から出されるのです」

「あれは決まりじゃなくて慣例だったんですの？」

　問うと、自分の娘がちらりと上を見た。やや考えてから視線を戻し、

「──私も初耳ですの。清きよ正まさ、それホントですの？」

「Ｔｅｓテスタメント．、表だっていう事ではありませんからね。私や福ふく島しま様は、特務級以上の役を与えるか、という思案が上にあったので、そのような話を聞いていました。

　他の皆は、声が掛かる前に創世計画を動かす段取りに入ったので、そういう役職自体が無意味ですから、話が立ち消えたものと思います」

　成程、という声が生じ、頷うなずきが作られる中、皆が自然にある人物を見た。

　福島だ。彼女は注目を浴びた事に対して首を傾かしげ、

「何で御座ります？」

「いや、キヨキヨと一緒に、そういう話、聞いてたのかなーって」

　安あん治じの言葉に対し、福島がしばらく上を見た。ややあってから、

「あったで御座りましょうか……」

　凄すごい勢いで二ふた代よの娘として確立していく気がするが、二代も首を傾げなくていいですのよ？
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　アデーレは、クリスティーナの解説に理解を得た。

「生徒会などの役職のうち、改派に渡っているのは書記だけなんですね。

　……これはやはり、副長や会計はM.H.R.R.の運営に直接関わるけど、書記は記録の管理などで済み、直接性はないからですか」

「書記って、意味ないのね。そうよね……。無駄よね……」

「待て！　意味はあるぞ！　そんな目で僕を見るな……！」

　書記が被害妄想に入ったが、気にしない事とする。

「ともあれ次、どうでしょうか瑞典スウエーデン総長」

「Ｔｅｓテスタメント．、そうでありますね。

　残りの方、〝金銭〟というのは、賠償金であります。捕虜の交換や、戦争費用、そういったものを寄越せという話でありますね。

　また、最後の〝外界開拓の無償援助〟とは、見た通りのものであります」

　……結構ありますねー……。

　そう思う横、会計補佐が首を傾かしげた。

「瑞典総長は、こうなった場合、どういう感じで緩和するつもりなのかな？」

「Ｔｅｓ．、瑞典側が勝った場合は、以下の様にするでありましょう。


・改派プロテスタントの神奏と行動の自由　　　　　　[image: ]これはお互いの益になるのでそのままにしたい

・旧派カトリツク領邦の完全割譲　　　　　　　　　[image: ]これは無理でありましょう……

・M.H.R.R.神聖ローマ帝国生徒会、総長連合の選出権限　[image: ]これはお互いの益になるのでそのままにしたい

・金銭　　　　　　　　　　　　　　　　[image: ]これは妥当な額で

・外界開拓の無償援助　　　　　　　　　[image: ]これも有償でありましょう……



　……で、瑞典が負けた場合は、どうなりますかというと──」

　瑞典総長が、先程の表示枠サインフレームに文字を重ねた。

「──こんなところでありましょうか。


・改派の神奏の自由　　　　　　　　　　[image: ]これはお互いの益になるのでそのままにしたい

・M.H.R.R.生徒会、総長連合の選出権限　[image: ]これはお互いの益になるのでそのままにしたい

・金銭　　　　　　　　　　　　　　　　[image: ]これは妥当な額ですが、更に減額

・外界開拓の援助　　　　　　　　　　　[image: ]これは妥当でありましょう



　……これを参照で調整でありますね」

　そして、と瑞典総長が、困ったような笑みを見せた。

「私がこのように緩和したら、瑞典の生徒会などが、それはちょっと、とこちらに介入してくると、そういう事なのでありますが、まあ、それは後の話でありますね」

　ほう、と皆が頷うなずいたり、腕を組んだりと理解や納得の態度を見せた。

　その中で、副会長が、二枚の表示枠を見比べる。そして、

「こう言っては何だけど、こちらが勝った場合も、改派の神奏の自由は、もっと内容を拡大しておいた方がいいな。


・改派の神奏と行動の自由



　これでM.H.R.R.全てを統一していいんじゃないか？」

「え？　いいのでありますか？」

「だって、改派プロテスタントと旧派カトリツクが相互かつ自由に移動出来た方が、商売などがしやすくなる。──石いし田だ。その辺り、リアルに見てどうなんだ？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と三みつ成なりが応じた。だが彼女は、何故なぜか視線を逸そらしつつ、

「……現状、改派と旧派は商業圏を決めて、お互いの商売がお互いの土地で出来ないようにしています。お互いが異端的扱いをしているから、そんな穢けがれたところのものを買えるかと、そういう風になってる訳ですね……、ええ」

　でもまあ、

「……ぶっちゃけ、あまり守ってないですその辺り」

「だろうなー……」

「いや、農業とか戦争で農地が荒れたり徴収してるところもあったりで大変ですし、農業大国の六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは敵なので貿易で補給出来ませんし。ええ」

　なかなか何処どこも大変そうだ、と己は思った。その辺り、国主として情報や状況が共有出来ているのだろう。瑞典スウエーデン総長が頷うなずいて、

「ええと、それは改派側も同じでありますよ？　改派も北部で土地は狭いので、いろいろと遣り繰りが大変そうであります」

　じゃあ、と己は言った。

「やっぱり、教譜だけじゃなく、経済も自由にした方がいいですよね」

「アー、それ有り難い」

　会計補佐が手を上げた。

「一国の経済が二面化してれば生産性は落ちるもの。だって距離が近い町があっても、改派と旧派で分かれてたら、私達は二回交渉と卸しをやんなきゃいけないし、陸りく港みなとなんかも別々にあるから行ったり来たり大変。メンツがなければ協働して貰もらった方が楽」

　その上で彼女は、口を横に開いた笑みを作る。

「でも現在、闇やみ市場とか、裏で動いてる商人達がいて、旧派と改派の経済を結んでいる筈はずなんだよね。──そういった連中が、嫌がらせや、反発をしてくるから気をつけないと」

　ですねえ、と瑞典総長が吐息した。

「──今のところ、瑞典本国の出方は解わかりませんけど、私が改派と旧派の自由を認めた時、それに抵抗する者がいたら、そのような違反商人達と繫つながっている者達でありましょう」

　つまりそれはどういう連中か。副会長が言った。

「じゃあ、やはり経済の自由も認め、そういった連中を炙あぶり出してしまった方がいいな。

　だったら──」

　彼女が、瑞典副長の方に振り向いた。

「──瑞典副長。少し、話をしたい。いいか？」
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　アクセルは思った。難しい話は嫌だなあ、と。

　だが、武蔵むさし副会長は、こう言った。

「アクセル・オクセンシェルナ。──君は、不公平は嫌いだよな？」

『アハハ、そりゃそうだヨ──。あたしの功く徳どくって、それだからサ』

「Ｊｕｄジヤツジ．、では私達は、結構なものを、共通項に出来る」

『ん──。どういう事？　解わかり易やすく言って欲しいナ──』

　ああ、と武蔵副会長が頷うなずいた。

「単純に言おう。この答え次第で、大きな違いが出る」

　言われた。

「旧派カトリツクと改派プロテスタントは、相容れないものと思うか？」







[image: 第四十四章『肩上の馬鹿』]
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　教皇総長パパ・スコウラは、喉のどで笑った。

「旧派カトリツクと改派プロテスタントが相容れないと思うか、だと!?」

　……そう来たか……！

　アクセル・オクセンシェルナは、極度の改派だ。これは神代の時代の本人もそうで、自分のような旧派の長としては、望ましい存在だと言える。

　……外に敵がいるというのはいい事だからな！

　それこそが、古きより存在する旧派を、更に揺るぎないものとして、皆の寄りすがる場所とするのだ。だから答えは、

『アハハ、そりゃそうだヨ──。相容れないものだからあたしここにいるんだし──』

「Ｔｅｓテス．、そうだな。ならばこちらも、安あん堵ど出来る」

　と、己が呟つぶやいた時だった。視界の先にいる本ほん多だ・正まさ純ずみが、一息と共にこう言った。

「そうか。──相容れないなら、並ぶ事は出来るな」





●






「融和する必要は無い。敵でもいい。嫌い合っていてもいい」

　だが、と正純は言った。

「共に同じ目的があり、法によって守られるならば、並び立つ事は出来よう」





●






　ほう、と教皇総長は、息を深く吸った。

　……貴様らは、やはりあの境界線を掲げているか。

　三み河かわだ。

　あの長い一日の中。武蔵むさしの姫が救われる時に、それを己は見た。

　武蔵の〝不可能男インポツシブル〟が、自動人形を相手に、一つの答えを導いたのだ。

　本来、並ぶ事の出来ないものが並び、共に存在しつつ、共に行く事。それを、

「旧派と改派に持ち出すか。本多・正純……！」
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　アクセルは、解わからなかった。

　武蔵副会長の言う事が理解出来なかった。何故なぜなら、

『アー、御免、あたし頭悪いんだヨ──』

　困った。

　多分、この相手は今、凄すごく良い事を言っている。

　自分は改派プロテスタントで、頭半分吹っ飛んでいて、固まっている。

　だから、難しい事考えられなくて、旧派カトリツクは嫌いだ。

　だって旧派は何だかいろいろシキタリが多くて憶おぼえてられない。

　憶える事が出来る量には個人差があるし、そういったものが嫌いかどうかにも個人差があるし、権威とかそういうのを美しく思うかどうかにも個人差があるのに、旧派はそういうのを統一しようとして、全部やらなければいけなかったり、全部認めなければいけなかったりする、と、そう思っている。

　勿もち論ろん、全部がそうじゃないよ、という人もいて、それは解わかる。

　だって自分が嫌ってる事が〝本当〟なら、旧派は潰つぶれてる筈はずだ。

　自分が偏っていると言う事は馬鹿でも解る。御免ヨ──。

　対し、改派はいい。

　余計な意識や権威や、上下もなくて、聖書に書いてある事を有り難がってればそれでいい。

　シンプルだ。

　砲撃のシステムが、分解すればシンプルなものの合成であるように、聖書だって同じだ。凄く長くて分厚いように見えて、小さい話の集まりだ。そしてその小さいものが、一つ一つ機能している。

　馬鹿でもそれは解る。

　そして改派は、それだけでいいのだ。

　それを尊ぶために、儀式したり、金を払ったり、誰だれかを偉く思う必要も無いのだ。

　好きなものと自分だけ。そういう関わり方をしていい。これが改派だ。

　……いいヨ──。

　ただこれは自分の問題だ。

　他人がどうとか、そういうところに、自分はものを言わない。

　自分が自分の好きを赦ゆるしているように、皆もそれぞれの好きを赦せば良い。

　公平だ。

　ただ、自分は改派だし、瑞典スウエーデンは改派で、三十年戦争では敵は旧派なので、そうしておく。

　残念だが、これは決まり事だ。

　だが、そう納得する事に、卑しいナ──、と自分に対して思う事はある。

　だって聖書は人の平等や公平や、それぞれの譲り合いを謳うたっているが、何故なぜ、改派と旧派はお互いを認めずに争わなければならないのか。

　そして自分は、歴史再現を言い訳にして、旧派を殴って喜んでいないだろうか。

　旧派を倒していく事に対し、後ろめたさを正義に置き換えていないだろうか。

　旧派がこちらを敵対視していると信じて、自分達を被害者にしてないだろうか。

　解わからない。

　……解んないヨ──。

　でも、と己は思うのだ。

　自分は馬鹿だ。でも、馬鹿だという事で、見過ごしている事はないだろうかと。
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　アクセルには解らない。

　昔はそれなりに解っていたかも知れない。

　だけど頭半分吹っ飛んで、本気で解らなくなってしまった。難しい事が考えられないどころか、頭に入ってこないのだ。というか入る頭が無いんだヨ──。

　だけど、解っている事がある。

　自分は力だ。

　引き金を絞れば相手を倒すための力を全力で機能させる力だ。

　シンプルなものを積んで、自分自身の好きを守るだけの力だ。

　それが、難しい事を〝解って〟しまっていいのだろうか。

　それは副長が持ってはいけない判断力ではないだろうか。ただ、

「そうだな。非常に解りにくい概念だと思う。ただ、君の感覚で言うと──」

　武蔵むさし副会長が告げた。

「クリスティーナが、君達の国にいても全く問題ない。そういう風に出来るかもしれない」
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「頼むぜ」

　と、忠ただ興おきは椅い子すに浅く座り直し、なるべく皆から身を隠すように呟つぶやいた。

「嫁が実家に帰れねえとか、あっちゃいけねえだろう。──頼むぜ、副会長」
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「先程、瑞典スウエーデン総長の話を聞いていて、解った事がある。

　講和の内容として、武蔵が許容出来るものがあると、そういう事だ。ならば──」

　正まさ純ずみは言葉を連ねた。

「それは別に、講和ではなく、確かに後回しでいい」

　表示枠サインフレームを開いた。瑞典副長に見えるように、他の参加者達からも、望遠術式など使えば見る事が出来るよう、三枚程出しておく。

　ツキノワが出す画面と文字。そこにあるのは、

「瑞典総長が思案した講和の内容だ。


・改派プロテスタントの神奏と行動の自由

・旧派カトリツク領邦の完全割譲

・M.H.R.R.神聖ローマ帝国生徒会、総長連合の選出権限

・金銭

・外界開拓の無償援助



　アクセル・オクセンシェルナ。君がこの相あい対たいで勝利した事を前提としている」

『よく解わかんないヨ──』

　言う顔が苦笑と言う事は、解りたいという事だと、そう判断した。

　……否定されないなら、充分有りだな。

「いいか？　最初の項目が、さっき言った事の前提だ。


・改派の神奏と行動の自由



　これを旧派と改派の行動の自由として、改派側でも旧派の自由を認める。

　すると、クリスティーナが瑞典スウエーデンで自由に行動出来るようになる」

『あたし、旧派は嫌いってキャラなんだけどどうなのヨ──』

「瑞典副長、これは条約で決まるルールだ。君が嫌いだろうとなんだろうと構わない。嫌いだったらそれでいいんだ。覆くつがえしたいならルールの変更を政治的に頑張ってくれ」

　そうとも、と己は言った。

「瑞典は、王が実権を握りつつ、四議会制でこの時期回っているだろう。そういった政争を行うだけの土壌はある。どうだ？」

『ン──』

　アハ、と小さく笑われた。

『アンタ、あたしに、いいようにしてくれてんだネ？　──何でサ？』

「Ｊｕｄジヤツジ．、それは簡単だ」

　己は軽く両腕を広げた。

「私達はやがて、運命との決着を付けに、第二の月へと向かう。そして外界の開拓も行う。

　そして私達には、君達の総長クリスティーナがいる。

　彼女には夫としての長なが岡おか・忠ただ興おきがついているが、出来ればもっと戦力が欲しい。

　たとえば君だ、アクセル・オクセンシェルナ」

『解り易やすく言ってヨ──』

　じゃあこうだ。

「私達の仲間になって欲しい。瑞典」
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「おい！」

　という巴ともえ御ご前ぜんの声を、正まさ純ずみは聞いた。

　見ればオブザーバ席に腕を組んで座った鬼女が、不機嫌そうに叫んだ。

「これはM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクの敗戦を認めさせる講和であろうが！　それが仲間になれとか、上から目線で何を言っている！」

「Ｊｕｄジヤツジ．、すまん。言い方が足りなかった」

　己は、巴御前に手を上げ、こう言った。

「改派プロテスタントも仲間になってくれ。頼む」
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　……コイツは……！

　巴御前は内心で苦笑した。

　マクデブルクの時とは違う。こちらの顔色を窺うかがうようなところが無くなったものだ。

　経験が政治家として大きくしたか。それとも馬鹿になったのか。両方かもしれんが、だとすると一番厄介なタイプであろうな、とは思う。しかし、

　……確かに、旧派及び武蔵むさしとの協働は、改派にとって最大利益となろう！

　改派、旧派共に、M.H.R.R.には最大の弱点がある。それは、地勢的にみて、外海へと出にくい、という事だ。

　一応、北は海に面しているが、周辺を改派系国家や強国に押さえられていて、外洋方面に出る事が難しい。

　これは外洋を利用した貿易が至難という事だが、

「武蔵が親身になるならば、随分と環境も変わる」

　武蔵の貿易力も、当然、国家クラスではなく、大都市クラスだ。だがそれでも一斉の輸送力は心強いし、外海に出る足としては充分だろう。

　先程の武蔵副会長の提案は、考慮に値する。

　……改派と旧派の、M.H.R.R.内における自由行動の認可！

　いがみ合う両派が法律によって戦闘不可となれば、環境は変わる。

　これは発展の機会だ。ならばよし。更には、

「アクセル・オクセンシェルナ」

　青と緑の武神が、腰を落としていた。

　武蔵副会長の眼前で、座り、肩上の姿を低く、視線の高さを等しくしようとしているのだ。
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　クリスティーナは、アクセルの態度に息を詰めた。

　瑞典スウエーデン副長は、基本、己で物事を思案しない。だが、そんな彼女が、話を聞こうというのだ。

　その理由は、

「仲間に、なろうというのでありますか」

　そして己は、一つ、誇るべきなのだと感じた。彼女にそのような態度をとらせた原因は自分であり、己の思案した会議後交渉が、彼女と自分達を繫つないでいるのだから。

　ゆえに自分は決断した。それは、皆に囲まれて隠されている状態からだが、

「あの、──忠ただ興おき様を呼んで貰もらえるでありますか？」
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　正まさ純ずみは、言葉を尽くそうと考えた。

「──講和のため、次に考えられるのは、〝旧派カトリツク領邦の完全割譲〟だ」

『どういう事だヨ──？』

「瑞典スウエーデンがM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派の土地を全部欲しいって事だ」

『出来るのかナ──？』

「出来ない事はない。飛び地として支配する事も出来るし、経営権だけ与えて収入だけ得るとか、そう言う事も可能だ」

『よく解わかんないけど出来るんだネ──？』

「まあそういう事だ」

『じゃあ貰もらっとク──』

　え？　という皆の声が後ろから聞こえる。他、M.H.R.R.改派プロテスタント側からも聞こえてくる。それはそうだろう。そうなった場合、改派としても、逆に周囲を瑞典に囲まれる事となるのだ。

　向こう、改派側のオブザーバ席からゲーリケが立ち上がった。

「異議を申します！　──その決定は、M.H.R.R.として改派の意見を無視したものです！」

「言っておくけど、今の私、皇帝の代理人だからな？」

　ちょっと静かにしておいてくれ。

　とりあえず向こうに手の平を立てて見せてから、己は言う。

「そっちにM.H.R.R.旧派の土地を全て譲るのは有りだと思う」

　何故なぜなら、

「私達には武蔵があるからだ」
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　クッソ、と巴ともえ御ご前ぜんが腕を組んで舌打ちするのをゲーリケは聞いた。

「武蔵副会長、面倒だがいい手を思いついてきたな」

「……どういう事なのです、巴御前」

「M.H.R.R.旧派の土地を全て割譲する。だが武蔵は極東の独立地であり、その範はん疇ちゆうに含まれない。しかし、──あいつらは現状M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクでもあるのだ」

　解わかるか？　と巴ともえ御ご前ぜんが、空を指さした。

「亡国となったM.H.R.R.旧派は、しかし武蔵むさしとして存続する。

　改派プロテスタント側の大勝利に見えるが、瑞典スウエーデンは旧派の土地を治めるのに時間が掛かるだろう。私達は瑞典に囲まれて、講和でとれる筈はずだった旧派側との連携を失って経済的に失墜する。

　それで外界開拓を始められてみろ」

　己は、そこから見える図式を言葉にした。

「外界のM.H.R.R.領土を、武蔵に総取りされますね……」

「Ｔｅｓテスタメント．、瑞典に乗っ取られた極東のM.H.R.R.旧派は、外界に作られた新天地を求め、武蔵に最大限の協力をするだろう。瑞典は反乱や抵抗ばかりの土地を抱え、どうしようもなくなる一方で、武蔵はこの講和によって旧派と改派がまとまった〝M.H.R.R.〟として、外界に統一M.H.R.Rを作り、改派の土地も旧派側で先行して獲得する。──結果、私達は、外界に出るのが遅れた上で、武蔵勢とM.H.R.R.旧派に頭を下げ、金を渡して、その土地を買い取るのだ」

　つまり、

「長期視点で勝敗は引っ繰り返る。──先行して行われた阿蘭陀オランダとの講和や今の遣り取りで、外界開拓が政治的カードになり得ると、私達は思い知った訳だな。だが……」

「だが、何でしょうか、巴御前」

　Ｔｅｓ．、と巴御前が吐息した。

「武蔵副会長は、ここで終わらせるつもりはないだろう。アクセルにも解る、もっと単純な話が先にある。そこでこの講和を決着させるつもりだな、あれは」
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　アクセルは、武蔵副会長の言う事を聞いていた。

「ま、そんな感じで、私達には武蔵があるからオッケーだ。問題ない。だけど瑞典は大変だな。広大なM.H.R.R.旧派の土地を貰もらった場合は」

『お得じゃないノ──？』

「じゃあ、聞くぞ？」

『何をだヨ──』

「君が、扱い切れる最大限のフル装備で出場したとする」

『するヨ──』

「勝負で負かした相手が、報酬で君の追加装備をくれたとする。分量は０・５倍くらいでいいかな。それをどうする？」

『……扱えないヨ──？』

　扱い切れる最大限の装備で出ているのだ。流石さすがの馬鹿でも、専門分野となると解る。だが、武蔵むさし副会長は、こう言った。

「それらを全て扱えるようになるまで、君は次の戦闘に出られない」

『それ無茶だヨ──』

　ＯＳの整備や連動、機体の内部構造や設置、バランスやら運用の仕方なども全て変わる。現状の１・５倍となると、もはや新規構築と同じだ。完全にプルーフをとるには一年どころの検証では済むまい。将来的には可能だとしても、

『随分掛かるヨ──？』

「その間、君が負かした相手は、新しい機体に乗って成果をあげていく。──それが私達であり、M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクだ。さっきの話は、つまりこういう事だ。M.H.R.R.旧派の土地を得ても、君にとっては扱い切るまでに時間が掛かり、その間に大きく損をする、と」
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　Ｔｅｓテスタメント．、とアクセルは頷うなずいた。

『アンタ、馬鹿だネ──。言わなきゃいいんだヨ──。そういうノ──』

「私は勝ち負けを求めていない。仲間を欲しているんだ」

『そうなんダ──』

　ハハ、と己は笑った。

　よく解わからないが、今、重要な話をしているのだろう。多分。目の前の相手は敵の代表だが、損得を交えていろいろ教えてくれる。

　公平だ。でもまあ、勿もち論ろん、

『あたし馬鹿だから、騙だまされているのかもしれないよネ──』

「Ｊｕｄジヤツジ．、私の物言いも、完全ではない。だから、結果としてそうなるかもしれないし、こうして前置きしておく事で、言い訳としている。……と、そういう事かもしれないな」

『アハハ、難しい事言われても解んないヨ──。でもサ』

　自分には解る事がある。

『あたし、騙されたって、馬鹿だからショーがないんだそういうノ──。だけどアンタ、あたしに解るように話してくれてサ──』

　解る。

『騙すなら、解らないままでもいいって、そう言うよネ──』
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「あー、そーか」

　と彼が呟つぶやくのを、浅あさ間まは聞いた。何かと思えば、

「セージュン、小等部で講師やってたよな。だからだ」

「だから？　何がです？」

「ああ、小等部のガキどもでもさ、いい加減な事やっと、見破られるんだよ。だからちゃんと、やってやんなきゃいけねえ」

「総長、アンタそれで本気の嫌がらせを小等部でやってる訳？」

「嫌がらせじゃねえよ！　純粋に嫌われに行ってんだよ！」

　それを嫌がらせという気もするけど、まあ彼も彼で素直ではないところもある人だ。だが自分もちょっとその現場を覗のぞいた事があるが、

「──正まさ純ずみの授業中は、子供達、ちゃんと席についてますよね」

　瑞典スウエーデン副長が座っているのは、何となくそれだと思う。
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「では、次、これな？


・M.H.R.R.神聖ローマ帝国生徒会、総長連合の選出権限



　意味解わかるか？」

『あー、これ、何か聞いた事あるヨ──』

　それは有り難い、と正純は思った。

　……前提的な事が解っていると、全然違うからなあ。

「つまり、M.H.R.R.全体の総長連合、生徒会の役職者を選出する時、旧派カトリツクを優先とするんじゃなくて、改派プロテスタントも認めようと、そんな事だな。公平に役職者を選ぼうという事だ」

『アー、そうそう、公平！　言ってたヨ──』

　でも、とアクセルが武神と共に首を傾かしげた。

『瑞典には関係ないヨ──。コレ、改派と言っても、M.H.R.R.改派だけだよネ──』

「私としては、この辺り、フレキシブルに考えたい」

『難しいヨ──』

「テキトーに、って事だ」

・金マル：『いや、違うんじゃないかな？』

・きめえ：『悪しき極東英語ね……』

・貧従士：『副会長、英国弁のテスト、何点でしたっけ』

・副会長：『う、うるさいな！　七十二点だよ、悪かったな……！』

・俺　　：『うわ、オメエ、七十二点で俺おれの事を馬鹿とか言うの!?　俺の四倍しかとってねえじゃん……！　四拾五入したら俺の零倍とか、馬鹿じゃねえの!?』

・ゆたか：『吐血しそうな勢いで素敵……』

　何かいろいろ盛り上がるようになったなあ、とは思う。だが、

「テキトーでいいと思うんだ。だからアクセル・オクセンシェルナ、──講和が終わったら、M.H.R.R.神聖ローマ帝国の副長にならないか」
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『エッ』

　と、アクセルの動きが止まった。ややあってから彼女は武神と共にまた首を傾かしげ、

『──さっき、M.H.R.R.の土地を貰もらうのはよくないヨ──、って言ってたヨ？』

「ああ、それとは別だ」

『いやあ、どうなのヨ──』

「いや、現在、M.H.R.R.は副長不在だ。柴しば田た・勝かつ家いえが賤しずヶ岳たけの戦いで不在となったからな。だが彼もまた、実際にはP.A.Odaからの派遣だ。副会長の羽は柴しばも同じなんだぞ？

　君が副長になっても、何の問題も無い」

『え？　えーとォ──？　ちょっとォ──？』

　と、アクセルが頭を左手で抱え、右の手の平をこっちに向けてきた。

『騙だましてるゥ──？　頭悪いって、騙してるゥ──』

「ぶっちゃけ、瑞典スウエーデンの戦力があちこち移動する事になるのは、瑞典にとっては損だと思う」

『だよネ──？　だよネ──？　他、いいところはあるかナ──？』

　そうだなあ、と、己は思うところを言った。

「国内については改派プロテスタントと旧派カトリツクは公平となっているため、基本、国内での戦争は起きない。

　私としては、君の運用は国境警備に限定したい」

　これは、ネシンバラが立てた案だ。

　……こういう、キャラのユニット扱いするの、アイツ好きだよな──。

　ちょっと英雄的な配置が好き過ぎるきらいもあるが、副長クラスとなると英雄そのものだ。適材適所としてはありなものを出してきているとは思う。そして、

「国内の反乱鎮圧などや、瑞典本国の戦闘で君が不在の場合は、こちらから補佐を出す」

『アー、それ有り難いヨ──』

　アクセルが微笑した。歯を見せた笑みだ。

　そして彼女が、漏らすように言った。

『いいヨ──』
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　アクセルは、浮かれている自分に気付いた。

　武蔵むさし側について、面白いと、そう思っている自分に、気付いたからだ。

　自分は力だ。

　だが話し合いにおいて、ちゃんと馬鹿にも解わかるようにしてくれる連中がいる。

　そして解わかるのだ。

　凄すごい。

『あたし馬鹿だからサ──』

　というのは本当の事で、ホントに理解が悪い。そして副長という立場もあって皆が気を遣うから、生徒会の連中も、

「副長はそれでいいと思います」

　と言う。これには自分が馬鹿でメーワク掛けてる分、頷うなずくしかない。

　それでいい。確かにそれでいいだろう。だけど、

　……それ以外だってあったら良かったヨ──。

　昔は馬鹿じゃなかったのだ。否、結構馬鹿だったが、それでももうちょっと解ってた。

　今は馬鹿だ。

　皆はそれでいいと言ってくれる。

　馬鹿のままでいいと言ってくれる。だけど、

「アクセル・オクセンシェルナ、──今の、通じているか」

　この相手は違う。

　馬鹿のままで、普通に扱ってくれる。

『あのさァ』

「何だ？」

『いろいろ言い換えとか、大変じゃないかなってェ──』

「君は、敵に対して、武装を変えるだろう。最適な武器があるのだから」

『うン？』

「私達も同じだ。そして言葉はツールだ。君に通じる最適なツールがあるなら、それを使えばいいだけの事だ。そしてそうしている。解るか？」

『馬鹿。解るヨ──、そのくらいィ──』

　すまんと笑われて、思い出した。

　ずっと昔、馬鹿じゃなかった頃ころ、こういう遣り取りは何度もあったのだ。

　だが、負傷して、自分が馬鹿になったから、他人にそう言うのはいけないと思って、

　……うン。

　自分が、自分を公平でなく、人の下に置いたのは、何でだろうか。

『────』

　そうだなア、と思う。クリスティーナが武蔵むさしに居続けるのは、戦争に嫌気が差したとか、旦だん那ながカワイイとか、そういうのもあるのだろうけど、

『アンタら、馬鹿な連中だヨ──』

　武蔵では、身分とか立場とか関係無しに、好き放題でいられるのだろう。

　そして今、こちらをM.H.R.R.神聖ローマ帝国の副長にしようと、無茶を言った武蔵むさし副会長が、一つ頷うなずきを重ねて、言葉を作った。

「君一人ではいろいろと大変だ。だから補佐を出す。基本としてうちの二年生。メインは福ふく島しま・正まさ則のりと、加か藤とう・清きよ正まさだ」
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「拙せつ者しやとキヨ殿でありますか？」

　座談のような緩い構えとなった円陣の中、福島の声に、清正は姿勢を正した。

「い、一応は〝基本〟と言われているので、持ち回りですよね？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と応じたのは書記だった。彼は座ったまま肘ひじを外に突き出すポーズを作り、

「羽は柴しば勢はM.H.R.R.旧派カトリツク内でのウケがいいだろう。その中で、君達は前副長である柴しば田た・勝かつ家いえを下しているから、資格は充分だ。アクセル・オクセンシェルナはどちらかというと大群を相手にしたり、制圧戦を行うのに向いているから、小規模な局地戦や英雄戦ならば君達が出た方が勝率がいいとも思う」

　それに、と彼が言葉を加えた。

「加藤・清正、君はひょっとしたら次期英国指導者であり、英国は改派プロテスタントの国だ。──メインとして、君がいるならば、改派の馴な染じみもいいだろう」

「まあ、確かに、そうかもしれませんね……」

　と己が福島とアイコンタクトで了承をした時だ。会議場側で話をしていた副会長が、不意にアイデアを追加した。

「あ、その場合、副会長は巴ともえ御ご前ぜんで、書記はゲーリケがやってくれ」
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　飲料の鉄ボトルを口に傾けていたゲーリケが噴く一方で、巴御前は武蔵副会長の提案を肯定的に受け止めていた。

　……有りだな……。

　副会長となれば他国との交渉役としてメインを張れる。

　講和で統一されたM.H.R.R.代表となれば、別に旧派側に立つ事も問題が無い。荒れたM.H.R.R.の立て直しはなかなかの難事業だが、面白さを感じるネタではある。

　それに、と己は思った。

「改派に多くを譲り、武蔵側からも補佐を出させる。……それは、一つの事業を想定しているという事だな？」

　先程、武蔵副会長が提案した内容から察するに、彼女はこう思案しているのだ。

「──三十年戦争で荒れたM.H.R.R.の立て直しに、改派の力を使いたいのだ」
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「──そういう事だ。旧派カトリツクに比べ、改派プロテスタントは商売がかなり自由に出来る。M.H.R.R.神聖ローマ帝国の外洋方面は改派国家が多いとなれば、先程交渉した阿蘭陀オランダの連携も含み、第二のハンザ同盟ともいえる通商圏を構築出来る」

　と言った正まさ純ずみの声に、義よし光あきは深く頷うなずいた。

「そうよのう。M.H.R.R.改派、阿蘭陀、瑞典スウエーデンを始めとする改派国家、そして露西亜ロシアも改派との交易を認めておる。そして欧州列強で言えば、英国は改派、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズはこの三十年戦争においては改派と組んだので、改派寄り、更に向こうの三征西班牙トレス・エスパニアは旧派国家だが、先程に阿蘭陀との協力と友好を約束したばかりよのう。

　──欧州北側は、三征西班牙から露西亜まで全て、改派の海と言えようぞ」

　これは、露西亜を通して欧州と貿易する最も上がみにとっても、益のある事だ。

　大本の欧州北側通商圏が一体となり、太くなれば、こちらに来る物資も増える。

　更にこれは、一つの攻撃手段ともなる。

「打つのう」

　武蔵むさし副会長の言う事を概要図にしてみれば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。欧州、改派を認めている国家はもはや全てといっていい状態になるが、

「K.P.A.Italiaだけが、旧派のみの国家となるのう、これは」
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「待て！」

　マティアスは、与えられた台本を読んだ。

「その決定は中止を命じる！　武蔵副会長！」

　呼びかけた先、武蔵副会長が振り向いた。彼女は半目で大きく首を傾かしげ、

「は？　中止って、何様だ、お前」

「皇帝だ！　当たり前じゃないか」

「いやいや待て、皇帝。今、私も皇帝の代理人だ。だから私は、お前に皇帝の代理人として言っておく。──ちょっと静かにしてくれ。こっちは大事な交渉中なんだ」

「では、その代理人権限を失効させて貰もらうぞ！」

「いいのか？」

　と、武蔵副会長が言った。

「私を代理人から解除すれば、酷ひどい事になるぞ」

「？　どういう事かね？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と武蔵副会長が言葉を続けた。

「私を代理人から解除すると、今、交渉中である改派プロテスタントの〝M.H.R.R.神聖ローマ帝国生徒会、総長連合の選出権限〟というものがまず無効になってしまう。それでいいのか？」

「ああ、まずはそれを無効だ！　それはK.P.A.Italiaの益に繫つながらない」

「ああ、まあ、そうだろうな。だが、いいのか？」

「……何が、だ？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と武蔵むさし副会長が、もう一度同じ言葉を続けた。

「私は先程、〝旧派カトリツク領邦の完全割譲〟については〝有り〟という決定で済ませた。

　私をここで解除すると、〝旧派領邦の完全割譲〟は確定されるぞ」
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「────」

　待て、とマティアスは思った。

　手元の台本にも、今の情報への対処は拾われていない。

　……何だろうね、それは……！

　ぶっちゃけ話を聞いてなかったのでよく解わからないのだが、こっちが武蔵副会長の引っかけにやられたのは確かなようだ。

　武蔵副会長を〝降ろす〟と、旧派領邦は完全割譲されてしまう。

　交渉の打ち切りは不可能だ。ならば引き続きとしたいところだが、

『あたし、この子じゃないと、ヤ──！』

　アクセル・オクセンシェルナが、足をぶらぶらさせながら不平を言う。

　その正面で、わざとらしく武蔵副会長が息を床に吐いた。

「すまんなあ。アクセル・オクセンシェルナ。でもあっちで、皇帝陛下が何かこっちの進行に文句言ってきてるんだよなあ。だけどさ、もし私がここで降りる事になっても、旧派の土地は全部そっちのものになるから、この会議の後で瑞典スウエーデンと武蔵で話し合わないか？」

『アー！　そうだネ──！　それいいネ──！』

「待てええええええええええええええええ[image: ]　勝手に会議延長戦を決めるな！」

　と台本通りに叫んだ時だ。右手側のオブザーバ席で笑い声が生じた。

「はは……！」

　元教皇総長、インノケンティウスだ。
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　教皇総長パパ・スコウラは笑った。

「ははは……！」

　これは、アレだ。このやり方、展開の仕方は、

「三み河かわの頃ころから全く成長しておらんな！　本ほん多だ・正まさ純ずみ！」

「おや聖下。一体何の事ですか」

　しれっと振り返った顔に、己は言ってやる。

「牛歩の時と同じだ！　小こ賢ざかしい引っかけを言葉の中に含ませておいて、目上のものの足下を不確かにする！　三河の時と全く同じだな！　教皇相手では足らず、皇帝相手にもやるか！」

「いえいえ聖下。御ご謙けん遜そんを。──まさかあの時、気付かずハマって突っ走ってきたとか、そんな愚かな人間ではありませんよね、聖下は」

「当たり前だ！　──貴様に説教する良い機会だと思って、走って行ったまでの事だ！」

　言い切った。

　ややあってから、周囲から拍手が起きる。おお、いいじゃあないか、なあ、おい。

　だがその上で、言っておく。

「どうやら引っかかった馬鹿がいるようだがなあ、おい。──皇帝！」
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・ＡｎＧ：『ガキの喧けん嘩か・全世界版って感じ……？』

・超正義：『自分がやられたのと、同じ事を食らった他人を笑う教皇と、それに対してドヤ顔で嫌味を言う副会長って、一体……』

・金マル：『アー、セージュンのメンタル、たまに吹っ切れる時があるから、気を付けておくといいかなー』

・副会長：『何か失礼な事言われてるな？　私』

・不退転：『安定の副会長ね……』

・黒　狼：『というか、これからどーなりますの？』
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　マティアスは、即座の訂正台本が来たのに安あん堵どした。

　何しろ自分は傀かい儡らいだ。そんな己でも、今、こちらがちょっとマズいという事は解わかる。とにかく危険な状態だと言うのに、

　……傀儡として狼狽うろたえる事すらも出来ないとは……！

　現場として、傀儡パワーは全開なのだ。だが、現場としてよく出来過ぎているため、台本がないと非常に危険だ。

　……傀儡として間違った行動をとってはいけない……！

　思うこちらに、オリンピアが振り向いた。

「大丈夫よマティアス。ここで下手へたな反応をしては、有能さを見せつけようとしている駄目な傀儡だけど、何も出来ずちょっとオタオタしてるくらいが無能な傀儡で素敵よ！」

「ああ、オリンピア。私もそのくらいが小物っぽくていいと思っている。だがこんな大事な現場で、君のような老いた若い女性を前に、真の傀かい儡らいを見せられない時間があるとは、傀儡皇帝としては情けない限りだ。──ああ、操られて生きたい……！」

「もう少しの辛抱よ！　頑張って！」

　ああ！　と頷うなずいた瞬間。自分の手元に表示枠レルネンフイグーアが来た。

　……来たか！

　手にして、目にして、口にした。書かれていた言葉をポーズをつけて読み上げる。

「武蔵むさし副会長！　熟考の上、君に情けをあげよう！　君の代理権限解除は見送る事にした。だがその代わりに、一カ所だけ私自らが介入する！　いいね!?」

　答えは聞かない。こちらはクライアントなのだ。手を入れるとしたら、ここだろう。

　……武蔵副会長が掲げていた表示枠の内容！

「〝金銭〟だ！」

　己は言う。

「武蔵副会長！　これまで君が瑞典スウエーデンと決めて来た全ての事を、君は〝金銭〟を払って買い取り、反ほ故ごにしたまえ！　──その金は、我がM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクが払おう！」

　つまりは、

「武蔵だ！　今回の交渉の全てを金で払い、何も起こらないようにし給え、武蔵！」







[image: 第四十五章『一段上の傀儡』]
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「交渉の全てを金で払え、か……」

　……武蔵むさしの経済力なら、出来ねえ事じゃねえだろう。

　輝てる元もとは、顎あごに手を当て、単純にそう見積もった。

　M.H.R.R.神聖ローマ帝国の敗戦における講和条件を、全て金で買い取れと、そう言うのだ。

　一国の土地の完全割譲も全て買い戻す。普通の国なら不可能な額だ。だが、

「武蔵には、今、多量の金が流れ込んでいる筈はずだ。何しろ天敵であった大和やまとを下して合流したんだ。うちからだって、かなりの金が預けられている。──それを放出する気でやりゃあ、何とかなるんじゃねえか」

「ですけど姫様、そんな事をしたら──」

「Ｔｅｓテスタメント．、武蔵の〝金庫〟としての信用はなくなるし、武蔵だって少なからぬ経済的ダメージを受ける。出来るが、あまりいい方法じゃねえ」

　だから、と己は、対岸にいるアクセルの武神と、その陰に見えない正まさ純ずみを思った。

「どうする？　上手うまい方法、あるんだろうな？　本ほん多だ・正純。──次のあたし達との交渉の時には〝何の金もありません〟、じゃあ話にならねえぞ」

　そう呟つぶやいた時だった。

　己の耳は、一つの音を聞いた。乾いた、打つ音。それはしかし、連続し、

　……拍手？

　対岸。南側から、高らかな拍手が一人分、響いてくるのだ。
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　アクセルは、それを見た。

　武蔵の副会長が、手袋の手であるのに構わず、拍手の高い音を打っているのだ。

　……どうやんノ──？

　自分にはどうせ出来ないが、興味を持った。それはこの相手を親しく感じているという事だろうか。ともあれ自分は、彼女が何をするのか知りたいと思い、

『どうしたんだヨ──』

「ああ、非常に良い答えが貰もらえたんだ」

　と、武蔵副会長が一枚の表示枠サインフレームを出した。

「金銭で解決。非常にいい方法だ。──極東、神しん道とう奏者なら、代演の一手として金銭は何にでも変えられると、そう知っている筈だな？　財は悪いものではない。そういう事だ」

『全部、お金って事ォ──？』

「そうだ。これまで話した事、全て、ちょっと残念だが、金で解決して欲しいと、皇帝がそう言うんだ。それも、私達武蔵むさしの金でやれ、と」

『エッ』

　それはちょっとマズいんじゃないのかな、と自分は思った。だって、

『スゴイお金必要になるヨ──？　そっち、大変だヨ──？』

「ああ、その辺りは気にしないでくれ」

　彼女が、両の手の平を立てて、こう言った。

「金銭は払う。しかし、──その代わりとなるものを支払おう」

「待て！　武蔵副会長！　莫大な賠償金の代わりになるものがあるのか!?」

「ある」

　と、武蔵副会長が、先程の表示枠サインフレームを叩たたいた。

「──〝外界開拓の無償援助〟だ」





●






　正まさ純ずみは、指を一つ鳴らし、表示枠を叩いた。

「瑞典スウエーデンの外界開拓を、無償でサービスしよう。アフターケアも行う。それでどうだ？」

「馬鹿な！」

　声は、南のバルコニーから来た。うるさいな、とは思うが、視線だけにして、

「何か問題が？　皇帝陛下」

「瑞典の外界開拓!?　その程度の無償化で、莫大な賠償金が代だい替たい出来るものか！　旧派カトリツクや改派プロテスタントの自由も、土地の全ても、役職者の選出なども全て買い取るんだぞ！」

「Ｊｕｄジヤツジ．、問題ありません。瑞典は、それより遙かに大きな利益を得ますから」

　これは単純な話だ。

「瑞典が現在位置する北陸方面。こちらの面積は全て合わせて約二万五千平方キロメートル。しかし外界の瑞典は一国だけで約四十五万平方キロメートル。これだけの開拓を無償で行うとなれば、どちらの方が〝損〟でしょうね」

『待って待って待ってヨ──』

　アクセルが、慌てて声を掛けてきた。

『逆に、大丈夫かヨ──？　そんな事してサ──』

「ああ、大丈夫だ」

　己は言う。

「無償援助の代わりに、外界の瑞典が持つ全資源の貿易に対し、時限性の関税権を頂きたい」

『えーとォ？』

「開拓地から外に売るものに、ちょっと上前をくれ、って事だ」

『……どーなんのォ──？』

「値段が上がるな」

『駄目じゃないのォ──？』

　ああ、と己は言った。

「でも、関税権を得ている間は、大丈夫だと思うぞ？　多分、余裕で」
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　周辺国家がいきなりざわめいた事に、上越露西亜スヴイエート・ルーシのオブザーバとして参加していた景かげ勝かつは、外界の概要図を見ながら納得した。

　……瑞典スウエーデンを、北部の拠点とするんだね!?

　瑞典は、バルト海に面した国で、水産資源、森林資源に優れる他、鉱物資源では特に鉄鉱石に優れたものを見いだせるとされている。これらは神代の時代からの記録だが、今は環境神群によって環境の激化がある一方で、

「……多くの資源が、賢鉱石オレイ・メタロなどに転化している事も確実であろう」

「そこに武蔵むさしが手を入れれば、外界において北限の生産拠点の出来上がりか。現場では、航空輸送艦くらいは作り上げられるのだろう？」

　マルファの言う通りだ。そして、

「……先程、阿蘭陀オランダと三征西班牙トレス・エスパニアが、友好と協力を結んだ。だとすれば、欧州北側は、極東も外界も、三征西班牙・阿蘭陀・瑞典という海洋国家が拠点として結ばれる」

「Ｔｅｓテスタメント．、我が上越露西亜は、さてどうしたものかな。──外界は西回りで極ごつ寒かんの地を行くのもいいかと思ったが、武蔵に同乗して東回りというのもなかなか愉快そうではないか」

「ハハ、人類共の営みを踏むようにして、新大陸経由で新天地を求めるか、マルファ！」

　……武蔵に乗れるのかな!?　乗れるのかな!?　外が見える宿が取れるといいなあ！

　いいなあ……[image: ]

「期待だ！　期待だぞマルファ！　──人々の小細工が世界に通用するか、期待しよう！」

　……割引クーポンとか、使わずに乗るよ!!
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　また、と正まさ純ずみは前置きした。

　ざわめきはまだ終わっていない。各国に自分達のやり方を浸透させるなら今だ。

　……攻めるが勝ち、という時間帯だな。

　その事を理解の上で、己は言う。

「──外界の開拓に進出した各国家への融資は、武蔵が引き受けよう」

　外界への融資策は、小こ西にしが作った案だ。金融関係の盛んなP.A.Odaでは投資などのノウハウもあり、彼女がその辺りを竹たけ中なかと共に急ぎ作ってくれた。

　これは同様の技術を持つP.A.Odaが乗り込んでくる前に先手を打つという事で、この会議中に〝公的〟な宣言としておく必要のあるものだった。

　……ある意味、一番大事なミッションかもなあ。

　と、そんな事を思いつつ、彼女達のまとめた書面を表示枠サインフレームで提示する。それは幾つもの融資と投資のパターンを示したもので、

「投資のリターンについてはどれだけ約束出来るかまだ解わからないが、既に有力なリターンを返すであろう国家については、各国、黎れい明めいの時代から伝わる神代の情報を探っている事だろう。

　──小国が思わぬ利益を有する場合もある。それら全てに融資の行き渡りを作れるのは当然、武蔵むさしのみだ。そして武蔵のサービスを利用する国家は、当然、国家への融資窓口を第一に武蔵とするように契約をして貰もらう」

　そして、己は瑞典スウエーデン副長に視線を向け、皆に手で示した。

「三征西班牙トレス・エスパニア！　阿蘭陀オランダ！　瑞典が欧州北部の開拓拠点となる！　そして私達は──」

　まず示すのは、極東勢のオブザーバ席だ。

「極東勢！　外界においては極東の西に至近となる大陸側！　ここを私達の仲間、極東勢の雄志に開拓を行って貰い、西回りの橋きよう頭とう堡ほとする！　そこから欧州方面に行くには、幾つかのルートがあるだろうが、武蔵を用いれば山岳地帯などを越えて最短距離で移動が可能だ。

　ならば後は──」

　言って、自分は西のオブザーバ席を指さした。そこにいるのは、

「毛もう利り・輝てる元もと！　私達は、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとも外界開拓の案件を進めている！

　──これによって、改派プロテスタントだけではない旧派カトリツク勢力も、三征西班牙と六護式仏蘭西を拠点に開拓を進められるだろう！」

「クッソ、──宣伝に使いやがって」

　輝元が、眉まゆを立てた笑みを見せる。だが彼女は、ハ、と一つ笑い、

「拠点で間借りする連中の居座り費用は、全額こっちで徴収していいんだな？」

「武蔵もそういうサービスするから、上手うまく競合を願うぞ」

　Ｔｅｓテス．Ｔｅｓテス．、と輝元が手を振るのに合わせ、己は一息を吐いた。

　流石さすがに、情報公開を一気に行い過ぎた感はある。しかし、

　……ここからが本番だ。

　言葉を、送るべき相手がいる。それは、

『コーテイ？』

「ああ、そうだ」

　へえェ──、と笑うアクセルは、いろいろな事が解っていないだろう。だが、

『楽しいよォ──』

「そうなのか？」

　Ｔｅｓテスタメント．！　とアクセルが頷うなずく。

『あたし、馬鹿だから、いろんな事がどうでもいいと思ってたヨ──。でもアンタ、そんなあたしを引っ張って、──ほらァ』

　武神が腕を軽く回す先、全てと言っても過言ではない量の国家と人々が、動き、声をあげている。

『あたしとアンタがここにいるから、皆、騒いでるゥ──？』

「ああ、そうだ」

『あたしとアンタが、この皆を、支えていく事になるのかなア──？』

「ああ、そうだ」

　ハハ、とアクセルが笑った。

『アンタ、馬鹿だよねェ』

　だって、という細めた目を、彼女がこちらに向けた。

『だって、──あたしを面白がらせるんだから、あたしより馬鹿だヨ──』

　否定は出来んな、とは思う。だが、これによって、一つの結果が出た。

「皇帝陛下」

　己は、告げた。

「解わかってますよね？　今、瑞典スウエーデン側と、講和として必要な条件については全て話し合い、お互いの結論が出ました」

　つまり、

「オスナブリュック講和会議。瑞典とM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツク間の会議は、これで終了です」
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　ああ、とアクセルは思った。

　……そうなんだア──！

　否、確かに、この会議で瑞典側は大きく譲歩され、結果を出した。これ以上を望んで深追いするのは危険だろうと、その程度は解る。

　何しろ、外界の開拓という事において、瑞典は主役の一角となるのだ。

　細かい事はクリスティーナや、生徒会が詰めれば良い。だから、

『いいヨいいヨォ──。あたし馬鹿だから解んないけど、得したのは分かるからさァ』

　だから、

『あたし、撃たないで解決したの初めてだけど、いいと思うヨ──』





●






・金マル：『え？　戦争に、ならなかった……？』

・あさま：『いや、講和会議で戦争しちゃ駄目ですって……！』

・黒　狼：『ええと、今まで、不可能を可能にしてきたんですの？』

・副会長：『何気に子供世代もキツいな!!』
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　ただ、告げよう。

　正まさ純ずみは南を、皇帝のバルコニーを見据えた。

　そして両腕を広げ、会場全てを指し、全世界の縮図と動きともいえる、〝これ〟を示す。

「〝これ〟は、──私達のものです」

　何故なぜなら、

「貴方あなたが私達に押しつけた責任の取り方が〝これ〟です。──この話、M.H.R.R.神聖ローマ帝国は入っていませんが、さて、どうしますか」
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「成程、──そういう仕込みという事か」

　マティアスは、台本を読み、こう思った。

　……どういう流れか全く解わからないな!!

　融資とか投資とか言われましても──。でもこういう時は、こう言っておけばいいのだ。

「赦ゆるさん……！」

　傀かい儡らいが得意とする台詞せりふの一つだ。何か解らなくて、自分が無視されていたらこれを言うと八割方合っている。こっちが注目されていて何かよく解らなかった場合は「赦そう……」で八割方行けるから、外交結構チョロいです。

　ただ、台本はちゃんと向こうの物言いに直結してきた。

「Ｔｅｓテスタメント．、ではどうするのかね？　武蔵むさし勢。M.H.R.R.旧派カトリツクを、改派プロテスタントを、どうしたい、と？」

「それについては次の会議でまとめましょう。ミュンスター講和会議、そこで六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズを相手に、また皇帝陛下の代理人として私達は議論するのです。

　ここで今、M.H.R.R.について決めたところで、またすぐに次の会議で変動してしまうなら、意味がありません」

「Ｔｅｓ．、了承しよう。ただ──」

　己は言った。

「これでオスナブリュック会議が終わったと、そう勘違いしているかね？」





●






「譲歩しよう」

　と、皇帝が言うのを、ミトツダイラは聞いた。

「瑞典スウエーデンに媚こびを売っておくのも悪くはないだろう。だからミュンスター講和条約でM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクの負債が確定する前に、皇帝から〝譲歩〟しよう。


・改派プロテスタントの神奏と行動の自由

・M.H.R.R.生徒会、総長連合の選出権限



　この二つの議題を認めようじゃないか、武蔵むさし勢、瑞典」

　は？　と皆が動きを止める。それもそうだ。

　……これは、改派の存在をM.H.R.R.内で認めると言う事ですのよ!?

　だが、利点は確かに大きい。今、外界へと向かう事が難しくなっているM.H.R.R.だが、それを行う前提として、改派と旧派の協働と、一体化は必須だからだ。

・未熟者：『皇帝としては、最低限、総長兼生徒会長である自分が護まもられていればいい訳だから、その下については〝利〟を求める、という事かな。だけど──』

　ええ、と己は頷うなずいた。

・銀　狼：『さっき正まさ純ずみが述べた利点を、ここで皇帝が持ち出してきますわよ！』

　正純は、これらの議題を認めた後で、一つの示し唆さをしたのだ。

　……外部から、副長などを招くのも有りだと……！

「では、皇帝から、指名と、指示を言おうか」

　皇帝が、台本をめくり〝お〟と驚いた上で、ポーズをとった。

「瑞典副長、アクセル・オクセンシェルナ、──以後、我がM.H.R.R.旧派の副長となって欲しい。そして……」

　そして、

「第一の仕事は、今だ。──瑞典とM.H.R.R.旧派の講和を確定するため、私の代理とそこで戦闘をして欲しい。手を抜かず、全力で、だ。

　──そうであれば、戦闘結果の内容を問わず、オスナブリュック会議の終了を認めよう」
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・ＡｎＧ：『え？　戦争に、なった、よ……？』

・ゆたか：『いやあ、講和会議で戦争になるとか、スゴイですよね……』

・銀　狼：『やはり、今まで通り、駄目なものは駄目かもしれませんわね……』

・副会長：『どっちの世代もやっぱキツいな!!』
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　アクセルは困った。

　ぶっちゃけ、自分は今、かなり武蔵派になっていると思う。だが、

　……ヤバいヨ──。

　自分は力だ。

　戦闘を行うならば、相当なものを叩たたきつける事になる。ならば、

　……やめとくゥ──？

　そんな事を思う自分に気付いて、軽く驚く。自分にはコレしかないと思っていたものを、放棄してもいいとは。

　随分とこの会議で、己は変わったものだ。だけど、

『武蔵むさしさァ』

　内心の変化を、どうしたものか捉とらえ切れず、浮ついた気分で己は言う。多分自分は、戦いたくないのだと、そう感じながら、

『逃げちゃえよォ──』
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「やっか」

　と、王が言ったから、やる事に決まり。決定。

　だからミトツダイラは、息を吸って円陣の皆を見た。

　すると、羽は柴しば勢は戸惑いつつ、しかし皆が既に頷うなずいていた。その光景を見て、

「何だか、三み河かわの時みたいですわね。私、最初の円陣にいませんでしたけど」

「あれ、一回目はミトに対抗するものでしたからねー……。あ、メアリは初かもしれないので、点てん蔵ぞう君の横でしっかりと」

「Ｊｕジヤ、Ｊｕｄジヤツジ．！　ですけど、どのように……？」

　ああ、と王が頷いた。

「あのアクセルとかいうの。馬鹿が、俺おれ達に気ー遣ってんだぜ？　国背負ってんのにさ。

　だったら俺達、気にすんなって言ってやんなきゃ駄目だろ」

「Ｊｕｄ．、──では誰だれが出るで御座るか？　全員、武装はほぼ解除に御座るよ？」

　第一特務の言葉に、己は手を上げた。見ればネイメアやウルキアガも上げている。

「──私達でしたら、無手でもそれなりに相手が出来ますのよ？」

「拙せつ僧そうが一番安全ではあろう、と思うがな」

　攻撃と防御、という差だ。どちらが行っても問題は無い。

　だが王が、視線を走らせた。それは皆の中央側。円陣の中にいる人影で、

「ま、ちょっとやる気のある奴やつに出て貰もらうって事で、それでいいんじゃねえか？」
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　アクセルは見た。

　視線の先、武蔵むさし勢の中から出てくる者がいる。

　全員に見送られながら、しかし物もの怖おじせずに来て、

「さて」

　これまでずっと開く事のなかった会議場とオブザーバ席を隔てるドア。それを開けて出てきたのは、自分のよく知る人だった。それは、

『クリスティーナ──!?』

「Ｔｅｓテスタメント．、久しぶりですね、アクセル」

　彼女は笑って、白いM.H.R.R.神聖ローマ帝国制服の袖そでに、襷たすきを掛けた。

　そして、皇帝の方に視線を向け、

「護身用として持っている爆砕術式の使用許可、頂けるでありますか？」

「護身の範はん疇ちゆうを超えないならば、有りとしよう！　専守防衛、出来るかね？」

「余裕であります」

　と、笑みのまま、彼女が両の手に光の塵ちりのようなものを展開した。

　そしてクリスティーナが、流体光の欠片かけらを宙に散らしながら、こう言った。

「さて、私が武蔵勢、貴女あなたが瑞典スウエーデンとして、──相あい対たいするでありますよ」
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　アクセルは、会議場の中央でクリスティーナと向き合っていた。

　……何でこういう事になるかなァ──。

『クリスティーナ、どういう事だヨ──？』

　Ｔｅｓテスタメント．、と相手は応じた。そして、一拍の間を持ってから、

「──武蔵むさしは、よいところでありましょう？」

　それは同意だ。副長相手に気兼ねなく関わってくるなど、本国ですら難しい事を普通にやってきて、その分は返そうと思ってもいる。

『あたしさァ』

　とりあえず、誤解が無いように言っておく。

『あたし、結局は瑞典スウエーデン捨てられないけど、武蔵みたいなの、もーチョットこっちにも導入してくれないかナー、って、そう思うヨ──。でもやっぱり戦争だとか、あたしが副長だとかで、あたしの周囲、ヨユーが無いんだろうねェ』

「そうですね。長く争い、また、長く指導者であれば、息が詰まるものであります。

　ただ──」

　クリスティーナが、頭を下げた。

「アクセルは、そういうの、あまり気にしないタイプだと思っていたであります。

　私の思い込みが、いけない部分もあったのでありましょう。すみません」

『いいヨイイヨ──。あたしも、ここで気付いたようなモンだからァ──』

　今までずっと、〝馬鹿だから〟を言い訳にしていたのだ。だけどそれを言い訳にしなくて済むという扱いを得た時、

『今、嬉うれしいかナ──？　クリスティーナ──』

「ええ、貴女あなたがここで感じた事を、もっともっと倍にして、もっともっと長くの間、嬉しく思っているであります」

　じゃあ、これだけは、馬鹿でもいいから、言っておく。

『ネルトリンゲン。──行くべきだったと、そう思っていたヨ──』

　振り向く視線の先。瑞典のオブザーバ席には、クリスティーナにとって懐かしい顔が並んでいる。だがこちらに一礼を返す皆の中、彼女に親しい者がいた。

　侍女服を着込んだ赤毛の自動人形。眼鏡めがねを掛けているのは、

「清きよ原はら・マリアですか」
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　クリスティーナは、何となく、事態を理解した。

「私の方も、彼女にはそれとなく手紙などを送って現状報告としていたものでありますが、やはり、嬉うれしそうなのは伝わるものでありますか」

『だって、全然、うしろめたソーじゃないじゃン？』

　そっかァ、とアクセルが言う。

『馬鹿になってたんじゃしょーがないよネ──』

「そうでありますね。武蔵むさしにいると、叶かなわぬ夢も、また、良いものとなるのでありますよ」

『そっかァ』

　じゃあ、とアクセルが笑った。お互い一つ頷うなずき、身構える。

　息を吸う。そしてアクセルが名乗った。武神の肩上、表情に笑みは無く、

『瑞典スウエーデン副長、アクセル・オクセンシェルナ。戦種スタイルは重騎士──！』

　Ｔｅｓテスタメント．、と己は頷うなずいた。両の手を左右に振って、袖を張って、

『瑞典総長兼生徒会長、クリスティーナ、戦種は──』

　言う。

『──近接神術士であります』
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　二ふた代よは、聞こえた言葉に顔を上げた。

　……近接神術士に御座るか。

　レアな、と思う己は、クリスティーナと親しい訳ではない。副長と一般学生と、そんな距離感そのままの付き合いをしていた。

　彼女の戦種においても、聖連の年鑑を見てれば解わかっていた事であり、不勉強。誠にすまぬと、誰だれにともなく謝ってしまうが、

「──総長クラスでは、あまり無い戦種に御座るな」

「そうなんですか？」

　という浅あさ間まの疑問には、肯定しかない。

「〝神術〟系は、つまり不思議パワーの使い手に御座るが、総長クラスであれば大体は規模が大きいので遠隔、もしくは全方位になるので御座る」

「？　遠隔の武器だと、銃や弓が該当しますよね？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と言葉を重ねて来たのは、誾ぎんだった。彼女は、こちらの遣り取りを気にしている皆に対し、視線を振って、

「瑞典総長が使用するのは爆砕術式ですが、とは言えそれを投射するだけで総長になれるか、というと、そんな事はありません。少々、不可解です」

「Ｊｕｄ．、誾殿、やはり瑞典総長が心配に御座るか」

　言った先、誾が口を横に開いたが、なかなか難しい表情をするものに御座る。その向こうでナイト殿が、

「ニダヤン、スゲェ──……」

　褒められたで御座るよ？

　ただ、気付いた誾ぎんが表情を改め、こちらに何か言うより早く、福ふく島しまが振り向いた。

「──母上、動くで御座ります」

　福島の声に振り返った瞬間。大気の破裂がこちらの頰ほおを打った。

　風とも言えぬ、空気の打撃だ。

　……これは……！

　風を堪こらえて前を見る己に対し、音が後から来た。それも何度も、だ。

　アクセル・オクセンシェルナの砲撃が開始されたのだ。





●






　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、音ではなく、風を数えていた。

　大気の精霊が跳ね回っているのは、流体砲をこんな狭いところで放ったからだろう。

　流体光として表現された精霊達が、庇ひ護ごを求めてこちらの周囲や陰、髪の中や胸の間などに隠れようとして微笑ほほえましい。

　自分達のいるオブザーバ席と会議場の間には、防護障壁が立っている。一応は透過処理も入っているが、音と光が派手で、見えるものは揺らいでいた。だが、

「……タタタタン、と」

　アクセル・オクセンシェルナの射撃と砲撃は的確で淀よどみない。

　対人用の長銃は主に肩上や腰外から高い音を繰り返し、

「ばんばんばんばん、と」

　脇わきや両肩の流体砲は光を穿うがち、準対艦砲は実弾を放つ。更には、

「どばん、と」

　右背からのアームを持って構えられた大型流体砲も、一撃を撃つ。それらはしかし、

「がしゃあ……、ん、と」

　自分達の目の前にある防護障壁が砕け、重なり、張り直される。

　防御の再展開は連続し、多重の枚数を増やしていく。が、これはある事実を示していた。

「無事ですのね？」

　光と音の揺らぎの中央。瑞典スウエーデン総長、クリスティーナが、佇たたずんでいるのだ。
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　鈴すず木き・孫まご一いちは、P.A.Odaの構成員としてこの現場をオブザーバ席から見ていた。

　対決としては、砲撃を巡る攻防だろうと、そう思う。

　アクセル・オクセンシェルナが連射砲撃で、どちらかというと自分のような領分。

　……だが、何だ？

　クリスティーナが、よく解わからない。

　手指が軽く宙に躍っているのは確かだ。まるで空中に図を描くように、手指が舞い、あまり大きな動きではないが、身体からだも連動している。

　ただ、解らない。

　アクセルの砲撃は、その砲口や銃口の狙ねらいが、確実にクリスティーナに向いているのだ。あれらが全て空砲ではない限り、クリスティーナの形は消えていよう。

　しかしそうなっていない。

　見れば彼女の周囲、空中に光が多段で弾はじけている。その光の炸さく裂れつが、

　……彼女を護まもっている!?

　まるで手指で舞う姿を護るように、小規模な爆発が散って、そのたびごとに、

「……っ！」

　こちらの正面にあった防護障壁が連続して砕け、警報が鳴った。

　当たりだ。十数枚あった障壁を砕いたのは準対艦砲の砲弾だ。

　響く高い警告音に、しかし逃げる者などいない。自分を含め、全員が、身を詰めて縮んだ砲弾がゆっくり落下する向こうを見ている。

　即座に新しく防護障壁が再展開し、さらにまた砕かれる先。そこにある爆発の防護は、

　……まさか──。

　どういう仕掛けなのか。推測を己は告げた。

「極小サイズの爆砕術式を、宙に散らしている？」
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　誾ぎんは、クリスティーナの無事がどのように生じているのか、爆発の発生から読んだ。

　彼女の身を守るように弾けている多重の爆砕は、同時発生にしてその数が三桁けたを超える。

「あの無数の爆発で、全ての砲撃と銃弾を弾いているのでしょう」

　理屈としては単純だ。ただ、

　……仕掛けと、手て筈はずが不明です。

　爆発による対抗で、相手の攻撃を弾き飛ばす。

　どのような爆発の術式系なのか。そしてどのようにして相手の砲撃を読んでいるのか。

　後者については解らないが、前者の正体については、これまでの疑問から、ある程度推測は出来る。

「爆発で、爆砕術式を起こしているのですね……？」

「？　誾殿……、爆砕術式で爆発が起きるのは当然で御座るよ？」

　馬鹿は放置という事にする。というか、そんな余裕が無い程に、これは誰だれでも出来、また、彼女しか出来ない芸当だ。

「花火ですね、誾ぎんさん」

　横の宗むね茂しげの台詞せりふに、自分は首を縦に振った。喉のど元もと、告白の残のこり香がのようなリフレインが、少し首の据わりを強く感覚させるが、今はそれを内心でたしなめつつ、

「魔術テクノマギに近いですね。爆砕術式で曳えい光こう式の術式紋章を立ち上げ、流体を変化させる。文字から術式を起動させるのと同じですが、使用する紋章が爆発そのものです。爆砕術式の触媒としては、相同が効いて容易たやすく立ち上がるでしょうし──」

「──それによって、更に紋章を描き、多段の紋章から最後の本命となる爆砕を起こして御座りますか？」

　娘はかなり優秀ですね、と己は思った。

　確かに福ふく島しまの言う通りだ。スタートは小さく。しかし小さいものを〝効果〟とせず、それを次の術式にしているのが、クリスティーナの防護術式だ。

「爆発で爆砕術式の紋章を描く。そして起きた爆砕術式で、また爆砕術式の紋章を描き、効果を大きくしていく……。精密な準備の要る……、しかし、単純な術式です。

　恐らく、彼女が放っている爆砕の大本は、視認も難しい極小サイズの術式でしょう」

「──うちの嫁の、爆砕関係の基礎にある術式だよ、あれが」

　と、声がした。

　長なが岡おか・忠ただ興おきが、椅い子すに座り、じっと、妻の方に視線を向けているのだ。
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「〝火の子〟って、そう呼ぶらしいぜ、あれ。あまり特殊なもんじゃないらしくて、爆砕術式としては着火系に近いんだ。──嫁の爆ばく竹ちく筒とうの、起爆部に仕込んであるやつだな」

　忠興は、腕を組み、両の足を床について、じっと見ていた。

　実のところ、今すぐにでも加勢か何かしてやりたいが、現状では余計な事だというのが解わかっている。

　クリスティーナが、相あい対たいに出たいと言ったのは、先程の事だった。

　無茶を言う、と思ったが、話を聞いて理解が出来たし、そんな予想もあったのだ。

「ある程度、こうなる事を見越してた、って訳だ。──このところで、何かいきなり、ランニングとか始めて、体力付けようなんて、やってな」

「それはどう言う事ですの？」

　糟かす屋やの問いかけに、己は頷うなずいた。

「責任、って奴やつだよ」

　言うと、年長連中が、ほう、という変な笑みを浮かべた。

　……コイツらは……。

　容よう赦しやなく年下扱いをするくせに、振ってくる仕事とかは真っ当だからやりにくい。こっちも〝年下だから〟って言い訳出来ないじゃねえか。クソ。

　ただ、今の遣り取りとは別で、皆が疑問に思っている事は解わかっている。

　クリスティーナの用いている迎撃システムだ。

　術を使っている訳でもなく、何か機械を用いてる訳でもない。

「スゲー簡単な仕掛けなんだよ。でも、多分、アイツにしか出来ねえ」

　それは、

「──莫大な知識の、答え合わせって奴やつだ」
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　忠ただ興おきは言う。

「アイツ、情報通だろ？　世界のありとあらゆるネタを集めてる。そしてそれを、〝理解〟出来てるんだ。意味、解るか？」

　こちらの問いかけに、何人かが首を傾かしげた。そして平ひら野のが、

「知識を憶おぼえている、という事じゃあ、ないんですね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうじゃねえ。もっと上だ。図面を見た時、憶えて、図面を書き写せるとか、そういうのじゃねえ。図面を見たら、それを立体として捉とらえ、構築出来る」

「レシピ見て、料理を作れるのと同じ、って感じか」

　馬鹿のくせになかなか鋭い。

「そういうこった。じゃあ、何が今起きているか、解るだろ？」

　今、嫁が瑞典スウエーデン副長の砲撃を迎撃している。あれは、

「──瑞典副長の性能、機能、仕様。そして現状、この場所における地理的要素からの変動や、機体の損耗など全部計上して、〝知識〟にした。

　今の嫁にとって、瑞典副長のやっている事は、全てマニュアルに書いてあるようなもんだ。どのタイミングでどの射撃が来るか、砲撃が来るか、全て解っていて、更には──」

　更には、

「世界の動きを予測出来るレベルの嫁が、武神一機の全砲撃タイムスケジュールくらい、把握出来ねえ筈はずもねえよな。──瑞典総長。本気を出したらこんなもん、ってところだ」
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　クリスティーナは、忠興の〝手〟を感じていた。

　関せきヶ原はらの後、このヴェストファーレン会議を想定した際、最も危険視すべきはアクセルが相あい対たいにて戦闘を望む事だった。

　誰だれかが対応しなければならない。が、それを任じるのはやはり、

　……瑞典スウエーデン総長の自分が適任でありますね！

　忠ただ興おきに言えば、自分が出ると言うだろう。ただ、そうはして欲しくなかった。

　何故なぜなら、相あい対たいする瑞典とは、

　……私の、実家なのでありますよ。

　そんな場所で生じた問題だ。解決に夫を入れさせるのは、妻の恥であろう。

　古くさい考えかもしれないが、そう思ったのだ。
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　恐らく忠興は気付いていた。

　瑞典関係の情報は自分も定期的に仕入れていたが、彼もそうしていたのだ。

　アクセルが砲撃主体の武神だと言う事は、お互いの理解の上にあった。

　自分は〝火の子〟を使える。これはそれなりの技術を持っていれば扱えるもので、特務級でなくても使えるものだ。

　ただ、それを精密投射するには、自分の場合、知識だ。

　暗記し、そこから展開する。

　ゆえに〝読まない〟。これは、戦闘のセンスに頼らないという事だ。

　いつ、どのタイミングで何が起きるかを知識から予測し、前もって憶おぼえておく。現場のインスピレーションに従う事なく、準備した動きをただ行う。

　知識さえあれば、どのような相手の猛攻だろうと、タイムスケジュールに分解出来る。

　これが、自分を総長にまでさせた所以ゆえんだ。無論、それを叶かなえる身体からだが出来ていなければならないが、術式や加護で身体能力は上げられるのが現在である。

　必要なのは知識の収集と、己への暗記だけ。発揮するには身体の準備が出来ていればいい。

　今がそれだ。

「────」

　忠興の手を感じる。

　彼は、こちらが不意に言い出したトレーニングに付き合ってくれた。相手がアクセルだという事も解わかっていたのだろう。砲撃や射撃の際、砲口や銃口がどのようにこちらを向くのか、また、それらの機構がどう動くのかを〝知識〟にしてくれた。

　射撃手が狙ねらいを定める時、引き金を絞る時、どのような動きなのか。どれだけの時間が掛かるのか、こちらの手を取り〝知識〟としてくれた。

　忠興も、年齢的に役職者にはなれないが、優れた射撃手だ。

　自分の知識からの推測では、高等部三年の頃ころには相当な位置まで行っている。

　能力と将来性の塊だ。

　それがこちらの手を取ってくれたのだ。

　……盛り上がったでありますよ……！

　三征西班牙トレス・エスパニア副会長に不審な通神文メールをダースで送ったら、向こうから鍋会レポートが回ってきて、つまり国際交流は充実であります。

　ともあれ、ようやくだ。自分の知識が、自分の居場所のために使えている。

「……っ！」

　死のうとしてなどいない。ネルトリンゲンで救われ、ようやく今、誰だれかの助けではなく、己のために自分の知識を用いて、前に出ている。

　……解わかるでありますよ……！

　アクセルの持つ情報が、流石さすがに細部ではこちらの暗記と違った。だがそれも〝知識〟にすれば補正は出来る。

　出来た。

　ならばここからが本番だ。前に出て、距離を詰め、〝火の子〟を散らし、

「御覚悟。──アクセル・オクセンシェルナ」
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　アクセルは、内心で笑っていた。

　頭半分吹っ飛んでるだけある。笑いが止められない。だが、

『アハ……！』

　……凄すごいヨ──！

　あり得ない。あり得ない。あの、ずっとインドアで通神にかじりつくか図書館と書店巡りばかりしていた総長が。

　たまの外交で、宴など出ても、情報収集の場としか捉とらえてなくて、しかし食うだけは食ってきていたような総長が。

　自分が死ぬと決められた時も、歴史や世界情勢の知識から、それを是とした総長が。

　自分の我わが儘ままで武蔵むさしに居着いて、瑞典に逆らっている。

　……男かァ──!?

　さっきから副視覚素子で確認しているけど、ケッコー、カワイイ子だねェ──。

　馬鹿でも解るヨ──。あれはいい子だヨ──。あれだけだったら単なる勢いのある元気小僧かもしれないけど、

　……誰かを自分の前に置いたら、いい子だヨ──。

　副長だ。そのくらいは馬鹿でも解る。だけど、

『──!!』

　クリスティーナが硬い。否、副長が総長を殺すような下げ克こく上じようをここでしていいのかどうか、非常に考えるところだが、

　……手を抜くのは、駄目だヨ──。

　初めは、それなりにやって、故意にジャムって終わりにでもしようと思っていた。だけどクリスティーナが本気だ。

　恐らく、こんな本気になった彼女は、初めてだろう。
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　ウィレム二世は、クリスティーナの本気を目にしていた。

　自分は彼女を知っている。

　彼女は、父の姪めいなのだ。

　親しん戚せきではあるが、彼女は極東側に身分を持ち、直接的に対話をした事はない。瑞典スウエーデン総長であるため、自分が阿蘭陀オランダ総長となった際は交流を持つものかと思ったが、

　……すぐに自害の歴史再現が始まり、ネルトリンゲンに身を移してしまったからな。

　ただ、父を通じて、いろいろと話は聞いていた。

　不思議な女性、というのが自分の、彼女に対する感想だった。

　知る限りでは、物言わず、淡々と情報を集めて過ごし、外に対しても己に対しても我関せずを貫くという、そんな女性だった。

　彼女の襲名を指揮したのは、先程の会議でも関わってきた教皇総長である。信のぶ長ながと羽は柴しばの歴史再現を管理し、更には欧州側の対P.A.Odaの動きも管理するため、クリスティーナとガラシャ夫人の歴史再現を利用しようとしたのだ。

　ガラシャ夫人の歴史再現は、元々、なり手のないところだったので、すぐに収まった。

　ただ、それでも、瑞典側の襲名は別だ。

　当時の瑞典は三十年戦争のために人材確保に忙しく、特に総長のグスタフが戦死の歴史再現を持っているため、次期総長の選出は急務とされていた。

　いろいろな候補がいた中で、特別枠として送られた彼女は、元々は総長志望ではなかったという。瑞典側としても、適当な役職を与え、グスタフの去った後、名目としての女王であればいいだろうと、そういう判断だったと聞く。

　しかし、総長連合の選抜試験によるトーナメント戦で、勝ち上がったのは彼女だった。

　相手の動きを差し止めるための竹たけ竿ざおと、とどめのための簡単な爆砕術式。あとは、

「どの人達も、通神に、演舞やかつての試合がアップされていたのであります」

　との事で、しかし、ならば達人なのかと試合を組むと全く弱い。素人しろうと同然の相手にも勝つ事が出来はしない。

　ただ、事前に、相手の知識を仕入れていると違う。

　相手が強く。情報が露出していればいる程、勝つ。

　副長のアクセルがクリスティーナを次期総長に推したのは、アクセル自身も、また彼女には勝てないと踏んだのだろう。結果、瑞典スウエーデンは、クリスティーナに対し、〝欧州と世界〟の可能な限りの情報を与え、それを収集する術式などのバックアップを行った。

　だが羽は柴しばの動きが活発となり、自害が決められ、それを逃れる方法も得たのだが、クリスティーナは死ぬ事を欲したという。

　何故なぜなのか。それは解わからないが、彼女は生きていて、

「これか……！」

　噂うわさに聞いていた力が、今、アクティブに用いられている。

　前に出ている。

　噂や、父の話だけで聞いていた従姉いとこ。彼女が、武蔵むさしの一員として前に踏み込み、

「圧倒するか！」
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　……来たヨ──！

　アクセルは、喜んでいる己を実感した。最初に、この子の能力に気付いた時、教皇総長はとんでもない存在を見つけてきたと、そう思った。

　何故なら、グスタフは優れた総長だったが、自分は既に馬鹿だったからだ。

　自分は力だ。

　グスタフは、万能型だったが、自分にとっては〝知恵〟だった。

　だがグスタフはいずれいなくなる。だから次世代として、教皇総長は彼女を寄越したのだ。

　知識だった。

　それも、単なる知識庫ではない。

　暗記し、分析し、構築する。その事が解った時、己は彼女を総長に推した。

　結果、ネルトリンゲンに連れ去られるまでの短い間だが、P.A.Oda側と瑞典を行き来し、クリスティーナは多くの知識を得た。

　自害を翻ひるがえさせるべきと思いつつ、だが、どうしたらいいか解らなかったのが自分だ。

　馬鹿だった。

　馬鹿だからしょうがないと、そう思うしかなかった。実際、既に三十年戦争は決着に向かいつつあり、武蔵の介入もあって、クリスティーナがいなくなっても、ヴェストファーレン会議はさほど問題なく結果を得られるだろうと、生徒会のそんな予想もあったのだ。

　皆が諦あきらめ、次へ行く事を〝前向き〟にしようとしていた。

　違った。

　クリスティーナは救われる事を望み、それを叶かなえたのは武蔵だった。

　武蔵には馬鹿がいる。

　だがその馬鹿は、クリスティーナの自害に対し、多分、こう言わなかったのだ。

　……〝馬鹿だから〟って、ネ──！

　きっと武蔵むさしは、その全体として、こう言ったのだ。

　……〝馬鹿だけど〟って、サァ!!

　馬鹿だけど、解わかってんだ。

　馬鹿だけど、やってやる。

　馬鹿だけど──。

『……っ！』

　自分はどうだ。ここに来て、こう言っただろう。あたし、馬鹿だから、と。

　馬鹿だから、何だ？　こうなる事が予測出来ていたならば、

　……馬鹿だから、手を抜いていいのかヨ──!?

　違う。クリスティーナは、前に出たのだ。
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　アクセルは思う。自分は力だ、と。

　総長は頭だ。だが、その総長が、今、自分で力を振るっている。

　力と頭が、一人の中に揃そろっている。

[image: ]

　もはや瑞典スウエーデンは、総長のみで保つのだ。ならば自分は力だが、だが、これからは、

　……この子の、補佐になるんだヨ──!!

　もはや己の力を出すにおいて、恐れる必要は無い。

　超えろヨ──。

　自分もそうだ。今の自分を超える。

　馬鹿だから、じゃない。

　馬鹿だから〝力〟なんじゃない。

　馬鹿だから手を抜くんじゃない。

　武蔵むさしの連中は、あたしに通じる言葉で、公平に扱ってくれた。

　馬鹿だから、なあなあであしらうんじゃない。

　馬鹿だけど、それがどうしたと、公平に扱ったんだ。

　ああ。馬鹿だけど、あたし、馬鹿だけど、

　……昔みたいに、ちゃんと考えられてるヨ！

　思考が、シンプルになっている。だからだ。だから思う。

　自分だって出来る筈はずだ。それは、

『馬鹿だけど……、さ!!』
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　気付いたのは義よし康やすだった。

　一瞬の前。そんな妙なタイミングを悟ったのだ。

　……来る！

　勘ともいえる判断が、しかし正確だった。直後に、アクセルが一瞬の寸断を持ったのだ。

　沈黙だった。だが、それは不動ではない。

　何が起きるか、己は知っている。それは、かつて神代の時代から伝わる武神の制御における最大出力の一文。その語源となった攻撃方法だ。

　……全砲門展開フルバレルオープン！

　武神とは、巨大な敵に抗あらがう術すべとして、人類が単体で使用出来る最強の武装だ。

　それがなお危機を得た際、用いた攻撃法。

　全ての砲撃、銃撃を揃そろえ、一斉に叩たたき込む。

　被弾した相手は砕かれるか、さもなくば距離を離される事となる。

　それはしかし、今の瑞典総長にとっては致命的な動きだ。

　副長の動作を暗記し、そのタイムスケジュールを刻んでいた彼女は、この急激な変化についていけない。

〝切り替えタイミング〟は、暗記ではクリア出来ない。

　自分がそうだったように、経験などによる勘が、それを読み取らせるのだ。だが、

「────」

　下がれ、とも、やめろ、とも言う事は出来なかった。ただ、黙る事を選択した自分に対し、前に座っていた義よし光あきが、振り返る事なく声をあげた。

「それが誉れぞ！　義よし康やす！」

　彼女の鋭い声が全てだ。これは二人が持ちうる全てを出す戦いで、外の人間が勝手に有利不利を評価していいものではない。下手へたな上から目線の一言は侮辱であろう。だが、

「決まりか！」

　決着を予感する声とともに、激音が一斉の咆ほう吼こうを上げた。
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　全砲門展開による一斉砲撃は、完かん璧ぺきなタイミングだった。

　装そう塡てん。そして一時的な待機も、しかし乱れが無い。

　連射中からの突然のシフトは、完全管理の上で、全てがそのために動きを変えたのだ。

　アクセルは、己の充実を悟った。

　……行けるヨ！

　万全。

　頭が半分欠けているのに万全とは、自分の為なす事が如何いかにシンプルかよく解わかる。

　どうだろう。

　これを凌しのげるか。

　明らかに、これはこの子が苦手な領分。以前の、総長を決める際の模擬戦でも、相手が戦術をシフトすると戸惑った。

　模擬戦では、しかし相手のシフト戦術の知識もあったため、そこからすぐに自分も切り替え、勝利をしていた。

　今は違う。今は、戸惑いの余裕など与えない。切り替えが遅れたら即死の状況だ。

　だが、己は望む。これを超えて欲しいと。何故なぜなら、

　……戦術のシフトに対応出来ず、戸惑った事も、……アンタの〝知識〟になってる筈はず！

　ならば、

『未来を……！』

　去って行ったグスタフや、馬鹿な自分が思いつく事も出来ない未来を、見せて欲しい。

　そう思った己は、各砲門の先に光を見た。だが、

　……え？

　展開した流体光。それに自分は戸惑った。

　何故なぜなら、それが、砲撃光ではなかったからだ。
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　まだ、全ての砲弾は装弾室にあり、今こそ叩たたき出される瞬間だった。

　なのに何故なぜ、全砲門の前に光がある。否、これは、

　……表示枠サインフレーム!?

　それも違う。単なる表示枠ではないのだ。己の狙ねらう手元に来ているのは、

『照準術式!?』

　どういう事か解わからない。が、高速思考化している自分の目は、表示枠の上に書いてある術式名を確認した。

　……三十六歌か仙せん!!

「忠ただ興おき様の手配して下さった通りでありますね」

　は、と疲労の息と汗を散らし、眼前でクリスティーナが両腕を振った。

「古来から、砲撃系の武神の決め技は一斉砲撃だと。──その展開タイミングは、俺おれが育てた照準術式で捉とらえられるだろうから、任せろと」

　……ああ。

　そうか。

　この子は、武蔵むさしにいて、旦だん那なもいて、どう考えても一人ではないのだ。

　この子が出来ない事は、誰だれかが叶かなえる。そして、

　……言っておくヨ……！

『アンタの旦那は、あたし以上の射撃手になるヨ……！』

　あたしの射撃タイミングを、術式任せで対応したんだ。それを推す馬鹿もどういう自信かと思うが、それを信じるのも、

　……馬鹿だよねェ！

　思った眼前。既にそれが飛んでいた。

　火の子だ。それが三十六の欠片かけらに散って、照準術式の向こうに届いていた。

　こちらの砲撃はぎりぎりだが間に合わず、

『──!!』

　己は五体の全てを跳ね上げられた。
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　アッパーカットだった。

「おお……！」

　ウィレム二世は、シートから立ち上がり、吠ほえた。

　自分の親族が、面識などろくに無いとはいえ、この地で成果を上げたのだ。それも、

　……瑞典スウエーデン副長を倒すか！

　武神の五体。全身に装備された砲門が、全て直上を向いていた。どれも、クリスティーナの爆砕術式が、照準術式に誘導されて飛んだ結果だ。

　砲を破壊するのではなく、向きを逸そらす。

　強引な一撃だ。どの砲も、可動部を無理に振り回され、一部は基部から砕けて床に落ちた。

　一番被害が大きいのは背からアームで伸びている流体砲で、これは砲身が折れたうえに右脇わきから武神の身体からだを上に叩たたき、その全身を二歩程後退させていた。

　激震の音が響き、金属の共振に似た響きが会場を突っ走り、窓や一部の者達の眼鏡めがねを割った。

　その発信源であるアクセルは、衝撃と、上を向かされた砲門に四し肢しを絡まれ、満足に動く事が出来ない。

　だが、クリスティーナが動いた。

　彼女は疲労に身体を揺らしながら、前に出た。動けなくなっているアクセルに対し、術式を叩きつけようとしている。

　……駄目だ！

　勝負は既に付いている。その事を悟った己は叫んだ。

「待つんだ従姉いとこよ！」
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　ウィレム二世は叫んだ。

　恐らく、クリスティーナは、我を失っている。経過もだが、結果が生じても、なお、激戦と言えるものの余波に、動かされてしまっているのだ。

　相当なプレッシャーがあっただろうという事は、現場に立った己にも解わかる。だから、

　……止めねば！

　思った瞬間。既に会議場に飛び込んでいる影があった。

　少年だ。

　クリスティーナを自害から救った者であり、彼女の旦だん那なとなるべき男だった。

「長なが岡おか・忠ただ興おき……！」

　叫んだ先。少年が加速して跳び込んだ。

　彼は、疲れ、それでも自分の為なすべきをしようとしているクリスティーナの前に回り、

　……止めてくれ！

　願う言葉が、そのまま正面の動作となった。

　少年が両腕を広げ、クリスティーナを抱きかかえるようにして、

「おい……！」

　声を掛けた瞬間。身長差も有り、その顔面が従姉いとこの巨乳に埋まった。
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　場が沈黙した。

　皆、どう動いたものか、フォローしたものか、解わからずにいた。

　その中で、クリスティーナが、動作権を持っていた。

　彼女は、はっと顔を上げ、十秒程してから、上を見て、左右を見て、前を見て、アクセルが動かないのに気付き、

「えっと……」

　と言う間に、武蔵むさし勢から急ぎ、四つの影が飛び出した。

　金と黒の有翼。二人ずつがそれぞれ四方のオブザーバ席の前に回り、一度下に手を振った。そして、さん、はい、と皆で一斉に、

「下を見ろ!!」

　と言われたクリスティーナが下を見る。

　が、彼女は、巨乳の死角によって、一瞬それに気付かなかった。ややあってから、胸の左右から下に手を回し、動かなくなっている忠ただ興おきの肩を手探りでホールド。その上で、

「忠興様……!?」
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・金マル：『すごかった』

・●　画：『うん、なんか平仮名で言っちゃうけど、すごかったわね』

・きめえ：『でもまあ、気付かれなかったら危なかったわね……』

・あさま：『い、いや、気付きますよ!?　死角は確かにありますけどね!?』
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　忠興は、あと五秒くらいで窒息してオチてたな、と思いつつ、嫁に言う。

「もう終わりだ。そのくらいにしとけ」

「あ、いえ、でも……」

　クリスティーナが、荒れた息と上下する肩で、こちらを見る。顔にも汗が浮いていて、頰ほおは上気していて、

　……何でこんな艶つやっぽいんだっつーの。

　正直困る。深く困る。だが、

「何か理由あんのかよ」

「……だって、自分の実家と言える場所の事であります」

　そして、

「私、武蔵むさしの方で忠ただ興おき様と生活する事を考えると、やはり、その……」

「実家とは縁を切っておきたい、ってか？」

「そ、そうでありますよう」

　何でふて腐れるのかよく解わからん。だがまあ、滅多に見せない態度をとると言う事は、これは嫁にとっては大事な事なのだろう。しかし、

「実家がねえと困るぞ？」

「な、何でであります？」

「だってこれから、俺おれとお前が生活していって、何かソリ合わねえ時があるとするだろ？」

「な、ないでありますよ」

「まあちょっと聞けって」

　あのなあ。

「それでお前が、実家に帰るとする」

「Ｔｅテ、Ｔｅｓテスタメント．、帰るであります。ええ、ありますっ」

「で、実家は優しくて、お前の言う事が正しいと認めてくれる」

「えーと、……まあ、総長でありますから、そうなるでありましょうねえ」

・俺　　：『え？　そうなの!?　俺おれ、違うんだけど！　何!?』

　うるせえ。お前は駄目だ。嫁はいい。そして話はここからだ。

「それで、お前が帰ってこねえと、体裁悪いし、家の事が上手うまく回らないから、俺はお前を実家に迎えに行く事にする」

「く、来るのでありますか！」

「行くしかねえだろ？　それでまあ、後ろにいる副長達が俺に問うんだ。──総長は考えを曲げてませんけど、迎えに来て、どうするんですか、って。

　まあそうだな。俺達、ソリ合ってねえままだよな。そしてそれだと、またトラブル起こすからってんで、実家はお前を俺の元へ寄越さねえよな？　だから──」

「そ、そういう時、どうするのでありますか」

　Ｊｕｄジヤツジ．、自分は、吐息して告げた。

「〝惚ほれた弱みだよ馬鹿野郎〟って言ってやるよ。ソリ合わなくても、そっちが大事だって。

　実家に帰れるってのはそういう事だ。うちの親もよくやってる。

　──でもお前が、そういうの、したくねえなら、実家と縁切れよ」

　言った正面。嫁が酷ひどく幸せそうな笑顔で卒倒した。
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　……また、周りに変な餌えさを撒まいたな……。

　忠ただ興おきは、武蔵むさし勢が表示枠サインフレームを開いて真剣に話し合いし出しているのを横目で見つつ、クリスティーナを抱き上げた。首後ろに、用意してなかった身体強化術式が展開しているが、これはあっちで手を軽く上げている浅あさ間ま神社親子のサービスだろう。

　頼らなけりゃいけないのが情けないところだ。だが、

『少年ン──』

　いきなり各部の排気口を全開し、熱気と陽かげ炎ろうを吹き上げた武神の肩上、アクセルがいる。

　こちらは彼女達の総長を奪って連れ返すようなものだ。だが、

「そういうこった。当分、帰さねえからな？」

『アハハ、まあアレだヨ──。今みたいな不意打ち、確かにクリスティーナがハマるの、よく解わかるかなァ──。全く、暗記じゃどうしようもないからサ──』

「未熟って事だ。一生、そのつもりでやってってやるよ」

　だって、と、己は顎あごで武蔵勢を示す。

「上が異常過ぎるからな」

『ああ、そうだといいヨ──。それに少年、さっきの有り難うなァ──。

　こっちに気ー使ってくれたんだろオ？』

　言われると否定したくなるが、まあ我慢。コイツは武蔵勢よりまともだ、と心の中で落ち着きを作りながら、

「とりあえず、今ので終わりか」

『そっちの勝ちだねェ──。決まった事とか、クリスティーナの方で緩和があると思うけど、任せる事にするヨ──』

「いいのかよ？　そんな事で」

　いいんだヨ──、とアクセルが笑った。

『瑞典スウエーデンには、あたしより強い総長が出来たんだからサ──。それ聞いたら、国民、気分が晴れると思うんだよねェ』

　ほら、と彼女が頭上を指さした。

　天井。会議場のドームは、上に跳ね上げられた砲撃によって破砕していた。

　直径三十メートル程の穴の下、資材や破片が落ちないよう、遅れて間に合った防護術式がそれらを受け止めている。

　だが、その隙すき間まから確かに見えるのは青の色だ。

　アクセルが、目を細めて言った。

『アハ、晴れた空が、瑞典と武蔵の上にあるヨ──』
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　そして本ほん多だ・正まさ純ずみが、この結果を宣言した。

「オスナブリュック会議はこれにて決着した！　また、先に宣言した通り、この会議は大おお坂さかの役えきの前半戦。大坂冬の陣として扱う事とする。──大砲を持ち込まれ、何もかもが敵となる大坂の役の始まりとして、相応ふさわしいものだろう」

　その言葉に、各国がそれぞれ身構えた。極東勢もまた、自分達は基本として武蔵勢であるという事から、各国の内、どの国が敵となるかの見定めに入っていた。

　だが、本ほん多だ・正まさ純ずみは言葉を続けた。

「次のミュンスター講和会議が、大坂の役の終わり、夏の陣となる。各国はこれまでの流れから、自分達が何を要求出来るのか、よく考えてくれ。──以上だ！」

　結果、オスナブリュック会議は、勝負上はM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクの代表である武蔵の勝利で決着し、しかし実際上の勝者となる瑞典スウエーデンが、改派プロテスタント代表として会議後交渉を行う事となった。

　ただ、会議場の破損と、昼食の時間になったと言う事で、

「では昼休みとしましょう！　一時間休憩！　その後にミュンスター講和会議と、三み河かわの案件をまとめるヴェストファーレン三河会議を行う事にするわよ！」

　オリンピアの宣言と共に、会議場の補修と昼食時間がスタートしたのである。







[image: 第四十七章『余所の身内』]
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　昼休みは一時間。その間にする事がどれだけあるか。

　……出来る事は、あまり無いですよね……！

　と、アデーレが考えている間に、浅あさ間まと豊ゆたかが会議場側の方に出て、てきぱきと茣ご蓙ざを敷いて重箱を置いて宴会スペースを作ってしまった。

　そして第五特務とネイメアが、それぞれ携帯式のコンロを出して鉄板焼きのスペースを作ると、一気に食事の匂においが広がった。

　あっという間に食事態勢だ。

　浅間が二倍になった、と言われる通り、この親子の捌さばきは確かに早いし、広い。第五特務の親子も追加になると万全だ。ただ、

「……一応、室内ですけど、いいんですかねコレ」

「言っておきますけど、我が王からのリクエストですのよ？　それに──」

　第五特務が見上げる天井には、青の空が見えている。

　室内ではあるが、天井が砲撃によって抜けていた。その穴は塞ふさぐよりも活いかす方向で行くらしく、天井の補修作業は開口部の縁を整え、補強する流れになっていた。

　補修作業を行っている人達に、鉄板で焼かれる肉や野菜の匂いが届くのだろうか、見上げていると手を振られた。

　振り返していると、横に来た第一特務が呟つぶやく。

「〝やめろおー〟〝何もくってねえんだー〟って言ってるで御座るよ？」

「は、早く言って下さいよ。そういう事」

　と、豊が嘉よし明あきと安あん治じに笹ささ包づつみを十五個程渡す。

　……手早い。

　そう思っていると、副会長が手を上げた。彼女は表示枠サインフレームを見ながら首を傾かしげ、

「……意外な事に、上の補修やってる連中への補給を申請したら、一発ＯＫ出た。

　しかもマティアスの直接回答だ」

「皇帝も、傀かい儡らいとは別で、個人でしたらこちらに警戒は無いという事でしょうね」

　メアリの言う通りだと、いいと思う。そして笹包みの追加も持って、嘉明と安治が飛ひ翔しようする。彼女達は主翼を一打ちしてから振り返り、

「足りない分があったら連絡するから、ママ達はこっちで待機してて」

「──ってか、上空、ちょっと上がると確かに匂いが凄すごいよそれ！」

　そういうものだろうか。

　とはいえ、気付けば確かに、匂いで空腹が増している。

「各国、こっち気にして、議論をやめましたね。──会議場出てきて、昼食みたいです」
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　浅あさ間まは、準備と配はい膳ぜんの大部分を終えた後、現場を豊ゆたかに任せた。

　昼食の準備とは別で、気になっている事があるのだ。

「ええと、ホライゾンは？」

　声を掛けると、オブザーバ席にいた島しま津づが、クリスティーナを沈ませつつ振り向いた。

『よくねてるの』

　オブザーバ席は、ちょっとばかり茶畑のような印象だ。

　大おお久く保ぼ達、文系眼鏡めがね組を中心に、疲労の強い面々が寝ているというのもあるが、

　……ホライゾンが寝ているのは、アレですかね……。

　アップデートだ。





●






　島津が歩いて来て、ホライゾンを見せてくれるが、いい感じにしがみついて寝ている。

　このところいろいろあって疲れているのは確かだろう。武蔵むさしの復旧が完了し、今度は業務が正常になると、貿易をメインとして一気に忙しくなったのだ。

　大おお坂さかと四し国こくを結ぶような位置に武蔵と大和やまとがいるというのも、意味としては大きい。両方の土地を結ぶ貿易を行う際、武蔵が物理的な〝橋〟の役目をするからだ。

　よって、武蔵上を荷物が艦首と艦尾で交互に行き来をし、四国沿岸は急激に賑にぎわい出した。

　一方で武蔵の多忙も増し、外交港がある多た摩ま、青雷亭ブルーサンダーはハードな料理を出す事もあって急に人気が出たのだった。

　武蔵の指導者達がいる、という事も客引きになっているのだろう。自分達もたびたび手伝いに駆り出され、時に正まさ純ずみや大久保達に宛あてられた書類を預かったり、時に不穏な者を取り締まったりもする。

　日々、楽して生きたい、というのがモットーの一つであるホライゾンだ。何だかんだで賑やかなのを楽しんでいたのだろうが、

「やっぱり疲れますよね」

　よく寝ておくといいと思う。目覚めたら、また凄すごい勢いで何か始めるのだ。そして、

　……アップデートが、どうなるかですね。

　以前のアップデートは新型武蔵を呼び出し、大罪武装ロイズモイ・オプロとの連動を果たした。

　今回のものは、そこに何を与えるのだろうか。

「……まだ目覚めないか？」

　やってきた正純の疑問に、己は首を傾かしげる。

「アップデートのインジケーターが、出ないんですよね……。九大罪の連動処理の頃ころは出ていたんですけど、今は一体化扱いなのか、そこら出ませんで」

　言っていると、彼や喜き美み達が気付き、寄ってくる。彼は島しま津づに挨あい拶さつしつつ、埋まっているホライゾンを眺め、

「アップデートの仕様とか、ホライゾンにもよく解わかんねえんだってな、その辺り」

「フフ、解るようだったらつまらないじゃない？　変化、ってそういうものよ」

「でも、出来れば会議が終わる前には起きて欲しいですわね」

　結局、本舗組が集まってくる。そんな流れに、ちょっと、以前彼やミトツダイラと話した事を思い出し、己は笑ってしまう。

「あら？　どうしたの？　浅あさ間ま」

「あ、いえ、……以前ちょっと、私達って、前世からの付き合いなんじゃないか、って話した事ありますよね？　それ、思い出しちゃって」

「フフ、アンタ結構、運命とか、そっち系の話、好きよね。

　だから何となく意外だわ。アンタ自身、たとえば愚弟との付き合いでも一切そういうのを重ねてこなかったでしょ？　怖かったのかしら？　それとも自信があったのかしら？」

「それ言ったらホライゾンもミトもそうでしょう」

「そうね。──多分そうなるって言う、何か、そんな感覚あったものね」

　ただ、と喜美が言った。

「前世云うん々ぬんは格かつ好こいいけど、アンタ達の〝蓋ふた〟とか、前世云々に縛られてたならある筈はずなくて、多分に今世での自由度高いのよ。それでいてこうなるんだから、愚弟の魅力パワーというか、放っておけないパワーが半端ないって事だけど」

「まあ、うん、そこらへんの解釈が納得出来ます……」

　ただ、そういうのも全て運命は解っていると、そう言う事なのだろうか。

「……私達の〝幸運〟と争う場合、どういう私達が相手になるんでしょうね」

「そうね。──アデーレが巨乳になってたら、誰だれお前、って感じよね！」

「き、聞こえてますよ！　あ、でもこの煮物美お味いしいです！　有り難う御座います！」

　豊ゆたかが追加でアデーレに器を渡す辺り、よく出来ている。

　ただまあ、いろいろと懸念も心配もあるが、今はヴェストファーレン会議だ。

　頭上、ナイトとナルゼの子達が、天井の補修を行っているK.P.A.Italiaの学生達に弁当を渡し、礼を言われている。彼女達のほうも手を上げ、何か言葉を交わしているが、

「……三み河かわの時、ヴェストファーレンがこうなるなんて、想像も出来なかったですね」
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「確かに、そうですわね。……三河の時に想像していたものとは、全く違いますの」

　と、ミトツダイラは、浅間の言葉を受け、辺りを見回した。

　ここには、世界の〝代表〟が全て集まっているが、

「……知らなかった人達と会ったり、家族の絆きずなともいえるものを取り戻したり、武蔵むさし自体が二度の改修を受けたり、更には子供達と共に歩んでいく事になったり……」

「フフ、次期人狼女王レーネ・デ・ガルウの事や、愚弟と魂繫つながった事も忘れちゃ駄目よ？」

「それはまあ、前提事項みたいなものですわ」

　わあ、と浅あさ間まが赤面で軽く引くが、そっちも相当なものがある筈はずですのよ？

　ただ、これだけ、当初の想定外で無茶苦茶になっているが、

「……ここがヴェストファーレンで、三み河かわのいろいろを決着して行ってるのは確かですわ」

「だよなあ」

　と、王が応じた。そして彼は、

「でも俺おれ、一つ解わかってた事、あるぜ？　──ここで世界を相手に、好き放題言って、振り回してやる事になるんだろうな、って」

「我が王らしいですわ」

　ちょっと笑ってしまう。ただ、何となく解る事があるのだ。

「これは、我が王の夢の道みち征ゆきですものね」

　そうだ。だから王は、これを〝解っていた〟のだ。どうあろうとも、いずれ必ず、

「世界を相手に、己の夢を宣言する。……王様になるとはそういう事ですもの」
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・●　画：『凄すごい、……ミトツダイラでこんなに歯が浮くなんて……、初めて……。絶対書くわ。これから控え室でシーハー！　いいわよね!?』

・銀　狼：『誰だれがいいって言うと思ってますの──!?』

・ゆたか：『三冊下さい。あと、母さんのでバックナンバーありますか』

・現役娘：『あらあら、うちの子のがあれば私も御願いしますわ』

・金マル：『テュレやんだと本人の新シリーズあるよ？』
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　実況通神チヤツトの味付けが濃いですの、とネイメアは思った。が、しかし、

「……ん？」

　何か今、違和感があった。そして自分が視線をあげると、西側では、派手な存在である母の母がこちらに投げキスをしているが、

　……えーと……。

　皆と顔を見合わせて、半目の総勢を浴びて、己は叫んだ。

・黒　狼：『どうして大御母様が実況通神に入って来てますの──!?』
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・現役娘：『あら？　うちの子の子ったら、何を驚いてますの？　そっちから、この会議場用の設定で、実況通神チヤツトの制御情報プログラム関係、送ってきましたのよね？』

・銀　狼：『ええと、では、何で今まで黙ってましたの？』

・現役娘：『ええ、──そっちがアタフタしてるのを見て〝あら、うちの子達ったら可愛かわいらしい〟と、そんな溜ため息いきをしつつ、うちの人に実況を』

・銀　狼：『無茶苦茶私的に迷惑ですの──!!』
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　Ｊｕｄジヤツジ．、と正まさ純ずみは応じた。

　昼食時間だ。だが他の国も情報収集に励んでおり、読唇などはしているだろう。

　構わない。

　どうせ今更、こちらの手の内を明かしたところで、

・副会長：『──今から全ての国が足並を揃そろえる事は不可能だ。こっちが有利だな』

・元ヤン：『余裕だな。現状、始まりの通りに、ここは大おお坂さかの役えきの現場でもあるから、全ての国はまずテメエらを潰つぶす事を考えてるぞ？』

・副会長：『Ｊｕｄ．、だが、新規に阿蘭陀オランダと瑞典スウエーデンはこちらについた。そして、外界の開拓という可能性を、誰だれも潰す事は出来ない。ゆえに、こちらが更に価値を上乗せすれば、そこに利権を見つけた国は靡なびいてくる』

　そうなれば、連鎖的な瓦が解かいが始まる。

・副会長：『先に参加した方が有利。そうなった時に全ての国が揺らぐのは、外界開拓を提示した時の各国の反応で理解している』

「だから阿蘭陀と瑞典に、綿密な対応をしたんですか？　副会長」

　というバルフェットの問いに、己は首を下に振る。

「阿蘭陀については、今ここで独立したような小国に対する外界開拓のケア。そして外界の三征西班牙トレス・エスパニアから阿蘭陀を回るルートの提示だ。

　瑞典に対しては、改派プロテスタントと旧派カトリツクの協働と自由を提示した上で、外界の欧州北部に、更なる深い位置での拠点として瑞典を設けるという計画の提示だ。

　この二つによって、欧州の外界開拓は随分と難度が下がるし、武蔵むさしも拠点を重視すればいいのだから、無駄が無くなる」

「更には、極東勢を味方に巻き込んでいる以上、外界における西側の入口、大陸の東側から北部は武蔵の統治下ともいえる土地になるのだえ」

　という声に振り向くと、義よし光あきと政まさ宗むね、義よし康やすや真さな田だ勢もいる。　皆、それぞれ昼食の用意や、恐らくこの会場内で買ったのだろう、酒瓶などを持っている。

「現状確認。そして今後の展望、聞かせてもらおうかえ？　武蔵むさし副会長」
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　……何か凄すごい事になってるなあ……。

　と、海うん野のは適当な位置に座り、ちょっとの気まずさを感じていた。

　真さな田だは極東勢で、大おお坂さかの役えきの時代となると武蔵勢だ。その一方で、副長である真田・信のぶ繁しげは、歴史再現では羽は柴しば側についていて、真田を二分した状況での戦いとなる筈はずだった。

　だがヴェストファーレンで大坂の役を行うというのは、いきなり過ぎた。

　この二つは別物になると思っていたため、ヴェストファーレンに参加する役で来ていた自分と望もち月づきは、とりあえず信繁達の代理襲名となっている。とはいえこの扱いと現状は、

『真田にとって有利ですね、海野様』

「ああ、まあそうだね。──大坂の役で、武蔵勢が羽柴側になると宣言したから、あたし達はそのまま捻ひねり無しで〝武蔵勢〟となれる訳だ」

　その上で、大事な事がある。

「ここで〝失わせない〟武蔵側が共にいるし、あたし達が代理となってりゃあ、真田の最大戦力である若様を歴史再現で失う事もない。──一番得な塩あん梅ばいさ」

　と、横に気配が来た。差し出されるのは武蔵勢からの弁当だ。自分達の分はあるが、その辺り考慮なのだろう、受け取ってみるといつでもつまめるような俵握りと、串モノの触感。

　……ここから先の観戦用にとっておくかなあ。

「有り難うな」

　と振り返ると、清きよ正まさだった。

「──おう」

「お久しぶりです。そちら、皆様どうです？」

　ああ、と頷うなずく時には姿勢も向き直しているし、望月も頭を下げている。こちらは既に昔なじみと会ったような感覚で、

「──真田の連中は、別にいつも通りにやってるよ。留る守す番ばんで、あたし達が口うるさくしてないから伸び伸びやってんじゃないの？」
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　真田の森は、静かだった。時折、木を硬いもので強く打つ音が響くが、その正体は、

「おい！　お前ら！　武蔵の第六特務姉妹もいなくなって、寂しくなった総長の俺おれが秋の味覚を独り占めしようとしてアタックしてるんだから、ちょっとは手伝えよ！」

　言う先、木々の群の向こうからゆっくりと地竜達が起き上がる。

　彼らは一様に半目で、首を傾かしげ、

『海うん野のって、意外に存在価値高かったよな……。遠くに行かれて初めて解わかるっつーか』

『小お田だ原わら以降、何か一気にグっと来たっつーか、構うのが意外と習慣づいてたっつーか』

『あらやだ皆さん、ワタクシ、以前からそういうの、気付いてましたのよ？』

「おいコラ手伝え──！」

　木々の枝にぶら下がって揺らしていた信のぶ之ゆきが、枝が折れると共に落下した。

　下草の短い斜面に激突した総長を確認し、地竜達は顔を見合わせた。

　眼下からはデカい声で、

「あー！　死ぬ！　死ぬ！　背中いてえー！　これは俺おれの貴重な命が失われる──！　コレ絶対重傷だ！　骨折してる！　複雑骨折に違いねえ──！　いてえ──！　俺が死んだら真さな田だがどうなるかなあ──！　あー！　いてえ──！」

　やれやれ、と地竜達が後ろに向く。ややあってから、

『おーい、虎とら秀ひで爺さん。──何か余計な仕事があるんだけど』

『だったらこっちに回すんじゃねえよ……!!』
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「まあ連中、賑にぎやかにやってるだろうさ。──こっち、作戦会議みたいなのあるんだろ？」

　海野は問うた。すると、清きよ正まさがＪｕｄジヤツジ．、と言って、頷うなずきを返してきた。

　その仕草に、ふと今までとの違いを己は感じた。それは、

「──Ｊｕｄ．、って言って、力みが消えた感じあるね」

「自分が間違っていたと、そういうつもりはないのですけど」

「じゃあこっちの方がいいよ。多分、今が正解なんだろう」

「Ｊｕｄ．」

　清正が微笑した。いい笑みだと、こっちも自然にそう思った。

　そして清正が軽く頭を下げ、

「では、──こちら、副会長から話があると思いますので、少々待っていて下さいね？」

　と、彼女が他の集団にも弁当の笹ささ包づつみを渡しに行く。

　その後ろ姿を見送っていると、

『海野様、──さっきの遣り取りなど、何だか清正様の元カレみたいだと判断します』

「判断されちゃうかー」

　……あたし、そんなに女っぽくないかな……。

　そういう事では無い気がする。ともあれ、意識してもしょうがないので、視線を清正から外すと、結構な人数がこっちに集まってきていた。

　見れば阿蘭陀オランダ代表も挨あい拶さつに来ていて、瑞典スウエーデン側も副長が整備に入っている一方で、生徒会の面々がやはり挨あい拶さつに来ている。とはいえ瑞典スウエーデン総長は島しま津づに埋まっていて、代わりというように長なが岡おか・忠ただ興おきが握手を振り回されている状態だ。

　こちらの方では伊達だて・政まさ宗むねと成なる実みが久しぶりの合流なのだろう、つい聞き耳を立ててしまうが、鬼おに庭にわ、という単語がちらほら出る辺り、羽は柴しば側についていた武神団が伊達家に戻った事への調整か。

　関東諸家の連中も、武蔵むさしの会計と義よし光あきを通して意見交換を行っているが、

　……これは外界開拓について、か。

　関東諸家は、狭い土地の奪い合いを続けてきた連中だ。外界に出て、一度仕切り直したいというのはあるだろう。

「うちも、どうするかなあ」

　と言っていて、気付く。

「ああ、そっか」

　自分達は、この自由を手に入れたのだ。
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　海うん野のは思う。こんな思いをするのも、何度目だろうか、と。

　かつてから、今までの事、だ。

[image: ]

　まさかP.A.Odaを出て〝要らず〟と名乗るとは思わなかったし。

　敵であった十じつ本ぽん槍やりの一員と親しくなり、付き合いを続けるなどと思わなかったし。

　関せきヶ原はらと、その周辺の歴史再現を、武蔵むさし側の手引きで安全に終えられるとも思わなかった。

　何もかも、予想していた未来とは違った事ばかりだ。

　だけど伊い佐さも、晴せい海かい入にゆう道どうも、筧かけいも、皆、ここに繫つなげて来た訳だ。

　惜しむらくは、

　……お前ら、世界がこうなるなんて、思ってもなかったろう。

　自分がそうなのだ。

　だが、そうだとすれば、己は、彼らに対してどういう態度でいるべきか。

　感謝か。

　否。それもまた、恥ずかしい。仲間同士だろう。そして同じ事を目的として来たのだ。彼らに感謝するなんて、自分を褒めているようなものだ。

　だったら、この未来を見られず残念だったな！　と笑ってやる方が、自分達らしいかもしれない。どうせ自分達もいずれ同じように死に、そこから先の未来は見えなくなるのだ。残念同士でまた顔を合わせるならば、今は笑うのも有りだろう。

　……よし。

　とりあえず、今の納得は完了。また似たような事を思う時があれば、変わるかもしれないし、深くなるかもしれない。

　テキトーだ。

　それでいい。テキトーに漂って、思う時に思えば、今はいい。

「────」

　前を見ると、武蔵副会長が手を上げるところだった。彼女をこうやって、落ち着いた状況で見るのは初めてだったか。

　真さな田だは武蔵勢だ。武蔵副会長は直接の上役ではないが、これから世話になる相手だ。

　居住まいを正し、己はそちらに身体からだを向ける。
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　……何か、思った以上に皆、ガっと来るなあ。

　正まさ純ずみは、立っているが故に、座った状態の皆の視線を一気に貰もらい、少し引いた。

　まあ、注目を浴びているというのはいい事だ。

　自分の周囲だけではなく、会議場のあちこちや、オブザーバ席からもこっちを見る視線がある。その事はナルゼと嘉よし明あきの観測術式で解わかっているし、浅あさ間まの照準術式で逆探知を利かせる事も出来ている。つまりこの状況、安心して楽しんでいい。

　……折角、ヴェストファーレンに来たんだからな。

　そう思って、口を開く。

「皆、テキトーに聞いてくれ。現状、こちらは二つの交渉を終え、外界開拓という新天地および新秩序が必要となる未来を創出しつつある」

　つまり、

「このヴェストファーレン会議を終えた後、世界の行く末は変わるのだ」
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　いいか、と正まさ純ずみはツキノワに任せ、世界の概要図を展開した。

「外界開拓は主に二つのプランを同時進行、または幾つかに注力して進める」

　一つは、と叩たたくのが、外界にて最も近い、極東の西にある大陸だ。

「清しん武たけ田だ、及び関東諸家がその権利を有するこの土地は、西回り航路において上陸の橋きよう頭とう堡ほとなる。以前、武蔵むさしが地球を一周した際、ここは河川も有り、沿岸に行くに従って土地も平地が広くなる地勢だと確認した。小国であっても、充分に開拓の余地はあるだろう。

　特に里さと見みは入口とも言える半島方面だ。どちらのプランがメインになっていくとしても、里見が開拓を望むなら、まず第一に踏み込む事となるだろう」

　そして、

「この土地からは、北部に向かってシビルの地があり、上越露西亜スヴイエート・ルーシに届く。この土地にある程度の拠点さえ作れば、そこにいる最も上がみ、伊達だて、あと、向こうのオブサーバ席で律りち儀ぎに〝観客〟をしている上越露西亜が乗り込める。上越露西亜が西に伸びれば──」

　その先にあるのは、欧州北岸だ。

「シビルの地から上越露西亜を経由し、欧州に届けば、開拓路として北回りが安定する。

　他、中央側へと開拓を進めれば、真さな田だも乗り込める筈はずだ」

「あたし達は生存率高いし、地竜も投入するから、逆に先陣で構わないよ」

　と、手を上げた状態で言うのは、海うん野のだったか。やはり真田は強いな、と思いつつ、

「自うぬ惚ぼれるな、と言いたいが、──お前のところの総長は長生きするタイプだしな。能力任せに突っ込んでいけるなら、そうしてくれ。こっちも楽だ」

　周囲から笑い声が幾つも起き、海野が感謝するように手を一度あげ直した。

　……不思議なものだなあ。

　夏休み前は、敵対していたのだ。小こ牧まき長なが久く手ての戦いとなったあの晩も、やはり敵対をしていたのだが、現状はこの通りだ。

　何事も変わっていくし、それを世界に要求したのは自分達だ。

　ならば返る事を恐れず、次に行こうと、そう思った。

「ではこれを第一のプランとして、次は第二のプラン。──東回り航路の新大陸方面だ」
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　フアナは、オブザーバ席にいた。

　極東側を回ってきた阿蘭陀オランダ代表の挨あい拶さつがあったのだ。

　相手は全裸だが、オブザーバ席と会議場を分ける壁があれば下は見ないで済む。なので、今後の連絡の取り方など、向こうの書記とこちらのベラスケスが意見交換している間に、

「三征西班牙トレス・エスパニア副会長、──武蔵むさし勢が、開拓のプラン２として、新大陸行きを出してきたぞ」

「Ｔｅｓテスタメント．、東回り航路ですね？　プランとしては妥当だと思います」

　言うと、阿蘭陀代表が首を傾かしげた。

「大陸東側を開拓したならば、そこから欧州へ向かう方が楽では？」

「そうですね。距離としてはそちらの方が遙かに近いです。しかし、幾つかの点で難しいと思われる箇所があります」

　それは、と己は外界の概要図を出した。そして示すのは、大陸中央部だ。

「阿蘭陀との交渉時に武蔵が話題に出した中央アジア。この高山地域は、武蔵が地球を一周した際の情報によれば広大な範囲を持っています。ここを開拓して道を付けるくらいならば、武蔵が飛び越えて行った方が楽と、そんな話もありましたね」

「では、そうするべきではないのか？」

「その場合、外界の欧州を開拓する者達は、武蔵が無ければ外界欧州の外に出る事が出来なくなってしまいますよ？」

　武蔵でなければ通過出来ないルートを通られた場合、その先にて開拓する者達は、武蔵にライフラインを握られる事となる。それに、

「その場合、中央アジアを越えられるのは武蔵のみですから、輸送力も当然、武蔵のみです。武蔵は大都市レベルの輸送力を持ちますが、外界の欧州にその程度の開拓者と設備を送って、安全が確保出来るでしょうか」

　言った台詞せりふの向こう。阿蘭陀代表がややあってから頷うなずいた。

「強国といえど、開拓先では不安があるという事か」

　その言葉に、己は軽く驚き、自分自身の不ふ遜そんを感じた。

　……成程。

　阿蘭陀代表は、こちらが言った事を、悟れてなかった訳ではない。

　ただ彼は、欧州列強の力を上に見ていただけだったのだ。故に、

「強国であり、新大陸の蝦夷えぞにて実地訓練のような事を行っている三征西班牙ならば、外界の欧州に放置されても、生存率は高く過ごせるでしょう。しかし、他の国は無理でしょうね。

　この事から、基本、西回りの開拓は、上越露西亜スヴイエート・ルーシを越えて行く北回りになるか、印イン度ド方面を回る南回りになります」

　しかし、と己は言った。

　阿蘭陀オランダ代表は、思った以上に聡さとい。前総長は〝抵抗総長〟として名を馳はせたウイレム一世だが、この人もまた、そのような人材に育つのだろうと、そう思いながら、

「北回りにしろ、南回りにしろ、問題が生じます」
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「北回りの問題は、至極簡単だ」

　正まさ純ずみは、皆の前にて、御高説気分で概要図の上部を叩たたく。そこは上越露西亜スヴイエート・ルーシの土地で、

「北回りを選んだ場合、極ごつ寒かん地域ゆえ、移動は春から夏に限られる」

「──伊達だて家の知識で言うならば、最北地域は二週間しか余裕が無いわ。──それ以外の地域でも、春、夏を合わせて三ヶ月。その程度だと思って頂戴」

　伊達家副長の言葉に、関東諸家の多くが身を低く唸うなる。

・もり１：『私共も、開拓の手順でいろいろ西回りを検討しましたが、意外に、大陸東側は緯度が高い地域が多いのですよね。極東で言う東北辺りが中央に該当するでしょうか』

　その通りだ。地勢を見ると、里さと見みの向かう半島もその緯度にあり、極東の里見に比べれば随分と寒い地域となる。だが、

「南は、北ほう条じようが解体されたため、良い開拓勢力がいない。──無論、それゆえに、歴史再現では松まつ平だいらが後に入る事になるが、武蔵むさしは各国のフォローに入らねばならないのが懸念だ」

　ただ、と己は外界の中央大陸、南側を手で叩いた。

「印イン度ドを抜け、中東にまで達してしまえば、紅こう海かいを抜けて一気に地ち中ちゆう海かいが近づく。やはり中央アジアの高地はあるが、それを掠かすめる程度で欧州には届くし、何なら暗黒大陸の北岸から地中海を望む事が出来るだろう」

「どっちが得で、早いのです？」

　政まさ宗むねだ、と気付いた時、軽く驚いた。表には出さなかったが、

　……メジャー襲名者に、あやかり程度の自分がどう言ったものかというのがあるが……。

　だが、よく考えたら最も上がみ総長辺りとは普通に話しているのだ。

・副会長：『まあ、メジャー襲名者相手でも、気負う必要はないか』

・俺　　：『オメエ、イノケンのオッサンとタメ口叩いて大丈夫な事忘れてね？』

　あれは別枠だ。向こうのキャラもおかしいだろ。

　ともあれ、政宗の問いには答えておく。

「スケジュールなど見て、上越露西亜を二ヶ月程で横断出来る開拓拠点を作れるなら、北回りルートに集中する。それが無理だと解わかったら、一年程掛けるつもりで南回りだ。──欧州勢には蝦夷えぞで訓練をして貰もらえば時間は有効的に使えるだろうし」

　ただ、と己は言葉を挟んだ。

「そういう心配や遅延無しにいけるのが、プラン２の東回りルートだ」
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「東回りの新大陸ルートは、結構美お味いしいんだよなあ」

　輝てる元もとは、昼食のクロワッサンサンドをMouri-01から受け取りつつ、言葉を作る。

　すると、横席からこちらの手元、外界の概要図を認めた全裸が問うて来た。

「ライバルの方にも利点があるとは、何とも悩ましい話だね輝元。──どのような事なのか、朕ちんに説明をして貰もらえるかい？」

　解わかってるだろうがよ、と思うが、言わない。

　……こっち来る前、あたしに内緒で、徹夜で何日かMouri-01達に仕込んで貰ったろうに。

　こちらと話をしたいのだ。既に知っている演劇をもう一度見て語り合うように、評とは対象を理解していなければいけない。舞台好きなこの馬鹿だけはある、という事だ。

　ゆえに己も、手を抜かずに言う。

「東回りとなる新大陸ルートは、太平洋と大西洋を渡るところがネックになる。だから距離としては遠回りになるが、ちょっとした軽減策は狙ねらえるんだよ」

「どの辺りが軽減出来るんだい？　朕達が手を下す箇所はあるのかな？」

「残念ながらほぼねえな」

　ただ、と己は言った。

「最初の軽減は、シビルの地だ。この極東の北側、海を渡ったところにある外界のシビルの地は、そのまま北から東へと回って、新大陸の西北岸へと断続的だが通じている。

　ゆえに伊達だてがその開拓を進めて北部域に拠点を作れば、太平洋を横断せずとも、拠点単位で渡りながら新大陸には届くって訳だ」

　そして己は新大陸の北岸を叩たたく。

「この北部地域。アメリカと名付けられる地域の更に北、カナダと呼ばれる地域は、あたし達六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが開拓を広げていく土地だ。下のアメリカ北部の開拓を進める英国と衝突を繰り返すが、やがて六護式仏蘭西の土地となる。──ま、いずれ独立されちまうんだろうけど、それまでは、ここの西岸と東岸はあたし達の新大陸における拠点となる訳だ」
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「つつつまり陛下。アメリカ、そう呼ばれる新大陸においては、私共英国は北側の大半を得て、六護式仏蘭西が更に北部域を得て、そそそして南側を、三征西班牙トレス・エスパニアが押さえるのです」

　ダッドリーは、探検隊を指揮する役を担うウォルターを脇わきに置き、流れを解説する。

　既に検討などは幾度となく行っているが、最終確認だ。特にこの現場は、〝敵〟となる相手が目の前にいる。直接の判断を下すには最適だ。

　その事が解わかっているのだろう。妖精女王が王賜剣二型ＥＸ．カリバーンを撫なでつつ、疑問を放ってきた。

「東回りの場合、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとの衝突をどうするか、という問題があるな？　どうだ？」

「Ｔｅｓテスタメント．、しししかしそれについてはさほど考慮は要らぬと判断出来ます、へへ陛下」

「何故なぜだ？　ウオルター、図示しろ」

　横のウオルターが、無言で首を下に振った。いつもの重力刀を装備していない彼は、どことなく手持ち無ぶ沙さ汰たの感だが、表示枠サインフレーム内、新大陸北部の概要図を、二色で割っていく。

　赤と青。上の赤がカナダで、下の青がアメリカだ。

「ごごご御覧下さい」

　北アメリカの北部を、東西に渡ってカナダ、六護式仏蘭西領が存在する。

　その南を、青のアメリカ、英国領が埋めている。どちらも広大だが、

「カカカカナダは海に面しているのがとと東西と北部。しかしこここの地は寒冷で、北部の海は秋から冬にかけてはままま満足に使えません。

　そそそそして、南側の沿岸地域は我ら英国が全て押さえているのです。

　つつつつまり、六護式仏蘭西は、カナダの開拓においては、西かひひ東から入り、陸路で中央を横断していくしかないのですが、ええええ英国は沿岸沿いに拠点を置けばいいのです！」

　一息。己は、概要図の北アメリカを一度手で叩たたき、

「──こここの差は大きいのです！　六護式仏蘭西がこここちらに衝突出来るだけの拠点と人員を構える頃ころには、英国は多くの拠点をはははは発展しているでしょう」
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　フアナは、阿蘭陀オランダ代表が武蔵むさし側の話を聞きに戻った後で、自分の仲間へと武蔵の計画を解説していた。今の話題は、必要な予算の削減という事だが、

「蝦夷えぞ新大陸にいる人員の内、希望者を初期の開拓要員として選出します。彼らの設備、装備は外界の新大陸対応のものなので、拠点を構築したならば、前線を伸ばし、新拠点の構築に向かって貰もらいます。その間に蝦夷で新規開拓者の訓練を行い、整い次第、援護に向かわせます」

　概要図に、それらの順番を書いていく。皆の視線がちゃんと表示枠コルテチエフイルマに向いているのは、この昼休み中、どの国や勢力も似たような状態となっているせいだろう。

　場の空気が、開拓の可否と、是非に向いているのだ。

　ゆえにここは、それを為なす事による展望を告げる。

「蝦夷を開拓訓練地として構築し直す予算と期間は必要になりますが、ここは訓練を希望する他国からの援助を願いましょう。その分、開拓への予算と人員をこちらは確保し、初期の動きを採る事が出来ます」

「ちゃっかりしてんなあ！　ちゃんとしねえとな、俺おれ達！」

　隆たか包かねが笑って、ふと己は思った。アルマダ以降、否、それ以前から、自分の説明や解説などを聞いていた彼らが、こういう反応をした事があっただろうか、と。

　今は、ある。それは、

「フアナ君」

　セグンドが笑って言った。

「──アルマダ以前から君が行ってきた事。僕の助けをしようとしてきた事が、幾つもの形を経て、皆にも伝わってきてるんだよ」

　だから、

「有り難う、フアナ君」

「……Ｔｅｓテスタメント．」

　そういうのが精一杯だ。武蔵むさし勢の方、瑞典スウエーデン総長が島しま津づに埋まっていなければ、リアルタイムで喜びの声を共有出来たものを。ただ、

「懸念があります。──三征西班牙トレス・エスパニアの事ではありませんが」

「何だい。フアナ君」

「この外界開拓で、欧州列強の中、無視された国があります」

　それは、

「──二国。M.H.R.R.神聖ローマ帝国とK.P.A.Italiaです。

　先程、オスナブリュック会議の際、瑞典側の立場として武蔵副会長は話をまとめました。結果、瑞典の利益については語られましたが、それによってM.H.R.R.がどうなるかは保留とされているのです。

　K.P.A.Italiaが無視されているのと同様に、これは恐らく、次のミュンスター講和会議の布石ですね」

「だとすると、フアナ君、──次のミュンスター講和会議は、どうなると思う？」

　総長の疑問に、己は軽く肩をすくめた。

「武蔵のする事は、正直、解わかりませんよ、総長。

　──しかし、ミュンスター講和会議では、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの今後を決めねばなりません。

　それを巡りながら、M.H.R.R.とK.P.A.Italiaに対し、武蔵がどう戦うのか、という事になると予測出来ますね。そして──」

「そして、武蔵の考える〝勝利〟への道。三み河かわにて否定された自分達を認めさせる事。

　──大それた、無茶苦茶な物言いが、しかし道筋として見えてきたという事だね？」

　Ｔｅｓ．、と己は総長に頷うなずいた。

「そんな無茶苦茶な話に対して、しかし現実を見据えつつ、世界はどうするのでしょうね」
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　さて、と正まさ純ずみは前置きした。極東勢を始め、自分達に対して興味を持ってくれた相手に向け、言葉を作る。

「まとめよう。──外界の開拓は、プランが二つある。プラン１は西回りで大陸に行き、上越露西亜スヴイエート・ルーシ方面の北回りか印イン度ド方面の南回り。プラン２は東回りで新大陸経由だ。

　どちらも欧州開拓をめざすものとする」

　視線の先、皆がこちらを見ていた。メモをとったり、音声記録を録るものもいるが、基本、こっちの言葉を飲むつもりで来ている。

　……これは、私達も真剣に応じていかないとな。

　思い、言葉を続けた。

「今、私達は、外界への開拓という事業を共通項として、まとまりつつある。

　一方で、武蔵むさしは、このヴェストファーレン会議で、自分達の是非を認めさせるつもりだ。

　つまり各国に、武蔵に付いた方が利があると、そういう流れにしている」

　これは着々と進んでいると、そう思う。だが、

「ここからが本番だ。──皇帝と、K.P.A.Italiaは、私達にM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクの負債を押しつけようとしていたが、私は先程、ミュンスター会議に続き、オスナブリュック会議の流れで、瑞典スウエーデンの利益を認めた上で、M.H.R.R.の負債などは保留した」

「──副会長、それは、瑞典総長との会議後交渉になるからですか？」

　アデーレの問いに、己は頷うなずかなかった。

「それもある。──が、負債を決定するのは、ミュンスター講和会議になると、私は見ている。──いいか？」

　と、己は表示枠サインフレームを出した。そこに映されるのは、

「瑞典総長が提案した改派プロテスタント側からのM.H.R.R.旧派への負債案件だ」


・改派の神奏と行動の自由[image: ]解決済み

・旧派領邦の完全割譲

・M.H.R.R.生徒会、総長連合の選出権限[image: ]解決済み

・金銭[image: ]解決済み

・外界開拓の無償援助[image: ]解決済み



「解決済みと言っても、瑞典と私達の間での解決だ。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが自分にも寄越せと権限を主張すれば個別対応となる」

　とはいえ、と己は肩をすくめた。

「M.H.R.R.旧派としても無い袖そでは振れない。だから、瑞典総長の要求をベースに六護式仏蘭西とは講和条件を詰めていく事になるな」

「ヅカ本ほん多だ君、神代の時代のヴェストファーレンでも、M.H.R.R.旧派は、自分達が講和のために出せるものに限界があったから、瑞典と六護式仏蘭西を相手に駆け引きを繰り返したそうだよ。──ここでも、自動的にそうなっているね」

「まあ、一度に二つの講和をするならともかく、順番があるからなあ」

「でも、正まさ純ずみ？　瑞典スウエーデンと違って、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとは前もって連携が取れてますよね？　だとしたら、なあなあで済ませてしまえるのでは？」

「さっき、最後に皇帝が介入してきただろ？　──あれを間違いなくやってくる」

　ああ、とネシンバラが応じた。

「皇帝が〝譲歩〟したら、それはなあなあじゃなく、やらなきゃいけない事になる。さっきは上手うまく凌しのげたけど、一番厄介な〝旧派カトリツク領邦の完全割譲〟が残っているね」

「えーと、別に割譲してもいいんじゃないの？　駄目なの？」

　というのは脇わき坂さかだ。彼女は、皆の視線が集まった事に翼を軽く揺らし、

「……だって、M.H.R.R.神聖ローマ帝国内の内ゲバだよね？　その責任っていうか、旧派がどうなろうと、関係ないっていえば、関係ないんじゃないの？」

「それは一理ある」

　己は応じた。おお、と皆が脇坂に頷うなずきを返すが、そんな彼女に嘉よし明あきが囁ささやいた。

「──三み河かわよ、アンジー」

「あ」

　と脇坂が即座に気付いた。

「あのー」

　彼女が、首を傾かしげつつ、しかし言う。

「まさか……、選挙みたいな事が、始まってる？」
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　Ｊｕｄジヤツジ．、と正純は思った。

「私達の最終的な勝利は、武蔵むさしを認めさせる事だ。皇帝を倒す事じゃない。

　言い換えるなら、敵を倒すのではなく、味方を増やす必要がある、という事かな」

　だから、

「皇帝を倒す、というなら、脇坂、M.H.R.R.を割譲する君の考えは正しい。

　だが、それをやった場合、M.H.R.R.旧派は皇帝に見捨てられた上で、私達にも見捨てられたと判断するだろう。そして、──武蔵に対し、少しでも有利な立場に立ちたい国々は、その事を挙げて、私達を責めるだろうな。それは私達にとって敗北だ」

「あ──、……それは面倒くさいね」

　口を横に開いて言う彼女に、己は小さく笑う。

「いいぞ。皇帝を倒すのも。──やっぱ、やってると腹も立つからな。それに、皇帝のこちらへの攻撃を止めるためには、やはり殴った方が早い。だから脇坂、他の皆も、今どうするべきか、というアイデアが出たら寄越してくれ。活路は多い方がいい」

　脇わき坂さか達の横、ナルゼがこちらに、彼女達に見えぬようにペンを掲げて礼とする。勘違いの答えをした娘を、こちらがフォローした事についてだろう。まあ気にするな。それよりこっち見てラフを描くのをやめろ。不吉だ。

　ともあれ、己は皆に言う。ここから先の心構えとして、

「いいか？　皇帝達はしたたかだ。何しろ、私達が一番欲している各国からの支持を逆手にとって、私達が負債を得なければならないように仕向けている。

　今、彼らにとって敵である教皇総長。彼が三み河かわで決めた事を利用するのだから、皇帝達は何もかも解わかった上で勝負を掛けて来ていよう」

　言って、自分は、表示枠サインフレームの文字を叩たたいた。


・金銭[image: ]解決済み

・外界開拓の無償援助[image: ]解決済み



「この二つの負債は、とりあえず現状、相そう殺さいするようにして消した。逆に瑞典スウエーデンを外界の開拓拠点とする事で味方につけ、各国も乗り気にさせた。

　──負債は、提示されたとしても凌しのげる。そうする事で皇帝の思おも惑わくを潰つぶし、M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクを救い、私達の味方につけようじゃないか」

　そうすれば、結果が出る。

「──教皇総長に問うのは、それからだ。三河で掲げた問題の答えが出た、とな」

　言って、己は手を一つ叩たたいた。

「さ、難しい話はここまでだ。私達は、勝利のため、大勢の支持を得に行くぞ」
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　鐘が鳴るのを、浅あさ間まは聞いた。

　昼休みの終了だ。準備時間を十分おいてミュンスター講和会議が始まるが、自分は豊ゆたかと共に昼食の現場を片付けるのが仕事となる。

　先程の正まさ純ずみの話が、テンションを上げたのだろうか、皆や、身体からだの空いた島しま津づが率先して手伝ってくれるが、

「……皆、こっちの味方って事なんでしょうか」

　特に島津は、さっきからこっちに居っぱなしで、西側オブザーバ席にいる何匹かも、さっきからこちらを気にしている様子がある。

　集合体であるから、分化していると、一つになりたがるのだろうか。それとも、

「武蔵むさし勢が、居心地良かったりします？」

『おしょくじ？』

　即答された。その言葉の内容は、

　……あ、コレ、うちがいい食事処どころと思われてますね。

　皆、テンション高いからだろう。一種の癒着な気もするが、まあコネは大事だと思う事にする。ただ、片付けつつ、手伝って貰もらいつつ気になるのは、

「ホライゾンが、なかなか起きませんね」

「まだ島しま津づの方、排気してますから、アップデート中であるのは確かですわ」

　それが仕上がるのはいつになるだろうか。そして、

「正まさ純ずみ、準備出来てますか？　必要なら設定の変更などしますが」

「いや、大丈夫だろう。それに、向こうも馬鹿じゃない。仕込んでくる」

　と、彼女が珍しく手袋を外し、空中にはたいた時だ。

『あ──。皆の皇帝だ。ちょっと聞いて欲しい』

　南のベランダ。自分達からすると、左手側の近所の高台に、マティアスが立っている。

　先程、ナルゼの観測術式で幾度か確認したところ、向こうはベランダにテーブルを出して料理を楽しんでいた筈はずだ。その間にいろいろと打ち合わせをしていたようだが、

「いますね……」

　ベランダの奥。そこに、巨大な影があるのだ。

　それがおそらく、この傀かい儡らいの手を引き、K.P.A.Italiaに益を呼ぼうとしている存在。

　自分達は、その相手を知っている。

「ガリレオ・ガリレイ……！　三み河かわ以来ですね！」
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「懐かしいなあ。元教員。──やはりK.P.A.Italiaに戻っていたか」

　教皇総長パパ・スコウラは、もはやベランダ奥の通路から出てきた旧知を見て、呟つぶやいた。

　再会は呉くれの崩落以来だ。

　……大きな負傷は無いようだな。

　連絡など、取り合っていなかったので、どうなったかはそれなりに心配していた。魔神族とは言え、死ぬ時は死ぬのだ。

　だが無事だった。

　とはいえ、ここで話す意味は無い。今は別の勢力となっているのだ。そして、

「教皇総長、──呉を脱出させてくれたのは、彼の術式だと聞いたが？」

「Ｔｅｓテスタメント．、そうだ、スレイマン。呉の崩壊を逃れ、飛ばされた。……そして俺おれは、K.P.A.ItaliaがM.H.R.R.神聖ローマ帝国に乗っ取られた事を知り、外で奪還を誓い、あいつはあいつで、K.P.A.Italiaの中から、皇帝達を傀かい儡らいとする事で俺達の国を一番にしようと思った訳だ」

　だから、

「俺達は、同じ事をしようとしている。元教員と、元生徒だ。それは揺るがんさ、なあ」

　それで充分だ。遠く、こちらが見えているだろうに。

　自分が、無事であり、同じ志を持っているならば充分。

　そういう師弟だ。その事がスレイマンにも伝わったのだろう。

「良い関係だ。──だが、彼がこれからどういう指示をするか、解わかるかね」

「当然だ。現状、K.P.A.ItaliaもM.H.R.R.神聖ローマ帝国も、武蔵むさしには無視されている。また、その一方で、武蔵の交渉力と、外界開拓という事業の魅力は危険だとも解っていよう」

　ならば、する事は一つだ。

「──武蔵の弱体化だ」
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　マティアスは告げた。台本に書いてある内容を、だ。それは、

『武蔵勢に告げよう。──君達は、これから、ミュンスター講和会議を行うのだが、それは大おお坂さかの役えきと重なっているのだったね？　しかし、先程のオスナブリュック会議では、あまりその大坂の役としての魅力が発揮出来ていなかったように思う』

　では、こうしよう。

『──武蔵勢、そちらの交渉役には、M.H.R.R.神聖ローマ帝国皇帝である私の代理人として、〝羽は柴しば勢からの選出〟を頼む。これがヴェストファーレンとしては最後の交渉だ。M.H.R.Rの人々も、一回は、世話になった羽柴勢から交渉役が出て欲しいだろう。──石いし田だ・三みつ成なり君？　どうかね？』







[image: 第四十八章『目の前の圧力者』]
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　三みつ成なりは、困っていた。

　会議場の中心。サイドテーブルを横に置き、正面には、

「あ──」

　明らかに嫌そうな顔をした毛もう利り・輝てる元もとがいる。

　……気まずいですね……。

　石いし田だ・三成。苦手なものは武断派だ。攻撃的な人達は、どうしていつもいつも攻撃的な態度を表に出して周囲を威い嚇かくしているのだろうか。野生動物なのだろうか。答えを知りたくはないが、それはもう別として、今も正面で身を揺らすような輝元の不穏なムーブはやめて欲しい。

　ただ、自分達はここで話し合わなければならない。ゆえに、

「あのう」

「──あ？　何だよ？」

　……うわぁ──。

　引いた。

　駄目ですこれは。馴な染じめない。目を合わせたくないというか、どうにか頑張って、

「は、話し合いをしましょう。そうですよね？」

「Ｔｅｓテスタメント．、そのつもりで来てんだよ。当たり前の事言うんじゃねえって」

　説教された。一応、向こうは、会議のつもりで出ているらしい。だがこっちは数言話すだけで思い切りすり減った感がある。

　この辺り、どうなのだろうか。ちょっと実況通神チヤツトを見てみる事にする。
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・副会長：『おーい、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズから見て、今の輝元、どうなんだ？』

・もり１：『ええ、姫様、上機嫌ですよ？　良い感じではないでしょうか』

・太陽王：『フ、朕ちんに対して程じゃないが、三成君？　輝元には随分と初対面から良い点数を稼いでいるようだね』

・現役娘：『ええ、これはスムーズな交渉が望めそうですわね。いい流れですわ！』
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　……エエ──!?

　三成は思った。周囲の人々、頭おかしくなったんじゃないだろうか、と。

　どう見ても自分は今、絡まれているだろう。

「あ──」

　と、首を傾かしげたりしてこちらを見ている輝てる元もとは、うっかり触れると手が飛んできそうだ。

　下手へたな事は言えないような空気がバリバリ出ているが、これが〝良い感じ〟とはどういう事なのだろうか。

　普通で考えたら、違う。

　たとえば自分は、不機嫌な時には攻撃的になって、機嫌が良い時には攻撃性が下がる。

　だが攻撃的な人間は違う。攻撃的な人間は、不機嫌な時は当然、攻撃的になる。しかし、


・解答：攻撃的な人は、上機嫌になると攻撃性が増す。



　……何ですかコレ……。

　勢いのついたゴリラか何かでしょうか。

・８４８：『あのー、副会長、毛もう利り・輝元と話す時って、いつも、どんな感じです？』

・副会長：『は？　ああ、良い意味で勢いのついたゴリラとか、そんな感じだろ』

　……良い意味で、って、何処どこから出たんでしょうか……。

　ただまあ、目の前に居る人間を見て、己はこう思った。

　……狂ってる……。
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　目の前に居る自動人形を見て、輝元はこう思った。

　……コイツ、頼りねえけど、大丈夫かなあ。

　だが、一応は大罪武装ロイズモイ・オプロ持ちだと聞くし、現羽は柴しばでもあるのだ。

　見た目によらない、というところだろうか。しかし、

　……見た目、どう見てもチビッコだよなあ。

　中等部。否、下手へたすると小等部と言った風ふ情ぜいだ。自動人形と言う事は、実年齢的にはもっと若いとみていいだろう。

　だとすると、こっちがフォローしてやんなきゃいけねえ存在だ。

　手間くせえ。

　まあそこらへんは仕方ねえか、とも思う。大体自動人形は六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの得意技だ。こんなチビッコでも、あたしの方としてはちゃんと一人前として扱ってやらねえと。

　大体、武蔵むさし勢みたいな修しゆ羅らの国に所属する事になるたあ、大変な人生だな。今回もまあ、場違いな処ところに出ちまった、って感じだけど、仕方ねえ。

　何かあったらあたしがフォローするから任せとけ。

　あとはまあ、いつ、話をどう切り出してくるかって事だけど、あー、そこらへんはホント、難しいよなあ。講和条約、皇帝もいきなり振ってきて、コイツもメーワクしてんだろうなあ。もっといい仕事あったろうになあ。あー、何かカワイソって言ったら駄目だけど、難儀してんなテメエ。まあ、口に出して言えねえけどな。何しろあたしのキャラじゃねえし、あー、でも、あー、でも、あー、ちょっと襟えり曲がってんのとか直してやりてえ──。あ──。

「あ──────」
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　また、輝てる元もとの不審な「あー」ムーブが始まり、三みつ成なりは戦せん慄りつした。

　……な、何か来ますか!?　それとも、何かしましたか私!?

・小　姫：『あ、ちょっとちょっと皆さん。いいですかよう。──今。三成様、ビミョーに動き止めて地蔵になってますけど、あれ、不安なムーブです』

　……うわあああああ！　有り難う御座います左さ近こん様！

・ＡｎＧ：『え？　ナリナリって、たまに動き止めて、また不意に動き出す時あるよね？』

・きめえ：『ハングしてるのかと思ってたけど、違うのかしら』

・超正義：『うーん、最適化などを行っている時、ノイズを作らないよう、自動人形のボディを止める、とかでしょうか。自動人形の機構はノイズが多いと思いますので』

・小　姫：『あれあれ？　じゃあ違いましたかよう？』

・未熟者：『Ｊｕｄジヤツジ．、石いし田だ・三成は、武断派に命を狙ねらわれるような事もあったけど、死に際は立派で勇敢な人だったよ。不安とか、そういうのはないんじゃないかな』

　……こ、この人、滅びてしまうと良いです……！

　心底そう思ったが、干渉が入った。

・副会長：『あー、さっきのこっちへの振りもあったし、何かまあ引っかかるんだろう。ちょっと私から輝元に一言送っておく』

　……あ、有り難う御座います副会長！

・副会長：『おーい輝元、──うちの石田だけど、会議の情報量多過ぎてハングや強制リセット掛かってるらしいから、そういう風に見ておいてくれ』

　……ほ、滅びれば良い……！
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「あ────？」

　結果として、更に酷ひどい「あー」ムーブが来て、己は再度戦慄した。

　……じょ、状況が悪化してますよ！

　だが、逃げてはいけない。講和会議なのだ。

　……そうです！

　考え方を変えよう。講和会議さえ終えてしまえばいいのだ。

　会議を終えれば、目の前のムーブから逃げられる。だから、

「え、ええと……」

「おお！　Ｔｅｓテスタメント．！　どうした!?」

　いきなりのゴリラ圧に死に掛けたが、己は言葉を作った。

　講和会議を最速で終える台詞せりふ。恐らく統計的に見て完かん璧ぺきだと思えるそれは、

「じゃ。──そんな感じで一つ」

　手を上げ、背を向ける。
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「お、おう」

　と、輝てる元もとは手を上げ、返答とした。そして、背を向けて武蔵むさし勢の方へと歩いて行く三みつ成なりを見送って、

　……あれ？

・元ヤン：『……何かいきなりなあなあになったんだが、……誰だれか、武蔵とそんな打ち合わせをしてたっけか？』

・もり１：『──姫様』

　オブザーバ席から、Mouri-01が笑顔で言葉を送ってきた。

・もり１：『だめです』
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・元ヤン：『オイコラアアアアア！　武蔵勢！　何考えてやがる！　うちの利権をゼロ査定で済ませる気かテメエら！』

・副会長：『あれ？　そっちで話まとめてたんじゃなかったのか？　正直〝やるじゃないか石いし田だ！〟って、そう思ってたんだが』

・元ヤン：『馬鹿野郎！　逃がすんじゃねえぞ！』

・金マル：『……この小汚い遣り取り、国際公会議の記録として残すのかな？』
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「おい！　待てコラ！」

　待つ気は無い。三成は走って逃げようとした。

　だが前を見ると、武蔵勢の皆が腰を低く、両腕を左右に広げてバリケードを組んでいた。

「ちょ、ちょっと！　どっちの味方ですか！」

「いや、石田、ちゃんと交渉してこい！　そうでなければ敵前逃亡と見なす！」

　すでに逃亡してるんですが、という言い訳は利かなさそうだった。

　……うーわー。

「三みつ成なり様！　頑張るですよう！」

『三成君！　君ならスマートに終了出来ます！』

　左さ近こんと大おお谷たにに言われては仕方ない。

「ナリナリ──？　まあ駄目だったとしても駄目だから、気にすんなヨ──」

　急に帰りたくなってきた。

　だが、既に疲労度マックス状態で元の位置に戻ると、輝てる元もとが吐息した。

「別に取って食おうなんてこた考えてねえよ。安心しろ」

「あ、Ｊｕｄジヤツジ．、その辺りは副会長から聞いてます」

　は？　と輝元が首を傾かしげた。彼女は、サイドテーブルを手指の爪つめで軽く叩たたきながら、

「本ほん多だ・正まさ純ずみが？　何？　あたしの事、何て言ってたんだって？」

　あ、Ｊｕｄ．、と再び己は言った。

「──良い意味でゴリラだって」
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・元ヤン：『おいコラアアアア！　誰だれがゴリラだこの野郎！』

・副会長：『いや、待て待て、実際はもう少し言葉を装飾していた。インパクトの強いところだけ抽出してヘイトに繫つなげるのは誠に遺憾である！』

・元ヤン：『……はあ？　褒め言葉としてゴリラって、何だよ、ソレ』

・副会長：『いや、ゴリラは、ほら、人より遙かに優れた処ところがあるだろう』

・元ヤン：『たとえば？』

・副会長：『握力とか』

・元ヤン：『結局パワーじゃねえかこの野郎!!』
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　ふむ、と実況通神チヤツトを見ながら、エクシヴは頷うなずいた。

「輝元にはいい友人が出来たようだね。正直、朕ちんの太陽による魅力があれば何も不要であろうが、やはり話す機会や種類が増えるというのはいい事だ。朕も見ていて楽しい」

「ふふ、姫様にそれを言うと、また木刀でぶん殴られますよ」

「フ、それが愛の深さだ……！　輝元に友が出来、それを愛めでる事でまた朕にも愛が返ってくる！　まさに愛の循環！　太陽と月の巡りのようだ！」

　会議場から木刀が飛んできてヒットした。
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　当たったか、と己は手て応ごたえを感覚した。

　久しぶりで、慣れない場所だったが、やはりほとんど無風の現場は違う。やるじゃねえか、あたし、と思って、まばらな拍手をする三みつ成なりに拳こぶしを握っていると、

「コラ。──真剣に会議を進めなさい。いいですね？」

　南のバルコニーから、司会直じき々じきに[image: ]しかられた。
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「あ──────」

　という輝てる元もとのムーブに、三成は思った。

　……あっ、嫌気さしてますね!?

　今回は何となく解わかる。だがまあ、それもそうだろう。流石さすがに、自分達の敵であるK.P.A.Italiaから説教など、恥というものだ。

　とはいえその責任の一端はこちらにもある。なので、

「ええと、……どういう風にしましょうか」

「ああ。──安くなんね？」

　……そんな、八や百お屋やで野菜買うような物言いされましても。

　山やま崎ざきの合かつ戦せんで武蔵むさし勢は八百屋だったから、それでいいんだろうか。よくない。

　とりあえず小さく手を上げ、探っていく事にする。

「瑞典スウエーデンが出した講和の条件。あれを参考にされますか？」

「うち改派プロテスタントじゃねえからなあ」

　まあいいや、と輝元が表示枠シーニヤカドルを広げた。


・改派の神奏と行動の自由[image: ]いらねえ

・旧派カトリツク領邦の完全割譲

・M.H.R.R.神聖ローマ帝国生徒会、総長連合の選出権限[image: ]面倒過ぎる

・金銭

・外界開拓の無償援助



「まあこんなところだろ。〝改派の神奏と行動の自由〟がいらねえのは、うちは改派じゃねえからな。いらねえ、ってか、適用無理だ」

「じゃあ、〝M.H.R.R.生徒会、総長連合の選出権限〟が面倒過ぎるっていうのは……」

「他国の生徒会と総長連合に、自国の連中を貸し出せるか、って事だろ？　かつて露西亜ロシアが王不在の時に他国から王を借りたように、指導者を外部からのレンタルってのは、意外とある。外部から呼んだ方が国内有力者の権力争いを逃れられるし、トップが外の技術や知識を持ってるってのは大きいからな」

　だけど、

「うちは国軍も持ってて、国家としては最先端だ。それは中央集権の成果であって、今後領邦国家となるM.H.R.R.神聖ローマ帝国とはそぐわねえ。各領邦に人員を派遣出来る訳もねえし、かといって一部の領邦に派遣すれば、M.H.R.R.内の権力闘争そのものになっちまう。

　それは避けねえと、ろくな事にならねえ」

　という輝てる元もとの言葉を聞いて、己は思った。

　……この人、政治の話が出来るじゃないですか……！
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　よく考えたら輝元は生徒会長だ。当然と言えば当然だが、キャラがちょっと想定外だった。

　ゴリラじゃない。

「インテリゴリラ……」

「何か言ったか!?　ああ!?」

「いえいえいえいえ、言ってないです。驚きが漏れただけです」

「栓せんしとけ。いいな？」

「あ、Ｊｕｄジヤツジ．、で、ええと……」

　言いつつ、何か、思考関係に芯しんが入った感を得た。人工の知能で、未熟だが、方向性が決まれば機能は十全として動くのだ。

　……話せる。

　なので、まずはコンセンサスだ。

「安全なところから詰めましょう」

　安全という意味は、向こうにもよく解わかっているだろう。

・元ヤン：『コレも使うか？』

・８４８：『コレも使います』

　実況通神チヤツトの相互設定は出来ている。自分達だけで話す事も可能だが、ここは武蔵むさしが味方を増やすための場所だ。

「なるべくオープンで」
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　おや、と片かた桐ぎりは会場の空気を異質に思った。

　明るいのだ。

　これまでの会議は張り詰めたものや、探る感があったが、今は違う。

　毛もう利り・輝元を相手に、三みつ成なりが言葉を交わし、要件を詰めていく。

　外界の開拓が、話題のメインだ。

「──瑞典スウエーデンとは、金銭の問題を外界開拓の無償援助に置き換えました。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズはどのようにいたしますか」

・８４８：『──瑞典スウエーデンの議論をなぞります』

・元ヤン：『何でだ？　時短か？』

・８４８：『いえ、皇帝の介入を避けるためです。副会長は瑞典との交渉の際〝旧派カトリツク領邦の完全割譲〟については放置としました。ゆえにこの件については、皇帝が〝指示〟をしてくる可能性がありますし、私達と皇帝の対決は、この分野になると考えています』

「じゃあ瑞典をなぞる形で行ってくれ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、では、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが不要と考えたものを除外していくと、やはり〝金銭〟の話になります。が、金銭的な支払い能力は疲弊したM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派にはありません。ただし──」

　三成が言う。

「〝外界開拓の無償援助〟は、武蔵むさしにとっても厳しい手です。開拓を援助するといっても、相手国の開拓規模が解わかりませんから」

「言っておくけど、うちは瑞典より国民多いぜ」

「だとすると、無償援助は出来ません。約束しても、保証が出来ませんし、行う場合、時限式にしてもその期間が著しく短くなるでしょう」

・元ヤン：『マジかよ』

・８４８：『マジです』

「早いもの順？」

「いえ、国土面積と地勢もあります」

　三成が、表示枠サインフレームを出した。それは外界の欧州概要図で、

「六護式仏蘭西の国土は広いんです。瑞典が四十五万平方キロメートルだとしたら、仏蘭西は六十四万平方キロメートルもあります。更には瑞典が氷河に削られた急きゆう峻しゆんな土地である一方、六護式仏蘭西は平地が多いので、開拓面積は二倍近い差が出るでしょう」

「スゲーな六護式仏蘭西」

　六護式仏蘭西のオブザーバ席で、自動人形達が一斉に立ち上がって拍手した。

「こ、この場合は駄目なんですよ……！」

　更には、と三成が言葉を重ねた。

「開拓を考えた場合、西回りだと、欧州に入るには中東から入る場合と、上越露西亜スヴイエート・ルーシを通して北部の海から入る場合の、２ルートが想定されます。

　一方の東回りだと、大西洋からの１ルートですね。

　──で、これら３ルート中、六護式仏蘭西が早期に必要となるのは中東から地ち中ちゆう海かいを通して欧州に入る場合だけです」

「今のところ、３ルート中、一番現実的なのは？」

「極東の西、清しんの土地である大陸側の沿岸部を北へと開拓し、太平洋北岸沿いに大規模な橋きよう頭とう堡ほを作りつつ、東回りで新大陸経由を狙ねらう事です」

・元ヤン：『遠くね？』

・８４８：『海は高度差がないので、余計な要素が少なくて航空艦にとっては楽です。外洋だと気流の荒れもありますが、それは地上側でも変わりませんし。寧むしろ地表に居住地域がないため、音の対策で上昇する必要がありませんから、揚力効果を使って──』

・元ヤン：『なげ──よ』

「海が楽です」

「スゲー解わかり易やすくて素敵だぜ」

　早い。

　……聞き直しがほぼ無いから、〝確認〟がないですね。

　実況通神チヤツトを重ねての、高速の遣り取りだ。

　だが二人とも、楽しそうだ。会話に無駄がなく、お互いの目的をお互いが解っている。

　解決方法は順序立てて説明され、不可能である場合も、何故なぜかを明確にする。

　そのような交渉を打ち合うように続ける三みつ成なりを見て、ふと、己は思った。

　……羽は柴しば様。
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　否、と己は思った。目の前に居るのは三成だと。

　この前までは形式的に羽柴だったが、この頃ごろはまた、三成なのだ。

　羽柴とは違う。

　羽柴は本当に、話し下手べたで、要領を得ない事も多く、しかし、

　……こっちの話を全部聞いてくれたなあ。

　そしてまた、

　……こっちに対して、言葉を尽くしてくれましたよね。

　かつての未来で、母がそうだった。

　今の母もそうで、面影として近しいものを感じているのかもしれない。

　その上で、今、三成が、彼女のまま、羽柴に己を錯覚させる。

　言われる事を聞き、言葉を尽くす。

「何というか……」

　子は親に似るというが、三成の親は確かに羽柴だろう。

　キャラとしては違う。だが、他人に対しての部分では、

「……受け継ぐものですね」
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・ＡｎＧ：『カッキーが、空中ポエムを始めたよ……？』

・金マル：『あー、あるある。やってるのいるよね、たまにね』

・現役娘：『たまに!?　たまにポエムを、書くんですの!?』

・黒　狼：『あの、大御母様？　発音が？』

・銀　狼：『そういう時はハードヒットでツッコんでいいんですのよ？』
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　三みつ成なりは、一つ学んだ。

　……人は見かけによりませんね！

　攻撃的な人間であっても、まともな話が出来る。これは自分にとっては大きな発見だった。

　というか自分の襲名先は、羽は柴しばの死後に武断派と思い切り仲が悪くなったという話がある。それによって、関せきヶ原はらの際に、離反を生み、味方になってくれる人も少なかったのだと。

　だが、どうなのだろう。

　……今の三成である私は、武断派の人達とも、話を出来ますね……。

　否。かつての石いし田だ・三成は、義理や政治的な面からの衝突でもあったろう。ならば、

「義理は立てます。政治的な面からの解決も、しっかりやっていきましょう」

「言うじゃねえか石田・三成。──関ヶ原ではラスト、いいダッシュだったぜ？」

　……あ。

　この人は〝毛もう利り・輝てる元もと〟だ。ちょっとキャラがキャラなので忘れていたが、

・８４８：『西軍仲間ですね』

・元ヤン：『テメエが引っ張り出したんだぞ？　憶おぼえておけ』

「じゃあ、コネとして、ちょっと有利な提案をします」

「講和として、金銭と、外界開拓の無償援助の代わりになるものがあんのか？

　相当にデカいものじゃねえと駄目だぞ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、こっちとしても、大きな賭かけというか、商売的に提案します」

　それは、

「──外界開拓。欧州において、武蔵むさしは常に最初の寄港地を六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとします」
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　フアナは、三成の提案に顔を上げた。

　……これは──。

「異議あり！」

　言う。席を立ち、即座に言葉を重ねる。

「これまでの話では、三征西班牙トレス・エスパニアと阿蘭陀オランダ、瑞典スウエーデンを欧州北部の開拓拠点とし、六護式仏蘭西を地ち中ちゆう海かい方面の拠点にする、という計画でした。

　それが六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズを中心とした場合、これまでの拠点候補は意味を失います！」

『あ──』

　と、瑞典スウエーデン側でも、整備を終えて戻って来た武神の肩上で、アクセルが手を上げる。

『うちが損になるなら駄目だヨ──？』

　阿蘭陀オランダも、同様という意味で手を上げた。ただ、

　……英国は動きませんね。

　島国として独立している英国は、武蔵むさし側の提案を静観している。何か策はあるのか、それともこちらの抗議への便乗で充分と考えているのか。

　ともあれこちらは異議を立てる。

「──六護式仏蘭西への先着を義務とする場合、それに対する損失の補ほ塡てんを御願いします」

「ではこうしましょう」

　三みつ成なりが、手を上げる。

「──六護式仏蘭西開拓地で生産された食糧は、その貿易の一番手において、三征西班牙トレス・エスパニアと瑞典、阿蘭陀、英国に優先権を与えるものとします」

　更に、

「三征西班牙と瑞典と阿蘭陀、英国から、六護式仏蘭西は、お互いで決めた指定品目の一方的輸入を行うものとします」
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・２ｎｄ：『これは面白い方法で来たね。四者バランスの競争だ』

・妹の兄：『……どういう事です総長？　我が国への利点は？』

・ふあな：『我が国への利点は、あります。食糧供給の低価格化と最速安定化です』

・風呂無：『ん？　ンン？』
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　実況通神チヤツトでは解わかりにくい。ゆえにフアナは先程まで展開していた欧州概要図を出した。

「我が三征西班牙は平地が多い一方で河川が乏しく、ほとんど荒野です。

　瑞典は急きゆう峻しゆんな地形が多く、阿蘭陀は農業大国となる前に大規模な干拓が必要となります。

　一方で六護式仏蘭西は肥ひ沃よくな平地が多く、開拓当初から農業が盛んとなるでしょう」

　これはどういう事を示すか。

「私達の拠点は、拠点クラスの補充があれば充分です。

　しかし拠点をそれ以上に発展させ、都市化していくには、まず食糧が必要です。これを現地調達する事は可能ですが、貿易で加圧すれば、早期安定、人口の拡充が狙ねらえるのです」

「……供給の安定が前提となるけど、そこに六護式仏蘭西を頼る訳だね？」

「Ｔｅｓテスタメント．、しかし六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは、当然、商売になりますので、その価格をつり上げます。そうなると私達の開拓は間接的に支配されるので、私としては、水産資源や荒れ地でも栽培出来る作物をベースに食糧問題を解決するつもりでした」

　あ、とフローレスが声をあげた。

「このところ、いろいろと栽培してるの、そういうためだったんですね……！」

「……何だと思っていたのです？」

「いやあ、総長の趣味の園芸の延長とか、国の経済ちょっとでも潤そうとか」

　後者は確かにそういう意味があった。前者は知らん。だけど前者推しだったら、おじさんともうちょっと接点出来ていただろうか。

　だが今の提案で流れが変わった。

「六護式仏蘭西に武蔵むさしが先行して着港する事を認めた場合、私達は六護式仏蘭西から食糧を安価に大量輸入出来ます。これにて、現地での食糧調達はある程度軽減される他、食糧の輸送も武蔵プラス輸送艦隊規模で供給出来るので、時限式だとしても、充分な利点があります」

「Ｔｅｓ．、どちらにしろ、武蔵が来たら補給して貰もらわないといけないけど、武蔵から補給して貰う場合、それは新大陸か、下手へたすると極東からの便で、輸送費高くなるんですよね、と。

　でも、六護式仏蘭西は隣国なので、地ち中ちゆう海かいか北部の海経由なら安くなります、と」

「Ｔｅｓ．、武蔵が先に六護式仏蘭西を訪れたとしても、輸送費の軽減などで、充分に元がとれると思います。更には──」

　更には、

「この提案を利用して、拠点の都市化を進めれば、順次食糧事情が改善すると同時に、三征西班牙トレス・エスパニアの開拓地で生産した製品を六護式仏蘭西に〝買い取り〟させる事が出来るのです。

　時限式の期限次第ですが、少量の輸入費よりも、〝買い取り〟させる利益が上回れば、六護式仏蘭西に先着されても問題ないですし、その時には、──武蔵に頼る事なく外界開拓が可能になっていると思います」

　つまりこれは、どうなるか。

　既に答えを決めたように頷うなずいている総長と視線を合わせ、己は言った。

「西せい仏ふつ戦争も始まりますが、その際の〝恩着せ〟として、武蔵の提案をのむのも有りだと考えます。どちらにしろ、私達の外界拠点運営次第でしょう」
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　ウィレム二世は、生徒会の役職者からあがるレポートを読んでいた。

　皆、阿蘭陀内の各市長だ。彼らの報告によって解わかるのは、

　……阿蘭陀オランダは、やはり小国だな……。

　ゆえに外界の阿蘭陀を開拓の拠点化して貰おうと考えていたのだが、

「総長、……六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに武蔵むさしが先着すると、うちは埋もれてしまうのでは？」

　会計役の女子の言葉に、己は思案した。

　……確かにな。

　北東には瑞典スウエーデンもあるのだ。大国と強国、二つに挟まれた独立直後の国など、開拓の力も弱く、まず何より、武蔵の援助が必要だろう。

　ただ、手元には三征西班牙トレス・エスパニア側からの見地も来ている。そして幾つかの示し唆さを見ながら、己は気付いた。

「……改派プロテスタントを利用するのだ」
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　ウイレム二世は気付いた。

　外界の開拓において、欧州の拠点となる三征西班牙と六護式仏蘭西は旧派カトリツクだ。

　対し、英国と阿蘭陀オランダ、瑞典は改派である。

　そして小国である阿蘭陀は、ほぼ無力な開拓地を持つ事になってしまうが、

　……そうか。

　そもそも、無力な開拓地を拠点に指定された段階で、気付くべき事があった。

「外界の阿蘭陀を、改派、旧派の中立的交易拠点として開放する」

　つまり、

「阿蘭陀は無力だ。だから他国に門戸を開き、他国の富をもって開拓を進める。

　古くからの大国、強国は己の〝派〟によって制限をされるが、独立したばかりの改派国家で、瑞典と同じく〝領内の各派は自由に行き来と行動を出来る〟とすれば、新進の中立地だ。

　各国の拠点は補給などを行う場だろうが、うちは外界交易の拠点となろう。

　そして参加する国家の金で、開拓を進めよう」

　そうだ、と己は、表示枠サインフレームを叩たたいた。外界の欧州概要図を見れば解わかる。

　……これだ！

　地勢だ。

「西にある六護式仏蘭西は農業、食糧。だが旧派だ。

　北東にある瑞典は鉄工や建築。だが改派だ。

　この二つを中間で結べる私達が自由都市を宣言すればいい。

　この場合、武蔵が先に六護式仏蘭西に入り、安価で仕入れた食糧を持ってくる事に、大きな意味がついてくるぞ……！」

「総長……」

　会計が、口を横に開いてこう言った。

「……何か、キャラが変わりましたね」
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「瑞典スウエーデンも、問題はなかろうな」

　と、巴ともえ御ご前ぜんは顎あごに手を当て呟つぶやいた。先程から姿勢はずっと思案対応のままだが、仕方ない。

　……M.H.R.R.神聖ローマ帝国の領地割譲が、放置のままだからな。

　これは後に皇帝が指示を出してくる。

　そのつもりで構え、今は他国の動きを精査した方がいい。そんな判断で見ていると、

「巴御前。……瑞典は、この提案、問題が無いのですか？」

　ゲーリケの言う通り、瑞典側に動きはない。だが、

　……聞いているか。

　アクセルが、生徒会や委員会の言葉に顔を向けている。対する彼らも、首を傾かしげたり、頭を抱えたりしながら、表示枠サインフレームを出し、場合によっては流体の模造で作ったブロックを色違いで並べ、重ねて、

『そういう事かヨ──』

　おおお、と拍手が起き、説明していた学生が皆に背を叩たたかれる。

　きっとこれまで、無かった事だ。

「アクセルは古株で、歴戦であるが故に、……しかし役職者や委員会の面々は世代交代をし、知らず知らずと〝尊重〟という溝が出来ていたのであろうな。クリスティーナが瑞典に行こうとしなかったのも、瑞典側から招集を目立って行わなかったのも、そういう〝悪い気遣い〟の部分が多分にあるのだ」

　そして今、瑞典から異議は出ていない。

「やはり問題は無い、と判断しているようですね、巴御前」

「瑞典の立地のせいだ。瑞典は欧州の北東。武蔵むさしが東回りで大西洋から来るならば、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに先に寄られても問題は無いし、これは西回りでも中東経由ならば同じ事だ。

　瑞典が、武蔵の先着を望むのは、西回りで上越露西亜スヴイエート・ルーシを経由する北回り航路の時だけとなるが、ここを利用出来るのは年に何度あると思う？」

「武蔵が北回り航路を利用する機会は、まず、無いと？」

「少なくともメイン航路にはなり得ない。瑞典としては、クリスティーナが武蔵にいるのだ。もしも北回り航路を使用する際、限定的に瑞典優先と出来ないかどうか、クリスティーナを通して武蔵、六護式仏蘭西と交渉してみる、というところであろうな」

　……この場合、瑞典は、六護式仏蘭西同様に、他三国に対し、鉄工や造船を割引で放出すると、そのように持ちかけるか。

　これは、他三国が同様の手て筈はずとなっても応用が利く筈だ。

　……三みつ成なりも、荒っぽい割に、使い勝手のいい手を用いてきたな。

「他の国を信頼し過ぎなのが、育ちの良過ぎる証拠ではあるな」

「……は？」

「三みつ成なりは優秀だが、甘いと言う事だ。それに──」

　それに、

「この状況で、最も得を取る国。それが、武蔵むさしにとって最初の交渉国であり、最初の友好を結んだ国というのは、しかしよく出来ているな。ここは褒めよう、石いし田だ・三成」
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「──そうだな。褒めてやろうか、石田・三成。どうだ皆？　本土の連中が、勝手に、英国のために働いているぞ？」

　と、妖精女王は小さく告げて苦笑した。

　眼前。ダッドリーの展開した欧州概要図を見て、こう思う。

　……いい所作だ。

　未来が明るい。何故なぜならば、

「武蔵が六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズを最初に訪れようと英国は構わぬ。英国は島国で離れている以上、一番手には選ばれぬ国だからな。逆に、食糧や〝買い取り〟交渉があるだけでプラスだ」

　更には、と妖精女王は言葉を継いで椅い子すの肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえをついた。

　ダッドリーが飲み物のグラスボトルを渡してくるのを受け取り、

「新大陸からの輸入品を蓄える三征西班牙トレス・エスパニア。

　食糧を蓄える六護式仏蘭西。

　鉄工と造船などを展開する瑞典スウエーデン。

　それらを統合出来る市場を持つ阿蘭陀オランダ。

　──それら全てに等しい距離でアクセス可能な英国は、何もせずに莫大な市場を手に入れたぞ。更に武蔵は六護式仏蘭西との有利な貿易を確約してくれる」

「ぎょふのり──」

「ノリノリだなセシル！」

　椅子に座ったまま、横のセシルとハイタッチ。視線を前に返すと、逆側にいるダッドリーが、翳かざしていた手を引っ込めるところだったので、これも強引にハイタッチ。

「照れるなダッドリー！　これも何も、あの夜からだ！」

「あああ、あの夜と言いますと？」

「貴様達がだらしなく武蔵の連中に道を通し、しかしそれによって英国の未来が開けた夜だ」

　不思議なものだと、妖精女王という二つ名を持つ者として思う。

「全く。──あの夜が、ここに繫つながるなどと、誰だれが思おうか」
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　無茶苦茶な繫つながりだな、と輝てる元もとは思った。だが、

　……このチビッコ、無茶しやがる……。

　正直、三みつ成なりが提示したのは、穴がある提案だと思う。何しろ時限式にしても、各国の経済状況などから個別提案にすべきだが、そういう事が一切決まっていない。

　しかし、どの国も、それらを自分で考えられる力があったり、指導者がいる国だ。

　穴は自分達で、有利になるように埋めてくる。

　だが、好き勝手は出来ない。

「英国は別として、三征西班牙トレス・エスパニアも阿蘭陀オランダも瑞典スウエーデンも、〝一番の優先〟ではあるが、〝どの国にまず武蔵むさしが寄るか〟は定かじゃねえんだな」

「Ｊｕｄジヤツジ．、でも常識的に考えましょう。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに武蔵が到着した時、六護式仏蘭西と各国が食糧貿易の交渉を開始します。その時、早く終わった国から、武蔵が順に向かうようにします」

　それはどういう事か、自分は答えた。

「値切らず、あたし達の言い値か、それより高くでまとめた方が、早く交渉が終わるわな」

「Ｊｕｄ．、そういう事です。六護式仏蘭西に気を付けて頂きたいのは、関係を保つため、以後の他国との交渉でも、基本、それ以下に値段を落とさないようにして下さい。

　だから無理なつり上げは危険ですが──」

「まあ、在庫が潤沢な時の客だ。相場よりは安くなる。こっちは、その後の在庫の獲得権で争いが起きないよう、確約分の定期契約など結び、固定客を作る事にするさ。あとは四よん国ごくからの〝買い取り〟を中間貿易すりゃ、充分元は取れる」

　荒っぽいが、悪くない。

　お互い、アレンジを掛けて行く余地はあるのだ。ならば、

「時限式にして、一世代元げん服ぷく分、ちょっとサービスして二十年くらいか。それが終わるまでには、余剰生産で二次生産物市場を構築しておきたいところだぜ」

「二次生産物？」

「酒だよ。二十年もすりゃ、開拓第一世代は自分達のした事を誇って祭にしてるだろうさ。そこに開拓地で生まれた酒があればいい」

「…………」

「何だよ？　その顔」

　いやあ、と三成が言った。

「攻撃的でゴリラで酒飲みとか、最悪な要件が揃そろっているんですけど、インテリであるってだけで見逃しが利くのは凄すごいですよね……」

「喧けん嘩か売ってんのか馬鹿野郎……！」

　ただまあ、気になる事がある。

「おい。解わかってんな？　四よん国ごく、大体これで納得のようだが、──あたしがこれでいい、って言ったら、どうなるか」
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・副会長：『この講和条件が認められれば、〝金銭〟と〝外界開拓の無償援助〟の代わりとなるものが成立する。言うなれば〝武蔵むさしの欧州到着の先着は六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとなる〟か……』

・銀　狼：『ですけど、この決定は、……放置案件のトリガーですわよね？』

・□□凸：『Ｊｕｄジヤツジ．、オスナブリュック会議で放置としていた〝旧派カトリツク領邦の完全割譲〟が、これからの議題となります』

・ウキー：『つまり傀かい儡らい皇帝が、皇帝として〝その指示〟を出してくる、か』
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「あの」

　とアデーレは小さく手を上げた。

「皇帝は、こっちに対して、今、キツイ講和条件を投げてきていますよね？　そしてこっちは、それを各国間の利益に出来るよう、置き換えたり誘導して凌しのいでいます」

　ここで一つ、疑問が出る。

「皇帝はこっちを潰つぶそうとしてるように見えますが、もし、自分達が凌ぎ切ったら、どうなるんですか？　皇帝は、こっちを認めてくれるんでしょうか」

「残念ながら、それは無い。バルフェット」

　何故なぜか。その答えを副会長が告げた。

「皇帝は、M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派から逃げたんだ。外のK.P.A.Italiaへと、だ。

　だが皇帝は、私達に負債を被かぶせ、放逐する事で、M.H.R.R.を護まもろうとした。

　これが、皇帝が外に逃げた大義名分だな。しかし……」

　しかし、

「私達が凌ぎ切ってしまうと、皇帝は私達を放逐出来なくなる。そしてそうなった場合、皇帝はM.H.R.R.に戻ってくる事が出来なくなる。──M.H.R.R.の民は私達を支持するからだ」

「それって……、自分達が凌げなくて食らった場合、皇帝はそれをこっちの失態にして、M.H.R.R.に返り咲こうって事ですか」

「まあそういう事だ。だから皇帝とは相容れないんだが、こっちとしてもそんな仕込みを食らう訳にはいかん。凌ぐだけ凌ぐ方針で行く。それに──」

　と、そこまで言って、副会長が口を噤つぐんだ。何かと思えば、彼女は三みつ成なりを見据え、

「……ここからはハードな展開だ。石いし田だが何処どこまで凌しのげるか。必要なら私が出る事も考えておかないと駄目だろうな」

「──戦争に持ち込むんですか？」

　自分以外も副会長に同じ目を向けたのに、自分だけが冷たい視線返されるの何故なぜですかね。

　と、その時だった。

　南のバルコニーから、声がした。一歩を前に出た皇帝の言葉だ。

「──良い結果が出たようだね？」
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「──六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ、そして羽は柴しば君、大体話はまとまったようだ。

　目下、連続してM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクが受けるであろう苦難を、見事に分散してくれている。

　では、そんな優秀な君達に、最後の問題を預けよう」

　一息。

「〝旧派領邦の完全割譲〟。──これについて、話をして貰もらおうか」







[image: 第四十九章『並び場所の圧力者』]
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　三みつ成なりには、思案があった。

「──まず、言わせて下さい」

　これを前置きに、己は言葉を作る。

「〝旧派カトリツク領邦の完全割譲〟と言っても、これは講和条件として提示されただけであって、交渉によって緩和が可能なものです。絶対として、決定したものではありません。

　そして、これが大事ですが、──歴史再現としては、神代の時代、どの地域が割譲されたのかは明確になっています」

　……落ち着いていきましょう。

　発言に揚げ足をとられてはいけない。だから歴史再現の内容を説明する体で行く。

　正面。輝てる元もとがこちらを見て頷うなずいた。

・元ヤン：『いけてるから安心しろ』
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『いけてるるるるるるてるるる？』

「あー、ちょっと今、羽は柴しば様二代目が会議中だから静かにしてくれな？　刑部おさかべ姫ひめ」

　刑部姫がシートに座らないスタイルなので、あからさまに目立つ。なので池いけ田だはなるべく後ろの席に座っていたのだが、

　……後ろは意外に薄暗いから、光る刑部姫は目立つな……。

　刑部姫は姫ひめ路じ城じようのＯＳだ。本体は補修中とはいえ、最新鋭艦のＯＳが表出しているというのはレアなのだろう。各国が遠間に撮影しているのが解わかるが、見ていると、ふと後ろに島しま津づが来た。刑部姫が気になるようだが、こちらの感想は、

　……世界観が自由だ……。

　そんな事を思って、草の獣を興味本位で触れていると、会議場で羽柴の声が響いた。

「──では、歴史再現としての事実を見ます」
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「ここで、オスナブリュック会議と、このミュンスター講和会議の補正も含めて、歴史再現の内容を確認、必要ならば調整を行いましょう。まず、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズです」

　三成は、M.H.R.R.神聖ローマ帝国の概要図を出す。

　M.H.R.R.は、六護式仏蘭西とまではいかないが、六角形に近い形をしている。

　その西側、やや南に位置する地域があるが、

「この位置、アルザス、ロレーヌと呼ばれる山さん渓けいを、M.H.R.R.は六護式仏蘭西に割譲します」

・現役娘：『六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズにとっては東側の山岳地帯。ここが領土となると、ひょっとして私の治める森が拡大すると、そう考えていいんですの？』

　だとすると、完全に不可侵の地域が出来上がる事となるが、この辺りもまた会議後交渉で詰めていく事になろう。ともあれ今は、私見を挟まず、次に行く。

「次は、瑞典スウエーデンです」
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　三みつ成なりは、M.H.R.R北部の各都市に赤いマークを付けた。それは大別して二つあり、

「独逸ドイツ北東部ポンメルン、そして北部中央ブレーメン、……ハンザ同盟の時代から続く、二大地域です。外界では間にユトランド半島のデンマークが存在していますが、それを挟む形でポンメルンは東のバルト海に面し、ブレーメンは西の北海に面しています。

　これにより、瑞典は飛び地ながら、バルト海の覇は権けんを握り、北海から大西洋方面への出口も得た、という事になりますね」

　さて、と己は言った。

「このように、M.H.R.R.は、北部側と西部側を瑞典と六護式仏蘭西に割譲しますが、これは歴史再現として護まもるべき内容だと考えます。──つまりこの割譲は必須の案件です」

・元ヤン：『おいおい、一気にそんな要所を割譲して大丈夫か？』

・８４８：『大丈夫です。何故なぜなら──』

「この割譲は、外界においては〝もう済んだ事〟として再現されるからです」
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「──世界の再構築を、こういう形で提示してくるとはね」

　というスレイマンの言葉に、不ふ破わは妙な新鮮を感じた。

　相手は総長。まあ自分も会計だ。なので物もの怖おじはせずに、

「再構築？　何か格かつ好こいいですけど、どういう事です？」

「ふむ。──いいかね？　これから各国が外界を開拓するとする。その時、世界の版はん図とはどのような形になっていると思うだろうか。んン？」

「……そりゃ当然、このヴェストファーレン会議で決まった形ですよね。だって、この会議で、各国の国境なんかも確定……」

　と、そこまで言って、己も気付いた。

「……外界では、この講和条約で決まった形からスタートされる、という事ですね？」
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　Ｔｅｓテスタメント．、とスレイマンが満足げに頷うなずくのを、不破は見た。

「いいかね？　つまり外界では〝割譲する〟という経過を経ない。〝割譲した〟という過去を経たところがスタートラインになるのだよ。うん。──この場合、割譲地の、たとえば利権や財などは無関係だ。だって、〝そういう状態だった〟からスタートなのだからね」

「ゲームみたいですね……」

「世界は全て、政治のゲームだよ。不ふ破わ君」

　呼ばれ、ちょっと総長を見直す。P.A.Oda内のムラサイ勢力。その大版はん図とを作ってきた男が、このマイナーとも言える襲名者を憶おぼえてくれている。そして、

「総長からみて、この再構築は有りですか？」

「有りだねえ。──何故なぜなら、P.A.Odaとて、現状、織お田だの戦力が瓦が解かいし、内部を再構築しなければならない。しかし、外界のP.A.Odaなら、かつて織田の戦力があった事なんて無視出来る。同様に、国内の勢力問題を仕切り直し出来るので、随分と楽になる国は多いだろうね」

　そう。

「これは国内だけとは限らない。小さな事で、隣国と衝突をずるずる繰り返している国にとっても、仕切り直しの再構築となるだろう」

　ならば、と己は肩から力を抜き、こう言った。

「──もはや多くの国が、外界開拓を望みますね」

「何故かね」

　問われ、病院でこちらに迷惑掛けている馬鹿を、己は思った。その人の事を、元上役に言う気は無いが、だから言い方を選ぶ。

「──歴史再現で、私、要らん迷惑掛けられていますので」





●






　三みつ成なりは、述べた。

「これは、……もう一つの、創世計画です。外界に行く事で、一度、歴史再現で生まれた関係をリセットします。……とは言っても、本当の創世計画のように、それ以外の関係を根本までリセットする訳じゃありませんけど、でも、でも、ええと……」

・元ヤン：『頑張っとけ』

・８４８：『Ｊｕｄジヤツジ．！』

　言った。

「歴史再現に、ちょっと面倒くささを感じてる国、スッキリするかもしれませんよ？」
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・元ヤン：『……頑張れと言ったが、そこまでテキトーにしろとは言ってねえぞ？』

・８４８：『な、何か台無しに来てますよね!?　ね!?』

・副会長：『西軍組は息合ってんなあ……』
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　周囲の空気が、緩やかにざわめきを持った。

　四方も八方も。多くの者達が顔を見合わせたり、表示枠シーニヤカドルの交換や、身を低くしての説明会を始めている。

　それを眺める人狼女王レーネ・デ・ガルウは、間食のハンバーガーを頂きつつ、こう思った。

　……M.H.R.R.神聖ローマ帝国で流行というだけはありますわね、このハンバーガー。

　M.H.R.R北部、ハンブルクが発祥とされる挽ひき肉にくの固め焼き。それを野菜とソースでパンに挟んだものだ。口に入れやすいよう手で上から潰つぶす。その際にソースが零こぼれるので、紙袋で受けて頂く。感想としては、コンパクトで美味うまい。間食として楽しい、というのが特色だ。

　御菓子気分で何個もパクパクやっていると、

「副長」

　太陽王ロワ・ソレイユが、後ろから問うて来た。己は口にテリヤキ味を一個突っ込んで振り向き、

「何ですの？」

「通ると思うかい？　歴史再現として、外界を用いた割かつ譲じよう案あんが」

　今の三みつ成なりの提案が、皇帝にとってどのような評価を受けるか、という事だ。だが、

「外界進出に、各国が大いに興味を持ちましたわ。それは外界に出れば自動的に始まる仕切り直しですけど、こうやって大々的に言われると、意味の重さが変わりますのよね。

　元は、利権のための外界開拓が、仕切り直しのためのもののように皆動いてますもの」

「それだけ、歴史再現は負担が重いという事かな」

「私達がアンヌを失ったのも、負担の一つですわ。だから輝てる元もとが、望みましたのよね？　──黎れい明めいの時代のように、貸し借りなどの要素がない、政治的ではない歴史再現を」

「Ｔｅｓテスタメント．、今もそのような事を望み、輝元達は動いている。流石さすがにまっさらとは行かないが、皇帝の無茶振りに対し、何もかもがイーブンになるよう、調整をしているさ」

　しかし、

「皇帝の反応はどうなると思う？　副長として」

「Ｔｅｓ．、──認めざるを得ないと思いますわ」
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「何故なぜ？」

　太陽王の重なる問いに、己は応じた。

「だって、周囲を見れば解わかる通り、各国が乗り気ですもの。そして発案としては、外界に行く事で、敗戦の歴史再現を払ふつ拭しよく出来るかもしれませんの。

　──今、敗戦の不備を得たM.H.R.R.神聖ローマ帝国としては、便乗した方が得ですわ」

　ただ、と己は言った。

「M.H.R.R.にはそれ以前の問題がありますの。──皇帝は、そこから攻撃をしてくると、私はそう思いますわ」
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　三みつ成なりは、息を吐いた。

　自動人形の身体からだは、制御情報プログラムだった頃ころに比べて何もかもが重く、ノイズだらけだ。

　だがそんな身体から見る周囲は、自分よりもノイズに満ちて、しかし軽かった。そして、

　……あ。

　誰だれもが、自分の発案に対して反応し、それが有利かどうか、有りかどうかを議論したり、資料の確認に入っている。

　世界が動いているのだ。
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　輝てる元もとは、三成を見直した。

　オタオタしたチビッコかと思えば、肝心なところで間違えなかった。

「テメエのウリは、判断力とか三成の名とか、そういうのじゃねえ。テメエがここまで何をやってきたかっていう、それだけだ。──あたし達にしてみりゃ、武蔵むさしを撃沈して、創世計画を広めてきたのはテメエだって、そういう事だな」

　だから、だ。

「外界に出る事による世界の再構築。この意味に対し、〝もう一つの創世計画〟って言えるのはテメエだけだし、それゆえに、各国は意味を理解した。テメエらが、武蔵の撃沈後に急いで交渉に向かった、その御陰でな」

「だとすれば──」

「良かったじゃねえか」

　己は、三成の頭に手を乗せ、撫なでるではなく、混ぜるようにしてやった。

「──テメエが広めた創世計画が、世界を今、動かしたって訳だ」
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「──ハイ、じゃあ皇帝からの意見です」

　何だかいきなり授業風になったね、と思いながら、マティアスは台本を読んだ。

「外界の開拓による世界の仕切り直し。非常に魅力的な提案だ。

　昨今、蓄積されている各国、及び各国間の歴史再現による問題を払ふつ拭しよく出来るかもしれない。

　非常に有用な、検討すべき案件だね」

　だが、と己は言葉を繫つなげた。

「誤魔化してはいけないよ？　──M.H.R.R.神聖ローマ帝国は割譲されているじゃないか。

　外界の開拓による世界の新構築？　仕切り直し？　そんなの関係ないよ？

　だって実際に、M.H.R.R.旧派カトリツクは割譲されてしまっているんだ。

　それは、歴史再現を盾に、M.H.R.R.旧派が〝損害を受けてもいい〟という事かい？」
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　三みつ成なりは思った。

　……価値観の解釈差です!!

　こちらは、外界での仕切り直しによって、損失が〝あった事になった〟としている。

　だが皇帝は、外界の仕切り直しがあっても、損失が〝あったままだ〟としているのだ。

　今と過去を断ち切るか。

　今を過去の続きとするか。

　どちらも有りで、どちらも無しだろう。だから、

「……ものの見方を変えるべきだと、そう言っているんです！」

　己は声をあげた。

「私の解釈ならば、多くの国も、同じように諸問題を解決出来ます！」

「解決出来ていないよ、三成君。──〝無かった事にしている〟だけだ」

「だから──」

「だからと言う前に、割譲を〝無かった事〟ではなく、無しにしてくれないか、三成君。──これまで武蔵むさし勢は、講和条件の全てを、帳消しにしてきたよね？　それと同じ事をして欲しい」

　更に、と皇帝が言葉を付け加えた。

「三成君、君達の発案には、一つ、重大な問題がある」

「？　何がですか？」

「M.H.R.R.の経済状況だよ」

　……うわ。そう来ましたか。

　何となくの懸念として見ていた事を、皇帝が告げた。

「M.H.R.R.は全域において三十年戦争の疲弊が激しい。それはそうだ。外貨を稼ぐ事がほぼ出来ない状態で、傭兵達を動かしたからね。M.H.R.R.に損失を与えないよう、傭兵は外から導入しようという、そんな流れもあった。だが、これでは外界に出て開拓など出来ないね」

「それは──」

「まあ待って欲しい。まだ私が話をしているところだからね」

　皇帝が、眉まゆを下げた笑みで、こちらに両の手の平を見せて言った。

「これでは外界の開拓が出来ない！　国外に金をバラまいた結果だ！

　さて、国内の金を最も自分の懐に入れて、外にバラまいたのは誰だれだろうね」

　来る。

「Ｔｅｓテスタメント．、そうとも、──P.A.Odaから来た羽は柴しば君、君だよ」
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「羽柴君はM.H.R.R.神聖ローマ帝国に派遣され、傭兵ではなく、M.H.R.R.の一員として組み込まれた形にはなっている。だからP.A.Odaの羽柴ではなく、M.H.R.R.旧派カトリツクの羽柴、という事だ」

　だが、

「君が展開した装備、戦の予算は、それゆえにM.H.R.R.からの持ち出し、またはP.A.Odaからの折半という方法をとられている。これは、他の役職者の内、旧派側についた者達も同じだね。会計の前まえ田だ君も、副長の柴しば田た君も、M.H.R.R.の戦力を利用し、振る舞った。だけど──」

　皇帝は、羽柴を指さして告げた。

「羽柴君、君の侵攻作戦の全ては、少なからずM.H.R.R.が援助をしている。特にダメージが大きかったのは関東を保持出来なかった事だ。あれによってP.A.Odaもダメージを受けただろうが、こちらも資金を回収出来なかった。

　──この状況で、外界開拓？　更に金の掛かる事業を行おうなど、私は赦ゆるさないよ？

　羽柴君。責任をとって、負債を全て抱え、完済してくれるね？」
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・お前田：『赦されたね……』

・ふわあ：『いやいやいやアンタ赦されてないし、アンタが踊りながら撒いた金は、アレ全部死霊に渡ってマジ回収出来ないんだからね？』
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・賢姉様：『フフフ、サル子の損失ってどんなもんなの？　解わかり易やすくオパイで例えなさい！』

・ゆたか：『ええと、M.H.R.R.がＦカップくらいでP.A.OdaがＪカップくらいで、両方で持ち寄って関東をＨカップくらいで確保する筈はずが、ちょっとブラ間違って抉えぐれちゃったみたいな？』

・貧従士：『何か解りにくい気が、というか、こっち見る人は解ってるんですか!?』

・あさま：『すみません、ちょっと今、解っちゃったというか……』

・銀　狼：『やはり身内の言葉って、何となく解った感が先に立ちますわよね……』

・●　画：『というか羽柴は馬鹿なの？　何で関東の保持に失敗したのよ？』

・金マル：『ガっちゃんガっちゃん、──ナイちゃん達、その片棒担いだ気が、何となくするかな？』

・俺　　：『やっぱアレだな！　関東解放とか、勢いでやるもんじゃねえな！　後からメーワクしたって意見が、出てくるもんな！』

・義　　：『オイッ、コラッ！　貴様ら……!!』

・うんの：『おーい、入った入った』

・餅つき：『東とう照しよう宮ぐう代表、設定有り難う御座います』

・約全員：『おおお、真さな田だ勢来た来た──』

・義　　：『オイッ、話を聞け……！』
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　実況通神チヤツトが全く役に立たないですねー、と三みつ成なりは思った。

　だが、皇帝はそんなこちらの実情を悟ったのだろう。成程、と呟つぶやき、こっちに向けていた視線を別の場所に投げた。

　武蔵むさし勢だ。

　皇帝は、身内で殴り合っている彼らを見据え、口を開く。

「羽は柴しば君に負債を全部背負って貰もらう。それもなかなか道理が通った方法だが、別のやり方というのも、当然あるね。──そうだ。ああ、こういう方法も有りだろう」

　それは、

「──武蔵が肩代わりするという方法だ。だって今、武蔵はM.H.R.R.神聖ローマ帝国と、そういう事になっている訳だからね」
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「いいなあ！　おい！」

　という教皇総長の声を、三成は聞いた。彼は肘ひじ掛かけを一つ叩たたき、

「──武蔵が旧派カトリツクのために金を払ってくれるのか！　何と素晴らしい事だ！　おい武蔵！　三み河かわの狼ろう藉ぜきを反省し、俺おれ達に対して頭を下げるというのか!?」

「何と！　教皇総長、君があれだけ〝あの若造共が、特に本ほん多だ・正まさ純ずみと全裸！〟と愚痴っていた彼らが、君の奪還すべき旧派に対して反省の浄財をするというのか！　うん、それは若者にしては殊勝な心がけだな！　うん！」

　Ｔｅｓテスタメント．、と教皇総長が頷うなずいた。彼は椅い子すの上で胸を張り、

「ほほう──！　いい心構えだ武蔵勢！　羽柴勢！　今なら反省を認め、三河の罪を軽減してもいいぞ！　さあ、金を出して貰おうじゃないか！　なあ！　おい！」
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・金マル：『何か凄すごいの来たよ……？』

・うんの：『──合流した早々だけど、縁切っていいか？』

・ＡｎＧ：『というか三み河かわの話はいろいろ聞いたけど、ママ達、何をやらかしたの？』

・十ＺＯ：『でもこれ、逆張りしろと暗に言って御座るよな？』

・不退転：『敵の敵は味方ではないけど敵の敵である理論、というところね……』

・副会長：『まあ本当にそういう事だと思うが、何で私、名指しなんだ……』

・銀　狼：『正まさ純ずみはもうちょっと当時を思い出した方がいいと思いますのよ？』

・あさま：『というかトーリ君、三河では生徒総会でしか全裸ネタやってなかったんですが、何で全裸呼ばわりになってるんでしょうか……』

・きめえ：『その後の累積罪で印象が上書きされたのかしら』

・超正義：『というか、三みつ成なり君が危険ですよ……！』
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　……何か、えらい〝圧〟が来てしまったような……。

　三成は、しばらくメインの思考系を放置して、休ませた。

　いろいろとあり過ぎだ。サブ系は生きているので日常会話くらいなら出来るが、

「おい、石いし田だ・三成、お前んトコ、何やってんだ一体」

「いやまあ、前科持ちみたいなのが凄すごく多いんで……、ハイ」

　間違った事は言ってないと思う。が、皇帝の進言には反論をしないといけない。

　……武蔵むさし勢を巻き込むのは、駄目ですからね。

　M.H.R.R.神聖ローマ帝国は〝羽は柴しば勢〟が関わった場だ。武蔵と合流し、バックアップが貰もらえようとも、この部分は自分達で始末をつけねばいけない。

　ここで武蔵の力を借りたら、対等ではなくなると、そんな判断もある。なので、

「──では、反論をします」

　と、思考を戻し、己は告げた。

「M.H.R.R.旧派カトリツクに対し、私達、羽柴勢の行動は、確かに費用を掛けるものであり、無料であったなどと言う事は出来ません」

　しかし、

「私達羽柴勢は、M.H.R.R.にそれ以上の利益をもたらしてきました」
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　まずは領土と歴史再現だ。

「三十年戦争において、国内として考えると、改派プロテスタント優勢の中、私達は副長である柴しば田た公をティリー将軍として、また、会計の前まえ田だ公をヴァレンシュタインとして各地に派遣し、旧派の領地を護まもると共に、歴史再現を完遂しています。そして──」

　そして、

「私が極東側として行った歴史再現。そこで得た領土については、やはりM.H.R.R.神聖ローマ帝国所有のものとなっています。つまり、羽は柴しばとして、九州、四し国こくにまで支配地域を拡充し、村むら上かみ水軍との戦闘である第二次木き津づ川がわ口ぐちの戦いにて、K.P.A.Italiaを実質の支配下に収めました。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズにおいても、備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようの戦いまでは、正しくこちらの領土を拡大しています。

　──それだけの領土拡大を行い、多くは確定所有地域となっています」

・元ヤン：『あー、いろいろ思い出して来たけど、お前ら、うちのシマで面倒起こしてくれまくったよなあ……』

・８４８：『いやいやいやいや！　羽柴様の時代ですし、今は違う状況ですよ!?』

　だが、言っておく事がある。

「これらの領土は、得る時に戦費を必要としました。しかしそれ以後は体制を取り直し、収益をあげる土地となっています！　そして現状、多くの場所では戦費を回収出来ていますし、今後はその傾向がもっと強くなります。

　一時的な負債を見て、現状や、未来を見逃すのは無しにして下さい！」

「ほう」

　と皇帝が頷うなずいた。彼はバルコニーの手て摺すりに手をつき、こちらを見て、

「──つまり君は──」
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「まだ私が話している最中です！」

　己は、先程自分が皇帝にやられた事を、叩たたきつけた。

「まだ、話は、反論は終わっていません！」
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「──いいですか」

　と、三みつ成なりは表示枠サインフレームを開いた。が、旧派カトリツクのものではない。神しん道とうのものだ。

「元々、羽は柴しばがM.H.R.R.神聖ローマ帝国と合流したのは、三十年戦争に対し、国土の強化や、国としての体制を安定させるためでした。ゆえに羽柴が持ち込んだのが、神道インフラです」

　神道の表示枠を、己は叩く。

「神道は旧派も改派プロテスタントも認めるアバウトな存在で、それゆえにこの極東や重奏神州では基礎のインフラとして扱われています。これらの再導入ともいえる工事はM.H.R.R.全域に施されており、これによってM.H.R.R.領土の通神関係は安定かつ高速化。多量の情報処理が出来るようになった他、一部では地脈間転送も可能としています」

　これがどのような意味を持つか。己は言葉にした。

「社会の向上。生活の利便と安全化！　M.H.R.R.の人々は気付いていないかもしれませんが、全ての事業における日々の成功や失敗の軽減、生活の各所における安心や、損失の軽減は、羽柴勢が作り上げた神道インフラの再整備により、Tsirhcツアークインフラでは足りないものを補ったからです！

　そこから生まれる利益と、損失の軽減！　何年も続いているこれらの、経済的効果とはどれ程のものか、考えた事はありますか！」





●






・貧従士：『どのくらいなんです？』

・６　　：『戦争やってるのに深夜にゲーセンとか屋台』

・あさま：『武蔵むさしもかなり自由ですけど、貿易や、金融業などで各国からかなり支援貰もらっている、というのがありますからね？』

・九尾娘：『奥おう州しゆうで同盟など組んでから、寄港地も多くなったであろう？　武蔵は、短期貿易の回転が速いのと、大都市規模の稼ぎがあれば艦での生活が充分に潤うというのは、忘れてはならんぞえ？』

・ＡｎＧ：『えーと、武蔵のゲーセンとM.H.R.R.のゲーセンは、重みが違う？』

・黒　狼：『私達、M.H.R.R.などを自由に素早く行き来出来てましたけど、あれ、相当でしたのね？』

・□□凸：『ええと、〝最終的には右肩上がり〟は確実にしています。羽柴様は、儲もうかる事を大事にしていて、そこに綺き麗れい事ごとは持ち込みませんでしたから』

・金マル：『だというと、皇帝の言ってる事、おかしくないかな？』
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　そうですね、と三みつ成なりは告げた。

　自分が出すのは、M.H.R.R.神聖ローマ帝国全体の賃金や総生産量、そしてM.H.R.R.の国庫の状況など、経済関係についてのグラフだ。推移を示すそれらは、

「羽は柴しばがM.H.R.R.と合流した年度は混乱があったものの、翌年の下半期からは好転、以後、国庫の資金は下がる傾向にありますが、これは羽柴の連れてきた人員がM.H.R.R.旧派カトリツクの人口に加算された事や、新規事業の立ち上げにより総賃金量が増加したためです。

　よって貨幣の増産を進め、公共事業として、安あ土づちなどを始めとした航空艦の建造や、それに伴う陸りく港みなとなどの敷設、そこから始まる輸送事業の拡大を行っています」

　これらは多種多様に進み、その上で武蔵むさしを撃沈した後は、別の事業が始まったのだ。

「創世計画を各国に伝え、準備を行う事は、やはり公共事業でした。

　外に拡大した領地の運営も、創世計画を頼る各国の参加もあって上手うまく行っており、概おおむね、国の経営に不備はなかったと判断出来ます」

「待って欲しい」

　皇帝が、台本を見ずに首を傾かしげた。

「三成君、ええと、これ、個人的な質問なんだけど、いいかな？」

「え？　あ──」

　ちょっと考える。

「マティアス様、としてなら、どうぞ」

「Ｔｅｓテス．Ｔｅｓテス．、ちょっと興味あったんだけど、何かどの経済関係の報告も、半年くらい前から断続的にガタ落ちする時あるよね？　直後に急激な復帰に入るけど。

　──このガタ落ちって、何なんだい？　原因はM.H.R.R.にあるんだろうか」

「あ、いえ、その断続的なガタ落ちは──」

　迷ったけど、言わないと後でツッコまれるな、と思ったので、言葉にした。

「武蔵勢が干渉したり、間接的に嫌がらせしてきた時です。……ハイ」
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・きめえ：『よく考えたら、ママ達が何かやらかすたびに、私達や安土がスッ飛んでいっていたのよね』

・ＡｎＧ：『アンジーとかの山陰方面と関東を往復とか、国全体から見たら許容出来る出費かもしれないけど、それが多発すると大きいよね……』

・ウキー：『武蔵むさしは武蔵八艦が動いていれば問題ないが、M.H.R.R.神聖ローマ帝国となると一国分のバランスがあろうからな……』

・ベ　ル：『え、ええと、御免なさい。ビミョーに、私、安あ土づちとかにやらかしてる気が……』

・約全員：『気にしない気にしない！　必要経費！』

・副会長：『そうだな向むか井い、勝つ事が大事だったんだ。気にする事はないぞ』

・約全員：『お前は気にしろよ！』
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　ともあれ、と羽は柴しばは内心で前置きした。

　事実として、民の側としては右肩上がりを実感出来ていた筈はずだ。それに、関東についても、

　……羽柴様は、独立採算性をとっていました！

　慶けい長ちようの役えきを懸念して、M.H.R.R.とP.A.Odaに負担が掛からないようにしていたのだ。

　M.H.R.R.国内で生じた事。たとえば関東行きの航空艦を待機させておくとか、人員の訓練や装備の確保など、そう言った事は仕方ないが、関東での損失は、基本、関東で得たものによって償却が出来ている。

・義　　：『確かに、関東解放時、代表委員長が主体となって、そちらの生徒会などと償却関係の交渉を行っていた。輸送艦など、里さと見みが購入したのだった』

　そうです、と己は内心で頷うなずいた。

「関東については早期の損切りを行いましたし、他の拡大領地では経営が上手うまく行っていました。国内では公共事業をベースに人々へと賃金の上乗せや拡大を行い、民は、上り調子の実感を得ていた筈です。

　これは今後も続く流れですし、私達も努力します。──つまりM.H.R.R.には、今後、経済的な不備が生じないよう努める事にします。そうする事で、時間は掛かるかもしれませんが、負債分の金銭を支払う必要が無くなります」

　しかし、

「それを無視して、私達に負債を追わせようとするならば、皇帝の判断はもはや誰だれの理解も得ないものだと、そう思います……！」
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　……コイツ、随分と変わったなあ。

　輝てる元もとは、南のバルコニーを見据える三みつ成なりに、感慨を得た。

　今の彼女が、いつものものなのか、それとも本性なのか、それともここで覚かく醒せいをしたものなのか、己には解わからない。

　ただ、理解出来る事は二つある。

　一つは、三みつ成なりが、理路を立てての反論を出来ると言う事。

　もう一つは、M.H.R.R.神聖ローマ帝国の経済事情だ。毛もう利り攻めや関東支配にK.P.A.Italiaの攻略などと、二面、三面以上の構造を平気で組んでいたが、

・元ヤン：『基本的に、現地での独立採算をとらせていた、って事か』

・８４８：『Ｊｕｄジヤツジ．！　M.H.R.R.は親企業で、起業の資金を出す、という感じです。出て行った事業者が、そこで稼いで、現地の運用に回さない場合は元に戻すんですね』

・元ヤン：『人材が多い羽は柴しば勢ならではのやり方だな……』

　今更ながらに危険を感じるのは、羽柴のこの方策の方向性だ。

　各地の拡大領地に独立性を与えると言う事は、中央がリスクを最小限に抑えると言う事もだが、その中には、

　……損切りの要素が入っている、か。

　この領地に手を入れても損しかないと解わかれば、捨てる。

　いつか儲もうかる、などという夢は、羽柴には無かったのだ。

　そしてその理由は、

・元ヤン：『創世計画終了まで、何とか凌しのげりゃいいってやり方か』

　刹せつ那な的というか、目的を持った破滅的なやり方を、自分達は相手にしていたのだ。
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　ある一点を目的として国や世界を動かし、しかし、その先は放棄する。

・元ヤン：『そんなやり方が、有りかどうかは解らねえところだな』

　実際、それで世界は動いてしまった。そして話を聞いている限り、羽柴の関係者や、下に住む民は充実していたようだ。

　ならば有りなのか、と思うと同時に、

　……ああ、そうか。

・元ヤン：『テメエらみたいなのが、放棄の後を継ぐんだものな』

・８４８：『Ｊｕｄ．、そうなります。……あ、後、そんなやり方ではありますが、ちょっと六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズや、武蔵むさしも引っかかった部分がありますよね』

　それは、

・８４８：『M.H.R.R.旧派カトリツクの金庫が、あまりよい状態ではない、と。──それはしかし、公共事業で賃金を多量に吐いているからであって、単純な損失ではないんです。だから疲弊とは別の、供給調整なんですが、この辺り、M.H.R.R.としては当然の国庫減少でした。

　いろいろそちらの干渉があって経理上はマイナスになる時もありましたが、民の支持率が高く、厭えん戦せん気分に繫つながらなかったのは、そのためです』

　ただまあ、と三みつ成なりが吐息して言葉を繫つなげた。

・８４８：『だからと言って、戦争すればやはりお金は減ります。その辺りは、拡大領地からの収入にかなり助けられましたね。それに、減った時は、いずれ収入が来て好転すると解わかっていても、やはり動きはとれません』

・元ヤン：『疲弊はしていたけど、健全な疲弊だったって訳か』

・８４８：『そうですね。ただ、武蔵むさし撃沈からは、各国への通達や意思確認などのため、予算がいつもより必要になり、基本、国庫は減少気味でした。──その感覚で捉とらえて頂けると、当時、いろいろ御手伝いしていた事や、羽は柴しば様の努力が認められた事になると思います』

　そして、

・８４８：『どうも有り難う御座います』

・元ヤン：『言うの早えよ。馬鹿野郎』

　言うと同時に、言葉が来た。それは皇帝のもので、

「すまないすまない。ちょっとニュアンスが難しくてね。どう伝えようかというところで、演技指導もして貰もらった。なのでもう大丈夫だ」

　マティアスが、バルコニーから身を乗り出すようにして、こう言った。

「羽柴君、──一体何を言っているのかね？」
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　マティアスは告げた。

「M.H.R.R.神聖ローマ帝国の経済状況は、悪いように見えて実は良い？　羽柴勢がいて協力し、経済効果があったから戦争などの負債は帳消しに出来る？　──何を言っているんだ、羽柴君」

　言う。

「M.H.R.R.の経済を、まるで羽柴勢だけで作ったかのような物言いだ。経済状況の好転について、羽柴勢が自分達の手柄を誇るならば、君達と協働している私達、M.H.R.R.側だってそれを誇っていい。何故なぜなら、君達の活動を赦ゆるし、住まわせ、バックアップし、人員を供出していたのはM.H.R.R.なのだからね。

　それを羽柴勢がいたから好転したなどと、詭き弁べんも甚はなはだしい！　M.H.R.R.は君達だけの国ではない！　私達と、君達の協働だった筈はずだ！　それを忘れるとは、嘆かわしいね……！」

　顔を手で覆い、仰のけ反ぞる。そのうえで己は叫んだ。

「ああ！　このような簒さん奪だつ者しやに国を任せていたとは！」

　ならばどうなるのか。自分は姿勢を戻し、羽柴を指さした。

「君は勘違いをしている。それも二重、三重に、だ……！」

「ど、どういう事です!?　たとえ協働であろうと、M.H.R.R.の経済は好転状況です！

　外界の開拓に向かい、各国に後れを取らぬよう、再構築をすべきです！」

「それが勘違いだ！　羽は柴しば君！」

　……えっ？　そうなの？

　流石さすがによく解わかってないから、台詞せりふが嚙かみ合ってない気もする。だがまあ、そういうのも傀かい儡らいの醍だい醐ご味みだ。今を全力で楽しむつもりで声を張る。

「第一に、私は、講和条件による〝損失〟と、〝その補ほ塡てん〟の事を言っているのだよ。

　君が、M.H.R.R.神聖ローマ帝国の経済云うん々ぬんを持ち出したところで、この〝損失〟は無かった事にならない！　今の経済状況をもって、数値として消せるかもしれないが、この〝損失〟を補塡した分は、減少するんだ。つまり──」

　つまり、

「君はこの損失に対し、新しい、M.H.R.R.の経済に頼らない補塡を提示しなければならない」





●






　……そういう事か！　教授、御見事です！

　と、背後の通路にて指導してくれるガリレオを思い、己は言葉を続けた。

「もう一つの勘違いを言おう！」

　これは非常に解り易やすい。何しろ単純だ。その内容は、

「──M.H.R.R.は外界の開拓を行わない！　よって世界の再構築に対し、私達は手がける事なく、まず国内の立て直しに注力する！」
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「何故なぜです!?」

　三みつ成なりは、皇帝の考えが理解出来なかった。

　自分は制御情報プログラムだ。理論を好み、有利を好んで　判断を下す存在だ。

　だが皇帝は違う。自分達が損をしていると見せかけようとし、しかし指摘すると、今度は明らかに損をする方へとものごとを持って行こうとしている。

　それは結果として、

　……私達に、負債を背負わせるためですか!?

　M.H.R.R.の〝新しい負債〟は〝新しい支払い〟で返せと皇帝が言った。

　それは、これまで羽柴勢が培ってきたものを、無かった事にする事だ。

　その事が理解出来ているのだろう。皇帝が言う。

「外界に出ない事が、疑問かね？　羽柴君」

「Ｊｕｄジヤツジ．！　そこに向かえば、多くの解決が得られます！　武蔵むさしも協働してくれます！　今、武蔵がM.H.R.R.と協働しようというんです！　つまり武蔵を無償で開拓に利用出来るのと同じです！　それを何故なぜ、捨てるのですか！」

「答えは君達が既に出しているよ、羽は柴しば君」
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　マティアスは、ゆっくりと言った。

「これまでの君達の交渉を見ていて、理解したのだよ。君達は、外界の開拓事業などを、やれ無償の手配だとか、どの国に手伝わせようとか、そういうものが非常に巧みだ。結局、M.H.R.R.神聖ローマ帝国の負債の多くを、置き換えてしまった」

　ならば、こういう事だって可能だろう。

「そうだ。M.H.R.R.の外界の開拓は他国にやって貰もらおう。その方が楽だ。私達は羽柴君の残した全ての獲得に時間が必要だからね。すると他国は当然、開拓地を奪い、権利を主張し、M.H.R.R.にその開拓地を売りつけようとするだろう。

　さあ、そこで君達の出番だ。得意だろう？　ほら、こう言えばいいのだよ」

　言う。

「──外界の開拓地の買い取りですが、交渉で片付けましょう！　M.H.R.R.は無償で済むように出来ますから！　と、ね？」

　視線の先、こちらを三みつ成なりが見据えている。

　自動人形。制御情報プログラム。感情というものがあるかどうか解わからない。

　だがこちらを見据えている。

　……私は傀かい儡らいのスピーカーでしかないというのに！

　勘違いも甚はなはだしい！　だが、これだ。これがいい。無能な傀儡だというのに、強者の側についていると言う事で蔑さげすまれる！　傀儡の醍だい醐ご味みの中で、高難度の技だ！

　世界は豪勢だ。

「ははは！　はははははは!!　あぁはははははは[image: ]」

　三段笑いはアドリブだが、許されよう。

　姿勢を戻し、声をあげる。もはやこの会議場の全域を見渡し、

「言おう！」
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　台本は暗記した。あとは言うだけだ。

　だから言う。

「──M.H.R.R.の民よ！」

　ここにいない皆に、呼びかける。

「これから、羽柴が提案してくれる！　M.H.R.R.がこのヴェストファーレン会議で受けた〝新しい負債〟を、〝新しい支払い〟で返す方法を、だ！

　無論、そのようなものを受けた羽は柴しばを、私は役職者として保持する訳にはいかない。

　先程の簒さん奪だつの懸念もある。ゆえに羽柴勢を監視下に置きつつ、彼らが負債を返すのを見守ろうと思う。いいかね？　M.H.R.R.神聖ローマ帝国の民よ、外界はひとまず他国任せでお預けだが──」

　一息。両の腕を広げ、

「羽柴が構築したインフラ、技術、設備などは、この皇帝の権限下においてM.H.R.R.に帰属するものとする。それらの制御、掌しよう握あく、管理のために、外界に出ない猶ゆう予よを使おう」

　そして、

「皇帝の名の下に、──M.H.R.R.は領邦国家として再出発するのだ！」
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「元教員の方が、一枚、二枚、上うわ手てだったなあ、おい」

　という教皇総長パパ・スコウラの言葉に、丹に羽わは振り向いた。今は自分が生徒会長だ。教皇総長は食しよつ客かく扱いで役職もないが、とりあえず敬意は捨てないようにして、

「どういう見立てです？　教皇総長」

「Ｔｅｓテスタメント．、これは仕込みだ。まず初めに皇帝に言わせただろう？　M.H.R.R.は経済的に厳しい、という、正しくもあり、間違っているような情報を」

　確かにあれは、その通りのものだ。

　右肩上がりゆえ、国庫から金はどんどん出て行く。いい意味の疲弊が奥にあり、しかし民の方ではそれが潤いとなる。だがそれを悪い疲弊として、

「三みつ成なり君が提示していた〝外界開拓による仕切り直し〟の否定に絡めましたね？」

「Ｔｅｓ．、そこからの皇帝の論を、よく考えるのだ、生徒会長。──虚偽だと指摘され、皇帝は開き直って、道義の問題に差し替えた。だがその結果として、結局は〝外界開拓の否定〟だ。その一点は揺らいでいない。どういう事か、解わかるか？　おい」

「それは──」

　考え、気付く。

「外界開拓の否定が目的としてあって、虚偽情報の提示は、段階的な何かの策だと？」

　言った先、教皇総長が反応した。彼は眉まゆを上げ、すぐに口くちの端はも上げると、

「Ｔｅｓ．！　そうだ！　優秀だぞ！　最近、馬鹿を多量に見たから優秀な学生は貴重だな、おい！　誇って良いぞ！」

・お前田：『丹羽先輩、良かったですね。その歳としになると、なかなか人から褒められるというのはありませんからね』

・モリー：『あ、そうなんですか！　おめでとう御座います！　丹羽様！』

・ふわあ：『アンタ達、人が気にしてる地雷をダッシュで全部踏みにいってるからね？』

・に　う：『何気に一番酷ひどいの不ふ破わさんですからね……!?』

　ともあれ、皇帝の狙ねらいはどういう事か。教皇総長パパ・スコウラの説明を聞かずとも解わかる。

「経済的な疲ひ弊へいという虚偽を出し、三みつ成なり君のオススメである〝外界開拓による仕切り直し〟を潰つぶしに掛かったら、理屈くさい三成君は反証をしますよね。でも、そうする事で、皇帝は、……三成君の手を、全部さらけ出させたんですね？」

「Ｔｅｓテスタメント．、そこで虚偽の役目は終わりだ。あとはそこから、折半理論のような道義を持ち出して行く。これは言った者勝ちのような内容だが、反証を逆手にとられた三成は反論が出来ない。反論をすれば、自分の反証をも覆くつがえす事になってしまうからだ。そして──」

　そして、

「皇帝は、満を持して外界の開拓という逃げ場を否定し、その理由に、羽は柴しばの作った全てを簒さん奪だつし、M.H.R.R.神聖ローマ帝国に還元すると、そう宣言した。負債は全て羽柴に背負わせ、その支払いは監視しようとまで言った。もはやM.H.R.R.の民にとって、どちらが得かは明確だ。

　──万歳、皇帝陛下。そういう流れだな」

「じゃあ、──三成君は、どうすればいいと思います？」

　そうだなあ、と教皇総長が天井をちらりと見上げ、苦笑した。

「どこかの馬鹿共のように、逆ギレして、自分達にも利点があると掲げ、それを認めさせるのに〝次の公会議だ！〟とブチ上げてみるか？　上手うまく行けば通るかもしれんぞ？　なあ」
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　やべえな、というのが、輝てる元もとの感想だった。

　何がやべえかというと、これは三成の個性の部分だ。

　自動人形で制御情報プログラム。情報体、こうなると、

・元ヤン：『これ、テメエの苦手分野だ』

・８４８：『……Ｊｕｄジヤツジ．、確かにそうだと思います。何故なぜ、こうなるのか、動機のようなものが全く理解出来ないので、相手の言動の予測が取れなくて……』

　ああ、そうだろうな、と己は思う。

　昔、自分も、こういうのを何度も食らった事がある。

・元ヤン：『メンツだ』

・８４８：『メンツ？』

・元ヤン：『体裁とか、誇りと言ってもいい。……皇帝は、テメエに負債を全部押しつけ、テメエを退けた後でM.H.R.R.旧派カトリツクに戻らねえといけねえんだ。逆に言えば、テメエがM.H.R.R.を出て行かねえと、皇帝はM.H.R.R.に戻れねえ。

　──だからテメエを失墜させるためなら、皇帝はどんな手だって使ってくる。虚栄、傲慢、全てあたし達が持っていて、捨て去ったものを、振るって来やがる』

　但し、次の一点は大事だ。

・元ヤン：『皇帝にもメンツがある。だからテメエを処刑したり、追放したりしねえで、それなりに理由だった方法で貶おとしめ、失墜させる。──ゆえにスゲエ腹立つんだけどな』

・８４８：『じゃあ、……もはや理屈じゃないんですね？』

・元ヤン：『Ｔｅｓテスタメント．、そういう事だ。向こうも必死なんだ。──じゃあどうする？』

　それは……、と三みつ成なりが俯うつむいた時だった。

　表示枠サインフレームが一個、追加で出た。そこに書かれた文字は、

・小　姫：『あの、三成様！』

　心配をしてきたのか、と己は思った。

　……馬鹿野郎。

　己は思った。三成は代表として出たのだと。それを麾き下かが心配とかしてどうする、と。

　だが、違った。

・小　姫：『こっち、大丈夫ですよう。──いけますですよう？』
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　皆の視線を浴びながら、やや緊張しつつ、左さ近こんは言葉をタイプした。

・小　姫：『向こうの皇帝陛下。私よりも出来がいいとかで、何か頭良い人が後ろついてて、しかも不死ってか再生強化？　そんな感じで、相当完かん璧ぺきっぽいんですよう。

　三成様と私を合わせたら、ああいう完璧になるんだろうな、って』

・鬼武丸：『平均になったり、貴様と三成の駄目なところが合成とか、そういう事は考えないのか小姫』

　鬼おに武たけ丸まるさんうるさいです。

　だけど、

・小　姫：『だけど三成様、あの皇帝陛下に比べて、もう、怖いものなんてない筈はずですよう』

　言う。すると、ややあってから返神が来た。

・８４８：『皇帝に比べて、私が、怖いものなし、とは？』

　来た！　だから己は、自信を持って応じる。

・小　姫：『だってほら、関せきヶ原はらで、あれ、三成様、死んだ事になってる訳ですよう』

　だから、

・小　姫：『三成様だって、不死ってか、一回、再生してるですよう。それでいて三成様、頭いいから、──皇帝だって怖くないですよう』

　それに、と己は言葉を続けた。

・小　姫：『こっち、私だけじゃなくて、もっと、いろんな人がいますですよう。変な人とかキッツイのとかいますけど、将軍様だっているんですよう。皆、味方ですよう？　多分。

　だから、──怖くなくなったら、じゃあ、誰だれか使ってみるといいですよう。それが、皇帝陛下と、三みつ成なり様の差になって、そうなれば、ええと、──無敵ですよう！』
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　輝てる元もとは、流れに見える文字列を見て、小さく笑った。

　島しま・左さ近こん。三成の最大にして最高の家臣で、

「勿もつ体たいないと言われるだけの麾き下かだな」

「……Ｊｕｄジヤツジ．、ホントに、私には勿体ない人です」

　言って、三成が息を吸った。手を動かし、表示枠サインフレームを開く。


《設定：ＨＮの変更を行います：８４８[image: ]成成成：確認》



「すみません、以後、これで行きます」

　言って、三成が会場全体に振り向いた。身を回す。そのうえでもう一度息を吸い、

「会場の皆さん！　今！　私、皇帝陛下を追い詰めてます！」

「────」

　噴きそうになったのを死ぬ程堪こらえた。だが三成が言う。

「ただ、皇帝が悪足あ搔がきをするので、力添えに補佐を呼びます！」

　彼女が武蔵むさし勢に顔を向けた。勢いがあると己は感じた。だから、

「呼べ！　あたしも許可をする！」

「私もだ！」

　阿蘭陀オランダ代表が即座に追認した。そのうえで、

『呼ぶといいヨ──』

「……っ！」

　会場。全域が一回だけ強く足を踏んだ。

　了承の意。打撃の響きが空気と建造物を震動させ、音が鳴った。

　直後に三成が叫んだ。

「誰だれかいますか！」
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　わ、という期待の声が生まれる中、ウィレム二世は、武蔵勢の中で立ち上がる姿を見た。

　全裸だった。

　全裸が、辺りを窺うかがいつつ、頭を搔きながら立ち上がり、前に出ようとして、しかし、

「馬鹿野郎！　座ってろ！」

「トーリ殿では絶対に無いで御座るよ──？」

「おい！　押さえ込め！　くねくね暴れるぞ！」

「智とも！　智！　会場側から番屋が呼ばれないように前もって手配を！」

　何してるんだろうか。
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・●　画：『でもどーすんの？　格かつ好こ付けてみて、誰だれが出る訳？』

・貧従士：『全く、打ち合わせないですよね？』

・金マル：『アチャー、詰んだかな──』

・副会長：『諦あきらめるの早いな！　ってか、皇帝が前に要求した通り、ここは羽は柴しば勢からの選出になるぞ？』

・きめえ：『三みつ成なりが対応出来ないとなると、理屈じゃないわ。飛躍出来る人、いる？』

・未熟者：『僕が、と言いたいところだけど、僕は羽柴勢じゃないからね……。ああ、残念だ。もう少しで皆を救えたのに……』

・ＡｎＧ：『……毎回、これにしてやられてたというか、同人誌ぶち込まれたっけ……』

・巨　正：『でも、誰が出るのですか？』
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　清きよ正まさの問いに、応じる声があった。

「あー、よく寝ましたね──」

　聞こえた。

　力ないというか、やる気のなさそうに届く響き。それに皆が振り返ると、彼女が立っていた。

「さて」

　と、その人は軽く伸びをして、会場を指さした。眼鏡めがねを上げ直しもして、

「ちょっと状況、三成君の処ところに行くまでに纏まとめて下さい。こっちで最適化しますんで」

　あと、ええと、と彼女は言った。

「──おねーさんが、カタつけちゃって、いいんですよね？」





●






　マティアスは、それを見ていた。

　武蔵むさし勢の側から、一人の長身が出てくる。それは羽柴勢、十じつ本ぽん槍やりの一人で、

「竹たけ中なか・半はん兵べ衛え……！」

「Ｊｕｄジヤツジ．Ｊｕｄ．、知っていて下さるってのは、有り難い事ですねー」

　言って歩き、彼女が三成の処へ届く。

　つまり、補佐につくのだ。

　……成程！

　名だたる英雄の一人。メジャー襲名者だ。石いし田だ・三みつ成なりの次にこれは、傀かい儡らいとしては滅多にない機会なので震えが来る。

　素晴らしいと、そう思った瞬間。

「三千世界」

　一瞬で、会議場の全てを埋めるような光の束が数十に渡って展開した。

　表示枠サインフレーム。情報。精査と最適化が抽出と共に行われる情報処理術式だ。

　最優先情報を求め、彼女が手元に八枚の議論の分岐を出す。その上で、

「じゃ、ちょっと始めましょうか。──大丈夫、見たところすぐ終わります」

　だって、と竹たけ中なかが口元にだけ笑みを作って、こう言った。

「三成君に全部おっかぶせるとか、最高のハイダメージ案件じゃないですか」
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「さて」

　と竹たけ中なかは前置きを告げて、全周を見渡した。

　周囲、三千世界は半径二十メートル程にまで展開している。

　重なる表示枠サインフレームは組み替えを続け、位置を入れ替え、廃棄されてまた新しいものが追加されていく。そうする事で、幾つもの〝あり得る事〟を精度を上げつつ絞り込んでいるのだ。

　どうすれば皇帝を追い詰める事が出来るのか。

　その手て筈はずを構築し、時たまに条件を与えて補正しながら、

「────」

　全周。自分は三千世界の外を見た。すると至る所にこちらに注目する視線が有り、今更のように自分は気付く。ここは会議の場ではあるが、味方もいる場所なのだと。

　……来てしまいましたねえ、ヴェストファーレン。

　ここに来る想定はあった。創世計画を各国に広め、この場を最終的な作戦会議の場にしようと、そんな考えがあったのだ。

　過去の事だ。今はもう流れが違っているが、

　……まあ、何て事ですかね。

　オブザーバ席の方、皆がこちらに期待の顔を見せている。

　自分が、そんなに酷ひどい事をすると、そう思われているのだろう。まさか、いや、酷い事なんてしませんって。大体今まで、おねーさん、被害者枠ですからね。ええ。

　ただ、ちょっとケジメが必要だ。

　今回の会議、追い詰まっている内容は、羽は柴しば勢がこれまで積み重ねてきた事が原因となっている。が、その多くを作戦として立て、進めてきたのは自分なのだ。

　これは、自分や三みつ成なりがケリを着けねばならない。

　羽柴や信のぶ長ながに対して、手た向むけとなろう。だから己は、皇帝に対して言う。

「──成程、大体の事は理解出来ました。お待たせしてすみませんねー」
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　マティアスは、一息を入れていた。幾ら何でも、このところで傀かい儡らいサービスをし過ぎだと思う。無能で大言壮語、それでいて台本をくれるガリレオには、

「あっ、教授！　どうも！　どうも有り難う御座います！　おやおや今回もいい手並みで！　まさかこれ即興なのでしょうか！　いやあ凄すごい！　他の誰だれにも出来ませんね！」

　などと腰を低く拝み奉ってこその傀儡だ。とにかく喋しやべるので喉のどをやられる。

　なのでM.H.R.R.神聖ローマ帝国名物、スポーツ冷やし飴あめを硝子ガラスボトルで呷あおっていると、オリンピアが袖そでを引いてきた。

「マティアス！　向こうの用意が出来たようよ！」

　見れば、竹たけ中なかがこちらに視線を向けている。

　……来たか。

　つい数ヶ月前まではこれ以上ない頼れる味方。今は貶おとしめるべき相手だ。

　敵ではない。彼女達を排除し、罪を被かぶせる事が大事なのであって、下手へたに戦おうとすれば、泥沼に導かれる。

　なので、己は、そういった事を理解の上でバルコニーから竹中を見る。

「用意はいいのかな？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、一つ宜しく御願いしますと、そんな感じですねー」

「Ｔｅｓ．、まあ、悪い事をいろいろ考えていたのだと思うが、お手柔らかに頼むよ」

「あ、Ｊｕｄ．、そこらへんは大丈夫です。皇帝に無理はさせませんって」

　竹中が苦笑する。そして彼女は、こう言った。

「M.H.R.R.神聖ローマ帝国が〝新しい負債〟を、このヴェストファーレン会議で抱えてしまった。

　だから、三みつ成なり君に、M.H.R.R.の〝新しい支払い〟を、このヴェストファーレン会議発でさせたい、……という事ですね？」

「Ｔｅｓ．、そういう事だ。──何故なぜならこれまでのM.H.R.R.の資産は、全て、M.H.R.R.と羽は柴しば君の協働であり、お互いの所有物だからね。三成君がそれを勝手に自分の手柄のように扱い、ここでの新しい負債に当てるなど、してはならない事だ」

　じゃあ、と竹中が言った。

「確認させて下さい。〝新しい負債〟が発生した理由は三十年戦争ですよね？

　だとすると、〝新しい負債〟は、羽柴君とM.H.R.R.が協働で作ったものではないのか、と、私なんかはそう思ってしまうんですが、それは違うんですかね……？」

「Ｔｅｓ．、それは違うね」

　己は、台本をめくった。今の対応は、別ページに指示がある。

　……これだ。

　ガリレオの対応は見事だ。先の先を読んでいる。これまでもそうだったし、今も同様に、

「──確かに〝新しい負債〟の原因は三十年戦争だ。だが、それを負債と認定したのは交渉相手の他国であり、その相手は三成君だ。その上で、私は言ったね？」

「──M.H.R.R.は全域において三十年戦争の疲弊が激しい、と？」

「Ｔｅｓ．！　そうだ。だから三成君が支払う事になった！　何故かといえば、これまでも君達は、阿蘭陀オランダ、瑞典スウエーデン共に負債となる部分を全て置き換えて来ただろう？　同じ事をここでやってくれと、そういう事なのだよ」

　だが、M.H.R.R.の金は使わせない。

　外界の開拓も無しだ。

　こうなると、あとの手段は一つしか無い。

「武蔵むさし勢として、金を払うかね？」
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「無理ですね」

　と、フアナは判断した。

「既に武蔵側は、私達や阿蘭陀オランダ、瑞典スウエーデン、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズや英国に配慮をしています。武蔵の未来におけるスケジュールは過密状態でしょう」

「じゃあフアナ君、……武蔵勢として、竹たけ中なか・半はん兵べ衛えという人は、諦あきらめるかい？」

「いえ」

　それは、己でも驚く程の即答だった。向こう、世せ話わ子こが小さく笑うのも宜むべなるかな。

「誰だれもそんな事は思わないでしょう。──新参とは言え、あの武蔵勢ですよ」
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　竹中が顎あごに手を当て、表示枠サインフレームを何枚も眼前でスライドさせる。

　黙考状態という、そんな光景をマティアスは見ていた。

　……さて、どうするのかな。

　傀かい儡らいのいい処ところは、自分に対して責任をとらなくていいという事だ。まるで舞台劇を楽しむように、現場のプロ達が必死の判断を下すのを、素人しろうととして楽しんでいい。

　自分は、竹中が参謀の得手だというのを知っている。あの、安あ芸きを落とした第二次木き津づ川がわ口ぐちの戦いが実質彼女の作戦であるように、この相手は綿密な戦術を組んでくるのだ。それも、

　……ハイダメージ・ハイリターンだ。

　格かつ好こいい！　私も出来ればそんな字名アーバンネームが欲しかった！

　だが、それを得ていないからこそ、ここにいるのだ。そして、

「皇帝陛下。ちょっといいですかね。ええと、いろいろ熟考して結論が出ました」

　それは、

「〝新しい支払い〟についてですが、その前提となる〝新しい負債〟。これを三成君に全額被かぶせるというのが、皇帝の案でしたね？」

「Ｔｅｓテスタメント．、そうだ。三成君が対応役だからね。全てを負うべきだ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、理解しました」

　竹中が、頷うなずきと共にこう言った。

「じゃあそうしましょう」
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　竹たけ中なかは、決めた。だが、皆の反応がイマイチだった。

「……え？」

　という声がぽつぽつ上がる。が、それまでだ。

　……ひょっとして、通じてませんかね？

　疑問する眼前。三みつ成なりがこっちの前に立った。そして彼女は、両手を下げ、挙げてから、皆で一緒に、さん、はい、ときて、

「──負債抱えちゃだめじゃないですか!!」

　アーそう来ましたか。
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　ざわめきが来て、だが、一瞬で去った。

　それは疑念だった。何故なぜ、竹中が、止めて排除すべき負債を、三成のものとするのか。

　誰だれもの目の前で、彼女が困ったように言った。

「実は私達、羽は柴しば勢、M.H.R.R.神聖ローマ帝国とP.A.Odaのどちらにつくか、決定してないんですよね」

　つまり、

「私達がここで、M.H.R.R.所属ではないんですよ、って、そう言ったら、この新しい負債、受け取る必要はないって事ですよね」
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・ＡｎＧ：『タケ子────！　ちょっと惚ほれた!!』

　という脇わき坂さかの言葉に、左さ近こんは口くちの端はが緩むのを感じた。

　……やりましたですよう。

　視線を向けるのは武蔵むさし副会長の方だ。何故なら、

・現役娘：『M.H.R.R.所属か、P.A.Oda所属かを決めず、振り回す。……このタイミングで、それを使って来ましたわね』

　人狼女王レーネ・デ・ガルウのその言葉に、副会長が小さく笑った。それだけだった。しかし、

　……副会長の仕込みが、三成様を救いますよう……！
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「──詭き弁べんだ!!」

　皇帝が即応するのを、竹中は聞いた。

「君達羽柴勢は、この会議中においてM.H.R.R.旧派カトリツクとして振る舞ってきた！　実際に交渉も行ったではないか！」

「勘違いじゃないですか？」

　己は、作った笑顔で首を傾かしげた。

「説明が足りなかった事は申し訳なく思いますね。しかし、皇帝陛下が御自分の都合良いように考えて錯覚したとは思いますね──」

「では、どうする!?　私が君達をこの皇帝の代理として交渉させた事は！」

　それは簡単だ。

「別に改派プロテスタントの傭兵が旧派カトリツクに雇われる事だってありますよ。──皇帝の代理人だからといって、M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派とは限りませんよね」

　と、皆に手の平を向け、しゃがみ込んで、えろパックにえろる。

　……ああ、久しぶりですねー。

　大舞台でもえろが出来るとは。自分は今、確実に落ち着いている。そして立ち上がると、頭上には補修の終わった天井から覗のぞける青空がある。それは突き抜けた秋晴れで、

「換気があるから、えろっても空気がよどまなくていいですよねー……」

「竹たけ中なか様、絶好調ですか」

「どうも、そうっぽいですね」

　と、正面を見ると、皇帝が奥の通路から戻ってくるところだった。手には何枚も表示枠レルネンフイグーアを持っているが、今の一発で方向転換が為なされたらしい。

・元ヤン：『どう来ると思う？』

・黒　竹：『三みつ成なり君をM.H.R.R.に固定しようとします』

　そっか、と、輝てる元もとがこちらに視線を寄越した。

「任した」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──身内を護まもるのは参謀の務めです、ってね。そして──」

　オブザーバ席の方、皆がいる。羽は柴しば勢も武蔵むさし勢も、だ。だから己は言う。

「武蔵勢の一角として、泣かしてやりますよ」
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　マティアスは思った。面白い、と。無責任にそう思って、歓喜を感じた。

　……この無能な傀かい儡らいに、このようなドラマの片役を与えるとは、素晴らしい！

　台本を決める。これだ。これがいい。横のオリンピアがこちらを見ている。

　老いた顔が、しかし上気し、美しい。現状の流れに対し、スリルを感じているのだ。

　素敵だ。老いてなお若い。彼女でなければ出来ない容よう貌ぼうだ。唯一しかない個性。それは何者に変わろうと思えば出来る変態の家系には、あり得ない美だ。

　だが今、自分もそうだ。自分にしか出来ない役を演じている。それは、

「M.H.R.R.神聖ローマ帝国皇帝は、このヴェストファーレン会議で、ある権限を失う。

　──M.H.R.R.領邦への指揮権限だ。解わかるね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──皇帝陛下は、この会議の後、各領邦への介入権限を失います。

　結果として、皇帝という名は肩書きや、M.H.R.R.の名目代表という事になる訳ですね」

「そうだ。その通りだ。だが今は違う。──意味が解るかな？」

　問うた先、竹たけ中なかが首を傾かしげた。

「すみません。解らないので、教えて下さいますか？」

「Ｔｅｓテスタメント．、いいだろう」

　現状の皇帝は、どういうものなのか。その意味を言うなれば、

「逆説的に、まだ、皇帝は、M.H.R.R.の代表だ。そして私は、その代理を三みつ成なり君に命じた！　──つまり三成君は、M.H.R.R.の代表として負債を抱えたのだ！　解るかね!?　君達がM.H.R.R.の所属を逃れようと、皇帝の代理ゆえ、三成君は新しい負債を逃れられない！」

「成程、そういう観点がありましたか」

　と、竹中が手を打った。そして彼女は、小さく手を上げる。

「確認させて下さい」

「なにをかね？」

　Ｊｕｄ．、と竹中が言葉を一つ置いた。

「今、皇帝陛下は、何処どこにいるんですかね？」
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　どういう事だろうか。

　マティアスには意味が解らなかった。だが、きっとこれは何かの布石だ。

　面白い事になるといい。そう考えながら、対応出来る表示枠レルネンフイグーアを探した。

　……これだ！

　通路の奥でガリレオも頷うなずいてくれた。ならばこれだ。

「私は今、K.P.A.Italiaに亡命している。三十年戦争が激化して、私の身に万が一があってはいけないからね。ああ、但し、これは気を付けて欲しい」

　言っておく。

「代理として与えたのは、皇帝の階位と、交渉権限だけだよ。与えられた負債を〝皇帝の名の下に捨てる〟ような事をするならば、私の権限でそれを阻止する」

「Ｊｕｄ．、──つまり、そちらに不都合と思われる事は、止められる訳ですね」

「そう思って貰もらって構わない」

　なーるーほーどー、と竹中が一音に一回ずつ首を下に振った。

「ハイ、解りました。──どう考えても、三成君は皇帝陛下本人の支配下にあるんですね」

「そう思って貰もらって構わない」

　なーるーほーどー、と竹たけ中なかがまた言った。

　そして彼女が、全ての頷うなずきの後で、言葉を作ろうとした。

　その時だった。不意に、右手側、東にあるP.A.Odaの席から声が飛んだ。

「羽は柴しば勢！　M.H.R.R.神聖ローマ帝国所属では息が詰まるし、責任ばかりを押しつけられて苦痛だろう！

　こっち、P.A.Odaに所属を固め、M.H.R.R.を捨ててはどうかね！　その方がいいぞ!?　うん。明るい未来が見えているじゃないか！」

　スレイマンだ。
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「どうかね？　いい提案をしよう、羽柴勢、そして武蔵むさし勢」

　スレイマンは立ち上がり両腕を広げて言葉を作った。

「武蔵にとって最大の問題は、本土側に拠点がない事だ。外界にて、各国の拠点などを巡ったとしても、それは各国のもの。IZUMOも有あり明あけも、〝落ちない土地〟ではない。

　ならば私達は提案しよう」

　それは、

「まずは私達の領地の中にある三み河かわ。あの地を、武蔵に付与し、各国の中立地とする事を私は提案する！　その上で、──琵び琶わ湖こ安あ土づちを割譲してもいい！　武蔵に対して、それ程の価値を感じていると、そういう指針としてくれ給え！」
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・□□凸：『無茶苦茶好待遇で来ましたね……』

・蜻蛉切：『琵琶湖安土は、……そんな有用なので御座るか？』

・巨　正：『P.A.Oda最大の水港であり、航空艦の建造地の一つです。これを武蔵勢に与えると言う事は、武蔵が艦隊を外に組む事も許す、という事となり──』

・傷有り：『P.A.Odaとしては、外界開拓の加速と同時に、自分達の参加において、武蔵のバックアップを最大限に欲したい、というところなのでしょうね。P.A.Odaは、極東勢が抜けると航空艦の技術をほぼ失いますから』

・不退転：『だとすれば、……羽柴勢がいなくなれば殆ほとんど使えなくなる琵琶湖安土を、羽柴勢の居残りの際にくれてやってもいい、という事になるのね』

・副会長：『スレイマンのキャラなんだろうけど、こんな会議の場で突然言う事かな……』
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　スレイマンは、武蔵側のオブザーバ席から手が上がったのを見た。

　武蔵むさし副会長だ。彼女はこちらに振り向き立ち上がり、

「すまん！　その件は、この会議の後にしてくれ！」

　ほう、と、指名をされた教皇総長が声をあげた。

「それはつまり、皇帝との交渉を有利に纏まとめると言う事か!?　なあ！」

「Ｊｕｄジヤツジ．！」

　即答が来た。

「武蔵の交渉役はタフだぞ！　──見ているといい！」

　……言うようになったものだねえ……。

　マクデブルクで見た、窺うかがうような少女の態度は、何処どこに行ったものか。

　教皇総長が、期待を消し切れない口調でこちらに言葉を寄越す。

「スレイマン、サービスし過ぎだ。……何もしなくても、アイツらは勝手に奪っていくぞ」

「だとすれば、この勝負は──」

　ああ、と応じる教皇総長が、既に前を見ている。竹たけ中なかの横顔に視線を投じ、

「──すぐに決まる。見ていろ」
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　竹中は、一息を入れた。

　……確認はとりましたね。

「──皇帝は今、K.P.A.Italiaに亡命中という事ですね？」

「Ｔｅｓテスタメント．、それゆえに私は私の代理人を頼む。そういう事だ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と己は応じた。そして、

「────」

　息を吸う。深く吸う。そのうえで軽く手を上げ、自分はこう言った。

「ではこれより、私達羽は柴しば勢は、武蔵勢としてM.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクを制圧します」
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・黒　竹：『あー、すみません副会長、ちょっと手加減無しでいきますんで』

・副会長：『任せる、って言ったから頼む。だけど──』

・黒　竹：『Ｊｕｄ．、失わせる事は無しですね？　──大丈夫です。どっちかって言うと、三みつ成なり君がそっちに振られそうだったんで。チョイと行きます』
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　竹中が、再び、ゆっくりと告げた。

「ではこれより、私達羽柴勢は、武蔵勢としてM.H.R.R.旧派を制圧します」

　彼女の台詞せりふに対し、は？　という声が、全体の反応だった。

　竹たけ中なかが何を言い出したのか解わからない。

　ただ、言葉は理解出来る。ゆえに皆、じっとして、竹中の告げる台詞を聞いた。

「理由は、M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクの保護のため。M.H.R.R.と羽は柴しば勢の協働ではなく、羽柴勢として、M.H.R.R.を制圧します」

　何故なぜなら、

「皇帝は亡命し、自分が出るべき交渉にも代理を使う状態です。もはやM.H.R.R.旧派は皇帝の力が及ばぬ空位状態と判断しました。緊急事態として、我ら武蔵むさし勢がM.H.R.R.旧派を保護、皇帝を排斥して、新皇帝を立てます。

　P.A.Odaのような二頭体制にはしません。その新皇帝は──」

　言う。

「まずは皇帝の代理である石いし田だ・三みつ成なりを。しかし石田・三成は関せきヶ原はらで死んだ身。正しき上役である総長、葵あおい・トーリに皇帝権を譲り、武蔵との連携出来る旧派国家を提示します」
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　……ハイダメージ・ハイリターンか！

　巴ともえ御ご前ぜんは、竹中の字名アーバンネームを思い出した。

「三成に、負債共々、皇帝の権限を認めさせるハイダメージを容認。その上で、〝皇帝〟として、外にいる亡命皇帝を追い落とし、武蔵総長に皇帝位を預ける……！」

　ハイダメージは、現皇帝を追い落とせば、ほとんど払ふつ拭しよく出来る。

　負債の解決方法を止めていたのは、元皇帝なのだ。

　そしてハイリターンが、余りにも大き過ぎる。

　……M.H.R.R.旧派領土だけではないぞ……!?

「外界のM.H.R.R.旧派領土も、武蔵は手に出来るのか！」
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「詭き弁べんだ!!」

　皇帝の叫びを、竹中は聞いた。

　構わなかった。

「詭弁？　交渉なんですけどね？　これ。──そうとは知りませんでしたか？」

　差し止め、相手が反応をするより先に、自分は己の言うべきを放る。

「〝新しい負債〟を解決するには、おねーさんも三成君も、外界の開拓がベストだと判断したんですよね。──ですが、外にいるお偉いさんが、金も人員も出さずに駄目だという。ならば現場はやるしかないじゃないですか」

　やる。

「〝新しい支払い〟なんて、おねーさんにとっては一つしかありません。──お偉いさんを、現場から追い出すんですよ」

「戦争を起こす気か!?」

　皇帝が、新しい表示枠レルネンフイグーアを抱えるようにして読んだ。

「私はK.P.A.Italiaに亡命している！　M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクを制圧したとしても、今度はK.P.A.Italiaとの戦闘になるのだぞ！」

「それは生じません、皇帝陛下」

「何故なぜだ!?」

　やはり傀かい儡らいだ。解わかっていない事がある。

「このヴェストファーレン会議。実は会議全体を経る事で、阿蘭陀オランダ以外に独立をする国があるんですよね？　それが何処どこか、皇帝は知りませんか？」

　問うた先、マティアスが首を前に傾かしげた。

　だが、彼とは別で、動いたものがいる。オリンピアだ。

　彼女が鋭い視線でこちらを見た。

　……こっちは解ってるようですね──。

　ならば容赦は無用。口を開けば三千世界の言葉が出る。

「瑞西スイスです」
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　瑞西だ。

「……独立としては、ヴェストファーレン条約全体として認めれられるので、今回、三つの会議には加えていないものです。なので今まで黙っているのかと思ってましたが」

　ここまで沈黙し、恐らくさせられていたのだろう。

　小国家。山間部の、小さな国だ。だが、これが皇帝と現教皇の致命となる。

「ローマにいる教皇は、自分の戦力を持つ事が許されません。ゆえに教皇はある国から戦力を傭兵として借り受けます。どこだか解ります？」

「三征西班牙トレス・エスパニアかい？　よく、海外に出る時、艦を出させているね？」

「んー、残念、違います」

　視線を西に飛ばすと、三征西班牙副会長が手で小さく丸を作っている。その通り、というところだろう。何故なぜなら、

「三征西班牙は同盟相手で、戦争などは共に行ったりしますが、教皇周辺、ローマなどで護衛や警備につかせているのは、違う戦力です。つまり教皇の私的所有戦力の事ですね」

「それが瑞西か！　──だが、その瑞西がどうかしたのかい!?」

「Ｊｕｄジヤツジ．、瑞西傭兵団クリークス・ゲルゲルンは、教皇の唯一戦力なんですね」

　後は簡単だ。

「しかし瑞西スイスは現在、M.H.R.R.神聖ローマ帝国の一部です。だから皇帝代理の三みつ成なり君は、独立をするその国家を負債として抱え、こう解決しましょう」

　はいどうぞ、というと、事態を悟った三成が即応する。

「では私は、負債の支払いとして、──瑞西の独立を無条件で認めます」

　さあ、どうなるか。皇帝は解わかっていない。奥でガリレオが呼んでスッ飛んでいく。

　だがオリンピアは理解しているだろう。

「阿蘭陀オランダと同じです」

「そうね。──つまり、やってくれたのね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、いえ、仰おつしやられている事が解りませんね。おねーさん達は今、何故なぜか皇帝や教皇が保護していた〝新しい負債〟を表に暴き、〝新しい支払い〟で返しただけですから」

　そうすると、どうなるか。

「小国家瑞西は、阿蘭陀同様、すぐに体制を整える事が出来ません。

　瑞西が自国を見直している間、教皇も身動きがとれません。ですが、私達は動きます」

「それは……！」

「Ｊｕｄ．、──M.H.R.R.旧派カトリツクを制圧し、皇帝陛下と、貴方あなたを失権させます」

　言った。

「これがおねーさんの〝新しい支払い〟です。M.H.R.R.を護まもるため、M.H.R.R.に負債を掛けようとする存在を排除します。

　──まさか、自分達が〝代価〟になるとは、考えていませんでしたか？

　貴方達は、三成君を〝代価〟にしようとしたのに？」
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　さあ、と己は手を上げた。その手の平から、ここまでの推移で使った表示枠サインフレームが滝のように流れ落ちていく。

　だが、詰めを甘くする自分ではない。

「皇帝陛下。教皇。──貴方達を護るものはもうありません。

　身の振り方を決めて下さい」

　それは、

「ここで両者とも、皇帝と教皇の座を捨てるならば、私は皆に対し、M.H.R.R.旧派に対して、最善の厚遇をもって当たるように進言します。

　しかし両者とも、皇帝と教皇の座にしがみつくならば、私は皆に対し、M.H.R.R.旧派の全域制圧を行い、貴方達については捕縛、監視の上で時代を決めます。

　──失わせはしません。それが武蔵むさしの決まり事ですんで。でも──」

　でも、

「どちらを選んでも、ここから先は武蔵勢と同じものを見て頂きますからね？　お二人とも」

「何故なぜだ!?」

　疑問が来た。

「私達は、M.H.R.R.神聖ローマ帝国を思い、護まもるために行動してきた！　そこに何か、間違いがあったと、そう言うのか!?」

「そんな事は、言えたモンじゃないですよ」

　己は、肩をすくめた。今、ここで皇帝達に教える事があるとすれば、これだ。

「おねーさんは、武蔵勢の書記と副会長を、一斉に相手した事が何度かあるんです」

　そして、

「貴方あなた達は、おねーさんの大事な仲間を利用しようとした。おねーさんはそれが赦ゆるせなかった。それだけの事ですよ、これは、ね」
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・きめえ：『これ、かなり竹たけ中なかはキレてるわね』

・貧従士：『いやあ、……いつも書記と副会長の被害者になってる枠だったんで同情ありましたけど、──どうしてコレがうちに対して出なかったんですかね』

・金マル：『いつもバラやんとセージュンに酷ひどい目に遭わされてるからじゃないかな？』

・元ヤン：『本ほん多だ・正まさ純ずみ、どうする？　オーバーキル案件になってるが』

・副会長：『いや、何か、大おお久く保ぼみたいな、設計通りに詰めていくものかと思ったら、極論で殴りつけていくとはなあ……』

・黒　竹：『い、言っておきますけど、こっちが何か言うと意味不明な言動で返してくるの、そっちですからね──!?』

・銀　狼：『ああ、打撃系の竹中に対する回避＋カウンターみたいな武蔵勢の相性ですのね』

・未熟者：『蝶ちようのように舞い、蜂はちのように刺す……！　そういう事だね!?』

・成成成：『いや、あの、素早い狂人が殴りかかってくるのと同じです』

・賢姉様：『あら！　どうしたのミトツダイラ、浅あさ間ま、アデーレも！　こっちを見て、そんなにオパイが胸布の上に乗ってるのが見たいの!?　どう!?』
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　と、浅間は一つの動きに気付いた。

　ホライゾンが目覚めたのだ。

　島しま津づから身体からだを無造作に起こした彼女の周囲に、表示枠サインフレームが現れて消えていく。

　大罪武装ロイズモイ・オプロ関連の白と黒で出来た表示枠サインフレームだ。再表示があるかどうか怪しいし、内容を確認している暇がないから、

「ハナミ！」

　即座に、可能な限り画像として撮影し、後で内容を読み取る事にする。

　だが、今の声でホライゾンが気付いたし、彼も、他の皆も気付いた。

　ホライゾンの周囲に出る表示枠は、今はもう自分が設定した起床用の体調管理加護ばかり。

　ただ、何かが変わったのは確かだと、情報を、彼女を含み、皆で共有する。

　そしてホライゾンが、一度頭を振り、

「驚く程にスッキリです。島しま津づ様、有り難う御座いました」

『いいかんじだったの──』

　向こうも良い食事だったようだ。いつの間にか来ている他の島津に、ホライゾンが手をついて起き上がり、

「さて、どうなりました？　圧勝ですか？」

「ああ、──M.H.R.R.神聖ローマ帝国が消えるかもしれん」

「それは見事な破壊力。──おお、長耳眼鏡めがね様ですか、毎度、正まさ純ずみ様とネシンバラ様が鍛え上げた御陰で、いい飛躍が身につきましたか」

　端的に全て言い表しているようで、何か凄すごいと思いました。
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　いやー……、と竹たけ中なかは、一息ついて小さく言葉を作った。それは周囲の三みつ成なりと輝てる元もとにだけ聞こえる声色で、

「やり過ぎましたかね……」

「一番喜んでいるのは、P.A.Oda陣営だろうぜ」

「ああ、それは意識してやりました」

　己は確かに頷うなずいた。

「少なくとも教皇の失権はやる。そうする事で、元教皇総長が、現教皇総長に返り咲きますが、だからこそ、次の彼らとの会議が三み河かわの続きとなり得ます」

「竹中様……、先を考えてらっしゃったんですね」

　ビミョーにディスられてる気がするが、ともあれ、と己は告げた。

「向こうがどのくらい、仮に思うかは別として、──おねーさん達は武蔵むさし勢になったんです。武蔵にとって益になる事を行いたいじゃないですか」

「だがどうする？」

　輝元が問うて来た。

「新皇帝として、そこの三成か？　お前らがM.H.R.R.を手に入れるとなると、向こうの教皇総長やスレイマンとか、また黙ってねえと思うぞ」

「あ、その辺りは見越してます。──この事態を丸く解決出来る人がいるんですよ」

　だからまあ、

「恐らくその人は、出てきます。既に確認出来てますんで」
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　竹たけ中なかは動いた。皇帝と教皇に向き直り、告げる。

「M.H.R.R.神聖ローマ帝国は、新皇帝の下、外界の開拓を行い、武蔵むさしとの協働で今後は運営されます。

　K.P.A.Italiaについては、これから次第だと思って下さい」

「……お兄ちゃんとの事ね？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と己は頷うなずいた。

「このミュンスター講和会議が終われば、次は、真のヴェストファーレン会議として、教皇総長と副会長の会議が行われます。K.P.A.Italiaとしての判断が下されますが──」

「いいわ。……私としても、K.P.A.Italiaを保護したいと思ってきたのだけど」

　彼女の言う事に偽りはないだろう。

　皇帝もそうだ。傀かい儡らいとして、自分達が出来る方法を尽くそうとした。だが、

　……ああ、そうですね。

　彼らは、何かを犠牲にする事で、大多数を救おうとしたのだ。

　かつての自分だったら、それを認めたかもしれない。恐らく、羽は柴しばだったら、それを最適として飲んだように思う。その上で、自分はまた、外にその犠牲を転化する方策を考えたかもしれない。

　そうだ。

　この人達は、かつての自分達がいたM.H.R.R.を頼っていたのだ。だとすれば、

「裏切ってしまいましたね。恨まれても仕方ない事だとは思いますけど、その際は、おねーさんだけにしてやって下さい。殴ったのは私ですんで」

「いや」

　と、皇帝が、両手に持っていた台本を叩たたき合わせ、砕いた。

　硝子ガラスの割れるような音に重なって、光が散る。そして彼が、こう言った。

「面白かったよ。──私達が、私達の方法で潰つぶされるとはね。だから……」

　だから、

「もしもM.H.R.R.が羽は柴しば君の体制だったら、私達は何処どこかで今のように負けていたのだろう。

　竹中君、三みつ成なり君、──手加減はしたかい？」

「……いえ。思い切りやりました」

「そうか。私も誇りに思うが、──一番喜ぶのは、羽柴君だろう。彼女は、君達が自分より上に行くならば、その事を喜べた人だから」

　そして、と皇帝が頷うなずき、天上を指さした。

「──君達が次に超えるべきは、あの空にいるのだね」

「皇帝陛下」

　三みつ成なりが、彼を見上げ、こう言った。

「傀かい儡らいじゃない方が、台詞せりふが格かつ好こ良いです」

「──それは傀儡として遺憾なので、いつも隠しているんだよ」

　その言葉に、皆が笑った。小さいが、確かに笑みを得て、己は両の腕を広げた。

「これにて、ミュンスター講和会議は終了します！　誰だれか、異議のある者は!?」

「異議ありだ！」

　来た。教皇総長だ。
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　だろうなあ、と巴ともえ御ご前ぜんは感想した。

　武蔵むさしが新皇帝を立て、M.H.R.R.神聖ローマ帝国全体が停滞せずに新大陸への開拓ルートを持つ。これは悪くはない事だと思う。

　改派プロテスタントも旧派カトリツクも参加出来る事だし、お互いの益となる。更には、今後は領邦国家として弱体化してしまうM.H.R.R.が、この件では一致団結出来るのだ。

　M.H.R.R.全体として一斉に国力を上げられるのは、これが最後の機会かもしれない。

　そういう意味では貴重な結果が出たとは思う。しかし、

「武蔵に、権力が行き過ぎだ」

「確かに。……皇帝つきで協働となると、殆ほとんど逆暫定支配です。何しろ、各国側の指導者がいないという事になりますから」

　ゲーリケの感想と重ねるように、教皇総長パパ・スコウラが吠ほえた。

「貴様ら！　三み河かわの一件について、ヴェストファーレンで各国に問うと言ったな!?　それが何故なぜ、結果も問わずにM.H.R.R.を勝手に己のものとしている！」

　会議を待つ身としては、そうも言えるか。

「──俺おれとの会議を無しに各国の支配を始めようとは、武蔵は世界に対して反逆の意思有りと、そう認めざるを得んぞ！　おい！」
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・ホラ子：『以前は漫画読みつつフンフン聞き流していましたが、直接来られるとウザいですねコレ』

・俺　　：『だろ？　それで俺が指摘すると逆ギレされてなあ……』

・ＡｎＧ：『この前に話聞いたけど、アレだと誰だれでもキレると思うなー……』

・不退転：『でもどうするの？　皇帝を返上する？』

・あさま：『あ、私、さっき気付きましたけど、多分、……解決出来ると思います。ええ』
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　教皇総長パパ・スコウラは、武蔵むさし勢の方を見ていた。

　副会長か誰だれかが応答を寄越すと、そう考えていたからだ。だが、

　……ん？

　武蔵の連中が、こちらを見つつ、手である方向を指さしていた。

　会議場の中央側だ。石いし田だ、竹たけ中なか、毛もう利りの三者が立つそこに、

「あれは──」

　南東側の壁を越えて、一つの影が入って来た。六足の姿だ。

「島しま津づが、……何故なぜだ？」
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　竹中は、島津が近づいてくるのを認めた。来る姿に、しかし自分は直接対応せず、

「こちらへ」

　と、促す位置は、南に面した場所だ。輝てる元もとが首を傾かしげる前を通り過ぎ、三みつ成なりの誘導で島津が武蔵勢と向き直る。そして、

「宜しく御願いします」

　言った直後だった。不意に島津が起き上がった。

「────」

　全ては一瞬。

　起き上がった筈はずの島津。その全身があるべき処ところに、別のものが立っていた。

　M.H.R.R.神聖ローマ帝国女子制服。黒と白の形を着込んだ姿は、己を確定する言葉を放った。

「お久しぶりねェん。──M.H.R.R.皇帝総長、ルドルフ二世よォん」
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・貧従士：『えっ？　えっ？　ええっ？』

・イケ照：『あ、そういやさっき、群から外れてうろうろしてるのを、迷まい子ごかと思って通報してたんでした……』

・浅　野：『何で池いけ田だはピンポイントで気付いた事を活いかせないかな……』

・あさま：『あと、さっき、ホライゾンが起きる時に、一匹に〝手をついた〟んですよね。普通だったらそこから容赦なく眠らされる筈はずなんですけど』

・黒　竹：『以前、小こ牧まき長なが久く手ての戦いから、また身を隠していたルドルフ二世ですが、このヴェストファーレンにはやってきているだろうと踏んでまして、じゃあ何に変態しているかな、と精査していたところ、島しま津づかな、と……』
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　ルドルフ二世は、告げる。

「んフゥ。──出来の悪い弟に代わり、私がM.H.R.R.神聖ローマ帝国を統治してア・ゲ・ル。

　引き籠こもりではあったけど、少なく見積もっても天才の私が、外に出て幾つもの国を巡って実地で勉強してきたのよォん？　いい話だと思うけどォ？」

「ルドルフ二世!!」

　教皇総長パパ・スコウラが言葉を飛ばしてきた。

「貴様に総長となる権限があると思っているのか!?」

「あらァん？　そういう貴方あなたはどうなのよォ」

　笑う。心底おかしい。

「アハ……！　私も貴方も、こういう扱いなのよねェん？　──〝行方ゆくえ不明〟って！」

　言って、己は姿勢を正した。両の足を肩幅に広げ、胸を張り、口を直し、喉のどを整えて言う。

「──皇帝、帰参せり!!」

　そして視線をズラした。左、南のバルコニー上に立つ弟を見据え、

「もう一回よ、マティアス。──私がM.H.R.R.を統治するのを見て勉強し、私が飽きて放り投げたら、貴方がもう一度やり直すの。いい？」

「兄さん……！」

　弟が、困ったような笑みで言った。

「いつのまに姉ねえさんに……！」

「自分に素直になった時よォん」

「Ｔｅｓテスタメント．！　見事な変態だ姉さん……！」

　笑みで返して、己は武蔵むさし勢に身を返す。見れば、見覚えある姿は少ないが、自分の実験体の一人も確かにいる。だが、羨うらやましいとは、そう思わない。

　これから己も、対等の場に上がるのだ。だから、

「武蔵勢、──新皇帝の座を、この出戻り皇帝に譲って貰もらう事は可能かしら」
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　トーリは、懐かしい顔を見た。手を上げ、ホライゾンを呼んで指さし、

「前、M.H.R.R.でネイトに開きにされて以来か！　オメエ、こっち憶おぼえてねえだろうけど」

「ガリガリやられてる時に下見て、視界には入っていたわよォん？」

「じゃあ、久しぶり、ってところか」

　解わかった、と己は言う。

　相手の人となりは、ミトツダイラから聞いている。あの塔にいた理由も、だ。

　皇帝になりたくなかったのに、ならされてしまった者。

　だがそれが今、表に出て、皇帝になる事を自ら望んでいる。

　その意味が解らないヤツなんて、何処どこにもいねえだろう。だから、

「任せるわ。──面白えといいな」

「Ｔｅｓテスタメント．、楽しむわァん。──私、絵を描いたり音楽を奏でるの、得意なのよ？　料理もねェ」

「じゃあ武蔵むさし野のの青せい雷らい亭てい本舗に、暇だったらメシ食いに来いよ」

「──有り難ォん。フフ、そこの次期人狼女王レーネ・デ・ガルウ。──また一勝負、いずれ頼むわね？」

　言って、ルドルフ二世が膝ひざを着いた。変態は顔を伏せ、

「──次期皇帝の座、お受けいたします。武蔵むさし総長。そして……」

　言う。

「我がM.H.R.R.神聖ローマ帝国との協力と友好を」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と応じたのは、ホライゾンだった。彼女は寝起きで首を鳴らしながら、

「──ま、いつも通りでしょう。英国同様、たびたび世話になると思いますが、宜しく御願いいたします。あ、あとコレ」

　と、身を起こしたルドルフ二世に、ホライゾンが表示枠サインフレームを投げた。

　受け取り、見る彼女より早く、ホライゾンがこう言った。

「青雷亭ブルーサンダー無印での、パンと〝水〟のサービス券です。武蔵に来た時は、是非どうぞ」

「有り難く使わせて頂くわァん」

・俺　　：『うちもああいうの、作るか……？』

・ホラ子：『ククク、パクりをするとは、流石さすが、器の小さい男ですね、トーリ様』

・賢姉様：『フフ、愚弟も、それするなら、本舗にある程度本腰いれないとね。──愚弟に文字通り本腰入れられる連中はどうかしら』

・あさま：『い、いや、後ろに作る東とう照しよう宮ぐうも含みでバックアップしますよ、って』

・銀　狼：『各国の重鎮が訪れる軽食屋って、無茶苦茶ですわねー……』

　まあそういう事だ。頷うなずくと、変態が微笑で皆に一礼した。

「これよりM.H.R.R.全域は、外界開拓を想定してこの会議に臨むわァん！　そして──」

　輝てる元もとが手を上げ、宣言した。

「これにてミュンスター講和会議を終了する！　総員、次に備えとけ!!」
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　そして午後二時半。

　ミュンスター講和会議が終わった時点で大きな変動が二つ、世界に生じた。

　一つは、ルドルフ二世が帰参し、M.H.R.R.神聖ローマ帝国皇帝に返り咲いた事。

　もう一つは、

「教皇総長パパ・スコウラの復権だな！　おい！」

　との事で、オリンピアから、やはり帰参した教皇総長に、その座が戻されたのだ。

　教皇総長は、南のバルコニーに控えていたガリレオと挨あい拶さつを交わし、お互いにここまでの流れを寸評したり、苦笑していたが、位置としてはP.A.Oda側として続行する事を選んだ。

　これは、既に旧体制となったK.P.A.Italiaにおいては、オリンピアに一度収拾をとらせ、正式に座を譲らせる意図であった。が、オリンピアは完全に仕事放棄する気満々だったので、結果として、

「私の仕事か！　元少年……！」

　ガリレオが、この休憩中からK.P.A.Italiaの、解体と再構成を担当する事になったのである。

　一方、各国は多忙を極めた。

　十五分の休憩を、それぞれは控え室に戻ったり、会議場で過ごし、他の各国との調整や間食などを行って過ごしたのである。

　武蔵むさし勢では大おお久く保ぼ達が目覚め、ミュンスター講和会議が既に終了した事に対し、

「何で知らせんのや……！」

『ねてたからなの』

　と島しま津づに意見を瞬殺される状態もあったが、皆一様にテンションは高く、次の会議へと向け、確認や調整を重ねて行った。

　十五分という時間は、結果としてあっという間に過ぎ、今や皇帝や教皇ではなく、司会役となったマティアスとオリンピアが、鐘を鳴らした。

　次の会議の開始を告げる鐘だ。

　ヴェストファーレン会議には含まれない。しかし、本番と言えるもの。

「ヴェストファーレン三み河かわ会議！　はっじまっるよォ──!!」

　ハジけるマティアスに、多忙を寸断された皆が、容赦なく半目を向けた。
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　クリスティーナは、お茶の匂においを感じた。

　消臭、という要素だろうか。飲む時に鼻に伝う香りを、もっと強くしていろいろ搔かき消したところで、

　……あ。

　水を浴びたと、そう感覚した。

　それが目覚めの合図だ。

「おおう……！」

　起きる。すると、下についた両手が、茶の木に埋まった。

『おきたの？』

　ビックリしたが浮ついた声を作らなかったのは、それが〝木〟ではなく、葉の集合だったからだ。手は手首と肘ひじの間くらいまで埋まったが、奥に行くにつれて密度が高く、止まった。

　草の獣だ。島しま津づ。こちらを起こすために食事を中断している。

　中は、涼しい。晩秋の夜に外に出ると、こんな大気に触れる事が出来よう。ええ、昔にこういう空気が好きで、ヒッキー女が晩に白い服着てうろうろしてたら、翌日から近所の小等部が集団下校を始めたでありますよ？

　ともあれ暗い過去はやめようと、そう思っていると、

「起きたか」

　と、横に忠ただ興おきがやってきた。
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　自分が寝ていたのは、島津の誰だれかで、座席位置としてはやや後ろだった。雛ひな壇だん席なので視界は良好。何となく生じる学年の距離差では、この辺りは一年生達が多めのようだ。

　……皆、若いでありますねえ。

　でも大丈夫。自分も忠興様と平均値をとれば充分若いであります。駄目か。

　とはいえ島津には世話になった。正直、いつぶっ倒れたか憶おぼえてないのだが、

「ええと、どうも有り難う御座いますであります」

『またのごきかいなの』

　と、島津が去って行く後ろ姿が格かつ好こ良い。一方こちら、非常に体調は良好。恐ろしい事に、服はインナースーツまで消臭されている。と、グラブをクンクンやっていると、

「どうだった？」

「あ、Ｔｅｓテスタメント．、忠興様の術式が、もの凄すごく役に立ったであります」

　あれ無しだと、相当に危険だった筈はずだ。ただ、

「随分と寝ていたでありますねえ」

　疲労が濃かった。だからあのまま行くと、自分が力尽きたかもしれない。その場合は、

　……アクセルが、撃つのを止やめたかもしれないでありますね。

　自分の持つ能力を第一に認めたのが彼女だ。だから多分、副長が総長に勝つべきではないと、そういう配慮をしてきたのではないか、とは思う。

　無論それも、こちらの勘違いかもしれないが。と、そう思っていると、

「────」

　場が賑にぎやかになった。

　会議場に、議論するべき二人がやってきたのだ。

　片や、教皇総長だ。

　何度か見た事はあるし、すれ違うような状況になった事もある。だが、このような近距離で確認するのは初めてだ。そして、

「おお」

　と声が漏れたのには理由がある。

　自分達はM.H.R.R.神聖ローマ帝国の制服で入場したものだったが、副会長が、

「極東制服に着替えたのでありますね!?」

　いつもの副会長のスタイルだ。だが、自分は知っている。これは、

　……三み河かわの続きだと、そういう事なのでありましょう！

　自分は三河争乱に立ち会っていない。が、当然、知識としては知っている。いつ、どのように何が起き、どういう結果になったかを想像出来ている。

　あの時予告されたヴェストファーレン会議が、ここで始まるのだ。

　武蔵むさし勢は、あれから、自分達がどのように関わったかを述べ、それを教皇総長が試験していく事になる。

　一方で、大おお坂さかの役えきは進行中なのだ。

　ここは武蔵勢が各国に計られる場所。だとすれば、

「全ては今、敵であると、そう思っていいのでありますね」

「おい」

「？　何であります？」

　いやまあ、と忠ただ興おきが、自分の身と、周囲の学生達を指さした。

　皆、極東制服を着込んでいる。

　……それが一体……。

　と思い、言葉にしそうになって、自分は気付いた。

「ちょ、ちょっと着替えてくるであります……！」







[image: 第五十一章『平行線上への議論者』]
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　……瑞典スウエーデン総長が起きたか。

　正まさ純ずみは会議場の中心から、オブザーバ席を見た。

　武蔵むさし勢の中では、ホライゾンがこっちに両腕振り上げているのが見える。その後ろに大おお久く保ぼやオーゲザヴァラー、小こ西にし達もいるから、全員復帰だ。

　しかしまあ、随分と増えたものだと思う。

　三み河かわを出た頃ころは、それこそ武蔵のみ。一クラス、という塩あん梅ばいだったものだが。

　……否。

　まだ早い。ここで〝全員〟を思うのは、尚早だ。何故なぜなら、

・副会長：『世界中を、味方に置くぞ』

　そのつもりで行く。ゆえに己は、自分に着実を義務とした。南のバルコニーを見て、

「司会！　こちらは問題ない！」

「Ｔｅｓテスタメント．！　俺おれの方も問題ない！」

　教皇総長パパ・スコウラが告げて、表示枠レルネンフイグーアを掲げた。彼は振り向き、

「神前において、忌き憚たんなく、ありとあらゆるをもって言葉を尽くす事を誓おう！

　貴様はどうだ!?　本ほん多だ・正まさ純ずみ！」

「待った」

　己は、教皇総長の手の上で消えていく表示枠サインフレームを見ながら、疑問した。

「……そんな術式や加護、神しん道とうにあったっけ？」
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　豊ゆたかは、教譜指導者の説教をいきなり聞いた。

「貴様あ────!!　大事な会議だぞ!?」

「いや、締結時の契約術式は知っているが、開始時の神前云うん々ぬんって、どう考えても教譜ごとに違うし、無い教譜だってあるだろう。旧派カトリツク基準で言うのやめませんか聖下」

・金マル：『セージュン、敬語が無茶苦茶になってるんだけど』

・□□凸：『開始直後どころか開始中に[image: ]しかられるって、初めて見ました……』

・●　画：『これから何度も見るから安心するといいわよ？』

・貧従士：『ともあれ、そういう術式って、神道にありましたっけ……？』

・ゆたか：『ええと、ちょっと待って下さい？』

　母は今、ホ母様のアップデートの確認などに入っている。

　なので今、副会長が必要としているような術式は、自分が対応だ。

　……よく考えたら、浅あさ間ま神社代表として全国デビューですね！

　素早く行く。完全極東仕立ての極東制服にも、最近は慣れてきた。意外とM.H.R.R.神聖ローマ帝国の制服はタイトだったんですねー、と昔と比較で思いつつ、

「《神前契約》で検索、と」


《結婚ですか!?：確認：是／非》



　非を押す。そして別候補を探すと、


《神罰ですね!?：確認：是／非》



　非を押す。そして別候補を探すと、


《無いです！　残念！》



　……ンンンンン？

　何か極端じゃないでしょうかコレ。ちなみに候補検索をすると、結婚は十二で、神罰は千六百以上あった。

　……神罰そんなに人気なんですか……。

　巫女みこの上位試験などを受ける時、創作術式が問題として出されるのだが、神罰関係は幾ら作っても〝人の数だけ趣味があるから〟という理由で見逃されるのだという。

　劔つるぎ神社はどうでしたっけ……、と思うが、あっちもあっちでいろいろ充実していたようには思う。ただ、

・副会長：『すまん、術式まだか？　さっきから睨にらまれてるんだが』
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　教皇総長パパ・スコウラは、落ち着こうと、そう思っていた。

　久しぶりの外交である。

　教皇の座を、先程取り戻した上での外交だ。

　しかも、オリンピアやマティアスと大きく争った訳ではない。

　武蔵むさし勢が自分達の戦術のために、二人を皇帝や教皇から排除したのだ。

　こちらはそれに便乗した形だが、だからと言って感謝をする部分は無い。

　今は敵とも言える関係だからだ。

　交渉前に情けを掛けるつもりもなければ、要らぬ誤解を与える気も無い。

　しかし、コイツらもここまで、よくやってきたのだろう。だからそれには、敬意を表して、

「……おい、まだか？」

「あ、すまない聖下。もう少し、あ、ああ、来た来た！　来た！」

　と、本ほん多だ・正まさ純ずみが右の手を広げた。

　術式だ。彼女が一歩前に出て差し出すそれを、己は受け取った。鳥居型の神しん道とう術式で、異教のものだが、神道は極東上のインフラベースともなる寛容な術式でもある。ならば、

「──受け取ろう。これでいいのだな？」

　本ほん多だ・正まさ純ずみの手の上でも同じものが回っていたが、不意に砕けて消える。

　こちらの手の上でも同じだ。

　共用している両者の手で、術式が同時に発動。幾つかの新しい表示枠サインフレームが展開し、消費拝気量や提携神社などの情報を教えてくれる。

　一方で、本多・正純の方もこちらが先に渡した契約術式を発動させた。

　彼女は、但し書きを読み、安あん堵どの吐息をついた。

「いやー、良かったです、聖下」

「は？　何がだ？」

　問うと、本多・正純が、笑顔で言った。

「今の契約術式、浅あさ間ま神社にはこういう会議用のが無いって言うんで、仕方なく〝会議をちゃんと終えないと神罰として尻しりから十字架が出る〟ってのを調整して貰もらったんです。

　インスタントですけど、うちの新しい浅間神社代表、新人なりになかなかやるでしょう？

　聖下に喜んで貰えて幸いです。まあ自分も一緒に掛かりましたから、いいですよね」

　落ち着きを振り払ってみた。
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・ＡｎＧ：『……副会長、何かすっごい[image: ]しかられてるんだけど、アサマホのせい？』

・ゆたか：『いや、努力はしたんですよ……。努力は、ええ』

・不退転：『というか、尻から十字架って、出るの？』

・ウキー：『尻から出たら、一発で聖人に昇格されそうな案件ではあるな……』

・ゆたか：『え？　あ、組んであったから出ると思います。用法に〝夜に彼が訪れない時は優しくケツクロスで部分攻撃〟ってあって笑っちゃったんですけどね。粒子サイズはスライダー最大値にすると面白そうですけど[image: ]られそうだったので、最大幅を五くらいで』

・きめえ：『それ、貴女あなた、自分を想定してたりする？』

・ゆたか：『えっ、──い、いやあ、自分じゃないですよ！　違いますからね!?』

・あさま：『あ、豊ゆたか、もう遅いと思うけど、──古い神罰だから、単位が寸です、コレ……』

・●　画：『幅約十五センチに格上げね……』

・ホラ子：『コレ、正純様が自爆覚悟で外に逃げ出した方が、教皇総長様の尻から十字架ってのでビジュアル的にイキではありませんか？』

・金マル：『いやー、教皇総長、術式で突っ走るから追いつかれるよ？』
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「貴様……！　教皇に対し、土着術式の原住民が罪人扱いの術式だと……!?」

　……うわー……。来た……。

　相変わらずの圧が凄すごいし、暑苦しい。

　何でいつも真顔なんだ、と思うが、コレ、私に対してだけだろうか。

　オブザーバ席の方も、十字架は何センチまでなら許容範囲かという、答えが出たところで口にしたら殺されそうな事を話し合っていてどうしたものか。

「いやまあ、聖下、ちゃんと会議を終えるところまでやろうという意気込みですよ」

「会議を終えるのは当たり前だ！」

　……おっと。

　つまり教皇総長としては、やり切るつもりなのだ。だとすれば、確認する事がある。

「完全決着ですか？　不可逆無しで」

「当たり前だ！　世界の危機たる末世が迫っているのだ！　解わかってるか!?　おい！」

「Ｊｕｄジヤツジ．、だとしたら安心です。聖下」

「俺おれは全然、安心ではないぞ、本ほん多だ・正まさ純ずみ！」

　Ｊｕｄ．、と自分は頷うなずき、息を吸った。前を見て、至近の相手を見据え、

「大丈夫です。──三み河かわからこれまで、自分達は、多くの国に安心を与えて来ました」
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・九尾娘：『今コレ、笑うところかえ？』

・ホラ子：『おっと義よし光あき様早かった！　確かに今、周囲が静まっているのは〝何言ってんの？〟って空気ですよねコレは』

・俺　　：『よーし、じゃあ俺が代わりに安心させに行っちゃうぞ──』

・副会長：『う、うるさいな！　あと葵あおいは座ってろ……！』
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　正純は、表示枠サインフレームから見える雑音を、しかし捨てないようにして耐えた。

　その上で、己は教皇総長に言う。

「聖下も、安心させてみせましょう」

「じゃあ俺は、貴様らがどれだけ危険か、知らしめてやらんとな」

「Ｊｕｄ．」

「──Ｔｅｓテスタメント．！」

　お互いが言って、聞いて、お互いが一歩下がった。

　サイドテーブルがそれぞれにある位置に立ち、

「司会」

　それぞれが同時に告げた瞬間。南のバルコニーからオリンピアの声が響いた。

「──では、臨時の追加会議として、ヴェストファーレン三河会議を開催します！　この会議は、三み河かわの続きと言う事で、大おお坂さかの役えきも重ねるものでもあると、そう理解して欲しいわ！」
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　フアナは、気分を変える事とした。

　先程の休み時間中、武蔵むさし勢や六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズなどとは、実況通神チヤツトの共有化をしている。この会議場の中だけという前提だが、お互いが味方であるという、そんな証あかしだった。

　だが、今のオリンピアの言葉に、自分はふとこう思った。

　……三河の続きと考えるならば、当時、私達は武蔵を監視している訳ですね。

　武蔵が英国に行くと言う事は、予測が出来ていた。九州南側で、武蔵所属と思われる輸送艦が補給に来ていた事も解わかっていたのだ。

　聖連に対し、点数稼ぎや、〝やる事はやっている〟と示すためにも、武蔵に急襲を掛ける意味はあった。

　つまり当時の武蔵とは、〝どうとでも出来る〟という、そんな認識だった。

　敵に回ると邪魔だが、巨艦で戦闘能力が無いのだ。どうとでも攻略出来るだろう、と。

　違った。

　違ったからこそ、アルマダの結果が有り、世界は武蔵を警戒したのだ。更には、

　……三河でも、誾ぎんや宗むね茂しげ達が戦闘をしているのですね。
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　だとすれば、とフアナは思った。

　武蔵にとって、最初の敵は自分達であったのだろう、と。

　その観点に立ち戻ってみると、どうなるか。

　もしもアルマダ海戦がなければ、武蔵とは如何いかなる付き合いになっていたのか。

「────」

　意味のない事だ、とは思う。

　だが今、武蔵を改めて評価するとしたら、大事な思案だろう。

　そして、武蔵副会長が軽く右手を挙げた。

「──では、三河からの武蔵の動向を、こちらから報告しよう」
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　正純は、表示枠サインフレームを掲げた。

　それは極東全体の概要図で、まず自分が第一にマークするのは、

「三河だ。ここから全てがスタートした。──恐らく、各国にとって、何もかもが変化した始まりを、ここと考える人もいるだろう」

　三み河かわ争乱と呼ばれる事変だ。だが、

「変化の始まりは、実は、もっと深い」

　己は、マークを一つ穿うがった。それは、

「新大陸だ。そして正確には、この極東全土も含むものだ」

　言う。

「かつて、世界は一度滅びたのだ」

　だが、

「結果として、それを止めようとした者達が、各国に存在した」
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　竹たけ中なかは、ちょっと、やられてしまった。

　……そこからですね。

　三河以降の話で済む事かと、そう思っていた。恐らく、他国の代表達もそう思っていたろう。

　だが違った。

　かつての事だ。あり得てしまった別の未来に繫つながる事も可能な、固定の過去。それは、

「──松まつ平だいら・元もと信のぶは、三征西班牙トレス・エスパニアの大フアナと共に、末世対策で新大陸にエリートを招集。

　そこで末世の正体が、運命の自殺だと気付き、運命にアクセスを試みた」

　これらは、武蔵むさし勢と羽は柴しば勢が合流の後、末世解決に繫がる情報として各国に講義している内容だった。

　……だからどの国も多くはコンセンサスとして持っている事で。

　しかし、公的な情報として、〝共有する〟のは初めてだろう。

　末世への危機感というものだ。

　それをここで、皆が共有情報として知る。

　聞こえる。

「──結果、運命との友好関係を築く試みは失敗し、元信公は運命の人格を殺す方法に傾倒する。つまりは大罪武装ロイズモイ・オプロを使用した創世計画だ」
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　そして、と正まさ純ずみは言葉を置いた。

「その先の未来として、世界は創世計画を起こし、しかし失敗した。

　大罪武装では運命の人格を殺せなかったのだ。だから緩やかな希薄化に対し、人々はある手て筈はずを打った」

　マークを概要図につける。英国の位置だ。

「英国、〝花園アヴアロン〟だ。そこに、失敗した私達は、自分達の子供を住まわせ、希薄化する世界と隔離し、命を遺した」

　だが、

「成長した彼女達は、時間すら希薄化した世界を利用し、自分達を飛び込ませる事で、過去へと自らを送り込んだ。──そして過去においては、丁度、滅びる未来を知ろうとしていた者がいて、彼女達を受け止めていた。それが──」

　真さな田だの位置にマークを付ける。

「真田の地で、未来を抽出しようとしていたのは、元もと信のぶ公の弟。信のぶ康やすだ。彼の処ところに初めて抽出されたのがオリオトライ・葵あおい。──真ま喜き子こ・オリオトライとして、私達の担任をしている。

　……この情報だけは、羽は柴しば勢からも聞いていまい」
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「そう来たか──。まあ確かにプライベートなところあって公開されてなかったけどね」

　オリオトライは、武蔵むさしにて会議場内の情報を受け取っていた。

　だが流石さすがに今のは、照れ隠しに苦笑してしまう。

　場所は武蔵の艦橋上だ。ここで酒さか井いやヨシナオ達と表示枠サインフレームを見ていたのだが、

「真喜子君、……プライベートでは落ち着いた距離とってるけど、事実として、皆、真喜子君の事は忘れてないよね」

「いやあ……、お恥ずかしいと言っていいものかどうか」

「いいではないかね」

　と、長椅い子すに座っているヨシナオが呟つぶやいた。

「あの連中だ。恥ずかしくない方がおかしい。そしてまた──」

　小さく笑って、武蔵王が告げた。

「恥ずかしい事と、誇りに思う事は、両立すると、麻ま呂ろは思うものである」
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　正まさ純ずみは、両の手の平を軽く外に広げた。

「さて、世界の中で、一部の者達は、未来に失敗が起きる事を知った。

　だから対策を打つ事にした。

　それが信のぶ長ながに運命を宿らせ、断罪武装で殺そうという創世計画だ」

　今、創世計画は進んでいる。

「石いし田だ。創世計画の場合、信長は放置で大丈夫か？」

「いえ、確実に行うなら、第二の月に行くべきです」

　オブザーバ席から、言葉が来た。

「断罪武装のＯＳは、信長様の意思や生体が大きく関わっています。そして武蔵勢との相あい対たいによって、不安定に近い、強制状態で運命との合一化が計られました」

『そうです！』

　と立ち上がったのは、石いし田だの肩上に乗った二頭身の大おお谷たにだった。

『P.A.Odaの記録に拠よれば、ＯＳの起動は緊急事態による強制起動でした！

　確実性を求めるならば、第二の月の信のぶ長なが様にアクセスし、起動回りを確認の上、正式手続きにすべきと、そう判断します！』
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「アー、大谷君か──」

　嫌気満々の声で丹に羽わが呟つぶやくのを、前まえ田だは聞いていた。なので皆でそちらに振り向き、

「大谷君が、何か？」

「いや、羽は柴しば勢が武蔵むさし勢と合流した、っていう、そんな情報があってから、何かP.A.Odaの情報庫に外部から上位権限のアクセスが来てるって話がありまして……。

　セキュリティレベル上げても入って来るから、これは三みつ成なり君かな？　と思っていたんですけど、対三成君用に組んだ防護をスルーされたりで」

「つまり三成君が、羽柴君の権限を大谷君に渡した、と」

　面倒ねー、と丹羽が吐息した。ただ彼女は肩をすくめて、

「武蔵はつまり、創世計画を成功させるための方法を調査、確認させるために、大谷君を忍び込ませた、という事になりますよね」

　それは、

「創世計画以外の方法を模索するがために、創世計画の全容を知っておこうと、そういう事なんでしょうかね……」
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「無論、三み河かわにおいて、私達はそんな事を知らなかった」

　正まさ純ずみは、概要図からマークを全て消した。

　そして、改めてマークを三河に置き、英国に置いた。

「三河を出てからこれまで、学ぶ事ばかりだ。──まずは英国」

　英国にて自分達はどうしたか。

「ここで私達は一つの知慧を得た」
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・俺　　：『知慧って何？　どう読むの？　つーか何ソレ？』

・貧従士：『何か凄すごくメタな事やってませんか総長……』

・ホラ子：『ともあれ知慧について、ホライゾンは知っています。ええ、知っていますよ？　知っていますとも。つまりはミトツダイラ様──!!』

・銀　狼：『Ｊｕｄジヤツジ．！　知慧は〝ちえ〟と読み、意味的には〝知恵〟と同じですの』

・副会長：『ちなみに私、ずっとこれ〝ちけい〟って読んでたぞ』

・賢姉様：『あらヤダ！　この政治家、馬鹿の子だったのね!?　私、賢い子よ！』

・あさま：『それで一体どう応じろと言うんですか、喜き美み』
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　……〝ちえ〟なのかー。

　そういえば〝知恵〟も、漢字の読み方としては〝ちけい〟が有り得るのだ。

　こんな読み替えを思うのは、きっとアレだ。首肯を公主とするとか、そんなのを触れてきて、今、そこに至った話をしているからだろう。

　……運命とは、面倒なものだな。

　と、そんな事を考えつつ、己は言う。

「英国で私達は悟ったのだ。私達は〝失わせる事を止める〟のだ、と。

　ゆえに体現として、私達は、歴史再現によって英国で失われ掛けた英国王女を、その許可の元で保護した」





●






「ハッキリ言ってもいいぞ？　英国王女を救い出した、と」

　妖精女王は苦笑し、こう言った。

「英国はそのくらい厳しいと、そう見えていた方が、対外的には通りやすいのだからな」

「レディ、しかしそれではレディが厳しいだけの存在に錯覚されてしまうのではないかね？」

「はは、別に私には貴様らや、我が英国の民がいるからな。そして──」

　言って、脚を組む。傍らの王賜剣二型ＥＸ．カリバーンを指で取り、浅く立てて柄つかを武蔵むさし副会長に向ける。

「私に気遣いをする者を、私は厳しく扱わぬ。──まあ、向こうがそれでも厳しく思うかもしれんがな。そこは余興の内だ。笑って済ませと、そう言おう」

　ただ、

「失わせる事を止める。──それをSaveと、そう言うのだ」
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「そこからは、多くの国々が見た通りだ。アルマダ海戦で戦力として通用する事を示した武蔵は、M.H.R.R.神聖ローマ帝国改派プロテスタント、マクデブルクの掠りやく奪だつに介入し、人々の避難や、戦力の荷担を行った。

　ただ私達は、まだ未熟だったな。関東へ行き、極東勢力の支援を得る事を決定したが、欧州からの移動には元六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ総長、アンヌ・ドートリッシュや、松まつ永なが公、そして里さと見み・義よし頼よりなど、多くの代償を得た」

　正まさ純ずみは、当時を思い出した。

　既にあの無念は払ふつ拭しよくし、次代は育った。失われた事に対し、為なすべきは為し、

「今思うと、彼らは、繫つないでくれたのだな」
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「そうだ。その解釈でいい」

　太陽王ロワ・ソレイユが静かに言うのを、輝てる元もとは聞いた。

「哀しまれ、惜しまれ、祭り上げられるためにアンヌは己の最後を決定したのではない。

　自分が為した事を私達に繫ぎ、失わせぬよう、その行動を選んだのだ。

　アンヌは、私達と語るべき事も、寄り添う事も選べたろうが、──だからこそ私達はここにいて、誇りを持っていられるのだ」

「お前がそういう語りをするの、なかなか悪くねえぞ」

「君がそう言ってくれると、解わかっているからだよ、輝元」

　太陽王が口元に笑みを作った。

「課題だ。私達も、六護式仏蘭西の何もかもが、あのように、継いでいけるのかと。

　今はそれが究極の命題だと思うが──」

　太陽王の視線は、武蔵むさし勢に向いていた。

　気付けば、同じように人狼女王レーネ・デ・ガルウも武蔵勢の方に顔を向けていた。

　……あっちには、人狼女王の娘も、失われた未来から来たその娘までもがいるんだよな。

「受け継ぐ事。──もし末世を解決出来るなら、アンヌの命題は、そこにクリアされる。

　力尽くで未来は繫げていけるのだと。──私はそこに期待する」
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「──武蔵は随分と疲弊し、だが改修した。伊達だて、最も上がみ、そして上越露西亜スヴイエート・ルーシ。三国と同盟、もしくは友好を結び、私達はノヴゴロドで失われるべきを保護し、また、失われたものを、見送ったのだ」

　あれは、と正純は、各国にマークをつけた。言葉を重ねるならば、こうだろう。

「甘かった部分を見直した、再起だった」
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「いやあホント、甘いってか何しに来ていたんだろうね武蔵勢。だって外交だ外交だって言って、総艦長代理は政まさ宗むね君としかろくに話をしないし、護衛の第二特務は成なる実み君とパンツ交換──じゃないや交換してない！　してないね！　一方的な付与行動だよ。どういう事だ一体。パンツ上げたら好感度上がるとかＳＴＲ高めの連中は全く解わかんないね!?　でもＳＴＲ低めの総艦長代理が僕のところに好感度上げに来ないのは何故なぜ!?　キモいから!?　そうか僕がキモいからか！　解ってるよそんな事は！　でも解りたくなかった……！　神よ……！　いいじゃないかキモくても！　僕にはキモい権利も与えられないのか！　──差別だ！　区別とか言うな！　キモとまともの間には大きな溝があるんだよ！　溝があるから皆して雑な対応になるんだ。解るか!?　原因は何処どこにある!?　僕だ！　キモに人権は無いのか!?　無いよ！　だって僕だって僕みたいなの見たらキモいって思うからな！　うわ何このキモ！　鏡!?　終わり。でもまあ青せい竜りゆう片付けていい話になったからいいよね政まさ宗むね君！　だからこの前見つけられた僕の画像情報封フオルダ返してくれると信じているよ！　ハイ雑な対応こっち！」

「片かた倉くらうるさい」
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　伊達だての会計は前にもちょっと見たけど相変わらずおかしいな、とは思う。

　ネシンバラ辺りと合わせたら脅威の化学反応をしそうだが、しなくていい。

　ただ、あれは再起だった。

　最も上がみ、伊達、上越露西亜スヴイエート・ルーシには感謝しかない。この三国との付き合いを得たからこそ、〝極東勢〟という中で埋もれず、〝武蔵むさし勢〟として再起を果たせたのだ。

「そしてノヴゴロド、真さな田だ、北ほう条じようにて、私達はまだ答えどころか問いかけが分からないまでも、末世の正体を探り、また、真田では、副王ホライゾンが、己の理想を持った」

　それは、

「夢を叶かなえにいくのだ」

　単なる理想だ。よくある言葉だ。安っぽいと言えるくらい使い古された言葉だろう。

　だが、失わせないという事を重ねると、意味が変わる。

「真田の天竜が言っていた。もしも死が結論となった場合でも、それは、死を夢としたのではない。夢の途中で、死が訪れただけだと」

　ならば、

「夢を叶えようと、その事を思うならば、死とは、受け継ぎ、それを叶えるためのステップにしかならなくなる」
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　……あ。

　参った、と海うん野のは思った。

　このところで思っていた事の正体を、今、つかみかけた気がしたのだ。

　真さな田だにおいて、流れ流れて、皆が望んでいた事ももはやズレているのに、

　……答えが間違っていないのは、何故なぜだろうって、ね。

　とはいえ、その答えを、つかんだ訳ではないだろう。

　何故なら、自分はこれからも、その事を思っていくからだ。だが、

「……楽には死ねないねえ、あたし達」
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「──関東は解放した。この時から、各国はこちらに再び注目を始めたろう。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと協働で極東勢は戦線を組み、関東解放を行い、そして果たした。

　この極東全体の政治、経済が大きく変わった筈はずだ」

　そして、これは言っておかねばならない。

「──今や極東の東半分は、私達の手にある！」
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　義よし康やすは、息を吸った。腕を組み、関東解放の事を思案する。

　……まあ、私も、よくやったものだ。

　大きな事だ。後の極東覇は者しやとなる松まつ平だいらと組み、その極東掌しよう握あくに手を貸したのだ。

　ただ、今になって思うと、あれで八やつ房ふさがこちらに制御を寄越さなかったのも解わかる。

　里さと見み奪還で収まっていてはいけないのだ。

　もっと大きな事。もっと広く深い事。もっと私的な事。欲と言えるものが、

「あの時、マイナスだったのが、ゼロになったというところなのだろうなあ」

「今でもたびたびマイナスだぞえ？」

　言われ、考えれば思いつく事は多い。住居、食事、服も何もかも、

「いや、関東の武者ならば、質素が至上だろう」

「だからそこがいかんのだえ」

　笑われる横で、代表委員長がやはり笑った。

「その辺り、少しは手ー出した方がええで？」

「そうは言っても、……代表委員長だって、その辺り、しておらんだろう」

　真顔を向けられたが、ひょっとして私に見る目が全くないだけだろうか。
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「本来ならば夏休み、と言いたいところだが、為なすべきがあった。

　ネルトリンゲン。そこにて、また、失われる命があったのだ。

　恐らく欧州では歴史再現として見過ごされるものだろう。

　そして欧州勢はこう思っていたろう。もう夏休みだから、武蔵むさしは極東の東側を掌しよう握あくし、それで終わりだろう、と」

　違う。

「我々の望む事は、失わせぬ事。──それを果たすのであれば、緊急として欧州にも飛ぶ。それゆえの武蔵だと、解わかって貰もらえた筈はずだ」

　あのネルトリンゲン戦は、大事な戦いだった。短時間の総力戦だったが、

「マクデブルクの時のような事はない。改派プロテスタント、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと協働の上、私達は瑞典スウエーデン総長クリスティーナを救出し、以後、武蔵勢に加えている」
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　クリスティーナは、着替えも慌ただしく会場に戻っていた。歩きながら胸布の収まりなどを整えていたら、自分の名前が出たので、

　……おおう……!?

　何事かと思えば、これまで武蔵が行ってきた事の報告なのだ。

　会議場に入った直後から、何枚かの表示枠サインフレームがこちらの周囲に展開し始めている。

　それは瑞典総長という役職に、武蔵から送られてくるものだ。同じものは各国の役職者にも届いているだろうし、

『────』

　北側のオブザーバ席で、アクセルがこちらに手を振り、その横では、自分付きだった自動人形のマリアが、頭を下げている。

　彼女達との繫つながりも、あのままだったら無くなっていたのだ。そして、

「忠ただ興おき様」

　自分は彼の横に座り、こう告げた。

「今、──戻りましたであります」
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　夏休みの事は話さなくていいな、と正まさ純ずみは思った。

　期末試験の追試で武蔵を破壊してみたり、凍結プールとか、ろくな事をしていない。

　ただ、直接的に武蔵が関わった訳ではないが、一つ、言っておくネタもある。

「各国、──有あり明あけが来た事による経済効果は、会計が記録しているな？」

　何だかんだと、いろいろあった夏休みだった。小規模な事だと、どうしようもない事ばかりが思い出されるのが難だが、

　……まあ、私としては、よくやった方だろう。

　昔、母が存命だったころを思い出す。当時はよく、

「たまには外に出てみたら？」

　と言うので、昔は外で本を読んでいたものだが。ああ、今でもそうしてる。だけど、そうではない外出も多くなったのだ。ついでによく倒れるようにもなった。駄目過ぎる。

　ともあれそんな夏休み明けに、幾つかの事件が連動した。

「内だい裏りの崩壊と、本ほん能のう寺じの変へんだ」

　これは、言い換える事が出来よう。

「末世の正体の暴露と、創世計画の始まりだな」
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　そうですね、と三みつ成なりは頷うなずいた。

　ここまでの事は、真相を含め、大体を把握している。そしてここにおいても多くを秘めている事が己にはある。

　別れの事だ。

　羽は柴しばは、本能寺において、その制御などのために自分を手伝わせた。

　最後の会話は、戦闘の中、羽柴の名を呼んだ事だった。

　そこで本能寺側の分体は終わり、自分は安あ土づちに集中する事になったのだが、

「……羽柴様、いえ、信のぶ長なが様が、当時、何を思っていたか、よく解わかっていないのですよね」

「それは私達も同じです」

　豊ゆたかの母、東とう照しよう宮ぐう代表が応じるように告げる。

「だから、──もう一度言葉を聞く事が出来れば、と、そう思っていますよ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と己は頷いた。と、その時だった。P.AO.Odaのオブザーバ席から手が挙がった。

「質問したいが、いいだろうかね!?　うん」

　スレイマンだ。立ち上がり、手を上げている彼を見て、己は思った。

　……何を？

　今はこちらの説明が続いている筈はずだ。しかし、

「──何だろうか、スレイマン閣下」

「Ｔｅｓテスタメント．！　有り難いね。正直、創世計画については各国、そこにいる羽柴勢から詳細を知らされていると思う。だから気になるのは、次だ。

　──武蔵の撃沈と、総長兼生徒会長である葵あおい・〝不可能インポツシブル〟・男の死。

　それについて話が聞きたいね」
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　スレイマンは、周囲のざわめきを感じた。

　……おやおや。騒々しい事だ。

　武蔵むさしの撃沈についてはセンセーショナルな事件で、その規模と現場から、誰だれもが知っている事だった。だが、

「いろいろ掲げてきた君達が、それでも敗れたというのは、衝撃的だったね」

　そして、これは、情報としては漏らされていたが、公的な話題となるのは初めてだろう。

「哀かなしみを得たら死ぬ。そういう契約だった葵あおい・トーリは、確かに死亡した。

　四し国こく、何でもないような夜の中だったと聞いている。だがこれはどういう事かね？」

　疑問に思うべきだろう。

「──失わせないとして、夢を掲げ、多くを救ってきたと自負ある武蔵だが、そのリーダーである総長が、哀しみを得て死んだと？　これはどういう事かね？

　リーダーとして、あってはならない事ではないかね？」

「スレイマン閣下」

　武蔵副会長が、笑みで言った。眉まゆの立った、強気の顔だ。

「その攻撃、後に回して下さい。勿もつ体たいないと、そう思うのです」

「勿体ない？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──何故なぜなら、その攻撃こそが、世界を救うからです」

　……は？

　言われた意味が解わからなかった。大それた事を言ってきた武蔵の首長が、彼にとってはそうではなかったという攻撃なのに、それを後にした方がいいとは。

　解らない。だが、

　……Ｔｅｓテスタメント．！　というべきだな！

「ここぞと思うところで、今の〝攻撃〟をして、いいのだね？」

「Ｊｕｄ．！　存分に。今はまだ、皆も理解が出来ていません。だから話を進め、的確だと閣下が思った時、御願いいたします。──それで世界を救いましょう」

「Ｔｅｓ．！」

　解らないが、興味を持った。単純な事だ。解らないと言う事は、

「面白い！　今更ながらに解った事があるぞ、武蔵副会長！」

「何でしょうか、閣下」

「これは授業だな!?　松まつ平だいら・元もと信のぶが三み河かわで行った授業。皆が彼の教材を持ち寄り、家で予習や復習をしてきた翌日の教室だ」

　己は、両腕を広げて言った。

「危機とは、面白い！　確かに教員はいい事を言った。そしてその教員から落第とも言える放出を受けた君達が、世界を救う説を流すのか！」

　面白い。

「正規の授業を受けてきた私達が、君達を試験しよう！」
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「Ｊｕｄジヤツジ．、宜しく頼む。──そのために私達は来たのだ」

　さて、と己は告げた。

「極東勢、欧州勢、そしてまた他の国々よ。──三み河かわから、私達はここまで来た。

　力は見せてきた。意思も見せてきたと自負している。では各国、私達を認めるか？」

　問うた先。応答はない。それもそうだろう。

「武蔵むさしは極東の代表。領土としては独立の場だ。だが、国家として私達を認めた場合、極東覇は者しやである松まつ平だいらを認める事となり、今の暫定支配体制が崩壊する。だから──」

　だから、

「今、説明した道すがら、私達の味方となり、友好や同盟を組んだ国々がある。これからそうなろうという国も多いだろう。だが、それらの国々は皆、こう思っている筈はずだ。

　──どうすれば、暫定支配の現状において、武蔵の支持を表明出来るだろうか、と」

　一息。

「これから、その道筋をつける」

　自分は正面を見た。そこにいるのは、

「教皇総長。──準備は終わった。改めての相あい対たいを望もう」







[image: 第五十二章『ヴェストファーレンの不可能男』]
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　場が静まった。

　皆、身動きを取る者はいない。先程、武蔵むさし側から提出された彼らの経緯についても、今やそれを見返す者はいない。

　今なのだ。

　過去の事は、ここに上がるための準備。だとすれば、大事なのは〝今〟だ。

　その事を皆が理解し、会議場中央の二人に視線を向けていた。

「ええと」

　全裸が窺うかがうように立ち上がり、両腕が首根っこを摑つかんで沈めた。だが司会に気付かれて、

「ハイそこ、静かにして下さい──。元教皇は哀かなしいです」

「あ、すみません！　すみません！　事故だと思って下さい！」

　と言う中、彼らとは別で、小さな呟つぶやきを通神帯ネツトに落とす者がいた。

　ネシンバラだ。
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・未熟者：『いろいろな前提を吹っ飛ばして言うけど、三み河かわの時より有利だね』

・銀　狼：『各国の理解が、既にある事ですの？』

・未熟者：『そうだね。各国の理解を得る事こそが、勝利だ。だが大事なのは、それを各国に表明させる事なんだ。つまり、教皇総長を論破しなければならない』

・十ＺＯ：『教皇総長を論破した、という大義名分によって、各国が武蔵側につく事を表明出来ると、そういう事なので御座るな？』

・ホラ子：『ロンパアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！　あ、何か響きが良かったので言ってみただけです。チャンネルはそのままどうぞ』

・未熟者：『Ｊｕｄジヤツジ．、有利なのは、対論の潰つぶし合いを、教皇総長は使えないという事さ』
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　ネシンバラは、ここが長期的な論の勝負になると読んでいた。

　大体外す読みだが、今回は合っていると思う。

　……いつもは、論者達が僕のレベルに達してないから外れるんだよ……！

　今回は違う。イケる筈はずだ。だが、

・未熟者：『話題の多くは、〝これから〟の極東や世界各国を語るものになると思う。メインは外界開拓だ。だけど教皇の使う対論の潰し合いは、基本〝過去〟からの蓄積なんだ』

・きめえ：『……教皇の討論ライブラリに、未来の展望は蓄積されていない、という事ね』

　そうだ、と己は言う。すると、

・□□凸：『ですが、外界開拓と重ねる事の出来そうな大航海時代が、既に昔にありました。これを用いられると、既に三世紀程のライブラリが構築されていると思いますが？』

・ふあな：『いえ、大航海時代において、教皇、及び旧派カトリツクは新大陸への進出を推す方です。イエズス会もそうでしたが、外への普及については熱心だったので、そのライブラリは、あるとしても、武蔵むさしに有利な内容だと思いますね』

・未熟者：『うん、そういう事だよ』

　……危ない。そこまで考えていなかった……！

　というか三征西班牙トレス・エスパニアにまでオープンとか、ちょっとどういう事。

・ゆたか：『あ、良かった。回線閉じられてなかったですね。安心しました』

　余計な事だけど助かったので、浅あさ間ま神社の通神帯ネツト賽さい銭せん箱ばこに書店のポイントを10ポイント程投げておく。

・鉄火女：『シケてんなあ……』

・未熟者：『どこまでオープンなんだよコレ……！』

・ゆたか：『えっ!?　あ、いやあ、私も今のはビックリですから。ええ、イーブンで！』

　本当に浅間君の娘だな……、と何となく解わかった。というかビミョーに葵あおい君が入ってるのも何となく解る。ただ、

・未熟者：『そういう意味で、教皇総長は、過去からの知見を用いる対論の潰つぶし合いをほぼ封じられた。今回は三み河かわよりも楽だと思うよ？』

・黒　竹：『でも、大事なのは、この会議によって、まだ武蔵側についてない国を味方にする必要がある、という事ですね。外界開拓を〝釣り〟に使っても、彼らをちゃんと〝味方にする〟には、多くの課題があります』

・九尾娘：『そうよのう。諸問題など考えると、問題を提起すれば良かった三河と違い、やはり解答が必要なヴェストファーレンは議論が濃くなるものぞえ？』

・ＡｎＧ：『書記先輩の言ってた〝楽〟って、どういう事？』

・金マル：『プロのスタメン集めた野球チームと戦う時、先発が誰だれか解った程度？』

・未熟者：『厳しい評価だね……！　ぞくぞくするよ！』

　だが、こちらが声を出さずに盛り上がっていると、一つの言葉が聞こえた。

「おい、いいか？」
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　教皇総長は、〝場〟の状況を見て、肩から力を抜いた。

　……さて、じゃあ始めるか。

「まず、ここまで武蔵の副会長がペチャクチャと言っていたな？　自分達がしてきた事がどうだこうだと自画自賛だ。情けない。だがまあ、旧派カトリツクの歴史と行いに比べ、成果物が圧倒的に少ない武蔵むさしの事だ。その自うぬ惚ぼれ、少しは見逃そうではないか。ただ──」

　己は、本ほん多だ・正まさ純ずみを指さした。

「貴様らが、他の国に対して、圧倒的に劣っている事がある」

「？　──何でしょうか、聖下」

「ああ、いいか？　他の国も、よく聞け」

　あのなあ、と己は要件を言った。

「一学期終了後、──再テストなんてやってたの、貴様達だけだぞ」
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　場が凍ったのを、正純は悟った。

　……しまった……！

　政治の話からスタートすると思ったら、まさか学力から攻撃とは!!

　確かに再テストはやった。この事実は覆くつがえせない。それもあってか、各国はゆっくりと仰のけ反ぞり、顔に手を当て、吐息し、

「Ｏｈ……」

「何という……」

「そんな……」

　……そんなに驚く事かよ……!?

　だが、自分は一つ気付いた。自分達が再テストを食らったと言う事は、同様にそれを受けた可能性のある集団が、一つあるのだ。

「おい！　石いし田だ！　羽は柴しば勢だって、当然、再テストやってたろ!?　違うのか!?」
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　三みつ成なりは、両の耳を塞ふさぎ、真横を向いた。

　とにかく逸そらす。そのつもりでいたが、アリクイが副会長の台詞せりふを文字にして送ってきた。

・副会長：『おい！　そっちだって再テストの筈はずだぞ！　しらばっくれるな！』

「違いますゥ──！　うちは羽柴様がちゃんとスケジュール組んでくれたので、期末テストは期間内で終えてますゥ──！」

・副会長：『はあ!?　何だお前ら、つきあい悪いぞ！』

「ば、馬鹿の親玉が何か言ってますゥ──！」

　失敬な、と副会長が言った。

・副会長：『馬鹿の親玉は私じゃない。そこの葵あおいだ！』

　全裸が、頭を搔かきながらすまなそうに立ち上がり、武蔵の姫がコンパクトな回し蹴げりをその尻しりに叩たたき込んだ。

　いい音がして、馬鹿の親玉が一回跳ねて座り、各国代表達が「ひい」と引く。

　が、副会長はこちらを見たままで、

・副会長：『というか石いし田だ、お前ら、頭よかったのか。いいなあ……』

「頭がいいんじゃなくて、コレが普通なんですよ……！　そっちが馬鹿なんです！」

・金マル：『いやでも、どっちかっていうと、あれ、事故じゃなかったかな？』

・●　画：『Ｊｕｄジヤツジ．、真さな田だの地竜が暴れた時、テスト吹っ飛んだのよね』
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『おうい、虎とら秀ひで爺じいさん！　海うん野のから通神！　何かすげえ親切な声色で逆に怖えんだけど！』

『俺おれ、あんな優しそうな声出す海野、初めてで、マジ怖えよ！　どうする虎秀爺さん！』

『あー！　俺はいねえ！　いねえ事にしとけ！　いいな!?』
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　正まさ純ずみは、軽く手を上げた。

「聖下、こちらが再テストを行ったのは、歴史再現に伴う事故の影響だ。ゆえに武蔵が馬鹿である、という言動は繫つながらず、中傷であり、些いささか遺憾である。訂正を求めたい」

「ほう、じゃあ貴様ら！　自分達の頭がいいとでも言うのか!?」

・労働者：『二元論かよ！』

・金マル：『口が裂けても頭が良いとは言えないよね！』

　お前ら何で楽しそうなんだ。

「というか聖下、テストを受けてないから馬鹿、という理屈でいうと、──聖下も、行方ゆくえ不明期間中はテスト受けてないですよね？　その辺り、どう判断されます？」

「何を言っている!?　教皇は別に構わんのだ！　優秀だから教皇になっており、全ての知識と知恵があるからこその教皇なのだからな！　解わかったか馬鹿者！」
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・立花嫁：『凄すごい理不尽が来ましたね』

・あさま：『喜き美み、笑いを変ポーズでくねくねして我慢するくらいなら音声ステルス結界を張りますんで』

・ＡｎＧ：『というかママ達、何でこんなのと話し合いしようって思ったの？』

・俺　　：『……刺激が欲しい時ってのがあるんだよ。刺激が、な？』

・黒　狼：『ほ、ほら、副会長は負けず嫌いなんですのよね……？』

・不退転：『同じレベルという事ね』

・副会長：『おい！　味方がいないぞ！　不思議だな！　味方は何処どこだ!?』
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「まあ、とりあえず学業では貴様らは再テスト組と、そういう事だ」

「……その事実は事実として認めます……」

　こちらが言うと、教皇総長が鼻で笑った。そしてこちらに指を一本突き出し、

「こっちの一勝だ！　解わかったか!?　なあ、おい!!」

　後ろでホライゾンが立ち上がり、皆に宥なだめられて座った。よーしいいぞいいぞ、あまり騒ぎを起こさないでくれよー。

　だが、教皇総長が一息をついた。今度は何かと思っていたら、

「三み河かわの話に移ろうか」

「あ、Ｊｕｄジヤツジ．、そうして貰もらえると助かります」

「何だその嫌そうな態度は」

「うわあ、凄すごく嬉うれしいです！　三河での話にしましょう、聖下！」

・●　画：『アンタ思った以上にプライドないわね』

・銀　狼：『というか意外に中間管理職系、行けるんじゃありませんの？』

・傷有り：『皆様、正まさ純ずみ様も苦労をしていらっしゃるのですから、ええと……』

・十ＺＯ：『む、無理に理解しようとしなくてもいいと思うで御座るよ？』

　こちらとしてもその方が有り難い。

　そして教皇総長がうんうん、と頷うなずき、話題を切り出した。

「三河で貴様らがいろいろ宣言したが、幾つか気になる事の中で、一つ、特に全ての国に対して大問題となる宣言があったな。何の事か解るよな？　おい」

　……あり過ぎて解らん……。

　正直な感想だ。

　だから、誘うつもりで言ってみる。

「聖下、武蔵むさしは対外的な発言に対しては、責任をとる意向で言動しています。よって自分には、何が問題であったのか、少々解りかねます。それも全ての国が関わるなど、一体、どのような見地によるものでしょうか」

「そうか、解らないか」

「Ｊｕｄ．、聖下の方から仰おつしやって頂かなければ、理解しかねます」

・不退転：『いい誘い方ね』

・立花嫁：『Ｊｕｄ．、誘導に引っかからず、逆に誘いましたね』

・自爆娘：『Ｊｕｄ．、答えをハッキリさせずにいる相手に、こちらから答えを差し出す必要はないでありますからね。ここは答えぬ事で、相手に答えを出させましょう』

　そう言う事だ。だから誘いに引っかからず、逆に誘い返してやる。

　これでもし、向こうが単なる誘導であれば、誤魔化す筈はずだ。

　……どうだ!?

　と思った眼前、教皇総長が顎あごに手を当てた。

「Ｔｅｓテスタメント．、成程な……。これは俺おれの勘違いだったかもしれん」

「あ、そうなのですか、聖下」

「ああ、うん。大した事がない、そういう事だったかなあ、と、その程度で、なあ？」

「ええ、だったらそれでいいんじゃないでしょうか。気の迷いは誰だれにでもあります」

「Ｔｅｓ．、そうだよなあ、おい」

　笑って、教皇総長がこう言った。

「──そこの馬鹿がブチかました世界征服宣言が、全ての国に対して大した事がないとか、それこそ気のせいだよなあ！　おい！」
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・不退転：『やっちまったわね』

・立花嫁：『Ｊｕｄジヤツジ．、思い切りやっちまいましたね』

・自爆娘：『Ｊｕｄ．、答えをハッキリ言われてしまったでありますねー』

・金マル：『ワーオ、良い感じの手の平返しだね！』

・副会長：『ま、待て！　解説役として無責任過ぎるぞ!!』
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　教皇総長パパ・スコウラは、嫌気の吐息でこう言った。

「馬鹿は言ったなあ？　平和的解決だろうと攻撃的解決だろうと、最後まで勝ったらそいつが世界の王様だと。──何しろ、そいつが末世を救うんだもんな、と、そう言ったよなあ？」

　……よく憶おぼえているぞ！

　問うて待った視線の先、本ほん多だ・正まさ純ずみがこちらを見ている。

　彼女の視線に、己は追加の疑問をした。

「吐いた唾つば、飲む勇気はあるか？　おい」

　相手は無言だ。だから自分は、重ねて告げる。

「この公会議の席。全ての国が集ったところで、貴様は言えるか？　本多・正純。

　平和的解決だろうと攻撃的解決だろうと、最後まで勝ったら、そいつが世界の王様だと」

「聖下」

　いきなり、言葉が来た。

「つまりここで私が過ちを認め、降伏をしたら、──聖下は、世界の王様になるのですね」
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「────」

　思わず言葉を失ったのは、驚きによるものではない。

　この返しに対し、続く台詞せりふを聞いてみたくなったのだ。

　そして本ほん多だ・正まさ純ずみが告げた。

「私達は全ての世界に認められるつもりでここに来ました。肩書きは極東の支配者、松まつ平だいら・元もと信のぶの後継です。つまりここで私達が認められれば、私達はこの極東の覇は者しや。

　──極東の側から、世界全てを征服した事になります」

　無論、と彼女が告げた。

「もしも戦闘で雌し雄ゆうを決したい、というのであれば構いません。これをどうぞ」

　と、本多・正純が表示枠サインフレームを出した。そこに映るのは、午後半ばの青い空と、中央に浮かんだ巨大な艦影だ。だがそれは、武蔵むさしのものではなく、

「大和やまとか……！」
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「Ｊｕｄジヤツジ．、瀬せ戸と内ない海かいより、地球の地形を遮しや蔽へいとしつつ、このヴェストファーレンに狙ねらいを定めています。こちらの指示があれば即座に主砲〝大おお長おさ船ふね〟を発射する用意です」

　正純は告げた。それによってオブザーバ席は二分された。

　片やこの表示枠の情報に慌て、確認や抗議を行う国々。

　片やこの表示枠の情報に笑い、期待の目を向ける国々。

　後者の代表である毛もう利り・輝てる元もとが、ハ、と笑って告げた。

「失わせない、ってのと、どう整合をとるつもりだ！　本多・正純！」

「やる気のある国家の艦隊を、やる気のあるピンポイントでブチ抜く」

「艦隊まとめてかよ……!?」

「旗艦などと、小さい事は言ってられないからな」

「じゃあ、乗員や、人の盾を使われたらどうする」

　己は指を鳴らした。

　背後、総長連合や戦士団。そして十じつ本ぽん槍やりの面々が起立する。馬鹿は立つな。お前じゃない。

　そして皆が真っ直ぐ前を見るのに合わせ、自分は息を吸った。

　あとは彼らを顎あごで示し、こう言うだけだ。

「乗員や、人の盾については即座に排除、退出及び救出を行った後、艦隊戦力を無効化する」

　そして、

「これは、各国の都市、教きよう導どう院いん及び施設に対しても同様である。

　もしも〝攻撃力〟による雌し雄ゆうを欲するならば、最大限の対応としてこれを行おう。

　だが──」

　だが、と己は肩から力を抜いた。先程提示したこれまでの経緯を、手で叩たたく。

「これを見て欲しい。──武蔵むさしはこれまで、自らの戦闘を行った事はなく、他国の歴史再現に寄り添ってきた。それはこれからも変わらない。約束しよう」

「ハ、つまり、他国の歴史再現に対し、必要な分の戦力を貸すってか」

「失わせないために、そうするんだ。それが武蔵の在り方だ」

「でも損じゃねえのか？　それは。疲弊するだけだぜ？」

「だがその御陰で、君と話が出来ている、毛もう利り・輝てる元もと」

　そして、と己は教皇総長に視線を向けた。

「真さな田だにて、天竜こと佐さ助すけから、私達は一つの情報を得ました。──かつて元もと信のぶ公が、聖譜越境隊が必要だと、そういう思案をしていた、と」

「それが、今の話と、世界征服とどう繫つながる!?」

　教皇総長の言葉に、己は応じた。

「世界各国の歴史再現によって生じるトラブルに対し、極東覇は者しやとして干渉し、失われるべきものを保護する。──世界のバランサーとして、武蔵は活動する。つまり常備の聖譜越境隊であり、この権限を行使するのに、〝世界の王〟である事は、敢あえて今の時代、必要です」

　つまり、

「M.H.R.R.神聖ローマ帝国のように、この世界を全て巨大な領邦と考え、──統治せぬ王が、しかし世界を救い続ける。これが私の考える世界征服です」
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「いいいい言いましたね陛下！　武蔵副会長が、己の野望を……！」

　ダッドリーは、今聞いた言葉に一つの感情を抱いた。

　……大それた事を！

　世界は今、覇は権けん争いの真っ最中だ。

　その最大規模として三十年戦争という混こん沌とんが有り、あまりにも複雑化したため、このヴェストファーレン会議を必要とする。それ程までに、覇権を欲する時代なのだ。

　これはしかも、このヴェストファーレン会議の後にも続く。

　どうしようもない、国家間の争いは、

「ここここのヴェストファーレン会議から、仕切り直し、ル、ルールを得て更に激しさを得ていくというのに……！　そそそそれら全ての国を領邦扱いにし、その上に立とうとは……！」

「まだだ」

「……は？　へへへへ陛下、まだ、とは？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と妖精女王が眉まゆを立てた笑みで言った。

「解わからないか？　──まだ、本ほん多だ・正まさ純ずみは、己の野望を明らかにしていない」
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　は？　という疑問が、自分の喉のどからだけではなく、周囲の盾符トランプの面々からも生じた。

　特にシェイクスピアが、頭をペンの尻しりでつついているのはちょっと含意あり過ぎるからやめなさい。やーめーなーさーい。

　だが、そんな皆の反応を見て、己は代表として問うた。

「いいいい一体、どういう事なのです？　武蔵むさし副会長が、世界の王以上に、何を？」

「それは私にも、正直、解らない。だが、憶おぼえているか？　あの騒々しい会議を」

　妖精女王が、こちらに振り向いた。

「──あの会議の中で、本多・正純という役職者は、政治家として急激に成長した。

　何故なぜか解るか？」

「ボイ──ン!?」

　皆がニコラス・ベーコンを押さえ込んだ。だが、妖精女王は今の捻ひねりに苦笑して、

「間違った事、足りなかった事、それを反省し、直すのであれば、それは成長ではない。単なる正答への置き換え、修正だ。これは正しいやり方だろうが、しかし、これは正しい考え方が身につくだけで、政治家として成長はしない」

　いいか。

「政治家の成長とは、スケールだ」

　皆がセシルに視線を向けたが、多分ちょっと違う。そして妖精女王が告げた。

「本多・正純があの会議に持ち込んだ論は、小さな、下らないものだった。

　だがあの女は、私や、三征西班牙トレス・エスパニアの話し合いの中で、それを作り替え、私達に認めさせるものへと変えていった。つまり、正答に置き換えたのではない。そのような事も含め、上積みし、拡大したのだ」

　これはどういう事か。シェイクスピアが、ただ言葉を呟つぶやいた。

「野望の上積みをする……、か」

「Ｔｅｓ．、そうだ。あの女は、最終的に途と轍てつもない野望があるのか、それとも、積んでいってそこに辿たどり着くのかは解らないが、自分の野望を一切捨てず、積んで積んで私達の野望と遜そん色しよくのないものにする。

　まるで、──そう、雛ひな鳥どりが羽根を増やし、翼を広げて大鳥となるように、だ」

　どうだ？

「今がスタートだ。今の本多・正純があげたものが今回のスタートだ。これに上積みをしていけば、一体、何が出来る？　世界の王？　それどころではないぞ？」
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「統治せぬが、干渉する世界の王、か」

　教皇総長パパ・スコウラは、そう呟つぶやいて己の走狗マウスを出した。六枚翼の姿は、久しぶりのものだ。教皇専用なので、行方ゆくえ不明期間中からこれまで、ずっと収めてきた。

「周囲の反応など、逐一拾え。そして私の声が届くようにしろ」

『了解致しました。神の第一の使徒よ』

　人工のものだろうに、なかなかいい事を言う。

　……そうとも。

「神の第一の使徒として、異教の交渉役に言おう」

　一度、攻撃の牙きばを見せられて騒がしくなったオブザーバ席が、戸惑っている。

　その事を、走狗から送られる表示枠カデナフイルマで理解しながら、己は言った。

「──貴様らのしている事は、革新が過ぎる。時代に対して早過ぎるがゆえ、その拙せつ速そくは、世界を荒らす。それに気付いていない事はあるまい。どうだ？　おい」
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「道理というものを知っているか？　綺き麗れい事ごとというものを知っているか？」

　教皇総長は、言葉を重ねて問いかけた。

「その上で、力関係というものを、知っているか？」

　いいか？　と表示枠を出す。それはアクセスが可能になった聖連の情報庫から出した記録だ。内容は、聖譜が示し、これまでに解決された歴史再現の完遂状況である。

「いいか？　人々が天上へ戻ろうとして、ゆえに歴史再現が始まったのだ。聖譜は世界の設計図で、未来への予告書だ。この内容にどのような形であれ従えば、未来は正しい形になる」

　解わかるか？

「方法や結果がどうであろうと、聖譜に書かれている内容をまず厳守し、そのために各国が尽くす。この事については今まで間違いがなかった。

　そして多くの国はそれぞれ連動し、政治的な駆け引きがあろうと、それを行ってきた。

　だが、貴様らは何だ……!?」

「何、と言いますと？」

「貴様らは、聖譜に書かれた事に対し、新たな条件をつけようとしているだけだ!!」
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　シンプルだな、と巴ともえ御ご前ぜんは教皇総長の論を理解した。

　旧派カトリツクは利権や権威のために複雑化し、とにかく回りくどくするようになっている。そのくどさの、各所を通すために、金やコネが必要になって、商業化した事を腐敗と呼び、それを嫌った己が改派プロテスタントを立ち上げたのだ。

　だがその当時を思い返すと、なかなか難しい。

「旧派カトリツクの者達は、これが悪いと解わかっていて、歴史再現が必要だと思っていても、やはり既得権益のために動く事が出来なかったのだ」

　自分の他、動こうという者達もいたのは確かだ。だが、

「動ける者達は、大体が既得権益から外れた連中で、そういった者達はコネもなく、さて襲名しようとすると人々がついてこなかったり、潰つぶされたりしてしまうのだ」

「メジャー襲名者でありつつ、旧派にとっては外と様ざま。そういう巴ともえ御ご前ぜんだったからこそ、ルターの襲名が可能だった、という事ですか」

「Ｔｅｓテスタメント．、既に歴史再現とは、それが歴史の重要事項であればある程複雑化している。

　──そこに〝失わせない〟などと入れてみろ。それは何処どこまで適用される？」

　いいか？

「戦争がある。死刑もある。事故もある。そういったものの積み重ねも歴史だ。

　それらを再現するのに〝失わせない〟とすると、一気に難度が上がる。どこまで適用していいか解らないからな。だから今度は〝理想目標〟だ、とすると、ではそんな実効性の低いものを誰だれが適用するか」

「──理想は大事ですが、現実に持ち込むな、という事ですね、巴御前」

「私の台詞せりふを奪うヤツは死刑とか、そういう法律作るか？」

　いえいえ、とゲーリケが義腕の両手の平を見せ、己は口端で笑う。

「つまり、外様の意見なのだよ、武蔵むさしの物言いは」

「歴史再現を行う者達にとっては、余計な御世話だと？」

「Ｔｅｓ．、失いたくないものだって、あるかもしれん。──しかし、それは、神代の時代だってそうであろう？」

　己は、自分の事を思った。

　駒こま王おう丸まるは、羽は柴しば勢の一角として復活しているが、伊い子こ達はやはりいないのだ。

「神代の時代に無理だった事を、ここではやらねばならないなど……、それが出来るかどうか解らないのに希望を抱かせるのは、酷な事であろうよ」
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「そういった無理を通せると思っているのは、貴様らの傲ごう慢まんだ！」

　教皇総長パパ・スコウラは、一つの表示枠カデナフイルマを指さした。それは、武蔵副会長が提示した大和やまとの画像だ。

「確かに貴様らにはそれだけの力がある。逆らう国の上に行き、主砲を展開すれば、殆ほとんどの国が従うだろう。そして失われるべきものが失われなかった事に対し、感謝するだろう。

　だがそれは貴様らの傲ごう慢まんだ！　小国、または強国や大国ですら、都合や状況によって失われる事はある！　それらを許さないというのは、それが〝出来る〟貴様らの傲慢だ！」

　いいか。

「今、世界は三十年戦争を終えようとしているが、それはつまり、歴史として、三十年分の決着を求めているのだ。

　いいか!?　各国は、領土争いをしていたかったのだ！

　そのように歴史が動いた結果として、各国は多くの権益を動かし、利得を漁あさろうとした！

　それを外から綺き麗れい事ごとで変革しようとすれば──」

　己は、武蔵むさし副会長を視界に入れた。

　……さあ、どうだ。

　ここで言う言葉は、一つの鏡だ。

「──戦わずに生じる戦死者の話をしようか？　本ほん多だ・正まさ純ずみ」
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　話としては、簡単な事だ。

「失わせる事も前提で、世は動いている。そのためにスケジュールなどが組まれ、人が動き、その経過と結果で権益が生じるのだ。それが世界というものだ」

　だが、と己は言葉を返した。

「そこに〝失わせない〟として、いきなり覆くつがえす者が入って来たとする。ならば計画は崩れ、スケジュールは乱れるだろう。多くが乱れ、経済も崩れるのだ」

　示すのは、武蔵がこれまで経過してきた事だ。

「関東解放をした？　ネルトリンゲンを救った？　勇ましい話だな。対P.A.Oda、対羽は柴しばとして予定を組んでいた国は、それらが全て吹っ飛んだのだぞ？　貴様が、このヴェストファーレンに来るために、大国の支持を取り付けようとした、そのエゴで、だ！」
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・俺　　：『……やべえ、オッサンの言ってる事がよく解わかんなくなってきたＺＥ……。何か、五回くらい同じ事言ってねえか？　オッサン』

・ホラ子：『ネイ子様──！』

・黒　狼：『え？　ええと、武蔵は余計な事すんなよ、って、そういう事ですのよね？　それで、武蔵がやってる事だって、大概だぞ、って』

・副会長：『ああ、うん、大体それで合ってる』

・俺　　：『スゲエ！　ネイメア、オメエ、教皇出来んじゃねえの!?』

・ゆたか：『あー、いいなあ！　いいなあ──……！』
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　教皇総長パパ・スコウラは、本ほん多だ・正まさ純ずみが手を上げるのを見た。

「どうした!?」

「Ｊｕｄジヤツジ．、つまり教皇総長は、こう仰おつしやりたいのですね？」

「……何をだ!?」

　あ、俺おれ、今凄すごいテンション乗っておるな、と思った瞬間。相手がこう言った。

「オマエ、言う程出来てないんだから調子乗んなよ、って」

「誰だれがそこまで理解を深くしろと言った……!!」





●






・巨　正：『理解の方法を自分の望むようにしろというのは、随分理不尽では……』

・十ＺＯ：『身近にそういう御家族案件があるので、非常に同意で御座るよ……』

・傷有り：『まあ！　二人とも共通の話題が出来て良かったですね』

・金マル：『メーやんちょっとソレ違うんじゃないかな……』

・貧従士：『しかし、三み河かわの時と違って、実況通神チヤツトがあると気楽ですね』

・副会長：『楽というか、踏み外しやすいというか……』

・きめえ：『でもどうするの副会長、相手の言う事にも一理あると思えるわ』

・●　画：『一冊描けたけど嫌がらせに流す？』

・副会長：『それはやめろ……！』
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「教皇総長、戯ざれ言ごととして流して欲しいんだが、今、私は教皇総長の名誉を救った」

「何言ってるか解わからんぞ……！　おい！」

　……理不尽だ……。

　そう思いながら、正純は腕を組んだ。

　教皇総長の意見には、応こたえておくべきだと思う。

・副会長：『こちらの不備や、現実問題については、ここで楔くさびを打っておこう。後々、他国が言い訳の定型にしてくると困るからな』

　だから言う。

「確認としておきたいのは、歴史再現の在り方は、私達が決めるものではないという事です」

「……？　何を言ってる？　〝失わせない〟という事は、歴史再現に逆らう事だろうが」

「いえ、違います」

　己は応じた。

「歴史再現をどう行うか、という事と、どう行われたら介入するか、という事は、別だという事です」

　つまり、

「歴史再現の企画段階において、規制を行いません。何故なぜなら、歴史再現にはいろいろな方法が有り、失わせる事が前提のものもあります。しかしそれも、いざ動かしてみたら失われなかった、という事も多いでしょう」

　たとえば、と、己は自分達のオブザーバ席にいる島しま・左さ近こんを示す。

「彼女は再生能力者です。彼女を〝死〟の歴史再現に持ち込んだ際、指定されている〝死〟が、常人のものであれば、彼女は〝死〟を再現出来ますが、失われません。

　しかし、もしも彼女が本当に死ぬような事をすれば、歴史再現としてはオーバーキルで、歴史再現違反となるでしょう」

　今、自分は一つの布石を打った。だから問う。

「如何いかがでしょうか、教皇総長」
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　お？　という声を、フアナは聞いた。

　フローレスだ。振り向けば彼女は周囲を見渡しており、

「……何か、空気が変わりましたね、今ので」

「Ｔｅｓテスタメント．、武蔵むさし副会長が、示し唆さを飛ばしましたからね」

「そうなんですか？　あっちの島・左近の話が……、何か？」

「それは例です。大事なのは、その前ですよ」

　ん？　と首を傾かしげるフローレスに、自分は諭す。

「武蔵副会長は、こう言ったのです。歴史再現は各国、好きにやればいいと。そして、失わせるような内容であっても、それが生じない場合は、問題がないと。

　これがどう言う事か、解わかりますか？」

「そのまんまの内容じゃないんですか？　つまり、私や兄貴が死球ぶつけるような連中でも、それが実際に生じないなら規制しないって、そういう事ですよね？」

「では、逆を考えて見た場合、どうなります？」

　問うと、フローレスが思案に入った。ええと、と言ってる向こうで、兄のペドロが何か言いたそうな顔をしているから、彼には理解が出来たのだろう。そして、

「……逆の場合、たとえば私がストレートを投げて、それが死球になったら、規制に入ると、そういう事ですよね？」

「Ｔｅｓ．、そうです。では、規制に入るタイミングは、いつですか？」

「Ｔｅｓ．、──こちらが投球してからです」

　Ｔｅｓテスタメント．、と己は応じた。そして、ここからが本論だと思いながら、問いを重ねた。

「貴女あなた達がどのように投球を組み立てようと、武蔵むさしは規制しません。規制に入るのは、投球後です。──では、武蔵は、何処どこにいると思いますか？」

「それは……、その、投手と打者の間に、飛び込んでくる、と？」

「妹よ。……では歴史再現とは、誰だれの間で行われるのだ？」

「は？　そりゃこの場合、……投手と打者の間で……」

　と、そこまで言って、フローレスが気付いた。

「あ────────────[image: ]」

　言った。

「審判!!」
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「──Ｊｕｄジヤツジ．」

　正まさ純ずみは、言葉を噤つぐんだままの教皇総長に、こう告げた。

「聖連とは別。各国の歴史再現はそのままに、しかし独自の調査や通報により、失わせる可能性が高いと認識したら介入を行う第三者組織。

　これまでは当事者間を基礎とする歴史再現に、強制介入する審判が、私の考える武蔵の役目です」
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「Ｊｕｄ．、とは、言ったものだな」

　教皇総長パパ・スコウラは、本ほん多だ・正純の言葉に感想した。

「──それがどれ程傲ごう慢まんか、解わかっているのか？　おい。──歴史再現への強制介入だと？　先程俺おれが言った通りだ。理想の押しつけで世界を乱し、要らぬ死者を生んでいる事を見逃して、しかし自分達の成果を喜ぶ！　それが許されると思っているのか!?」

「思いません、聖下」

「……は？」

　一瞬。目の前の相手が言う台詞せりふの意味が、解らなかった。

　だが、次の瞬間には悟っていた。本多・正純は、こう言っているのだ。

「開き直ったのか!?　許されぬという事を見逃し、傲慢を通すと!!」

「聖下、──既に武蔵は、成果を出しました。幾つもの現場で、です」

「だからどうした?!　失敗がなかったというのか!?　マクデブルクのような事が、これからも起きないとは限らん！」

「だからです」

　本ほん多だ・正まさ純ずみが、右の手を軽く上げた。

「全世界に通達します。──今後生じる歴史再現が〝失わせるもの〟と判断出来た場合、武蔵むさしはこれに絶対に介入すると言う事を」

　そして、

「全世界に要請します。──〝失わせる〟歴史再現を、抑制し、回避策を講じる事を」
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「馬鹿な事を！」

　教皇総長パパ・スコウラは、右の腕を振り、払った。

「詭き弁べんだと言おうじゃないか！　なあ、おい！」

　何故なぜなら、

「第三者組織だと言い、全ての国に、歴史再現を好きにしろと言いながら、一方で失わせるやり方は避けろと示し唆さをする！　自分達の力に驕おごった者の台詞せりふだぞ！　おい！」

「しかし多くの国は、これで〝失わせる方法〟を回避しようとするでしょう。

　武蔵が介入する可能性を、もはやどの国も無視出来ないからです」

　本多・正純が、断言した。

「武蔵は抑止力たり得る。──これまでの成果で、各国には理解が出来ているのです」
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　正純は言った。

「私達も、いくらかのものを失い、見逃してきました。自分達が言う程の事は出来ていないのも確かでしょう。──だが、それでも、成果を出した事実があり、多くの国には、それで充分だと考えています」

「何がだ！　答えろ本多・正純！」

「多くの国も、失わせたくはないのだと」

　言い換えるなら、こうだ。

「多くの国と、人々は、──失わせる事を、誰だれかに止めて欲しいのだと」

　これは希望だろうか、と己は思った。

　誰もが、失わせたくないと、そうは思わないだろうな、とは感じる。

　好きな人は失いたくないだろう。嫌いな人は、失ってもいいかもしれない。だけど、

　……私は、嫌だなあ。

　好きな人を救って欲しい。だから、好きではない人もまた、同じように救われるべきだ。

　そのために自分は動きたいと、そう思い、

　……ああ、そうか。

　自分の中で、強烈な喪失がある。

　母の事だ。

　いつものように送り出され、帰宅したら、いなくなっていた。

　探しても、いなくて。呼んでも、いなくて。待っても、いなくて。

　二度と会えなくなってしまった。

　あの理不尽を、自分は、世界から無くしたいと、そう思うのだ。だから、

「聖下、武蔵むさしは完全ではない抑止力です。しかし〝失わせる方法〟が、上手うまく行かないかもしれないと、そう思うならば、各国はまず安全策を模索するでしょう」

「それが、自分達の不備への言い訳か？　おい」

「いえ、──これからも、武蔵は艦を強化し、私達も実力を磨いて行きます」

　言うと、教皇総長が首を横に振った。

「──まるで、自分達が世界を変えると、そういう物言いだな、おい……！　それ程までに、この世界を乱したいか!!」

「違います、聖下。世界が乱れるのではありません」

「じゃあ何だ！」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と己は応じた。

「世界が、新しい秩序を得るのです」







[image: 第五十三章『不断の支持者』]
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　来ましたわね、と人狼女王レーネ・デ・ガルウは、間食の手を止めた。

　振り向けば、輝てる元もとが前のめりになっていた。彼女は手前のシートの背もたれに両肘ひじをつき、祈るように組んだ手の後ろで、武蔵むさし副会長の言葉を呟つぶやいている。

　相手の言う事を理解するためというより、自分に言い聞かせているかのようだ。

　……それ程、大きく出ましたものね。

　欧州覇は者しや、極東覇者などと、そんなものではない。一代で終わらず、国の存亡すら超える事を、武蔵副会長は提案したのだ。

　世界に新しい秩序を与えたい。

　世界が乱れると考えるのは、新秩序に対し、世界が古いからだ。

　理屈としては、解わかり易やすい。世代交代の悲喜というものだろう。

　だが、武蔵副会長の言葉には、やはり疑問がつきまとう。

「だって、その新秩序、どうしますの？　……陳腐なものでは、いけませんわよ？」
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「何様だ!?　武蔵による抑止力が世界の新秩序だと!?　武蔵は世界の中心か！」

「それをこれから話し合おうというのです、聖下」

　正まさ純ずみは、息を吸った。

　……これからだ。

　これからが、本番だ。

「武蔵は、小さな手がかりに過ぎません。大事なのは、全世界が〝失わせてはいけない〟という、その事を、前提と出来るようになる事です」

　そして、

「そうなるのが、何時いつになるかは解りません。武蔵も、次の艦や、もっと世代を超えた艦と乗員が抑止力となっているかもしれません。しかし、世界がそれを理解した時、武蔵の抑止力としての役目は終わり──」

　その場合、どうなるか、己は告げた。

「世界は〝失わせない〟世界となり、──次の秩序を求める事でしょう」
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　言った。

　正純は、そこで相手の反応を待った。息を吸い、

　……どうだ？

　手て応ごたえだ。それは、相手を変えようとか、理解されようとか、そういうものではない。

「──ここが私の思う現状のゴールです」

　だから、言う。

「それを敢あえてスタートとして、私達と話し合う意味は、得られましたか、聖下」
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　……そうですわね。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウは思った。相手は旧派カトリツクの首長だと。この相手とは、言い合ったところで、お互いの立場が明確になるだけだ。武蔵むさし副会長は、以前の三み河かわで、その事を知った筈はずだ。

　言い合いでは駄目だったのだ。だけど、

　……言い合って、お互いのスタンスを明確にしないと、駄目ですのよね。

　そして、〝言った〟。

　ならば教皇総長はどう応じるか。自分の、とりあえずのゴールを見せた武蔵副会長に対し、

「否定したら、……それは、己自身を否定した事になりますのよ？　教皇総長」

　何故なぜなら、

「貴方あなた達は否定し合う仲ですけど、どちらも望まれるものですもの。

　その望みを語った片方への否定は、もはや拒絶であり、……それを行ったら、貴方の望みも、また拒絶されますものね」

　そして、視界の中で動きがあった。

　教皇総長だ。彼が、武蔵副会長に、こう言ったのだ。

「馬鹿者が。馬鹿は、楽しそうに未来を語る。──俺おれが、厳しく過去を語るのとは、逆にな」

　否定だ。だが、彼は言葉を続けた。それは、

「何を笑っている本ほん多だ・正まさ純ずみ。──議論はまだ途中だぞ」
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「成程な」

　という教皇総長の言葉を、輝てる元もとは聞いた。

　……お？

　継続だ。拒絶は無く、つまり、

　……教皇総長が、乗ってきたか！

　思う視線の先、既に状況は動き出している。

「本多・正純」

　教皇総長が、サイドテーブルを一度叩たたき、問いかけた。

「──この会議の、現在における俺達の共通項を言ってみろ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──将来において、失われる事のない世界を求める、という事です」

「違う。貴様は、自分が何を言っているかも解わからないのか？」

　教皇総長が首を下に振った。

「──未来は解らない、だ」
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　いいか。

「貴様の言っている事は、未来の事だ。それは貴様達の理想かもしれん。だが他国が追従するとは限らず、武蔵むさしの事も、失敗するかどうかも不明だ」

　いいか。

「だがそのような未来をここで語られたところで、Ｔｅｓテスタメント．と頷うなずく事は出来ん。

　旧派カトリツクはこの世界の歴史だ。──未来に対して無責任には出来ん。解るか？」
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　教皇総長の言葉に、大おお久く保ぼはあるものを思い出した。それは、

　……対論やな。

　小さい対論ではない。大きな意味での対論だ。

　過去と未来。ここまではその対決だったのだな、と、己は思った。

　だから本ほん多だ・正まさ純ずみは武蔵が代を重ねるような未来を展望し、教皇総長は過去からの保守を重ねて否定した。

　相容れない。平行線だ。だが、

・銀　狼：『ここまでは、三み河かわでやった事の延長戦ですわ』

・賢姉様：『フフ、そうね。……足りない政治家が生き延びる事を重視した未来を提示し、お堅い政治家が繁栄を重視した過去を提示する。その延長戦だわ』

・あさま：『だとすると、この平行線の重なるところは──』

・ホラ子：『まあ、夢を語るのも、昔語りも、とりあえず落ち着いたら、──現実ですか。

　これからどうするのか、そういうトークの始まりでしょう』

　つまり、

・ホラ子：『自己紹介は終わりました。──殴り合いですね』
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　教皇総長パパ・スコウラは、こう言った。

「本多・正純。──俺おれ達の交わす言葉が、究極的に対論である事に変わりはない。

　一方で、貴様の見る未来も解った。俺が支えている過去も解っただろう。

　ではそれらを前提に、貴様の提示してきた現実を、俺おれの現実で査定しよう」

「査定、とは？」

「これまで、多くの国を誑たぶらかしてきたであろう？　──外界開拓だ」

　言って、周囲、全域を一度見渡す。

「嘆かわしいな……！　誰だれも、どの国も、聖連ですらも許可せず、後押ししていない。

　それをまるで、上手うまく行くかのように扇動し、乗せられる。権益に群がる亡者のようだ」

　ならば、

「それがどのようなものか、出来るのかどうか、査定をしようではないか！　なあ、おい！」
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　巴ともえ御ご前ぜんは、己をリセットした。

　……興味深いな。

　外界開拓を考えた場合、武蔵むさしとM.H.R.R.神聖ローマ帝国の密接性を利用するしかないと、己はそう考えていた。何しろ新皇帝を名乗ったルドルフ二世が、旧派カトリツクでありつつ親武蔵だ。改派プロテスタントとして、旧派に頭を下げるつもりはないので、武蔵との付き合いを重視しつつ、旧派とは駆け引きだろう。

　……と、そう考えていたが、ここで保留だな。

　旧派の親玉が出てきた。それも、

「外界開拓に対して、難癖を付ける気だな」

「巴御前、ストレート過ぎます」

「いいのだ。──悪い面が出るならば、改善が為なされるし、こちらにとっても有利になる。

　それを旧派の親玉が無料でやってくれるのだから、利用しない手はない」

　見ろ、と顎あごで示した会議場は、皆が無言となっている。

「自分達のやり方を持てる大国、強国は、その予定が崩されないか気になっている。

　そうではない小国は、外界開拓に付け入る隙すきがあるのかどうかが気になっている。

　さて、私達はどうだろうな」

　と呟つぶやいた時だ。視線の先で教皇総長が口を開いた。
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「まず、外界開拓の問題点について指摘しよう」

　ああ、と教皇総長パパ・スコウラは首を傾け、薄く笑って言った。

「貴様らが馬鹿だというのは、各国、もう、既知の事だろう」

「褒めんなよオッサン！　仲間だろ！」

　外野やかましい。誰だれが仲間だ。

　ともあれまず、手始めに現実的なところから言う。

「──暫定支配だ」
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・黒　竹：『あー、そっからですかー……』

・貧従士：『え？　暫定支配が、何で外界の開拓に関わるんです？』

・世話子：『失礼します。──外界開拓を行うには、人員が必要です。それは、暫定支配を行っている現状の極東上国家から、人員を削る事となるのです』

・現役娘：『つまり、外界に行けば、大国にしろ、小国にしろ、国を動かす役職者が足りなくなりますのよ？　──それだけの人材がいる国が、どれだけありますの？』
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　教皇総長パパ・スコウラは、両の腕を左右に上げて広げた。

「解わかるか？　まず人材の準備が足りないのだ。──役職者クラスを育成するのに、中等部から育てても三年。だがそれは優秀な者がいた場合だ。

　下手へたをすると、小国は永遠に外界開拓の機会を得られず、他国に土地を簒さん奪だつされるぞ」

　なあ、と呼びかけた全域。頷うなずく国は幾つもある。

　やはり人材難は、どこの国でもあるものだ。更には、

「外界は、この極東に比べて大面積だ。国土にして十倍、二十倍という広大な地域を相手にする事となる。ならば、外界側の方が人員が必要となるだろう」

　つまり、と己は足下を指さして言った。

「人員の面から、既にこの計画は破は綻たんしている。そういう事だなあ！　どうだ!?」

「Ｊｕｄジヤツジ．、人員問題、特に面積比における人材の不足数は問題になると思っています」

　……ほう。

　思ったより、静かに応じるものだ。

　これは用意があると、己は感じた。だから余計な事は言わず、待つ。すると、

「既に答えは出ています。──松まつ平だいらが、極東覇は者しやになればいいのです」





●






　正まさ純ずみは言った。

「暫定支配下の極東勢力。それに極東側の土地の管理を任せます。

　そして各国は、基本、全ての人員で外界に向かい、本来の領土を獲得して貰もらいます。

　これを基本のケースとして、幾つかのパターンを作ります。場合によっては、逆に、極東居留地の人員を開拓地に送り、極東側は暫定支配国が管理をする、という手もあるでしょう」

「……待て！」

　という教皇総長の言葉は、予想の範囲内だ。だが、

　……だろうなあ。止めるよな。

　何故なぜかは、即座に指摘が来る。

「暫定国家を全て外に出す？　暫定支配の現状を、払ふつ拭しよくするつもりか！」

　やはり来た。だがここは、こちらが攻めていいターンだ。

「何か悪い事がありますか？」

　言う。

「歴史再現で人々は天上を望む。そのためには、外界の獲得が絶対必須でしょう。そもそも、黎れい明めいの時代に重奏神州を作ったのも、それを目的としたものです」

　そして、

「蝦夷えぞの新大陸において三征西班牙トレス・エスパニアと英国は成果をあげており、武蔵むさしと大和やまとは外界を一周してきました。この段において、外界開拓という行為が不可能と、教皇総長も仰おつしやいますか？」
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・ふあな：『すみません、何でこう、挑発するんでしょうかね……』

・金マル：『イノケンが煽あおり耐性マイナスだからじゃないかな？』

・２ｎｄ：『でもそれをするのは何故なぜかな？　お、面白そうだからじゃないよね？』

・太陽王：『落ち着き給え。──なるようにしかならないからね』

・不退転：『ここまで役に立たない意見も珍しいわ……』

・もり１：『姫様？　頷うなずいてないでフォローするところですよ？』
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　……この女……！

　教皇総長パパ・スコウラとしては、何でも否定してやろうと思っていたところで、コレが来た。

　確かに、行為自体を出来るか出来ないかで言えば、出来るのだ。

　そして、外界に向かう事こそが、歴史再現として必須なのも確かな事だ。

　……ならば問題は人員の獲得か！

　本ほん多だ・正まさ純ずみの論は、先述の二つを重ねたものだ。

　人員が足りないなら、総員で出る。

「各教きよう導どう院いん、総長連合と生徒会、委員会は存在しています。なので、これらを丸ごと外界に持ち込めば、まず極東側にあったのと同規模の支配圏を確立出来ます」

「──出来ると決定するな！　大体、極東側はどうする!?」

「現状維持、という事を考えるなら、指示を出す程度で出来るでしょう。

　必要ならば、極東管理用の委員会か特務を設ければいいのです」

　用意があるのだ。本ほん多だ・正まさ純ずみが、こちらの思考を先回りするように表示枠サインフレームを出した。それは各国の中、暫定支配国の人員と居留地の人員を分けたもので、

「多くの国は、極東居留地の側に農耕や牧畜、鉱掘などの一次産業を任せ、暫定支配国側は二次産業や、戦事関係に従事しています。これは、資材と食糧の供給さえ可能であれば、暫定支配国側が開拓地に移動出来る、という事です。そして食糧供給においては、先に話をした通り、大国を中心に、武蔵むさしや六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズがその任を負います」

「……その場合、極東側はどうなる？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と相手が応じた。

「基本、どの国も現状維持を命じるでしょう。極東居留地側は、暫定支配国の管理体系を真似まね、居留地内の総長連合と生徒会を格上げし、暫定支配地の安定を行います。

　そして極東居留地の方では、暫定支配の層が抜けた分、食糧が余剰になります。

　それは本来のものとして、開拓地へ輸送、補給とします」

　なお、と本多・正純は言葉を作った。

「開拓地での基本スケジュールは、到着から一年、環境を調査しながら、拠点として防衛可能な土地を総長連合と戦士団で開墾、防壁などで固める事になるでしょう。

　翌年から、極東側より、食糧が余剰生産出来るがゆえに余った人員を開拓地に行かせ、保護された土地内での農業生産などを行います。将来的には開拓地での自給自足を目指します」

「初年度は、食糧を補給に頼るという事か」

　無理があるとは思わない。K.P.A.Italiaを構成する国家の内、都市国家などはそのように経営されているからだ。

　その事が理解出来ているのだろう。本多・正純が頷うなずいた。

「Ｊｕｄ．、初年度は補給に頼りますが、これは、全ての国が一斉に開拓するのが現実的ではない以上、参加と上陸のタイミング差によって、管理出来ると言う事が計算されています。

　初年度の間、栽培可能な作物の試験を行い、二年目からは、極東側の余剰人員と共に自給自足に向けてスタートですね」

　成程な、と己は思った。

　……全ての流れが、暫定国家の開拓地への移動と、極東側の独立化に向けられているか。

　外界開拓と、極東解放は、一体の行事なのだ。

　その事を理解の上で、己は問うた。

「だがやはり人員は不足する。外界はそれだけ広大なのだ。その点をどうする？」

　問いかけに、即座の応答が来た。これはどういう事かと言えば、

　……まだ用意がある、という事か。

　本多・正純が、静かに告げた。

「必要に応じ、神しん道とうインフラと聖譜越境隊を投入します」





●






「神しん道とうインフラ……？　外界、欧州でも、か!?」

　教皇総長の疑問に、正まさ純ずみはちょっと嬉うれしさを感じた。

　……あ、意外だったんだな……？

　それもそうだろう。この〝前例〟は旧派カトリツクの歴史外だ。何故なぜなら、

「聖下、黎れい明めいの時代、極東が神道インフラをベースとしたのは何故か、解わかりますか？」

「──極東だから、という答えは浅せん薄ぱくなのだろう？　おい」

　性格が悪いと言われている気がする。だが、

　……そっちだって、こういうの今まで仕掛けて来たくせになあ……。

　思う視界の中。しかし教皇総長が、顎あごに軽く手を当てただけで、こう答えた。

「──理由は二つ、他教譜との共存と、自然信仰か」
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「Ｊｕｄジヤツジ．、そうです」

　己は応じた。神道を開拓に組み込む理由は、教皇総長の言う通り、二つだ。

「──神道は他の教譜と争わない教譜なので、土着の精霊術式として捉とらえる事が可能でしょう。歴史再現と重ねても、問題なく処理出来ます。

　また、分ぶん祀しなどの技術も発達しているので、他の開拓地に力を分ける事も出来ますし、開拓地を移動する場合や、神道インフラが不要となった時の撤去も容易です」

　そして、

「流石さすがに地相の影響を脱する事は難しいですが、神道はTsirhcツアーク系やムラサイの術式と比較して、自然環境を左右する術式が多いです。食糧生産や生存率の向上を助けるでしょう」

　言った。これについては、よくやったと言うべき相手がいる。

・副会長：『大おお谷たに、よく調査したな』

・超正義：『Ｊｕｄ．！　P.A.Odaに調査に入った際、羽は柴しば様関連でM.H.R.R.神聖ローマ帝国への極東インフラ導入の資料がありました。それが黎明の時代の検証も含めていたので、……正直、M.H.R.R.との交渉に用いる資料かと思いましたが』

・成成成：『転じて福と為なす、というものですよ！　良かったですね大谷君！』

・●　画：『そうね、何事も、転じて福となるわ。見方次第よね……』

・貧従士：『何か不吉なフリはやめませんか第四特務！』

　勝手に何か入稿してないだろうな、と浅あさ間まにチェックを回しておく。

　すると、教皇総長が、ふむ、と頷うなずいた。彼はこちらの足下辺りを指さし、

「神道インフラの有用性の発揮、か。──だが、そのためには、極東居留地側から神道の専門を連れていく必要があるな？」

　……確かに。

　そこまで詰めていく必要はまだ無いといえば無いが、事実である事も確かだ。

「旧派カトリツクが大航海時代で各地に布教を行う際、似たような事案が幾つもあった。名目だけで襲名しているのではなく、ちゃんとTsirhcツアークの伝道者になっておかねばならない、とな。

　──これも旧派の歴史。その応用だ。そういう穴に気付いていないようだな」

「ご指摘、感謝します。──聖下」

「貴様の考えは甘いと言っているのに、礼を言うヤツがあるか……!!」

　キレられたが、ただ己は、それ以上の[image: ]しつ責せきが無い事で理解した。

　……利があると思えば、アドバイスをしてくれるのか。

　これは、彼にとって対決である一方、不確定な未来を確定する展望なのだろう。その結果次第で、有りか無しかを評価する。そういう事だ。

　そして教皇総長が即座に声を切り替え、問うて来た。

「もう一つ。──聖譜越境隊の投入とは、どういう事だ」
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　Ｊｕｄジヤツジ．、と己は応じた。

「黎れい明めいの時代に発する聖譜越境隊は、基本、当該国だけでは解決出来ない難事に立ち向かう多国籍部隊です。これを、開拓地の規模に合わせ、各専門分野で供出出来る人員を計上。要事が生じた場合は、その緊急度に合わせて招集し、解決に当たらせます」

「互助システムか？」

「教譜や教きよう導どう院いんの枠を超えたものを想定していますが、これを開拓地には義務づけようと考えています」

「──そこまで行うならば、紛争の相あい対たい化を義務づけろ」

「は？　私達、武蔵むさしの監視下、ではなく？」

「当たり前だ」

　教皇総長が、首を傾かしげる。

「万能感でもあるのか？　貴様。──武蔵による〝失われるもの〟の保護。これを掲げるのは貴様らの勝手だ。だが、開拓地では開拓地としてのルールを〝設け易やすい〟のだ。

　ならばその気風を利用し、臨時のセーフティを設けるのがスジであろうが。おい。

　そうすれば、万能感に満ちた馬鹿共が間に合わなくても、紛争は軽減出来る」

　ゆえに、と教皇総長が一息を吐いた。

「開拓地における各国の紛争の相対化。開拓開始から一定期間は紛争の歴史再現を拒否出来るものとする。──これで随分と安定化するだろう」

　解わかるか？

「貴様らは力があるが故に、大きく、自分達が全力で解決せねばと思い上がっている。だが、既に過去にルールは出来ているのだ。相あい対たい、歴史再現の期間的拒否、これらを用いれば、貴様らの出番など、開拓地ではほぼ無くなるのだ。解るか!?　おい！」

「いえ、閣下」

　己は、流石さすがに半目になって告げた。

「相対でも失われる場合があります。なので私達の出番は意外とあるかと」

「相対だぞ!?　ルールを決めて尚なお、か!?」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と己は頷うなずいた。

「先日、愛の告白で首を落としたのが身内におりますので」

「はあ!?　どういう事案だ!?　おかしいだろう!?　なあ！　おい！」





●






・立花嫁：『……教皇総長から言われるとは、立たち花ばなもなかなかだという事でしょうか……』

・あさま：『誾ぎんさん！　誾さん！　外の方見ないで視線こっちに……！』

・立花夫：『そうですよ誾さん。誾さんは首に貫通撃を放っただけですから』

・ＡｎＧ：『……だけ？　だけって言った？　今』
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　そうだった、と教皇総長パパ・スコウラは一つの事実を思い出した。

　……コイツら、常識が通じないのだったな……！

　議論でポンポンと受け答えが来るので忘れていた。意外とまともなのが本ほん多だ・正まさ純ずみだったが、コレも結構染まってる気がする。

　ただまあ、穴が多いのは確かだ。次から次へと理想主義者の穴は見つかるものだが、

「現実的な観点で指摘しようか」

「改善案ですね？」

　……俺おれがいつから貴様らのアドバイザーになった……！

　有料にしてやろうかと思ったが、教皇復帰直後に副業はマズいだろう。ゆえに直接行く。

「西回りの航路と、東回りの航路について、だ。

　──現実的に考えて、これは破は綻たんする。開拓事業は早々に失敗するぞ」
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・ゆたか：『副会長、何かマズイ事したんですか？』

・ベ　ル：『こ、航路関係だと、私、かな……？』

・□□凸：『い、いえ、母さんが何かミスる筈はずはないですよ……！』

・○べ屋：『じゃあここは正まさ純ずみって事でヨロシク──』

・副会長：『オイイイイイ！　憶おぼえが無いぞ！』
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「要は、開拓側の統率力と、武蔵むさしの実行力だ」

　教皇総長パパ・スコウラは、走狗マウスに外界の概要図を出させた。欧州を中心とすると東の端が極東で、西の端は太平洋だ。そんな構図で、極東から東西に赤いラインで航路を描く。

　東回りは太平洋の北部沿岸沿いに新大陸に着き、新大陸中央の湾を通って大西洋を通過。その先で欧州の西端である三征西班牙トレス・エスパニアに到着する。

　一方で西回りは、大陸東岸にまず到着し、南北ルートを狙ねらう。北は上越露西亜スヴイエート・ルーシ越し、南は印イン度ド越しで中東から地ち中ちゆう海かいに入る。だが、

「距離として近いのは西回りだ。とはいえ、北回りのルートは季節が限定されるので、該当地域を回る際しか考えてなかろう。問題なのは西からの南回りだ」

「印度経由で、紅こう海かいから地中海に入るのが、一番近い。そうは思っています」

「しかし、それは無理だな」

　何故なぜか。視線の先で、本ほん多だ・正まさ純ずみが眉まゆをひそめるのが見える。

「そう、気付いているだろう？　こちらのルートを通る場合、懸念があると。

　──大陸南の印度方面は、やはり北ほう条じようが抜けた状態でまとまりが悪い。

　開拓地として見た場合、大陸東岸から南、印度方面に向けては不安定な場が続くのだ」

　この場合、どうなるか。

「開拓の成果が上がりにくい。逆に東回りは遠回りなようだが、三征西班牙も艦を供出するのだったな？　そして新大陸では三征西班牙、英国、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズという大国が有り、開拓も進むし、武蔵はバックアップを得て欧州に向かえる。

　これだけ手厚い東航路に比べて、西は疲弊の塊だ。どうなるか解わかるか？　おい」

「武蔵が、東回りの航路に集中するようになる、と？」

「Ｔｅｓテスタメント．！　大陸東側は近距離だ。半島の里さと見みがしっかりしていれば、東岸の関東諸家に対し、物資の補給は利くだろう。だが印度方面は無理だ。

　──ならば西側は、極東・里見間の補給を商人団か何かに任せ、武蔵は東に集中する」

　だが、と己は言った。

「東航路は、遠いのだ。解るな？　おい」
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「東航路は遠く、途中で新大陸にも寄らざるを得ない。これによって欧州到着が遅くなるが、武蔵むさしは東航路を使わざるを得ないので、欧州へと到達する回数が減少する。

　よって、行くごとに欧州は疲弊を重ねる事となる」

　いいか、と自分は、西回りの赤ラインをもう一度叩たたいた。

「極東の緯度でこの星を一周すると、約三・三万キロだ。

　西回りの場合、直線距離ならば極東と六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの間は約一万キロ。印イン度ド、中東経由でも二万は行かない。だが東回りだと、最短で二万キロ強と、そうなる訳だ。

　この距離差は、欧州到達に東西航路を使った場合の、頻度差になるだろう」

「直線比率として約２：１、……武蔵の到達回数に差がある事で、欧州開拓は破は綻たんをすると、そう仰おつしやるのですか？」

「意味もなく西回り航路を入れる回数を増やすか？　そうなると、まとまりの無い地域に無駄に補給を落とす事となるぞ？　西に拘こだわれは、無駄を続ける事となり、やがて疲弊しよう」

　どうだ？　と己は皆に問うた。

「東回りは距離がある一方、ルートが容易たやすいという利点がある。西回りは距離が近いがルートが複雑で、関東諸家の繫つながりや最も上がみ、伊達だて、上越露西亜スヴイエート・ルーシの付き合いから、寄る場所も多くなるだろう。だが、この両輪が生きてこそ、開拓は安全に進められる。

　もしも東回り航路が使えなくなった場合、西側から退避出来なければ、陸の孤島だ。

　しかし現状では、その状態が生じる確率が高い上に、武蔵の欧州到達頻度も低くなり、欧州の開拓は進められないと、俺おれはそう思う」

「──教皇総長」

　……ほう。

　何かある、というのは口調と視線で解わかった。手元に何か表示枠も出している。

　三み河かわの時からこうだ。策を仕込み、子供っぽく突っかかってくる事を否定しない。否、自覚が無いのかもしれない。だが自分としても興味深い。ゆえに己は、問うてみた。

「何か、案があるのか？　──印度方面の人材強化、というならば、難しいぞ？　先程も言った通り、既に北ほう条じようが抜けているので、それこそ松まつ平だいらの土地だ。武蔵で押さえるか？」

「いえ、単純に、足を二倍にします」

　つまり、

「──大和やまとを出すというのは、どうでしょうか」
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　ミトツダイラとネイメアが急ぎ出て行ったのを、浅あさ間まは音声ステルスを掛けて見送った。

　正まさ純ずみからの指示だが、間に合うだろうか。

　……開拓地への航路問題ですね。

　教皇総長の指摘は、既に予測されていた事だった。実際、正純もこれを懸念に上げていたのだ。だから話の流れがそちらへと向き始めた時に、正まさ純ずみから指示が来た。

・副会長：『ミトツダイラ、糟かす屋や、──一つ頼まれてくれ』

　彼女の言葉通りに人狼ルウガルウ親子が走って行ったが、どうだろうか。

　……この会場内だけなら、何とか出来るかもしれませんね。

　ただ、話は既に始まっている。それは、正純の声で、

「──大和やまとを出す事によって、輸送力は二倍となります。これで輸送費２：１の改善を目指すのはどうでしょうか」
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「大和か」

　と、教皇総長パパ・スコウラは、本ほん多だ・正純が前に展開した表示枠サインフレームを見た。

　そこにある大和は、主砲を持った戦艦だが、

「──戦艦の輸送力が、貿易艦である武蔵むさしに匹敵すると？　本気か？　おい。

　無理がある話だな！　それは！」

　大体、これまで、本多・正純はこの大和を話に上げてこなかった。

　それには理由があろう。

「大和は、末世解決のため、第二の月に向かう際、前衛艦にならねばいかん。その装甲と武装は、武蔵の後ろにいては意味が無くなるからな」

　だがそうなった場合、懸念が生まれる。正面に立つ本多・正純も、気付いていよう。だからこれまで、大和の事を議題に出してこなかったのだ。それは要するに、

「……大和は、撃沈される可能性もある。ゆえに、ここで大和を出すという事は確約出来ない。そうだろう？　そしてもし帰還出来たとしても、極東全体の護まもりと、武蔵の万が一のスペアとして、タフな実働に回すのは避けたい！　そうだろう？　なあ！」

　ははは。

「それが何故なぜ、こんな議論の途中で出てきた!?　不備に詰まったか!?　本多・正純！」

「──いえ」

「何が、いえ、だ……！　言ってみろ！」

　詰めた言葉の先。本多・正純が軽く手を上げた。

　何かの合図だというのは解わかった。だが、それが何かを探るより早く、彼女が言った。

「有り難う御座います、教皇総長。──貿易の補助に大和を出す事については、各国からの要請があるやも、と思っていましたが、教皇総長が断りの理由を述べてくれて助かりました」

「は……？」

「大和は、代案の一つです。──こちらの本論は一つ。大陸東から、印イン度ド方面までを支配、管轄出来る人材を派遣し、関東諸家や印度に統一性を持たせる事。

　つまり西側航路、南方面の運営と拠点確立です」

　馬鹿な事を、と己は思った。思い当たるとすれば、

「そんな人材が、武蔵むさしにいるのか!?　北ほう条じよう・氏うじ直なおの復帰か!?」

「いえ、違います。──現役ですよ、出すのは。ええ。来てくれていて、助かった」

　と本ほん多だ・正まさ純ずみが指を鳴らした瞬間だった。南の入口に姿が立った。

　三つ。長身の二人を後ろに、供につけた背の低い少女の人影は、

「──源みなもとの・義よし経つね!?」
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　おお、と義経は会議場に入りながら思った。

　……世界が揃そろっておるのう。

　声が上がる、敬礼をする者もいる。手を振る者も、頭を下げる者もいれば、息を詰めてただ見ている者達もいる。

「わしの事を、忘れてない連中がいて、知っていて初めて戦おののく者達もおるのじゃな？」

　座る位置は解わかる。東だ。関東諸家達が慌てて座席を空けるど真ん中。そこが皇帝の場だ。

　そして己は、会議場の中心で向き合っている二人に視線を向けた。どちらも各国、各勢力の代表者だが、短命の小人だ。しかし、

[image: ]

「いい判断じゃ、武蔵むさし副会長。──強がらず、困った時は出来る者を頼れ。

　小人の不足を、大たい人じんはものともせずにただ踏み、過ごすのみ。

　外界の我が帝国、清しん。そして南の方面、印イン度ドまで、わしの〝帝国〟として治めてやろう」

　そして、

　……懐かしいのう。

　巴ともえ御ご前ぜんがいる。そして逃げ出そうとしている羽は柴しばは、後で憶おぼえておけよと思うが、今は石いし田だ・三みつ成なりなのかアレは。その上で、三成の近くにいる島しま・左さ近こんが抱えているトートバッグは、

　……兄上か。

　久しぶりだ。これだけで、羽柴を赦ゆるしてやろうと、そう思った。だから、

「武蔵勢。わしはこれから皇帝故、貴様らは好きにするといい。外界、大陸の東でわしは好きにやっていく。それを荒らさず、一つでも花を添えていくなら、帝国の余裕は貴様らをただただ援助しよう。──意識すらせず、ただ余裕で、そういう事じゃ」

「感謝する、義よし経つね」

「ああ、あとな？」

　武蔵勢、馬鹿がいる。全裸か、丁度良い。

「おい、そこの全裸」

「え？　俺おれ!?　何だよ！　また寂しくなったのかよ義経！」

「やかましい。張り倒すぞ。──一つ言っておく」

　言葉を放る。

「──松まつ永ながが言っていた通り、貴様らが世界を作るのを見に来たぞ。

　破壊者の松永が託した世界、しかと見せよ!!」
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　ざわめきと共に、義経が東のオブザーバ席に佐さ藤とう兄弟とつくのを、豊ゆたかは見た。

　自分の正面には、ネイメアとその母が荒い息でシート二つを占領している。自分の母が身体調整用の術式を施し、飲むものを与えているが、

「ネイメア、義経公は、本当に来ていたんですのね」

「どうも陸路でここに来て、改派プロテスタントの控え室などに御お土産みやげを配ってたようで、ちょっと情報が出てましたのね。だから副会長がそれに気付いていて」

「それ、とは？」

　ああ、と母が口を横に開いて頷うなずいた。

「以前、義経公が、ほら、小こ牧まき長なが久く手ての戦いの際、可か児にさんと戦った後で御土産を置いて行った事があったんですね。だから──」

　ネイメアの母が、それを掲げる。その物体は白い手提げの紙袋に詰まった、

「信しん玄げん餅もち、二種類あるとは発見ですけど、追跡する匂においが解わかり易やすくて済みましたわね」
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　正まさ純ずみは、自分の頰ほおを一度両手で叩たたいた。

　……良し！

　義よし経つねと顔を合わせたのも久しぶりだ。それに、

「よし」

　松まつ永ながだ。三み方かたヶ原はらの戦いの際、既に自分達を信じ、世界を預けてくれた者がいた。

　忘れる事の出来ない敗戦の記憶だ。しかし、

「──続けようか、教皇総長。既に西回り航路の不備も無くなったのだ」

　ずっと世界は続いている。そう思った。
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　……調子に乗るのが得意な女だな……！

　義経に、松永か。後者は武蔵むさしが関東に脱出する際に死亡しているが、そうか、

　……失ったのだな！

　だがそこで、何かがあり、本ほん多だ・正純はそれを思い出したのだ。

　これまで、挑みかかってくるようだった彼女の表情が、視線が、真っ直ぐなものとなっている。この力を、凜りんと呼ぶべきかと思ったが、

「──仕切り直しか」

　と己は呟つぶやいた。

　正直、空気が変わった。外界開拓の手て筈はずは、もう充分と、そう判断して良いだろう。ここから先の些さ末まつは個々の調整で済む筈だ。だから、

「今の案件などは、実際、開拓事業をする際の手筈だな。──あまり論をぶつけ合う処ところが無いと、俺おれはそう判断をしている」

「そうですね。実際のシミュレートに近い想定です。ですが、そうなると……」

　Ｔｅｓテスタメント．、と己は頷うなずいた。

「──開拓の事案から、開拓外の事案と行こうか」
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・現役娘：『来ましたわね。……周囲を固めた上で、本論に向かいますわよ？』

・もり１：『致命の一撃を狙ねらっていると、そういう事ですか？』

　ええ、と己は頷いた。

・現役娘：『これまで、各国との共通の話題となった外界開拓を詰めましたけど、これで基本部分となる外堀は埋まったんですの。もはや武蔵むさし勢にとって、外界開拓による利点を説明する余地は無く、点数を稼げませんの。──一方で、まだ教皇総長は思案がありそうですわね』

・ふあな：『Ｔｅｓテスタメント．、武蔵勢は、先程大和やまとの話を出した程度に、もはや手持ちのカードがありません。が、教皇総長はそれらから検証し、疑問を出す余地があります。

　ターンが交代したと、そういうべきでしょうね』

　そうだ。武蔵副会長の、有利を説明するターンは終わり。だから、

・現役娘：『逃げ場を無くしたところで、攻撃するのは教皇総長ですわ。

　──武蔵にとって、ここからは一発ずつが危険な時間帯になりますわよ？』
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　さて、と、何度目になるか解わからない言葉を、教皇総長パパ・スコウラは前置きした。

「危険視すべき事が、一つある。──武蔵にとって、弱点と言える不足の事だ」

　当初から考えていた、いい煽あおりだ。そう思って、言葉を続けた。

「武蔵勢がどれだけ世界を乱そうとしているか、今までの話から導き出そう」

　台詞せりふは、既に心の中にある。

「ここまでを聞いてきて、幾つかの言葉が出てきた。──初年度、二年後、また、開拓は一斉に始められないという事も聞いた。

　更には、先に出た世界秩序など、何年掛かるか解らないような事業も出た。

　もはや外界開拓に限らず、長期事業の多発が、武蔵には難題として掛かる事だろう」

　だとすれば、だ。

「貴様ら極東勢には、十八歳制限がある」

　ならば、

「初年度、二年後、また後々と続く開拓や、長期事業。これに対し、一年スパンで代替わりする極東。世界は動いているのに、極東では十八歳で人が入れ替わり続ける。それでは世界との連携など、とれないではないか！　どうするのだ、この〝時間〟の不足を！」
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「悪質な誘導尋問だね。……否、向こうからしてみれば、してやったり、か」

　セグンドの感想に、フアナは頷うなずいた。

「確かにそうですね。……これは、武蔵にとっては致命の誘導尋問です」

「ええと、フアナ様、どういう事なんですか？　極東の十八歳制限が問題とは……」

　フローレスの問いかけに、己は息を抜きながら頷いた。

　……これは、武蔵の判断に任せるしかありませんね。

「十八歳制限によって、武蔵は長期事業を行っていく世界に対応出来ない。ではどうするか。その答えは簡単なのです。しかし、それを宣言すれば、──武蔵むさしは世界の敵になります」

　これは、何を示すのか。

「恐らく凌しのいでも、教皇総長の攻撃が続くでしょう。……これは、最終局面の始まりなのです。今、提示された弱点に対し、どれだけ武蔵が凌ぎ、最後の一撃を通すかの」

　ただ、己は目を伏せ、祈った。

「武蔵の判断に、幸ある事を……！」
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　……どうするか、か。

　正まさ純ずみは、教皇総長の言葉に、思案していた。

　極東の十八歳制限が、こちらのネックとなっている。

　どうにかしなければならない。答えは決まっている。武蔵勢、極東勢として、どうにかしなければならない事が、一つ、ここでは正答となるのだ。だが、

　……言ったら、マズいよなあ。

　答えはある。だが、これを言えば、全世界が敵に回りかねない。だから、

「────」

　一瞬迷った。その時だった。

・俺　　：『セージュン』

　馬鹿が、声を送ってきた。
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・副会長：『ああ、どうした？』

・俺　　：『何かヤベえ事になってたりする？』

・副会長：『いや、今のところ、なってはいない。だが、直前って感じではあるな』

　そっかー、と馬鹿が言った。そして、

・俺　　：『あれ、持ってるか？　黒くろ藻ものアレ』
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　教皇総長パパ・スコウラは、それを見た。本ほん多だ・正純が、右のポケットバインダーの内、一番奥のものに手袋の手を差し込み、

　……石か？

　貴石だ。

　あれは、見覚えがある。あれは、

　……三み河かわの、黒藻の獣の石か……。
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・副会長：『おい、葵あおい』

・俺　　：『あ？　何だよ？』

・副会長：『Ｊｕｄジヤツジ．、──王様に、なるんだったな？』

・俺　　：『ああ、そうだよ。──オメエは政治家、やってっか？』

・副会長：『まだだ。そして、──ホライゾン』

・ホラ子：『Ｊｕｄ．！　何でしょうか、正まさ純ずみ様！』

・副会長：『夢を叶かなえに、行くんだったな？』

・ホラ子：『Ｊｕｄ．！　一丁御願いいたします！』

・副会長：『Ｊｕｄ．、だが、──時間が足りないな。何もかも多過ぎる。だから──』
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「解り切った事です、教皇総長」

　言ってやる。

「極東の、十八歳制限を、──撤廃します」
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　爆発だった。

　抗議、怒号、喧けん噪そう、そういったものが破裂し、連鎖し、止まらなくなる。

　そんな中で、自分達にもそれを向けられながら、ネイメアはどういう事かを思案した。

　……ええと、極東が、十八歳制限を取り外した場合、どうなりますの？

　単純に、役職者の層が年々厚くなっていく。これは確かだろう。

　背後の方で、代表委員長がブツブツと、

「あの女、……永遠に私の上役とか……、まさか……」

「御嬢様！　御嬢様！　そういう時は永遠の謀む反ほんを！」

　などと秘書と共に盛り上がっているが、そういう事なのだろうか。

　……え、ええと？

　年齢制限撤廃。その事から思うのは、やはり年長の役職者だ。自分の場合は、大先輩と言ってよかったM.H.R.R.神聖ローマ帝国の柴しば田た達だろう。そのようなものが極東に得られると言う事は、

・黒　狼：『各国の役職者のような〝層〟が出来るという事ですの？』

・銀　狼：『それだけではありませんわ。──極東は現在、戦国時代を終えつつあり、松まつ平だいらの覇は道どうとなるとされていますけど……』

・立花嫁：『現在行われている大おお坂さかの役えきの後、極東では藩はん政せいが始まり、領邦国家のような形となるのです』

　その事は知っている。各地は大だい名みようとなる松平の旗はた本もとや外と様ざまがそれぞれ治め、基本的には自治を行いながら、中央である幕府に従い、税なども納めるのだ。

　だがこれが、年齢制限を失った場合、何の問題を生じるのか。

・きめえ：『ネイメア、貴女あなた、柴田班に少しは世話になっていたわよね』

・黒　狼：『ええ。それが何か？』

・きめえ：『不ふ破わ先輩が、現地会計と、そういう肩書きだったの、憶おぼえてる？』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と応じて、そして己は答えを連想した。それはM.H.R.R.的に言うならば、

「各領邦ごとの総長連合、生徒会が、強化されて立ち上がりますのね……!?」
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　そうですの、とネイメアは思った。先程、副会長が何となく言った事ですの、と。

　外界の開拓に各国が出たならば、残された極東の領地は、極東居留地の総長連合や生徒会を格上げして経営すればいい、と。

　この案に、年齢制限撤廃が繫つながると、どうなるか。

・黒　狼：『各居留地に、たとえば柴田公クラスの役職者が生まれる可能性がありますの』

・巨　正：『Ｊｕｄジヤツジ．、各国の人員と、支配下にある居留地の人員数は必ずしも等数ではありません。寧むしろ平地では居留地の方が人員の多い場合もあります。そうなると、人材としては極東側の方が豊富という事になり、将来的には力の逆転が生じる筈はずです』

　結果、どうなるか。

「副会長の発案に乗ると、暫定支配国に対し、極東側が下げ克こく上じようを起こしますのね？」
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・元ヤン：『おい、本ほん多だ・正まさ純ずみ、──確認したい』

・副会長：『あー、騒がしいけどこっちならいいか。静まるまで聞く。何だ一体』

・九尾娘：『年齢の件、コレ、前からの仕込みで〝隠して通そうとした〟のかえ？』

・副会長：『いや、隠そうとしても途中でバレるだろ、こんなの』

・ふあな：『どういう手順をとろうとしていたのです？』

・副会長：『年齢制限撤廃は大騒ぎになると解わかっていたから、重要事案に関わる者達や、人員不足を埋めるため、年齢制限のない特別役職者を適用するつもりだった。三み河かわにおける副長、本多・忠ただ勝かつの前例があるから、問題が無いし、各国も導入を認めただろう。だが──』

・現役娘：『だが、何ですの？』

・副会長：『──教皇総長が喧けん嘩か売ってきたろ？　うちのトップも、やってやれ、っていう指示が来て、支持された。そして私も三河でこう決めたんだ。私を支持する者が、私に抱いてる夢の通りの政治をしてやろうと。──だから敢あえて、妥協はしなかった』

・約全員：『…………』

・副会長：『……何だその反応』

・九尾娘：『いや、……さっきから笑っておるのだえ』

・ふあな：『……大国への極東からの下克上、どのように私達を説得するのか楽しみです』

・現役娘：『まあ、そのくらいじゃないと、武蔵むさしらしくありませんわね』

・元ヤン：『追い詰まって全権奪われたら、IZUMO来い、メシは保証してやっから』
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　正純が、声の渦の中で軽く手を上げると、幾人かが手を振り返すのが見えた。

　……何というか、変わったなあ。

　武蔵勢は増え、そして他国にも味方が出来た。母はいなくなったが、何か相談出来る仲間や年上がいて、そしてまた、自分も年上になっていこうとしているのだ。

　年齢制限が撤廃されれば、自ら〝降りる〟までは、そうなろう。

　永遠の学生時代か、とは思うが、どうだろう。

　ただ、今はちょっと面倒だ。周囲がうるさい。どこもかしこも、

「──!!」

　……賑にぎやかなものだな。

　大おお坂さかの役えきとしては、これでいいのだろう。ならば、

『教皇総長』

　ツキノワに、表示枠サインフレームを出させる。そして目の前で、何か満足げな顔をしている男に、

『時間の無駄だろ。静かにさせてくれ』

　凄すごい嫌そうな顔をされたが、私のせいじゃないぞコレ。
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「──黙れ！」

　という、場内を震わす一いつ喝かつを、皆は聞いた。

　ハードポイントパーツから衝撃波緩衝術式が立ち上がる程の一発だった。

　それは座席をも震動させた上で、更にこう続いた。

「攻撃手は俺おれだ！　俺の代わりを誰だれかがする事は許さん!!」
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　凜りんと響き、大気に小さく流体光の雪が散った。

　……教皇の一喝には、大気の整調作用があるのでありますねえ。

　と、それに手を翳かざしながら、クリスティーナは前を見た。

　直後に、教皇総長が上着を翻ひるがえし、両腕を振った。

「聞いたか貴様ら！　今、武蔵むさしの代表はその汚らしい野望を明らかにした!!」

　おおう、と思って、自分もその一派だと理解する。向こう、北側を見るとアクセルが笑って手を振ってるが、明らかに意味が解わかってないだろう。

　……ただ、彼女は〝こっち側〟でありましょう。

　そんな確信を得つつ、己は聞いた。

「これは段階的な下げ克こく上じようと、極東奪還の計画だ！

　いいか、貴様らに、自分達の力を見せ、戦争を激化し、この極東を、極東側の歴史再現から支配する位置にまで、こいつらは持ってきた！」

　……持ってきたであります！

　何かノってくるのは悪いと思うが、横の忠ただ興おきも期待感ある顔で会議場を見ている。

　ならばここは楽しむべきだと、そう考えながら、聞く。すると、

「──その上で外界開拓！　多くの根拠や賛同者、強国や大国を騙だまして扇動したその事業は、結果として何を呼ぶ！」

　……何を呼ぶ！

「我々の極東からの追放と、武蔵むさし勢の極東乗っ取りだ！」

　一気に来たでありますねえ。
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「外界開拓を煽あおり、援助を行い、大国も強国も小国も、すべて外界に向かわせる！　そして空いた土地は極東居留地が管理代行するだと!?　だが、極東の年齢制限を撤廃すれば、そこに生じるのは手空きとなった暫定支配への、極東からの下げ克こく上じようだ！」

　そして、

「俺おれ達は外界で開拓を行うしかない！　だが極東の暫定支配地を失った上で、武蔵が外界への補給を断ったらどうなる!?　──各国よ、思え！　これまで百六十年、ずっと暫定支配の下にいた極東勢が、俺達を巧みに誘って外界に連れて行き、置き去りにするのだ！

　──これは重奏統合争乱の意趣返しであろう！」
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「どうだ本ほん多だ・正まさ純ずみ！　──参ったか!!」

　言われて、正純は言葉を迷った。なるべく穏便に行こうと、そう思いながら、

「Ｊｕｄジヤツジ．、有り難う御座います教皇総長。──人間、疑心暗鬼になると何言い出すか解わかりませんね。私は気を付けます」

「貴様あ──────！」
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　まあまあ、と両の手の平を立てて向けて、己は一息を入れた。

　今、皆がこちらを見ている。これは良い構図だ。

「これを大おお坂さかの役えきとする事に問題はありませんね。──教皇総長」

「何だ、一体」

「うちの手勢の中から、真さな田だ勢の発言権を消します。大坂の役、真田・信のぶ繁しげの突撃の代理として、教皇総長のお怒りと相そう殺さいを御願いします」

「ハ、俺の機嫌をとる事に、真田勢の歴史再現を使うのか」

　教皇総長が、こちらの背後を見た。顎あごで頷うなずき、

「──認めよう。真田も小国。武蔵勢には迷惑を掛けられておろう」

・うんの：『ウワー！　マジで有り難い……！』
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『虎とら秀ひで爺さん！　何か海うん野のから機嫌いい通神文メールが来てて怖えんだけど……！』

『あいつのいるところ、通神規制掛かってる筈はずなのによーやるわな……』

『あれ!?　じゃあ望もち月づきさんに送った返神、届いてないの!?　マジで!?』
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「じゃあ、話しやすいところから話そう」

　正まさ純ずみは、皆を見渡し、こう思った。三み河かわの続きだな、と。

　三河で自分は決意し、迷って、推されて、覚悟した。そして思ったのは、

「現在、世界の各所で、歴史再現として、間違った事が行われている。

　失わせる事を是とした歴史再現が、仕方ないとして認められているのが現在だ。それを否定する事は、しかし、聖連の現状に楯たて突つくものだと言われ、ここに来たのだ」

　だが敢あえて、ここでそれを告げる。

「仕方ないと、そういう事を強制するならば、それは間違っているのだと、私は思う」

　歴史再現だ。

「決まり事が、人に、諦あきらめを強制してはいけないだろう」

　これは、自分が三河で感じた憤りだ。だからこれをスタートとして、言う。

「世界は、本来の形になるべきだ」
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　片方が問い、片方が答えた。

「外界に出よう」

「何故なぜだ」

「各国、歴史再現の歪ゆがみが溜たまっているだろう」

「それは歪みではなく、この世界としてあるべき補正だ」

「それを外界にて調整し、世界を再構成するのは、大きな意味がある事だろう」

「別にそのような事はしなくても、充分だろう」

「だが、天上に戻るのはどうする？」

「別に今、貴様の言う通りにしたからと言って、天上に今戻れる訳でもあるまい」

「だが外界に出れば、広大な開拓地から莫大な利益が得られるぞ？」

「それが成功するという保証はあるまいよ」

「新大陸、蝦夷えぞでは成果を収めている」

「失敗確率がゼロになった訳ではあるまい」

「何もするなと、そういう事ですか」

「それ以外に何がある？」
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「──平行線ですね」

　そうホライゾンが言うのを、浅あさ間まは聞いた。

　……確かにこれは、そういう形ですね。

　だが、今、いきなりこうなったのではないと思う。

「最初から、この対決構図です。三み河かわから、と言っていいかもしれません。

　だから、これはお互いに必要な事なんでしょう」

　今、正まさ純ずみから未来を語った。ならば、

「次は教皇総長からです。そしてそれが終わったら、終わりに向かうだけです」

「最後は、どうなると思いますの？」

　どうだろう。

　二人は、彼とホライゾンではないのだ。ならば、

「決裂も、また、可能性としてはあり得ます。その場合、全面戦争ですね」

　正純らしいわ……、とナルゼが結論を先取りし過ぎるのはどうかと思う。

　だが、そんな空気の中、教皇総長が頷うなずいた。

　彼のターンが来るのだ。
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「貴様達は何を企たくらんでいる？」

「何も企んではいない」

「これは段階的な下げ克こく上じようであり、極東奪還の計画だろう」

「そんな事を考えられる程暇じゃない」

「世界に対し、自分達の力を見せ、戦争を激化してきたな？」

「戦争は止めて来た。その結果として力を得ただけだ」

「この極東を、極東側の歴史再現から支配するつもりだな？」

「松まつ平だいらならば当然、そうなるだろう」

「外界開拓として、多くの根拠や賛同者、強国や大国を騙だまして扇動したな」

「全員の興味がそこにあり、私達は道をつけただけだ」

「我々を極東から追放する気か」

「今の時代、外交は必ひつ須すで、追放は無意味だろう」

「ならばこれは武蔵むさし勢の極東乗っ取りだ！」

「元々、極東は極東勢のものだ」

　片方が問うて、片方がそう答えた。
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　教皇総長パパ・スコウラは思った。平行線だな、と。

　お互い対論を潰つぶし合っている。

　それも自分達の立場ゆえ、だ。

「過去と未来か」

「未来と過去だ」

　言い換えてくるのは生意気な証拠だ。だが、

「退ひけ、本ほん多だ・正まさ純ずみ。──決着がつかんぞ、これは」

「断る」

　強情な、と思う視線の先で、鋭い目がこちらを見返していた。

　……全く。

　自分達の事を信じている。

　この世界の理ことわり。

　現状のルールに合っていなくても、自分達は間違っていないと、その事を信じている顔だ。

　どうしたところで、殴りつけても、処刑しても、こういう者は変わらないだろう。

　寧むしろ、殉じゆん教きよう者しやと呼ばれ、敵が増えるだけだ。

　ゆえに己は、思案した。そして、

「本多・正純、……俺おれ達は、完全に、重なる部分が無い存在だと思う。このままいけば決裂し、大戦争となるだろう。だから──」

　……今、俺はこいつに〝退け〟と言ったのだ。

　ならばそれは対論として、自分にも向けられる言葉だろう。

　ゆえに己は、こう提案した。

「本多・正純、──無駄な話を終わらせるのも、手だと思わんか」





●






「──退くと、そう言うのですか」

　本多・正純の言葉に、己は頷うなずいた。

「Ｔｅｓテスタメント．、──いいか？　ここで決裂し、武蔵が失われれば、それはそれで世界の損失だ。俺もそのくらいは解わかる」

　それに、解っている事は、他にもある。

「外界の開拓とて、いずれはすべきなのだ」

「────」

　驚くな。当然の事だろうが。

　……ただ、駄目なのだ。

「いいか？　貴様の言う事に理は感じもする。だが、──過去を支持するものとしては〝可能性〟に委ゆだねる事は出来ん。そして本ほん多だ・正まさ純ずみ、貴様が未来という可能性である以上、俺おれは貴様の考えに身を委ねる事は出来んのだ」

　だから、

「俺達はここで終わりだ。相容れぬと解わかった以上、だからこそ尊重しよう。

　貴様は意気の合う連中と外界開拓を行え、俺は貴様らの危険を説き、小国も何も安心して外界に向かえる時期を待つ。そして──」

「ホライゾンを失わせようとした事を、どうしろと」

　本多・正純が、眉まゆを立てて言った。

「全てはそこだぞ、教皇総長！」

　彼女の叫びが強く響いた。

「──三み河かわを忘れたのか！」
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「間違えないでくれ。教皇総長！」

　正純は詰めるように声をあげた。

「外界開拓も何もかも、三河でホライゾンの存在を否定された事を覆くつがえすためにある！」

　そうだ。

「彼女は死を当然とする者ではない！　誰だれもがそうだ！

　それを強制する死のシステムを是とする今の歴史再現は、聖連は、間違っていて！　だから各国の支持を得に私達は別わかったんだ！」

　間違えるな。間違えるんじゃない。

「外界の事や極東の事も何もかも、失わせぬための支持に過ぎない！」

「では我々の相容れぬ遣り取りをどうする!?」

　教皇総長が即応した。

「どちらかが退ひかねば、もはや決裂するしかないのだぞ！」

　その言葉に、己は気付いた。

　……これは──。

　お互いの境界線。

　そこにいたる道を、ふと、つかんだ気がしたのだ。
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・俺　　：『セージュン、それだ。離すなよ』

　ああ、と己は頷うなずいた。

　そして、一息を入れ、乱れた髪を払って直す。

「教皇総長。──先程、私に、退ひけと、そう言いましたね？」

「あ？　ああ、言ったが、どうした？」

「Ｊｕｄジヤツジ．」

　己は、言葉を選びながら、問いかけた。

「でも、今は、こう言いましたね？　どちらかが退くべきだと」

「ああ、確かにそう言った」

「そうですか」

　ならば、こういう事だ。

「──教皇総長、貴方あなたは、答えを解わかっている」

　息を吸い、自分は言葉を止めた。

　すると、ややあってから、気付いたのだろう。教皇総長が、一度息を詰め、

「────」

　だが彼は、すぐにその沈黙を解き、言葉を作った。

「退け、本ほん多だ・正まさ純ずみ」

「いえ」

　己は応じた。

「平行線です」

　退くのではない。

「──共に行きましょう、教皇総長」
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「どちらかが退くべきだ」

「いえ、平行線です。──どちらも、共に行くべきなのです」
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「教皇総長、未来は確かに不確かです。しかし──」

　しかし、

「貴方自身は、私達と共に行って、失敗するのですか？」

「そのような事があると思うか？」

　何故なぜなら、

「過去は揺るがぬ。──たとえ貴様らが足を引っ張っても、だ」

　では、と、お互いが、言葉を始めた。
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　お互いが問い、お互いが答えた。

「これは武蔵むさし勢の極東乗っ取りではないのか」

「各国が、外界に戻っていくだけなのです」

「我々を極東から追放する気か」

「私達の方が、置いて行かれるのかもしれませんね」

「外界開拓として、多くの根拠や賛同者、強国や大国を騙だまして扇動しているだろう」

「それはおそらく、楽しい事だと思えたからでしょう」

「この極東を、極東側の歴史再現から支配するつもりだな？」

「外界では、各国、歴史再現から己の領土を支配出来ますよ」

「世界に対し、自分達の力を見せ、戦争を激化してきたな？」

「多くの、話せる相手を得てきました」

「これは段階的な下げ克こく上じようであり、極東奪還の計画だろう」

「極東もまた、本来の姿に、戻っていくだけです」

「貴様達は何を企たくらんでいる？」

「貴方あなた達と、共に行く事を」
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「何もするなと、そういう事ですか」

「貴様らだけでは心配だという事だ」

「新大陸、蝦夷えぞでは成果を収めています」

「それを各国に適用しなければなるまい」

「だが外界に出れば、広大な開拓地から莫大な利益が得られましょう」

「失敗せぬように、補償を用意せねばな」

「だが、天上に戻るのはどうする？」

「いつかはやらねばならん事だ。それは確かだ」

「それを外界にて調整し、世界を再構成するのは、大きな意味がありましょう」

「それが出来れば万全ではあろう」

「各国、歴史再現の歪ゆがみが溜たまっているだろう」

「そういうものがなければ、それに超した事はないな」

「外界に出よう」

「貴様らに任せておくのは心配だからな」

　お互いがそう問い、お互いがそう答えたのだ。
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「──本ほん多だ・正まさ純ずみ、俺おれ達と貴様達の本質は何だ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．！　──貴方あなた達が過去で、私達が未来です」

「ならば共に立てる場所は、何だ？」

　Ｊｕｄ．、と正純は応じた。

「〝今〟です。今、為なすべき中にこそ、私達は共にいられます」

　では、と教皇総長パパ・スコウラが問うた。

「私達が共にいるために必要なものは何だ!?　今の聖連も、歴史再現も間違っているという、そんな貴様が望むものは何だ!?」

　ああ、と正純は思った。

　……ここに、全ては一周する！

「新秩序です！　今までの秩序では共にいられぬ私達が、共に行くための新秩序を!!」
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　わ、と会場が声をあげた。だが、教皇総長の一いつ喝かつが全てを震わせた。

「まだだ！」

　凜りんと響いた声が、宙に整調の流体光を散らす。その上で、

「本多・正純！　──この世界を壊すというのか!?」

「いえ、私達は貴方達と作るのです。これからの、私達が協働出来る世界を！」

　そして彼女が一度息を吸い、右の手を肘ひじから放つように上げた。

　……ほう。

　期待と緊張に満ちた視線が、挙手の動きとは別で、ゆっくりと全域を見渡した。

　見回す。

　その動作によって、目の向くところを順次沈めていけば、会場はやがて静かになる。

　沈黙だ。何もかもが黙り、身を低く構えたところに、本多・正純が告げた。

「──いいだろうか」
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　正純は、流体光の散る会議場から、全ての国に対して告げた。

「秩序など、これまで、幾度となく試され、作り直されてきたものだ。

　真さな田だの天竜達は、過去に欧州が竜害で席巻された事を教えてくれたし、重奏世界の崩壊では当然のようにそれまでの秩序は通用しなくなった。そして──」

　そして、

「──そして今、私達は黎れい明めいの時代からの課題をクリアしつつある。

　ならばここで、時代に合わせた秩序の創出が必要だと、私はそう考える」

「本ほん多だ・正まさ純ずみ！　……何を欲する気だ!?」

「聖連の改革と、歴史再現の在り方の見直しです……！」

　言う。手元に広げる表示枠サインフレームは、

　……これまでの思案だ！

　全てではない。何もかもを入れると溢あふれ出してとりとめがない。ゆえに今、己は、問われた事への返しとして、

「まず、〝公会議〟の撤廃と、各国の連絡の自由化を」

「公会議の意味を無視するというのか!?」

「このヴェストファーレン会議は、世界最初の国際会議です。──ここで変革をしなければ、次の機会はいつですか、教皇総長」

　言う。

「公会議自体は今後もあるべきでしょう。しかしそこにのみ各国間の連絡を公的に許可しないのであるならば、世界の動きは遅過ぎます。──不便にはそれを有利にする権益がつきものですが、もはやこの不便は障害になっていると考えます」

「だが、各国の連絡が自由になれば、逆に連絡を拒む事も可能だ！　そうする事で追い詰められる国も出るぞ!?　どうするつもりだ！」

「常設の全世界総長連合会議と、生徒会会議を設けましょう。──全世界規模の外交館です。問題が生じたならば、そこで随時話し合いをすれば、小規模な歴史再現など、即座に済ませる事も出来ましょう」

「何処どこにだ!?」

　問いかけに己は足下を指さした。

「各国が存在するここ、極東です」
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　確かに、と教皇総長パパ・スコウラは頷うなずいた。

　……外界開拓に出て行ったとしても、各国は極東上に人員を残すだろう。

　ならば彼らの内から外交役を出し、その総合外交館に集めればいいのだ。

　既に外交館のシステムはある。問題は無い。ならばあと、気に掛かるのは、

「ハ！　そのような場には、まとめる者が必要だ！　──誰だれがそれを担う!?」

「聖譜です」

　本多・正純が言った意味が、己には一瞬解わかり、しかし、不明な箇所があった。

　……どういう事だ……？

　解わかったのは、次の事だ。

「改派プロテスタントのように、か」

　改派には、自分のような教皇はいない。彼らは聖譜や聖書に書かれた事を護まもり、それを規範として生きている。よって大きな力は持たないが、

「聖譜に逆らう者は止められる。また、聖譜を利用しようとする者も止められる。だが──」

　己は問うた。

「この総合外交官に、長を置かぬつもりなのだな？」

　そうだ。極東には聖譜がない。だが聖譜を規範とするならば、

　……ここには長はいないと、そうなる。

　この確信に、本ほん多だ・正まさ純ずみが頷うなずいた。

「長を設ければ、そこから利権が生じます。一方で聖譜は極東にないので、まず極東自体が長にはなれませんし、聖譜所有国は利権を得ようにも他聖譜所有国と牽けん制せいが生じます。

　──いろいろ手はあるでしょうが、基本、おとなしくしておけ、という事です」

「Ｔｅｓテスタメント．、──だが、それだけではあるまい」

　鼻で笑って、己は言う。

「聖譜をもって失わせようとする者は、武蔵むさしが止めに行く、か」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ゆえに私達は、極東をその総合外交館の置き場として供出しますが、その中の長になろうとは思いません。一つの条件によって動く見張りのようなものとなります」

「その喪失が、必須であったとしても、か？　歴史として正しい流れだったとしても？」

「ならば私達は、その人を受け入れましょう。──そして歴史再現としては〝死んだ〟事にして貰もらえば、それでいいのです」

　Ｔｅｓ．、と己は首を下に振った。

「〝今まで〟と、変わらんな」
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　……そうですわね。

　と、人狼女王レーネ・デ・ガルウは安あん堵どの息を吐き、そう思った。

「〝今まで〟通りですわ。

　聖譜を準拠し、

　各国の間を行き来して言葉を交わし、

　死する筈はずの人々を受け入れ、失わせない」

　これは何か。

「──武蔵、そのものですわね。

　各国、私達も、これが新秩序だと言うならば、既に皆、それに触れていたんですのよ」
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・元ヤン：『方法としちゃ簡単だ。総合外交館なら、それこそ武蔵むさしの多た摩まと村むら山やまがそのものだと言える。聖譜抜きの土地であれだけ近距離に詰まってる場所はなかなかねえよな』

・ふあな：『そうでなくても、外界に私達が進出していけば、国の規模としては外界側が大きくなり、国の主権をそちらに動かす事となるでしょう。……やがて極東は、阿蘭陀オランダのように手放し、今の教きよう導どう院いんや周辺を逆に〝私達の居留地〟にする事になるかもしれませんね』

・太陽王：『極東が、〝避難地〟になり得ると、そういう事であろうね。──将来、国外逃亡者ばかりが集まる場所になるかもしれない、というのは、少々面白い未来だ』

・現役娘：『Ｔｅｓテスタメント．、うちの子達の現場は、なかなか忙しい事になりそうですのね。

　でも、教皇総長との相あい対たい。まだやり残している事がありますのよ？』

・自爆娘：『それは……、何であります？』

・現役娘：『新秩序によって、武蔵の行動の幅が広がった一方で、極東の自由は制限されたままですの。暫定支配の払ふつ拭しよくや年齢制限の撤廃など、その辺りを各国に納得させるには、別の視点からのアプローチが必要ですわ。それに──』

・九尾娘：『──末世解決かえ』

・現役娘：『Ｔｅｓ．、……創世計画以外の方法で末世を解決出来なければ、これまでの話し合いは無意味ですの。ゆえにここで、武蔵勢は、極東の解放と、末世解決の道を見せなければなりませんわ』
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　出来る筈はずよのう、と義よし光あきは頷うなずいた。

「掲げているものが甘過ぎるのは確かだえ。──ゆえに幾度となく打たれ、しかし挫くじけぬが故、その中でまた、安易な思い込みの救いではなく、あるべき流れを見付けた筈はず」

　己は、武蔵勢をずっと見て来た者だ。だから言える事がある。

「正しき事が、間違っている事もあろう。三み河かわで貴様らは、恐らくそれに気付いた。

　最善が最適ではないと、そう言えていたのだから」

　ただ、その考えが良いのかどうか、それを果たす力もなく、証明も出来なかった。

「しかし、……私達との邂かい逅こうで、貴様らは、その証明を初めて自ら見せたのだえ。

　後に続く、──正しくはないが、しかし間違っていない事が〝出来る〟のだと」

　もしそれが〝出来る〟ならば、どうなるか。

　……もはや自らの手の届くところ、失うものは何もなかろう。

　この世から、かつての自分の思い込みのようなものは、無くなるのだ。

「──ならば極東の解放や、末世など、どうとも出来ようぞ。武蔵勢」





●






　いろいろと、言葉が飛んでいる。

　実際に話す者もいれば、通神で遣り取りする者もいる。そんな事実と気配を感じながら、スレイマンは教皇総長を見ていた。

　……全く。

　己は、教皇総長を知っている。

　彼の学生時代、抑制のために酒さか井いの行き来を手配し、その衝突を導いたのだ。

　当時の教皇総長は若く、それでいて尖とがっていた。今もそうだが、あの頃ころはK.P.A.Italia内で自分の存在感を示していかねばならない事もあり、周囲を敵視していたのだ。

　何しろ教皇だ。並ぶ者がいないし、実際に能力も高い。そして先代ウルバヌス八世は年齢が離れており、交流はどちらかというと一方的だった。酒井に敗北し、挫ざ折せつを得て、しかしお咎とがめが全くと言っていい程なかったのは、彼の能力と実績ゆえだろう。だが、

「君は、友人がいないのだよな……」

　対等に話せる相手がいない。だからだろうか、

　……酒井によく突っかかるのも、そのためだろう。

　対等に渡り合う相手。自分を負かした、唯一と言っていい相手だった。

　だが酒井は半ば引退し、学長になってしまった。

　インノケンティウス十世の歴史再現は、しかし続く。

「もう、面白い事など、何も無いと、また尖っていたのにな」

　今、教皇総長が、武蔵むさし副会長と渡り合っている。いい年をした大人が、子供といって充分な年齢の少女を相手に、大声を出して、大きな身振り手振りで、

　……そうだなあ。

　酒井は、正しく、自分の後を継ぐ人材を、武蔵の中に生んだのだ。何故なぜなら、

「酒井とやり合っていた頃より、いい顔をしているぞ、インノケンティウス十世」
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　ああそうだ、と教皇総長パパ・スコウラは思った。

　何が、ああそうだ、なのかは解わからない。だが、今の状況と、空気と、己と相手に、

　……ああ。そうだとも！

　そうだ。そうだった。そうなのだ。

　ここにいるという実感。自分が今、全力を出しているという万能感。そうだ。解れ。解れ全世界。そうだ通じろ各国代表者。そして、

「本ほん多だ・正まさ純ずみ！」

　言う。

「確かに貴様の言う事には理がある。だが、そんな甘い事が、通ると思っているのか！」

「通そうと思うからこそ通るのだ。──そして貴方あなたの首を縦に振らせればいいのだ」

　……言うなあ！　おい！

「やって見ろ」

　己も応じ、両の腕を左右に広げる。

「各国、確かに今、夢を見ているな？　多くの方策が語られ、実現は俺おれが許可するかどうかに掛かっている、と。だが、こいつら、極東勢には最大の罪がある！」

　いいか。

「重奏統合争乱だ！」
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「外界も、開拓も、新秩序も、本来ならば不要な筈はずだった！　だが、それが生じ、活いかさねばならないと、そうなったのは何故なぜだ！　──重奏統合争乱のせいだ！

　更に言えば、──重奏世界の崩壊を導いた極東のせいだろうが！」

　手を左右に広げる。虚空を握る。

「本来ならば、俺達は重奏世界をもって、外界の開拓を研究している筈！　極東の間違いさえ無ければ、このような事態は何も起きていないのだ！」

　ならば、

「俺はここに宣言する。──重奏世界の崩壊を起こした罪ある限り、極東に完全な自由を与えるべきではないと！　それを払ふつ拭しよく出来るのは、我々が外界を開拓終了した、遠い未来だろうと、そう宣言する！」

「異議あり！」

　……きたか。

　今、自分は、どういう顔をしているだろう。どうしようもなく喜んでいる筈だ。何故なら、

「反論があるのか、本ほん多だ・正まさ純ずみ！」

　貴様達は、三み河かわから、どれだけの事を学んできたのだ。
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「重奏統合争乱には、一つ、隠されている真相がある」

　と、正純は告げた。

　正面、眉まゆを立てた笑みを向ける教皇総長に対し、

「関係者証言だ」

「……は？」

　疑問されるのも、当然だろう。だが、理由がある。

「──内だい裏りだ。黎れい明めいの時代から運命に関わり、そして重奏統合争乱の始まりとして、三種の神じん器ぎを奪われた場所。そこに証言者がいた」

「ハ！　今更、か？　おかしいではないか！」

　教皇総長が肩をすくめる。が、眉まゆは立ったままで、口元は笑っている。

・元ヤン：『テメエ、すっごい期待されてっからな』

・副会長：『Ｊｕｄジヤツジ．、さっきから来てるの期待圧だよな、コレ』

　アデーレが散歩に連れて行く犬達が、餌えさを前にするとこんなだったなあ、と、脳の後ろ半分くらいで思いながら、己は言った。

「運命だ」

「……運命？」

　ええ、と己は応じた。

「──重奏世界の崩壊には、運命が関わっていた。ゆえに関係者は、その事を口外しようとすれば、二に境きよう紋もんに食われてしまう。

　私達は、本ほん能のう寺じの変へんの後、その危険性が無くなった関係者を探し、確認したんだ」

　それは、

「重奏世界の崩壊は、──運命が自殺を開始した時に生じたのだと」







[image: 第五十五章『新世界の使者』]
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　巴ともえ御ご前ぜんは、武蔵むさし副会長の言葉を聞いた。

「かつてから、内だい裏りでは、環境神群を通し、運命にアクセスをしていた。それは、人格を持った運命が、死の運命を幾つも幾つも、本来ならば護まもるべき人々に与え、殺さねばならなかったのを、宥なだめるためだった」

　……これは……。

　そうだ。自分達も、そういった者の一人だったのだ。

「──やがて運命は疲弊し、己の死を望む。その方法は──」

「〝希薄化〟か？」

　放った己の問いに、武蔵副会長が振り向いた。だが、

「────」

　彼女は、首を横に振ったのだ。

　……何故なぜ……？

「違う。違うんだ。──本来、運命は、即座に命を終えるつもりだった」

「は……？」

　どういう事か解わからない。何故なら今、世界は希薄化を始めており、

「運命が即座に死んでいたら、世界は今、無い筈はずだぞ？」

「そう、だから、──止めた者達がいたんだ」
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　Ｊｕｄジヤツジ．、と正まさ純ずみは、巴御前に対して会釈した。

「当時。運命が限界だと気付いたのは、内裏に近しい者達だけだった。

　そして運命は、自分の願望が気付かれている事を察すると、実行に移した。

　運命を自害させるだけの武装を使って」

　それは、

「三種の神じん器ぎだ。運命を制御し、言葉を届かせるもの。それを運命は奪い、自分を〝死ぬ〟ように制御しようとした」

　運命が人格を持ち、更には人の世に介入出来る事は、新大陸で確認した。

　指輪を手にし、弄もてあそんだのと同じだ。

　だが、新大陸にて多くを学んだ運命は、この時期、何の知識も無かった筈だ。

「恐らくは幼児が暴れるように、自分の欲するものを奪い取り、死のうとした。だが──」

「まさか」

　という巴御前の言葉に、己は告げた。

「その作戦は、聖譜越境隊が参加し、南北朝の歴史再現に重ねて行われた。何故なぜなら、それは神代の時代にもう既に行った事だ。運命には〝型〟がついていて、流石さすがの運命も、己についた〝型〟には逆らいにくい。──これが、百六十年前に起きた事だ」

　つまり、

「三種の神じん器ぎの強奪による重奏世界の崩壊は、運命の直接的な自害を止めるために生じたのだ」
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　皆が静まったのを見届け、己は言葉を続けた。

「想定外だったのが、神器を奪還しても、運命がそれを欲したという事だ。

　関係者は二に境きよう紋もんに食われて行きながら、何とか運命に見つからぬよう、神器を隔離した」

　そして、

「運命は、死を得る事は出来なかったが、しかし、神器を一度は確保したため、負傷をした。──それが希薄化の原因だ。関係者は、事実を漏らせば運命に見つかり、二境紋に食われる。ゆえにこれは秘ひ匿とくとされ、運命もいずれ来る死を理解し、神器奪取の手を止めた。

　やがて神器は、対運命用の防護を掛けた複製が作られ、内だい裏りで使用されるようになった」

　どうだろう、と己は、息をつき、全体を見渡した。

「これが重奏世界崩壊の真相だ。原因があるからと言って、緊急であったとはいえ、しかし、重奏世界の崩壊は確かに生じた事だ。その分は極東が負うべきだろう」

「待て、本ほん多だ・正まさ純ずみ」

　声に振り向けば、教皇総長がこちらを真っ直ぐ見ている。

「証拠はあるのか」

　その声に、立ち上がる音がした。極東勢、自分達のオブザーバ席だ。

　そこに、一人の自動人形が立っていた。

「Ｊｕｄジヤツジ．、昨今、羽は柴しば勢に合流しました元内裏付古式自動人形0032、──森もり・蘭らん丸まると、そう名乗っておりました」

　彼女は、一礼の上で言う。

「先程の情報、私の方からの提供です。自動人形は噓うそをつかず、見地を正確に話す。

　今の件も、そのように解釈を御願いいたします」
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　よかったー……、と三みつ成なりが項うな垂だれるのを、竹たけ中なかは見ていた。

「二境紋が出なくなったら、内裏にいた者達から有益な情報が得られるのではないかと、そう指摘したのは東とう照しよう宮ぐう代表でしたね」

　彼女もまた、関係者の係累だ。それゆえの発想だろうが、そこからが大変だった。

　内だい裏りは沈み、知る限り、関係者は蘭らん丸まるしかいなくなっていたのだ。

　だが、本ほん能のう寺じの変へん以後、襲名終了と割り切れるのが、やはり自動人形たるところだろう。内裏も無くなったため、彼女は消息不明となっていた。

　そんな蘭丸を見つけてきたのは三みつ成なりだ。羽は柴しばの身体からだではあるが、通神帯ネツトに接続し、極東上の神しん道とう系インフラから一斉検索を掛けたのだ。

「だけど、見つかった位置が、まさか地上武蔵むさしの跡に出来た第二地上武蔵とは……」
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　いやあ、と蘭丸の護衛兼運搬役の弥や助すけは呟つぶやいた。先程まで、周囲の影の中に蘭丸を連れて座り込み、事態を観測していたのだが、今は流石さすがに表に出ている。そんなこちらに対し、

「……弥助様、最初から出ていれば、事態は変わったのでは？」

「いや、喜き美み様と同じ空気を吸うとか、無い無い無い無い」

「……こちらとしては、羽柴勢にちゃっかり入るかと思っていたら〝喜美様光臨の第二地上武蔵だよ！　僕もうここに永遠に住んでいい!?〟とか真顔で言うので死ねと思いました」

　十メートル程離れたシートで、その相手はいる。だがこちらは、三成に頭を下げて、

「まさか総長姉の金盤に書いたレビューから逆探知されるとは思ってもいませんでした。仕えるだけの能力有り、という事で、以後、適当な襲名でも突っ込んで下さい」

「え!?　喜美様の生顔を一日三回以上見たら、僕死ぬんだけど！」

「死ねばいい、と静かに思いました」

「口に出してる！　出してるよね!?」

　器の小さい、と思ったと同時、ふと、声が飛んできた。

「蘭丸君！　──一つ疑問があるね、うん。いいかね？　少し」

　スレイマンだ。
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　スレイマンは、手を上げ、問うた。

　……これは随分なサービスだがね。

「蘭丸君、君の言う事が本当ならば、多くの事を見直さねばならないだろう。だが、自動人形は噓うそを吐かないと言っても、見間違いや錯覚による事実誤認はあるのだったね？　うん。

　じゃあ、一つ、疑問したいところがあるのだよ」

「何でしょうか、一体」

　Ｔｅｓテスタメント．、と己は応じて、問いかけた。

「君は、三種の神じん器ぎを奪還したのが、聖譜越境隊だと言った。だとすれば、当時の各国の王や長が、事態を理解の上、派遣した事になる。──だが、それは本当なのかね？」

　どうだろう。

「極東だけではなく、世界各国が、少しでも関わっていたという証拠。

　それがあるなら、──極東にだけ、重奏世界崩壊の罪を問うのは間違いだ。

　だが、どうなのだろうね？　その証拠は、あるのかね？　うん」
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・金マル：『……詰んだ？』

・●　画：『というか、証拠なんてあるの？　百六十年前の事で、関係者、ほとんど二に境きよう紋もんで食われてるんでしょ？』

・黒　狼：『手形とか、そういうものでもありますの？』

・あさま：『いや、この件、私の示し唆さからスタートしてるんでアレですけど、正まさ純ずみの方、今の疑問に対しても、ちゃんと考えてますよね？』

・副会長：『…………』

・銀　狼：『ちょっと、あの、大丈夫ですのよね？　ね？』





●






　不意にミトツダイラが知覚したのは、光だった。

　……頭上!?

　上だ。ドーム状の天井。穴が開いた箇所を中心に、警告の表示枠サインフレームが出ている。そして中度の危険を知らせる警報音と共に響く声は、

『警告！　上空を未確認飛行物体が……！　通過しました！』

　直後に音が来る。ドームの上に衝撃波が叩たたきつけられた音だ。

　会議場が激震し、だが誰だれも動じる者はいない。各国の役職者が中心となった集団なのだ。逆に耳を澄ませた者が、こう言った。

「機竜……？」

　そうだ。自分も知っている。今、空を通過した音は、

「新大陸の、〝雷鳥〟ですのね!?」

　同時だった。空。高い位置から、それが降ってきた。人型。天井の大穴から落下してくるのは、赤い覆面姿の、

「三征西班牙トレス・エスパニア、新大陸派遣部隊現地副長！　太陽の使者！　ラス・カサス！　見参……！」
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　正純が見上げる頭上。ラス・カサスが降下術式で緩やかに降りてくる。

　が、手を広げてポーズというよりバランスをとっていた彼は、この広いドーム内で生じる内部気流に揺られ、やや流れて行く。

「あっ、あっ、こちらではないいいいいい～！」

「そっち行こうか？」

「待て！　我は太陽の使者！　そのような気遣いは無用！　とう！」

　と着地した右の足首が、捻ねじれて妙な音を立てた。
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　力なく倒れたラス・カサスを、教皇総長パパ・スコウラは見ていた。

　ややあってから、遠巻きに見ている警備の戦士団に手の平を立てておき、

「……折ったか？」

「い、いや大丈夫！　太陽の使者は挫くじけない！」

　右足にやたら大量に治療関係や沈痛の術式表示枠コルテチエフイルマが出ているが、組み方が効率悪いな、と、そんな事を思っていると、太陽の使者が立ち上がった。

「よ、よし！　大丈夫！　痛みを感じる事はない！　太陽の使者だからな！」

「覆面の色が変わるくらい変な汗搔かいてるぞ、おい」

「気にするな教皇総長！　それよりコレを見ろ！　……とう！」

　と、覆面姿が、パンツの中から一枚の情報封フオルダを展開した。

　開く。それと同時に、彼の頭上高くで形を現し、光を散らしたものがある。

　術式表示枠、と見切った直後。光爆が来た。

「……！」

　反応だ。自分の持つ加護や、皆の持つもの、術式などが、一斉に反応し、出力を上げたのだ。

　……これは……！

　流体制御の強烈な力が、そこにある。

　ラス・カサスの頭上。そこで流体の渦を巻いているのは、アイコン状の術式で、

「三種の神じん器ぎの、オリジナルか……!?」

「Ｔｅｓテスタメント．！　よく気付いたな教皇総長！　そしてこれを見るが良い！」

　更なる高い位置。そこに表示枠カデナフイルマが一つ開いた。

　映像だ。映るのは窓のない教室。そして中央にバストアップで映るのは、御み簾すで顔を隠した黒染めの三征西班牙トレス・エスパニア女子制服。あの姿は、

『流石さすがに生だと刺激が強いでしょうから、記録映像で宜しくお願いしますね。久しぶりの人もいるのかしら。──三征西班牙、新大陸派遣部隊、総長兼生徒会長、大フアナよ』
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『大体の事情は察しました。なので、後押しとして、武蔵むさし勢にこれを預けましょう』

　三種の神じん器ぎだ。

『かつて、聖譜越境隊として、一人生き残った者。三征西班牙トレス・エスパニアの学生が、運命に見つからぬよう、封印地としてここを選びました。以後、それは研究され、複製が内だい裏りに送られるようになりましたが──』

　大フアナが、画面の外を指さし、こう言った。

『──運命を殺す武装。大罪武装ロイズモイ・オプロの研究において、元もと信のぶ公はこの三種の神器を、かなりの分でベースにしています。無論、未来において通じなかったならば、運命はもはやこの神器では倒せない事になりますが、何か使う余地はあるでしょう。武蔵むさし勢よ、持って行きなさい』

　そして、

『──重奏世界の崩壊。その時もまた、全ての世界が集結し、事態を解決しようとしたのです。そしてそれが叶かなえ切れず、崩壊を招いた時、極東がその責任を負う事を望み、──しかし真相を語れず、知らず、世界は今のような選択をしました』

　ならば、と大フアナが言った。

『そろそろ、各国が、極東の責任を分け合ってもいいのではないでしょうか、ね』
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・金マル：『……コレ、前にナイちゃん達が行った時、言っておくべきじゃない？』

・立花嫁：『今回の仲介を行ったのは私なのですが、それを言ったら〝また来ると思ってましたし〟と言われたそうで、確かにその通りなので否定出来ませんで……』

・風呂無：『〝遅かったですね〟って、ダメ押しまでされましたよ！』

・副会長：『まあ、確かに、あの現場でコレをブっ込まれても理解力がパンクするよな……』
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　神器の情報封フオルダが、やってきた東とう宮ぐうに預けられ、大フアナの画像が笑みで消えた。

　その残光を見上げていた教皇総長パパ・スコウラは、一息を吐いた。

　……さて。

「本ほん多だ・正まさ純ずみ、──最後の要件、解わかっているか？」

　もはや多くの問題を解決し、理解した。

「俺おれ達は相容れない。だが、俺達は協働出来る」

　それを確実とした上で、絶対に確かめておくべきものがある。それは、

「大罪武装だ」

　武蔵の姫がいる。既に彼女が、本多・正純の後ろに来て、〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟を担いでいる。

　自動人形の姫は無表情で、しかし本多・正純が、全てを代弁していた。自分は彼女の表情に頷うなずきを返し、

「──出来るのか、おい」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ぎりぎり間に合った、という体ていだが、見せられる」

　それは、

「運命を救う、私達の大罪武装ロイズモイ・オプロ。──その力を見せよう」
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　浅あさ間まは、ちょっと焦っていた。

　ホライゾンのＯＳに対しては、本人から設定変更の許可が出ている。だからある程度の介入が出来るのだが、それであっても、

　……け、結構アップデートで変わってますよ……!?

　身体からだの生存関係は基本的に保持及び拡大式なので、問題は無い。ただ、大罪武装の管理や外部出力系が今回は増えており、

　……私より、戦闘系の方が今回は詳しい気も……。

　だがまあ、自分はホライゾンの担当者なのだ。信頼されている分もある、だけど、

「運命を救う、私達の大罪武装。──その力を見せよう」

・あさま：『正まさ純ずみ！　ちょっと！　煽あおらないで下さい！』

・副会長：『あれ？　まだ駄目なのか？　すまんすまん』

・ＡｎＧ：『世界を救う云うん々ぬんなのに段取りの悪さがスゲーよ……』

　ホントその通り、と思いつつ、基本設定を洗って、新しく加わったものを仮調整してどのようなものか確かめる。

　日常が基本。そして瞬間的に上がるような設定より、ちゃんとカーブを描いて常にトルクが掛かるようにしておく。何だかんだで自動人形と言っても、無理は出来ないのだ。

　……この辺り、三みつ成なりちゃんとかどうなんでしょうかねー……。

〝ちゃん〟で呼んでるが、見た目は幼いホライゾンだ。可愛かわいいと、そう思う。ホライゾンと違って剛胆ではないので、たまに違和感が凄すごいけど。

　だが、大体の設定は完了した。正純にハンドサインでＯＫと見せると、彼女は教皇総長に向かってこう言った。

「準備が出来た。──では確かめて貰もらおうか。何が正しいのかを」

　だから何でそう無用に煽るんですかね……。
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　正純は、時間稼ぎも含め、他、解わかっている事を並べた。

「運命の自殺を止めるには、アップデートされた大罪武装を運命に叩たたき込む、という事になると思っている。そのためには第二の月に向かうが、武蔵むさし、大和やまとが必要になる」

　と、そこまで言うと、アクセルが手を上げた。

『あたし達、どうすんのヨ──』

「来るか？」

『アハハ、そのつもりだヨ──』

　心強い。しかし、

「武蔵むさし副会長、──全員、甲板で、という訳ではありませんわよね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そこで、全員が戦うために、別の手を使う」

「重力制御でフィールドを作るんですの？」

　否。と己は応じた。

「四し聖せいだ。──四聖武神が、そこで出番となる」

　指を鳴らし、入場口に振り向くと、そこに二つの影があった。軽く手を上げ入って来るのは、

「直なお政まさ、蜂はち須す賀か、──まとめた情報を開示してくれ」
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　ああ、と直政は頷うなずいた。表示枠サインフレーム関係は得手ではないが、代表委員長がこちらのレポートを速攻で纏まとめてくれた。大したもんさね、と思いつつ、

「関係者には情報を送ってるが、あたしの朱雀すざく、夕ゆうの玄げん武ぶ、三征西班牙トレス・エスパニアの白びやつ虎こ、伊達だての青せい竜りゆうの四機に、ＯＳの連動を使って統合処理を行わせる」

「統合処理？」

　義よし康やすの疑問に、己は頷いた。そして夕がやや下を見ながら、

「統合結界だ」

　そういう事だ。

「山さん川せん道どう澤たく、四聖の力はこの世界の環境要素をベースとしたものさ。一機一機が結界を張り、そこから力を引き出す事が出来る。それぞれは各要素のスペシャリストだが、しかし、例えて言うなら、術式の発動公式だけが存在しているみたいなもんさ」

「──何かを為なすには、武神の出力では足りませんのね？」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウの言葉に、己は頷いた。これは真さな田だで、遺跡を漁あさったり地竜達に聞いて断片的に拾い集めた情報だが、

　……遺跡の谷で野宿がメインになるとは、思わなかったさね。

　地竜達がいて、食糧補給や整地などの工事をしてくれて助かった。

「──出力は武蔵もしくは大和やまとのものを借りる。そして出来上がる結界が、艦の周囲にこの世界の環境要素を含んだフィールドを作り出す。あとは、その上で戦えと、そういう事さ」

「？　フィールドなら、重力制御でも可能なのではありませんか？　第六特務」

「向こうは運命だろ」

　己は、自分の足下を手で示して言う。

「四し聖せいの結界で生じたフィールドは、四聖の管理下で、〝花園アヴアロン〟などと同じく、そのフィールド自体は運命の制御下から外れる。もともとが、運命や、地下の環境神群に会うため、安全な空間を作り出す、というのが目的だったようさね」

　つまり、

「四聖の結界上であれば、あたし達は、運命と対等に殴り合える」
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　成程と、ネシンバラが表示枠サインフレームで感想したのを、直なお政まさは見た。

・未熟者：『指導者がいて、その指導者を四機で護まもりながら、運命や地脈に到達する、というような設計だった訳だね？　でもそれがそれぞれ別の地に至ったのは──』

・煙草女：『島しま原ばらで散逸した理由はそれぞれだろうさ。ただ、基本的には、搭乗者を選ぶから、適合者を探すように渡っていった、と、いうところだろうさね』

・独眼竜：『竜に属する伊達だてに、青せい竜りゆうが来たのは、正にその理由でしょう』

　言い換えるなら、こういう事だ。

「散逸ではなく、搭乗者さえ見つかっていれば、その能力故、こうして集うという事さ」

　かつての未来で玄げん武ぶがいなかったのは、玄武搭乗者としての夕ゆうが存在していなかったからだろう。恐らく、結界のフィールドからは、重力が失われていた筈はずだ。そこは武蔵むさしが重力制御掛けて凌しのいでいたと思うが、

「四聖が揃そろっている分、かつての未来で生じた戦いより、幾らか有利じゃないさね？」





●






　拍手が起きた。賞賛というものではなく、発言内容を認める承認の拍手だった。

　正まさ純ずみの視界の中、直政が苦笑し、その妹が無表情に頷うなずいた。

「全世界に認めて貰もらえるなら、真さな田だで野外生活した意味もあるさね」

「もし運命と戦う時、自分達はどうなるのか、どうするのか、と、その示し唆さが出来たんだ。充分な事だろう。──よくやった」

「自分の機体の事だから」

　妹が事もなげに言うが、横の直政が苦笑を笑みに変える程度には、賞賛されるべきだろう。そして、

・あさま：『あ、正純、そろそろいけます』

　浅間の言葉と共に、ホライゾンが〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟を両手で真上に掲げた。

「ウッチマッスヨォオオオオオ──────！」

　横にいた教皇総長が、音が出るような力感で眉まゆをひそめたが、気にしない事とする。
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　そして場は、中央に集中した。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウも、輝てる元もとと太陽王ロワ・ソレイユが会議場に出るに続いて、踏み固められた土の地面を踏んだ。

　……皆、オブザーバ席から出てきて、会議場に溢あふれ始めてますわね。

　これは武蔵むさしの姫が会議場に出ていたせいもあるだろう。武蔵勢が続いて出てきてしまったので、皆、何となく応じてしまったのだ。

・もり１：『実質、ヴェストファーレン会議は終わっている、という事でしょうか』

・元ヤン：『教皇総長が武蔵を認めたからな。まだ評価はでてないが、認めたのは確かだから、あとは、各国、武蔵がどれだけ自分のベットを上げられるか見たい、って、それだけだ』

　皆、雛ひな壇だん式のオブザーバ席で見ていた方が、見晴らしは良いだろうに。

　現場の近くにいたい、という事だろうか。

　そして誰だれもが背伸びして、中央にいる教皇総長や武蔵副会長や姫を見ようとして、

　……あら？

「石いし田だ・三みつ成なりも、出ますの」

　何故なぜなのか？　その事を疑問して、己はこれから何が行われるか気付いた。

「大罪武装ロイズモイ・オプロを、撃ち合いますのね？」







[image: 第五十六章『接近の関係者』]
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「そうだ。小こ牧まき長なが久く手ての戦い以来、ホライゾンの大罪武装ロイズモイ・オプロは、アップデートを二度行っている。一回目は新型武蔵むさしの同期。二回目は、これからそれを示す。

　そのためには、比較がいいだろう」

　という副会長の声を、〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟を手にした三みつ成なりは聞いていた。

　正面、十メートル程の位置に姫がいる。

　……撃って比較ですよね。

　自分の大罪武装はアップデートがないタイプだ。とりあえず並んで射撃をしようと思い、

「あ、石いし田だ、そこでいい、動かないでくれ」

「え？　そっち、姫と撃って比較ですよね？」

「ああ、だから、ホライゾンと撃って比較するから、そこでいいぞ」

　言われて、己は位置関係を見る。

　正面、十メートルの位置に姫がいる。自分は、この構図から考えられる〝撃って比較〟の方法を脳内で検討した。その上で、軽く右手を挙げ、

「副会長、私、凄すごく悪い予感を否定出来ないんですけど、どうしたらいいでしょうか」

「ああ、気にするな。そうすれば大丈夫だ」

「そりゃ気にしなければ大丈夫ですよ!!」

　向こうで従士が腕を組んで深く頷うなずいているが、被害者枠に私も入ったと考えていいんだろうか。あまりよくない。とりあえず逃げようかと思ったが、気付くと背後に嘉よし明あきと脇わき坂さかがいた。

　……詰んだ……。

　思った瞬間だ。姫がいきなり〝悲嘆の怠惰〟を発射した。
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　わああ！　と射線上の皆が避けたり伏せて空けた空間を、一条の黒い光が走った。

　それは搔かき毟むしりの、低出力の一発だったが、対面となるオブザーバ席を破壊し、内壁を外にまで貫通させた。座席のフレームと木材の砕ける音に、風が連なって走り、

「おっといけません。チョイと試し撃ちをするつもりが、壁を破壊してしまいました」

　開いた穴から、外に着陸している艦群や、地上施設の音が届いてくる。そしてようやくに警報が鳴り、直径十メートル程の開いた穴の周囲に接近危険の表示枠サインフレームが展開。

『えー、お客様ー、大罪武装を確認無しに発砲するのはー、おやめ下さいー』

　と言う場内放送にホライゾンが頷き、手を上げつつ頭を下げる。そして、

「さあて」

〝悲嘆の怠惰〟を構えて左右に振り回すと、その先にいる皆が逃げ出した。
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　わああ、と逃げる皆を、姫が〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟を構えて追い掛けたり、不意に振り向いて別の集団を逃げ惑わせるのを、三みつ成なりは見ていた。

　砲撃系の瑞典スウエーデン副長には通じるものがあるのだろうか。武神の上でゲラゲラ笑っていて、やはり強国の副長は剛ごう毅きだと思う。

　だが気付くと、副会長がこちらに手招きしていた。なので半目の視線を合わせ、

「……何ですか一体」。

「ああ、今ので解わかったな？　フツーに撃つと危ないだろう？」

「だ、だからって相そう殺さい狙ねらいとか、私が危ないですよ！」

「大丈夫だ。ホライゾンも自動人形だから、正式に射撃する時は姿勢がビタっと決まる。そういうものだ」

　彼女の背後、姫が腰を低くしてこちらを窺うかがいつつ、〝悲嘆の怠惰〟を抱えた上半身をゆらゆら揺らしているが、あれはギャグだと思いたい。

　だが、副会長が手を上げて離れると、

　……あ。

　姫と向き合う事となった。
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　三成は、姫と正面からこうして向き合った事がある。合流の際、そういう機会があり、また、日常的にもこれまで何度もこのような構図はあったからだ。

　だが、〝悲嘆の怠惰〟を持って正対するのは初めてだ。

　言い換えるなら、〝相手〟として向き合うのは、初だろう。

　だから、気分的に居住まいを正す。すると福ふく島しまがやってきて、

「…………」

　無言で姿勢の歪ゆがみを直してくれた。そして清きよ正まさがやってきて、

「…………」

　無言で〝悲嘆の怠惰〟の傾きを直してくれた。そして平ひら野のと糟かす屋やがやってきて、

「…………」

　無言で衣服の乱れを直してくれた。そして片かた桐ぎりがやってきて、

「…………」

　無言で頑張れポーズをして去って行った。そして嘉よし明あきと脇わき坂さかがやってきて、

「何もかも修正されたわね」

「でも何かちょっと足りない気がするけど頑張れヨ──」

「い、言いに来る必要あるんですかソレは……！」

・黒　竹：『あ、おねーさんは計測とかの方に回ってますんで』

　左さ近こんは向こうで手を振ってるし、大おお谷たにはこっちのバックアップに控えてくれているだろう。だとすれば、

「ええと、御願いします。武蔵むさしの姫……」

「あ、ちょっと」

　と、姫が右の手の平をこっちに向けた。

「いきなりドカンとやると、教皇総長様が自分のマイ船が吹っ飛んでゴール決められた時を思い出して泣いてしまうかもしれないので、十パーセントくらいから行きましょう」

「誰だれが泣くか……！」

　……剛ごう毅き過ぎる……。

　しみじみ思っていると、姫が手を上げた。

「ではタイミングを合わせましょうか」

「あ、Ｊｕｄジヤツジ．、どうしますか？」

「Ｊｕｄ．、こちらが〝撃ちますよ〟と言ったら、で行きましょう」

　撃たれた。
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　わああ！　と、低出力ながら黒の光爆と大風が生じる現場から、皆が退避した。

　だが十数メートルを駆けて、腰を落としたり、身構えて振り向く先、

「……衝突？」

　黒の光が炸さく裂れつし、だが、白の光が押し返している。それは、

「石いし田だ・三みつ成なりの試作型大罪武装ロイズモイ・オプロか！」

　Ｊｕｄ．！　と、散る光と破片の向こうから、三成の声が聞こえた。

「〝撃ちますよ〟と言って撃つなら、その提案時にも〝言っている〟ので、撃ってくるだろうと、そう予測しました！」
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　正まさ純ずみは、横に立つ教皇総長の言葉を聞いた。

「……それはどうなんだ？　おい」

「いや、私に言われましても……、はい」

　ただ、両者が出力を上げていく。浅あさ間まがこちらに表示枠サインフレームを向けているので解わかるが、緩やかに二十パーセントを超え、三十パーセントへと向かっていく。だが、

　……相そう殺さいしてるか？

　力が激突し、唸うなるような音が大きくなった。光も散り、しかし拮きつ抗こうだ。

　どちらも押すが、揺るがない。それを見て、

「ん？」

　という、全体的に緩んだような疑問が、皆に生じ始めた。

　退避していた身が、それぞれ、力の激突を眺められるようになっている。

　それは相殺が上手うまく行っているという事だが、

「同じなのか……？」

　漏れる感想は、その通りだろう。

　少なくともここまで、二人の大罪武装ロイズモイ・オプロの力には、差が無いように見えるのだ。
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　……どうなんだ？

　己としては、この頃ころのアップデートで、変化が生じたと思っていた。それも、恐らくはこうだろう、という予測のあるものだった。だが、

「見た目、同じだな……」

　色が違うが、試作型との差だろう。本質は変化が無い。もしあるとしたら、

・煙草女：『ひょっとしたら光の色の違いは元もと信のぶ公が気分で変えたとか……』

・賢姉様：『フフフ、ピンクとかだったら、大罪武装のイメージも大きく変わったわよね！』

　頼むから言わないでくれ。だが、石いし田だ側で計測など行っていた竹たけ中なかが、いきなり叫んだ。

「砲撃止めて下さい！　危険ですって！」
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　え？　とネイメアは首を傾かしげた。両者は拮抗状態で、自分は今、豊ゆたかについていく状態で母達の方を見ているのだが、

「現状、出力三十パーセントですのよね？」

　段階的なセイフティとしては、六十パーセントが境界だと聞いている。そこから先はホ母様の感情が必要だと。

　その一方で三みつ成なりは自動人形であり、情報体であるため、これが出来ない。

　だから六十パーセントを超える事になったらストップ。そういうものだと思っていたが、

「何が危険ですの？」

　問いかけに、即答が来た。

「こっちの出力が六十パーセントを超えているんですよー!!」
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　竹たけ中なかにして、意味の解わからない事だった。

　出力は明らかに上がっている。それも、

「か、勝手に上がってます！」

　持ち主の三みつ成なりが、事態を理解出来ていないようだった。なので皆が顔を見合わせ、

「暴走……!?」

「操作ミスで御座りましょうか」

「設定の間違いがあったのでは？」

「仕様外の何かがあったのかもしれませんね」

「異常事態だと思います」

「共鳴か何かですの？」

「不具合？」

「故障じゃないかなー」

「中古品だしな」

「う、後ろ三人！　特に蜂はち須す賀かさんが酷ひどいですよ！」

　だが一番頷うなずけるのも蜂須賀の意見な気がする。ただ、

・ゆたか：『どういう事なんです？　こっち、出力は三十パーセント程度ですよ？』

　噓うそ、と一瞬思ってしまうくらいには、危険だ。何故なぜならこちらは六十パーセントの境界を越え、大罪武装ロイズモイ・オプロの周囲に表示枠サインフレームが一斉展開した。

「ヤバ……」

　誰だれにともなく手を上げたのは、三成を引き剝はがそうと思ったからだった。すぐに動いたのはやはり福ふく島しまと左さ近こんの二人で、大おお谷たにが緩衝術式を展開している。

　対面側でも、異常を察知したのか、

・金マル：『アー、コリャ不具合か』

・煙草女：『中古品に保証は利かんよな』

　あっ、蜂須賀さんの姉、変な説得力ありますねー、と思った瞬間。目の前で白の光が炸さく裂れつした。三成が起こせない筈はずの、魂の起動が必要な第三駆動に入ったのだ。
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　三成の視界の中。光が挑みかかった。

　白の色が膨れ上がる。純白の搔かき毟むしりが束のように跳ね、そして音が走った。搔き毟りの全ての指が大気を裂き、

「……！」

　正面に立つ武蔵むさしの姫を飲み込もうとする。更に、

　……加圧する!?

　おかしい。これ以上の出力などあり得ない筈はずだ。自分には感情が無いというのに、

「ぅわ……！」

　一斉、という勢いで、知らずの力が破裂した。
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　誰だれもがそれを見た。

　黒の色だった。

　武蔵の姫、ホライゾンがやや持ち上げた〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟から先。黒の搔かき毟むしりがほどけ、光の直線となっていた。

　だが、それだけだった。黒線の行き先は、先程開けられた大穴だ。

　しかし周囲には、あれ程散っていた流体光も、三みつ成なりの〝悲嘆の怠惰〟から発せられる白光も、何もかもがなくなっていた。

「え……？」

　と三成が自分の腕の中にある〝悲嘆の怠惰〟を見る。下腕の形に似たその武装は、

「動いていない……？」

　停止している。全開に向けて駆動していた全体が、完全に押しとどまり、展開部分なども全て熱を消して沈黙していた。

　衝突の証拠となるものが、何も残っていない。吹いていた風も、起きていた音も、何もかもが消え去っている。これは、

「どういう事だ……？」

　皆が疑問する中、はっきりとした声が響いた。

「ホライゾン・アリアダストが、……大罪武装ロイズモイ・オプロを、己のものとした、という事だ」

　正まさ純ずみだった。
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「これはどういう事だ？　何が起きた、本ほん多だ・正純」

　教皇総長パパ・スコウラは、今見たものを、走狗マウスに録画として呼び出させた。

　起きた事は簡単だ。衝突を起こしていた二者の大罪武装の内、石いし田だ・三成のものは暴走をしたと、そう見えていた。

　だがそれが最高潮に至った時、不意に消えた。

　……否。あれは……。

　武蔵の姫が放つ〝悲嘆の怠惰〟だ。搔き毟りと呼ばれる黒光の威力が緩み、しかし、広がり、添えられるようにして、

「抱き寄せた……？」

　誘い、引いた。砲撃なので方向が逆の動作だが、全体としてはそう見えた。そして暴走によって膨張した白光が、口づけされるように触れた時、

　……消失だ。

　コマ落としでも何でもない。いきなり消えている。

　一応、流体光の残光は確認出来た。だがこれは、

「何だ？　暴走を起こし、搔かき消すとは、何が働いた？」

「違います、教皇総長。そうではありません」

　本ほん多だ・正まさ純ずみが口を開いた。彼女は姫の方を手で示し、

「罪を咎とがめて殺す断罪ではなく、罪を認めさせるだけの大罪でもない」

　それは、

「大罪を、持てる事こそが幸いと諭す、赦しや罪ざいの武装です」





●






・ＡｎＧ：『冤えん罪ざい武装？』

・未熟者：『やめてくれ！　その名前は次のイベントで使うんだ……！』

・●　画：『じゃあ私達は使わない方がいいわね。意味もちょっと違うと思うし』

・十ＺＯ：『その〝じゃあ〟って、何に掛かって御座るかな？』





●






　浅あさ間まは、それぞれが疑問によって顔を見合わせる中、手を上げた。

　出すのは表示枠サインフレームで、映すのは大罪武装ロイズモイ・オプロの概要図だ。

「ええと、ちょっと説明します」

　皆が振り向く。が、緊張はしない。こういう説明も、巫女みこの仕事なのだ。自分は大罪武装の概要図を手で示し、

「──こちら、大罪武装ですが、これは相手に〝大罪を持っている〟事を定義し、それによってダメージを与えたり、効果を発揮する武装です。

　かつての未来では最終決戦で、運命を殺すために用いられましたが、失敗しました」

「大罪は誰だれもが持つものですし、既にその自覚がある運命に用いても無意味。そういう事でしたのよね？」

　……ミト、フォローが良い感じです！

　明らかにサクラな気もするが、自分は桜や梅や椿つばきの浅間神社出身だから良しとする。

　そして次に己が表示枠に出したのは、本ほん能のう寺じの記録画像だ。ハナミの視覚情報にあったもので、流体光がハレーションを起こしているが、確かに形の解わかるものがある。

「──信のぶ長ながの断罪武装です」
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　浅あさ間まは言う。皆が言葉を噤つぐんだ中、白と黒の巨大な人型武装を指し、

「この断罪武装は、人が持つ大罪を赦ゆるさず、罪として確定するものです。この制御ＯＳを持つ信長は、今、運命を取り込みつつあり、それが確定した時、信長を通して、運命はその罪を確定され、その人格が死に至ります」

　これらが、既存の罪の武装だ。

　対し、ホライゾンの武装はどういうものなのか。

「非常に表現が難しいのですが、理屈的に言えば、相手の中にある大罪を認めるところまでは大罪武装ロイズモイ・オプロと同じです。しかし、そこから先に、一手があります。それは──」

　それは、

「大罪を大罪のまま、昇しよう華かするんです」
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・あさま：『うわあ……、難しい！　これ、どう言ったらいいんですかね……』

・ホラ子：『浅間様がいると楽でいいですねえ。あ、コレ、結論です。現状としてはホライゾンは説明出来っこないので一つ御願いします』

・銀　狼：『智とも！　頑張って！　私に回さないようにして下さいましね！』

・賢姉様：『フフ、そうよ！　私に回したら私死ぬわよ！　難しい事を考えると死ぬ病にかかってるんだから！　アー九九を考えただけで頭痛が胸の奥でェ──！』

・俺　　：『つーかまあ、アレだよな。俺おれが死んだ時のアレ』

・あさま：『まあ、そうなんですけどねー……。あ、一五〇〇回じゃなくて、その前の話で』
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　浅間は言った。

「解釈です」

　そうなのだ。

「哀かなしい事があったとしても、それを哀しいと感じられるのは、自分が幸いな事を知っていたり、周囲にそれがあるからです。だから、哀しいという事は、幸いなんです」

　ホライゾンの大罪武装は、それだ。

「ホライゾンの大罪武装は、大罪の力を用いながら、相手がそれを悪と捉とらえていた場合、その捉え方を正します。言うなれば、ものの捉え方のパッチ当てです。

　哀かなしい事は哀しいままで、だけど、それだけじゃないと、そう加えるんです」

　そうするとどうなるか。

「それは嫌なものかもしれない。だけどこれがあるのは、自分に幸いがあるからだと、そう、受け入れて貰もらう訳です」

　……今さっき、見た通りですね。

　と、清きよ正まさが手を上げた。

「先程の、三みつ成なり様の大罪武装ロイズモイ・オプロが暴走したのは、何故なぜですか？　あれはまるで、姫の大罪武装に対し、怒りをぶつけたようにも見えました」

「はい、それは正解だと思います。だって大罪を幸いなものだと言われても、信じられませんよね？　普通は」

　だから、

「衝突した大罪は、自分が如何いかに辛つらいか、悪いものか、訴えようとします。出力を上げ、加圧します。これは大罪ゆえ、仕方ない事です。

　先程、三みつ成なりちゃ……、三成さんの大罪武装が暴走したのは、それです。機能とか制御ではなく、扱われている大罪という力自体が、己を証明しようとしたんですね。ただ──」

　どうなったか。皆は見た筈はずだ。

「莫大な出力を出しても、要は捉とらえ方の問題です。ホライゾンの方は低出力でしたが、大罪を定義する捉え方を変換し、大罪を受け入れさせました。

　それを善き事の証あかしとして受け入れたため、大罪武装の中から、大罪の力は失われていません。しかし、もはや罪としてそれを外にぶつける事は出来ないんじゃないかと──」

　と言って、己はある事に気付いた。同じように気付いた三成が、自分の〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟を慌てて抱きかかえると同時、ここにいる全員が叫んだ。

「壊したあ──！」
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・不退転：『たしかに変換システムを書き換えられたら、撃てなくなるわね』

・●　画：『誰だれ一体、後先考えずに撃ち合いさせたの』

・副会長：『ああ、私だよ！　私！　悪かったな!!』
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　質問ですの、とミトツダイラの母が手を上げるのを、浅あさ間まは見た。

「姫の大罪武装で人を撃ったら、どうなりますの？　綺き麗れいな人になりますの？」

「御母様、まさか自分を……」

「何言ってるんですのネイト、これ以上綺麗になったら貴女あなた達にとって完全に越えられない壁になる一方でうちの人が喜ぶから有りかも知れませんわね」

・ＡｎＧ：『ネイママのママン、何か凄すごい人……？』

・黒　狼：『ひ、否定はしませんのよ？』

　まあそういうものだろう。ただ、対人については、

「威力自体は、やはり大罪武装ロイズモイ・オプロです。対人用ではありませんね。そしてこれは、大罪を持たない相手、戦艦や設備に対しても同じです。ただ、変換システムが砲撃に乗っている分、以前より流体燃料を消費します。今さっきので、本体分量はほぼ使い切ってますから」

「どんどん効率悪くなりますねえ。──ともあれ正まさ純ずみ様、総括を」

　と言ってホライゾンの視線が向いた先。正純が軽く手を上げた。

「まあ、こういう事だ。──失わせない。それが全てなんだ」
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　正純は、教皇総長が振り向くのを見た。

　彼は、周囲を窺うかがい、恐らく教皇レベルならば気付いているであろう流体の残ざん滓しなどを見て、

「いつからだ？」

「ホライゾンについていえば、三み河かわからこっち、その中で成長し、獲得したものです」

　思い出す。一番初めにホライゾンが得た感情は何だったかを。

「哀かなしみです。三河でそれを得た時、彼女は、哀しみなど不要だと、そう言いました。

　だがうどん王国で馬鹿が哀しみを未遂で抱えていた時、こう言ったそうです。

　──哀しめるのは、幸いな事だ、と」

「何時いつだ？　何時、そうなったのだ？」

「何時という訳ではありません」

　そうですね、とホライゾンが応じた。

「三河で哀しみの感情を得た時、ホライゾンはこう言いました〝哀しいのは辛つらいです〟と。

　そして英国にて、トーリ様が言いました。〝哀しくないってのは、幸いな事だよ〟と。

　だからホライゾンは、その境界線を思ったのです。〝哀しめるのは、幸いな事だ〟と」

　言って、ホライゾンが、〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟を背後の位相空間に叩たたき込んだ。

　その上で、身体からだの力を抜き、彼女が言う。

「三河から、武蔵むさしを失い、トーリ様が哀しみを抱えたまでの間。──いろいろな方達が、去って行き、また出会って、共に行く事となり、ホライゾンは思ったのです。

　共に行こうと。そして、辛い事があったのに、何故なぜ、共にいけるのかを思えば、自然と、答えは出るでしょう」

　そう。

「その通りだったのです。──大罪を大罪として得られるのは、幸いな証あかしなのだと」
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　スレイマンは、今こそ理解した。

　先に武蔵むさし副会長に質問を投じた時、こう返されたのだ。

「その攻撃、後に回して下さい。勿もつ体たいないと、そう思うのです」

　当時はそういうものかと思ったが、期待は裏切られなかった。

　ここなのだ。ここで言うべきだ。それは、

「いいかね？　──失わせないとして、夢を掲げ、多くを救ってきたと自負ある武蔵だが、そのリーダーである総長が、哀かなしみを得て死んだと？　これはどういう事かね？

　リーダーとして、あってはならない事ではないかね？」

「スレイマン閣下」

　武蔵副会長が、笑みで言った。眉まゆの立った、強気の顔だ。

「──確かに、死を取り戻す準備などはしており、まあ、何というか、頑張ったのもいました。

　ただ、私達は知っていたのです。ホライゾンの変革を、その馬鹿が英国で作った事を」

　そして、

「十年前、ホライゾンを一度失い、だがそれを後悔として忘れなかった馬鹿が、正解に辿たどり着いていたという事を、私達は信じたのです。そしてそれは果たされた。現あら人ひと神がみにランクアップのオマケつきです。ならばあれは幸いな事だったのです、スレイマン閣下。そして──」

　そして、

「その事を理解している馬鹿と姫が、今はかつての未来と違い、三み河かわで失われなかった！

　武装は有り、道を間違えない王と、夢を見る姫もいる！　あとは力だ！

　──第二の月、創世計画以外の手段を、共に行く者達はいるか！」





●






「年末、満月の夜に私達は第二の月に向かう！　そして運命の自害を止め、この世界をこのままに存続させる！　作戦名はそこのネシンバラが考えたから赤面ものだが〝月の指輪マリツジリング〟。──このセンスに付いてこれるヤツはいるか!?」





●






　正まさ純ずみは待った。自分達の目的を告げ、やる事を告げ、仲間を募った。だが、

「────」

　周囲は沈黙だ。動かない。誰だれもが何も言わず、

　……駄目か？

　何か足りなかったか。否、言葉も条件も、何も足りないのだ。ただ、出来るとそう示しただけで、足りる部分があるとすれば、これからだろう。だから、

　……大丈夫だ。

　そう思い、視線を上げた時、前に人影があった。

　馬鹿だった。ホライゾンを横に置き、皆を後ろにつけた全裸がいる。

　そして馬鹿が、周囲の無言を、顎あごで示した。

「良かったな」

「……何がだ」

「見て解わからねえか。否、聞いて解んねえか、って方か」

　それは、

「──誰だれも一人として、退ひいてねえぞ」





●






　そうだな、と教皇総長パパ・スコウラは思った。

　……決まりか。

　こちらが否定し、潰つぶし、無き者にしようとしてきても、肯定し、逃れ、生き延びて来た馬鹿共がいて、世界を味方につけてしまった。更には、こちらと共に行きたいと言う。ならば、

「評価を下そう、本ほん多だ・正まさ純ずみ。他国の全てとは別の、旧派カトリツクとして、聖連代表として、教皇総長としての評価を武蔵むさしに下そう」





●






「まず、だ」

　改める事がある。

「──重奏世界の崩壊の理由に関しては、第三者組織を作り、調査をさせる。だからその結論が出るまで、完全に極東を赦ゆるす事は出来ない。が、その一方、次期体制への移行期間とは出来るだろう。その期間中、こうしておけ」

　その内容を、己は表示枠カデナフイルマに記した。


・極東の年齢制限を三十歳まで延長

・各国の暫定支配を〝教きよう導どう〟のレベルに落とし、居留地の権限を支配側と等しくする事

・総合外交館を極東に設置

・各国外界開拓の推進、武蔵の援助を必須



「……まあ、細かい事や不足もあるが、大枠はこれでいいだろう」

「あ！　年齢制限は三十二歳以上がいいであります！」

　瑞典スウエーデン総長が手を上げた。彼女は、赤面の必死顔で、

「私、二十八なので、三十最上限だと、忠ただ興おき様が再さ来らい年ねん高等部に入ったら、即卒業になってしまうのであります！」

　……何だこのノリは……。

　瑞典スウエーデン総長。昔は無口で感情出さないキャラだと聞いていたが、何故なぜだろうな……。

　原因は解わかっているが、聞かない事にした。大体、体裁的な処置なのだ。

「じゃあ〝極東の年齢制限を三十五歳まで延長〟でいいな？」

「有り難う御座います、教皇総長！」

　感謝された。まあコイツ、旧派カトリツクだしな、と思っていると、

「教皇総長、つまりは──」

「Ｔｅｓテスタメント．、貴様らの事は理解出来んし、したところで害でしかない。──しかし今、世界がそれを求めているなら、旧派としては利用し、存分に働いて貰もらおうと、そういう事だ」

　それはつまり、と、己は、本ほん多だ・正まさ純ずみと並び、その肩に肘ひじを乗せた。皆の方を見て、表示枠カデナフイルマを掲げ、自撮りして、通神帯ネツトに強制アップロードして、

「じゃ、今からK.P.A.Italiaと武蔵むさしは友好だからな？　ほら、恩があるだろう？　だから外界開拓は他の連中より俺おれのところを優先しろよ？　いいな？　おい」





●






　皆の視界の中、武蔵の従士が出て、手を下に下げ、勢いよく上げて、さん、はい、と。

「汚え─────────────────────────────────────！」

「何を言ってるか小物共め！　俺おれは元からこういう計画だったぞ！　貴様らが浅はかなだけだろうが！　なあ！　おい！　大体、開始時に追試の事で俺が先に一勝してる！　貴様らは、これが大おお坂さかの役えきの再現だと捉とらえれば合計で二敗！　貴様らの負けだ！」





●






「あの野郎、調子乗りやがって……」

「酒さか井い様、今から乗り込んでも遅いと判断出来ます。──以上」

　という〝武蔵〟と酒井の遣り取りに、ヨシナオは笑った。

「さて、何が虚実であろうかな。──途中から、教皇総長は楽しんでいるようだったよ」

　そうだな、と己は自分の言葉を確信する。

「教皇総長は、その立場や身分ゆえ、変革を求める事が出来ない。しかし、だからこそ、聖連や、現在の世界に対しては、不満を持っていた筈はずだ。完かん璧ぺきなものは無い、と」

「あの偏屈が、そんな風に思いますかねえ」

「思うとも」

　だって、と己は、〝武蔵〟に茶を一杯要求しながら、こう言った。

「彼は君に一度負けた。完璧な存在である筈の旧派が、教皇が、負けたのだ。

　──次の変革を求めるならば、次代の武蔵むさしであろう。そしてそれは、果たされたのだよ」





●






・副会長：『……何か、最後の最後で思い切り負けた気分だ』

・俺　　：『イノケン、キャラとしてズリぃよなー……』

・現役娘：『いいじゃありませんの。これから二月近い準備期間中、忙しくなりますわよ？』

・元ヤン：『全てを終える事が出来たら、新秩序の始まりだ。まあ、すぐに大きくは変わらねえだろうけど、──教皇まで入ってくるんじゃ、賑にぎやかになるな、コレは』





●






　そして教皇総長パパ・スコウラは叫んだ。

「これにてヴェストファーレン会議を終了する！」

　掲げた右の拳こぶしを握り、この場にいる皆に声をあげた。

「聞け！　──聖譜ある世界において、結果は全て正義に満ちている!!」

　その声に、答える音があった。会場。会議場の土の地面が鳴ったのだ。

　総員が、靴で、足で、装甲の脚部で、草の足や、それぞれの力で大地を鳴らした。

「Ｔｅｓテスタメント．！」

　言う。Ｊｕｄジヤツジメント．もＳｈａｊａシヤージヤーも、そこに重なった。

「──聖譜ある世界において、結果は全て正義に満ちている!!」

「──Ｔｅｓ．！」

　声が上がる。

　Ｔｅｓテス．、Ｔｅｓテス．、Ｔｅｓテス．、それは了承の意、契約の意、その上で何もかもが身を正し、

「我らは聖譜の元に行動せり！」

「我らは聖譜の元に結論せり！」

「我らは聖譜の元に規範せり！」

　更に、

「我ら聖譜と共にあり！」

　そして、

「我ら運命と共にあらんと!!」

　咆ほう吼こうにも似た響きが、全てを震わせた。





●






　空気が震動し、熱気が上がる。皆が高揚を隠さぬ中で、教皇総長は問うた。

「本ほん多だ・正まさ純ずみ、少々いいか？」

「え？　まだ何かあるんですか」

　……この女……！

　説教してやろうと思ったが、めでたい場だ。やめておく事にする。そして、

「……重奏世界崩壊の話や、大罪武装ロイズモイ・オプロのアップデートの話など、あったな？」

「ええ、ありましたが、何か？」

　どうだろうか、と思ったが、聞く事にする。

「それを一番最初に持ってくれば、他は不要だったのではないか？　おい」

「いや、……それだと……」

　暫しばらく、本ほん多だ・正まさ純ずみが思案した。ややあってから気付いたように、

「それだと、新秩序云うん々ぬんが、インパクト負けして話し合えないじゃないですか。だからこの順番で正解です。ええ」

「結局は重奏世界崩壊の真相で仕切り直しだ！　この馬鹿ものが……！」





●






　また怒号が生じ、副会長が言い訳して凌しのぎ出すのを三みつ成なりは見た。

　……コレ、今後もたびたびありそうですねー……。

　その場合、止めて良いのかどうか謎なぞだ。

　困った案件です、と自分の中でのトラブル格付けの上位にしていると、ふと音を聞いた。

「……え？」

　拍手が響いた。乾いたような、だが、断続の音が会場に鳴ったのだ。

　そして声を聞いた。北側の入口。そこから入ってくる人影がある。それは、

「────」

　知っていた。白の極東制服のアレンジ。黒の髪を流した女性は、

「信のぶ長なが様……!?」

　今、第二の月に捕らわれている筈はずの信長がいる。流体光を散らしながら、彼女は、会議場に踏み込んできた。その上で、

「どうも、──運命の借体です」

　言った声に、己は気付いた。今、信長の姿で、両手を挙げてアピールしたそれがいるが、

　……周りがやかましくて、無視されている……！

「おい、石いし田だ、どうした？　軽く飯でも行くが、どうする」

「いえ、あの、ちょっと！　あの、ええと！」

　向こうで信長の姿のそれが〝見てー　見てー〟とアピっているが、無視されている。

　……え、えーと……！

　いろいろと不安になったが、今日きようは酷ひどい事があり過ぎではないだろうか。







あとがき




　そんな訳で『境きよう界かい線せん上じようのホライゾンⅪ中』をお届け致します。ここまで来られたのも皆様のおかげです。どうも有り難う御座います。

　さて今回はヴェストファーレン会議。国際会議で、実際の歴史でも、まあいろいろやらかしてるんですが、会議が中で二つあることから神聖ローマ皇帝は瑞典スウエーデンと仏蘭西フランスに「どちらが取り分大きくする？」みたいな駆け引きを発生させて上手うまく凌しのごうとしたりと、皇帝なかなかやるじゃないか的なところがあったりします。とはいえ瑞典もアクセルが主導して仏蘭西と渡り合うんですが、ここで王権を振りかざしたクリスティーナがそこらの努力を吹っ飛ばす特赦を出してきたりして、何だこのカードゲームの終盤戦のような展開……。

　なお、作り手側の話としては、ここまで書いてきて解わかるのは、既作の経験があってこそ、ということだったりします。過去のシリーズで気付いたこと、出来なかった事、また、そこから予測出来たことがあって、繫つないで来れたなあ、と。

　未来の展望を示しても、すぐにそれは過去になってしまい、世界はその先に行く。書き手は、結論を出して安心してしまうものですが、その世界は違う。ならば世界はその視点で動いているだろうという、静的な設定をベースに動的な設計が必要だということは、幾つも書いて気付いたことで、もっと早く気付いておけよ、ってところではあります。

　三み河かわでの一件も、もう姿やあり方を変え、そしてまた、そこから生まれた多くのものが世界を動かす一因となりつつ、でもそれが全てではない。さあどうなるか、で次巻ですね。

　というところでチャット。

「学生時代のイタい話をするといいよ」

『中学校の時さ、学園祭の準備で、屋上掃除の担当になったのな？　だけど屋上は作業場でさ、皆時間掛けるからこっちも遅くなって。秋の夕暮れ、下は部活動の女子とかいる訳よ』

「何、恋の話とか始まる訳？」

『いや、ペットボトルに水入れて、柵さく越こえて、下の連中に〝アー我慢できねえー！　漏らすー！〟ってその水をリアルに落として行ったらパニックが生じてな。でも、あとで怒られたときの原因は〝柵を越えるな〟だったから、何か〝解ってねえ〟って感じ有るよな』

　趣味が違ったんだろう、多分。という処ところで、今回は作業BGMにアフターバーナーⅡで「FinalTakeOff」。ホライゾンや既作の雛ひな形がたを考え始めた頃ころ、これを始めとした曲に想像力を助けられたもんです。夏の記憶があるので、今時分はこのあたりよく聞きます。ともあれ今回、

「誰だれが一番、付き合いを求めていたんだろうか」

　ってことで一つ。では次、下巻、少々お待ち下さい。


平成三十年　六月　猛暑近い？　朝っぱら　　　　　

川かわ上かみ　稔みのる
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